{ザ 巧蕃 

ナチ ス經濟 建設 I 滴聲^ 

日本 評論 お 版 



はしがき 

夏寶 I か 出版部の ぶから 鷄著 「ナチ ご s 誌を w しては、 とのが s に 管た のは、 一が ち も 前 のげ- 卜 
音の ことて あつた 基 肺が にもの 約を 化 おる と考 へたな ち训 もな く 二 化の 養で 2 サ ざるを のなかつ 

第一に、 S は ナ子 K 政透骑 S かた も 3 でを り、 脯後 六ヶ年 S に？； 所信ょ だ 
して 5 B になされ て 巧、 それを 脚み ずして ナナスを 語る ことは 無 寒で をる こと 寡;; いたを;; あろ 
L 力 も 他を がて おな SS 碧 美ヶが 削とは からず しも 同 I ではない ことが、 々一つの 邱 •山で あつち そ 
れ fy 肆 への 約を 蒙： に 掌は には、 募を を 部ぶ きな める 金 ハに、 ナチ スを ド六ヶ 年の さおを 詳細に 跡 だ 
接なら ぬ。 にも拘らず、 可な りた だい 勒 巧を 巧つ てゐ るな には、 枯め てさしい な収 しか 巧 へられて をい。 
ヵゥした i ホ： S を」 てぶ 罢な 表たら」 A た。 卽 ち、 十 i 違— につい i の 一 f 木 
油ながら も 利 川 S 2 むな まに ボ つた 《で 雲。 こ 《ミに つ ミ？。 も攀に 器び# ねぱ ならない。 

本 巧は ホの やっな な 21 を學沾 をち 

一、 巧 一部は 碑 ド SJXS 向蟲 KK じ？ 引と して、 ナす K とは 何 か’ とい ムミ について 化の 紫)、 述 

か • i -" in 完 であろ 而」 丢 f - Kiig 一な をけ—」 たもので も 

る 



一、 巧 二部 第一 芳ボ 第五 尊では、 巧ん： y 何らの 批判を も 加 名いで、 ドィッが 制 お s を 挽の 展蔓 § し 
てゐろ これに だして 巧 一一 郁 巧 六 巧に あつて は、 阳ヶ 年計需 .をを する ナナスが 巧 寡の 裏の 瞬が なお おを 
恥 n にした。 

今や：：： 本 かが 亞塞 2 寞な S を 課せられて ゐ るけ、 ドィッの 装な がが 謹へ Q 努 から 巧み 化るべき も 
のは 軟 くは あるまい。 ザが、 寞べ意 が 多ければ ミ 巧楚 樓忆 裳に する こと S 化險で ぉる ことは ニム ふま 
でもな く、 f (それ Q 巧 否に 脚す る 黛を 批蔚栏 —XJ る觀 f そ、 が雾 £ つて 常に 川 草ら る •へを とこん 
でを らぅ。' - • ■- .... 

かかる お 巧から して 本 苗が、 が お 時り 本闊 W にかつて 巧 かのを 為と もを 〇 かるならば、 なに かつて 巧 か 八 ぉで 
ある。 
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第】 章 ナチ ス 運動 


巧 節 ヒット ラふ傳 


. 方 103;^ で 

载薄 

'1 - ■1 K (li.^ ^ で--^ 

< ♦ • •♦ / f . -!1 1 • 


と 班 化と に 論 後す るに ホ k つて、 巧* は 叫の 運動を へ， 口の 如く « がなら しめた 巧 巧 巧 ヒザト 
IV 」 化なければ をらない。 

巧 代に 淵して はを かな 記錄 がない d をれ 化に 化の 時代に ついては 「化が 脚ず」 の 中で 化〇ら 

はない。 

VI は 一八 八 九が WH -1 十 H イン .t がの ホ I スト リャ 小& ブラウナウに めて ド 級悅關 かの U 
がは ォ J スト リャ であった が、 ぶ ホは ニ ー ダ I バイエルから W てむ る。 


■-ig C S み f 苛， 巧の 父は ドィ ツ 八バッ サゥ 映が のか 腳 にを 化した が’ もな くぶ 給を ぶ 給され て リンツに ホり. 
ォ ー スト リヤの 小 都 ラム バッハに 小 地所を ぶめ て、 円らが ホに 化ず しつ、 化の ホ 非を K てるに ちつた。 

彼の乂は巧しい水ホ-門化の个であつて、 僮か马グ瓜デンの化がを巧つてゥ< 1ンに巧^、 化處でモ細エを巧つ 
わが、 これにぶ おする ことか 出來 なかつ たので、 刻ち してを ニト S 巧に して 小 おになる ことが 扣米 たので あつ 
た。 それで 彼は 化のを での T ドルフを 巧 大な巧 史に化 卜-げ る ことが がの ぶ 願で あつた。 しかし ヒ W トラー は* ぶ 
巧 一巧 ナナス 注 巧 一 


巧 一が 巧 » 巧 得 か 2 ナナス ニ 
にを り 巧い と 劇つ てわた。 彼は なおが ホで {たまらな かつた。 化の 言 おを 化れば 「〇 分の 時训を 巧ち 巧卡 、が 
找 巧に 稱られ て ホつて ゐる ことを おへた だけで ぞつとし た。」- 化の 父での お 端な な 化の か 述が炎 はれた 巧に ヒッ 
トラ ー はま だ 十二な であつた。 十 S なの 時が の 父は な： 化した。 巧が 化は 巧い 肺 化に 桃つた ほに をれ まで 姐つ てむ 
たを 巧を 巧を おくと 巧に、 招 巧の おがに よつて、 化の 巧は t 父 のぶおに よつてす 化 をれ かに 化卜； げる ことを 諭め 
た。 そしてがかは化のな^^のとひに巧して巧術巧巧へ人れる化心をした。 みがヒッ トラーは关術ぶたらんとする 
橫れ におち も おれた。 だが それは 彼に 化つて はがい ホであつた。 化の 二が 後 巧を ホつ たので ある。 化の 時から 化 
の ホ 巧 巧が おまつた。 父の 俺 かなぶ をは 巧の あ 化のは におん ど 化 ひ 化た されて たたので ある。 

十六な の 時化は 苗 蜜の 志を 抱いて 二、 一二を の お 物のは いつた；；：： ホを がを として ゥィ ー ンに來 て お 術が 校の 入 巧 
なおに 席 じたが、 幸 かす 幸 かみ 敗した。 化の ホ 望は 励 たれた。 がの 巧の おが W は义ザ 姐り 巧 巧の 述椅 であつた。 
を かに 化は 大工の 徒 ホに なり、 巧に ペンキ 吊に なつた。 當 時の ホ 巧に ついて、 ヒット ラ ー 円ら 化の 著 「化が 脚 ホ」 
の 中で かぅ 述べて むる —— 

「なが おかには を 巧 大工と して、 ホには 一 かの 絲ぶ きとして、 円ら パンを ぶめ ねばならな かつた 化の 记が W は、 
が 巧と 巧茄 がの 物であつた。 かぅ したち 巧に よつて 巧た パン とても 化を みぐ にも 化 〇 なかつ た。 壯の化 こそは な 
けなの 巧を 巧れ ないで、 あらゆる 巧 巧を々 けた 惟一の がが 巧であつた。 なのな ひぶめ たが 物は をく、 化の がしい 
化を なんで 娘た ものである。 一巧 ォペラ 化物に 巧けば、 がの 巧に 化鹏 がが n 私に 附き 期つた。 おの ホ 巧は 化の 巧 
巧な 义 との 不斷 の脚發 かの 何物で もなかつ ちに も 拘らホ おは、 化の 時代に？ をつ たおの か强 をし ち尘 


薄の な歧 に、 お < 稀れ にを 物を 怖して オペラを 化に むく かには、 がの 惟一の ぶ 人は yv くの 巧 物であつた。」 

同時に 化の 職骗を 渡り ホいて ゐる W ちのけ 代に、 化の 社み m 趣に 關ナる 眼が 間 かれた。 巧に ウィ ー ンは巧 巧な 
も不な 巧な かみが 態を みへ てゐ た。 朵峭 らしい がと 典 だしい 巧带 とが、 ハ ブス ブル グが制 T にか 巧ぶ して ゐ た。 
ヒブ トラ ー はかぅ こム つて ゐる 

「ウィ ー ン はか おの 鉛 神の のみならず、 經 巧のに も、 卡 U い ドナ ウー ト •闽の 中心であつた。 化 化の ない ボ 人、 化 史、 
錠 ホち 巧 巧 等 ハ ー 聞かな 倘 ホ 乂ホ にお k し、 な 巧 や 商人の 窗か闽 W のがしい 巧 あにが ぶして むちぶ 化な が肢 
の 削の 巧 おには 救 千の 巧浪 巧， のがが おれて ゐ た。 

.化を 問 迎を硏 ％ す るには ドイツの 如何なる 都み ょ 〇 も ウィ ー ンが巧 利で あつた， が」 间 けに 化を おかせた ことは > 
化の 周 脚の 化の 巧 げられ た： 卜牌陪 がに がける 祐 だしい 迸な のが 瞬であつた。 そして 化は がての ぶ 巧の 明-がの が 内 
を闊：一^の巧〇 の缺さの中に認めると巧に、 社み叫迎 の 解化 と闽が枯神 のな巧とは相離るべからざるものであると 
おへた ので ある。 卽 ちが.：： ら 「一闽 W の闽 W 帖 神な 贼の W 掛は 、巧 一にが をな 社み 化 態 削 巧の 1! 迎 である」 と-- ム 
つてね る。 

单 にも 一九 〇 九 ザから 一九 一 0 が 叫に ザつて、 化の あたに 巧た 獨 ぶの 嫂！！ ぶと しての 職 巧は、 机々 中 •巧を がに 
したので、 な々 お 心に 化か 迎の硏 ％ に 巧 如した。 しかも 一ぶ ではが はみ がけ 化から 化いて むた が ホぶ としての 
ホ 巧に がする 惰 なを 扮 てること が出來 ないで、 がかに 恥 刻ぶ たるべく お 力して ゐ た。 

i 九 一二が のが 化は かめて 巧れ の 巧 ミュンヘンに 來 た。 化诣 こを 化は 「巧の ドイツの が#」 である ことを 巧 じ 

巧 一# 十 ナス 进助 |二 


巧 一部み «巧 おか s + ナ A 4 
ちがに ょれば、 化の 古い •ハ イ H ルの が 「ミ‘ ン こをから ずして は ドイツを かつた 文とは たへ ないし、 ミ‘ 
ごン をなず しては、 ドイツ Q 慕を： なきを W 來 ない」 八で あろ ばに ドイツ 的を がに ホた をた、'、 I ン 
こ の ぶお は誓ヒ "トラ， ハを 塞に 描へ、 化完 雜と 切 i すべから ざる ものと なつち 
化 ハが 術 的を" f がに 於け る 藻を と 脚 ひつ、. 戴ぶ たるべく 遷」 ち 戦 S までの ニケが 料 ホ 巧は， 
化の ホ かにめ て、 なも夕 しい、 ずら かな 化 巧で あつたと 門ら 追が L てむ る。 

一九 一一: がが：：；々 が 下る や’ 化は 譜的ぼ 化に 燃えて 、 P トイ ツ人 として、 •トイ ツ搜と S ドイツ人， > a ぶ 
として S ドイツ S と S 驚 S に劍を おつ た。 卽ち璧 化 C 篡 TK 卜 。ヤ を？、 話 接に ょつ ち さ 

れた强 して 雖惡 して、 八 巧 iriu バ イ ユル 的 王 ル 1 ド ウィ？； y 二相に. 地て て、 バイエルが がが のぶ 閒 をして 
された ので あつた。 かくて 化は" スト 聯 なに 編入され て、 7 ランデ こ § になを ちその 途中で がんて •トイ 
.ソ のず ライン 河を 是 。がの 時 S とを 璧 ホの やぅな 巧が 門 ぃ觉 をけ てがいて ゐる 一 
「ぶに は義 巧を 樂す はに ミ 三 ヘンを ちるべき；：： か爱 。巧* が阳ん に 向？ 逝が する へ 巧で だてを 
ライン. げを慧 。巧 4 は 化 S.t をを 慾な 教を 善を なら い S だ。 ほ 2 を 望を 址し了 選 か、 T グ 

-ソ ルド S 白 も S を 脚ら すの 蓋た 時、 お S かき 檢送 刈が からは 門ら I •ドイツ！ ドイツ！ なべての 卜 .こ 
!』 のがが 怡：乂 に 向つて ほとばし ゎ W わ。 おの 胸は 窟 がに つぶれさ ぅだつた 。一 . 

がな 阿； 品、 牠 はが 冀費」 て、 そ」 了？ 礎 聞な 重と」 て S 宗動 占。 

阳 な巧絲 にがけ る 巧 巧 S 月が 化 S 牛： 巧に なつち 化は 化險を 巧し み’ が 巧 か 門ら 逝んで 攀 にを つち TL 


一六 輩 巧ち ソンムに がける ィギ " K の襄 中に 璧审 傷， れ ひ、 ベルリン 巧が ベ J , ツ態提 に盞さ 
-"1 た- riv 處て 彼は 隐お ホや败 化ぶ を 夕 とり.； J け ユダヤ人と マルク シストと をを* とやつつ ける 巧みを をつ ち 
これらの もの ども こそ 化に かつては 邮闽の ペストで ありが 牛-お だつ たの e わる W 

一九 一と 堂な には 化は 冉び戰お にあつ た。 が S が S 巧 妾に 略 利 S ん しい A 泉が。 に 姿 5 た。 と 
ミが そ： si に ホぐ； 牛、 卽ち 一九 一八 年 S 追が に對 する S と’ 佛 、ち、 ホ、 S なが Q ドィツ 職械 にがす る 進 
巧の 潮の 假が なき 限と とに ょつ て 勝利の がをは ホ 巧に がちが かれて S ち 化の が 巧た るが のち 璧一乂 一 4 
黄 降 一一 谊 ：：： に 7 ランデル N QS にあつ た。 ィ 1 プル K g ィす K がは 化 S おにがし てぶ ガスを 撤 かしち 
そのが 化 -f 巧 十 阿：：： 化は 巧-^ ど 《明し かかつ た ほに、 ポンメルン Q パ 1 ゼ ツル ク 態み 院に なをち 化 おご 

時は 巧 帥 や S お K まで 援 をが はれて ゐ SS 控 ホ愛叟 裏た だち お」 これは 襄 のけ* に 向つ 

て閒 かれた。 

化グ 山が 次 巧に か媳忆 S つつを つ.^ 主 巧. fu、 化 帥から 巧 化の 沒 がと 器阳 曾； とに 擊る がての ザが 
を山力された？をる。 叫ザ閒^を戰ホのが化かをを #バ時3化2媛€化は-?;^リ：..：化にか巧に巧は 

れて むる —— 

「私は 巧 力 化んで 化の 化を をつ てけ •來 、：： 化いた ことは なかつ ちを ザ 時代に 運 かか 諸で あつた 時に、 おはが 
つて それに 對 して 規强 になつ た。. 水い 器 S 閒 に、 なの 贼累拥 ホいで おれる のを U がして は、 ss 嘉 をが 
へたり する ことは：— だと 化つ ち攀は ドィツの なに 化を のでは ないか！ 巧に 化の おも がしい 脚 ホを けん 

が 一 や ナナスが 巧 £ 


が一な みが 化の 前 s + ナス ムハ 
べき 秋に、 ぶ ガスのは に 眼を 化されて、 な Ur 水义じ 化え なくなる 八では あるまい かとい 牌ぶ に贼 巧いて ゐた 巧で 
さへ、 な 心の 叫びは なの W 策を がつた。 化けない ホよ！ 乂裝か 巧よ 〇 も お パ 巧 もイ卡 になりつつ あるのに 、化 
はか々 しく 巧く のかと。 かぅ して 化は 化かに な.：：： みのぶ € な 逃な をが へ ぶんで 來た 3 であつた。 だが 今と-. ムムク 
は、 どぅして化かないでむ‘ぃれやぅか？ 化はがめて化の邮凶の北んのぶ述に巧なして’ クこそ！が八個人的^^ 
おのかき は 何でもない ことを 知つ たの だ。 

かくて 一切は 無 化に がつた。 あらゆる 巧 仰ん おぶ も’ 化 八 牌ぶ に问 まれつつ ぶんだ 飢 ぶ も、. •パ 化 人の 化 も’ 
がて は 姑 化に なつた の だ。 …… ドイツの 巧 化が がむ 心を けて 化 八"' I 巧 C 准と-化び W 化ろ なでん なく 稱化 におつ 
たこと による 刖凹人 八な なのな ホが これ だク たの か？ これ こを 一 娘 化な おがぶ 八れ 化では ないか？ L 

ドイツ か マルク シストの ホに がちた ことは、 化に 化つて 耐へ她 い 巧 4 であつ た。 化の = にがは.：：， JS 化な をは 
つきり とが 〇、 n みの 俩 人的 ホ 福を 咖 つてむ た 過去を 沾 巧した。 化は おにぶ ち 上つた。 が ホ 化 治ぶ として 戰ム化 
心の がいた のは、 巧に 化の 巧の が' がからで あつた。 

一义 一八 年 十 一 HS お、 ヒット ラ ー は ミュンヘンに W り、 が S 所 旭 蹄な の 補 ホな 除に お 入され たが、 それは 巧 
に 「巧 おみ」 のぶが すると ころで あり、 ヒット ラ ー におつて は 何もかも：^ になは ぬ ことば かりであつた はに、 一巧 
トラウンシュタインに いつた か、 巧が S パが び ミ、 ン ヘンに M つた。 

大视 巾に ミ 1 ン ヘンには 北が H ぶ 化 巧から ぉお S 巧 倒 巧が. 中卜朋 れ茲ん でむた。 しかも クルト •ァイス ナ—は ぃぃ 
くも 一九 一一: が 助から 化い 地ぶ にが 人して、 職 ザに 化んだ 巧附 ホ、： 4 人、 か 捕 辟が の 間にな がな ホ か 化が をな 化 


しつつ あつた-力くて ミこ ヘン s 術ず 一月 だに がに 巧 巧 ミな 掌る と ミと な 〇, 巧 年 巧 s ゎ こ 
itk ナ- と-ラ-とは ッゥ r 卜费痛 的を だ' ご".. ふだ 巧して 「留 をの々 馈」 を こふ 
ンと して 、— W を i ん と」 た。 ミトラ， 揉—— が皇」 た运化 i も 化くな。、 
一楼 lui . i ょ if 」 た— f ろ」 か」 li 授ちミ i く ソゲ 

r 卜化滞 S . 送と にょつ て、 ミこ ヘンは 靜穏 S しと。 

ヒッ トラ 1 はが 二葉 翻 除に 化ける ポ かが 仲の ホ— U に 巧 かさた.^ いで 巧で だに なつち 巧げ 搜襄 
の 巧 巧の ミ ュごン では、 新ら と述芳 i がに 管て 獲な 韓が いはれ た。 それで ミトラ， は 一ぶ， 
公的 巧 かにが て •がた に S さた 「ドイッ 巧 做谋 JS を" に 曲 芒た。 化の 掌に めて 偶* 化は ゴ "トッ？ ご 
:—ダふ 「利某な制品皆に學る8を門了ミのぜ勤堇けた。 璧これこそ糾卜のドイッにがて 

器す •へを： 器鹽で 堇畜 、紫 ツイ ッ货 i 高 各ん is 曼た i ろ 化 地に か 

一」 化は 化 おき 述が —擠寞 i 動にまで さ 卜げる 心を けて’ 軍 巧の 巧 U として 入 巧し ちを が 
で 化 ss る搜 かみ ド •ぶ ドイッ々 倘资 削み であろ 训も なく 犯は パい 系を 爱られ て、 アン ト ごご 

クス ラ I に 化つ て その 巧が になつ た。 

，ぶ帷 りに 化 S 小簽は ミこ こ ,に化 つて 巧 I し' 質一囘 、巧には 一面、 がぶ みを 宿し’ 化 
等 n らぶ惡 をて 一 を W か」 了、 ss ぶ S 器 為： 5 た。」 かし S 葉は 皆 了資で わつ た。 

非の 時の ことを 化は かぅ 述ぺ てむ る 

が 一巧 ナナスが 巧 ご 


巧 一が 巧 巧 巧 巧 前 s + ナス 八 
「がは かもな ほ當 時の ことを まざ" 5^ とを えて ゐ る。 初めて 八十 化の 巧 巧を をが かした y 刻、 今 巧 こそ 來 み 巧が 
夕いぞ と 胸を 踏ら サて 巧つて ゐた 。ところが 一時 即 もを 刻ょり おらせて 閒 いたな 瑞で 化た ものは、 化が としてが 
のと 人 だけだつた」 と。 

しかし 彼等の 不贴 の％ 力は ホ 巧に 效 化を をはし 肢 ぶが 增加 しがめ た。 

一夕が の 满が舒 にめ て* ヒット ラ ー は 円ら 約 S 十分 間に 瓦る 馈 おを したが •をれ は般 衆に 夕乂 の婚 がを 脚へ た。 
化の 時に 初めて 化は 「円 分は 人を 說服 する 能力を 持つて ゐ る」 ことを 知り、 鬥 己の 稀れ に 化る 雄 辯を むなした の 
である。 

一九二 0 年 二 巧 二十 阿 H、 新 述動最 かの 大典が 說 みが 約 巧 あの お 衆の 削に 問 かれた。 化の 巧 トーで 初めて 二十 お 
ケ化 のな おがを 巧を し、 化 おにめ て ヒット ラ I は浙く W 人から なりを 巧け 始めた ので ある。 

これまでの ヒット ラ I のが！！ に 诗んだ 境遇は、 酣 巧の 化の 政 ホ 化 お 並に 巧 動の トーに 夕乂 のが 巧を 巧へ た。 

巧 一に かみ 巧を 過した +- 地 ブラウナウは、 ニユ ルン ベルグの 巧 阁の本 お ョ ー ハン •フィリップ ••ハルムが フランス 
の 暴を を 非 巧した 小冊子 「巧 制 下の ドイツ」 を附 かした 廉 で、 一八 0 六 年 ナポレオンの 命に ょつて おなされた 瑞 
巧で ある。 近 供の 古老から 化の 构 詰を 叫かされた ヒット ラ ー の 幼い 心には、 化の 時代に 中く もを 閱的ぜ 化が が ホ 
ぇつつ あつた。 

々いで ドイツの パッサウ A びナ ー スト リヤの リンツの 如く、 描 巧 凹 巧 化ぶ にかけ る 巧 巧 ホ 巧は、 化を して 化 ハ 
围 巧を 搁 まし、 ドイツ人は 巧 一の 凶ぶ にが】 さるべき ことが、 n がの、 がを の 化が でを る ことを 統巧サ しわた。 


かくて お時化が ホ 常な 巧劲； を w て勉强 したが 巧は がかと 地 巧と であつ た。 

がの おがに ザく 化に 圳れ て、 十 瓦な にして 巧に ホ 巧 卜： の 巧 難と、 かみ 制 ほの すな 邱 •とを 經驗 した ことは、 化の 
を时 なな 志を 仰り 卜：げ ると 同時に、 かみ 問題に を 乂の關 心を 持たし める がが になつ た。 しかし 徙が ゥィ ー ンの鹏 
柴を轉 こてむ る 閒に知 ゎの たこ クシ ズム は、 何等 化に かつて 劈に ならを つた 夏なら ず、 がつ て かか W 
ホ 萬の 限 お 的 巧 巧 下に あつた 巧附 巧の 旧人 ホ 萬の なお；；：^ を 嫌 おした。 化は 巧 做 巧の 一 おの 椒利擁 雄と が' の ホ 巧な 
巧との キ巧 としての 巧倾 化な と、 化 治 的 階級 脚 巧の 機 脚と しての 巧 術が 合との お 別を 判が とぶ 誠した ので ある。 
化は 階級 脚 巧を まとす る巧倘 組を を、 マルク シズ ム 的な、 闽巧的 ユダヤ人の むがの 巧 脚と 化 做して、 化のを ザら 
しい 巧 おから、 がが これに 反 巧した 货 に、 がの 仲閒 から W 迫され て 職瑞を 失つ たことは ー ザでなかつた。 

同時に ヒット ラ ー はが 巧閒 巧の 閲 たる ナ ー スト リヤ のず 府ゥィ ー ンの 化み ホ 巧に めて、 蝴の巧 化は W 巧で なけ 
れぱ ならない ことを なつた。 ォ ー スト リヤ == ハン ガリ ー の 如くを おが 巧の 强 制の 結た は、 がな 闽 WS 进化心 明ぶ 
のが 阴 であつて、 ドイツは 同一 血媒 、巧 一巧 詰、 问一义 化の がが な ドイツ W 巧に ょつてが 巧され ねばならな いと 
を ふ 借を が、 化に かつて 不動の ものと なつた。 

ぽ ユダヤ ホ 溝 化 想を 化く におつ たの も 亦、 化 5 ゥィ I ン巧 化で ある。 化は ルが 巧 代には ユダヤ人の ことを なゎ 
邮か なかつ たし、 化の 類ぶ の 「进ピ の おちが' ので 化に g かせる ことを 3；： んて 避けち 化が 始んて W ユダヤ 
化 想に 接した のは：々 < 1 ンで だ ユダヤ ^ ぶが W 「關 W が 一を 姐 じて であつた。 殊に 化の ユダヤ人が おのを は、 
偶々 ガリ シャの ユダヤ人の 械 端な ホ 凹ぶ め ホ 巧を Hilt して 强 めら れ た。 - 

巧 一々 ナナス 巧 M t 


巧 一部 政祐巧 かがの ナナス 10 
巧 巧に 巧に 化の 述 おの ス n I ガン 八 一つと なつた W 蘇な じぶ の 怖 のん ホ' ウィ ー ン巧 化に が 牛： えた。 一 = 化は 
强巧巧 八化胞 さじ 阪 をが はれながら 巧 股に 出掛けた。 化の おお 化が 巧た ものは ぶ：：；； 述 S 無ぶ 巧に かする 嫌 曲の：：^ 
巧 W ホの 何物で もたかつた。 が パ 巧の 巧 巧を 化は ホの 嘲 巧の た-: ‘い 巧で 述べて むる 11 

「牧バ 人の これらの 脚 W 代ぶ 巧は、 あるぶ 火な 經 が！^ 迎討 誌のは じ 出 化して むた。 …… 化の ぶの 内が は .f じて W 
き かられる 巧 化の 化い 常で がぶ された。 とい ふのは 化 等の 中には ドイツ 誌で なしに、 ス ラヴが でが す 巧 も あつた 
から。 おはがの 巧まで が W で 知つて むた ことを U の 化り 化た のが。 おりみ おりで、 が々 の阴 ぶで 叫びな つてむ 
る述 中を 化て、 なは かき 川さざる を W なんつ た‘」 と。 化の 化 解に ょれば、 巧け ハオー スト リヤ ぶかは ドイツ 巧.- た 
乂 衆の 利 おを 代ぶ しない、 ホ ドイツ 的 出な にぶつ も 八であつて、 耶ぶ说 がは ぶ 巧の W がな き 悅巧朵 のがが に 過 ダ 
たかつた。 

巧に ヒット ラ I が 化の ウィ ー ン巧 代に めて •げ 巧に 化 聞した 二つの 蝴 W 节 ぶの 述お かあつた。 一は シ t 1 ネラ ー 
の 化 ドイツが 動で あり、 他は リ - 1 ボ I の キリスト 巧 かなが 恥で あるが、 化の 二述 刺は がき ヒット ラ ー の. むを 强 

く捉 へ、 努叢 (ぶ S 卜：に 美 S 籌を雙 を？ をろ：^ 化に、 茲機 か提了 巧ら くげ-ベな けななら 

たい。 - 

ヒ- トラ ー にょれば、 ハ フス ソル グぶ かわら ゆる 平 巧を W て、 ドイツ t 雜 をが 給 せんとし たのに かして、 ドイ 
ツ 人 の ^を^^き • 化 の 憶め な 一小- 術 の if 制 如 ら 刖蝴をがら し む Y きな巧を化化 い た こ と は化ド イ ツ がか の かおで わ 
る。 しかしながら ヒ "トラ ー か ウィ ー ンに W たけには 巧に 化の 述 がは キリストが がか 述 がの 巧 乃に がされて & た。 


此馆 にがて ミトラ， は 化 ドィッ 述繫 8 背が こいな 瑞に 為らず、 をち なへ ただて、 一ぶ キ 。スト そ 

ホみ 跑 はか 常を 巧 力を 阜霞 . JS はだかと いふ 辞ん ら 、化 S 1; 誘、 延 いて お S ; ルグ •マ/ご 

ミ！ 不ラ 1 ミ， ル； r ガ ，ミ帶 をる 接に A ん でむろ た 化 也には ミトラ— 身を し S らしめ 
上クり 

化の ネ がに めても、 雙閣 S 潮と に めても、 シ r 本 ラ— のぶ か资 てむ ち 化は" ,，ガ，より も选ん 
^ くォ スト。 卞 を 巧 ぷの述 かを 製 じて &た 。 」.^」 化は 人 货梢微 を擎る ことか 這な かつ 
た。 此のが にめ ては リュ ー ゲ ー にが 化が わつた。 

化 ト ィッ isN がは if 萬には が-しかつを、 化 S 論設 識を乂 ぶに 變だる ことに々 管た。 シ r 
ネー T は N ルジ ，品み S い 積に S み 义莫を W さつ t た。 化 S 芝 器 2 踊 解が S 器 ハち 

である。 

リ—ガ •は 》 哲 が 了-::; にシ H - 本 ラ— とが おを ほ」 了 ゐろ璧 ごジ。 トー W 阶 誠の ち お 巧ん，* 
を^て しては 现化 にいて はな—— が 述刺ハ 腺 利を W らナに 化り ない ことを なつて， Q た。 叫の 化に 化よ；：--、 の 巧 巧- > 

巧 心を が 壁 SS 卜：话 3 くと Ms •に、 蔓 をを がる だけ 利 川； ほに、 な 技：^ さ 制— も？ は 巧 非 
な 力つ ちを によつ て" ュふ 1 はさる 巧群倘 神ち 堅 脚で をを 共る. ぶのと 禱 ち々 ぶ にお 

しつつ あるが 乂な 某悄械 にの て i したので あろ 巧に 化は 化の 巧 明な ヵトリ" クが なじかず る 器に よつ 
て、 刚 もを <化 の ホが がが 速の 支持を もを ける ことが 川 米た。 しかるに 化の 述 かも ホ々 貼した，。 

巧ータ ナナス » か こ 


巧 一巧 致« 巧が 前の ナサ ス ーニ 

化處 にめ て ヒット ラ ー は 化 ハニ述 がの み 化が々 巧の ドイツが み述 動の 上に がぶな 巧洲を 巧す ものと して、 化の 
W 々化の S 时の檢 討 じ 進んで むる。 

化に よればが ドイツ 述 おたれ のが 内は ホの S 點に卽 せられる。 

巧 一はが な iT 助に がする 理解の'^ 化で ある。 化の が 化友扣 巧は ゾルジ ，ァ 巧の みに 限られた。 

第二は 乂裝の 雄 かよりも ぶみ 岡 ホを たにした ことで ある。 

.巧 二 一は 阳 W 八 精神的が 水を 無械 して、 ヵトリ" ク おとがし く戰 つたこと でれ る。 

これに 反して キリストが がな 嚴は 化 ドイツ 述刺 にめ てがけて むた も ハを をが A へて むた。 しかし M 巧に これは 
化の 缺阶 を朽 つて ゐ た。 卽ち 

巧 一に 化の 述 動の 反 ユダヤち 盛は 人 巧 的が がに なたず して、 巧 おの 巧 山から 出 巧して むた。 化 八が 八 ‘ u ユダヤ 
おお 述 動に おしては 、ユダヤ人は 久し < 憤れが つてむ たはに みし もがが をぜ じな 加つた。 

巧 二に それが 巧の 「强 W ホ お」 述動 であるむ には、 ゥイ ー ンに述 おのぶ 心を 抱くべき ではな かつた。 ハプス ブル 
グ閑ぷ はか はれる には 餘〇に W みし 過ぎて むた。 しかるに キリスト お 社 か 巧が ゥイ ー ンを かふ ことによ つて、 才 
1 スト リヤを も かひが ると 軌 巧した ことは、 やがて 化の 巧 門み を も 他の 的が 的な 巧 化 巧と 进ぶ ところな からしめ 
るに おつた。 

W 上の 二述 おの 比 校から、 ヒット ラ ー はおんで 五ん。 

「おし キリスト おかみ 谋が乂 ホに がする 拭 明な ぶ 捕に 加 ふるに、 化 ドイツ 述 かの 人巧閒 姐に 封す る 北し い圳 'ザを 


かし、 ょり 蜘 ぉ 請で をつ たか、 おしく は w が じ 化 ドイツ 運動が 化の だ ユダヤず ぶの 目的と 闊 w ド-背 省の が 

宛との 冗し い狎 .解 じ加ム るに、 キリスト お 加な 谋八 かき 试陪の 皆 W さ、 巧に 化 梓 ド- 雜の化 想を も孔 へて わたと す 

れ ば、 化の 運 おは ドイツを おム ことに 巧が して ゐた であら ぅ^と。 

化の ヒット ラ ー の：：； 3 おを 化れば、 化 〇 みが 巧に ホむ るに おつた 明 W 化か ド •義 のぶ 向が 训 巧と 规化 される ので あ 
る 0 

1 ザ 3 を ミ* t r schE ミ n- =i 二 e" and Ihe 2si ご icla ミ玄二 P, r5di 】0; ち, P. G. 

六 ミ r ミ 1 He 己 en, > ご ist こ ry of 2atii 己 Soci 己 Li, ご >ndi 10 : た‘ p •乏 
巧 を呈を Hitler, Mein 巧 ミ llpf、 】2 Aufl. S. G. 

の 一 ごを r , a . ? o., s. 23. 

V ヴ re を ミ Jc r Schuman, Hitle ， a ミ 1 tli€ IVn/i ご ic ミ - ミ hip, 3ed • ごき ご 3 19: 夕 7 4 
が Hitler, a. ? 〇., 沒；{ f‘ 

か I 51 er , a .? ps .386. 

の Ilitler , ? ? O , S . 8 • 一 . 

が Hitler, a. ド O., s. lOG 巧 

ST Ilitler, a •口 • o., S •こ I. 

o ISIer,a.po.,s.l3;if. 

第一 一節 ナチ ス逆 動の が 頭 

朗 W 社み ホ苑 ドイツ 巧做谋 (巧 卜巧 かして ナナスと けぶ ) が、 大 碑が 乂化巧 倦 か：, 3 あの ドイツ 巧侦 巧から 强 巧し、 
巧 一章 ナナスが が - 一 ! I : 


が 一巧が 梅が 附 の + ナス ‘ 一阴 
一九二 0 年 二 巧 二十 WH の ミュンヘンに がける、 なかの み間乂 ホが ぶみ によつて’ かわて が' のが かがが 人.^ らぶ 
孤され るに ザつ たもの なることは、 刖が にめ てぶ ベた。 

此の 乂ホ にがす るな がの 巧び 掛けは 碰 かにぶ けで あつた。 「ブレスト •リト ゎ' スク化 約と ヴ パサイ ユ化 約」 な 
るが 姐の 下に、 ヴ王ル サイ ユ化 約の 木 巧と、 ドイツ 凹 W な附 のな 巧と をぶ く、 乂 のよぅ な ヒット ラ ー のな 化は、 
ぶを にお 来を 化 イ し 去つた。 これ こそ 峭 かが 化に がして、 凹 W の 化く 不滿を ヘム 巧と 叩きつ けたぶ】 巧だつた ので 
ある。 なな 聯な闊 によつて ドイツに のつて 描 示された 祕か化 件は 給り にも ウィルソン ハ ト叫ケ 化 ハが 则と槪 け 巧 
れ てわた。 それに よれげ ドイツは、 エパ ザス. U 1 トリン ゲン’ ザ ー 化 地ぶ、 ホイ ペン、 マ ，： J メディ I 、 ポ ー ゼ 
ン 、上部々 び 刚なブ p シヤの 大部分、 化シュ レジ ヤの 一部' 卽ち 削ぃ-に わて：,； 一巧 だ 平 ザぶ キ 》メー ト 化、 人り に 
めて め 六、 屯バ巧 人を かは わ ばなら なかつた。 化の 結 ぉ、 ホが ながみ ホ 化い S 々の 一、： 5 .び 巧编ホ 化の 乂 なかを 
かひ、 ドイツの 巧 ホが は戰 削の 二 刺に がが する。 がに ドイツは 化の 的船總 W 吸 中 5 十々 の 九、 酣巧 だケが W ニト 
巧嚇 化を 蜗化 し-ニケが パ 内に 一：， リ化な マルクを 支拂ひ •ドイツ 帖 •中は 十 巧 パ .下 に制邮 する こと 巧が がぶ された。 
ウィルソンの 凯 ゆる W 巧.；：： 化械の 跡は、 が ドイツに 腳 する 恥り 何跑 にもぶ わられな かつた。 しかも 阳内 にがてよ 
ホ 命 後の が亂は 化が としてが き、 巧 にん 巧 社な じぶ 化 とん 坂 社み じぶ 化、 これにが する に 中噢規 をが わと 卞るゾ 
"ジ 3 ア謂 かみの 化では が 推を 份 た。 流血 S 怯が は ドイツみ 佛 がで 热 化された 。ーリ 十：，、 リハリ I ブク 未ヒト 
と ロ ー ザ •ルク 七ンブ "グ 巧む 八 W は-小-に 化 ハが 亂い 山であつた。 化の 余阳の 棘が じむし てん 化かは K 心 ハが お 
を巧ナ ことが 出がな^ つたので わる。 


ヒッ トラ 1 も 「巧が 脚 ザ」 の 中で、 誇の ドイツの お 巧を ホの 言に 述べて ゐ る。 

5 闽な 一一つ K 分化 了む た。 一は 蠢階 がを 件んだ 言み 敕の货 じぶ 巧で わる か、 馨 はが' の f とり， ゴ 
とを 化# 磊觀 SKi 了け かんと た。 化さた が 革 i 裳襄 でを ミ、 S はちた ルな を 

株 端， マ/夕； ム運 ちに もび： 5： き 1 WC が 州の 錯を錶 .：； •によつ て邮ら っと _ J た。 化 巧は 凹 接 怖い 巧暮 

をて、 黛を 明 2 度 •り」— た丰る 化が でを つた。 かを 化 夕ぶ ホつ 了 ドイツの 冀 ぶつ 1 
^ 巧 f ことは、 か だ」 て簽を S 至を 辈」 了 •なに」 了 詔を を 度— 曲を かり k げ— プ^ 

化炮 にヒツ トラ ふ 化 ハ 器を 化た ので あろ そして かぅ ぶつて ゐる — 

f - f イツ 寞舊 装ぶ & iu 、 夕寡曼 - V - •だ 澄 K あろ 置」 i 一に 串た 

的乂 ホを 曲が じぶ 化する こよに よつ ての みぶ せら t — る。 ' 
リ かくて 巧* はなに I 兰九 がに、 巧* のが 述動 ハお だ おち 火 朱の 搜卜ぷ 化に ある ことを 知つ ちで わ 

化の ドイツ 接 ハ：蒂 ミ： ゲン 丰高 結で 靈； g か. ヴ 王化 約 S がさに 器し'— ミな 
閒 S 為な 冀と SS 賀と にた 苦 寞 ぶに 装され をとは 化 おで 至。？ ス のがぶ 雙 がと 

た。 がぶ み： 化に 咐加 十る 化裝は 巧に な I た。 

例の ナチ； ニ ミ 総 ilf 苗 f 耳ぶ i ろ f if ょ； 

が一々 + ナスが が - : 


策】 がか » 巧な おの ナナス ー六 

ス迷 勤の 指斜 をはす ものであるから、 化蹈 にがのを 义を 化げ やぅ。 

闲 - i ? 社な ホ義 ドイツ 巧 働 お綱锁 

ドイツ 巧 做嚴搁 がは 巧 化の 網が とす。 化し 巧 巧 巧は、 お 氷 化ず べき 大衆の イ滿に 化き 谋が がを W 化なら しむる 
口 的を W てす る ホは、 本辩 如に 化ける り 的 速 巧 後と が も、 新たなる 姑ぶ を 加 ふること を货 ルす。 

_、 巧* は 巧 向 化 術を 化 礎と して、 一切の ドイツ人が 大 ドイツの •> に W がず る ことを がぶ す。 

二、 巧* は 化 脚 W にがす る ドイツ 阴 W の 中等の 術が をが 水す。 化 ハ 化を パて 化* はヴ 1 ル サイ ユ がか 化 約と サ 
ン •ゼルマン ザ かが 約との 巧 巧を がぶ す。 

|二、 巧々 は 巧が 阳 W の扶 巧と、 巧が 過剧化 W お 化との はに 小 •化 (が W 化) をが 水す。 

0、 阳 W たり 料る 巧は ドイツ人の みとす。 ドイツ人た る 巧は、 ホが のか 何を W はず、 ドイツ W 巧の みと 
す。 化に ユダヤ人 はがて ドイツ人 たる ことを けず。 

五、 閑 W たらざる ザは、 がに か來 巧と して ドイツに 巧 化する 做 利を がする と 巧に、 か 人 法の 汹 川を なくべ を 宛 
找 をが す。 ‘ 

ホ、 阐 みのけ 化と か： 化と をみ おする 滞 利は 闊 W にの み赋 が ナベし。 化に 化々 は 明ぶ、 蹄が、 ポ 町村を 址 じて、 
み 巧の 巧 公職は 闊 W のみに 助 へらるべき ことを がぶ す。 

巧々 は 個人の 化 能を 無 化し、 巧が のみを U てな 公 鹏を獨 巧す るが 化 的が# 化 ホを な 化す。 


七^* は闊み 挺 k ハ巧サ と 牛-巧と Q 安を-化 若 u て 巧 一 <2 巧 巧と 孚べ きこと をが 李。 巧ぶ を 化：^ つ 
尘計銷 巧 助 雑なる 巧は、 冲蝴 人を 阿 作 じかな すべし。 

八、 ドイツ をらざる 巧 sss 化を S す。 化* は 一九 一阳ザ 八な 一：： ジ巧ト イツに 巧 化した る 一が S ホ 
ドイツ人の 卽巧闽 かお ム をが 水ず。 

化、 あらゆる 脚 W はが 等なる 術 利 おがを 化" すべし。 

-0、 み 脚 WS 巧 之 S はを を 裳： ならしむ i にあ"。 俩人 は 令 策 潔 皆を」、 がらぶ 人の 

利益を がるを 白のと し、 化して を 做の 利 おに 術季 ミらず。 此の 化に 化* は ホの 化が を榮て 
--、 ずな 巧 巧の 瞬 化 . 

沛 か 岭旅邮 心が 齡 

I 二、 一 努器寡 く廷 -U 器と S 大な § 巧兵军 を、 哦？ ょ 為人 裝淫搜 K かする 化 

巧と 化 化さざる を， けず。 か' に 化 ♦は) がの 戰巧 利が のぶみ なるな 化を がぶ す。 

ニニ、 巧々 は 一切の (お 來) 巧に 社 巧 化された るかぶ (トラスト) の阳 巧を がぶ す。 

-0、 巧々 はた 企が にめ ける 利/ <输 を 加を がぶ す。 

- 五、 巧々 は乂が 校 のぞを 制 化の 施ぶ をが ぶす。 

二八、 化* は 他を S 捕 階が 30 と 怒 桃 巧け 巧： S 冀 だ、 さ 小 § をが する 提ホなる 

資 が、 並に 闽 {ホ、 肺が’ ボ町 村に 對 ナる販 巧の 巧に、 小 葵 さ 運 術を が' ム ベを ことを. 業す。 

が 一 お ナナスが 巧 - b 


が 一部め 稱 巧が 前 s ナチ ス ー八 
■七、 化々 はか* の 脚 お K ぶの が 水に ななせる h •视 なが、 巧 M 利 一如を：：： 的と する 十-化の 俯の 巧收に 細ず るな 巧 
の 制を、 巧 代の 段 止、 一切の 小 •化 巧 巧の が 止を が 水す。 

註 巧 

ナ乎ス の 網が 巧 十 お 化に がして W が巧侧 から 邮 が 甘る 解 巧を 加 へられる おおとして ホの かきぶ W を 加へ 
ねばならない。 

谋 はな" W 巧 制の 化が にぶつ がかに 「無が なお」 をる 昔を はな ホの 制 おに 佚つ ぺ きことは-: ム ふまで もな 
い。 イ をに 獲， けされ、 乂は闊 W の ホ 福の 化 地から が圳 •されない k 地は、 化が に 腿 じて なおせれば ならな 
い。 この ことは 巧 一に ユダヤ人の 北 地 投機な 社に のけられる。 • 

一九二 八 ザ？： 巧 十 SU ミュンヘン、 アド ル ブ •ヒット ブ ー 
- 八、 巧々 はが 巧の 利； 棘を 刖 ホす るが 如きい 邮 をはす がに がして、 が' たる 脚 ホを いム べき ことを がぶ す。 公 
W にがす る 化 北 巧、 巧 利 巧、 U 占 人は、 化の 借 お、 人 巧の 如何を W はず 化 利に お 甘ら る。 

- 九、 巧々は唯树端の化#巧げに化ホする a 1 マ化をドィツ巧^化をけ’て邮’化するこ-^^をが乂す。 

二〇、 一切 八む 能に して 刺 おなる ドィツ人に 巧が を 巧け、 抗鸿の 地 化 じがん しむる！： のを けて、 凹ぶ は 令 ！： W 
おな 制 化 八が 本 的な ポを ぶぶ すぺ し。 パ おいかが 携關ハ おがが 刖は巧 牛 •巧 卜： のがぶ じたを せざる べんらず。 幽 
化ぶ のが 资 はが 巧 {强が 巧) ra がの なか にがては すべし。 巧々 はがの み々 帖 での 邮 何を はず、 闽 がを パて 巧阳な 


る 父ぶ 玉に t た •心 寒 磊神 替を學 ミを が 李。 

-1 1、 i がぶ 渡、— 倘 1 、 i びスボ — i — 誌 f るみ ii 、 一巧 

ょ ii—f わご。 . 

ニニ、 巧々 は祕 巧な の灼 儿と挡 巧の ぶ 巧と をぶ す。 

二 =1 J 4 は 化 怒 かを 援 ちか バ認お にょる 流 かとに？ る 脚， ザを がぶ す。 

トイ ツ認 S 削刊 s に 管、 化* は 之 藥をが 李。 

ュ 、•トイ 55 てす る衛巧 S がク さがの 资 ホは？ ドイツ人 たる ことを がて 

b 、 ミな i 援潛 if 拳 。 i 幾 f i さす i ず。 

C 、 ？ ツ 人の ミ 親 がに對 す—— 助、 さ si をけ i し、 これ ii と 

して 寡 裂 S 8: ぶ、 さ 楼話人 Q 鞋巽 S をが 李。 

i — 支 新 靈车。 f 寶萬— I 憂 ミ ii 堂、 これ i サ 

巧:;^ ザ ぁ 曇な i — 李。 S — を—、 さ— 人 巧の 護 

歷謹皆 .一 が 藍— ミな く、—，； かち 夏 苗 とす。 

ユダを i 證 を|3 裹 、 if i 蓋 i にを がち f 蓮 M 

巧！ 巧 ナナスが ⑩ 


巧 一部 巧が 巧が が s ナナス ニ 0 
きこと をが 信す。 

二る、 W 卜：の 諸 お 則を W のな に、 化々 は 凹ぶ のが 別なる 中 か、 巧^の 贿 ぶ、 凹ぶ々 怖じが する 化を 的中 か、 ぶを の 
お條 化の 巧ぶ と、 化の 一 肢の組 城と を おぶ す。 

明ぶ にを 巧され たる 範阀 巧のを おな 施 2 り 的を ち」 する み々 階級が な、 鹏ホ 階級ぶな の创 ぶ。 

巧巧巧ホは W 卜： の 化巧.貧施^=^衞 の ほ、 化があ ら ば ホかを巧げ る こ と をがせず。 

一九二 0 ザ ー In 二十 阿り ミょン ヘン 
化 おにを るが 夕 此の 納 がは、 をを る鬟 的、 粹が 的、 文化的 器に ついて 網泌 的に 怖 ホな をを ので 
もな く、 悲榮盡 S 骑も S と」 W ゐ をい。」 かるに 一を： (年- 巧 --ち" の； X がみの 化 上に め 
て、 「化の 納 S. 小 おで ある」 ことが 巧 y れち ¥ 化の 副は、 フユ 1 ダ ふさけ て すれち。 なの S で 
み 化 巧 0 息 おお 歧 化の ほの 補-ルを も 林. ル 止 するとい ふな 叩に 非ず して、 み' のが 本 おがを が-をし ては ならな L と L ム 
化にをれは阳拘の化勢のが化にょつて、 適化ながホ仙がの加へられることは化がでもあるし、 乂巧巧與 
巧され なければ ならない。 

ナチ スの啡 巧のに めても、 化の 销 如の 不が缺 化は W にぶ 哉され 一-むる とこ •"でを リ 、巧つて フょ ー ダ ー のかき 

さた？ る S おと」 W 某 ハが $ を 援」 た。 句 皆 一れ は 怒 お本歸 にわ 5 ホスの S を 一 ぉを 
てね た、， が、 器 W お 乃 ま S として、 ナ子 KS むはを すると こ-" を、 ょ。 W 培 巧して むる やつ 后 はれる 


がかに、 此 おにが のを 部を がげ やぅ。 

ナチ スの树 ぶ 及び 觀骑翻 削 

I 、 闽 みむぶ 的が 训 
ドイツ 關 ぶは ドイツ人の 化猶 なり。 
a 、 か 义が巧 

1 一切 S 階級 S ドイツ人を おを せる 統一的 脚 ぶ おの 贿 な。 

2, か 脚に めける ドイツの 利 おのが 力なる 代 架。 
b 、 人 巧 化 巧 

气 ユダて 筵、 あらゆる ホ ドイツ人の 為生 巧 上に めける ぶ 巧 ある 柳 化ょ。 のが 斥。 

- J - 化ブユダヤ人 かの化の菜的外凹人來化八辨ル。ななホ.か闽人ホにユダては巧巧甘ざるべからホ。 
C 、 闽：|^化巧 

ミ ドイツ 文化 さ述 みを 巧に 卞 べき ドイツ人 のみが、 闽 W の錢 をが がする ことを 巧 
け、 ドイツ人に あらざる 巧は、 ドイツ ホ 客と してで 化に 服擎 ご。 

7、 ドイツ人の 根 利と が 水とは、 か 凹 人い をれ に W 先す。 

二、 お ホ かまめ が刖 

巧 一巧 ナナスが 掛 こ, 


が 一が 化 « 巧が 前の ナナス ニニ 

聞 W お 巧の 課 踊は おお 化 給に がし、 か 嫌 巧 本を してな 商の 利かを はさし むべき ものに ホず。 

S 、 阳 W 化な おぶ はが 则 としてな か W 市制を ホぶ し、 化つ をれ を 闽ぶ八 化ぶ ドに 描く。 

9、 化し 闽 W を 怖 八 ホ 贴の化 地ょり、 侃 人の すに 化 巧すべき なに 柳して は 一 化の 破 ほを 泣く。 

W 、 一が ハ ドイツ人は 余 悦ハ中 おと 义 化との 化 逝を：：： 的と する 悄 怖を 構 巧す。 

: r 1 切 S ドイツ人は、 か、 る 一 股 的が 倒の お 巧の 秘间 と、 化が W 市制の お 本 的み ぶとの ドに めて、 〇 山な 
る 巧楽 の 能力 と 、 門川な る 巧柄所5^ の おか術 と を夕が す 。 

U 、 なず' を もを むが 巧 生 巧のを が 巧に . K り、 小、 中、 乂 のが 巧を 適 化に がな サ しむべし。 

巧、 お來 巧に 社み 化された るず 巧は 化て 闊か 化すべし。 

w 、 おが、 巧お並に明：：：^の巧川と巧巧とにがて、 脚化なく利己の化をぶぶする夕は化がに始サらる。 

巧、 一切の ドイツ人に おするな 倘來化 年 版の 制ぶ。 

|二、 な谢 化ぶ のが 训 

巧が 制 おは 明ぶ S ぶが ドに 立ち、 か轴 別を W て 明ぶ 内に 阳 ぶを なつる ことを 料ず。 化に 巧* はが 子 W な 制 ハが 
邮を か！！ す。 む su 的泌 巧ので 巧は：；-： の 如し。 - 
W 、 阳决义び城：^^をして大なおぶ本に對する利说ぷ巧ょりが化すること。 

口、 ライ ヒス バンク々 び 巧を がむ の闽が 化。 

け、 一切の 乂へム おがぶ (水力の 利 川、々 础路 の 脚 巧 巧) にがて 巧な 調 化を ほす には、 俯 1 利 S -. の 明 冰巧巧 巧い の 


五 


ホを を w てし、 化 入を の 方法を 网 避すべき こと。 

W 、 が證 準が を かする 化 制の 楠 立。 

W 、 無 利 户巧附 を：：： 的と する 化 公ぶ がを 巧 おがい のがな (雅 制改 ザ)。 

2 i み 的 的 k お W が版刖 にがく 桃 制の が 本 的な ザ (化 制な ザ々 び 巧が】。 

巧、 かみ 化 巧の 原刖 

进 、がみがみ ぉ 巧の 阳か 化に よる 大巧 巧のを ザ 化路の 施ち 一切の^ 迫せ を ィッ 人に かし、 一を？ 卜 脱、 
又はみ 义の巧 業 無能力に 化 じて か 巧が の ザ かを 丈 給す。 

の、— 事ぶ に從 事す る總 ての 巧が、 がの 能 九 主が 脱と に 管て、 货 S 的 化 命ぶ むのは にが 问 S 化を 
W て、； の事萊 にみ 加し、 北つ その お 益に 參如廿 しめらる。 

M 、 襄 ぁる々 做に ぶかざる 戦時が： にが かけの が 巧 さを f お 利と によつ てがたを ホを 资し 、を 
をが な 第ぶ 化ぶ に 化 川す。 

« 

妨 、巧 二十. 巧に 巧き がぶ された る 公 巧 的 巧を ホ萊 がいに よつて、 を蝴 のなる 化 セが ぶに よつて 化 だが をが、 
す。 

、义化 化 巧の が刖 

蓄 的に c " にし. て、 が ホ 的に 蓉： なる 凹ぶ gi 違に がける、 5 S 葛と 義とハ 器を けて 化* £ はい 

义 化の 化かと す。 化の：：： ののは にん-の 事' のをが 水す。 

巧 一巧-ナナス がか . こ ミ 


. - V 、- ->. 1誦 - こ . イ L ■:，，， .; J 

が 一 郁 れ稱 巧が 前の ナナス ニ 凹 

が、 偉大なる ドイツ 精神を 巧の 巧が によつ て、 巧 做のに がを にして、 括 神 的に りかなる ホ 年の 巧 巧。 

巧、 をを をる 信な とな 心との 自 山。 

が、 キリスト お S 借が ホむ にがす る 巧 別なる 化谁。 

巧、 ドイツの 巧ち 话にホ 巧し、 比つ 脚ぶ A び 凹 W の 化 巧を 内が とする がかき 东 おの 惟 狙。 

W 、 が 巧なる 著 か、 巧 W が' おお、 が 術’ 巧が 巧の 货 北。 ' 

别 、ドイツ 筒 等が 門 巧 おに 化ける おおのり 川、 化び 巧 殊れお ある 巧 锋的瞄 級の 巧 巧。 

ホ、 ポ まな 巧 的 原則 

抱、 化ての 内 山なる ドイツ人に おする 巧裝が 巧に よる 蝴 W の W 斯。 

細、 撕お制 化の 巧 止。 

別、 巧條 なる 階が 的訓 棘を がが とする が 鬥化巧 用の 下にめ ける が 脚 化が のはの 蝴 k がの 編 化 

セ、 がの 他の 巧 改革 ， 

お、 お 削 制度の なで ドイツ 的：：^ のが 水に が 挪卞る 一切の 新閒 がの 致が。 娘 化 父は 化な にを 曲せ る橄 ぶに お 

ナ るむ 大 のぶ 巧。 

が、 おだしく が 巧 せる 現；；；： 巧 单述が 並に 被 进单巧 2 無ぶ 巧 (だ 巧 免除) の 化 去に よる 巧 解 化の 改 ホ。 

巧、 峭が代 おみ 誠八创 乃。 

4、 中-化 所が 株— (4^ 地所 非 巧の お 削 的巧訪 、個人的 资本 による 北 化な 械のイ 許可、 巧に か闊人 化び ユグヤ 


人に がする 閒ぶ s s が、 不化な に 3 - された るん 地の 明ぶ 的 謡を 巧) 

ががか1>^-—(財哀 一 而的化雄にがする现^バ法がにがし、 個人的夕が、 が'のがホ八よりがホな潍】 

说 、明な なぉ 

闽萬お 渡— ドイツの 本 巧に なを 廿る むがは、 ななの S のでに 統一され たる 闽 W じ 巧め が ホ 制は なりと 

1 SS が 覺进笑 おか、 乂が がかは 巧 SW 轄だ一 化て 蹄胖遵 ふ K に 巧るな 脏 とが もと 
に 巧き、 巧时 なる 巧 的が をに よる ドイツ 變 は、 i 各 支々 S 媒ゎ る援 的.：： 治械 によつ 5 吸て 
蹄が 阳 ぶの 巧 巧は、 旅な、 柳 化、 义び峭 おがの 對 外的 ドイツ 凶 W の 代 おに あり。 

一と； 0 が！ 二 巧 十二り、 化 ドイツ 丫 •巧 ホ カップの 巧 謀の 下に ルット ウィッツ、 エール ハルト 巧 八 蝴^ おぶ f 」 よ 
つて？ た 調 ゆる 力" ご 巧 S 巧には、 ナ乎 K は教を これを 义 たち 
巧年窝 さ蝴詳 み ド-與 述； gs ム ボルと して 巧が ハ— こご イツ- 鉤ト ザ.. 一が 制忠 されち ミトラ， に 
よればが S む ハ 造 納钢の かみ ド-巧 措 巧ち S 巽： f： 藉れ？ 《沿し、 ハ-ケン タ。 イツは W ユダヤ だ 

巧を ぶが する ものである。 

完 一二 冀 H の n 'V トンな ぶは、：, ンこ 語ぷ のぶに めて 的の が 抑を 一 互 一け 二十の マルクと 化を し、 向 

巧 I 二十 二； 品 ド V ツは雖 手い fis 、 が s ' s ホに 耗寬寶 二 巧 ハ 分に W 掌を がを 义拂ム •へ 

きこと を 望した。 した 化の 6 巧は 農 ドイツの 耐へ 巧る とこみ ではな かつた。 餐 ドで ツ S 選は 类化 
巧の 筆に を。、 か 送 S 舅は 蟲 S みな < して 諸に おた 焉乃 牛： ホ 能ん は 做な K も S 内で も 


巧 一巧せ！！ 巧が かの ナナス ニぶ 

巧し く 化 •下し、 が ほす る ストライキに ドイツ 巧ぶ はがんで わた ハ でれ る。 か-^ る 化が ドに れつて、 化の ハ お W は 

化ら に ドイツ おがが 亂を がる のみでれ る。 阳 W の W 紙は 化ぷ をが つて、 化の おが- をげ 巧す るナ 卡ス述 叫に け 
I - 

ぜ しめた。 M がには ナ ホスは S に バイエルに にけ ろむ 乃む 化 巧に たつた。 M 時に 化が な沮 ぶが；： i か 巧 ハ'^ によつ 
て 加 へられる におつ た。.- はかみ 化と ヵトリック 小 化 巧と S 述 前になる バイエル 此 が ハが 姐と、 他は 化ホ谋 
の A ザと であつ た。 巧に 巧 巧 ハ 巧 W がに よる A ザと がぶな お ハ梢亂 とは ホ 巧に がしくな つた。 これよ 〇 さそ、 一 
九 二〇 が 十-- 一 H ナチ スは 「フぶ ルキシ L •ベ オバ ハタ J 」 を K 化して 媒摊 柳が とした。 义ヒ - トラ ー は 「おりに か 化す 
るには みいを けて する 外は な. 5」 とお.-.. ぃ して、 さきにな おが 狎 'のはに ぶけた 糾做除 (ここ ミユ 『ち夕 -】 をして、 W か 
ホの 机ボ になら しわた。 视 ホの ナホ ス のがが が (郎 ゆる エス .ア I 、 茫 ミヨ 氏-を ご-ミ) の 起 おで ホる。 

一九二 一が 卜 一月 一ー ト ー: U ミ- ン ヘンの ホ I V ゾ U イ ハウス ザ I ルの k 化な にめ て、 巧 巧 咲は みがを が ザした 
巧ぶ 谋巧巧 W 斤と かめて •んが 術が、 をい ひ、 これを が おした。 一九 一一 一 •がな あ。 ゆる 蝴 がの W 脚が 巧 か 凶 化成 化に 
反 巧して、 ミュンヘンの ヶ —ニヒ プラッツに 火聯 なぶぶ 述邮を W つたけ、 ナ スは六 パ S タザ 咲を が 加せ しん、 
ヒッ トラ ！：1みは古巧のが化の机で化ぶし、 が蜘した。 次いで 一 乂二-- .-がトパに阳が掏おによつて n )ゾ ルグ で 
帖 化された 「ドイツ ■デ—」 には 八は のが ザ おがを 加した。 舶巧啤 、ザ 恢はナ '^ス のな 似と ホ W 述邮 とのげ くべ から 
ざる 機 脚と なつた。 

一九ニ ニが のか わ、 ゾリ 个ンに 代つ て A 閒を 糾捣 した ポアンヵレは、 ドイツに 化化义 W のぶ だな I として、 イ 
ギリスと のな 加 化が から 强幻 化ぶ に： £ 巧し、 化 ハが おとして、； 化 一二 一: が 一巧 佛 n 飾な がい ル I ルト M 削 かが；；；： さ 


れ たのであつた。 

戰巧舒 にはが 柿 約幸瓷 S パみ を 川し、 ドイツ％ 葵 A び 装に 巧 お 巧 ハ 費たり し化_"叱 ぶ^^ 
ちが W をな 巧丰る ドイツに かか 紫な をが へた。 巧に 化の 苗 ハ おた るで がに ド" 器ぶ 深 謂で < 

たるに ルら V 化を は義や 選 S 錦に ょミ援 K 接を ちてん 李 ミ 5 ちょ 5 巧谁ょ 
战んに パち n - クスを 沿 巧し、 寶を强 制 黛」 一ぶ ハ 父を 押へ、 料を 化 だ、 化 ハ 化- 丄器 器を な 
たち 化 2 每ハ货 品 卜：に 望ら れた展 在は、 化 ハ 地ん の喷規 ぜ 化を .* I く 器 t た。 しんした、， 
ホが がと して S みの 贷は 若に 5 ち 何とを ば それは ソ ，ソンスに はだの がが をが ぜムヤ ーる のみなら 
す 巧つ て！ けのに もせょ ル-ル 地ぶ 个 •ホ？々 く 護 せしめた を でれ ろ.— の 結が として 令 ドイツが ホ 

は S 的 諸に 化つ た。 ご， 机 茂 案と 招 だ P " とは 復£お 巧 . C みか」 た。 t ぶ V ンこ ，シ 
， ン的 M 向は： •一く も 一九二 一 ¥ : た部シ こジ ヤ搜を S 防に がまり 如ん？. 3 た。 皆に S ごクび 
:卜 ぶの が 米は が W 媒八卜 ：に现 はれた 敕イ をぶ せばん い 姐ぃで ある。 - 

一九 一- \ 九バ I ドル 六 ニ マルク 

A リ ♦ へ 叫* 

化" ♦ ! 0 化* 

トリ ， r 芳， 

トー". , 二.： へぃ！ リ h -. u 卜带 シー 

て レ，. ンヤ W 巧 化义心 . 

ホ、 て i - 1 が だ W 降、；：：； 抑阳裳 -义怖 ミルク ほけ 某に 加を に’ つ テナ々 いが 巧は ドイツ お 化に 

が！ か ナナスが か こ.， 


巧】 部な が 巧 巧 前の ナナス ニ八 
时 がに 對 する 不安を なめ、 マルクは がび 化の 如くが 調を 辿り 始めた。 

一九ニ ニが セ H ー ドル 阳九 一ニ マルク 

八リ ♦ 一、 二 09 

十 1 H ♦ 八、 000 

化の 巧に かがを かけた ものが かの ル ー ル 占が である。 一九 一 一一一一 が 一巧には が 米 ー ドルに つき 阳化 マルクの か 巧 
は 同が 十一 口中 W には ー ドルに がき 叫が 二 千 化 マルクと 五 ふ おくべき みがを がし、 マルクが がの 闲 のの 化 も それ 
に 準じ、 マルクが 術は 文 ザ 姐 0 -U 化 化した ので ある。 ゼ ー ムス • H ンゼ ルは 化 時の ドイツ ー お 聞：^ の 巧 さを 指摘 
してち ム 「ドイツ人 の 乂 部分に 化つて 巧ろ しいを 滯 とお 壁の 時期であつた。 化の 扣 ザ W を 姐 じて 化 等は 化が と稱 
なせに 化み、 化 等の へは 那び 去り、 化 等の 巧 おは 巧 U の你 かなを 物の 代が としてが ぇ 去つた。 大工 萊ぶ 、お釉 
巧 本み、 巧 巧 巧、 化ぶ 等の 少殺 S 紫 巧は、 一版 關 おの 脚み とおさとの 卜：に 何物 もがら さなかつ た。 化の 巧 代に 明 
がの が ホと 力とは 化 だしく が はれた。 同け に 心 巧が 腊も必 おのに お化し、 蝴 W ぶ 化は 此のが 俯を 化 件が ぶせられ 
た 時には •ルに お 化に 注した。」 . 

化 八 お 亂のお 化 ライン ランドには 分が 述動 さへ も おり、 化い 削 巧は ドイツ じかつて む も をん べきが じの がで あ 
つた。 

化の 机 お 的 « 化の々 化から 八月 十ニ ロ クノ— 巧 削は. 化 おし’ シュ トレー ゼ マンが これに 化 〇 九 H がの 中 ルを か 
じた。 ヒット ラ ー はクノ ー の 化の々 敗を ホの 如く 蝴巧 して ゐる II 「ドイツに 化つての 一つの 刷は、 化の 荫 人た 
るか 治み クノ ー が 化かを か樂と 化が し、 かおと して 化 巧つ たこと である。 『フランスは ル ー ルに 石み がわる から 卜い 


巧した のでは ないか？ J 化に クノ I 巧に 化つ ては、 ストライキの 化；；；； によつ て、 フランスが _ む おを 化る ことが け 
ホ なくなれば、 を 巧の 利澗か 無くなつ たお およして 卽 别に撤 おする だら ぅと おへた ことにみ しも 不 化な じない-い」 
.^^:^をの愤なと紀ぎとは化のおに述した。 何人かがおたなければならない。 ヒ" トラーは叫んだ>「帕バよ巧巧こ 
よつての みか はれる の だ！」 と。 

一九二 S ザ 十一 巧 八日、 ドイツ 苹 かお 巧が 記な n の 前 巧、 ヒット ラ I は 化が ル ー デン ドルフと 巧に、 ミ ユン、 
ンのビュ ルガ1ブ 〇イ • ヶラ ）にがて、 バイエ ル化か巧脱ホ、 卽ちが治ボヵール、 巧かク ニ ーリング、 巧^帥が 
ち n ッソ ー タ规 化監ポ イサ ー、 な 等を 院おポ こ ー ナ ー 等と 詰ら ひ、 「十一 巧 制 巧の が ホと ドイツ 闽 W お 化 巧の 
描ぶ」 とを 宜 なした。 しかし 此の ドイツ 闽お假 化のは 力 I ル、 a ヴソ ー、 ザ イサ ー 等の ぶ 切りのは に 化く も々 化 
し、 ヒット ラ ー はなが され、 ナチ ス みなは 完全に 巧 化さた 巧 脚 賦八愛 〔は 林. ルルされ ち 
巧 年 S 巧 化は 巧细 ：九ヶ が、 六 ヶ月 巧 保 巧の 剌 化を 巧け て、 ラン ゾ ベルグの 獄に 下つた。 

此の ミュンヘン ー巧は 一時 ナチ ス 運動を 极給サ しわた かに 化え た。 しかし ヒット ラ’— の W を 化けた W が；^ 巧の 
巧は お々 巧 强く生 おしつつ あつた。 一九二 小 十 巧が 中で ぶいた 「巧が 脚 巧」 の 一を を 抱いて 出 W した 化は、 間 
もな くが の タカを が 巧した。 

一九 天が 君 S ドイツ 邊单 には 军凳千 g 黛を U て、 謀な に 初 《て 十二 S 蔓 器」 ち 十 乎スの 

なみ 脚 ホは 北に 化の 巧から お まる。 . 

み 靖巧說 みに 於ても ナチ ス は：：！： 巧 ± しい 巧 進を 巧け、 な中ナ 1 I リンゲン にめ ては、】 九 so ザ ー巧 人 WK と 

# 1 巧 ナナス 还巧 こ t 


巧 一巧 か！！ 巧け 前 s + ナス so 
ナチ ス との 聯か 內閒が 巧ぶ し、 ナチ ス巧け フリックが 巧巧乂 にと して、 削した。 

一九 so ザ ヤングぶ の 巧ぶ はが 化關 おを 刺 巧した。 な諾 かか おんの 則 姐に 就いて、 阴 品が 沸騰した 。化の 巧ぶ 
を迎へた、 記ゆるソィマールぶな摊雄化にがして、 ナホスはフーゲンべルゲのザわる陶術巧、 デょ スタ》ぺルグ 
の 巧 化 W と巧视 して、 なお W が述 科を をして、 六 パが S ぶれ# をけ た。 

ナナスの ヤング お W 封の 遊 化が、 如何に 巧 巧の 人 おにな じた かは、 同が 九 巧-;- 叫：：： のが 进 ホの 卜 ：に战 がに ぶは 
れて ねる。 卽ち 化の 巧单は ナ乎ス をして 六 巧 巧の の. 瑣 と、 一 OAJ の 諸 化と を摊サ しわ、 ナチ ス がか 巧 M の 卜：に 一 
時期を 勘した、 おわて ホが なな 巧を 巧つ ものなる がれに、 それに 化く みれ 巧の々 がを 巧げ よう。 


S お 巧 巧 K 

なが 技 

巧 WII 所 か ホな 
巧 巧 ホち 
ホを 巧 巧を 

み 政* 巧 巧 ホを ホ じ； S 巧ね 
扣 逸れ# K ホぶ 
闻 化れ み ホ 巧 扣巧巧 曲* 

I 中 か 《 

ー バイ H i 人 

巧な 化 ホ 戊 
扣巧 w » 人 K 寬 
扣巧人 化な 


ぉ屯セ 


ご一 

宝 

六 八 一 
一九 一 
ミ 
阳一 

三； 〇 


阳 二、 九 八 二、 化！ 二 
! r 化、 ニニ 叫、 叫 九九 
si ;、 九ぶ 六、 叫 屯 一 

八、 五-? 立、 二 叫 叫 
六、 ゴー-^ か バ屯二 

五、 一八 六バ S 屯 

一;、 扣化 〇、 一六 〇 
二、 叫' 化-?、 六-: r 六 
一、 五-?- 、一一: 六 K 


巧濟 ぶ 
巧な W 糸ぶ 
田を 厉 WW 

キリストを かせ 人 K ホ 化 尚 
扣 逸な W 满 
CS 曲 

乃ンノ ヴェルが 

人 W がが 成 


一、！ 一: 六 一、- V > 六 二 
一、！ I : ニニ、 0!1:1; 

1、 一 0 八 、 OS 
八 六 八、： 一六 化 

1、0 屯 S 、. 化 一六 
阳 五-^、 0 へ _r 


ヤング 策 S 黄 化に よつご 應踐留 は 築し を S 夕 信じを ちし たながら 器居阮 招 描よ ホ 

がが S 終卜： にめ ける 摘で あみ。 が 中 ドイツに， がつ て 的 裳を 拂 Q 惟一の なは ホ々 S たよつ 5内 ホ？ 
襄 甘し ろか 四な ぉの 仲 娘を がるに あつちが 'のお 化は ドイツの が袋祕 にがけ るが f な々 雌髮 らしめ 
た。 一九 1110 がが ドイツの が 期 かが 總 がは-,。 一: 化 マルクに 化した。 化 八 削が 个パ ニユ ー ョ I ク株 ぶが 巧の W おに 

ず 化藉 签悦 s 刻 化は、 叫 5 脆が ながが にぶつ ドイツを 謎 化ち にお も援 的に 旋 しち 加を に g 

巧に 化が が. 个ぞか あり、 アメリカを かめ、 イギリス 'スイス‘ オランダ 等の 巧 術 凹は かかを が々 と 引き お f おめ、 
^^リ例めには十叫にマルクをがるが夕になつち かか^^>怕辞卜にあつて71て ふモクト"こが明はがつて 
•トイ' ソ へのな がを' 思し A る ことにしを ぶたな かつた。 ち 主 W の ダナ， 卜 がむ 8 C 端を 巧して、 ドイツ 
はがしい ホが S にが はれち 帖 .而に がて 近が 搂 だなトー の M 向た る 蟲品化 S 脾 巧は' ドイツ 檢出 なぉを. 
がなら しめ、 をら SW が讲 佚つ て 的 内 業を がしち 化が の おがと してた 業は 咐乂 し、 一空 一二が の だ 

巧 一巧 ナナスが 曲 ミ I 


巧！ 巧な » 巧 か 前の 十 ナス II: 二 

には 化い 牧 六け 巧と 推 巧され た。 プリ- 1 ニン グ をな 巧と する 中 训瞒ぶ 内 牌は 化の お « におすべく がりに 無力で 
あり、 それだけ じ闽 内政 W を不 をなら しめた。 おなかに みぐ に繫 ななを W て脾 W を姊綠 ザん としたが、 W だは 巧 
に 中間 化み 韦を から 離れ、 闽 W 大 おはむ 巧闽 がす； 苑 か、 た 巧 巧な ド •義 かにが つた。 

一九 一二 ！ ザ 十 巧 十一:：: の ハル ツ ブル グに めける 阳 W 社み 巧、 凹贿 が A び 巧 W 規のお 巧が W 檐 のがな にょる 「W 
がが gj の 一： ルぶ 述 動は、 •ルに 化の 無力 触 巧な 聯立 にがす る 巧 戦であつた。 他が にはを おが 本の 巧れ からの 
が 化、 ヤングぶ 辟 巧 •か樂 巧 かが 等の お 姐の 刖 がを 从んで 人 か邮化 敬の が 立は お 化 化し’ ー ホ 誤れぶ ホ 巧に 
まで 進 おすべき 化 巧を 巧し 出した。 

一九 ご 一一が が' か 次いで： .パ はれた みま 分 巧ぶ を 巧# の お 化は、 中 ii 諸 化の お々 ながな 城が と •田 W かみが ホに 
巧 巧が のが 立が 化を 构 語る W か^ 何构 でもない。 巧中幽 W 化み 放は わら ゆる 化ぷ进 みに 例 かなしに U 巧 ましい 巧 
進の 跡を 示して むろ。 

ホいで 一九 ir , 一一が 一巧の リッペ H デッ トモ ルド、 メ クレン ベルグ H シょナ レ リッツ、 及び 叫 巧の プロ シヤ 、バィ 
エル、 ウ-ル テムべ ルヒ 、ハム ブル グ 、アン ハルトに めける 迸单の おが もが 同が である。 巧に 巧が ナぺ きは、 お 
か闽 巧な W 米 社み W 北 巧の ホが であり、 化つ ドィツ 化み のが 命を 制する プロ シ卞 なみに めて、 かみ 巧は 机间 
の 六 名から 一雄 パ 六十 ニ ホを 巧 巧して、 かな W ホ 巧を 谢 みした ことで わる。 

これに ホ 立つ ご一 巧 十 S りの 大が削 巧 ホに めて は ヒット ラ I 門ら のがした。 

ヒン デン ブル グ ー八、 六 六 一、 As 六 


チ I ん マン (化 ホ谋】 
デ I ター ベルグ (が 
ウ ー ンタ ー( ぶか 谋】 


一、 ！ ご；、 冗 セ ー 
阿、 化 八 二、 OA 九 

二、 ぉ 五ん、 八 セ 六 
1 1 1 、 阳 五六 


むの お 化を 苦」 て ミンデン ご VQS はな $ 糞ぶ の寶襄 送」 を ミた 巧 C 、 ホいで 巧卜. 

か 巧 巧が か 巧 はれた。 


ヒン デン ブル グ ー九、！ 一: 六ち 六へ 八 

ヒ "トラ— 一! 一；、 w 一九 バ 〇! 一: 

テ— ルマン =;、 七 〇 五、 八 八 九 

化の お 化ヒッ トラ-はみ 管た が、 巧霉； の テ— ルマンを め 一 干 簽の大 をを て 引 さが お。 

養 中閒議 新 S も s 化 S て、 棵他 策略 利ち として、 接め $ と、 说讚ホ 义籌義 掌る も 

のとして ヒン デン ご グの略 利を 親しち 化して さぅ S たらつ か？ 

がの 巧 n: いく も ゾリ r ニン グ內閒 は々 講 逊が讓 としての 菲综 策に 麟 して 某し、 をに 代る. ハ— 
ごの 牌 S: 卜 で、 ち 一二 i H 聯 巧な みが 进单 がけは た。 化の が をん の 姐り であろ 


テ— ルマン 
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11:、 七 II : 二、 屯 屯 化 
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阿、 お八-! ハ、 •九 〇 1 

一、 一九 o 、 i ; ぶ一 一: 


巧 一な か 梅 巧 かがの ナナス 
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田 逸人 K 黑 
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わ濟嚴 
反 化 W 

キリストな かか {み 
巧 巧み 
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. 】 屯 二、 化 叫 1 
W -j. 3 •、九 、 
S セー、 一;A 
一 叫 六、 〇 六 一 
化 一、 二八 叫 
S 六 川、-? 叫 九 
P 一-屯、 1 
九 六、 八 お 化 


かくの かく 的が かみあは 削 阳の一 •化 パ 上、 卽 ち：： nl 二十の ぶ 席を 撫 して、 巧 一が になり、 聯 がな ななおは ナ 
ス 化の ゲ ー リング か进 ばれる におつた。 

なか パ ー ペン 内 削が 巧 立した 巧、 がの が 巧に ナすス の" 如な ぶ 巧が ある ものと 一 股に なじられ てわた。 しかる 
に 八 巧 十 S 日の 組閒 問 独に 關 する 政府と ナすス との 义ホ化 巧 W 巧、. 挪ザ はがしく がぶ する におつ た。 化の パ ー •へ 
ン が ヒット ラ ー の 乖離の が 化は、 化の の ナチ ス にがす る 牌 if となって 现 はれ、 ナ产ス の タザ 除の かきは W 々ぶ 做 
を陆货巧がな义び化がかに よ つ て化の 巧齡を拘束され るにぉ つ た。 九け叫ぃががが嫂をりのとナ る削ゅ るパ ） ぺ 
ン經が 計が. に關 する 2 糸な みが 八ム かされた が、 大 的な W が 制 化を か 子と する 化の おは、 化 巧からは む ホ 巧を 化 雄す 
る ものと 化ら れ 、か 巧からは がか 化への 逆 おな U と 非 雑され た。 同り 十 云 n 化の 問迎を 中心として 巧 巧 巧から 内 


閒 .个院 巧 策が 巧 出され、 姑 巧 碑に ぶ# はが 化された。 ホいで 十 六 U に；；： はれた が 巧みの おかは がの 姐 〇 であ 


す 


闲 w かを 巧 
かを W ホが 
か ホぶ 
中次 谋 

バィ H ル 人 W お 

W 说人 W が 

扣 逸人 寡 

W 糸® 

キリスト なれ か 滿 
が濟货 
反 K 成 

ハン ノヴ T I が 

化の 巧替 すべき 现 みは ナチ K か 一二 十を をが じたる に拘ら ず、 藥 巧は 十 I あを S おこと であろ お 
しながら S お業阜 虹ち に； K お 器？、 藥 SWS 布 f を季も S だと 斷華る ミは ザ 計で あ 
ろ まし 今囘の ナナ K のが 少は パ— ご" シユ ラィヘルの 蟹の ート お器货 かたる 穎谋 になを された とだず 
べき 巧 川が あると 巧 時に、 化师萬 巧の が 加 も 社み 追谋の 舞に めての みのられ たの だを であろ 

ち 述べた 夕？ K はへ， n 畫度 お擎 •へさな ナム 芝學巧 管た。 とは 五；； は 器 まごな 姑 

れず 、巧* たる 途畫 いてが た 望は ない。 他の あを る W 做、 述 かが さぅ である 夕 'ナチ ス啡 巧のに めても. 
喬の 整、 おひが い賓 のが 立が あつた。 化の 撕 常な 例は 一を3$ の オット，： ンユ トラ》 サ ，一 航-の ホ か 

が 一巧 ナナスが 曲 … £ 



m 


巧 一部 か 度 巧が 前の ナナス ゴー 六 

W ル 

め闊 W 化み 巧の おな、 シて リン ボ ー ス 中が U で 化ぶ の お 巧 巧への 神 向、 一九 一二 一が WH のシ- チン ネスの 除 ホみ 
で わる。 

わかる ナチ ス のを テンポの 巧 故は、 戰 巧の 社み W ぶ韦義 ドに めける 一な せざる 化ぶ. にがす るみ 巧と、 が 乎た る 
ながの 一大 鞠が に關 する ナチ スの 約が への 剧け とに 蘇く ものである。 化み WK じ 茂の 化 巧には ドイツ 脚 W は 全く 
絶き < したので ある。 しかもな ほか 腳化阳 する 無力な プリ ユー ニン グ むかのを こを、 化 S 化 巧を が：；；： せんとす 
る お 巧の せがきで あつた。 シャハトは 立ん •「最 = ぃかが 聞には 削 ふ •へきが 巧の 费 おを 调 ？ S して 了つ たといん が « こ 
を、 现 時の かきれ ひ 難いが 態に 满 いたが W である。 f 韦 にん プリ - 1 ニン グ 化か もが、 お 巧の がが 的が 乃を 闽 W 
からが ひ 去つ たとの ホ谢を 巧れ る ことは 出來 をい。 今や 化が 明に 巧され た啡】 のげ 別は、 これまで 化 抑され、 巧 
過され た ドイツ 闽 がの 闽 W 的 ホ 巧 お 化の みで ある。」 

ドイツが 巧の が & を閒 W ハ 協力に ぶめんと する 此ハ知 持は、々 や ドイツ 八 巧 になつ た。 化の が 巧に 巧へ るは 
パ ー ペン かがの 株つた 化 巧は 「トニ ヶ月 おがが 典が」 として、 巧* がを そ 八 化 じょつて 机 かされた かれに、 化 おじ 
はがの なおを 巧く が、 がの. おおは、 一、 社を 化險 支給 ホの がすげ、 二、 がかれ 巧 ハが 一二、 公定 巧が の 引下げ 
の云黏 にあつて、 化來 のむ 巧との おる しいが 酷が n 化つて わる。 

十一 巧 六 H のが 进 おの お 化' パ ー ペンに 化つて- の 巧 巧を 帶 びた シ- ライヘルは’ 過去の おがから をても な 
おわの 化 巧を 巧 化が 化すべき 巧で かつた。 で •.が- 〔ドイツ 則 W は 「巧 ハ 人」 ハが 视を シユ ライヘル じがて 化ん とし 
たので ある。 しかるに シ 1 ライヘル のむ 巧は、 おする に ブリユ ー ニン グ への 逆 巧り をし かが 化しな かつた。 ぶ 協 


寡 やは 惦な化 含 籌が何 s 應をも 雪ない ことは、 過 おぶ 語 s がい 寡に ょつ 了な 謗み になつ てゐた 
巧で ある。 ドィッを 今片抢 ミら 巧 t のは、 的 指 W 裕 にょつ て 結ばれた 姑 苗 S をはない。 ハル ッブ 
ルグ 戦線を 中心とする おかお 化 现の唐 萬は が论 にある。 • 

一九 量 年 一巧 二十 九：：： 親 さ楚化 QS 接府 は、 赞 SS を g ふは に 虹ち にぶみ を 解放し、 ホい 呈一 

巧 五日 お 張 神に 概迸举 が 巧 はれた が、 ぶの 如く 化かが のが おの 勝利に がした。 
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しか？ ん》 ザ=;:;! なく k を 化に あつても 中央 あ义び バイ H ル 人が 说 Q 如きは ヒ ，トラ ー か府 にが 技 的 巧 化 
# 1 巧 ナナス 巧 巧 





巧 一が 巧 度 あながの ナナス S 八 
をぶ W した。 かくて ナチ ス 年が のモお たる 獨我巧 现 のりは 巧が した 5 である。 

では 巧々 は 化の 巧时 ながが じぶつ ヒット ラ ー 化.：^ の： 卜じ 、如何なる 化 带の資 现を视 巧す る ことが W 米る であら 
ぅか。 ナチ ス の化術雌5:^八巧がにめて東な乂班化ぶ八 ユ ンヵ ーを#站とするパ ーぺ ン、 々びホて巧みの利おを化 
ぶす るフ） ゲン ベルグの むがと •大衆 述動 としての ナチ ス のす-おとの 間 じは、 W なりの 涅 がが がかした ことは が 
货 である。 しかし ドイツ おがの 化； 化を 巧 时な闊 W の 協 別の ドに、 视 W の n じ扣 巧と 個人の 能 乃の 巧が とに ょつ て 
が 甘ん とする 叙に めて は 一 おして ゐ る。 化の 關 W の 連 巧の ぜ化 こそは、 ヒット ラ ー をして 邮巧 化の 化 巧 2 ぶけを 
な あなら しわた。 巧 致、 化閒中 々の 二 H 二 り に潑 ぶされ た、 巧なる 叫ケ ザ 种 がの 巧 W には、 ナ子 スの 色が がは つ 
き U と现 はれて ゐ る。 化の おじ = に片ム —1 

「凹 W 化が は 化が 明 おがが 化の 大が 巧を けの ほ、 ホの 二つの 叫ヶ がが 莱を探 川 せんとす る。 卽 ち、 
闽：：^の扶奔々び生巧のぷがの維持を9的とする農パのか巧。 

々業に がする 强制 的が 巧 的 •ト ホに ょる ドイツ 义樂 ホの おが。 

十一月 ホ か W ホ 十 w ザ 训に ドイツ 度 W はなみの 細に 引き入れられた。 . 

十叫ザ閒に义莱がはが大サしめられた。 蝴|八化.时は錢のかき化心と、 不川-不おの秘神とをバ’て次のな？^'を巧站 
せんとす る。 卽 ち、 

阿が 閒に ドイツな W をが ぶから おひ、 W が にみ ぶを がが のにぶ 服せ ねばならない。 同時に これが 化 八れ らゆ 
る お 巧が 興の 前 おで わる。 的 W 政が は 化の がが 巧が のが 大を 化かを がする と 巧に、 他が には 闽ぶ A び 化 ホ W 柄の 


巧 蓋に 财凄ミ 任 巧 さ 第 パを 期 言。 舞 為を 谷 明み は 设も商 な 藻 的 機に か； たなければ ならな 
い。 ち S 巧 S 心を はて S は、 『巧 揪簿 $觀ぶと 違 蔡』 皂 ぉる。 .：... 」 

ものな 明に 化ら れる夕 、化 S ぶ S 小心は 度 技 かがと たず' ホ ご おとじ あろ 業の 偏を おけ 一」、 S 
〇 化を 計らん とする ことは’ ナチ スが 米の ホ 張で あり、 义が削 曲の がかを、 個人の 化が 心を 助 おせし わるが みが 
險お 巧グ活 M にょらず して 强お 巧揪お 巧と な 化 化 巧と にょらん とする ことは、 がに ナチ スの 網が に W 門に 巧 i 

れ てむ ると C ろで をろ」 か」 かの 冀は抽 萬で を？、 をを なに」 了賓 する か、 A 謂哀 がが へら 
れてゐ ない。 このな から フラン クフ ルタ！ ツァィ-ソング がけ、 化の 霸が 「誌. にがず して •變 だ」 と挪论 して 
むる だが-} のめ ホが か；！： にして なかれつつ あるか、 こ は 巧に おがす る！^ 站 であろ 
化 おにを おのは に ナナスの 健 おを 株 化ける はに それの 肺が をが 斬を 附 加へ てが <。 

一八 八义ザ 

阿 巧 二十 ロ アドルフ. ヒット ラ I 、 ブラウナウに 諷ホ 

一九二 卒 

ヒ ブ ト ラ ） 、 ミ ユ ン へ ン こ 夕ち 

一九 一 W — 一 八 ザ 

喊洲戰 ホ、 ヒット づ I : ホ-化 化き 化ぶ ボスに 化さる。 巧 一な たる 錢 + ザが々 をを 4 

一义 一八が 

# 1 巧 ナナス 巧 助 . ミ，， 


巧 一な か 麻 巧が 前の ナチ K 闲〇 
一二 巧と：：： アントン •ドレ クス ラ ー 「獨 化々 做ぶ ホ：：：： 會」 をが ぶす 
十 一 H 义 y ドイツに ポ 命巧强 、ヒ "トラ ー、 パ ー ゼ ソル クお院 に 人院中 
一九 一九が 

- nnKM ドレ クス ラ ー .ドイツ 巧倘萌 がな 

六 巧 ヒット ラ—、 フエ， ダ ふ講 がを 警 、ホいで 「がで どと なる 
と 巧 ヒット ラ 1 第と ホ；；！！ のみり.^ して ドイツ 巧黨 に邮入 

十 巧 ヒット ラ， 初めて： が骑に 立つ 

一み 一〇 年 

阳巧 一り ヒット ラ ー 陶 化が を 去る . 

八 巧 お— 八日 ザルツ ブル グに めて ナチ ス を：^ 巧 
十二 巧 十九 日 フ王ル キッシ 1 •ベ オバ ハタ— 巧 化 

•一を 一一が ’ 

二 巧 六り ヒット ラ ー かめての 大み . 

七 巧 ヒット ラ ー、 ベルリンに 巧る 
た问 二十 化 H ヒ "トラ I {化 巧 じ 巧 川 さる 
八 巧 云：：： ユス •ア ー 削設 


一を 一二が 


十 月 ィタリアに めけ ミこ シズ ムの隊 利 

! み Hi 一が 

一巧 十一り フランスが ル— ルバが 
六 巧— 十一 乃 マルク： かな 

ゲー リング、 エス •ア ー 指譜 ホと なる 
十一 巧 ナチ ス 敬：；： 一が お 千に がす - 
十一 巧 丸り ミ ュ ン へ ン に がけ る ヒ 》 ト ラ ー 1 巧 

一を 扣が 

ヒット ラ） の 巧 啊义び ランズ ベルグに 巧 W 

i み 一 K が 

二 H !; 十七 U ヒット ラ ー、 ナチ ス 巧が が捣 

一九： 一六が 

一 月 エス •エス 捕 巧 

一を 一六 丄 てが 

ナチ ス巧 id 】 巧と 干から W が' じが 加 
が 一巧 ナナスが 阿 


巧 一部 巧 祐巧か 前の ナナス 

一を 一八が 

ナチ ス谋 十二ぶ の 代 藻 十を 誠# になる 

一九二 九が / 

ヒット ラ ー、 フ ー ゲン ベルグと ヤングぶ W がの 協ぶ を 巧す 

一を 5 が 

一 月 マリック、 t , リンゲンの 巧 大臣に 就 化 

S 月な 門を 一が に 注す 

五：：：： 二十 一— 二十 二：：： ヒット ラ ー、 オット ー: ンょト ラッサ I とぶ ホ 
五 巧 プリ r ニン グ茄 となる 

九 H 十阳 U を 巧 お、 ナす ス或祀 一 0 と々 巧. 识六巧 W 卜 がを 雌/" 
十 巧な 成 巧倘巧 ストラィキ、 ベルリン におる 

一を ごが 

一 巧 レ —う エス .ア — の 巧 间 となる 
岡 巧オス カフ：： チン ネスの 巧ぶ 
八巧义 = シ-夕 J ル ヘルムとの 協ぶ 
十 巧 十一り ハ ルツ ベルク 火み 


I 


一空！ 二が 

一 巧ヒ》 トラ—、 ブ リユ— 一| ング とか 化 
I 二り ±l;u 十、 がが 迸 ホ、 ヒット ラ ー 1 平 パ ニ： 干 巧 巧を 処 ，が 
W ロト U ホが が- 冉巧单 、ヒ "トラ II 干 ニー 阿 叫卜 巧が 巧が 

叫 巧 十 W り H ス •ア .1 A び卫ス .エス ハ鹏狙 
ブリュ ー ニン グが蝴 

フランツ •フ ょン •パ— ペン 热挪乂 "にが 巧 
と + り プ C シヤ み乂に 化な 
屯り 一二 十一 円 謀み 巧毕 、ナチ ス 謀を 呈 G を 巡の 
八月 义 U おん W 比の 化 .がか 

八 巧- Hr- り ヒット ラ ー 、 パー ペン A びヒン デン ブル グ とか 化 

九 H 十二：：： ぶか 解な 

十 一 H 六 口 説み 进毕 、ナ子 スな化 一九と々 び 一で 円と 十 ご 一が 嫂を 化 W 
十一 巧 十： り .ハ ー ペン 辭化 

ヒット ブ ー タ W- がげ をが 給、 シ 1 ト ラッサ ー タ W となる。 

十一 1 H 八 円 グレ ゴ ー ル •シ 王 トラ ツ ホ— 嘴/な 
が 一巧 ナナス® 動 


阳 


が 一な かが 推が 附 八* ナス nw 
十一:: :::个 一 り が 縮な 述 ドィツの も 等が 水を 进む 
一を 一ー ニが 

一 H ヒット ラ-、 パ— ごとな 化 
1 H 二十 八 H ヒン デン ゾル グ说み 解な をが 給す 
一け S 十 U ヒット ラー を刊 脱と する 闊 W 化か 如捣 

り Hi 二 er , a . ：!■ P , S •爸4产 
リ Hitler , a . a . 〇*, S •。二 5. 

の 《 i こ Mfried Fe を r , ご； IS nationalso / iali - s 二 sche P つち ram ミ, S •こ. 

か H 吉 er , a . ju S . 3- J •バ. 

W ユス •ア I (St ミ 3 己を ilung } は 一九 一二が 八 リー ー-りに 削 成せ-レれ たん $ であるが、 そわ^ 化 巧に 脚 十る.； り..；.； はみ^ やぅ 
であつた。 —— 

「ナナ* 黑はそ S 化 巧の 中に 巧な 戊び スポー ツ^は 的 巧 ホが 門を 故け た。 そ 4 にか する はがが をが める k にがけ るな々 
の 力と してが 川 十る はにかみな 化な S 中に ホが をが たす る ホむ た. レし める にある 〇化 2 かなは ホ 中 ホ じかして、 そ^なの 化 
かに 的す る 円かむ 人 巧 ザの 巧 お ホた るに 化ナる ことを か' レし W 、 化；' 巧み ホ 化に ょ；' てな さわんと 十る 巧み 八 小 巧に 口 
ナ るが 进 をみ へる ところ^ ものである 〇と y んけ化 $ か 約は お だ ホが M ム^ムに が W 八け が^. なぶを W けけ、 化 •レの ふ 八 中 

に 人 巧を のる のはが 化では な < て 人 岡が 脚 おを 化る ので ある こと 八；！^ ぶに 巧え し A る ことを U めと ナ る。 一 かじ 巧 .0 は 巧 

净 けみ S 中で かぶで あり、 化 ホの 巧み ホに がんで 肌 おする ことを なへ' IJ れ る〇- 

化の .K なじょ わ ば、 化の かの S りのは 加 机け じな する 化 樹八化 お、 巧 化み ホ 八が 油、 が， い化 八む 刺 八训货 'であ &0 ところ 
で 化かに ニケ：：： W 内に 此^ 「がれ 戊び K ポ I ツ がな シユ ツんム •アグ タィ ルンゲ. ； W がに むつた 八で ある。 がん ヒ 1 トラ— 
の 一: ムム やぅに、 「ユ ス •ア— はがが 化 化 S でむた る のみでむ < 、が 小 巧 ホ 八 n ル 八は 八閒 帥# を：：： のと ナる一 も S であ 《、 
おに おんで 一九ニ ニが 化：：：： 八-: 化 J では T お八 かたを な’ いなが か.，-' か.' 5$ みで む < ，あ.，- 'げる « み にが 肿 それ n 仿 をな々 に 》 


ぜ しめる j ことを はて 巧 w とナ るに ちツ たこ ミ， 10己_ ，モ. CF , 74)0 か < て 一九ニ ニ： ま 一 r 一-がに u ナナス 別 uw 附 w じか？ 
てむ たが、 一九二 ご！： 中分 ミ王ン ヘン 化が 八を に 化かに よつてが 化 5.八、 W 化サ しめ-レ 4 た。 一九二 お： むか 化 《ヒ トラ 
I 巧れ 巧 r 王 K •ア I は 巧ら たに： 化 止した。 た 化^ お 格は ムス •ァ— の關； ；：， に； 3； して、 W がな り 的内抽 ホと ホる ベ*, M で ^ J 
切 S 巧ぶ にお r ? いるむ S 化な 八间 ぶと をが 来した 〇か < して ヒ "トク！ け卫 K •ァ— に 巧して.；. ナス 化が 化のは こ、 ナ千ス 
巧 神を 巧 巧す る のみでむ < 、がが のが々 を ば ブタン キ ストの k 化で がが 甘し 化る よころ。 化。 の ホを な々 ナる を K 
した ( sa ミミ 三で す こ laiei- Iff hli , ; で】。 H ス - T の 化 ザ： 一; 胞脚样 が 神は 卜； 品 2 巧が む閒 巧：.； が ミ 無 於 八 化か 
巧 や巧抽 の 關が によつて 一: が 人の 化 ホと w 巧 人 S 化 ホと を 川した。 人々 は 化 内 化め むュ K •ァー をげ、 フリ— ドリ" ヒ乂王 
の 巧 W みや ナポ レナンの： 化’ 扣み にも 的 比して & るな である 0 

ところで、 エス •ァ Is 化かは か 供が；^ 巧 一巧した 〇とい ふ 八は 化が 八ぶ 令むが がに よつて、 クゃ 巧み ホの 化 化 い規化 知 
巧# が 巧ら たに 化 へられた か' レで ある 〇卽 ち、 拥助» おとして ユ ス •ア— 口 巧ら たむ W ぶの み# をれ ふに ボ つたので ある。 
々いで 一九 S おか 2 ライヒ 麻乂 かにめ ける 巧み ホ S かおに よつて、 H ス •ァ IU 「ナナス ザ か A び ドイッ WW の h - s 化 巧 人的 
円 ルぶ ぶじよ るか 巧の お- HJ たる 巧 » が 巧へ 〇 わた 。 H K . ァ —を迎 r て ドイッは W 界 化の 卜じ めて t 巧 巧の. 一^でも ナナス a 
巧の 巧 巧者と してむ々 さわる。： 史に H ス •ァ— はお -H 化 ホが S なぶに よつて w れ巧 神を なめ、 な# のむ ス ポ—ッ ねけ によつ 
て お 人 S W 巧の 別 練を 化 おする 巧# をが せられて & る。 この ことによつて お 化み# を 化する ホが 口、 g 神化に 肉 W のじ W 、 
WK、 W 糸の 巧に 巧に W れ の 川ぶ が 化が であ リ、 H ス •ァ— じがて n - JS 化が を UW す 〇 H ス •ァ I の W 贴枯 神と 巧す S 试け 
とは、 一巧の お ホの、 义 化の、 巧 巧 的、 かかの か 離を お 曲し、 か < して ユス •ァー は WW 化 M が^ 小で 化 化め む 巧采を 巧が 
ナ るので ちる 0 

さて、 K ス .T — の 化かは ライヒ々 4- i に A ぶ〇 それは み ホめ M 化閒体 則な 化^ら 二十 I ユス .ァ IW にかたむ、 AW はか 巧 
エス. ァ IW (ぶ 小 八 巧 A お 三； 十' 札 巧} ひ W ガ H ス -r — w (ぶ-一: hK な U —.】 を かみ、 体 エス. ァ IW はが じ 二の ボ か 州に 
かれる 〇 H K •ァー か W は 於 Ms 巧 巧 A び W が 小 W か ■レぶ リ ホ：；' てむ る。 エス •ァ I がが 例け义 、わ 水が W 々びが 水 r "» 
を W て 巧 巧され、 か W は 一一:々 ま お S ストゥ ム がを 巧つて & る。 

エス. TIi がに エス •エスに つい てん 1 な せれげ ならむ 0 

エス. ユス ( sch ミ/。 ミを =)' は 一九 一 ご I : がーリ •り、 かち ナナスれ 度 保 ホの H じむ h 巧 人の ユス •ユス が ナナス 泣が 
巧 一が + ナスが 風 の お 


が： がれ w がが 邮い + 中ス W 山、 

の 巧 A 化が 度び 巧み ホの 巧- fi として かは^た 〇 かかる WW む-^-':! 卜 .にぶけ： S な^ H K •ア— 巧み^ 一巧た るユス • H スが巧 
つた S である。 巧 化では； こ K はが 第 アド ル ごヒ？ ト ラ_ がかに でた 某 S りに S ミミ ユ：； こつい 
てが is 化が が 一空. 叫がん バ 5 か々 に ょ： て 巧； 4、 たに ミて；. こけな S ぶす； し 《〇 れる こと 

じむつた。 

エス • H KUS 巧 W には： t めて 眼 巧な が サが逆 川され、 巧 W じ U 巧衍 化に 化：；；. 人种 化む 巧 巧を W がに みして W る ホを W 化 
せし； g る。-； ことけ S と卜： 地と S 化に 脚 ナミ i じ 化く 文で ある。 とい 表は ミ援 クイン"" ヒ •ヒ ムタ— 
が：. み：' て & る やぅに、 - H ス •ユス にがてが かか 〇 化ぶ さわて & る 化 八 化が は， 扣し そわが k 化の 們化 4 神が^ 贿 U とじが び 
けけ-レれ むいな 心げ お 川 ど」 か、 レで ある 0 - 

王スこ 5 U 巧 T 齒 なむが 人と； S ? Y き 二と がが？ 4、 =. つ そ SS さ 離5 化けに 主て よ W を S とさむ て 
& る。 ユス • KKM . J が 二の々 格は 閒 唯が 神で ある。 化の 化に ユス •ユス U の 巧みは、 がんな 化む 训 W じょつて - rd , し、 ド々 
巧 甘' レ わる 旋 A ぷお にょつて 件倘 人の 巧 お、 戍び閒 巧 W 神が ぶ おさ^る 0 

が！1 に：’：口-^〇巧品とぉ^^:と^ 巧を2 -个パ^::的^^付；； が；§^ホさ4&。 ； • H K US isjsc t ! ヒ" 卜，-の巧へ 
たが 「々が X ザとは 化ぶ のこと む 《」 がが そわる。 化^ 巧な^ 「かぷ 一とは かみ ホ、 WK 、 加、 而 化、 仲 巧、 たか 八ず 
巧の 狂圳 にか する ナナス 的 化ぶ である。 ： 

エス •ユス にはが にが 内 八 「〇 ルむ ぶに ょる 附 おがが 求 さわる 〇 あらゆる 糾人 のむ 怖 向 やぶぶ け W れに 化せ-レ L if J . レ 

2 。 H K こ S は そ 之# み 守 SCSS 化 川 をん すか & と； 一: 巧：.！、 巧を も 某 I きお W がぶ せられる 。•，こ 
が、 化み にがて、 忡 呵 WWM 胞 、そ S 化み S -0 人 阿 じ？ る A とな？ が-ホ 求 さわて ミ。 

「エス •： 口に 巧 ナる五 品 巧」 むる 小册 ずに ながされて & るが 一 凹資巧 わは W か 一に 巧へ. て H く、！- 巧々 はち ドイッ 

2 ホ 華 タミ ごご ヒ "トラ- sf 装と を 5。 ？ はか々 びかに かかさ わ ミ さ W し T 掌る をが を 

巧 ふ。 かくして 巧に 神は 巧々 を 巧け る 0」 

かくして HK 二 K は W 内 於け る トイ 之 化 た 〇 むけむ， むい •か 化に、 此占巧 C 卽胞 L て； •こけょ 接 ホ かわ；^ 

资をグ ，、： •：冀 ホヒム T は 5 蒙 社資 S にむ"、 で イッ s € s に S 3 た 名 もる。 

6 J ロミ S W . >3 を 一 , The ミ cover)* こ f German ご P. 57. 


" Ili 二 er - a . a . p , s . 77 田- 

^; 三が 十" 7 r ニン グ内 s 蓋 脚 K 襄ち 吸して な？ 4 た。 巧 s 1 ss はぶ： と ホた 
襄 と》 左 巧 中 さわて &た 与み ミト ".；-:;: Q ij ン .テンプル グ とヒッ トク-文 ミん 巧を L てが"、 化 お 二 化の，- 
K フリ ユ I ニン ゲ内四 SS に-為む S 度 苗^" ルツ こごを る 「贸 W 蓋」 が S さわた S マみ る。， 化 ご y 
た巧空は巧爲ピ襄、シ；-ん こ ム*びナこ 22か的むホ巧むおである。 ！： こごゲ巧拽とん中で "ミ 
の オット- •シ ユト气 T S 间に 巧つ たか か ホ おを は； 3 がに ヒ "トー 7- •かかを ホぶ を 的が . J た-一とを 巧 A し 
ち 巧は ヒ "トラ-が 5 2 巧 的を が 切つ た克 描し、 ちか 反 防 だに よ つ 品 ひたた とづた。 

一里- OS " 二十 1= 々二十 |; = s 章に よ。、 ヒ rT ミ ユ トク-:,— おして ご" ン,； め ミ おか 押 苗 

を^ Iri —、 ナナ 3 ナル •ゾ ナヤ" スナ "シユ •プ "|ツ： 义 カン グ： こ-ご SA 、 こわは 化ぶ り S り 

シユ トラ. ヤ-は W かふ S はに 巧 ひ、 化 ホ 脚资肿 ホが でを 化さた 化 M が 資理を W :,、 巧卜 なのな た、 

荒 川 is ぶバ巧 K か タト ー； 卜 S 巧。 r /?* 

ン 'フヤ —の挡 -* をづ ぶは 轴 5^ むを 卡 •ぶで あつた、 そして こ S ことは、 ヒッ トラ—々 ゲ’ ベルス 八プ ごシこ 
の 巧 本 ホ： ホ 的 化み をな 巧ナる じちつた 八で ある。 

1 シ ンゲ I が'' = "ゾ 々尝み 。そ G 愤 I ! お- <共 に； K に g ががん。、 ‘ が* 2 な 一; か； WSK も 化し」- 
化が 5 ご 5 S ブィ .ソナ。 ヒか語 でお さたん わで みる。 と-ミ マ； 化. 一. 一が-一."， 巧け 化 ホ 妾ぶ 化 葦キつ 
ペンべ ル T に？、 ポ 省を 管、 ヒ 器 S 化 おと 化 ホ じぶ： 緩を 巧つ S ミる。，；* 'ぶヒ 

ット T さ： ご；？ 為た 21 i よる 常、 倍 かを ぶに 学 命 迎 に； ' S ミ-玉 マ 支た。 か< て ミ 

化 ホが にお ドた。 ( 
U オス カ— ご.； テン 术ス はべ ル， ンごス .Ts 宴 ホバ て’ ホ？；： ミ— か 郁を と WI’ レ—」 こ々 
ざ 化 マ S 交 S 宴； た。 と 二ろ マ； • T •か WKS と」 てむ 夕な ミ寶 てけ と tT ホ こち^^ 
化る》 はを てみ つた。 だ こ •ア -ご寶 《ずは； .y _ に 巧」 てよ" n 山が W ; わる-一とを ホ ザし’ 防ぶ を かて 


が 一巧 十 チ ス姐财 


叫尤 


が 一な 巧 俯 化が 的 八 ナナス 叫へ 

た。 そして シュ テンみ ス 々びその 义 人は. この 小け について ベルリン 化ぶ 八 巧ぶ と U さ 非た^ でもる 〇そ れ化 巧は】 九ゴ . 1 
が WW 1 U 巧 蹄され た。 - 
け ー ニ jiir 三ち 『 Si : ha 乙 二-こ ri 弓 IV ; ゴ /C こ es を-二 schcn Wirts 三- yf 7 J 51 itik . 

じ で ミミ ーニ ei < l こご A . lli - t こ ry oi N ; iti こ ミ ー 了 こ ci 己 L / m - ご ミニ こ = 1 二： |ご 一 ;i 

巧： 一一 節 ナチ ス述 動が 腿の 訊 •版 W 

一九 一九が には 化々 たぶ の 巧 U しか 梓たなかつた 「ドイツ 巧 的な」 山ら 化 加に 卜 叫が 閒に ドイツ «乂い 化 煤と な 
つて、 ぶに 一九 己 S がには ドイツ 化 術を 化が する にボ つたが 述 ，いかき ナすス の 雄 巡の 跡を みれば お 化する 八 ホは 

rv > 〇 

る、 

では、 化の 加速 巧に 巧 大した ナチ ス のが 刀は、 何 也から 水た か、 何が ナすス 媛；^ のが W であるか， これを がみ 
る ことが 本 化の 巧 巧で ある。 加の：：： 的の ほに 化づ ナチ スを义 けし、 强おサ しわた 階が W ハ 分が をが みやう。 

詳細な お ザを W て 論 請す る ことは 阳樹 であるが、 フランク フ化夕 I •ツ / イツ ング がは 巧 一 M の ナチ K の 巧 盤 
を 构站る 一九 一二 0 が 九 H 十 叫 U のが 巧 取の が 化に 化いて かう 述べて むる。 

「む 上の 巧舉 のが 化の々 がに ょつて、 社み ホ 蘇の； 一 化 おはがの 巧 巧 力を 靴が した。 化^:; 化寐 のが 則は 一义一 •八 
年の なみに めける 叫 二 •一一％ に 封して 一九二； 1 U 小には 一一; 八 こ 一％ である。 幻 おこれは 一 化すれば’ なおを 的なる や 
うで あるが、 な：：：： の おが 牧 はぶつて 十一 •一ぶ ご 一け^ ぶに がする 一一 が 十九ぶ 一を が乂 した。 この ことは 化の 一一れ 巧が 


巧が わら 化の 进聲 w をよ く 刺：： J しがた 部ぶ でれ ろ。 これじなしナ产スのが^::'は一义ーー八がに巧じ巧んど：^1 

し 山され てむ た。 それ かじ 一九 so ザに わける の 巧；；：； < i ! な义 小一-- ぶじ か ナろ扎 巧 心 十六ぶ 一に ホな み 化八ブ 
ルジ "ァ？ S 化葫の おる 巧と なつち；； 努巧乂 が大な 分駕被 U ホの ぷ發 のな 巧に よる 欠た る こと 

は ニ ニ 化 も 救を 单げる だけで 滞 明され る。 例へ ば ナすス が おも 义く ハ义 巧を 糾た 八は、 ホル シ、 タインの 
二と％、 ボム メ ルン、 ブレスラウ、 巧 ハン ノヴ ， 1 の 一-叫 •； 一％、 ハ" ッ 、マ ランク ソルト •アン •デア •才— デル、 
フランケン、 が プロ シてメ クレン ゾルグ 、ウ丄 1 ザ—" エムズ 、か ハン ノヴ S — の Id % 强で あろ これに か 
してが 北ゥ t ス トフ/ 1 レンでは 一一 一％ 及び 一一 一/八％、 ベルリンでは 一一 一 •八％、 ライブ 乎" ヒ では 一 叫 •一％ e 
ある。 化に ナチ K はかみ 巧 A び 巧 ホ 殺の 巧 巧 にがてで なく、 巾 ii 诚化 巧の 巧 巧に よつて 化の 5^ がを 巧した の 
であろ が」 了 こた？ W 錢觉は 虹楼が バが來 QS 巧を か、 つたの みでは なく、 お 無 斤の 赛を もちつ 

たので ある。」 

巧に 云 ふ、 —— 

「勿論 ミトラ， S 力は か US み 视の化 がを 推せば •黨 が、 Q 證 には 述 してむな い。 化器遵 い站 2 
たを に &； おの ホ Mi になぐ ドイッが ホち 化 巧の が进 かなを る じ 化つ て 何ら かの 制 化の 巧 ザを ぶん、 化 お 
に 逃避 せんとす る蝴 巧が な 巧で ある。 化 おに ナすス の々 別 巧 执の徐 地 か ある。 

がの 化が は 二 千 巧 化 のが 突 品ぶ が ホで ある。 一 九 一； がが Q がな よれば、.；，；： の；； 下 巧 化い 巧 掌中 一千た 

夏は 化素惡 さを ぃ、 菩革 巧は がい 化ジさ ート替 をで おろ 芝 券 S 商：—: 葉 S 巧 

巧 一巧 十 ナスが 曲 


が一が 化が 巧が 附八 ナナス お 〇 
が ホる。 化の プ "レ タリ ヤ乂 ぶが にがして 凯 ゆる々 本ぶ の敕は 抑々 化 八 何 パ ー セントに 巧る か？ しかるに W か 
の ドィツむ 巧い々 がは 巧 も 化い 社 かの 照が 林 じ W 映して むない。 卽ち 削； ^ ハー 化； 一. 0 年 化 H ハ 巧 巧单 には 約八讶 
札十巧の社み^^巧、 約叫が优十が$が吃货ハ5^巧がホつた。 たが 一 下；1-が化ジ’ これだけがプ " レタリヤ^お 
のの がのを なで、 巧り の义 败巧樹 巧は が种 ド-ぶ 的 r：? む 巧に W がだつた と 化な けれげ たらない。 

かじ 從來は ナ乎ス は これら マルク シスト からけ. 把を がは ホと も、 K 門. <^卜 巧 ハ 化 川 人' K 巧..；：！ 卜 化い 小 向： 丄找 
で 斤を ホぶ に すれば ょかつた し、 またが 巧 k も 化の 階が こそが ナ>: .スハ 小. むが 乃で あつた」 と。 

かくて マラン クフ ルタ ー .ツ / ィツ ンゾ 机は ルく とも； 化 一：; 0 がの 进啦 にめ ては' ナ ホスは 姻巧 媒ハ邮 巧に な 
ひ 込み 巧ず、 がの が 加は 一に 中 削が 化 巧の 接 巧と、 がが 術 巧た る 麻が の义 巧と に 巧つ もの だとが へ| して わる。 

乂 ハンス •ィ t 1 ガ ー は U1 テ. アウ V バウぶ トーに がて、 ん 巧み ハが がに ょる ナ子 ス邮 巧を ぶの 阶が がに かがし 
て & る。 

ナナス e： 巧を 六、 11- 叫 0,000 

■プル ジ 3 ア 11- 二ぶ、 000 

小刖 巧が 一 、 ミ 0、80 . 

- e K 一、 I! 一; 0,08 

の 人 一、 叫 0,000 

《 《 ホ 三-おお、 000 

をして ィ王 1 ゲ I はん お ハ 中で、 巧 脚 ホは 小、 な々 が：；： 做 巧た ろた が 巧が ホ だと-- ム つてむ る。 

勿論ィ^ 1ボーはが巧の；：：{が刚から化たものであつて、 ものおザに給がの',へーザさはぶんらむたいとしても、 化 


の 表に がて 视化 される ことは、 中 训悄が (ィょ I ボ I は 中小 巧； 丄巧 巧を おすので あらぅ】* 视ぶ トー 中 w 巧排こ 也す 
べき 勒人 A びな W に 大部分 5 支 巧を けて むる 巧で ある。 

をは 一九二： 〇 が 九 巧が 进 S おぉに ょる もので わるが、 がの 堯雙霉 を 料と して、： ルナ！ ミ テ 

ファンは ツァィ トシ ユ リフト •フ ユア •水リ チ I クを 山で 巧 巧 ある 硏究を 巧 おしてむ る。 

巧 一に 化は 一九 S U 卜 のがに 巧 はれた み ランド ぷみ巧 ♦のが おち 化の 化ぶ のが ホ 的、 巧が の 巧 巧に よって ド- 
の 网 巧に々 けた。 . 

巧 一巧 


か 
を 
ホ • 
お 
が 
知 
ぶ 

ブ 

ル 

. ♦ 

了 

か 

お 

ナ 

チ 

ス 


R 

七- 

[14 

九 

〇 

化 

• 

* 秦 A 

b * 

6 

1 

1 一 
九 

〇 

九 

ブ 

ヴ 

ゥ 

ン 

シ 

ヴ 

ィ 

グ 

，し 

〇- 

〇 

ふ 

一 

化 

〇 

了 

ン 

叫 

k 

屯 

/ C 

• 

一 1 
hj ' 

ご 1 
_ • 1 

一！ 

ル 

卜 

ぉ 

ふ 

6 
: k 

八 

ー シ 

化 ヤ 

ニ ゥ 

Or 

ル 

グ 

冗 

6 

6 

壬 

6 

一 な 
九 、) 

ゴ づ 

* ぺ 


をら C 北 ホ 芳は若 乃- 责 九％ まで 巧 か 化で お"、 が 《的には 褒 が； が 占 莲」 了む るか、 T : ぶ も W 装. 
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化 ハ 地ぶ も ホが が 化か， もく、 ド-と L て故龙 かいはれ てむ るが、 巧 じく ナ子 スは中 训？^ かが ハの 巧を ザって 一； 化 
の 巧 幻に なつた。 
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これら ハ ハン ザが 侃 ホは がが 化で れつて、 巧 エホ： かがんに：；；： はわて むる か、 ナ ホスい 夕 乃は 化 地ぶ に 比して 化 



だしく がが であるに w してれ み 中-ぶ ゾ u ック は祐 だが 力で をる。 
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化の 地义 では カトリ》 ク がおか- - ir - 川驾； ％を た、 へ" ヤンでは 單 あがい はた 才 A ごご グ はじと 
して 撰ぶ でを るか、； K は 巧 さ 《ては 抑 寡が ジみと ミつ た。 化い W ぶで む 巧な 地 倍 ホる S 
カトリ プクお 化の 支 巧す る 小ぶ 誓 あつて、 化ので はぶ？ 咐 たた。 こ 谷とは ナ； が カトリ》 クの走 
をけ なかつた 誦乂 である。 

巧 こに 化は 一 当：- が 叫り-十 叫 U にめ ける S 。 . ンヤ： ハィ エル、 ームゾ "グ’ マ ご； にい' けろ 巧 ホ 巧び 
一一り ハ？ へ" テ" トモ" ド、 I りい； レム ご グリン， T " ッ為 ハが 若ん い 姐り かがして むる。 
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プロ シャ はェ巧 化ぶ であり、 大部々 おわ 化で あるが、 なほ ナチ ス はがの が 刀を 化 如した。 
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化の お獨二 かは S 分の 二は かれ 化で あり、 ぶが 的た おが 构 めて 巧が であると 巧に、 搜 W の 巧ん が大で ホる。 が 
つて 化の 化ぶ にがては 中 A {かの 巧 別は 牢时 として かかし 難 < 、化の 化 媒ハ暇 化は 一にな W の . H がに ょつて 化 左 さ 



れ たので あるが、 ナチ スは 化’ い 化ぶ に めても 雄 遇 八 跡を ぶして むる， 

巧 111 が 


ブ 

ル 

.す 

3 

T 

SK 

化 

ぷ 

ナ 

ナ 

ス 

中 

巧 

菊 

が 

を 

ホ 

お 

諸 

が： 

ぶ 

’ 

1 

i 

1 

1 

i 

i 

寺 

九 

k 

お 

〇 

_6 

1 

化 

- ご- 

〇 

_ 

i 

1 

ハ 

! 

ム 

' 

〇 

. レ 

一 

ふ 

叫 

■ム 

ふ 


，し‘ 

グ！ 

1 

化 

〇 

ふ 

■ 

叫 

九 

化 

〇 

r 

ン 1 

1 

1 

叫 

〇 

〇 

ふ 

♦ 

叫 
い 4 

6 

九 

ノ ' 1 

1 

ル； 

1 

卜 i 

1 

! 


化の かな 一一 州は 拘 エホ 化で 巧が 化か 大部々 であるが 、なほ 社 か ド •ぶぷ 化が かお もがん を 占めて むる。 
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化の 化な 搜楽二 州は おんどが な 化で をつ て、 ナチ スは 阳册跑 の 巧 巧に ょつ て 化ん にが バ辨 ルを 巧して & るに 過 

が！ か ナナスが が お i 




か： 巧 巧佈化 叫附 ，ぃ个 + K 扣六 

ダない。 

を！： に 化は 一 化 一二. •が 六 H 八 脚な が进中 5 おおを ぶ ハ 如くぶ I てむ る。 
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W 卜： のが 迸单 のが おの々 がに 化いて、 シ I テマ" ン S お、 I せんとす る ことを がが すれげ、 た 齡次 S 叫 化に W ぶ 
する。 卽ち 

-、 ナチ スは 本れ めには カトリックのと 掉卜 けない こと。 

二、 かみ じぶ 巧 化 巧は 化 眠は しゎ かつた が、 巧か^ をが 巧した こと。 

111、 が中ナ ホスは：—: 巧 地ぶ にがては 化 だしい 雄 逃を ぶげ けな 山つ たこと、 A びが ハが おと [て 
巧、 ナ ' f スハ巧 幻 W 乂 はじと して ゾルジ 1 ア？^ む 巧 ハ 袖が にょつ てが。 さむた ことで ホる。 

化 八が、 I は 前に 引 川した V ランク ソル ダ] •ツ ，ィツ ング が、 K が-- LI ゲ—い 所 化に 一 わする。 しかしな が 
化 ハシ‘ テマ， ン の々 折に じて . W ホた 巧 巧は、 か 件 常、 化か 巧 W 巧 巧ヴが 中が かがな じ お的ブ ".クシ 化 巧 
すると 化か L 、 一が I てナす K とが 比廿る 脚で ホる。 巧が い ドィツ 化かに れつて は、 が 泌ハ如 <扑 か WK 巧 も、 


ホ、 他 s 中 器化说 とがに々 が 拙 おに あり、 十 乎スぶ ひは 葉谋の 何た にな 化さむ つ 勺れ 勺た がか じ’ ん のか 

が にがては. X が' 惡吝？ 一」、 十； と ハ かぶ だ楼 をが 單べ さあつ た。 

と をん の.： テ： ン 化に ソ っンク ソバ タ—: ソ V イツ ング が、 イ こ— •力— い 所 謹を おな すれば' 十 尸 スの中 

心 かぶ 勒 へぶ 約 i 名 S ゆ ミ 践雙 、货 、を 望 S ミ W んを 。ミミ」 ょぶ で ホる。 

では、 その 巧 山は 何 か。 

峨 巧の イン こ- シ， ンか ドイツ 闊 W をげ おで ぜに 巧い をとは。 に 述べち そし 一」 化 7 ご レ！ ン 1 ンけ 
代に あつて： tfs が 堂 馬と を 巧つ た ハは 如度 がける ド V -’ ソ贷 C 義 をは」 を 撰？ ホる。 比較 

常？ 某を 等 V 」 れ 2 たこ f ぶ 撰が S 石は 廷 S と W ; 水 文： S をみ を 爹ミた 姐が 安 

左 巧の ドイツ 接が 器は 輩 述に峭 ホを 與へ るのに 汹 巧では なかつ ち 外け 流人の 藻に ょつ て、 ドイツは 一 
九 一向 乃 ザ ニ 九； ぶ挫較 ：2 に 於 管た 描を S 」 た (は 岸 でれ る" だか、 をた ふら.^、 S は 仏 おと 
して 阳谢 でれ つた。 じと して贫 化へ 谷バ 、卽 ち、 ドイツ；—; たを して 苗が ぶに f て 巧なら パ 

て 蒜 S 接と 肖が 諸？ St 梦な K 、 ド V ツ耗ハ 某 接 ば禮に W ぶんと すを ぶ搭ハ 

ト イツけ - Y 化を 义扣 した か C でかる。 ドイツ ホ 巧ぶ は 人の がぶ を她 ；^1 てむ が。 比 お 的が' が 八 お々 した 化 ハを W 
に ホつ て さへ、 觀お S 人は 雌な くして 器に 巧され、 供* 峭 .，.をが た & にがつて は、 爵碎 がを ナる一 
ぶで ホつ ち イン こ -シ’ A 怠れ S が；；^ と t て 公 品 化が がは ぶ 阶糾い 浸ち 丢乂 ハ證い おとな 
ググ かを に トイ ツグれ. •止が をが 較巧も 接 恐 化の がに を さ こまむ て、 蔓ンぷ にお 化し、 がが な' 户乂 こ. 

ホ！ や + ナスが 抑 £ こ 


巧 一部 化が 巧 かが S ナナス お八 
化つた。 化 旭に めて か 何ら か ハ お 化が ぶめ られ 、かくて ナチ ス はでて ぉ 巧、 小 巧 商、 小 巧 W 巧の W に 化ぶ を 化 川 
したので ある。 巧时 の ドイツ 詣化谋 中 じあつて、 扣 もが 幻 八 あつた 社な 繫の 如きは、 がみ 化を 糊 的 じか.^ げ 
つつ も、 中 W ぷむ热 とがび、 む 術を々 抱せ る d 巧 巧 八 地 化に あつたか 故に、 ながなが ななお 策を 巧 川し， けな かつ 
た。 この ことは ナチ スに乂 なる 利 おを 掛 へろ ことにな つた。 とい ム八 はがな W じ 巧 のん の やうた 態 巧は 乂义に ホ、 
ちを おへ' ナチ ス帅巧 に顆 つたから である。 都が プ B レ タリア— 卜 のみ 救、 殊に 比較の が おの 巧倘巧 化は ナ ホスの 
な： 傅に 動かさ 化る ことが かく、 巧 か 化 破の 加 巧に がるまで、 巧俩 机た A び マルク シストが 姑に 化 巧に ルつた < にだ 
して、 下が 中 W 牌 級 や 班 W は ヒット ラ ー にがつた ので ある。 ナチ スは これらの 人々 に 約が せる 何 巧ん を 持つ てむ 
た。 卽 ち、 ナチ ス はな 狎 化のは に 職 巧を たつた 巧や腳 おを 化 川し 巧ない 巧に 巧して、 かで 樂 中に K がする ことを 
約 来し、 小 乎 ：丄 ぶ 巧に がして はを の 巧ぶ である ことを な：；. りした。 較バ がの 巧 びを の 化で 巧に かしては 乂巧巧 
ぶら の呢 狙は 触くなる であらう と 約 おした。 む WA び-小が が 給 巧は を S わ 化が C , か 引 ド げられ、 巧 化は がが 的 火 
化 おの 巧 巧に めて 小； 地け ホの ほさるべき ことが 約が された。 だが、 就中、 たぶ 乂 ぶに かつての お乂 八が 乃は 將ホ 
にがす る腳 業の 巧 請であつた。 . 

かやうな 約 は W ら かに 巧讳 K ぶ巧述 の ユ ー トビ 卞 のた 約來と 巧つた 舞を K ホに 巧へ た。 ナす K の即 へた 約 お 
は ょり 现巧ので巧むパ能なも の の やう にがぜ られた 八 で あ る。 化 八 ナ ス の 一‘站巧ので あ る こ と J 、 こ れが化 ハ 蝴 
W ド •ぶの 化粮 W 照が 义 化し、 ヒット ラ ー を 巧 巧 せしめた 巧が ながよ で わる ことが 巧 摘され てむ 13 。 

け’ 卜！ の やうに、 ドイツの 邮 巧の インマ レ ー シ 3 ン 、その 巧の な狎 .化む が 並に、 一九 S 一が； C ザ がの が 巧の 


巧愤 、これらの がみな ひに よる 凹 w 乂ぶ八 化かの 木 安忠’ この ことに、 アイン チッヒ s 如きは ナす スハ阳 —4 を 引 
化ける おた るが 内を 歸 して ゐ る。 だが、 かく 經 巧の 巧 山に のみ 邮サ しんる ことは I がので あ； M 巧 じ それ ハ 化 
治的哪 山を も 巧 過して はならぬ。 さまに をの 述邮 の W にめ て 述べた ヴ "ルサ f ユ怖 制に がする 脚 W の不滿 かこれ 
である。 ナチ ス のが かの 化が 糾 、北な 乃が アリ アン 人 巧と しての ドイツん い巧趟 のじ 恥、 これは ヴム化 サイ ユ做 
制に よる ドイツの 不平等な 化 化に おが 甘る ホが 林に がへ る ことが を乂で わつた。 一 化； 八が 八 峭昭阴 との ザ巧惭 
の か故 お 帖 ホ の がボが 、 み 化 の 化；化 、 あ ら ゆ る ド イ ツ が化 の 间お (ォーストリア、 中た" コ*ス"ヴ，キア* 
—な シュレ ジア ダン 乎ッヒ 、メ ー メル、 マルメディ ー、 エルザス •ロ ー トリン ゲン 等* にがけ る 一、 これらの が k 
は ドイツ 巧 W にかつ て 魅 乃に なつた ことは ながで をる。 

それにしても、 戦 巧 十 W が US 义 しきに ぶつて 巧 はれた ドイツ •プ 》 レ タリアの か^なが 捣 たる がか W ド-巧 A 

び 萬 巧 Q 二つかん， 〔くも 巧れ ム つた 招は 何 か。 擎 S ぶ S つ Q S は、 襲ぶ 益 ハ變る 十； と 

魄ムよ b も、 よ 〇 がしく 机 化に 相 巧つ た。 ドイツ 巧 ホ 巧 か 一九 一一 八が W がな ♦ながら、 しかも 贿 巧れ 化 化り でか 
み-^— 说の巧 巧に めて 进 おに 松 利を かつつ あつた ことは、 さき S 逆' 雌に 脚す る々 化に よ つても W ら かご ある。 

しかし ドイツ 巧ホ萌 はな 财 がた の义 巧を なける ことには た 化— た。 巧附 がた は. 一 股に がな wh 货 八お鸿 なと 巧 
がに 結び かいて 招り、 それの M かの A びが 巧の な义 巧の が 乃な おなで あつた。 とこ"" で、 かみ W じ媒は 化ぶ のに 
はかみ 丫ぷ 巧で あるよりも 端.；"： ド-ぶ 巧で をり、 化つ 州 何なる おた じ も 「た 化の， ろい 邮 巧で れつが， 化の む 化 
义ぴ それの がをはが# ザ 命の ほに も乂 はかみ 化の 巧に も 戦つて 米た のでは たくて、- kK じを A 巧 ぉ ド-を 巧. 乂 rc 

巧！ 巧 ナナスが が f 


巧 一な み诉巧 巧が 八十 チ K ホ 0 

制の 妾、 巧 S ホ のが ホ 的 器の 改巧の ほに 好 だて 來 たので あろ 
とに ほし 一」 ドィッ— 谋は单 かを S し、 がの 祐のド じな 脚 巧 勒を 巧 加しつつ あつち おし 加 巧 ホ— び 
をの 化な Q 说 力なく し 一」 は ザ 箱 差で； S 千る ことは W 墓 かつた。 それれ に ドィッが '露は 社待菲 殺に 
おして" 一一一 にわた つて、 が 一 S 難へ を-:! た？ あるが、 かみち がに ょつ 一」 が おせられた。 5 巧は 
一を こ 一 非 巧で あ 〇、 巧 材？ 出は 间 がを 二十 U パ— •へ ミ 脚に がし S 愛ぶ f と、 ナ； の エス. 

ァ—護 ミ-策に つきが 资ド器 勞を ぶを が 器を、 一み こ 一非 一旦 手 U お 黛を なをした か 棘 

规 された。 力く してが 貪 W じ 巧は 巧 巧 巧との 協み ょ 〇 も 円 日の 化を 迸んだ ので あが。 
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巧 二な ナチ スの思 恕體系 
巧 一節 ナチ スぶ おの 起源 

或る人は ナチ スを W て •近が ョ ー 。 " パを がへ るが 神の が 化の 一つで をり •がの 運 勤は ク 1 クラ" クス •クラン 
の 如き 一巧の 黎別描 推に 遇 ダない と排 謗し パ 义 或る 巧は ナチ ス のか 鄉は ミュンヘンに ホず して ヴょル サィ ユ だと 
邮谅 する。 がの 謂は ナチ ス 運動が 何らの 化が 的が 巧を 巧たず、 戰ホ おしく は ホ かの ど さ < さに ホ じて、 聞：^ のイ 
滿を 煩り ぶてる ことのみ にょつ てが 力に 近が かんとす る述動 だと-: ムム ことで をる。 これらの 化が かなな りと ザげ 
ナチ ス述 動は 泡な のかく、 をち 巧ぇ 去ら わげ ならな かつた 巧で をる。 

しかるに お資 はこ 化に 反して ナチ ス 運動は 益々 化の 巧 九を が大 し、 化の おがは ドィッ 烟 W 乂 おの 11 に 別 おいが 
を 張り、 やがて 戦後に がける をも强 別を む 滞の 文化と なつた ので ある。 この こもは がに ナチ ス烟 け乂 おの 胸に が 
へるべき 何ら かの 化 想 的が 巧を かする 詔ぶ であると 立は な けれげ ならない。 

もとょり ナナスは 化して 一つの 锦 つた 化 抽心摘 系では なく、 み 巧の 化な がが の 中に 义 がし、 隨 つて 巧 かにが の 本 
巧を を 発 かける ことは 枯 めて 困 潍 である。 しかしながらが 處 には 化の 加み 的 潮流と お 別すべき 明 門な 諸 巧の 巧な 
が 斑め られ る。 卽ち一 股に ナチ ス のむ 巧と 認められる ものは、 を おち 推、 话 倘ち谋 、神が ホぶ、 現資 半-ぶ 等で あ 
策 二 や ナナス S がを が ホ ホ ー 


巧！ がかが 巧の お^ ナチ ス ホ こ 

る。 邮 して ナチ スも亦 化 巧に 现 はれた 化恕 ではなく、 がかの がみ 的必 がの 所 巧で あるけ •卜 I は、 こわら のけない よ 
つて 來る おな を 巧 〇、 それら 八 化ぶ を附 々じ-吐つ て 的 巧して、. 贿巧 S 脚 職を 水め、 がに ナチ ス とが M され 略で あ 
りながら、 しかも 本 巧を 巧に する 化の 化が を 明らかにする ことによ つて、 かめて 化々 はナす ス化恕 のが L い ホを 
化 リナ ことかが 米る ので ある。 

现 代の ナチ スに 巧に 多くの が辨を 助へ た 化が 乃ザ述 動は、 乂做 じがて 狀が卜 •お、 凹ぶ がな じぶ. 講机 かか ii ： ぶ • 
キリスト がか 巧述 動、 がが 中 •苑述 動 ハ おつに 大別す る ことが 出水 やぅ。 勿論 これらの 化が 乃ボ述 動い 則には 多み 
の聯 純の 班 めら れる瑞 を も あるが、 ホが ながのに 化き もの お 別に 從 つてが 述を進 わ やゥ。 

一浪 没ち 義 

り 嫂 K 苑は 本來义 巧の が 術の 潮流で あつたが、 おた じ n 切め た视が ド- 雜 巧が にの のじ おび かいたが 化と して、 
あらゆる ホ 巧 M 巧に のり 迭 み、 を がみの 义化的 牛-巧を なぶ せんとす る 化採视 じな つた。 邵 .化の 神 唯 八み に拘 がす 
るけ ぶ 巧が のがしい な 刺と して ホれ た： がが ド： おは あくまでもが 邮 -H 巧のに ぶ てられた 巧が であり、 それは 中 パ 叩の 
神が をぶ おながき を wp 邮 めた。 がぶ じぶ がが なをけ て、 隅ぶ にが 化し、.：： 巧 的 滞 利を が へられた 倘人削 s.u 山 
なが 約に よつてが なする も ハと ぶかんと する に；； i して、： が WK 巧は 邮に 化えざる がな ハが 邪が 师人 W ハの の帖神 
め 連 带を帖 ぶし、 おんは 化の 速な 加ら 化 WL がごろ も 八た る ことを ぶ逊 した。 ん くて 化 八 化 別い h じは がいずの 
が あ 〇、 それが 一切の み 巧 ド •ぶの 巧 術々 び 巧 巧の 卜： にもが はれて わる。 1 も か、 る 化 您的倘 のは 巧け 八诉 wiij 推 


が 代に のみ 的が な ものでは なく、 ぉかれ かな かれが おの あらゆる 時代に 化 出される ので ある。 この ことは お w を 
れ がが 时 たる お 系を げき、 統一の 化 想と 化 傲し 維い はで あつて、 協つ てぶ ぶに 腳 する 义獻 の おめ て 巧が であ 
るに もみらず、 化の 明贿な 巧な の 化 描を 曲潍 ならし わる 所け でん ある。 かくて それは ヤコ ゾ •バ クサ ハー- ム へる 如 
く 「ドイッ お 神の 巧 かな おなから 生じた 化が の 幾 子： J として 化 化 はれ 一」 來 た。 これ じつい 一-比 おの W 喷 なぶ 叫を 
巧へ てゐる ものは、 浪がド •ぶ 八 & W 巧 オト マ ー ル： ン； ハンで ある。 化に 巧ら くシ- パン ハ-..': 化を 化 〇 ょぅ。 

「浪巧 ド •ぶは、 化の が 術 A び 閱ぶ觀 にがいて ホら 巧 巧に 化が しつ、、 巧 同 怖 ハ 本 巧に つい 一- 带遍 じぶ 的な たを 满 
薄した， 

诉が k をは 化づ 一定の 巧 術 的 化 潮と して 巧 はれ、 シ-レ ー ゲル 化 ホ、 ノヴ マリス、 テ <1 ク 、ブ レン タノ、 アキ 
1 ム •フす ン •アル ニム、 テナ ド ー ル •ア マイドス •ホ V マン、 アイ ヘンドル V 巧が 化の 化に 姐した。 しんし それは 
おかからがの巧かな巧：巧から、 ホ巧&び巧巧のあらゆる範阿に：^{入し、 liaf の义化述刺じなつた。 しかし化い本 
巧は がらが ハ 巧 巧 的むな にょつて 明ら 如に され 一 >ゐ る。 何と なれば 捣 がか 的な も い、 叱驗 的なん の、 神化の な も 
の、 触 限 的を ものに 針す る腳 巧が、 な識 的に か、 婚だ 補の じか、 浪がじ 巧 ハが 術 ' A び 巧 巧を おみに 支が L たんら 
である。 浪巧 ド-ぶは 巧 一にが 巧规 であつて、 药 術では ない。 たの じぶ をが 如樹： ホた してむ ろ ものは、 がか ハ . f 
巧 解に 細す るが な、 卽ち化 八 中の . f おかな もの’ 惡 、化 等に かずる がみ、 ぶに 化 ハ 小に が 化する かじ 化ぇ る化乂 
無邊な ものの 中に が ひ、 リバい 無 腿の 中 じ お々 をを わんと する おおでを る。 しかしながらが 媒 とな 化た 隙.：^ 一を 化) 
との、 化 八が 树 端の 間 5 閒 巧と 邮 おとが： がが のな も S を祕 巧して むる ので ある。： おじ-- ム はれて むる 如く、：；： な 

か 二 か ナナスの 化 おが ホ ホ！ 一; 

一 ..^ 苗. 差 一 iiirHi 


巧 一部め ザ 巧；^ 的の ナ千ス 六の 

巧 無が ぶれ、 ド •规 性が 浪が K おの 詩の 本が 八 巧な を 巧す ものでは たく、 が 巧を の も 八 八 不可解に 脚す るが みの 
お 本巧悄 'ながと 神が とのず 府か 本げ のな ものであつて、 が處 からが わて あらげ ろ现 みはを がの なが 祀、 ホの、 
W 險 等の 如きけ 巧を 巧び、 化 おからが めて 识が k おのな の 無 W ぶか- んホ じ’ 門 化と がみとの 則を 利な サる〇 巧 2 
ぶ规 けが ホず るので わる。 

か < がしての み、 卽ち 巧ぶ 化が 义び ルネッサンス のばが 述動 として おつた 化界视 並に 父化述 おとがして’ かわ 
て 生 巧と 巧 巧と 八を 站 巧に おする 浪 が卜； 発 お 術のを 懲がお W される ので ある。 卽ち人 一一は 夕 . WS 1 な々 として 解 
巧され る ことにょ つて、 化の 一切の じ视な にも拘らず、 個人た ぶのに でもな く、 化ぶ 的に でもな く、 個別のに で 
もな く、 をく ぞ . W 的が 巧が の 一部々 として 誌め られる 八で ある。 かくして 人閒は 阿ぶ A び 化の 他の 巧间 おにめ て 
も 亦、 中： 概 的な もの、 な书 的な も 八と して ごな < 、社 か 的な 牛： 巧臟 がの 一部 かとして 现 はれる。 ず W 的な ものは 
社み におされ、 円 化の かがと 神が とは 巧问棉 3 卜： にも A ぽ され、 かくして 蝴 ぶと かかとは 浪が おぶ の规巧 のがみ 
となる ので ある。」 

卽 ちシユ パンに ょれば、 一义 にはを 化が のお而 h 巧 的 おた に 脚す る视 念、 他方では 化の 化# にがす るが み、 卽 
ち ホが 的な 牛： 活翻 をが： がが ホ おの 本な である。 ‘ 

化の 浪 おちぶ 化が の 立 おからが おす： ぶ 的、 かが 的 闲：乂 规を譜 いたのは フィヒテであつた。 フィヒテ のが 期に が 
ては がかが 約に 脚す る n が 化の おいが 窗が 巧つて ゐ たか、 やがて それは が 本のに 克服され た。 ヵントは 人間の 〇 
あ n か 巧の みを 中心とする 巧佛げ お化恕 の經驗 ホが A び吨巧 じぶ を 破つ たか、 倫 郡 •巧 A び w - ijll ?# にわて は 化が と 


し 一宿 人 ド-ぶに 招 はれて ゐち これに だして フィ ヒテは、 ん 帥を 認成 論のに 倘人 とし ミな く、 义敢 、卽ち 巧 神 
の 巧 K 脚の 一な となめ、 延 いて 闽ぶ はがめ もらが ホす るを おで あつて、 か 鞭 的が ホ だと 化 致-た。 
巧に明.：：^ンだふじか」て化は 「闊ジーは社みにれてが'时のホ巧を巧け、 け受円ピの中から、 ，リが的市-にが神 

- 的に 创进」 一」 が だ」； V 人 誇で をを と 15、 巧ち ト イツ 接 S を的裴 K が 化 8 皆 fs を 

TT 张し 「よ。 •がい、 化 尊.；：： 身 ハ W から A ずる 新たなる 创进を ほ于」 ことが ドイツ人 g 巧 沿で あ。、 ドイツ， た 巧と 

他 八 詔と な韩 は、 「人が 人閒 な SK 掌る S 的 第一 斋 なえ、 本籍な 夫. 卽ち 人训の n 

か、 が限のな巧’ .氷ぶ3巡ホ、 を'倍卡るか、 ぶひは^ J れら巧てのものを倚ぜずして、 ザ-"がつ一」こ1ら巧てのだ 
をを H 巧し 巧 解し 巧た と 誤が して ゐ るか」 にある。 そして 「〇 ら创な 的に おたな も Q を かり 出しつ、 b 巧す る 
が 一ー グ人 ぶ 巳 はがたた る ものを が进し 巧ぬ まで も、 みく とも 巧佈 なきものを をく かご、、 W 也 かこ 本 巧 勺 k な 
の 流れを 化 おかんと がせる 人、 ぶ ひは が おまでは 進まぬ まで も、 ルく ともり 山を 巧 州.^ し、 化つ 〇 川を， ザん パり、 
それを 巧れ たりす る ことなく、 ぶつて これを あする 人、 がて かくの 如き 人は 本 巧の 人 W であつて、 化 巧を， たぉと 
して 视. 'をナ る もに これ こを 第ー ホが-^ 化 純 巧 W 巧、 卽ち ドイツ人で ある^とで つて わる。 化の 化の 凹-^;: Jg 
の 碧は 「桃 掛寶 にか ごの 十 S になん よく 班 はれて むろ 化は 巧に 述べを 2 装 じ泛 累ギ 3 _ レス 
やシこ ，ゲルと M じく 凹ぶ sn がの 8 に：：：！ がし 勇 六な 一 S 、 类 S 巧 S 哀が 巧が は、 明を 化の 內な 

;= 巧 もて ある。 お： 樹逸记 を； fi るボ は、 あら 化る 人工の 加は るに A ぶつて、 耶 たる. りが によつ て 化えざる お 化を 
の 巧 物と なびつ けられて ねる。 …… この ことは ホ 巧に 叫かに なり、 円が の一朽 じむた され、 す 巧みめ を 旅と なる 0 
巧二^^- ナチ ス S か 抱严も 六 五 


巧 一部め 欣 化；^ 前 八十 チ义 六 六 

…… 化 八の 部 的な、 人が-; = みのお 神の けけ じよつて 引かれた 限 化から、 かめて 化の 結 ぉとして 化 W 八 かの 限が が 
ホずる-。‘」 ^^卜：八如くッィ ヒテの關バじぶは化ゲル マ ンじぶの化がじまで巧おしてむろ。 化の凹^^ぶの义巧か 
ら 化な 11 迎を 眺める 巧に、 化八闽 W 化な ド' ぶ 的 化が かお 卡 る。 

化は ぶ 人に 巧倘 のぶ 巧を 沈して 五ム 。「人 一一が りが にがされた 佐 じがな に、 門 山に。 巧を 支が しつ、 巧に 
らしく 地上の 化を 巧む ことは、 人 削の が 巧た 颐巧 であるの みたらず、 化 八械 利と 述 命との 北み 姚 きが 水で ある。 
人閒 はがかねば ならない。 しかし をれ はぶが に 一-けしつ、’ がの 乃い « お 後む ちに がび 化い ホが を述 ばれば なら 
ない 牛が の 如き ものとは おる。 人 ii は 心 も 八 どかに、 歡ぶ におれ： 邮 き、 化の 心と 脱と 卜乂じ w ける 餘裕を 巧た 
ねばならない。 化の 時训に 化は 於 巧す るので ある。」 

化の がての 巧 脚に 化 事す るん ii を、 化は ホ 巧 斤を お)、 む 術ぶ で 巧-、 巧 人 ハ S なに かち、 幽 ぶは ホ' 巧、 化 引 
の お 巧の 巧が を監 化、 測ぶ し、 化の 所 ホを 個々 S み々 隅緋 ぶこ ミ玄 じ々 がする ことによ つて、 一が の闲 K が 等し 
く 化 適な ホ 巧を 巧 まれば ならない と 述べて ゐ る。 卽ち 化に よれば 「がての 巧は を 巧の ぶ-化 巧で あつて、 を 怖から 
がの 分 削を 卵 へられる 。何人もむ 训 にだむ こと も、 巧 ごで ある こと も W 來 ない」 ので あつて、 随 つて 一が SW ホ 
のなかは がての 阿 W の ホ 巧を 出來る だけ 安な ならしめ るは にの みがされ るので ある。 化の がから 化は お 制限た 門 
川路 巧は を おの 技の ホー 肿を附 巧す る ものと し、.：： 山 K ぶと ホ 巧 じ 巧と を 「巧ぶ 八 マナ アキ ー ーとが 地し、 が 巧の 
には ホ 巧を 闽ぶ のが 制： 卜じ 泣く と 巧に、 がが 的 じは が 凹な なじ 阳内 化ぶ ハみ 饱 をが る ものと して、 巧ぶ 八が 巧の 
が銷 を^ おした。 


シユレ ー ゲル も ホ o が 巧 巧から 化 巧して、 がな 蝴乂 をが 桃のを 狀と化 化した。 化に よれば、 岡ぶ は乂 なろ ぶ沾 
の师悅 であつ て、 加の 凶ぶ じ 木 米 「ん がむ 向上と 巧 的との 化 化を パー. I ::' むた の 化が とす ろら のでを るか、 を パは が 
に巧賴 めに 人 閒に化 迸と 化 雄と を 巧へ る ことを W て 化れ 〇 とせず し 一一、 的协 のな ぶ 化を も 講ぜれ げ ならな いぃ Oj,y 
おから 化は 闽 W 闽ぶ のじ おに 逝んで ゐ る。 ‘ 

函 W は救义 S ぶ 巧が 規刖 、護’ 苗、 利ボ等 によつ 一」 蘇のを 做に 結な された； おた のぶ 巧で あろた ご 
蝴 W とぶ 腿との おる 點 は、 削 巧に あつては 此のぶ 巧の 範 脚が 餘 りに 火なる かほ、 ぶ 巧 おが おにが びか けられて な 
い點 だけで ある。」 同 巧に 化は 化が" ド-巧に W 對 して 及厶 ，—— r " が 化かて られつ、 わるが かく、^ 蝴 W を 一丸たら し 
める よりも、 人 おを が夕； 2 凶 W にみ つ P 化く ぶが-:：: なによ 〇 適を して わる。 巧 W 巧の が 一の 如きは が 制と 人 巧の 
制が とを けて しても-氷 义 にはが 巧し 雑い 不門 ななおな に 過ぎず、 ーゴ 語、 进废’ 化训^ がを の おがは 門ら 化 八 制は 
〇 怖を な々 におめ、 やがては 一切の 連耶 、巧な、 中心ち、 艰を巧 巧し’ 蝴；^ の 巧な の 典み によつ て 凶；^ 精神と 別と 
はが 巧から が はれる であらぅ。」 

化は なきの 蝴 ぶが おはみ々 階級 闲乂 にあり とし、 化の みか 牌 級 凹ぶ 桃 巧の がが 的み々 牌 級 C 口 乙 5 てを ホの お 
牌 級に 求めた。 

1、 物 巧を 牛： 巧す る 巧、 卽ち投 W 、 2、 それを 加て ナろ 巧、 卽 ちじ K ぶ、 3、 ぶ 巧、 巧 巧 等の 化 逝に が ザす る 
ち 卽ち 巧で みがか 夕 4、 ホが に 巧る 巧の 「•化ん 巧 級， 玄 しての む 巧 5 補 ホの み々 阶 誠、 卽ち 巧ぶ トーの 伽へ 
一 おな 人。 . 

タニが ナチ ス S 化 お价糸 六.^ 


巧 I がれ 巧 巧が お s ナナス 六 八 
而 してみ み 階級 制 化に めて 蝴 の C 山が おも おく 化 巧され、 人が はな もな 全た 巧 巧を なける ことかが 來 る。 巧 
， w 巧の おか 上、 邮 の 制 ほが々 はれ わめた ところでは 、なにぶ 祕 八が 巧、 抓阴 巧と 凹 W 的 桃 八との がた 巧が 巧 ひ 
なく 現 はれて むる と。 

ョ七フ •ギ 3 1 レスは ラィン ランドの がが であ 〇、 なか 制 V ランスを 地上 八が 悄た〇 とがが した か、 化の ボか 
に 幻；！ を话 じて おが 上の 树 がをはした。 「ホ か 年け 代に なは がか 制 八 化 您と人 一一の か あの 化み 的 化 態な 巧の 化ぶ 
とを 同一 械 してむ た。 あは 化の 化 想に ある 限りの 化 幼 I を 做が しおし、 わりた けの か 巧 如を 巧げ、 化の 中に のみ 化 
き E - 巧を 话 じた。 しかるに 化に のし か、 つて 來 たお 驗 はなり じも乂 であり、 それに 關聯サ るが 化は 餘り にもを 
く、 化つ 印み がんつ た爲 に、 をれ をむ 巧に 俾へ雜 わた。 なは 今や，；：： 川が々 はれ、 人 制 化かと 人 閒八巧 卜：に 川 ひら 
るべ きん 削 ホ 福の お ホな 本た る 別は をく じび、 化 來に對 するな 利の ね 巧 W かには 何物 も 巧され なかつた ことを 茄 
巧した ので ある。」 化の々 SH から 化は 從來 化械 して ゐた闊 W おぶ 化ぶ に轉 巧し、 r 化 化 人」 の 化ぶ を かて、、： 一：： 巧 
のみ 巧と み蝴 がの 巧 性との かを をが くなる にち つた。 

化は V ィ ヒテの かく 凹みの-り がの おかを おけて、 山脈 や W 川とは 俯 脚 巧 じみ W 化 ii には、 巧の ぶを めれ 巧の 中 
に 叫 贿を巧 ホが 引かれて たると おした。 • 

化 じょれば 「巧 誌は 俩 人を かな-に なびけけ る 一 乂排耶 であつて、 それは を 怖に かして 一のに 阴 W たと げば 

れる巧 姐の 氣 巧を 耻 'へる も ハ」 である。 しかしながら W 巧 巧は がに 巧： f ' i 八み にある のでは たく、 「フランス 凹 
W 化と ドィツ 脚 W 化との 閒 にはな え 稚い閒 が一を なんてむ る。 巧の 化の ぶが じ 却つ てフ f ヒテ じがい お 巧を がへ. 


フィヒテの 「ドイツ 關 がに 巧ぐ」 は. 巧に 巧のと が 後に 講ぜられた ものである。 かくて 獨怖脚 坂、 卽ち ライン ラン 
ドに なむ 化は、 わら ゆる 诉 巧が 諸を ホの 中で 關 が：！： ぶ刖迎 のが 心を がみ、 凹 W 中-おの がに 燃えた おがの 人 だつ 
たので ある。 

W 上の 諸 巧 ホの が 巧を 巧け て、 浪がじ 巧 的闊ぷ 化が のが 出せる 化ぶ 巧と なつた 巧は アダム ここ，, ラ ー である。 

ミょラ I はがら しい： ががず-巧の 巧问 棉の槪 をを 經 がを A び蝴ぷ 端の 卜： になした。 化に ょれば 「闊 ぶは 人が のが 
計で あり、 ホけ る々 怖への 人 W のがを〕 であり、 絶が のな ホけ る もの、 桃 神 巧な もので あり、 「あらゆる 巧を 2 .ぶ 
がに 巧 おせる 威—」 である。 

化の 蝴ぶ觀 なは 勿論 フィヒテ にが 州す るが、 がの 應川 A びな 巧 的み おのぶ がに めて は、 ドイツ 巾が 紀 のが 述制 
巧に がける’ 人 化の な、 牛 V したみな 分の がを を邵 ぶと した。 かくて ミュラ I はがしく 門 巧 化の 即 .A.IA び スミス 
の俩人 ド-ぶ 的、 巧 本 韦苑的 經ホ规 をけ て 「過激な 闊 みが おの 巧 お」 としてが 雑した。 M 巧に 化は モンテス キュ I 
の 凶み 牛： 巧卜： の橄力 分が の 化が にも 反が した。 

化の お 巧 巧な も ホ、 〇 ら利ピ のな、 彼ぶ 的を 解を おけ、 がみの おみの 輔聯 とが 一 A びが S が も 的が 川 似と をぉ设 
のな 巧と した。 化は； •ムム ！ 「蝴 ぶの 闊 W 經 巧を 謂り、 をれ じ 脚 脚 せんと ずろ 巧は、 化の 凶ぶ； 2 々範 的に めける 
义 がの なおが のがが と 刖 趣と を 一巧し 一 > が お 甘ねば ならない。 巧， じ化义 せる 一つ 八仍化 や、 师 々の ものの 巧な し 
たな 巧の み じょつ ては 阳 W おかの 巧 W をなる ことは 川 米ず、 が々 のと こん 扔が のた をな， 2 おなお 5：： ら むる のみ V - 一 
ホる。 をな のが 剖の みに 丈 つては 巧に ない 何构も のられを い。 か、 る もい はみ かれみ かれ 附隨 のな ものに 掛 ダな 

が 二 巧 ナナス！ S おおが ホ 六 心 


が一な 化 梅 化か 附別 ♦ナス 屯 0 

い。 …… 巧 物^ 關巧 だ腳 蹄のに 规が V ふ、 化つ 化の 腳 巧が：： 一: 時 じが^の じがび ょりん なろ 關保 じがた され、^ く 
して 人 削の 巧 陥 S 嫂閒八 かく、 一 つづつ おたされ、 究陆 ににて 触 限 S み 巧’ 卽 ちみが 分 ハぶ々 たみ 術 かがら 化る 
たらぶ、 を附 のな W は W 嗦 にぶ もられる。 卽 ちかくし てょり 乂 なる 倫が と、 巧け じ をれ を 桃ぶ すろ 她牧 5 神腳も 
巧に 迸め られ るので ある。」 

化 知 かお K ぶ 的む 巧的视 おいぶ おから、 化は 倘人 八が がの が ザを 化けて’ それに 代 ふるに 化 ハ M 瞄 、例へ ば 化 じ 
ぶ 制、 ッン V 卜 巧が、： 5^ びが おお 巧に めける、 あらゆる 人が の削嘟 八： ける^ を W て せんとした。 I わかつ て 化 
は俩 人中： ぶの 所 ホた るな々 のかぶ を 化 維して 公 ふ’ 「アダム •スミス か 株ん てな くが 仍 した 巧侧 の々 離と 愧械 化と 
にがして、 锦 神は 不 がに W 化して むろ。」 「 …… それ 化に 人训 をして n - J をな 啡サ しんる 相、 化 だしく々 化された 
化 巧は 木だ闽 W 化な にはが 化しない。」 

にも拘らず ミュラ ー はが- 丄ぷ 及び 投ぶ八 小に 巧 本 じぶ 的 おお 八が 化を がぶ したが、 これは 巧 <1 他 5 がの W ホ 

制、 ッ ンフト 、ギルド 巧に 於け ろ阁 W ド •ぶの がぉ^ 仙 ホの が 腊 としてで あつた。 

なに 關 しても 「がは あらゆる M 巧 S 化かで ある」 とい ムス ミス 八 機械的 おぶ を秘 刀が 巧して、 化は 物では なく • 

化の 化 川け に； gw する ので rw - KS 巧の がは 凹 W 令' 狀^ がかで をる」 とい ひ、 がに お八 化川仍 化を 俩 人の 化川价 

攸と がかの の 化と にかち、 「ある 物に 巧 川 ありと 公 ふ ほには、 脚- i：: がかを 怖じが ナる關 化に めても ホ衍 化が たけ 
fi 

れ ばなら ない。」 した かつての 化は 粒が のれ ホの 闽怖 S み 版^ 中に めて 八み 化 化される と--, 一つて むる。 

巧に ミュラ ー は 巧 巧 おを じついて：. ムム 。「巧 惟は 闊ぶ や. 一ぃ强 とお 〇强 明され たも 八で ある。 人 叫は 如何に 魅け 


がれて ゐ やぅと も 人と 物と が 化 おで ある。 …… 化に 化は-り 分 門み のかに、 常に 化を 人と 物と にがび かける が 巧を 
必坚 とする。 化の がた を 巧 巧す る ものは が W がか ハが i りから ク H に ザる まで 蝴ぶ である。 加して け 常 i 化 八悄 
おにが する 化. 坚 、文は 幽 ぶの がが めぶ 现 たる ことは、 たも 化けが 阴ぶ のかの ぶ 巧た ると 同化で みる。 物^^^ 心 
ては それは なお •化で あり、 人 -U 人- にめ ては：；：-: がで あろ 器み* はみ . U 怒 斯 巧に めて、 人贊 おに 入训 
が 父は 物 巧 的が かにが てぶ めんと する 尚が をぶ 化する。 卽ち 巧な 旭は 物の 叫に めけるな もりが な 速 節で あり、 な 
詰は 人別の 中の おもむが なが 带で ある。 化に 註： ぶと むを 献 とは 巧 惟い 现 はれる ほの： つの おぶ であ 〇、 お 巧の 功 
ぶの 二大怖 巧で あ. J 。」 

化に 破 巧と 巧 化とは 本 巧を 问じゥ する もので あつて、 ボ W がみ 八が ホの ぶ 讲に過 ダない。- 而 して 凶ぶ 八 お乂八 
巧 化 制 巧は が 巧が 巧 化と がしい 脚が にむ かれた 巧で わつて、 けがの が 加は がが 乃 か をれ によつて 巧缺甘 しんら L 
る 巧に のみ 許み される か、 化の 瑞 をに がける 化な なが 加は 化 俗で あると じ おして ゐ る。 

ミこ T は 乂棄を i 、 巧 做、 かおの 巧ち 親のを K 案に 化かしめ、 をに お 版して、 凶を 裳 
隋お巧 K 牌が 商人 晩が、 かなぶ 乂はホ おぶ 階 おの 叫つ 八み み悦 級に かち •化の W 附 お八 調 か的腳 化に よつ 
て ィ巧 がを 怖が 化 巧され ると-- ム ひ、 かかる 卵 かを み 分 牌が！； ぶに めて ぶめ る。 「み々 牌が 閲ぶ によつて、 卜：卜 
單 つて 蝴ん S 々お A び一肢 について 常に 磬 くこと か 出 米る。 阁を めける M 人 や，；；；； ホ 巧の 裳" ち ハ も ハた 
化ン 余！ g は バ揉 だのが くこと によつ て、 比 校 的： V 能で 一し き &をも 化で 適所に のく こを 追 ブシ」 
力く の 如く ミ t ラ-— のかが は倘人 じぶ 的 お 神の々 が 巧 化に、 化 八 巧 桃 的’ 唯物論の 化が をが 巧して、 かわて 凹 
が 二な + ナスの 化を 巧 系 J 


が 一報め 巧を かお s ナナス セニ 
ぷ經 巧の 普遍 中-茜 的 全 怖な を 立てた ことで ある。 シユ パンの 言 巧を 化れば 「ミエ ラ ー の 帥には マルクス のな 进化 
の 銳 さも、 リカ アド ウ の々 析ん もがし 飛ばされて しまつた。」 

化に あつて はお ホ かな ホで あり、 かぶか 同時に 進 ホを な ホした。 「一切の む あのが ぶは 中 化 おに 巧 化される。 
し しこれら の嬰朵 はぶを にがな されて ねなかつた。 …… 何と なれげ、 をれ はおな のでは あつたか、" 巧 的では 
な つたから」 とおつ てむ る。 

浪巧中 •巧 化が の お 巧を ぶかに をけ、 化々 をれ とが 似の 論が を W て 〇 山 じぶ 經が 化が に W かし、 化の 經巧 巧に め 
て夕 々の 凹 wk おの 倆 向を 帶 びて ねたのは フリ ー ドリ ッヒ •リストで ある。 とい ふょりも •リスト こそが ホの 本な 
を ば 凹 W を ば、 脚 W め お 巧 的な 巧に めて 巧据 した ロザ 例の 經巧巧 ホだつた ので ある。 おか 「おはがな サ るが 系の わ 
なのな 蒂巧 として 闽 W 化を ホげ る」 と 一心つて わると きに、 巧々 はな 時の ドィツが 巧が 化に をみ て リストが 脚 K を 
ぱ 化の お 巧 巧の おがに おえた 速 見を なめざる を 巧ない。 化の お耍 なかが は > 關 がの 駐 の 巧 iu や 巧ぶ 網の ぶ 巧への 
巧 力ではなくて、 阳 W 赔巧あ 上 おおな ものは 倘 人では なくが みお 巧庶 なりと せる 化の 化かに わる。 かくて リスト 
は 飽くまで も 無 巧を おな 现 論の 秘 なを H 抬 すを 巧^ぶ 的なる 經が 人では なく、 何ょりも 寅な がか ホ 巧を お 海サん 
とする ドィツ人 であり、 した かつて スミス 义び リカ ア ドウの 袖 みのお おぶ 法を おけて、 阴 W のな たを なて する A 
摘の 义化的 共同 旅の おぶ を绣 海した。 かくて お 巧は 明 W 巧 同 版の 迸 〇 として 化 描せ わ ばなら め。 をし 化かな 明せ 
る 如く、 化のを 席 ホは 「お 人と 人が との 中 化：：：： としての 明 W のれな の 上に」 ぶ てられた もの だからで ある。 化 
は「蜗バ的お巧」の冲でぶク*::|^の利なの促逝のみを强凯してから公つてたる，「ドィツでは闻^のがなはお巧巧 


巧な にょつて 促 並 さるべき であると すれば、 化の 碑-論 こそは 巧 巧の が究 おから、 講 巧から， お 巧から、 …… C ぉ 

ぶ、 商人、 孽 S 巧ぶ 巧へ、 が禹乏 望へは い. 〇 こまねば なら 《。畫 華る にが 奠設 ’I は货 中に がける 

あらゆる 巧 貴の 共が M 巧たら ねげ ならない のでなる 〇以 • ' 

ホいで リストは 尘を 九、 卽 ちがを が进 する 力を ば、 窗 をれ 〇 怖ょりも 巧が し、 したがつ て蝴 。が 巧 h 巧が とい 
は 凹八經 巧が 打巧肪 S 牛-でで をる とし 了む ろを S かキ屈 W " 巧的輔 蹄に 巧 心を 掛 いた 化の 化かは 明らか 

に ミュラ— の お 巧で ある。 . 

は 上の がが r-： ま 諸 巧 ホの 化ぶ にめ て、 一巧して 流れる お 通の 特 巧は、 個人；；.- を、 〇 川 じぶ、 K 獻 けが、 た 巧 k 
逆のを をと しての 巧 お ド-ぶ、 が 巧 ぉぶ、 围 W ぉぶ であり、 ドィツ 脚 W の 本な 的 並 にがおの 怯 お 巧の 巧が に、 蝴ぶ 
なみのを 植的か 巧的縣 職を 調 かせんと する 點 である。 巧々 は 化の 浪 ぶ 化ぶ の 中に、 ft 化 ドィツ 凹 さかみ ド •たた 
の 想が を 化る ことが 出 ホる ので ある。 

浪巧 h ぶは 巧に 5 には 辛" K 卜耗み F- 舆 蓋？ に 多大 资襄 をが' へたが、 现代 S さあつ てがた t 

の 化が を お 承す る ものは、 プリ-スト： ンュテ ワルトえ ムごン 、オ スワ ルド •シ： ヘン グラ ふび オト マ 1 " 
シュ パン 等の 人* である。 

し 力し をと が 似 s 向を 奏 にだ、 しを 化 策 •なを 異に 十る ものは 闽ぶ がか 屋 ご-望び な 池 的 マ 
チ-スタ ー 巧-化、 卽ち謂 ゆる 端 巧 社み じぶ 一が である。 

タニ 巧 ナナスの 思 ホが ホ む；-. 


ン 


巧 一巧 政 供が か 前の ナナス ホ 内 

二 がぶ 化を おお 及 誠 机 社 かお お 

聞朵 かみ^ぶは U 1 ドべ ルッス、 ラッサ ー ル 巧に よつ て パぶ された もので あつて、 巧ら しいが みのがげ を 一巧 
級の ホ命述 おによら ずして、 旣 がの 闊 ぶの 巧 助に よつて 巧 现サん とする ものである。 

« I ドべ ルッスは' 初期 ：丄 苯巧物 巧の が 巧な 化 巧の な 萬を けて、 がを ながみ 狀篮を 桃ぶ するな のが 七 がと ぶ わ 
た。 し.^ し 化は 化：；？ M 巧 制の が刖 のみな のがが になち、 に 小-地 & びが 本のみ を 脚 かに 巧す ことによ つて ホ ホ S 
統一的 資 W をが ると 巧に、 巧 本 利 千と 地 化との 瞬 止を K おした。 しかも 化に よれげ 巧 做 巧は 俩人 K ぶ、 したがつ 
てが のが 等の 術が をが ぶすべき ではなく、 化の 的ぶ がみ K ぶ的邵 •がは、 がみ 的な ホ ー ヘンッ* ルレ ルン 半： 明の ド 
にがて、 水 年の が 験に よつてが めて 巧现 される とい ふので おる。 

ラッサ ー ルの 阳ぶ规 は マルクスの 帷物論 的な 地からで なしに‘ V ィ ヒテ、 へ IV ルの 邻ぶ K ぶの 巧 巧から 出 巧し， 
ドィッ 浪 WK ぶから 巧の 阳 ぶめ む識を 巧んだ。 「明ぶ は …… 逆 化の 余が にめ ける 邮 人の 統一で あり、 化の 曲がに 
統一され た あらゆる 帆 人の みを 救 化 化に も强 め、 倘人 として 化 川す る おた の お 巧 化 も ハ W なにの ける とこ -いのが 
一で ある。 か-に 闽ぶ 八：：： のは ゾルジ ，ア じよつ て 现化巧 へられて わる か 如く、 M 人の 門 川と W ホと を 化ぶ ずる も 
のではなくて、 闽 ぶの U のは ザ" C 化の W おによ つて 俩人 をして 俩人 としては が 沁し糾 ざるが ホの 巧 巧に 巧 化せし 
A、 倘人としては-^^-パ能ながなと別と-::川との巧巧を叫巧をらしめることにホる。 かくて凶ぶのり的は人川的本 
巧を 化を 的に 巧技せ しんる こと’ 卽ち人 八本々 たる 义 化を 巧資 のがが たらしん る こと でれ U 、 〇 川に かして 人 


閒 をが 巧し 潑展サ しんる ことで ある 。， I 

しかしながら 他 怖に がて 化の 殺が 规は リヵ ァ ドゥの 巧 郎が则 から W 巧し、 化の 化刖 から 巧れ る 雌 I のぶ かとし 
て、 巧附 巧は 生ホ糾 なを 糾 織して.：： らか龙 ぶたる 化 化を がの すると 巧に’ 化 治のに は 刷："- ハ I 化 巧を 組热 して、 
が 姐 巧舉の ほに 戦は わ ばなら ない と': ムム ことによ つて、 牌 級の がかを ぶんて むる。 P 

かくの 如く 姐 お蝴ぶ 社# じぶ とげば 化て ゐる 一派は、 化恕 めには： が じぶ S お辨 をな け 一一、 巧 おじぶ ので あ 
〇、 闊 ぶを なく 評が した か、 W 巧の ド-おは 柿が であると 巧に、 一が にれ ては 個ん k ぶ 化が の お 巧を でけ、 牌が 八 
おぶ を訟 めた。 がする に 彼等の K おの お 心は 脚ぶ によるむ 山經 巧への p 化、 乂 はが 巧め が 約の-:：: 川の あるが 化 八 
制邮にある。 化いおにめて阴ぶがみ卜-ぶと闊が壯かじぶとはおにぉ训サわばならない。 阳：：^邮なじぶは非な阳ぶ 
を 飽くまで もが 機 的に、 おかのに 眺んん とする もので あ 〇、 邓に 巧に 述べる 如く W が' 的卜 おお 柄 i て ぉがな がぶ 
になつて WO 、 それは 延 いてが 描 ド-ぶに 游く か、 闊ぶ がか ド-ぶに あつ 一一は、 この ことは たい。 化に 阳ぶ がか 卜 •ぶ 
は 明 W 化み ド-ぶ 八 化ぶ 的 一が を 巧す ものでは あるか M 1 の ものでは ない。 

巧に 阴ぶ 社み ド-ぶに が 似す る講巧 化み ド-ぶに あつても、 例へ ば V グナ I の 机が 卵 パ. I にがて ぶんら れ るが 如く、 
凹ぶ のぶな 的 化 雄に よつて、 ドが かかの 化 化を の 卜：サ しわん とする に 止ま 〇、 M 内的に よ 〇 がか じぶ のでは ある 
か、 これらの 化が は 何れも、 ザ， C 「社な ななが」 と稱 すべまで あつて、 视 ぶかな 卜 •ぶと ハ W ぷ はがに、 巧& にわ 
つては 巧 W ホ，：！ 照の.：：： 助 的 巧 刺に、 よ U たく ホ 心を おくに W して’ 刖 巧は 闽ぶ八 巧； f ； をより をく 蝴 かするな にれ 
るに ル まる。 勿論 これらの 「がみ かたが」 も ホ、 ヵメラ リズム W 巧 Q ドィッ じぶ の W 化に が はれ、 とみ 沢が じを 
か 二が ナナスの お 巧が 系 A お 


ホ ー巧 か 供 巧 巧 的 s ナナス 屯 六 
の 怖 巧 か 化ら れ ぬでは ない が、 ザな n 山 ド •ぶ 的が 肢 からぶ をに 脱がして ゐ ない， 

しかしながら 卜：述 の 阳ぶ 社み K ぶ A び^が 化み じぶ 八 h おは 浪 が じ 巧の 化が とがに’ 巧の キリストが 化み 述か 
の k に , A 乂 のが 辨を 巧へ てゐ る。 

一ニ キブ スト 化 社 か述巧 

キリストが 社な 述 刺は g 始 キリスト 精神の 化 巧述 刺と して おつた。 その K 张 によれば がみ 嘴け：：： に 於け る 神の 凹 
は 化が にある ので もな く、 巧 かめな もので もな く、 現 資ハも ハで なければ ならない。 キリストと 巧に、 キリスト 
を借ホ る巧 の み の 削に神 の げみ があ る ハ で はなく 、 神 の 化2^:はがめ られたおな るも 八 八 巾^ らか化な^^巧 の 卜‘に 
現 はれる。. それは をれ ではなくて 化ける 神で あり、 巧 純 巧みではなくて、 現 巧い がかの 政 ホの 牛 •巧の 化 化な 巧 巧 
である。 

キリスト がれみ 述 動は 閒化 的な 视 巧の 神の 幽 をが あ 的 巧 おのり 的と 化ろ 帅八烟 は 魂の 巧な にがけ る粧 神の 视 
货 ではを くて、 人 ii のな 心と なをとの 卜： にも# 现 される が、 巧 遇、 資ホ 巧の 卜- にも 巧现 される。 キリストは 化物 
を 巧ら たにす るも^ であり、 したがつ て 人 W の 心の みならず 、かな、 蝴 ぶ、 が 巧を も 巧ら たにす るの でれ る。 ア 
ルト ハウスは-: ムム 。「山 卜：の 巧訓八 中に 化が S 神の 助の おぶ にかす るが 瞄が あろ 卽ち倘 人生 巧に がする 站刖 のみ 
をらず、 れみ叫 巧が 化の が 本化训 かわる。 が 米 八れ みは あの かな ホ进 乃を なじな かつた か、 巧 こそは キリストが 
の ホ か 的み である。 そ 八 中に がらし い、 よりよ き 化が のが 锐 別が 眠つ てむ る。 化に キリスト かは 巧 化に 神の 脚な 


巧のは にがは ねばならない。」 

巧に 化 等に よれば、 「をな くして は キリスト かは なく •巧が なくして は 巧は ない。」 かくて それは け 動的で あ 
り。 ザ かので ある。 义 をれ は 一ぶ では ホ かとして のな 化が のをん のをぶ も、 他 ホでは 巧が の經 W 化 治 ホ 巧の 中へ 
巧 入すべき ことを おする がかに、 がの おおは おめ て 娘 跳ので あ 〇、 矛 用に ホち て わる。 

キリスト おがみ 述 動の 化 柴 はなに ヴィッ へ ルン •フ） バ I 等に 化ら れ るが、 かめて が 約 お 巧の 中に 社み 的偷狎 
みならず 、結が 的、 社み 中-お 的プ n グラ ふを お化して、 が械 的に かみ 閒跑 との 細 脚を ぶめ るに おつた のは、 ルド 
ルフ •トッドの 「ドイツに めけるな 進 社な ぶが とキ U ストが ホ」 二へ セ 屯が) にめ てで ある。 彼 八が なじぶ にかす る 
態 化は 獨巧 的で あり、 がの がみな ホぶ は ホぶ 的であつた が、 がみ 述 動に がする 化 錦を キリストが 界 にな 化する に 

雨 ハつて 力が あつた。 

これに ホいで キリスト 敎 化み 速 動と してのを 的な 卜 •某を 巧いた 布は アドルフ •シュ テ カ ー である。 微 は-でで 
は诚 がかな K ぶ、 他ぶ では トッドの 联巧 をを けて、 一八と 八 ザ キリストが 社 か 姑を が 城した。 化の 網 的に よれば 
巧 下の 化み お ド -4^ .ぶは がぶ 的で あり、 巧の 化か か ザは ぶか 义ぴ キリスト 巧の-- ん おから、 ザ かめな 巧 做 ザ W 旅の 化 
巧に よつて 注せられ ると いふに あつた。 卽 ちが 門の 晌巧 化を、 朋 《巧腳 の 削？ 又。、 ぷ： t 、 幼を ホ、々 ぶ 巧 等の 阳ぶ 
のが 雄、！：" 必 び八ム " W ホの 械 お、 お 巡 的 所 巧 梢、 かお 化の が 式 等が 巧 げられ てむ る。 しかるに アイ ゼナ ッ ハに 
めける 一八 九 五 ザの 第二 凹納朗 にめ ては、 よ 〇 おた ので ある W が、 よりが ホのに なり、 W ユダヤ K ぶ 的 怖 向と な 
お及び 中 W 階級が 雄の 侦 向を ー ボナに おり、 一切の ホ キリスト わがに 非 ドイツの 制 化の が 巧を 卜- がした。 これらの 

ぞ 一；々 十ず ス の 化 泡が 系 4 屯 


が！ がわが 化な お八 + チ K む.> 

— なは やがて キリストが W か述 動か 凹 W じぶ 述 動に 轉 化する 削がで あつた。 し 如し 化. n みのが おは キリスト 巧 じ 
ぶと 化 ホト- ぶと のぶおから 阳ぶ がみ ド •ぶ 化 想を 班く とおに、 东 がを W つて 一が 八が がの 進 ホに がする 柏 神， り ぶん'" 
的な 不可 缺 のがよ たらしん たおに ある。 

これに _权 して フリー ドリ ッヒ •ナウマンの キリストが がみ 述勒 は、 ょり 門 山 じぶ めで あ 〇、 ょり 大衆 的で あつ 

ち乂 化の 經が砰 .論は トッ ドと 管、 キ "ストな さお 約 器 S みを 化が 丰る 文では なかつ たか’ キリスト 
おの 中に ザ か 的け なを 茲 わ、 东 かにょ る マルク シズ ムのお 服と、 が W 迫 尸、 ホの 邮 かな ザの ながた とを じ张 した。 
化は 化か W じ ド-ぶの なみと、 キリスト なか かじぶ 巧 化の. 利水と をが だし、 可な りが 化した かか か ホの 化が とがが 
の： 止しい 放？ にょつ て、 お 水 STK 卜 がかみ ぃもを をが 一 的な、 近代的を 載たら しを。 がに 化 
は 巧倘巧 同现を かり、 これを 將 米の ツン フト述 おにまで 發 'おせし A ん とした。 

化々 彼の キリスト おがな 述 刺の 綱が にがては、 化の が 巧 的が ぶと 本が のが 训と 2 統一が がけて むた が、 巧には 
をく ホ おのた おを 义 ひ、 一八 义 が ナウマン.：： みがが がから 政 化に みする に 巧んで、 化の が おはを くむ ム 川 化し 
た。 かくて ナウマンに かつて、 後の がか 述 刺への 发 がは ホが のがな なホ述 動と してょ 〇 も、 ザ， 勺阴 W じ 巧が がの 
方が にある が、 これは 別の' 巧に がて 述ぺ る。 . 

これらは フ 0 テス タントを 中心とする、 K として ドィツに 起つ た述邮 であろ か、 ヵトリック かな 述臥 はか 朴 ルな 
巧ん を！：； てオ ー スト リャに 巧え た。 

が來オ ー スト リヤの ヵトリックが 化刖 では、 化か あの 巧 別が が がので あつて、 火 化ぶ にょつて 巧 时な支 巧を な 


けて ゐた ほに、 巧 脚 il 勉 はが 帖 され 胳ち であつ た。 此のぶ がに めける 述 おはげに 力— ル •フ * I ゲル ザング にょ 
る 「キリスト お 的 かかな ホ H が」 ニル^ お， 小】 八を 刊に がまる。 

化の 一派の 巧 巧は 浪がド •ぶ 八 汲が な 艇辨の 下に かかの み々 牌 級の 桃 巧と、 中が おめ な キリストが 的、 ゲルマン 
のが 则 へのが W にあろ 殊にが なの 巧 思を 金融 制 化の 中に がわ、 巧 お 利子の が 止を おおした。 

化の 述 動は 一八 八 〇 が ゥイ I ン がおリ A I ゲ—ピ 巧讲 として、 ゥイー ン A び ニー ダ— •才 I スト リヤ 地ぶ にがつ 
わか、 义 分に W ユダヤぶ ぶ、 就中 ユダ卞 的 お融义 おの 怖のを ぶし、 力が い幽 WWS 义 なをな ちかた。 

ち？。； かが か 難に が芝哲 、お 萬 じ藉 s をぶ」、 基 k 溝な 誤 2 襄的關 f 

^ おした こと、 あび 他が には 阳 ぶかな ド-ぶ 乃が 端が がな ド-ぶ 5 がが をな けて、 社が 的ぶ 惡を蝴 ぶの 化 雄と 巧 祈 巧 
の 〇助モ 巧との 响 がから 除かん としたか、 化の 支 巧 おは 乂 おにめ て 巾 W 牌 級に 止つ たこと である。 が 中 巧 記す ベ 
きは、 化のを くが なかには キリスト かを W て かかな ホの 削 化と したが、 巧には 化の おが 的が ぶ $ なまる に 巧つ 
て、 ちかれ みかれ 糸が 的 色 おを た ひ、 化 のな 凹 W じぶ 的 乂棠述 刺に 轉 化し、 问 時に W セ ミ チズ ム述邮 にが ぴか 
いた ことで ある。 かくて 化の 闽 WK ぶ述 刺は： がが ド-ぶに 现 はれた 脚が じぶ 化 想から W 化いた ホの 凹 W ぉぶ 述邮へ 
の 巧 化しと なつた。 

四：：^ 巧 ホ 義述動 

ドイツの が 巧 じぶ 述 おは 一曲には がが じぶ に讲 はれた 凶が じぶ め媒 化かぶ 加に なつて むる か、 仙が には 义ゴビ 

が 二 か ナナスの 化な お ホ ぶ 


巧 一な 政が 巧が 前の ナナス 八 〇 
ノ ー の 「人が 不平等 論」 と 同じな 瑞 から 出 おしてむ るかに 化え る。 卽ち削 巧に わつ ては W 巧 八 お 明 W を ザろ 义化 
的 連なと 化ん とする 怖 向が 没 巧なる にだし、 巧 巧は 人 巧の 化 化に ぶつ ものである。 例へ ばゴ ビノー のかき は、 鬥 
む 人 巧は 化 お 力 じな み、 巧げ とが かと n 山と を逛 し' 人生を おしむ 巧肤 たる ことを 無條 かに ぶん、 化 义 W は 
■n む 人 巧に ょつ て 帝ら された ことを 中 おして わる。 卽 ちがは、 

「あらゆる 义 叫は n た 人に ょつ て ホれ たもので ある ことは がた 八れ へる とこんで をる。 がかが 妓 速し、 巧 かしい 
が ホたり がるには 、がかに 本 水の 巧 おのが 巧を 永く 排巧 すると 巧に、 がな か これらの 巧 巧 巾 2". 叫 も 巧れ た 巧に が 
也せ ねげ ならない。 この ことを な も W 円に 巧 叫す るには W ホで これまで 义 がしが つた 父 明を 化れば ない」 と-- ムひ > 
ホいで 化は 過よ 视 かを 础 じて 地が h でぶ をな がな 狀 態を なつた W 巧は 卜 巧であつて、 化の 化は 「乂陆 の间的 八ぶ 
V-」 のかく、 をみ ともに これに 巧が サ るに 過 ざない とし、 これに おつて 父 叫を がの 卜 巧に みつて & る。 

1 ' ィンド 义 W 

2 、 H デ プト义 W 

3、 アッ シリ 卞义 W 

4、 ギリシャ 艾明 . 

5、 ま邪义 明 . 

6、 ィタ リャ义 W 

7、 ゲルマン 义 W 


8 、 9 、 w 、 アメリカ 义明 (アルガ ニ ー 、 メキシコ、 ベル—】 

化に ょれば 化の 十 巧の 义明 中、 展 切のと 义 明は 少 くと も 一部は ァリ ヤン W 巧に 化が する。 かに 「ァリ ヤン 人 巧 
の丈ががなも つたならげ、 ョ ー ロ ッ パ ^巧の 川にはか何なる义刚もホじなか つたであら-^^」 と。 化の化解がドイ 
ツのが巧じ巧述叔、 延いてはナすスの闽：|^^ぶのド-おに如何にお巧ナるところをきかは、 巧にぶべるヒ- トラ1 
の ド •張に 明白に 现 はれて & る。 

さて ドイツ W 巧 ド •ぶ述 おは 大巧 獨 巧が 一述 動と して おつた か、 化の 中で も 巧 おになわ るは シ - I ネラ Is 州 ド 
イツ 班と ナウマンの 凶 W かみ 同 脚と である。 

'シム— ネラ I は搜 W 川み であつた 闕巧 上、 化八述 おが 火 お逃邮 でなければ ならない ことを U ぃくんら 化が き、 一 
八 九と がの ウィ ー ンに めける ドイツ 闽 W 大な W 巧 化の 述 おは 巧 湿に なつた。 ドイツ W 巧の が一を 帖げる 姑 火の 防 
巧は ハゾス ブル グ ド-巧に ありと して、 が 備に ハ ブス ゾルグ ぶを 嫌 おした。 がの 化の け 色は W ユグヤ じぶ、 WWK 
ド •ぶで あると 同 巧に、 キリスト なかみ 述 刺の 歡媒： をで けて ホが のた おが 巧 悼で あつた。 リ 1— ゲ 1^ キリスト か 
かみ 迷 動と 巧に、 才- ■スト リヤ巧 代の ヒット ラ— にを くの 旌 化を 扣 へ、 化の 述刺 八卜： じがけ る巧乂 なが かとな つ 
たことは 抑に 述べた。 

フィヒテ W 巧 ドイツには， VV くの 闽 W 化な じぶ の 化ぶ のがを > 化た か、 がんて 化 八 川 心が ハ ト：に 「闽 WK ぶ」 と 「か 
み ド •ぶ」 とのぶ 稱を併 川して、 化 阮 的な 述邮 にまで 海いた のは、 キリスト かがな 述 おんら 出 巧した ナウマン： でを 
る。 卽ち がか 一八 九 六 年 「阴 W かみ 同拟 Na を nalsozialcr Vereh こを かなせ るを U てが I たと する。 しかしな から ナ 

巧 二 や ナナスの 化 抱 « 系 八 一 


が； 部 化 俄 化が 斯^ 十 チス A こ 
ウマンに あつて は、 化 八 は 「かなの SZEJ ではれ つた か、 「かか 卜 .ぶの sozi 己 一 もを こでは なかつ た。.^ くて 
「凹 W かか じぶ」 八ぶ 削は ナ '^ス にょつ てかん て 川 ひられる におつ たので ある。 

ナウ マ ン ハ.例削八化恕にがては、 ^|ががなじぶいが视】をうけて 一 於に「がな-^ぶ的.て」ぶんらるぺネが：：！|^かある 
には あつたか • W 化 じぶ のじ 恥 いんがょ りたく 化の 述邮 をけ 巧；^ け てんる。 化 S 倘向 じが $ 一 川な じぶ 1! 巧」 
にな も W 化に 讲 U れ てむ るが かじ 化 ハが じ：： を W げや' T 。 

「化*か脚バじぶの小’なハト‘に-‘んつのは、 ホがに巧ナろドィッが化^お巧的’ むんツ5術乃八化：$か、 内がににけ 
る 一が S ホ がれが なな ホ S 削れと 化 惟され ると M 時に、 外が の械 別は、 化ぶ k 巾た 脚げ ある 凶 W た 裝ハ阳 W じぶ 
の规 ななく しては、. 水义 にが 巧され ない ことを が おする かかで ある。 化に 化々 は 外な にかして け 乃の 化 治 、 W な 
にがして はぶ ホの 化 もを 您ぶナ る も ハで ある。 

1、 何 化に 巧* は 化々 ハ述 邮た闽 なのと ぶかけ る 如？ 

化々 は闲 W のなる も S とかな のな ろん 八と か、 化 八述则 にかて W 腳腳 する ことを 怖じす ろかれ でれ る。 

リ-、阴^化なるも八とは何ぞや？ 

化 八 おザを全 W W に 々 げ さ ん と す ろ ド ィ ッ 阳：|^ 八 柳邮 で あ る 。 ‘ 

3、 社み のれる ものとは 何ぞ や？ 

化 ハが がを 凹 W のがに 化て 腑が せんとす る 巧 W A 大衆の 怖邮 であろ。 

4、 如何にして 化の 邮 巧は W 脚聯ナ るか V . 


を化^^:にがす ろド イ ツ めが媒： 八 满张は、 乂ホ の 阳^ド-ぶの规ななくし て は术可能で れリ 、 化 つ凶バ训 八 化 八 
乂 裝の黨 ： S 捣 たは、 技が 巧に 對ナる ドイツ 術.：：： S 水の 致が なくして は. 弄 能 だを であろ 

5 、 を 化み にが ナる ドイツ 的 お 巧の 牠狀 は、 如何にして ホ 裝の闊 W ド. ぶの お帅 にかが する か V. 

ドイツ か アジ ヤ 、アマ リカ、 アメ "力、 が 巾 ml » ッ パに がて、 ホが なる 地 ホを 巧が ナる ほん、 陪舶 がに が 
する 乂 なるな 巧は、 巧 做 乂裝の M ななく しては. 水义に 巧ら されない が 化で ある。 

6、 々倒 乂裝は 化して 峭 おが ㈱ おを W げろ 能ん を" す るん？ 

今 H ではな ほそれ だ け S 努を 装な^:^、 馨每 名た が ミぃ S •ち 一十が 替锋選 ある。 

7、 々脚 巧大浆 の 巧 力 の 化：； は ある 如？ 

化：： 3 どころ か、 贿 左的带 巧で ある。 をし 巧倘 ホが 八 披と巧 巧とは 斷 になを 〇 つ、 あるが 化 じ。 

8、 巧 俩巧乂 ホの 巧 力が 乂 にょつて、 が 说の挪 おが 明 げられ る 牌な はない か？ 

巧、 戰 巧は 水乂に 化が から 机 W せざる かかに。 

H 、 化 ♦ドイツん はが 水 八 大戦 ザに 中ぶ を ホる ことを 巧る か？ 

なり、 おし 化* が ドイツ 闽 W 八 W じを 巧す る ならげ。 

:: r 々裳た 裝 S 篡的芳 S 雙は 化險 ではない か？ 

W めて 化 おで ある。 おし 化の たおが 闊 WK ぶ 化が を 巧たなければ。 

W 、 かく も 化 治のに ホが な 凶 W 大义 か、 何 化に ク りまで 蝴 W じぶ ので なんつた か？ 

ホー； や 十ナ KS 化かが 共. 、■一- 


ザ ー 郁 政が 巧 かの 八 ナナス みの 

化 等は々 りまで 化を のが 巧、 おを 持た しめられな かつた からで ある。 

巧、 何 化に 化 治 的 ま 巧が が なんつた か？ . 

化 尊は W がが として W 站し たも 八で わる か、 阳 ぶの 槪 みは、 がらを のむ おの W か 巧の f にあつ たからで あ 
る 0 

ST 的 巧の：^ み じ 巧は W 化 巧 おの 化：： かないん？ 

み 凹 W の义 化の 水準が 巧し く 巧 〇、 比つ 一 脚 進展は 他 凹 KS なお じよつ て 化せられる も S るるが 化で ホ 
る 0 

班、 一切の 义 化の 闽 W の タカを、 お 问に忡 おする ことは 化 米ない か y 

がリ、 これら？^^阳パのホホ物版化かか小なる：！^化に、 これらホお八間巧は义化的巧闽^い化恥よ^もがれ 
る。 化 W ボお 跑巧閒 巧は ホが 脚 巧で ある。 

% 、阳 ぶとは 何ぞ や？ 

凹ぶ とはぶ をと 巧 かとの 卜： にお はれた 的 - K ホ 巧 その も ハで ある。 闊 ぶは 化々 にして 巧り 尤 へられて むる 加 
く、 一ぶ が 情が の 制 化では ない。 . 

かくして 化 SW 卜 •お 暑は、 - K 来を サが とする 搂 S 张 K よる •諸 じ 宛 梨 だまで 巧 度」 了 & る。 化の 化 
ゲルマン 化が にがす るか 巧の がぶ は、 巧に 大巧 ザ ばに トーが され、 歐 米の がいぶ ホ W に 巧 A したがの おお 「巾 お A 一 
に现 はれて ゐる 。それに よれば 中 歐諸闽 、がち ドィツ、 オー スト リヤ 、ハン ガリ ー よ ドィツを 中い として、 む 


的聞枯 でなくて 巧 时な蝴 みの 速な 蘭が になつ ことが、 闽防上 も’ おが k も ドイツ w 巧の 化が M 巧 k 化-の ホ，- を o 

とする にを る。 獲-- ムム蟲 器 協 お紧 でを を、 ぷ ひは. 莫 I でを を篇 か 筆を、 化は 巧 ホで ある 

ことを ホ张 する。 巧て は才 I スト リヤ とゾ 《 シヤ とが 偶が におび が けられた ことか ある。 々や A き ドイツり 

闽に めける よ 〇 もが 一の 化が がぶ い。 现 かに あつては 削 記 地 带，； 小 お I の 乂小闊 ぶは パ M の夕戰 W 版と なり、 おが 
と化戰 とは 巧 述の述 命に なつて ゐる〇 …… 戰爭は 中な 巧 神の がな# となつ た 0 …… 化が 削 ホ 八 あらゆる がか 巧は， 

現^ん びが ホ にがては 中-;::^ の闽 力を W てして は、 最： ：卜乂 なる か 巧を 巧 ひがざる ことを が 巧して わる。 化の 幽 

み 連を の 歴史 過 おに 於て フ n シヤ は餘 りに 小で あリ •ドイツは な U に 小で あり、 才 J スト リヤ はを りこ卜 ご.。，^ • 
ハン ボリ ー は 餘〇に 小で ある。 …… それ 化に 中 おのが をは 偶が でな く、 化が であが。」 そして ナウマンは 此のが 乂 

巧 族阳 ぶに めて、 お 我には 與藻難 S がを 褒に 泣き、 を小篇 化に よるべき 文と し、 器 めじ 

は闽 装を が 人なら しめる ほに た ホ^ 阳ぶ规 をを 强ん 、を报 にがす る お 化の 捣 神を 凶 W にな かせんと した。 化に よ 
れぱ 「^^|卜苑とホ化」とか最上の化治がおであつて、 ホ化はかして化がやおた的がおの所ホにホ卡して、 凶，た 
下-ぶ 的撤 知を ぶと ホ 巧な をとの が おで あつて、 化の 於 巧には 上 W 辟 級と 乂 ホとの が 淵 お 化 たれ ねげ ならない。 が 
してが じ：^ ぶは 無 ホた 来を して、 化 等 . n みの 闊ぶ であるとの 〇 なから、 视 ぶを 巧し が乂 ならしむ ベ < w 乃せ しん 
る 巧に 巧"- つもの てを つて、 M 1 巧た る 规をか 货乂衆 Q . n 社 S 精拽內 がをはて Q だと ド おしてね ろ 

XXX 

な卜 ：雪來 つた 夕现代 ドイツ 闊捐行 ド •華 賓は旣 に 装 K •養 《了が S 載藉 をし、 器 契 社 か 

巧 一; か ナナスの 化 巧れ ホ L 圧 


巧 一な 化 推が 化 前 八 ナチ ス 八 六 

K ぶ、^ リストれ がみ 述 お、 W 巧 じぶ 述お 等の 化が A び ホ おを 探り. がれた ものでぁるが、 化な 細に ナチ ス の 化が 
•りおを ホ 化に めて おがし やぅ。 
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巧 一一 節 ナチ ス とお 放ホ義 


削がに めて 述べた やぅに ナ ホスに 化って おも 本' 打 的な 巧な は 凹 W ド-ぶで あるが、 化の 脚 W ド-ぶに はがな 阳 ぶを 
かがの 關聯 にがて 見る フィヒテ、 ミ-ラ I 等の 浪 が： f : 巧ぷ 巧ぶ の 凹ぶ K ぶ、 アリ 卞ン W 巧の 义 化の 巧 越 れんら W 

が 二 巧 十 ナスの ぶかが 糸 ルセ 


が 一が 化が 巧が 怖.：： 十チス 八 ル 
巧ず る ナゥマン、 シム ー 本 ラ） の 如き W 巧 ド-ぶ ホの 化 ゲルマン K ぶ' キリスト かかな 述 おの 化く w 七 ミナ ズム、 
これらの 化が が おがと おなされて がり、 化り；：. ぃ がを W てす るたら ば W 巧の 闊ぶ 下： ぶと でもぶ がける ことか 出來个 
ぅ。 . 

元が W がおか 何に 视な される かに 付いて は茲論 かみい。 巧 巧と 同一で あるん、 ぶ ひは h •化’ 的ぶ のかき かがの 
ぶ 巧に ょって 結びれ けられた もので あるか、 乂な 詰、 东 が、 义 化を 等しく する ものの 聞 おとがず べき か 八が 削を 
解く ことは みおでは ない。 化の 勘に 腳 する シ- パンの 所 おを 化 やう。 

「：^ 巧 IVC 云 义は幽 W tN ミー 0- 二の ななを が提 する ほに、 巧ぶな 巧 巧 巧は、 闽 ぶ、 な 誌、 人な、 ホ お、 乂 K 、 化 
巧、 巧 扯的俩 が、 义化 •を 巧には かの な视 がの 巧 同な 部 等の 夕 くの けなを 毕 げてゐ る。 しかしながら がかの ぷ W 
巧を もの 化 地から 化れば、 むちに 明らかにされる ことは、 それらの 巧な のどれ も W 化の 本な をぶ をに 化据 し、 化 
のをの 现 なを 說 明す るに お 〇 ない ことで ある。 …… 

巧 一に 闊 ぶの 速 巧から お 明 せんとす る 巧は、 地々 闽 みを 關 W の 統一と 同一 貼して むる。 例へ ばモー ルは-. 凶 W 
(staalsb ミち ュ のを 棉か W 巧を 構ぶ ずる』 とと ふ。 …… しかし 闽 ぶと K 巧と M 1 でない ことは、 才 1 スト リ个、 U 
シャ 、トルコの 如き 閱 ぶを 化れば 明らかで ある。 これらの 闽決 にめ ては、 がの 中の 救 W 巧 训の關 でか おえない。 


ホに-:； 註 i にかいて r ム へば’：： ..2 巧 も ホ 凹ぶ と 同じく W 巧の 巧の けなと おへられて & るが、 これ も：：^ 巧の 巧を をが 
定し 巧ない。 例へ ばみ 幽に化 わる ユダヤ人は H ルサ レムを 化が とする 一 W 巧と 化かされて & るが、 化の ユダヤ 巧 


はク H にめ ては 化かに 义が上 化ら れる のみで ある。 …… 

人 に關 しても、 それは W 巧と 械 わて 巧 火な 關 巧に ぶつが、 みだ それを W て W 巧の ホが たかをが 化と-: ム ふこと 
はか 米ない。 ゴビノ I 、 チ-ムバレ ン 等は 人 巧を W 旅の 巧け、 义化 みの ド-がな 化けと 化 化して ゐ るか、 化 代に め 
ては 鼓 ザが】 の 人 巧、 統一的が おによ る W 巧は あ 〇 かない。 间 一の ドィツ人 じかいて 化る も、 化 描 八 ドィツん は 
ス ラヴ 人’ ケル ト 人' «1 マ 人 ハ 血 か巧獨 おを くは おつて ゐ ない」 とと ひ、 な 巧に 化 .M み ハ 化 解と して 「：^ がは 
巧 姐の がおから 出で、 同一 一な 詰を 語り、 お 姐の 化 治 的、 义化的 巧 速を をげ、 巧 同の な識 を：；： する 人々 のを 怖で あ 
る」 と 述べて むる。 

ゾム バん卜 のが 巧に 關 する 化が はかと 若干 異 り、 店 化 化 や 昔話の 同一は W 巧な をに 化つて 化 巧では なく、 がの 
巧な は、 ィ 、同一の あが、 B 、 一を 時期に がける 同一の おみ 的 運 か、 ハ、 W 一の 揣神义 化、 にあり とし、 それ 化 
にお 巧 IVC 1 ごは 闊 w ( N ; uion } か 「何 おへ？」 によつ てが 左され るに なして、 「何 おから？」 じよつて 規 化される 
とする。 しかるに オット 1 バゥ ユル によれげ、 おに 之と も異リ •化の W 巧 巧ぶ は ザろ ソム バルトの 闊 の おを 
に 近い もので ホる。 卽ち バゥ H ルに よれげ‘ 「氏 巧とは 運 かお 同 怖 ( sdlir'k を sgenleinschafl ) であ 〇、 がに 化の 述命 
巧 同相とは 「同一の 速 かの 下に 超 われて ゐる ことではなくて、 不 脚のを 姐、 が おのな 巧 巧が 川を； バム やぅな 狀態 
にの かれて ゐる ところの 同一 運命を お 逝に おお， する こと だとされ てむ る。 

-史に 他の 箇所に めて-: ムム ‘ 「 W 巧とは 述が巧 同 板に よつて 一つ のれ 化が 同 おじ おなされた 人刖 のを 怖を とん，^ 
と， 化の 巧 格が 同枯 なることは バ 々ユルに 化つ ては おわて 巧大 である。 それは 駐 ザ 血み の 同一 や 、： U おの M 1 の 
が 二 や + ナスの 化 巧 Si ホ • 八 化 


巧 一巧れ »巧 巧 前の ナナス 化 0 
みを 巧す のでは ない。 

かくの かく W が おぶ の规 化に ついても、 シ- パンの 如 Y 、 问一 起源、 巧 姐の ななを がぶ とする おた と、 バウ H 
ルの 靴 ゆる 「けがが M 巧」 と 化 做す 瑞た とは、 巧ん ど W 巧に 化 姐 すると こんかない。 をれ 化に 化* は 化 化では 一 脂 
にぶ 巧と 化 化される W 巧のと 苑 をぶ める ことを 祕 め、 ナ乎ス によつ て W 化か 如何に 巧が されて むる-^ を 比 中ぅ。 

ナチ スの W 朽凹 ぶの ド •張に めて 何よ 〇 もじ おされる ことは、 アリ アン 人 巧と して が でれ 〇、 を 八 人 巧の 巧 
極が がの ほの 化の 純血で ある。 した かつて 化 おでは 巧ん ど 人 巧と W 巧とは M 一帖せられ てむ る。 テナ ド ー ル •ホ 
ィスが、 マルク シズ ムは がかの 發於過 おのが 刺ん を 悅級閒 ザに 化た に W して、 ナ '^ス は 化と 人 神と に それを ぶん 
る ことによ つて、 削 巧 かおの 惟 物 論で わるならば、 巧 巧は か构 をの 鬥巧 k 遊 だとまで 柄--..- _ した ことにが 哪 はな 
い。 ナチ スの W 巧哪 為は ヒ "トラ） を かめと して 巧ん どが て か アリ アン 人 巧 ハ W 化の 巧 越から 出 巧して むる こと 
は 杏化 W 來 ない。 

ヒット ラ ー によれば、 巧 代 八 巧々 の义 化’ 卽ちお 術、 巧 巧、 れ術等 八が 速は かんどを な アリ アン 人な の 所 ホで 
あつて、 アリ アン 人に よつ て 人が は 化の 逝 ホを 化が され •がの ぶ 就の 化 じよつ てぶ がのを を 照らし、 化卜 •ハぶ が 
巧に なつた ハで ある。 そして 化は 人が を义化 化な 巧、 义化維 巧 ホ A ヴ义 化邮巧 巧の S 巧に かち、 アリ アン 人の み 
か 巧 一巧の 义 化が 式 ホ だと じ おする。 「化 (アリ アン 人-から 一切の 人 ii のが 巧 sk 巧と 陪巧 とが 中 •ずるので ホつ 
て、 た •、化の かがと 色 巧と が俩 々の W がの 巧な によつて 训 約され て わるに 過 ダない。 化は 一 がの 人が 池 ホに か 力 
な 北な とがぶ とを 巧へ る S であるか 、たぐ 化ハぜ ：；： ：の卜 ：に倘 々八 W 化い W 巧が 助 はれて わるに 础 ダない。 例へ ば 


化々 數卜 が I 一にが かにが て w むの 义 化か ホれ たと 云 はれて むる か、 化 のぶおの か 化は-化 I く 化々 いおた と Me 
く、 ギリシャ のが 帅とゲ 化 マンの が 術と にある。 たぐ 化の ル 杉 ！ みく とも 化 ハーが々 の 1 か アジアの わなを 
巧び てむ る のみでれ る。 化り 地に 巧へ 片れて わる 如く、 り扛 かがの ハ义 化の 卜-に 31 "" パ 八れ 術を 化り 人む 
たのでなくて、 ョ ー » "パの 巧 巧と 化 術と か 円本 人 のれけ によつ てが 師 された ので ホる。：：： 本の 义 化か々 や U 本 
人のを 巧ぶ 化を 化 化する としても 、化の. 巧 化かの 化 礎は 时 ^の 义 化に が卡し 一一’ 峽 ホの’ した かつて アリ アン 人 
の 巧 巧と な 術との 所 ホで ある。 化の T リアン 人が によつて 化げ も ホ、 一 お 人が 巡 ホの ぶ 化 じぶ して ゐる 八で ある ■: J 
として アリ アン 人が に 文化が 可 ロタと しての 化 化を 巧へ、 巧に 「脾 りに 今 UU 木から あらゆる アリ アンの が 巧を が 
ひ、 哄义义 化か じぶ としても、 たほ朽 らくは り 本の 巧が とお 術とは 述 ルし、 がが する であら い J」 と-: ムひ 、かくの 
扣^の义化的ぶがを他人巧から，け、 しかも化のが巧か除かれた巧までも、 なほ化ハ义化を抓巧ナる人神か巧二 
巧 八义化 紙れ 巧で あると こム つてむ る。 

义化 剣を 巧と しての アリ アン 人に 對撫 の腳 巧に ぶつ も S は、 义化 化. 巧 ザと しての ユダヤ人 によつて 代ぶ される 
七 ミが である。 ヒットぅ I によれば、 化の 別 ゆる 进 W 化 nd 化が おの 强 がな 人 巧は ホ だ 巧て がかし なかつた。 し 
かも ユダヤ人は 化の 的" S 义 化を げき、 化の 义化 はなに 州 阿い？' がから が へられろ にも拘らず、 化 常には 义化 
W 巧と して；？ も ホが なる 削 かたる 郡 如 芋 •巧 的 精神 かなく、 乂化 八が い.：： -J 化が 慾い 化に、 化ぶ にはな 巧の が 神 か 
缺 け、：^- ハ M の化悔 にを かされる おた のかは 化して 協 別す る ことを く、 化の 化临 から 化れ る やを や、 をち 化 巧は エ 
ゴィス トの 本能を 發 がして、 化 ひに 徽 しく 脚 ホした ふので ある。 かく 人が の 向卜： にげく べんらず る 郡' をな きこと 

巧 二々 ナナス S おお お ホ 九 一 




ターな かが 巧 かおの ナチ ス 化 二 

は、 やかて 彼等に 义化 削な 力がない のみならず 、却って 人が 逝 ホを 明げ るが W たらしめ るので あむ。 

ナナスの な セ ミ f ズム は化焰 から 出 おする ので あるが、 化の 训 地は 巧に 述べる。 

かくの 如く ヒ "トラ I は 人 巧を 一一 一巧に 分ち、 人 巧 おを の おぉは、 

一、 髙級人 巧の 水準 化 ド 

二、 化の 精神力 巧 賄 力の お ホ 

に 巧く か 故に、 純血を な 巧 せわ ばなら ない と 云って ゐ る。. 

ところで、 かくのかきアリアン人巧の巧がけの巧論は、 なるほど-がて卡九化が中のョ）：：" パでは恰も侣仰の 
かく 义が 的だった ところの も ハで ある。 だか、 を 化は 站 化では 化 化の おへぶ に 過 ざない と 化 化されて むる。 とい 
ム のは、 詰 破を 巧 姐に するとい ふこと からは、 人 巧の 格な なるお- げは抽 W し W ないから である。。： ぶの 巧 址でわ 
る ことから が 論され る ことは、 义化 のが 近の がちの みで ある。 かくて アリ アン 巧 おは 人 巧と 义 化との 化 同に がく 
もの だと •：‘；： はわ ばなら S ,。 しかも 化物 巧 上の 慨な としての 人 神 そのもの か、 がか さへ もがに 巧 化され わ ばなら 
ぬ。 おし 人 巧の 化ぶ を ば、 假 りに ヵー ン の-- ムム 如く •「化 通の お 腿 化び 血液の 近似に 化く 化 地な 巧 祝 的 化に 併 神 
的け 巧を がする 人 训の化 W — J とすれば' か、 る 人 ii がは 触 敬の おを S お 化 お ザが かし のない。 この ことは、 ナ乎 
ス がが* がみて わる やぅに、 「アリ アン 人が」 の 化 b に 「ゲルマン W 巧」 なるおな をむ き 化へ て みたところで 问化 
である。 卽ち 、ゲルマン 巧ぶ も 亦、 ヵ ー ン にょれば、 巧歐巧 巧、 巧に ゴビノ I 、 ナ ムン バレン 巧々 の 如き 人々 に 
ょって人巧的3!1祕けをば、 アリアン巧ぶにおいてお狀サんとしたこミみ化になみて、 ホがの比おのルをさっな 


人 お 巧 的な おからな てられた おらし い 巧ぶな ので ある。 か、 る 「ゲルマン」 なる w 巧は 巧お概 なと しては あるか 
も かれない が、 班な には ゲルマン W かなる ものは、 ゲルマン 人、 ケル ト 人、 スラ ヴ 人、 地中 舱ぷ W 化、 ユダヤ人 
等 ♦の おがの がをから 巧つて 巧〇、 . 水い な HS 即に 、氣 が、 ホ 巧が ぶ、 卜ぃ： 巧、 巧が、 化 あが 態、 东 か、 がた 的述 
か、 等* をが 述 にした ことから、) をの 統一的 巧が をが する W 巧に 础 なされた ものに 過 ダない。 この ことは ナホ 
スのが袖の 一 人レフ-" ント〇ヴも誌めてゐる ところである。 「ドイツ^族と！：ムへばとて、 それは人^?;的には茄だ 
しい お 合で ある ことを 見が しては ならを い。 がに 昔； 郎 、巧 巧、 义 姐， お削が、 化 治 等に よつ て ホ じた、 かが 的が 
化の ことを とつて ゐ るので もない。 ドイツに めける 北ぶ 述 動は、々 なほ 巧が せる ドイツの 北ぶ W 巧 的が 尖を 計 
的に おわ、 化つ ドイツ W 巧の 本 貧の 事 資卜： のか 左 術を がする ものたら しんる ことか W か 的 化かで わるとの が 本 化 
がを 抱いて ゐ る。 ドイツ 化み お義は 巧を にこれ に 一を ずる。 ドイツが なぶを も ホ、 かかる W 巧 削がが を 脚-八に よ 
つて 巧知され、 關 .むを 桃は るべき ことを お 求ず る。 此のが ぶに おく ドイツ 社な お蕉の 化かは、 人が のに おる ドイ 
ツの 巧：：： を綜 をが 一し、 彼等を がのを 巧の 巧な や 能力に おじて を 怖 S 中で 巧動サ しんる ことで ある」 と。 

ともあれ、 ナチ スの W 巧 理論からは アリ アン パ お ゲルマンの 化媒的 純化 八 化が を 化 〇 除く ことは W 水ず、 した 
がつ て ナチ スの W 巧 お 推は 血が によつ てろ ながれた 巧 巧の 脚ぶ をのが とずる ものである。 ナチ スの アン ナヤ ミ 乎 
ズムも 亦、 化始 に巧阴 ずるとは 一のに t おせられて むる ところで ある。 をれ 化に 化赔 では だらく アンす セ ミ チズ 
ムの化 巧に ついて 述ぺ ねばならない。 

ナチ スの 生物 巧 的な W 巧 抑み 観は そ S ち お にも拘らず、 それ お 純が な もので ない ことは は卜： によつて 明らかで 
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ある。 しかも それ にも拘らず、 何 化に ユダヤ人 はが 巧され わ ばなら ない ので あるか。 

ヒザ トラ ー は W 的と しての ユダヤん か 如何に 他 W 族 トーぶ し、 化い 阳 ぶに 帆が 的 か 川を A にしたん をなる に i、 
化 等が クリ まで ほしがつた なをが ひ 退 せげ ホ々 だと-パ ひ、 ユダヤん のな；^ 八 跡を 辿つて むる。 化 八が 則を 肺が に 
稱ゎ やぅ。 

W 巧 巧が 巧 代 八か视 から ユダヤ人は；： ぃく も 商人と して 川 巧した が、 け 取が は それ おがが でもな かつた し’ 巧に； y 
の新來 W 巧は ホ 米 八ぶ 顺 さと おかさと を W て、 がつ て 巧 入と して S ユダヤ人の がかは なげれ た。 

化 八 お 化 ユダヤ人は 漸 ホが 巧の ホが で 巧 雄し わんた。 勿論が 等の 巧邮は K として、 牛 ：巧 巧と してで た < 中训化 
-IJ# としてで あつたが’' 化の ム がに めけろ よ 能は 遙 かに アリ アン W 巧を み ダ、 おな に 商で を獨 占し おんる と 
に、 ながに ょる か 巧を なむに ボ つた。 巧ぶ A び、 が 中 化 巧の 巧が する か础龙 にがけ る视化 2 碰 化と 巧に， 化 巧は 
がな 化ぶ に 足 化して、 「闽 ぶの 八闽 ぶ」 を 構 巧し、 漸 A 化の 巧-なを おがしかん た。 かくて 化 巧 か 中 W お 人 八" が も ホ 
がな W ホた る 小 •化を も 投巧ハ かみたら し； 5 るに々 ん で、 漸く W がの な 巧 かな まり、 化の な 利は W 巧 巧を が 巧し、 
がの無化は化リを、 がのがはがみを^^ムにザつた。 • 

しかし ユダヤ人 はか 何れる 迫 巧に も w しな かつた Q みならず、 ぶつて か 化诚お 化 的が 迫に ホ じて が 巧に 人 
ぶみ、 な础 援助 S 化のと してれ 術を： 策し、 かが SS ぶを なかし わち •ト イツ 挺 か ユグて ハぶ ぶか 

ら 巧れ 巧い 述 かに 巧 〇 つけられ たのは、 巧に ユダヤ人 じ雜 がされた、 これらむ がぷ お八 ぃ" 化で ある。 

ユダヤ人は 漸ホ 化の ルが のか 巧を ドイツの になわ、：：‘ u:Ai も ドイツ： fi になん たか、 それょ】 ± が -k 化を 推 4 し、 


他は な础支 w による 化 制 巧を がげんと する 巧であつて、 化 等の かの 化 巧の 如何に 拘ら ず、 化い わけは. 个巧 e 
あつた。 卽ち化 等は 一巧 化に かつで おもぶ がな ものは 化が である ことを なれる かかに、 n らセ ミが としての 純化 
をが ちつ、、 他 S 装 品を 巧 濁せ I める。 ri ダて S 葦は かし 5 "ストが S 人とは 結 W し S か、 ユダ 

ヤ人 のかを キリスト おの WS - じがず ろ ことを お 巧 甘ざる は 仙 八 化で ある。 

化 等は 外貌を 裝ム烧 におぶ X パ ほを がせず、 け 代 5 化逮 たらん と％ わる か、 巧 際には 闊 W の おがを ぶし、 凹-たを 
汹 じの 淵に 巧き つ、 あつた。 卽ち化 等は 化ぶ ハすな によつ て、 脚が 冀巧迦 枯に梦 し、 藻に がする 俩 人の 所 
ィ械を ホ ひ をれ を •れ むの がみたら しわた。 かくて か樂 ぶと 巧侧 巧との ホ 離 か 生じ' 巧いて は 化 治め 巧糾み 判ん こ 
巧つた。 そして ユダヤ人 〇 ら蝴 W のが 物 力の 所 か 巧カボ 化の が 制ぶ としての 地 化を が 化した。 

ユダヤ人が 馨 S る錢 的、 W 溝爾談 S に刮」 たおな 護は 親で おつ た。 そ」 て 器は 新 

の 利 川に よつて 巧 論を おに ぶれる ホ かに 海いた。 

しかし 化 八け 期に がける 彼等の" お问 の： Z のは、 W じ ホぶ 八 勝利で あつ わ。 脚 人的ん 化を おけ、 化の 化り に牺ぶ 
巧な お 椒八义 がを けて する ことは、". 心も夕 くの 機 かを 化 等に ぶんだ。 

髙 巧の おが 装 接に がふ パ 為 乂裝 S プ 2’ レタ "ヤ 化' 班が から 佈 ：0 へ Q 巧 做 巧い 化 お ； g 怖 巧が 化 お ぷと化 
辛グだぶのがみ む銀の化下とか莱乂の-い利、 これらのが，巧取はぶくユダヤ化いお化である。 

ブル ジ 3 ア 階級 か邮 IW 巧に これらの が 化を 巧 過せ る 巧に、 ユダヤ人は 一ぶ では 人 g が 化の 巧 本 おぶ の A 化を 化 

巧にまで 巧 管」 芝、、 券では 兴緯 巧を 錢」 、恕 sf なつた。 ち」 は馨 はが 菲究 がのは 

が 一; ぐ ナ乎 ス^ 化かが 来 b 记 


が 一が 化 株 巧が 前 S ナナス 化 六 

に ブル ジ 3 T を 利 川した が、 个や ブル ジ 3 ア がみ 破 巧の 巧に 巧 做 巧を 巧 W せんとす るので わる。 わくして 彼等は 
巧 做巧大 ホの 一一に マルク シズ ムの 化が をが を 化けた。 

しかも 化の 巧の りのは、 巧 倒# 円みの む. 辣 化と、 一切の ホ ユダヤ人を 滅 にある， 一ぶ ではを 細が 本八獨 占、 他 
方では マルク シズ ム的乂 来を 巧 器と して、 兮や W おちぶ に 代 ふるに 化 等 n みの 少政獨 おの 巧现を かて、 計ぶ のに 
巧 巧と 化 ホとの 脚ぶ がから 革な の 準備を ほし、 W 巧を 内 郁のに がが 化 巧せ しめ、 インタ ー ナシ 3 ナルの 化が を W 
を かける。 

究械 にめ て ユグヤ 人は、 經 がのに はかみ のを 萊を闊 ぶから がつて 〇 己の お础义 が’> にな 也 せしめ、 化 治のに は 
闽 W の獨 立の がが を邮 がし、 义化 的には 閒 W の挣 巧を が ホ せしめ、 一切 八 美なる もの、 巧 巧なる ものを ザつ て、 
巧い お 物の 化 化に 追 ひ 蘇し、 东が 的には 巧 巧と 道德 とを 轉 化して、 闽 W のな 巧い 义 巧を ホは しめる ので ある。 

化の 巧の 超 も ある ぺき實 例を お 示す る ものが n シヤ であつて、 化處 では S 千 巧 のん 削 かが 人 迸のを W 狙の 下に 
巧され， 化を て わるには して、 他ぶ では 一巧の 少数 ユダヤ人が 闽 W - K ホを 巧 化して むる ので ある。 

右の ヒット ラ I の 所ぶ は’ 一切 のれみ おを ば ユダヤ人の 所 莱に帖 し、 陆 めて 强 がを 一八 巧 的な が S 中に、 アン 千 
ヤ ミホ ズ ムに關 する 化を の 政治の おが 的 諸が W かが U 込まれて わる。 ヒット ラ— S -- ム つてむ る やぅな ユダヤん に 
ょる 血液の 巧 おにが すろ ドイツ人の 巧 怖は 化して 珍ら しい も 八では ない。 ゾム バルトは 牌て、 ユダヤ人と ホユダ 
ヤ 人との がをはぶ くの おを にが ひ 巧い お 質を が卞 るで 化が 川 米、 化つ 「ゲルマン 人と セム 人と 八 EE ^ 化の 化な は」 
ぉ ♦「ホみ の. 个 均衡な 人閒」 をホ卡 ると した。 义ギ I ン ダ— は ドイツ人と ユグヤ 人と^ がが は 「ゲルマン 巧 神の 


\ 


がが のが 巧に ょる 巧が」 をな 巧す ると 述べて むむ。 だが、 旣述の やぅに •ゲルマン 人 か 純が な w 巧ではなくて •そ 
の 中には ユグャ 人を もな むみ 巧 W 巧の 血の おなから 巧 立つて iQ る 如く、 ユダャ人 も ホ、 多 較の人 巧. 使び 义化 
巧の お 合から 生じ わが 也の 义 化の 巧 物で ある。 卽ち 、それは ヵナンに な 勤した 本來 的な ユダャ人、 エ デプト 人、 
ギリ シ ャ人、 ロ ー マ 人、 シ リア 人、 ぺ ル シ ャ人はもとよ〇、 ヶ ル ト、 ス ラヴ、 ハ ンガ リ ー人等* のおなである。 

: ルに ユダャ人 がが 一 めんがとは- •ムひ 巧い 一つの お 力な 韶先 として アシ - ヶナず ムとャ ブ, ル デムとの か 違を ホ 
げる ことか 出來 る。 を 八 移 化 化に がける が 史的 迷 か’ 巧 巧、 精神 及び 巧 怖の がげ の おを な 相ぶ、 ホに 乂が 、等々 
にょつ てみ 化した 化の 二が の ユダャ人は 巧 描め にも 梢 神のに も 化して M I ではない。 W 上の ユグャ 人の 一一つ の 巧 
の 化に もみ 巧の ユダャ人が あり、 ホ々 W 異 つた 肉 巧の & びが 神 的 巧な をを へて むる わで あるか、 とゎ^け 人が 的 
には ホ ユダャ人 でありながら ユダャが を 倍 おする が 巧に ユダャ人の 範巧に 加 へられて むる 巧 八 ルくない ザ# を 巧 
過して はならぬ。 

かく 觀 ずれば’ ユグャ 人は さきの 人 巧に 關 する 力— ン のをぶ じょる も、 嚴 .讯 には Ml 人 神とは-- ムひ 雑い。 この 
ことは 地々 論ぶ されて むる ユグャ 人と 化 ユダャ人との 閒の捣 神 的ぶ ぶの 搞化 であるが 巧から も.- ム へる。 地 化 3 I 
口" パに めて 巧に 「ユダャの」 と 化 做されて &る あらゆる お 神的特 なは' シリア 人、 アル ィ ニア 人、 小アジアの 
ギリシャ 人に も認 もられる ところで あり、 がする に、 それは 摊 じて 中 化 お八 巧が & び 地中海の 巧 人の 諸 W 巧の 化 
へて むた 巧 性な ので ある。 

もとょりが じてん ダヤ人 とげ ばれて むる ところの ものに ょつ て、 さきに ヒット ラー の 述べて わる やぅな が 巧 啊 
巧 二 巧 ナナス^ おぶ ザみ 心ち 


が 一な 化识 巧が 附の ナナス 九 八 
惡 おが あれられ たが 巧 上の 巧な は ある。 この ことは ゾム •バルトに よつても ぶぶ せられる とこんで あつて、 例へ ば 
「巧 巧 ユダヤん 二 lofjuc 一星」 として 戰巧 加速の 巧 術から 接 成を おつた ザ 巧、 化 引 所 じよつ てが 等の 巧 牌を を滿化 
甘し めた こと、 等々 のが 巧は か 举に耐 へない。 

しかしながら かかる 的 人的な 半 能は 巧述の やぅに ユダヤ人 のみでな く、 巧が A び 地中 おのが 人的な ぷ W 化に も 
化 ハ 姐の ものである。 がして かみの 悄級 的々 化に よる 巾刖瞄 級の 勃 拱か 拘人 として S ユダヤ人 ハが ホを 述 みに 巧 じ 
たことは 巧 化する に 靴くない。 しかも かかる が 巧の 巧 山に よる ユダヤ人 挪 - if : は、 化 S お 洲^闽 に 化し 比 巧の み 救 
の ユダヤ人を 挑す る ドイツに がて 巧に 期 おに 现 はれる こと もが’ 止み 棚い 化が であるか も かれない。 なみに ョ） 
ロッ パに めける ユダヤ人 分か 政を みると ホの かくで ある。 

が 人：： 加 巧；^ が ユダ ヤ人牧 加が：^ が を SM た 
ナー スト， ア r と寬 、奇一 一望： w が 至、 so 八 一九 一ー ー1!> 子 含 
阳化 ロシア ーち、 置气皇 一一 一九二 人が ち奇 、ち 基 ！ 化 二 六が 二る 
ポ I ランド f 二、 かちち 互 ！ 化 ご-一が ち 一、 号八バ ち 一九 一一: こ-中 I 

フランス sr 爱 、賽 一里： 六 小 吉 S 岩 一 凡づい 中 子怎 
ドイツ 異 、置 气四化 一 一九 一 ご 非 男 九 バ八二 一九； n •が 〇卖 
イギリス (•パ！ ' si いン) " r 1 ちバ 八。 一九 一一: 一が 言 0、 宮〇 一九. 1- 1 。ふ 九 
イタリア 巧 一、 草 セ、 を 一九 ご： 六が 置 バー お 一九 一一:! が 

《A-n 尸 Tica。 Jewrivh Year-B8 ご v: 一 • 4 夕 19； な — ; 夕 S. 54 ミ 

かかる おがの 训川 のかに も、 ユダヤ 人の なが、 巧 巧に がする 不汹 な、 巧树 、解が、 等々 のれが か 半 げられ、 過 
ちの がを 卜 •にめ ける お 化が お 摘され て わる。 この ことにつ いて、 ドイツの 义 がぶ、 巧 巧に して ユグヤ 人に 鉛い ホ 


難の：：..：： おを 巧げ かけて むる ものは か 舉に媒 へない。 しかしを の お 十を 例示し やぅ。 

ゲ ー テ 「をして 化の 巧 巧な 阳 W 三ダャ 人) には、 秩げ がが ホし、 ちむべき 何物 もを いおな に邮 〇、 なが ra かれ 
てた る ことは 明らかで ある M _。」 

ヵント 「ユダャ人は 巧ん の W 巧で ある。 そして ホ 部々 は 何ら 阴 W としての ぶが をぶ わないで、 叫 八 凹 W た 

るぶ がの 典々 を ば、 C 己を 化 雄して くれる 凹- K を軟す ことの 利 おにょ つて 柿 はんとす 一。」 

フィヒテ 「ユダヤ人は 人！^ としての 術 利を 巧たねば なら 2。 しかし ユダヤ人に ホ W 描を がへ る ことにつ いては • 
一巧の 閒 に、 化 等 城ての 巧の 卵を ユダャのを 化ぶ に ホ わされて たない 卵と か 〇 巧へ る W かには みく ともぶ 化かな 
いとお ム 。そして 巧々 を ユダャ人から 雄る には、 彼等に む 水され た 小- 化を が ひ、 化 等を 追拂ム 外には ホ 巧が な 

を 

デュ ー リング 「ユダャ人 閒迎は 人 巧 巧が のが あで あみ。」 

义 ユダャ人 か儿ホ その 巧 巧に 茄 だし < 適敝け をげ いで & るが •巧に ついて、 フリッチュは-ー ムム 、「ギリシャ 义明 2 
時代に、 械 おの 新 巧ユグ ャ都ボ 、巧に アレキサンドリア や アン 中ォ キアには 、ギリシャ 姑を 円 常： ぶと する ユグャ 
人が ギリシャ 人と 併び 化んで むた， そしてな が. 邮 巧が おがした。 しかし そのが 化と して 巧が な ことは、 ギリシャ 
ん はがの 巧け をみ つてが が 化した になし、 ユダャん はギ U シャ； fi を 巧 川し、 义 化を 探り 人れ たが、 化 巧と して ユ 
ダャ 人た る ことを々 はな かつた」 と。 この ことは 巧 化に ついても-; ムへ るので、 卽ち 「化々 ドイツ人が 化 化が パの 
な 人 W 巧 想に 熱中ず る 給り、 巧々 ドイツ 闽 W たる ことを おも すれば おれの ちで あるときに 、ユダャ人は ユダャの 

巧 二を ナ千ス のぶおが ホ 九九 


が 一が か饰 巧； S かの ナナス 100 

化 巧を 出が る 限 〇贿め やうと した」 ので あるた 

だか、 この ことは ユダヤ人の けがよ 〇 も、 がんが のをが に山來 する ものと おへられる。 キリスト がが 倘 ♦への 
お 巧を 水め ると きに、 ユグヤ おはを 拖 としての ユダヤ K 化 S かがを をむ もので あり、 化 也に ユゲヤ を 3 「-た ぶ：- り 
巧 格」 が あり、 それを 中' むと する 閣 がは 他の 排巧を 誘な， パせ ざるを がない。 

かやう にして、 な トーの やうな ユダヤ人に 針す るが 雑は、 ユダヤ人の 本 巧に よる もので あるか、 それとも あ片ゆ 
る 他の み數 W 於の サ巧サ ねばなら 5 もので あるかは 巧 削の 餘 化かを い。 化の 化に レヴ < ンガ— はこ ムム 。「アンチ 
セ ミチ ズムの 惟一の お 閃は 少較 W 巧た る ことに あり、 化 S が 内は 紙て 刷 ホの な もので をる。 しかも、 ん かる 伽 ホ 
が 説が 闲 でさへ も おとして をれ は アンナ 七 ミチ ストの 削に あり、 ユダヤ人 n みの 巧 格 あび W ほに よる もの ± 巧ん 
ど 無い。」 かくして 巧々 はみ 迎 について、 そして 化 地では 巧々 の 巧- 闲 の？^ 逊 とし： ナチ スの アンチ セ ミホ ズムの K 
阅を 巧ら ねげ ならない。 

ナチスのアンチ七ミ乎ズムかアドルフ • シム テヵー八キリスト れ化み猎及 びリよ ーゲーのドィッ 閱乂ぉ 八 .义 ユ 

ダヤ ホぶ のが 巧を をけ たことは 巧述 によつ て 巧を すべく もない。 そして それが ナすス 八 「人相の 神お^と なつて 
现 はれた ものである。 ガ が、！！： 時に それが むを 的 手 巧と して 利 川され てむ る こと もホ带 巧で ある。 而 して そ 化は 
二つの 方 巧 にがてぶ める ことが W ホる。 巧 一はが 巧のに 乂 衆を ぶき かける ほに ユダヤ人 阳迎を 利 W ナる こと、 巧 
二は が ホが に エキス パンシ 3 ンのモ 巧と して 利 川す る ことで ある。 巧】 の點 について は W に ナチ ス W 削の アンチ • 
ヤ ミチ ズム 巧に もがん られ るので あつて、 これらの む谋は 化い 中閒 階が が 巧本陪 がと 化紋 された 巧 做 巧 おとに み 



巧され て 化 巧に ぶつた 時に 械 おのに なつた ことから 刚ら かで ある。 な喊 よがと お ホ 北 おとを ユダヤ人の 所 巧に 郎 
し、 化 巧に おかれた 中閒牌 級# を 巧 ホに おき 入れる こと、 これは ナ 中ス述 おの 疑 おを 卜 •に 化ら れ たと こんの もの 
であ 〇、 巧述の ナチ ス端 .分が にょつ て 叫ら かで ある。 

巧 二の ドイツの 闕 ぶ的膨 お八 乎む としての ユダヤ人 問 拙、 ナチ ス S 1 K 放 一 聞み ド •おは ルに おしては ォ I スト 
リア、 チ- プ n 、 等々 S 諸 闽に散 巧 せる ドイツが 巧が 一の おぶ となつて 现 はれ、 巧には アンチ ヤ ミチ ズム のじ お 
となつて 現 はれる ので ある。 

もとょ 〇 ナチ スの アンチ セ ミ チズ ムの原 W はこれ だけとは 断定 出來 ない。 巧述 の やぅな 一 股の が W に 加 ふるに 
ドイツに がて みめる ユダヤ人の 巧 巧な 化が 經が 的が W から ホる ほ 巧、 等々 が 絲ゎお ぜられ てむ る ことは 巧试 であ 
る。 しかし かに 巧 摘した 點 がな も 大きく か 州して がる こと も ホ、 事 巧で あらぅ。 

い ぶ さ nn、 こ esellschaft び 空 ー ミ， S •を 9-*474. 
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が I ごご ble Lee、 J •尸 evinger, > ミ i-Semitisr 己- 2. 4- rj。 夕 P •一ち」 • 
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W 本 巧 化 一; •打。 

别 1‘- Schiiman, ミ ご CF, 7 109. 

巧 一一 一節 ナチ スと 社な ま お 

ナナスの 「聞 W ホ 第 的」 化な と 巧に、 他方に めて は をれ の 「かみ おぶ 的け 化」 が、 ナナスの ぶ* の义が やな 傅 


の 上に お 淵され てゐ る。 ところで ナチ スが述 常、 「かみ 书 発」 と 云ム瑞 なには， それは 「巧 山」’ 「人 巧」、 「ホが/ 
ぶは 「浦 利の 中等」 等の 哥 おと 同じ やうに がされて むる かに 化へ る。 をれ かに ナチ スの ドに めて、 「化み ド •巧」 か 
か 何に 翻 念され てむ るかを 1 お 脚み やう。 

かを ホ義の なをの 下で 述常 おながに 夕 へられて ゐる ことは、 巧 一に ホ 巧で 段の 化が 巧 化で ある。 が V 、 ば 力 I 
ル. ディ ー ん はかを モ苑 について 非常に 饰 巧に ホの やうに を義 して わる。 

「化を ホ 発とは ホ 巧'^ 段の おかが 化を ホ 望す るか、 乂は 巧々 が 化の かみ 制 おの 巧 おの 中に おを される とお；、 る 
ぶ おで ある。 …… 化に 巧* はかを ちを の 本 巧を が おのには、 それが^ 地义 びか 本のが むに W かする も S とちん こ 
とが 扣ホ るが、 巧 接め にはが の 本 巧は、 個人の 所 巧を 巧嫩 にぶいて のみ 巧へ、 なみが 巧 所な 如ら は 巧へ ざる こと 
をぶ おする こと ガと とはねば ならない。」 

此の 息 ホに めて は网 おがみち 義 はがみ ド： 鬼では ない， 何と なれば ナすス は不巧 所がは がぶ しない けれども’ な 
がか 巧 制の が 刖的承 訪をば 巧言して ゐ るからで ある。 

しかしながら r かみ ド •ぷ」 なる 慨を規 をはし か <備 巧では なく、 化の 內 をには み 巧の ものが 盛られて わる。 化 八 
あおに めて さへ ゾム バルト かキげ てむ もやう に阐杂 社み ホ義 、巧 動かみ 书送 、ギルドれ みモ を、 现 なれみ 节 ぶ、 
お 巧 化を K お， 協約 かみ おを’ ブル ジ 3 ア がみ E 笼 、がな がな ぉぶ、 キリスト かかみ K ぶ、 プ "レ タリア かみ 卜 • 
莲 、ユ I ト ピア 社み おぶ •サン デ カ リズム 化を おを、 等々 多を 3 ものが 等しく 「社み ぶ」 のぶ 稱 にを まれ 
てゐる。 义同じお出日におへば、 グリフィ スたる無ぶい 一义人はぶくの-挣をおにする 「れみ^^-‘ぶ」 なる抱ぶ巧左を 
ザ ーー 巧 ナチ ス S お 巧*! ホ ー OS 

を 弓.：， T - t '. , V 3: '. リ し、 一 :'' f . - す. を；' ぶか-一 4.-',. ’>' . H ‘： iJfi , J 3 !unr 


ホ ー巧 化带 巧な 前の ナチ ス 】 0 网 
ちに 二 六 一 も 集めて ゐ ると いふ。 とすれば がみぶ ぶなる ものは マルク シズ ム のみ 巧な でもなければ’ りが に褐げ 
た ディ ー ルの 屯 おがけ による 社み ホ おも、 「社み ド •義」 の 一つの 巧を 一: 小す に述 ダない。 を こで 巧々 は 一忠 ナチ スが 
ホ狀 する 「がみ ド •お」 とは どぅい ム もので あるかを みやぅ。 

ナチ ス によれば、 的の ドイツ 社な 中. おは ドイツに のみ 时 がな も S であり、 阳 歐化恕 たる マルク シズ ム とはを く 
俯 脚 巧の ものである。 

「ドイツ かみ k おは、 化闊 がに よつてが 肌され ける 一般的な がみ ド： ぶ や 一が 的な 制 化では なく、 それは ドイツ 
的 本 巧から ホ じた ものである 。ドイツの 社み 七苑 は！ 切の M おのな もの、 削 似 的な もの、 巧 かなもの、 を こわて 
ドイツ 閉 みとおに じぶ ものでは ない。 しかしながら ドイツ 闽 朱は ドイツが なじ 苑 をが 巧し、 化 逝す ぺき 唯一の 巧 
みを 巧へ る ものである。 か < のかき ドイツが な 屯 遙の悅 をに がして、 それは がす デる との 非 巧が 单 げられ るか も 
なれない。 卽ち ドイツ 社み 节苑 をけ 巧す るには、 みく とも ダルマン W 巧 •乂は 一を の 化ぶ W 巧に ついて がの 巧 巧， 
巧れ、 おを 等を W 究サ ねばならな いと。 しかしながら、 かかる が ひに おしては、 これらの 同一が おから かじた？ 2 
W 巧の 卞： 典な 部分、 卽ち アングロサクソン、 オランダ、 ス カン デナ ヴィヤ 及び ドイツ人を 化よ と 巧へ る だけで ホ 
分で ある。 これらの？？ W 巧が 教パ ザの ii にがの 巧 巧、 かが、 おが、 人 巧の がな、 化の 述か 等に よつて、 か 何に が 
化した か？ 化 等は お限りな いが おによ つて、 がの 形態の 卜： におし いお 化を 興 へられた。 …… ドイツが み にぶの 
如きが 一の 化 巧の： 卜に ゲルマン W 巧を ホく お 巧 せんとず る ことは、 ユ ー トピヤ であ 〇, が 本め な 巧 〇 である。 

反 おに 巧々 は ドイツ 化み K ぶに 細す る 巧* の 化 巧を 巧に ヴ-ル サイ ユ化 約に よつて、 おモ にか A られた 今 口の 


ドイツ 闽內に 限らん とする ものでは ない。 勿論 化の 範悄は 义づ巧 巧の 巧 おの 中心地た るぺ きは ちム までん ない 


オ ー スト リヤ 、チ ； n . ス ロゲ ァ キヤ、 ポ ー ランド 及び フランス 饥た るか、 むを 网 となる かに 無 脚 巧に、 ド 


.ツ •エルザスの ドイツ 闊 W を も 等し < 巧な かける ものである。」 


「闽 W あび 闽 W の规 ぶの みが、 葬ら ドイツ かか じ 巧の おみと なるべき ものなる かかに •化々 にと つては’ かか 
北義 とは あらゆる ホ巧麟 巧を 通じて 一な せる、 ななの な義 にめ ける 闽 W の 化 巧を な ホす る。 よし、 •山 巧は 別と し 


て、 闽 なのかみ 中-ぶの 巧 H に從 つて、 席 怖 Geno を'‘ Miscl 己 r 【とこ ムは ずして、 かか C を ellsch 呈と をはれ たと しても 


巧* は强 ひて ぼが する まで もない。 しかし 化の なが 八本 來 のな ホに ぶち おつて とふなら ば、 ドイツ 闊 W の 一 桃 巧 


分で たる ドイツ人は 、なのけ 巧、 鬥 がの 巧 お、 述 か、 が 本 化ぶ 等、 あらゆる 巧 化と 化 件と によつ て、 獨 巧の がか 


たら しめられた ものである。 ん かる# の 化かを 綺 神と 化 捕と 政治 制度と によつ てぶ 巧す る ことを、 化 ♦は ドイツ 


社み k ぶ とげぶ ので ある。 


'イツ 化か じ おの：！ 的は 人 問を 例进 する ことに 非ず して、 化の k なた る闽 をが 


进 する ことで ある。」 


化にナチスにかっては、 がかド-ぉとはドィッめなものでぁって、- 巧一：，ぃすればドィッ蝴：；^ド.冀そのんのかむち 


に、 ドイツ 的な 本來 のがな K 锥 なので ある。 この じ 张はシ * ペン グラ ー の 「化々 ドイツ人 はがな h ぶ 巧で ある。 


他の W 巧は かみ じぶ たる ことは 給が に不 W 能 でれ る」 とお ム ー：'. ぃを とぶ 索に) をす る。 化 ハシ- ペン グラ ー の.' いを 


こそ ナチ ス のがな じ苑 化が の較 心を はす もので あり、 如何に ナチ スが 化の 化が にな ム とこ" C 义 きかを 化は せる。 


をれ 化に 化々 は 一. 胞シュ .ヘン グラ I 円みの 化ぶ を 跡 かけねば ならない。 


巧 二が 十 ナス S 思想 巧 系 




.'をぶ 講 なで お f もが だい 


巧 一巧 巧が 班； 5 的の + ナス 10 六 
シュ ペン グラ ー にょれば、 现代ョ ） a ッパ人 巧の 閒 には、 一 一大 化 巧が 脚つて ゐ る， 一は イギリスの 人 ホ 规’卽 
ち イギリスの 本能 もしての 海 贼の错 神 Wi ご =gerge をから 牛-じた 化ぶ であ 〇、 他は ブロ シャ の、 ド ィ ツの 人中 •规‘ 
卽ち ブロ シャ の 本能と しての ドイツ 骑 十の 精神 orde - ちを 一から 强 速した ものである。 

削 奔は侧 人の が帖 をが ホす るに 反して、 巧 巧は を 照の ド： 邮 を：：： めと ナる 。イギリスの 人 牛-がに あつて は、 怕人 
の 〇 川が を もな ホされ、 を 做、 卽ち视 灰は ぶを に 二次的の 剧 しか 巧 へられず、 したがつ て イギリスでは 义 しく 巧 
〇 巧が も 就 巧ぶ 巧 も、 化 險発巧 もなかつた。 これに W して プ U シャの 人ホ视 にあつて" 3 も ぉがな ものは 令愤 、卽 
ち阳 みで あつて、 個人は 化のを おのは にが かする ので ある。 がかす る ものは 「化」 でなくて、 「巧*」 八み であり. 
み 人は 化の 巧间 巧に 巧いて が 巧す る ことが 出來 るので ある。 化の 化ぶ^ 烘 巧に ぶつて、 ゥ ，ル ヘルム ーが やフリ 
I ドリ ッヒ 乂： 七は プ。 シャ闽 ぶを 化な したので あるか、 イギリス はこれ じ KL て 「闽 ぶの 代りに、 蝴 ぶと 巧 ザと 
に ほす る 〇 己 化が 八は 5、 閒 化な き關爷 をぶ 蝴 とする 個人の 巧な」 をぶ 一一た。 化 S イギリスと プ 《 シヤと S 人中. 
拙の か 逸の が W は、 削 巧に が一-はむ 巧を W て 凹ぶ を 桃が サス はに、 闊ぶ としてのを 巧が ぶが おがされ てむ たに；： i 
して、 巧 斤は 鬥 がの 巧みを げき、 蝴 W を 巧 八 巧 脚な 谢 がを パ. てせ ごれば、 闲间の ホ 化を 防ぐ ことか 出がなかつた 
巧で ある。 ‘ 

け 卜：の W がかす る こ-つ 八 人 ホ •规 から、' おじ r つ 八 相 巧つた 人 刷の 巧げ が ホ ホる。 卽ち イギリス にあつ ては 化の 
卜 ■じ、 を 術の 巧 化のを sh •にが てられた 巧げ が ホ じ、 プ 〇シャ にかつ ては、 楠ぶ > ミ uri 乙， のか 巧、 卽 ちかを と 
服おとハ閱味を化がとナるかげおおじた， をれ化に抑巧じあつては、 ん训をぶ何ずるはの巧一 八巧^^は. 化八巧 


がか 何に あ 〇、 プ 〇シヤ h ドイツに わつ ては、 帝 照 八 w で 卜；： わる 化化邮 何に わる。 プ u . ンヤん じかつて は 化悅ん 


ホ、 巧 巧に 巧す るが 脚で ある。 


「フ リ） ドリ ッヒ •ウィルヘルム； 化け 降. が人予 なおの 化 給は イギリス 八 小！！ 階が に-おする It のがに 比 L て 化 
だし < みなであつた。 にも拘らず、 化 巧は 巧 かに^ おに、 が 心なく 柄いた。 化 階は％ 似に めて 化 給で れつた。 バ 
I ベルの 下にめ て さへ もさぅ でれ つた。 化の 蝴ぶ內 にがけ る 巧 脚# 闽朵 はかして だむ ことを む 脚した のでは な 
く、 支が せんょ 巧した ので わる。 これらの 巧 お 巧が 化 等の ス トク イキに めて お 心を のいた ものは 巧 錫 問 地に がず 
して、 化の 滿刀閒 迦’事 黄 かを かは 別と してが 等の が舶 ホと した 化が が’ ぶな のが 刖に がする 點 にわつ わ。 
而 して 化. いおた 化 本のには 敗れても' 进紀的 勝利を なち のた ので ある。 かかる おおは イギリス 巧 倒 ホには が お 州 
が L 靴い とこんで ある。 …… しかるに 化の 訓 なされた 巧樹述 動か 和な に W でムを お 献 して、 かしい。 銀む 巧に 夕 
如轉 巧す るに ザった ことは、 イギリス 的が 刖の 勝利で あつ も。」 卽ち ドイツ 巧 ㈱ 巧 か 化 ハ 本 米 ハ 凹 W の 化 如を お 
れ 、利己的 運勒 になな に賊巧 L たことは、 化に よれば 一九 一八 年 十； H ホ かによ つて、 巧の かみ じぶ が がらけ、 


イギリス f •おかせ 化を 占わる におつ たお 化に かならない。 シ； ヘン グラ I はこ ムム〇 「巧の イギリス 人は を ホな き 巧 


のか かに 服が しがない と 巧 じく、 巧の プ "シヤ 人は 巧なる 化に 巧 化； g する ことが 出來 ない」 と。 

化の かぶは： 史 に： 贿蝴 IKS 經巧规 の 卜： にも W 映ず る。 人が のがが 的 お 能、 化の おがの 做 幻の 巧 W が 化い を 化れ を 
無 W して、 がら 峭时品 的に 化ん とする ことは 巧 だしい 誤强 である。 

「化 巧の が W 的が 北进八 化界规 からは、 化 八 化が 的が 則と して、 闊呆 のが 巧め 械 もずる。 がが とぶ 巧とは 


が 一; が 十 ナス S お 想 ド 系 




r-->J I 


.が：‘- 可. 


巧 一巧な 麻 巧 巧が s ナナス 10 パ 
ホ 巧と お 巧 巧が とに 分ち 巧 へられる。 が SU 的は 個人の 货 巧に ホず して、々 怖を だませる ほで ある。 「これに W 
して イギリス 商樂 W 妨ハ游 贼の少 能に あつては 脚 ホと 巧が とか U ので わつて、 「化 ハ 本能に 化つて は、 一切の も 
S 個人が C ’」 をな ま-^ め 5诏 S 推树で わ。、 商な で わる。？ のイギ " S 堂ぶ はがら お^ 的 詔 ハな じ 巧 
まれる。 をれ はょり が們 なる 巧 =1 がな に 巧ぶ た しめられ るので わる。 イギリス 與巧 构八仍 がが 巧が 化 ドの 於 巧を 
あげす 時には、 搜柴は 巧ぶ の 巧 巧に 化せられる。 一八 K 0 が 八 イギリスて 莱 がに めける か莱 ぶと 巧 と 八 がの 
を 脚 かは 巧な セる 『巧 做. 一に 關 する もので あつて、' 一は 安くが はんとし、 他は なく 巧らん とした ほで ある。 マル 
クスが 『巧 本 K ぶの かみ. 一 にがいて 巧 摘 せる 一切い 化 化は イギリスの 經お 本能に ハみ 夕巧 する 八であつて、 一 脂 
の 人 閒的經 が 视に夕 巧 するとと ふことは 出來 ない。 

ななの 巧 化、 〇 川 巧みは おがめが 巧で あり、 プ n シヤ めな、 したがつて がみ K ぶの 一一.' ぃ がは M 义 巧の 阳ぶ的 杭 制 
でを ければ をらない。 化に 闊 W が 《を おからと へば、 巧では 支 祀の化 化から 化 旭の な 判に 巧され かばなら ない。 

... ... 化に こ；？- ハ 化か じ 苑 S 8 となる ハは イギ " K が (巧ち ぶ C 苦& つて、 競 人的 化 地 かを 璧 

る 經が生 巧が 制の プ 《 シヤ的 化が は 一八と 九が のが 雄 脚 おぶ 法 W が .U ら ドイツ 巧 本 じぶ を闽 ぶが 圳 のなかに めけ 
る 社な K 宛の お 態に おした，。」 ‘ 

かくの かく、 イギリス のが 训は 「帆 人の 財な のが W 」 で わり、 ゾ n シヤ 的が 刖は 「一耶 化と しての 幽 W 令 版の 
ホ 幅の 計ぶ. 的の 卜：」 である。 踩 にこの ことは M 巧の 视たに 脚ず る •叫 巧 八 化が 八 W 巧八卜 •に 明 曠に规 化される。 
イギリス 人に 化つ てょ、 W 化は 所" 巧 か 化な におみ し、 が现 する ことの 出が る 化 わ でれ るか、 プ U シヤ 人に か 


つては 巧 か ホが 凹ぶ からが のが 理を をれ られた w であつ て 一を ハ 術 利と ぶ 巧と ハ 附巧サ る 古代 ハ 「一读 のか いの 

ジ 

如き もの」 である。 


彼は ぶふ— 「2; 巧の ゲルマンの 巧 巧は、 侧人 にけ ぶたし める ほではなくて、 を 旅、 卽ち蝴 ぶに 巧ぶ たしめ るは 
である。 これが かな 化で ある。 …… 社な 化とは な 化乂 はがぶ のぶな による 蝴^ 化では ない。 一 おのに とへ ば、 そ 
れは所 か 術 おの 問 班に 非ず して’ け 化 化 術の 問 姐で ある」 と。 をして プ U シヤ のが 巧视を ホの やぅに おなし 
てゐ る。 

r 古代の プ n シヤ 化が は、 細心な 所 か 他设ヴ が 術の 化 雄の ドに、 杀 牛： 巧 九を 獨〇 のぶ 化の がぶ によつ てが 巧 
し、 ななの 當事 巧の 個人的を 萊心 、ネ が、 精力、 お 神を、 がけと、 がの がげ によつて がされた 範脚 巧の 門 山と を 
W て 巧 動せ しめる ことであつた。 この 事 巧は 凤に 巧の カルテル や シンず ケ I 卜の おな に惦 くぶめ られ 、非が' めに 
巧が ぶを、 巧 做評仍 、利： 偷 分が、 あび 命令 巧と 巧 巧 ホとの W の 版巧關 巧の 上に も度ぽ されて ゐ た。 …… 化の プ日 
シヤ のが ホが 態 こそ 二け ザ 化の ぶ、 かが K ぶの 化 おとは し ホつ たと ころの ものである。」 

化の お 巧に がする 立な の 相ぶ から、 ィギリスでは 魁が 如が 凹ぶ を义 がする が、 プ U シヤ では 脚ぷ がが がを ぶが 
する のでを る。 

な 上 震く かく、 プ〇 シヤ的 人生 视 にあつて、 わら ゆる あがに 瓦つて 北 火の あ齡 は、 を 版、 卽ち閱 ぶに のかれる 
ので あるが、 シユ ペン グラ ー によれば 化の 人を 觀 こそ、 札# ド-をの 麻な の％ おの、 な もが 逆な なぶで あ 〇、 化つ 
化の 人生 巧は ド ィ’ツ W 巧に のみ 问 がの ものなる がかに、 的の 化な K ぶは 化の ドィツの がな 中 •おのみで わる。 

ザ ニ や ナナスの 化かが ホ -0 九 
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i . 化 の 


第一 部 か 梅 巧の 曲の 十 ナス ーー 〇 
もとより シ よ ペン グラ ー は ナすス 巧：：：： ではない。 しかし かぅ した 化が が ナチ スの 社か卜 •ぶ槪 ぶに 如何に 人なる 
彩 巧を 巧へ てゐ るかは、 削の レフ- ント 〇ヴの 一；； I おを 化れば ホ々 であるが、 巧 じ それは： 九 so が 八 巧’ ケルン 
の ラィン ランド 公が ホに がける ヒ "トラ In みの.：. .-1 巧に 輪め て 叫が に 放 わられる。；：： く、 

「おし 今‘：：： 諸 化 嚴の述 命に が 化が ある とせば、 それは 瑕义の 人々 かが ホの 個人の 述が S みを ホ邮 し、 明-八 令 怖 
の 運命は おを された 倘 人の 述 かの おがで あると 五ム おへ 方に 义 がされて むる ほで をる。 化 ホは 俩 人の 迷 かかを 报 
の 運命を 化る のではなくて、 を 棉八述 かか あらゆる 個人の 運 かを 化を し、 憐 化する もの でれ り、 化つ あがな こと 
は俩 人の おみに 非ず L て、 を 柏の かがで ある ことを がわない ことで ある」 と。 同じ 化 想は 化り， 巧が 脚で」 を か 5S ‘ 
ナチ スの あらゆる 义 巧の 中に 或 わられる。 

「おし も 巧に 凶ぶ を お 巧し、 乃 おはが 巧卞 るん は：！： かと 邮 かれたならば、 化い 巧は As 一一：..-— にぶき る。 卽ち令 
怖に おする 俩 人の 巧 巧の；；：： ほと 巧 巧め なぶと であると。」 (ヒット ク I) 

「かみ ド-ぶは 中等 化に ホ 卡 して、 を おのは にす るが' 巧い プ 。シヤ の；^ 化で あ も。」 (シ 1 トラ" ヤ J) 

つ ■おおに 巧す るか* 紐の 巧 ホ J をる 巧ぶ をな くこと がか 代 かなに 姚 がせる M 人 じぶ の视ぶ 八な 化 的が 巧に よつて • 
かくの かく 的 おされた 巧ぶ、 凹- iT お 巧に がする、 『巧の 闊本』 の々 怖 ド. 巧の がな 快げ の おがを な ホす る。」 (VL 
I グ J ) 

これら sh おは 同 巧に シ - パンの 「を析 h ぶの 化 地に："- 一-ば、 がかの 本 巧は 悄 人に 化卡 して、 が M 人の お 神で 
あむ。」 とと ム 化が にも 一を する。 


ところで、 閒埋 はか やうな 化が か 「がみ じ義」 なるおを がを の 巾に 含まれる かる かで ある。 そこで 巧* はがび 
ソム バルトに おつて、 「かみ じぶ」 とは 何 かの 問埋に W らク。 

ソム バルトは さきに 舉 げたやうな 夕 救の 社み i :: ぶに 腳 ずる 化 解を ホの 一一； がに 分が して ゐる —。 

巧 一 お、 かか ド-語とは、 帅 なの 「盤 ホ」、 化が なお、 闽 W の： 禍趾的 巡、 义化運 刺、 か 巧の ィ デナ" ギ— であつ 
て、 これらは おなかに おへられて ゐる瑞 な も あるし、 ぶ ひは 一定の が おの 化 勢にから ませられて むる おた も あ 
る 0 

巧 二が、 がみ ド： ぶとは、 心が へ、 態 化、 ぶ お。 

巧 S が、 がみす ぶとは、 がみ 的 巧げ の貼邱 《 

U 上の S 分が について ソム バルトは 次の やうに 巧な かけて むる。 

巧 一が、 かな ド-をを W て かかの 「逝 ホ」 と 解 する 化が は' ブ " I ドンに W せられる。 卽 ち、 プ " I ドンは がみ 
^范をば 「かみのかなに對ナるすぺて八お化」 とした。 ぶにおナる化がとしてがの^^例がホげられる， 

ベ 1.マ " ン、 脚ザ的を人がのがての進ホのな^*^力のおな。 

エル •ベルト ランド、 概 ての 人が より ルい、 よ 〇 巧な 巧 脚を したがら 人 ホ 5 一 がの：； C 巧に がする 械 利を 构 つに 
ザる やうな、 よりない 义 明の 化 態。 

力—： 不ッツ 王 ル、 「化々 の 解す ると こんに よれば、 一 股 じかな 节 ぶとは 一の にん n 、 しかも 巧て いん閒 か あら 
ゆる 田ち からが か をれ る やうな 化卜 ：の狀 態に がする 俩 々人 父は 人が 义歡 のがぶ である。」 

が •：巧 ナチ ス の 化か 巧み 1-1 


巧 一な めが 巧 5:^ 前 S 十 ナス ーー ニ 
モリッツ •カウフマン、 「どうと ふを' 桃の： 卜に めて であらう と、 社 かを なじ せんとす る 一が 八 系が のな％ 力。」 

社 かぶを を ば、 「义化 運動」、 「おがの イデ オ n ギ ー」 と 解す る 化 解に ついて r つの 巧が ある。 シ- ペン グ ラ！々 
び コラ ディ ニが とで ある。 シュ ペン グラ ー はがな じ 苑をば 「化かの 义 叫の 巧 階に めける 化 巧の 怖 向を がする 诚 W 
巧の 化 あめ 化 お的經 《的 本能」 とがす る。 ユン リコ •コラ ディ ニは マルク シズ ム から 出 巧し > を こに 巧げ か 階が のイ 
デ オロギ ー を 化ろ をして この 悄級训 の 「がか」 腳巧か W 族训 にも おされる とおへ、 それによ つて 「かか k ぶ」 な 
る お 现を化 出して むる。 卽 ち、 K 族を かの 解釋 におき プ "レ タリア 的 脚 W と ブル ジ 3 ワの蝴 W とに々 ち、 イ タリ 
T を U て 前# の 化 如に かつ ものと なし、 かかる プ 》 レ タリアの 凹 W の 政ぶ (イデ オ n ギ I ) が 化み K お だとす る。 

マ ル クシズ ムもホ、 エ萊巧做ホ階級に限定されてはゐるが 一 つ のおがのイデオ 。ギ1と化られる。 

巧 二 類、 化の 端な には、 ハインリッヒ •マイ 卫 ルの やうに か 巧 K 苑を W て 他に がすろ 盛矜 とほす が 巧よ 〇 •中-確 
には 巧 同 おに 對 する 個人の ぶ扮 とする 化 解が 讲 はれる。 叫 十 年 も 削に テオ バルト •チ ー グラ ー は、 「W がは 人 W を 
して 個人の 捣 神を ば 社 かの 械 神に 化へ しめるな かで ぶが のにが がする ことに 他なら ない。 …… 卽 ち、 利己の 俩人 
ホ苑を 倫理的が 行ぶ 巧に よつて お 服す る ことが りので ある。」 とぶ ひ、 父ア I ル •フリントは 「かな K ぶとは、 俩 
人ち 巧が たも 倘 人の 楠 利と がぶ との 蘇 おであるかく、 社な の 楠 利と 個人との 茲お である。」 ととつて わる。 

二、 一二 の 巧は がな 中-ぶに 脚す るか やうな 化が を ば、 巧プ 《 シヤ の心幡 へと して Ml 貼ず る ことによ つて 於' 卜の 
巧 似點を 示して わる。 间 巧の やうに、 オス ワルド •シュ ペン グ ラー が 化の 常 「プ n シヤ 中ぶ とかな K ぶ」 にめ ては 
せし ところで ある。 卽 ちと ム •「ぶき プロ シヤ 的が 神と がか K ぶの. む 構へは 同一の ものである」。 「ドイツめ、 よ 


:ル贿 には プロ シヤの 本能なる ものに よれば、 椒別 はを 做に 化し、 俩人 はを 做に 來 化する。 命 八" され 服從 される • 


これが 十八 化紀 W 略の 本來の 社み ホぶ である。， 一 r 巧て 說 かれた ことがない にしん、 化々 ドイツ人は かか 卜 •ぶ ホで 


ある。 化の# は 化して それで あり 巧ない。」 同樣な ことを グレ ゴ ー ル. シュト ラッサ ー もで つて わる、 「がみ 中-ぶ 


とはを 席に 針す る 巧き プロ シヤ のを 化で ある。」 


イツの 巧# 速は かな ド-ぶを ば 「がみが 巧と して 雌 巧す る ほに、 W にかう したおへ 力を 一つの ヘムぶ 化した。 


んも 巧に がかの 巧な のぶ 槐 となる 一一つ の •化 W がな み’ 邵の中 S 1 つ、 卽ち 「俩 人は ななの りの たるべき もので れつ 


て、 がか 組热は 化の 俩人 のりのに 針して お 化すべき'^ 巧で ある J と 八 個人が 现と •权 おに 「社な は’ おな su のた 


るべき であつ て、 個人は そのり のに 化へ るす 巧た るに 過ぎない」 とのな 迎 として 公す 化した。 かくの 如く かかぶ 


溝なる 惊 をを ば、 かみが 巧への S 化とは す 米" へ ホは ハインリッヒ •ディ ー ッ 1 ルに 山が する。 卽 ち、 化は 剛らか 


に、 それに 先ぶ つ 二、 一二 十 年 削に この 化が を 代ぶ して 焊 つた ロー レンツ. フ オン. シエ タイン 戊び アドルフ •ヘルド 


によって 巧 咬を 巧け て、 一八 八 〇 が 代に 明 門に この やうな おへぶ を 抱いて ゐ たので ある。 


，がみ お观」 が 寧み お 化の ちがに 化 げられ ると、 それは 化 闷閒の 術 動の 化 化を 巧び るに ポ る。 社な ド •ぶは 化の 術 


動と も 亦、 巧 一が せられる。 アウグスト •ピ ー パ ー にめ て 化 八 义解八 巧に ぶしい 杉 態 か 化 川され ろ。 卽 ちぶん、 
「かな じぶ とは 新ら たなを 巧语 化と 化 巧な ぶとの 巧 ひ v :^」 であり、 「が 米 巧 化されて むた ものに 比し、 人 W にかす 


る人閒 のな 化 的な 化 诚と献 みとから ホず ると ころの 巧ら たな、 よりな くより なをな ホ 巧 巧问巧 役び 述 かおな 怖の 


巧を」 である。 


ホ ニ 巧 十 ナス S 化 おが 系 






». - P - 1^ 


が！ 讯か保 巧か附 八十 ホス ーー!: 

望； が、 かみ じぶ の 资窺 ぶ中聖 柄に 化する ものは、 かな K ぶに めて 茶规の 一か昧 のが 规が 化ぶ されて むる 
とはす 化が のがて である。 しかしながら 化の 化 解 中、 巧が じがて とがのな のは、 社な ド •ぶの 中に 等しく 所む 糾巧 
を站 制する 巧げ の 賊邱を 化て むる が、 小 •化と ホ ホ'^ はとの 所 かに 巾が を 泣いて わる。 これ じよれば’ がな K ぶと 
は k 化と ホ ホ'^ 巧との 化 ハ おに、 化が を 泣く おが 巧愧乃 ザは 「ホ vfv^ 巧の な^ 制 巧ん をち ましい とし、 ぶ ひは りじ 
がか かるが 巧 快げ への 巧歧 の 中に ある J とおへ る侦 巧の 訊 ひで ある。 

かかる 化が を かわて 化つた 八は ジ 3 ン •ス チ- ア—卜 .ミルであつた C そしてが 八 おは アルベルト •シ LV レの 
「がみ ド-ぶの 稍 尚」 によつて 故く 乂 ホの 中に お澗 したので ある。 

他の ホ はんやうな 可な り 制限され たかな じ 獲の 本. 巧に 關 する 化が にれ きたらず、 化な 卜 •ぶを ばかな 糾締 、巧に 
おが お捣 として 他 ハ ものから お 別す る やうな！ お 的な 巧げ のが 理 をぶ 求した， ん やうに してぶ めら れ たが 邱は次 
の やうに 夕巧 である。 

ア 1 シ 1 フレ 、「かな じぶ とは 公 術 A び 人な の东か 的ぶ 巧の 隣人 巧の 別によ つて 讲が にを 怖の 給 ホを ほす こと 
である。 

ルドルフ •シ- タムラー、 「かな じぶ 經 巧は 神 巧のに お 中され たが 制が 巧で ある。」 

エ I •ベルン シュタィンは がか ド-ぶを ば、 「楠 同な なのかみ 巧げ への 運 刺乂は 化の 化 態」 とする。 

ヵ ー •ヵウ ツキ— は 「かな ド-ぶと はおが ホ 巧の W ド-じぶ の 糾絳を とん」 とを ぶして むる。 

W 卜； のゾム バルトに よるが か K ぶに 關 する S つの々 が中ナ ホスは 何れの かか 卜- ぶの 中に お 郡-され るべ をで ホる 



化か じぶ をに. た絲 のな 心 構へ とする 化が が、 巧 二が 中に 巧理 されて むる か、 ナチ ス邮 巧の 人々 もが、 かかる 化 
化に ぶつて たるので ある。 化の がに つき ゼルテの：； ムム とこん によれば、】 九 云ニ ザ ヒット ラ I よ 次の やう こおべ 
た、 「一切の 巧に 阳 W 的な 化が は％ 倘 にがてが みので ある。 卽 ち’ 常に 巡んで 同胞の 中に なをに 触を し、 化の M 
胞 の齡祉 W 上に 尚い 现 恐を 知ら ホ、 巧々 の 傅 乂な闊 が 『ドイツ、 ドイツ、 なぺ ての 上に』 を ば、 化の ドイツ 阳 W 

と阳 出、 學と蝴 W に 基」 てがいを Q は贷 K な S S だとと ム風 S - 擎る資 をる さそ かみ ド •ぶぶ であ 


「巧 做 戦が」 のが 满巧 ラィ 借 ホ も 亦、 化の 洒 につき、 一九 一 こ 一; 年 九 巧 十り ドィツ 巧® 戰線總 みに めて か ゥこム つ 
てゐ る、 「ナチ スは 個人の 知を あ 〇 たけ 發がサ しめ、 しん も をれ はがら お M 肺の ほで あつて 化して 之に W する こ 
となから しめる ことにが 心した。 かくして 巧々 が 到 速した ると ころの もの こそ 巧の かみ じぶ である。」 

化か おぶ をけ て 巧 同 巧の 術 動と 同一 视 する 化が も ホ、 ナチ スの 化ぶ# 閒に化 化される。 例へ ば、 巧倘和 ゲヴべ 
ルスは 方ム 、「化の パトスは 究 おには ホ か的轉 巧た る解異 すべきな’ 卽ち W に戰時 中に 明らかに が ホし、 へ， やが 
巧と なつた 想、 巧营 すれば 巧 巧 巧の 法を 架 巧す る ものである。 それが 諸が のがみ にしたがって、：^ か：！； みとで 
も. 闊 K 巧问拖 とで も义巧 K ぶと でも、 仙と 巧んでも 弟ぶな い。」 

ライ 愧± 、「かみ K ぶとは 何 か。 义巧 K ぶに かならない。」 ヴィルヘルム •フ / ング I ル •「化な K ぶは ナチ ス にお 
つては 過去に あつで も 化 ホに あつても、 明らかに 蝴 W 巧 同 怖の、 义巧 じぶ ハ、 す •へての ものの 協阳 、が ' M 肺こ时 


が 一-巧 十 ♦ス^ 巧 思 巧ぶ 


’ ぶす ぃ.续 句,^^, 


を凉弈 常 . nS 




が 一部 化 稱巧巧 前の ナナス こ 六 

する み 個人の み 化 び 献身の、 巧 おで ある。」 ホ I フ yl •「社み ホぶ は 古くして 、かおらた にが 巧した 化ぶ W 
巧 巧同賠 である。」 

とこんで、 がか K 淀を ば 巧げ のが 邵 とする 第 S がに 旭す る 化が もが、 ナチ スの义 が 中に 巧々 巧 化される。 グレ 
ゴール •シ H ト ラッサ！ の 「中 化の み々 闽ぶ におび つけつつ 、協同 じぶ 的が な K ぶ」 をぶ いてむ る。 

かやぅ に ナチ ス巧腦 巧の 削に あつても、 「化# ホぶ」 八 巧が としてが へられる とこん の ものは お々 であり、 ソム 
バルトの 繁 がな お 分に がらんと する もが 化する のみであつて 餘り夕 くの 巧 化は ない。 だが、 巧々 か W 卜： に：^々 引 
W した ナチ ス巧 腦巧述 の夕 くの 昔 策から ナチ ス のと ふが か 中-ぶとは、. 嬰す るに を お K 苑め お狀 にかなら ず、 化の 
內 がは ドィツ 阴 W 全 怖の： 耐邮 の货现 である ことが 級み のられる。 かくて ナナスのを ふ：^ か 半： ぶとは 阴 ホ おとぶ 
をに 一を する ものの かくで ある。 
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巧 四 節 國反社 倚 ま義と マルク シズ ム 

さなに めて 述へ たかく、 ナチ スの がかた ぶは 個人 じ龜 のな 巧な 化 想から ホれ た 唯物論の 社を じぶ と 判が とがぶ 
する S ならで ぶつて かを 禁だ 器が 谷 じぶ Q 敵と し 5 力排 がする？ ある。 かを' の 7 ルクこ ズムに 
がする 化 削を 吟巧 する ことは、 ナナスの 化 おを 1 W 刚硝 ならしめ る 一助と もなら ぅ。 • 

シユ ヘン グラ I にょれば マルクスの おへ 方は 全が ィギリスので あつて、 マルクスの 阴 級々 雑は、 古 t の 梅 巧^ 
能に 巧き、 事. 货卜： S が 巧と し ミ 照と み 怖、 巧が 巧と 被 おが 巧 しん S ない ィギリス SW 巧 S おんら 捕き 川 
された ものである。 をれ かに 「化の おぶ をプ U シヤ 的闽ぶ 化が にも 巧て がめんと する ことは 俩お 巧で ある。 マル 
クスは I 1 切は お 人の S にと いふが 刖を 生ずる ところの、 クは 等しく を棉 、卽ち 明ぶ の おれ 巧た る 化 化に あ 
を 兵；； 化が 抗ホ こじ 


.常： ぶ 化 保 巧 巧 お の + 中ス ーー 八 

ると で ム闽ぶ 化 巧を、 イギリスの T: 巧れ 隸制 巧の 尊夕 から 區別 する ことが 出來 なかつ た。 卽ち 化は プ U シヤ ホぶ 
のがなる か 巧し ん把据 しなず、 化の 本な たる、 一階 おにの み 偏が せざる 化撼 、が刖 、巧 巧 M お' な 術 的が ぶたる 
社み K ぶを 哪解サ ずして、 それを イギリス めな 社み にめ けるな 做 ホ 階級の：：： 的と 巧 器たら しわ、 を < 六代イ ギリ 
スお邮 化 想に が はれて、 がが 巧と 被 巧 お ホ —— がかぶ とがが か 巧 —— の 化 巧と お 巧し、 如 ふるに 勝利 巧の 化物 分 
がの 利己 卜 •巧 的 方法を： 化 入した。—」 かくて マルクス にあつ ては 巧 做 巧は 非の 商 おの 昕巧 巧で あり、 か紫朵 はがの 
聯 人を として 刺な 仍侦を 巧る はに 巧 做 巧を 喉 迫し、 した かつてが 唯から 牌 級 脚で がま 卞 る。 化 おに マん クスが か 
を k ぶを U てな 附 巧のは のり か 巧 お 巧 おと 化かす 所 W が あろ。 

マルクスの 化の イギリス 的 化 想からは、 闽 ぶは 夕 へられない。 「化の 化ぶ にあつ ては 明ぶ はお へられない。 化 
は 画ぶな きか 會の摊 はを' g: に 描いて むる。 イギリスの 政治的な を 制 化に めける と间 じく、 化の 柿く かみは お 巧 生 
巧に めても、 巧に 二つの K 巧 的！ 一谋 化が あるの みで、 化の 薦 がの 上に 立つ ものかない。 かにが ホす る ものは 闽で 
のみであつて、 仲を 巧閱 をげ き、 お利かな なか、 卽ち 化の 二谋 派の 中の 一の 獨巧 しか おへられない 。巧な 巧な 一.. り 
は 巧 本ち お 的な 化’ 卽ち戚 旗が の獨 蔽をプ n レ タリ ヤ的 ちが、 卽 ちな 谋 がの それに 泣きけ へんと する。 マルクス 
はこれ は ホの 方 化を がらない ので ある。 

しかるに プ n シヤ的 化み 中 おの 闽朵 には、 わ、 る 巧 惡二萌 一 派の おぶ はなく、 をれ は闽 W を おで ある。」 
マルクスの 进巧も 亦 イギリス 的で をる。 

「マルク シズ ム はがの あらゆる お 則に がて、 それが 政治的 化 索から 出 巧せ ずして、 神 巧 的 化ぶ から 出た ものた 



る ことを 接がして ゐプ^ 巧 一にが の お巧徘 論は 倫现的 お 本が 巧の が 化で あるが、 …… 其のが 本规 ぶは 迫 法が とお 
へ わげ ならない。 社を ド-ぶと 巧 本 ド-ぶなる.-.. ぃ おは 此の 誤れる をれ の 萬 おとが される。 ブル ジ ，ア はお 魔で あつて. 
巧 銀巧樹 ホは 新ら しい 神ぶ の エンゼル である。 …… 

その おが マルクスは 巧 物の 化 祕を說 く。 巧 做、 がが な、 お时 拙の、 巧し い 巧 倘は木 ホで あ U 、 不 巧が， 料が 单貼 
であろ 鬥 己の 巧倘 によつ て 牛； 罕る 人の イギリス 的 競は、 巧构の 掠が のみを 巧と し、 航 おを 巧け きとは 本 
來の离 でな かつた ゲイ キン •力-本能の お 化で あろ 此の 化に イギリスでは 巧 脚 巧は むな である。 い」 かるに マ 
ルクスは 徹卵 お：^ 此の々 術の 神 带の息 巧を がお狎 •がしがない イギリス 化 想に が はれて むた。 

更に シュ ペン グ ラ— によれば マルクスの 化が に 丈 おを 奴へ たものは 化の ユグヤ 的み 能で ある。 

「マルクスは、 化自 みの ユダて！！ 题に關 する 著 苗の 中に 现 はれて ゐろ 化の ユダヤの 本能に がる 巧が たい。 
创化紀 の おめ にがけ る 巧 お 的 巧 揪の师 化、 円瞄 日を 巧 做に よつ て化蒂 する ことの 钱止 、これらの イギリスめ 话属 
に现 はれ わ 巧 約が 情 卸； にが はれて ゐ た。 それ かに々 做を おせざる 人に がする 化の 衍 おか ホれ たので ある。 フィヒ 
テの がみ ホ 発は が 等を をけ 巧と して、 ぶ 巧を をれ た、 人生の 巧を 巧と して お 化する が、 マルクスは それを ホむ の 
であん 。」 

如くて マルクス にあつ ては 巧倘 はぶ 巧ではなくて 「巧 お」 であり、 化の 进 想は 商で ぶな である。 巧が 脚 かは々 做 
巧と 商人と が、 巧な たる 巧 制で 投 巧を 巧つ てゐ るので ある。 「刷餘 巧 俯と 五 ふが 名な。 がの が 巧 i 、 沒 よ 巧 、 W 
だ お ホから が はれた 巧构 にかなら ない が」 かく 見れば マルクス にあつ ては 階が 利ピ ド-巧が がの がみが 刖で 、「マル 
巧 二 巧 ナナス 内ぶ おか 系 こ.：. 


が 一が 巧祐 巧が がの ナチ ス ーニ 0 
クシ ズム は々 脚 ホの 巧 本 中-おで ある。 何と なれば が胞 には マルクスは 化が のに マルサス や コブデン、 ぶに ダ ー ウ 
T ン にお 近して ゐ るから’ 巧萊は 常に ホが 務巧 であ 〇、 巧樂 にがて、 を龙 ぶは 化の 巧 お 『巧 惟』 を， 巧 W ホは 化 
の 巧 お 『が， 酌』 を々 がしを ムの である。 マルクスは 资 本の 所か橄 をがん が， 巧倘 巧の 個人め 利な にがす る械 利の 
みはぶ めんと する。 かかる 化が は 非 かみので あリ 、巧に イギリスの」 である。 

ホに シユ ペン グ ラ— の. 唯 物を 觀 批判を 怖がに 見やぅ。. 

マルクスは 巧巧朗 イギリスに 脚す る 师 式 的 (schem を sch} な、 しかも おめ てが はしい 规點 からのた 化かを をが 化 
に义ぽ さんと した。 卽ち マルクスは 化の おがめ 構 巧の、 を 「人训 かな」 へ 八を なけを K おし， 巧に これ こそが が 
たの 流れに がける 唯一の 本な のな ものと した。 

「お 巧 的狀態 (物现 的な ホに めける) をが W と 化 化し、 ホ お、 化が、 进巧 、が 術、 巧 巧を か W と 化かす ところの 
咱 物化视 は、 それが 巧 弟 おのな、 仰がを々 つた 都な 人の 化ぶ になが する がかに、 巧 化に めて は 叫ら かに 人を がぜ 
しめるべき 何物 かを をんで わろ 化の 化は お 巧 的ず 巧 かな 巧ち 化 WJ であるな ではなく して、 が 術 や ホ おかお 力 
に、 を监 に、 か 曲 的に なり、 今や 審货 卜： 、巧 化の 唯一の 別强く 巧度サ るを 现が篮 のがと なつた からで わる’。」 

化の 師へ I ゲルが プロ シヤ 人と して、 巧ん どゲ ー テ 的に 把 巧され た 錢歧の 巾 心に 蝴ぶ をのいた のにが して、 マ 
ルクスは 巧 械的グ I ウィン 的な 「進 ホ rtshlti こ 三」 (ドイツめ ならば Fort'schr ミと 片 はな けれげ ならない) の 中心 
に、 イギリス 人ら しく 「おが」 をのいた。 へ I ゲルに あつては 聞ぶ がが おの 例な 夕 であ 〇、 化を はが おであつて， 
化の：； H おには r 人 削れみ」 はない。 しかるに、 マルクスは 脚杂 なきが あを おへ、 がかを おが 的 利 巧 脚 化の 脚 ホと 化 



化した。 それ故に シュ ペン グラ ー にょれば、 唯 物 ぉ视は イギリスの 化觀 である。。 

ホいで シ 1 ペン グラ ー は マルクスの 唯 物か规 にあつ ては、 お來 のが もと 同じく 「ム 化から 中 化、 巾 がんら 近 化 
への 進 ホの なを 辿り」、 光 似に がて 地上の が间 にぶつ とこん の、 一つの イデ ォ W ギ ー にの して ゐ ると とつて ゐ る。 
「マルク シズ ムは 一つの イデ オ 《 ギ I である。 をの 請 明は 峭物論 巧が な 仰のみ を々 つた 巧に キリスト がから 供 ホ 
しわところの、 化のおをのお分に义川される。」しかるにシ-1 ぺ ングラーにあつてはホかは「^の」をむサず、 人叫 
は：：： のを 巧たない。 化# のがが は：；： 的で あ 〇 巧る には 餘り にお-: 村す ダる。 「しかしながらん W にが へられた 化の 
ホ か、 人 11 に述 命から 附られ た 化の 现巧 をな 内の 内 咨で滿 たし、 それに ょつて 〇ら 汾ら かで あり 巧る 如く ホ-巧 
し、 巧々 の 中の 何物 かを 化の おぶされつつ ある 现巧の 中 にがお サ しわる かく；；；： 斬す る こと、 これが 化 命な ので あ 
る。 巧々 は 『人 閒〇お J ではない。 それは 過去の イデ ォ "ギー におす る •化が ぶは おれむべき 一；， ぃ巧 である。 巧々 
は ある 時代の 人 11 であり、 ある 阁 W の、 ある 範 がの、 ある 哪 のん 問で ある。 この ことは 巧々 がが かにむ ホと 化さ 
とを 則 ハへ 巧る はの 化が な條 件で ある。 巧れ 巧は ちむ 巧なる：： ..りが によって さう でありの る。 化* が 化 2 1 をの 恥 化 
を ホす に從 つて、 巧々 のか 川は な々 がく 义ぶ 。プラトー は アテナ 人で あり、 ケー ザ" は：！ — マ 人で あ 〇、 ゲ—テ 
は ドイツ人で あつた。 彼等 かを く 巧 一に、 さう であつ たと 五ム ことか、 化 等の ものが 巧を 巧へ がるに おつた 


削 描で ある。」 化に シ 1 ペン グラ J にあつ ては、 人が とは 她み であ 〇、 巧 ホす る ものは、 化 じある 制約の： 卜 にわ 
ける を 型 的な もので なければ ならない。 化處 から 化は マルクスの 捕み 的な 人 帥が かの ななを おける ので ある。 そ 
してな 後に かう がんで ゐ る。 


ホ ニを ナナス のぶをが 系 




舌-:;; .■: 堪片 ザ托 で’'‘'， 


ク 


巧 一な か拍 巧け か 八十 ナス ニ三 
「化の が おんら 巧々 はク や、 ドイツ ホ か 八た だ 小に あつて、 マルク シズ ム とかな ド-ぶと を かぶせし める。 ゎジ计 
て 巧が されなん つた ゾ U シヤト .ぶたる 社な K ぶは、 なな 化 ハ ーつの 巧げ であ 〇、 マルクスは 父が である。 义賊は 
个 りくなる か、 现 なは 勝つ か、 化满 する 如の 何れ かで ある， 一と。 

化の 人™ がみを 抽み 的な 人が の 巧 おに 化が する ものと 化る マルク シズ ム からはが ぶの おみの 巧を しか ホ じ 
ない が、 がかす る ものは おに 一を 八 約が ハ 下にめ ける ホけ る 巧 巧と 化る ドイツ かみ K ぶからは、 巧 おせる 阳 W 的 
ぶの 川 心ぶ がちれ る。 ‘ 

レフ ょ ント n ヴ は- •ムム 、「岡 防れ み K ぶは 闽 WA び W 巧を 巧い がみ 的 巧歧化 態の 巧み 於 態と 化る。 闊巧 かみ K 
ぶに かつては 、聞ぶ A び W 巧は 『社み じぶ』 への 途のお ホで あ 〇、 悼が である。 …… これに W して ドイツが# じぶ 
にかつて は、 ドイツ 闊 W それ n おが、 神 論 A もげの トー も、 け 3 がに して W 巧の もので あリ 、ドイツが み じぶ にかつ 
ては、 阴 巧か现 おであり、 化の おを な資现 がが の々％ 力の 巧を をはす。 …… 化の 化に ドイツ かみ じぶ にかつて 
は、 的 W 又は W 巧は な がんら 〇 巧に 助 へられた 統一で あつて、 み 人が 巧の 巾で .n 川な ホ 巧を 巧みの るは の ホけ る 
か 巧 おで ある」 と。 

化 娘に マルク シズ ム と、 シ- ペン グラ ー のプ 。シャド-ぶと 同じ 內 をを 巧つ ナチ スの 調ム がな h ぶとは 巧 約のを 
が 立を はす。 

「阳 のがみ K ぶの が述 ホ 速の 化が は、 一 化して それが がぶ の 術 論の が 化であつて、 阁 W の h にが かする 心神の 
誤が と、 無限の 巧 化の 糾 桃と にある ことが^ かる。 …… ユダヤ 的な々 化 闽巧お 巧 巧 マルクスは、 化の 訊 ゆるがが 



の iyn レ タリ ヤ J 階級の 意識的 的な^ 苑 からか 巧し、 『巧附 巧 階級 j のを 的な 閒が にょる、 あらゆる 闽 巧の 机 巧を 
ななの H 的と する ものである。 み闊の 巧樹 巧の 带資 卜：の 連なが、 ホけ るが】 としてが かせざる ことは W らんで あ 
つて、 それは 常に 幻影で ある \1 

巧に がの 針 化は 贿 巧の 贈 級 脚 巧 巧 論の A に 一が 明確に 现 はれて &る 。ナナスが 階が 八が ぷ A ヴ隋が 脚が を 瞬に 
巧を する ことは、 ヒット ラ I の ホの：；’：： 策に 叫ら かで ある。 

「的 W かみ 中苑 的巧侧 化合は 階級 岡 巧の が關に 非ず して、 啊能代 炎の 巧腳 でれ る。 闽 W がみ K ぶ哟朵 には 何ら 
の 『照が』 はが 化せず して、 化る ものは ただ 政治的に はおを に 平 巧な 棚が とぶ 巧と をが する 闊 W のみで わる。 …… 
元 來巧例 化を が 『階 殺 岡 巧の J なのではなくて、 マルク シズ ム がそれ を 階が 阅 ホの 川 化 化した ので ある。 マル クシ 
ズムは 闽巧的 ユダヤ人 か 円 山に して 獨 ぶな K 巧闽 ぶの お 巧の が 礎を 化 巧し、 閑 W の 巧 H ぶを 刖 ホし、 . n 川な W 巧 
を お 闽み的 化が 金融 ユダヤ ド •ぶの ドに 隸也 甘し める はの お 巧の 巧 器を がつ たので ある。」 

ホいで シュ ペン グラ I と ヒット ラ ー とは マルク シズ ムの 「ホが みせ」 を 巧に ストライキの 脚 ホモ 段 八 中に ぶんん 
としてわる。 シ- ぺ ングラ ）にょれば闊杂み麻のホ搞をが忠サざる化をな巧お脚巧の化がは、 プ 》 シヤのドイツ 
的 人生 规 にぶ K 巧な もので わる。 「ストライキは マルク シズ ム のな もがか か 的を 巧 巧で れつて • …… 化の 脚 かで 巧 
の 削 化は、 闽ぶ としての 闽 W は 化かせず して、 ホる ものは 化に 巧 派の みだと いふ ことで わる。 枚な ななが 脚？' 化 
にプ B レ タリ ヤ巧 化の おがの 後に、 巧 銀を 一方のに か 化せん とする マルクスの 化が は イギリス 的で わる。 これに 
なして プ 。シヤ 的 化 おに あつては‘) がの々 W を述 じて 化の 巧 おのみぶ はお 巧-化 的 •がぶ 的であつて 、仰々 の邮ぶ 
が 一; を 十 ナスの 化な W ホ ー！： 一一 一 


巧 一巧 巧 « 巧が 前 ご ナス こ 一内 
階が のはでは なく、 杀闽 W の 利益の ほに、 をな の 經巧化 態に おじて 計 巧のに 化 左す るので ある， …… かくて をれ 
は非闊 ぶの なか 引 的な 個人的 ホむ としての ストラィキを 然止 する。 巧 銀の 化 おはか 巧ぶ 度び 巧 做 ホに 巧され ホし 
て、 一般が がかぶ にを 巧され る。」 

むの がに 闕ナる ヒット ラ— の 化が も 巧 じで ある。 「勿说 化の 閑 W 化み ぉぶ 的 明ぶ は、 か韦 ぶと 巧俩 巧との 加 化 
の 乂お閒 巧の 代りに、 拍 人に 化の 保 雄を 加 へれば をらない。 闽 W 經 巧の 巧 おと、 をれ に ボ恕を A だす 一の のが 巧 
やげ お 除去 のぶおは が 巧み 議 5 化找 である。 今：：： の 殺夕の 脚では み 分 牌が かぶと 中 か、 が 巧 誠な とに ょつて 調 《さ 
れる 。かくして 巧が W 迎に 於け るを ぶぶ と 巧 的 巧との 閒の關 では 無くな 〇、 これらの 刖逊 は一肢 にょ 〇 な 所’ 卽 
ち阁 W を 巧と 脚ぶ との 幸！！ のぶ 巧から が 化される。」 

巧に ナチ スに めける ぶる しい 巧 巧は、 がの 巧 族の 乃ボ W 巧 的 化 化 並に、 「闊ぶ 破 巧の 化 火が W 」 としてのを がか 
本が 化との ぶ おんら、 マルク シズ ム のかが に & ベる がで ある。 ヒット ラ ー に 化つ ては、 マルク シズ ム の 「光 お ハ 
りめ」 は 「一切の ホ ユダヤ 的閒 W 的ぶ の 桃 巧」 にある， シュト ラッサ ー が 「マルク シズ ム はが 蝴 W 5 闊 W じぶ の お 
巧獨 ぶに がする 凹陪 的か轴 ぶが の ほの 術幻關 ホで わむ」 とと ひ、 レフ. ーント n ヴが 「幽 なのか かじぶ は、 それ かぶ 
をに ィンタ I ナシ 3 ナルな もので あれ、 一 凹のに 止まる もので あれ、 がナ ろに V ：, 巧で あつて、 如何を る 巧な にも 
それは 闊 巧を 本 K ぶの 中棱 である」 と- •ム へる も、 巧し く 執を 一にす る。 

がら ば ナチ スに めて、 ユグヤ 人は 如何にして マルク シズ ムに關 聯サし わられる.^。 ヒ》 トラ ー は をん、 「化 (ユ 
グヤ 人) は 巧 做 巧に お 巧し、 化の 倍が を 推る はに、 化 ぷの巧 阳な述 命に かする おがの な问怕 やぶ W をがん。 化は 



巧 個人に、 よし それ か艰贪 卜：の もので あらう が、® 化 上の もので あらう が、 がの ホ 巧 卜：の 巧が をが なせし めんと 


巧 如す る。 化は あらゆる アリ アン 人の 中に 贴れ るかな' 小-ぶに がする がぶ を 眼な ましめ、 それを 巧みに 幸祕な lie に 


かする 衍 思に 轉じ 、かなめが 巧が 去のは の 脚 ホに 一巧の 化が 规の外 巧を 典へ る。 かくして 彼は マルクス 巧ぶ をが 


がかけ るので ある。 


化は マルク シズ ムが 一切の 化み-わ 巧の がぶ に 不可. 分な 〇 と おする ことにょ つて、 化の 化：： A を 計る。 …… 化の 
巧說は 理性と け篇 との おを 物であつて、 人刚 、しわが つて W 巧と がの 人 巧の のがとの 給が 的る をに ょつて、 人 W 
义 化を 巧の が 本 的な 礎を 破な する。 これ か マルクス 的が 化视の 巧の お 心で ある。 …… 人 閒と人 巧との 邮械と 巧に 


みあ 巧 まがの な 大畴稱 が 除かれる。 而 して 化の み數 巧とは 卽 ち、 ユダヤ人 のこと であ 7 ごと。 


W 卜： のかき マルク シズ ム とかみ ド-巧と のがぶ から、 シ- ペン グラ ー の 次^ かきが おか 生ずる。 卽ち 一九 一八が 


十一月の マルク シズ ムのザ 命 時代に 巧って、 「巧の 社な ちぶは 视械 でむ 巧の 巧 脚を おおして わた か」 •或 ひは 「職 


死して ゐ たか」 の 何れ かで あり、 「をれ は 一九 一 阳年八 巧に 巧が されて ぶち 卜 ：〇、 一九 一八が にがが りに 巧つ たと 


ころの がみ 书巧 である」 と。 


同 巧に ヒット ラー も カウ！ - L つて ゐる 


「-九 一 巧 年 八 巧の ドィツ 巧 做 巧を マルク シズ ムと 同一が 卞 るのは 相旌 である。 ドィツ 巧 卿 巧は 巧け よだ 化の 
か 遍な巧 おに 挪 つては ゐ なかった。 でなければ 化 等は 戰蝴 にを 加し なかった 巧で ある。 …… マルク シズ ムは 一九 
一 阿 年のと 巧 助、 それに 迷は されて わた ドイツ 巧 倘 ホが 巧 梢して、 時* 刹々 邮 聞のは にがを かって 化ち あかるの 


巧 二を ナナス S おがが ホ 


df vs?!—. . Jn1 






が 一が かが 巧が 化の ナチ ス . ご I 六 

を 化て 巧かざる をのを かつた。 瞬時に して マルク シズ ムの破 ホ 化な 明 W ほ瞒の 巧ぶ はかき がらされ たので あ, 5。」 
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巧 一節 ナチ スの 政治 綱領 


闽ぶ觀 


前說 にめ て 述べた 如く、 ナチ ス はがの 現な ち お 的な 巧から 抽 みめな 人刖壯 かを 認めず、 化つ 凹な じぶ を 化の 上 
に 立てられた 幻 炭と して おけつつ， 他 ホに めて ホけ る视ぜ としての W 巧の がが に 立てられた 阴 WK ぶを 岛則ナ る。 
かくて ナチ スに めて お 求せられ る阳 ぶは-公 ふまで もな く W 巧蝴 ぶで ある。 卽 ちそれ は 血に よつ てつな がれ’ 一が 
の ドイツ 闲 W を 巧 同の な 補 n 的に が 一 せんとす る 化 ゲルマン 视朵 でなければ ならない。 この ことは ナチ K の納 W 
巧 一條、 巧 叫が 乃ち 巧九條 におめ てながな が ホと なつて 现 はれて ゐる ところで あり、 难巧 K ぶの なおと して ぜつ 


た浪が 1 泌化 巧の 先人 フィヒテ、 ギ 3 ル レスの n がの 闊巧 巧を 論、 W 巧 中 •ぶ 巧 ナウマンの 中 歐が一 茜と 一を して 


ねる。 


巧 時に かかる W 巧 明ぶ のがぶ される ところに あつ： は、 化のを 陥 ド •ぶの 义 おから、 闊 ぶは なが 怖 人 K ぶめ 門 山 
ホ 藻 や マルク シズ ムに めける がごと き、 哥詰や 〇 山を 連な 强 によつ てが 子のに がげ れた俩 人の 巧なる 巧が ではな 


がご： を ナナスの か ホ •が 濟 « が 
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村を 护 た*! 
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巧！ 部め 满扼 前 S 十チス ー I て 

> 〇 

V ， 

フ！ 1ダーはとム —— 「现化 まがせ る 巧 おに よれば、 社 かは 仰 人の 集が であり、！： ぶは け 叫 h のな ホに がて 夕な 
柄 人の：：！： 一り 的に が ばれた 阳怖 である。 

それに よれば、 かみの 桃进 はわ も パな ぶ おに 等しい と- •ム はを ければ ならない。 卽ち 化の むな ぶ W にわつ ては 俩 
俩 のがの みか 惟一の 现 なであつて、 化の ぶ W 八 かがは 偶が の 所 ホで あり、 化の が 八れ みぶ 如何は ぶ W にかつて 触 
蝴 巧で あつて、 如何 じみく のがの 機械的 おかから 巧れ る もので あらぅ とも、 化が として それは パ 姐ぶ W •たるに 過 
ぎない。 

巧* の蝴 W かな じぶ の 社み 巧 = J ：： お 闽み巧 巧に よれば、 阳杂 はぶで ある。 …… 化の ぶは お 多の 倘 々的な 分 ハ W が 
の おかに 非ず して、 計 巧のに おなされた ものである。 …… か < て かめて 化浊 はかなぶ に， かおのに 权げ ぶてら 
れ 、一を の 計ぶ にがつて、 化 化から 形ぶ か 生じ、 無な 巧な 大衆は がな ぶに おなされた 令 做と なり、 み 部分は 巧に 
わな おな ホ 巧と なり、 化 おにが めて、 巧の 明ぶ が 牛： ずる。」 

同じく ヒット ラ I にあ つても、 蝴 ぶは 一つの 化 ホの 術 如、 同一の：-;. ぃ 巧の 下にが ける 門 山な 人 一§ ハな なでな < し 
て、 が 巧 的が 一としての W 巧を の ものが 闊ぶ である。 化に 「间 ぶの 口贴 なの 巧 かは 人 巧の 化が と 向- H」 とに ある。 
卽ち 化は 究树 のり 的を 幽 ぶに 化ず して W 巧に 化る。 「W 巧の 化が 视の化 巧に ぶつが 述 おの 第一の ぶ 巧は’ 的ぶ の 
本 巧と がが H 的に 鈍す る视 ぶに 統一的が ぶを 助へ る ことで ある。 

•而 してが のが 本 的战識 は、 闊 ぶは U 的に が ホして 乎は だとい ム ことで わる。 巧に 蝴杂 はより ない 人が 义化 がな 



の 削 接で あるが、 化の が w ではない。 がろ 化の が 州は 典ら 义化 削ぶ 乃に がむ 人 巧の がかに あ ；； ij 

「闽 ぶ鬥 做が 义 化を 一を のな さまで 觀め るので はなく、 それを 制約す るのは 闊 ぶの 中に なまれた 人 巧で ある。 
脚ぶ は：：： のにが する ホ 巧であって、 化の り 的は 捣神 的に も 巧 巧 的に も间 一巧 族に 诏 する 人 师 の 巧 同 尚が の 能 




持と 化 逝と にを る。 化の 維け そのものの 中に 巧 一にな 巧 的が がが を まれ、 がの 結 お、 化の 人 神の 巧つ 一切 のん か 


白山に 强が甘 しめられ るので ある。 化の 力の 一な々 はホづ 巧狀ん のが 巧に のぶた しめられ 、化の な々 か 粒 神の の 
卜：に 利 川され る。 しかもが のみ々 は掛 化に 他の 前捉 となる ので ある。 化 S U 的に 巧す ると こんなき 闊 ぶは 誤 まれ 
るが ホ 現み である。 …… 

化の 化に W 巧 脚ぶ の站莉 のりのは、 惊 ホな 人 11 の 巧と 巧 おとを 例 姐す る 父 化の な、 巧 巧の が 案の 靴 巧で ある。 
化に 巧々 アリ アン 人は 闊 ぶの 下に W 巧の 生ける 化 城を 愧 がし、 化の W 巧を 化が する のみならず、 化の が帅^ をが 
におが せしめる ことによ つて、 扯商 のり 川に が 速す る ことが 出來 る。 巧 ホな 脚ぶ と X 等な 蝴 ぶとの 部の の バ化も 
亦、 がの 闊八巧 時の な义 化の 水準 又は 閱 化 九の 强 おに 非ず して W 巧で あん。」 

「巧みな 凹ぶ と 化 化さるべき ものは、 化の 凹ぶ がそれ によつて 代ぶ された K 巧の ホ 巧 化 件に たが 甘る のみなら 
ず、 化の W 巧を 明ぶ のがが によつて 巧 勤せ しめ、 を 化み にがの 义 化の なぶを 说補サ しわる 凹ぶ である。 益し 凶ぶ 
の 巧 命は がらた な 力を 牛： み 川す ことで なくして、 旣が S んを發 がする ほの-:: 山な をを がく こと だからで ある。 そ 
れ 化に 如何に 义 化が 茵く ともをの W 巧が 純血に よつ て 統一され ざる 巧には’ かかる 凹ぶ は 策 等な 阳ぶ ととは なけ 
れげ ならない。 盖し かかる 闊ぶ はな# がが の义 化すら 維 巧し 巧ざる のみならず’ 化ける 阳乂 にが 一され た W 巧の 

巧-一: を + ナスの か 巧 ■お： が 一二 九 
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が 一が 政が 巧が 肪 の ナナス • こと 

文化 創进 別を も 破. 巧す るか 化で ある。」 

な 卜： のかく 阳 ぶを けて：； < 巧の 統一と 化かし、 且つが の 化かを W 巧の が 神 ホ 巧の 靴が 向卜： にあり とする ナチ スの 
立 おは、 脚ぶ を W て 單に闊 W の 共问生 巧を 化 略 ずるな 八 W 肺で あり’ したがつ て 化 2 巧 おを 俩 人の 〇 山な 巧 かに 
化庙サ ざる おがに 腿を せんとす る 個人た ぶ 的ぶ おと 常る しいが 旅を ほす。 

かくて ナチ K の W 巧蝴 ぶは 究お にめ て’ 义化 脚ぶ であるか、 この ことは 明ぶ とが 巧との 細 巧に 脚す るみの 一；. ぃ化 
にも 现 はれて わる。 . 

「な 術と H ぶと 八 池 ホに げム ドィツ 巧 化； S 繁 巧は n ら 、これら 化て か强 則な 脚 杂の前 描に めて^ み W 能で ある 
ことを おがせ しわた。 のみ をらず だかに、 凹ぶ のが 化， りお か： 丄ぶや 巧ぶ の浆 巧に 传 つもので わり、 超 巧 化 態 かお 
もがを な、 おも 〇 がな ぶが であると おへる# さへ ある。 しかし 凹ぶ は 本が 一 化の おがが 乃 おが ホの 巧 おと 俯關巧 
な ものである。 

阳ぶ はお 巧の 巧 巧を 巧のは め、 一を の 地 巧に めける お ホ 人の W 怖ではなくて、 肉 杭のに もが 神 的に もが 等な 人 
帅の盤 本と、 かの がか U のの 巧 速と をょり が あなら しめる はの 聞 脚が がで わる。 これ W かに 闽 ぶの り 的と なぶと 
はが かしを い。 同時にが 巧は 化の：：： 的 速戍に 化が なお 夕 ので 巧の 中の 一つに 過 ダない。 …… 巧 巧が 巧の 惭 かは 人 
巧 巧 同怖惦 巧の 巧 一の が 閑で をる。 それ かに 曲ぶ は W 巧 的 組 描であつて、 おがの 化 描では ない。 化の 乂な るかぶ 
か、 巧に々 扫の罰 ゆる 化 あぶに 巧が されて ゐ ない。 化の おお 化 等は お 巧を U て 凹ぶ のが 巧たら しわの ると なじて 
ゐ るが、 巧は 凶ぶ は 巧 巧 おがの なをに おく 巧 おの おがで ある。 しかしな からな 巧の 化が は俩 人の な 巧 心に 快つ ベ 


きものな るが 化に、 小人の H ゴ イズムで をく、 常に 英雄め ぶ 化に よらねば ならない。 …… 化に 蝴 ぶの 削ぶ と 抓 巧 


との 巧の 削 かは、 本質を 等しく する ザ 等な 巧 族と、 化の 把な 八な 巧 心との 卜： になつ が 问生巧 巧の がかで ある。 


.闊 ぶが なと 阴ぶ經 ホとの 巧 化が、 お 巧と 腳職 する ことか 何に みき かは' 一视 のの の 如か おわて がれを 巧な にし 


か 則 ゆる おがの お 巧と 一致し ない 巧 巧 かけ 心 も 叫が に 巧して わる。 しかも かかる 架た でさへ それは 旣に化 の 凶ぶ の 


なな か近附 きつつ ある 化で あつた ことは 數 をの 货例か 巧して わる。 J 


わくて ヒット ラ ー は ドイツ かが々 たる 蝴 ぶを 强 拐して むた 巧 化には、 が 巧 も お 巧した か、 し 山し 化^ お 巧は ド 


ッ闽 W の 唯一の 巧を ではなくて、 化の 中に 进 なが ホ はれれば 蝴ぶ はがび ながし、 やかて はがが も おへざる をけ 


ない とぶ つて わる。 がら ば 巧に 明ぶ を创 巧し、 抓 巧す るのは 何かと-- ム へげ、 な W 「々怖のは にす るな 巧ん」 で わ 


る。 「を： 細に がする 公な の « 化」 の 肤刖が 化 おで も K 张 される のであって、 闽 ぶは 個人のは にある のでは をく、 M 


人が 闊ぶ のはに がかす るので あろ 


な h 述べた ところが ナチ ス にがて 规 なされろ 倘乂 である。 


さて かくの かき 余 做 K ぶめ 立 巧に ぶつ W 巧 牌ぶ は 化が 的に 强術 K ぶに がび 附き 、巧に 向って は 旅 化な 俩んの W 
從 とがが、 かにの つては 關成ハ ほおを がぶ し、 延いては. が闊 K ぶの 倘 向から 巧れ る ことか 出來 ない。 だか、 これ 


について は 巧に 述べる。 


蝴結 巧ぶ 
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巧 一部め 做 巧 w 削の ホ ナス ニ ご I 

凹ぶ を W て附 人の 機械的が での おがと 化る M 人 じぶ 的 凹ぶ 规の 化り に、 视乂 をむ 巧 的を 怖と 化、 個人の 給が の 
ザ等を进めず、 化の化をが態の卜：にむ放ド-ぶをがさんとするナ，：. スは、 阳肪闊ぶにかて化のか治が巧邵がを怖化 
せんとす る。 

シょ パン も倘人 K ぶの 巧げ とを 備 じぶ 的 巧げ とのが なを 化の 如くが； んサ L もてむ る。 - 
個人 h ぶの 快げ の 巧な 

一、 が 中 的なる こと。 

a 、 脚东乃 おかみの み 構が：：： は 化 ひに M - なにして が 等で あるつ* ho 吕 C ち e 。 旨-一 ぶ uival き；— が嗦 のが 刖)。 

b 、 み 人は 究枯 にめ て 孤立ので ある。 

二、 した かつて 闊ぶ杉 態は 化が のにが 一ので あり、 化 おので ある。 益し み倘 人の ザ 省からは み 人が 化 お 的倘巧 
に 立つ 闊ぶ硝 力が ホず るからで ある。 

を 旅 K ぶの 秋げ のけな 

一、 みな 分の 厮个 のか 等に 化 ふるに、 扣 巧の すが 等を け •てす る こと。 

a 、 幽 ぶかみ のみ 桃 巧：：： の- 个 ザ 等。 

b 、 口 的 速が 主の 等が 俯。 

C 、 等の 値は 巧に 能 乃に かける 中等を なかする。 

二、 な 分の 巧陪 的ず 中等す n ち rJn 弓巧臺 を宮 W 蔓 . erschiedenl 星。 



一二、 化み のみ 部は 孤ぶ 的俩 人から 巧ぶ する ものに ホず して、 阳 照に よつて 桃 巧され る。 巧に 化 ハ 曲 怖の けなは 

搞神 的を 體の 一部た る こと。 化の が义 

a 、 み々 階が の 桃が。 

b 、 間 巧 制の 確立。 

C 、 み 部分の か 巧 賄 化。 

シユ パンは 化の 规 掛から 逃んで、 闽 ぶかな は 本來扣 '山に す-平等な 巧に よつて 幡 ぶされ るので あるか、： おに 如ん 
る 脚ぶ かなの 下に ある 闻 怖は ザ 等な ものに よつて 桃 巧され ると ド •娘し、 これを 「悄 怖の 内部の： か 皆 父は ホモ ゲ こ 
テ ー トの 巧则」 とホ附 けて ゐ る。 ホに 巧-^ に： か 等で あ 〇、 和 W にがな して 尚 做を 構ぶ する 巧は み敕 なる がれに' 
わの 巧 則から 史に 「谢 おのか 小け のな 则」 か ホず る。 邮 して これらの 知 做が 化の の 化に 應 じて 顺 次がな されて 一 
怖を ほす 時に、 巧で 的なら ざる か 機め な！： ぶが みが 構 巧され、 ピラミッド ホに 北 もの 俯 あると 巧に おも ル おの 瞒 
おせか 化の 巧 組を 祕 巧し、 け 北 も仍化 ルく、 化つ 夕救 巧の 辟 おせが 化の が おを 桃 巧す る。 化 八の 化の そが’ 卽ち巧 
の撤 力ぶ がな くして はかなは あ 〇 のない。 

• ホに 化の が 化に 例 化を 異にする？ S 聞 怖は 如何にして 構 巧され るん にかいて シ 1 パンは ホ S 如くぶ いてむ る， 

W 化に W おる み W 旅が 乂 々化の なけを A へて、 を 防の 牠巧 分户 になる 八で あるか、 化 八み 子を はす ものは みみ 
悦級 (塞 n 量で ある。 をれ かに 化の み 分 辟 級は ホの 巧な を A へれば ならない。 

一、 を檐 のぶ 現わる こと。 

巧 ir た + ナスの 化 巧 •お W がが 一! 1:! 一一 


巧 一が め W 化が お S ナナス 1-1: 阳 

二、 しかし それは を 怖の おを なぶ 视 にがず して、 を 做の 巧な なぶ 巧た る こと。 

一二、 二の おおとして 他の み々 階級と 本 巧の 扣違 をを むこと。 

これらの が攒 のな 梢と しての み々 陪 級が 化 治のに は视 ぶを 化 化する。 をれ 化に 蝴 ぶは これらみ 部分の 觀 ためが 
一照であつて、 化の おがの 卜：に ホ 巧のを 化热 がの かれる ので ある。 がて 組热 なる ものの 明 門な 巧な は、 これらの 
化據 内部 A びが 紋 wuii の 支が 脚が なる がかに、 一つの. かみ 牌 級の む ホの.： 乂 接は 蝴ぶ 内部に 於て 一ぶ の 丈が のぶ 
巧を 抓が する。 

さて 此のみ々 牌が がが がに 辟 神のに、 化の のな 腳 巧に よつてが 制され、 に そのの 化に 應じ てが 別され て、 
柄 化の ピラミッドを 幡巧卞 る 時に、 み々 階が のり. I 笠の 化 ホ お 態、 卽ち扯 巧 八 凹ぶ お 態が 桃が される。 「お 巧の 凶 
ぶ お 態は な 萬の# を まが ホと する 凹ぶ お 態で ある。」 

さて この ことかか 何に して 可能で あり、 如何にして 貪现 される かの 即 趣が おる。 シュバ ン によれげ に不ザ 
等で あり、 乱つ か ホ 府ナる 部分を を肪 にが 一す る ことかな 离 のが 城の 閒题 である。 而 して 此 おにれ はれる もの 
は、 化の 甜 ゆるまが 巧 階のを 训 、おしく はすが な；；；： の训お 性の 化 則で ある。 卽ち おなる 巧 か 巧 お 一切を まがす る 
ものでは なく、 巧义は それに 近い ものを まがす るので あつて、 りが 菩 なる ものは 巧なる ものを、 巧なる ものは 次 化 
の 萬なる ものを ま W する ことによ つて、 顺次 「丈が はがの けな 卜-巧 階のに 卜： から 下に あん」 ので ある。 

それ 化に 「な 巧の 凹ぶ お 態は、 がぶ のに 化れ げ、 W 怖を 巧 階め に桃戍 された る闊 ぶが 腊 、卽 ろか* の 部ん をぶ 
巧に がける 『み 分 辟が 的』 に械 巧され た、 みみ 巧揉闽 みで ある。 …… み々 憐械 凶ぶ が々 怖 h 巧の がみ 规 のな もぶ 


をな 化る 的 お 現で あむ。」 

W 上 かシュ パンの み 分 階が 凹ぶ に腳 ずるが 本视 をで あるが、 これは 明らかに 浪が じぶ 化 想の 化 巧であつて、 闊 
W ホ 巧の がしい ホを 中が おのみ々 階級の 中に 化 出さん とする ものである C 卽ち M 人 じぶ 化が のが 端な 丈が による 
现 化の がみ 的 化が 的 ぉが 的 W なりを、 を々 に 倫 郡-的が 索の 嘘ら れ たみ 分の 速 巧 じよつて が 間 せんとす る もので あ 
る 15 同^に これは 近 かにが ける おぶな ム 潮の 一つで も ある。 卽ち イタ リャ にがては 巧に、 化の み 分 階み 进 ぶの 
化が はがの がた 峭 ぶの おおに めて 巧现 され、 ドイツに めても み々 階が み 議の貼 ホは y くも、 ビスマルク によつて 
巧 速され たがが 謀な 役び ヮイ マ I ルぶな 巧 I 六 五 化に 化ける ホ 凹 お 巧みぶ にめ て 化 出される ので ある。 

しかしながら 化の み々 階級 凹ぶ のがぶ は、 ハンス • 0 イプ ヶ も-- ム へる 如く、 それは 中化紀 化の 化のを こぶ W サ 
ん とする ものでは ない。 中 世紀 人は 例へ ば、 巧 巧 階級 ( P ' Q ミ 0 ミ S ミ ご、 賊 ぃ 階が (巧 j ミミ ロミ ご、 ポ W 牌が S ミ 巧 「_ 
S ? 弓 一} 巧の 如く、 巧 巧 ホ 巧の 强制的 杉 態の 中に ホれ、 が 牛； それは み々 として 閒 ぶして むた が、 巧 化 にがては 身み 
階級は お ザみ々 を 離れて、 がが のがぶ が お； g て强く 加は つたこと をむな とし、 り—」 のな ぶと 化の 巧 巧と に敝 じて 
鬥 山に 巧 巧され たみみ 階が に 加は るので ある。 

それ 化に 近代的 觀 なに かては、 み々 牌 級 凹ぶ 制 化は、 r 怖には 令 怖 K ぶ的义 おから おへられ たけ 叫 巧み 巧 八ぶ が 
を 可能なら しめる 化 あお 態た ると 问 巧に、 他が にめ ては、 化の 制 化 ハ 中に おがと 化 治との 酬か をぶ める ことによ 
つて、 從 がの 政を 經巧化 城の 化 化を 始 が-甘ん とする ものである。 こ ハ ことは シュバ ンの乂 のな 废 にも 现恥さ L 
る。 - 

を I: 巧 + ナス S ぞお濟 がが 二； で 


ホ ー体め 怖 巧 s 的の ナナス ニ ー:- パ 

「巧 化 にがては みか 階級 的が 化に ぶつかな のが 快げ のけ 5 もが 人な 刖迎 は、 が. がの •か々 牌 級の 糾 辟で ホる。 これ 
に w し： 十：： 化 や 中 化 おにめ： は、 化 ホ 的み々 牌が の 姐が が 中心 削 曲で あつた。 々り 純が 巧の み々 牌が が ホ：^ され 
る所けは、 經ホ的削独がなも^5^がであり、 化つがかの巧峽の卜.かに，もさぅであるはではなく、 帖人ド.ぶのかわに 
がて、 生 巧 S 化 化な M 巧を 占わる 化 S がが か她 巧げ 八 中に & 的*‘」 れ てむ るか 化で ある」 と。 

をれ 化に 化 おには 化づ 、み々 阶が 凶ぶ の おが 侧の规 おから 巡 まわげ ならない。 W 丫シ I パンの 所ぶ に W かぅ。 
シユ パンは がの 削 おとして み々 階級の が 本の 巧な を おげ てむ る。 卽ち 

1、 み々 階級は 化の がが 的むな として、 一巧の がた のけ 巧を をれ n 阮の 中に なんで & る。 

2、 み々 牌が は 內部的 〇 化 術を：；： する。 

3、 み々 階級に かたれた 明ぶ は、 他の：？ 帷阶八 かく、 がに をく 5：；： 機 怖から 巧ろ。 

4、 俩人 かみ々 み々 略が に 所’ みする ことは、 化が のに 锭 がを 排除す る。 

5、 み々 牌が 的が みは お 神ので ある。 

«、 み々 階が 蝴ぶ にがけ るむ 川と か 尊とは、 巾 巧 巧 削の 門 山と. 中尊で ある。 

7、 み々 階が はお 巾 化を を 脚す るに ホず L て々 化 化に 制約を 加へ む。 . • 

A にシ- パンは み 分 階級の W ホ 脚 巧に 論 A して わる。 彼に ょればが 米 ハみ々 的が は 化 S 本れ k 職お糾 たでな け 
れ ばなら ない。 叫 S 峭 ぶが たのが ホ腳 がは 次の やぅに おへられる。 み々 悄 級は 人 たなろ おかなる がかに、 化 
おには 給が にぶ々 な ザ 等は なく、 したがつて 巧 巧 的 W ホは わりがない。 しか L ながら 化，；： W 件 制 の A ぶは， か 分悅 



がめ 速 巧に ながせる 巧^ 的 制 化を なける ことを も ける も S ではない。 卽 もみ々 辟排 にがては ' w ホい が狎は M 
人に を 巧され るが、 それは みか 悦 お、％ がには 凶ぶ によつ て 制 吸され る 八で ホつて、 つま 〇 がぶ のには 化" M ホ 
制は あるか、 それは な々 の 令 怖-身々 牌が) によつて ぶが される。 

巧-は 喊裝 のみ々 瞄が言 rufssnd 么 のが 城 如何 八叫閒 であろ 化い-: ム ふところに よれば、 化來 の. か々 牌が の お 
巧 制 化は が 米の おが 組が を、 かして 人は の、 强 制のに がらた たが 態に が へんと する もいで はなく、 I たかつて】 
おを ぶの 阳 4： 化の かきを K おしない。 巧货 にがても わ 巧な W 化 的、 乂 は. 小が の 巧 山 等に よる ものの かは が； の k 
が 巧、 蝴^ 化八倘 向は ぶんら れず 、がろ 化かの かおが 態を 化 八 化に 化が I て’ それを 俯 北 せんとす るが 内が ある。 
卽ち 「一方には 巧倘 がか、 他ぶ には カルテル A び カルテ" が 似 八を お聯 たが あり、 化 八. 如 ホ かが々 附夕 約に よつ 
てが ばれる ので あるか、 こむ こそ 凹 W おが k 化來 八み々 附 がの 巧述 のがが たる もいで わる。」 

化の 抑 向は 乂か 巧の みならず、 中小 化 化に がても 一 おにぶ わられる 站み であ 〇、 それ か ホ 化 化に がける み々 巧 
がの がかの 义 化を 技す も S であると L て、 が にんの 所ぶ を かむ L て& る。 

ん のが 巧 W 巧 約は.- ム ふまで もな く、 巧 断が な 乂は巧 W 巧と、 かぶぶ がた 乂 はか 化ぶ と S 刖の U が’ 巧 W 化け ホ；^ 
に腳 する がので ある。 化の 旣が のがが 做 お 約がん の おが 巧が 热の k に 如何なる 關 がか あるん。 「化 八 か 附脚巧 S 
巧 同の、 みお 的が 制から、 カルテ" とな 做が たとの 巧に 如悅 的た おなが がらむ る。 化の がた により てがたる 巧 似 
巧げ か •レ， 令 肺 的 職で 巧げ か 化が、 策 仙 にがてな 似糾 たと カルテ" と 八 相：：：^觀^ からが‘ 的が たか ホれ る 。 J 

1, かくして 化 巧 おち 約は それ.；：： おに わて、々 げから 峭化 巧げ を 中： み 出す と M 巧に、； 一つ ハち 肪 、卽ち 巧 W 
♦..'が； 二か夕 かが 綱 W ご一; 屯 


巧一な 化怖巧5^がごチス こ -A 
巧と 化ぶ みとを 一つの 職で がな、 卽 ちけ' のがた に W 紛ナる M 内を 巧つて わる。 かにが 巧 脚 巧 約は W 心 かに， 巧 脚 
化な と 力 A テルと を 化の：；： 巧の 恤 巧々' ぃとする が 一 的々 ななを 桃 化する 八を A へて むる。 巧 脚が たと 力" テルと 
はがな (喊ぶ W 怖) の.；； 巧の 下級み 户を幡 化する。」 

わの 化た の 桃が によつて 巧附お 化は け 巧され、 巧 做 かぶは 巧々 がかされ るが、々 巧 八が K はなは ぶ 令には 化か 
れ ない。 化 旭に 他の 糾 たの 化れ る 動 巧が ある。 卽ち總 々附 がた によつて が ばれた が 絲 のが 巧を 交け て、 巧 例が た 
巧び ヵルテル.：： 怖 八 中に， が じがた の 聞 怖がが 化される， これを かぉぶ 帥に つい 一一 化れば’ がむ 麟人糾 た、。 川 
化た、 が 巧 W た、 販か 組た、 ホ ホが かぷ 八が ぶに よつて’ 經 が 巧； S ： ハ 巧 おと' がた W が S 化 W の ド i を 所 逝し、 
巧说 がかの 巧 別を 巧が ナ る。 

巧价巧 削に れつて は、 巧 M の. 卜も巧 做、 化 問 化 巧 W 化、# 門が な 帅化八 削た のが 神 •'が' 巧 排 た、 齡 IU がな’ 训 
か 組な、 常* 八 如きが たを がわ、 化 八 旭が 帅巧 をして か仪 のに 巧が が 化 八 利 おにみ ぶせ しわる 译八糾 たを もがが 
する。 

け k 八 如く 桃 巧され たがた は 化 巧のに 一な 八阴 ぶめ 巧 能を 巧 ふ。 

巧 一 じかん ど 總て八 かぉ 卜 •八が ではみ々 悦お 内が にがてが かさむ、 排 た八说 ぶ、 化げ 嘴の 巧が、 こんは ば M 
法的 化 巧を；：： ふ。 ’ 

巧： に 凹ぶ 5 ;：；： む A びか W じ蝴 しては ド 被み 分 情が かが 門な ぶを 糾捣 I ’ ルむ をが 中中 化 化かい がが に 也す る 
ものけ 冲八 W 化 ザ W おを 化される 。句ぶ これら ハむ 化が 巧は お 本のには が 幻た 巾 か、 化の 八 席 W とじ 佩と ハ ドに 拍 



かれ、 み々 牌が n 怖は か-. て 幽乂内 八一蝴 'ぶを 化ぶ する も s ではたい。 化い 他に もがが、 化が；； i 巧い 如きは がて 
A 分 階が にめ てが がさる ぺき叫 W である。 • 

かかる み々 牌が 的 制 化の ドに 化て は、 巧 倘巧阶 がは お U 卜祁 サろ附 がに かず L て、^ 巧のに た 怖 S 】 がを 化 诚 
ナ るか かじ、 巧 かの が K はぶし くが かされる。 卽ち 巧倘 ぶは みがの 糾 なを 地 じて 令 お 巧に 關脚 I 、 =： つかた ぶい 
地 化に 卜：る 巧な まで 脚 へられる ハで ある。 殊に 小 か 巧に わつ ては、 削に 述べた おけ 鹏 IUW かい 如ず 喊お 紐た のが 
がに ょりて 企 化ぶ の 化 化に k る ことかが おで ある。 t もた 八 止 化に めて はが 門 的か进 Q 化が 巧い' 卽川 か..： 比 わの 阳 
谢 である。 勿論 これらの か 化に あつても か 化ぶ はかが として 巧 海 ホと I て 八 地 化を 义 ，•一 ことな <' 化い W ホい が 
む、 W が 巧は 哉ん られ るが、 他が にがて 公 化の 利 おを がぶ すろ み々 附級制 化の 本が^ がぶ 如ら、 ぉ I い 加 W が 加 
へに， むる。 

次に み々 階が の 凹ぶ にがす る 測 巧を 化る に、 凹ぶ の 木來的 化が としてが さかる とこ， C は' け 八-む もの 义 化の M 
巧の みであつて 、がが 的 巧が はかん ど々 がみみ々 牌が の 內 なに 於て、 飽くまで も ぶ A 刖 S . 卜 巧」 S 柏刖 にょ 
つて される。 

これに だして 中央 化 椒は义 がかに 非ず して、 W 巧 巧の 义 がする ところで わ 〇、 したがつて みか 防が 的ぶ には W 
:: ぃかりの なをに めける 化媒 はが かせず、 がかす る ものは 每らが 門の 悄肪 のみで ある。 何と なれげ 利ぶ のか："： は、 
なかみ か 階級 内部で 解かされ るか 化で ある。 

お 巧に み々 階が 脚ぶ にあつ ては、 おがの おみ 巧は M けにむ ぶの 巧鸣 & であつて、 みみ々 悦 が' ドが^ 紐た 崎な 

か =_ や ナナ： 故 やわ 濟 網 紀 二： 九 


巧 一な れ祐 巧が 的み 十 ナス I 3 .J 

等の 代ぶ 巧は 紐て’ 他の み々 階級々 び蝴 ぶに がして、 所 お g 旅の 化 治の 利 い扣を も 化ぶ する。 

しかしながら 化 ホに かて 化 もの 身み 階級の 做 版は、 んの經 W のみ々 牌 級に よつても しも 加 腿され る ものでは な 
く、 ただながから 蝴 ぶの 化 巧の 範问 が帅限 3 れ るに 過ぎない 。かくてむ ホ 的 巧ぶ はな；； ぃ、 乂来 のな だ、 たお’ >义 
がに よる ことなく、 巧に 糾 おされた 閑 怖に よつ て術诚 あるが けの か 謀を け. て ホぶ される がかに、.,^ じ ド-巧の ぶみ 
ホ 化に がける か 如く テマ コギ ー やお 則を ザ ナる餘 地が な',、 なるとが' に' クーつ のが おは' ぉ 巧 か 巧な な’ 婚 
化 巧な 乂裝の 巧 巧に よる ことたく’ み 聞 巧の。 化 ある 巧み 巧に よつ て 迸 ばれる ことで ある。 

化み 的み々 悄 がに ついては、 シ- .ハンは おめ て怖昭 にし か 論 A してむな い。 

楚巧 一 8 なは 阳ぶ望 S たなみ が努 のみみ 明が になを る 真に、 化 S 數か楚 ルい ことで ホる。 み 
み 階級 闽采 にあつて はが 巧の お 海 巧が 问 巧に 化 ホの 抗海 巧で も あ 〇、 がな、 化い ド級悄 怖、 がの 化の み々 巧が， り 
W 怖の 巧 巧 ホは がて’ 化 部に がして がの 化が のが おを も 代ぶ する。 かくして wk じぶ のが 巧は げんれ る。 シ-パ 

ン は-- ム ふ、 「 n - E 巧 ド-じぶ 的 渡 掌 •清 强援餘 地 か 無くな。/ 、ぉ；^ でに、 かるべき を ゎる 一切の 巧 
に姐晓 せる 靠的袋 か 巧" > る とこんで 巧：. 巧" 器 やが が ハジな 人は. 贫られ ない のみなら 卡 、巧め 
巧 巧に ついては、 あらゆる 蝴巧 巧が 械ぶ ある 連なを 幡 がし. 門 おを W て； U はれる ので ある。 かくして 巾 化.： a かギ 
リシ？。— マに た、 スパルタが ァ テン じたて、 虚ん にかみ 的 姑が のみな かつた ミか^ かん。」 

化の 化の なは 掌る にが 巧 身分 階級の 阳 ぶに がする 脚 巧に をる 所ぶ S 化に 過ぎを い。 

W 卜- がシ- パン ハみ々 巧被闷 ぶに 側す るが- h で ゎろ。 かくの かく シ t . ハンに 巧ぶ されて むる A 々階械 i ’ 巧な 


にがては 中が 紀 のな みかの がよ をみ ひ’ ぶ 似に がて それは お 巧の 述巧 にょる 職能 的が たで あ o •化 s み々 牌が 明 
ぶは がする に ィタ リャ にめ てな 现 されて むる 削た 闡 ぶに ホなら ない。 - 

さて シ‘ パンの 化 八み み 牌， 被 四ぶ 化が か ナチ ス にょつて どの 削まで 巧が されて わる かの 叫 巧に 判が した。 

シ 1 パンに ょれば' み々 隙級蝴 .次に あつては 化 ホ お 巧 一切が々 化のに が 制される ことかか 巧であつた。 しかる 
に ナチ ス にあつ ては' がの 强楠 ちぶから 、削がに 述べた 如く、 闲 ぶは 义 •儿 ので あつて はならない。 一切は 中 か、 む 
橄 のか々 にぶかねば ならない。 巧 論 網糾巧 二十 丘 化は、 み ランドに 例な された 政治的み か瞄 級な ぶと が 巧め み々 
階が か媒 とに、 一を 脱 的 内 S 巧 化が をを 化すべき ことを が定 してむ るが、 がの 範拘 はおめ て 狭く’ ちとして おか 
的閒 題、 巧に 巧 か §§ の朋 巧の 如きず 巧に 限られて お 〇、 加 ふろ じか 謀 滞が なく、 巧 刖愧關 たるに 北 まる。 ヒ "卜 
ラ ー は.- ムム、 「W 巧闽 ぶは： 3 かから 化の 代ぶ 闻 麻を 化 あのみ々 牌 級な ぶと 職能め み々 代ぶ かぶとに 分ち’ 化の ■脚 
巧の 倫 力を お效 ならしめ る 巧に 化の k に 早 越せる ぶ老院 をのく。 

化の 贿 なぶ A び 元ぶ おは 貿巧巧 細で あるが 化ぶ 巧腳 ではない。 みぶ：： はな.- ..ぃ 滞を" する も かぶ 端は 扣 へられな 

ぃ 化。」 

これから 揽 すけは、 化の 卜： が巧腳 たる 中 か、 お 巧ぶ かも 巧が とを がさねば ならない。 巧ぶ これらの 巧關 はお 削に 
規ぶサ る 邮 く、 今日の 地ぶ 说 な’ ラィヒぶ かに 化る •へき 一な ハ 巧 能を を 化される と 巧に、 化が には 地が 代ぶ のか 
點か聰 能 化ぶ にょつて 補ん ことか 可能で あらぅ が、 ながの 化を 楠は が 化されて むる。 

举ろ ナチ ス におつ ては、 みみ 階が 阴ぶ制 巧の 機能は 峭能 のみ 分 階級 かぶので を 姐 じて、 巧 巧の がぶ を投か 甘ん 
巧 II 妄 ナナスの か 夕が濟 細が 一阳一 


が 一部 化が 巧 w 前 S ナチ K 一 こ 
とずる ことと」 が 巧 Q が 制を は，^ とする！^ にある 文 g やぅで ある。 ヒ "トラ— はか A ム つてむ る。 「が* 
み 进は阳 W がが の 裹 ち S を g 掌る がで 缺 化の 除ム とに がする ぶ 巧を 望ら れ る。 今 U お 巧が の 人々 に 
よつ て厂 はれつつ ある 岡寸 はみ々 瞄 級な 说. < J 中 か、 經巧ぷ みとに よつ てが を」 れろ くして か 巧ぶ と パみ ホと 
はを 巧議 でを ひ、 •巽 g おが 的 地 化を がふ ことなく' をら の刖 猫は、 が パトに を 哨 をのと 凹ぶ と > 
搞 がをおた 化 巧と する 巧腳 によつ てが かされん」 と。 

己 がをお 態 

で中-葬、 〇山ド受 苗動と」ておつた十； は、 闽器が襄艇にが了も、 バド-卜.落がしてお卜.を、 

なみ 制が にがして 巧 等 巧の 化 巧を がぶ せしめる。 

ラ •よれば 蝴んグ 俄 诚は議 かにが ける贺 I にぶおを のくべき ではなく、 ほか ホの ぶら ャミ いはに 巧 
する 一 股 S がに ぶた ばなら ない。： 史に S ド 磁は驚 SKf . たで ホに 一が S 怯视ミ ー巧に がする 不 
勒 のが 借 S — でを ろが を 制 達 化」 て勞 K よる S によ ミ ま K 錯 される 文では なく、 贺 S お 
を？、 化 進しつつ おる ミ蹟 によつ て 2 S され ミで をろ しを に W ド-ドぶ S 卜： に.-"- つぶ か 望よ 

雙の基 萬を I ; 舊な ぉ数？？ 墓 K 塞」、 は 防には だ 挡義の 利 おを 化ぶ」 ない。 ぶな 匙 八 

下に あつて は 「か时 はが 資 上議な S なを 婪れば 一 なぞて 學 'したがつ て i 的裘 俄は おに 化のに 化 
ずして、 なみに が 掌る か 化に、 § は 拐に おしてを 似の 達を 化らない。 そた 巧に た较 のむ ぶの なむ t 


に 過 ダな L 化に がの お 火の 巧 巧は 义牧 のむ おにを をし 巧る か、 〇ら， VV 瑕を 诞 ナ るん にある。 そ L に 巧 功 

すれば なほ 巧 巧は 乱 ゆる 統治を む ふこと； 米る し、 それに々 敗 すれば： 乂なサ わ ばなら ない。 化の む 化の なを 
の 如きは 化始 では 何ら 即題に ならない。 かくて 一切の 巧 巧は 脚 避され 7 寺」 

これは 化か 側の 狄齡 であるが、 謀 か 側に めて は 次の かきが 巧を がれる ことか 川來 ない。 

「職萊 やモ膊 によつて 巧 ばれた ！： W 代ぶ 巧の 巧な 關 巧は、 み 裂の な、 化々 にして お 托て阳 靴な がが， をが す。 何 
となれば これらの 阳 K の进 なは、 がの 知識、 道な にがても 巧た だとは 一- ムひ潍 いからで ある。 ザ 化た 进 お-たの 巧が ル 

からを をの 巧みな 篡 ぶの 结 はけ 去れない。 一が を 她进 まを 本を ホみ 出さん 丰 S 程、 おんな 夕 、は あ 
るまい。 巧-に 闊 W の 中に 巧の かを {ホ か夕敕 、同 巧に 现 はれる おな は 似め て がれで あり、 巧 二に 乂浆 よよぶ 人 
ホに をして 本能が が惡を 巧け るからで ある。 巧 おによ つて 招 火な 人格 か逛 ばれる 前に、 乂 ホは 巧に がの 途を おつ 

てゐ るので ある。 しかも これらの 凹 W 代ぶ は 化の 分を おえて、 闊 W のぶが 刖迎 をぶ し、 かおを 糾 巧し、 化つ 

化の 化府 の.：： 股の ホが ホ 巧に •卜 化し、 かくて 巧資 h のか 巧資パ 巧と なる。 よし これらの 蝴 W 化ぶ か 巧 ホな 人 

物の みから 巧り： 心つ としても、 おの 村な を おべき が-のが 如何にを く、 細 何に 贿 化な 脱 脚に 吐る も 八で あるかを 化 
へば、 な 部 的な 知識と お媒 しかない 人* の榮 a のな. 找愧 によつ て、 常 格の 梁 叩を ぶが される む おか、 か 何に 不可 

巧な ものである 如が わかる。 加 ふるに が述 さるべき 閒碰 は、 阳 W ホ 巧の 一が のがが になる が、 邮八 制を かす 

埼 であつても、 化の 刖涵 を化剌 し、 化 左す る 化 雄卜 •は イ斷 に々 がす るか 化に、 化に がけ 的か識 をげ いた 巧に よつ 
て 化を される ことにた る。 …… 如かる 说 なの 凹 W 代ぶ かぶ 化ぜを 化いて わるん い 如く 尤 へろ ことは 不巧 である。 

が ir 巧 ナチ KS 化 巧 • 巧 rtw が IMS 


巧 I 部 か 欣巧か 前の 十中ス 1 ww 

蓝 しぶ 巧を 行 ひける 巧は 獨り 個人の みであつて、 ぶな の饒 p = ぶ八悄 肺では ないから である。」 

化诞 にめ て か ナチ' スは K ぶか じぶ のが 色を が 明に する 八で あるか、 をれ にも拘らず、 巧 じ 巧 巧な ぶか 關巧 をい 
ひつつ をる 巧な はみ 的では な いんとの が 川に がして、 ナ乎ス はかく 巧へ る。 「此 八述 動が ぶな 制 化に が 加しつつ 
ある 事 資さへ も、 化の 制 健に なまれる 人が お 火の 明が 化 W を ぶん、 化の 制 化を 桃-がし、 除 ムナる ことに 化の 巧 か 
の 惟一の なぶを 苗く がか. である。」 

次いで ナチ ス は、 化 嘴 八を 如 サる闽 W がか^ 巧述 刺が 一つの 化が 视で あつて、 化跑述 料に ホざる ことを ホが し 
つつ、 なみ 制 巧の 化が としての 化 煤の がかを もが 巧す る。 卽ち 「化踞 はぶ 楠け を^ず るが、 化が 视 はさ ゥ ではな 
い。 かおは 巧が 化 八 W おおのが 化を 巧ぶ する か、 化が 规 はがの 紀 がけを 韦 おする」 とぶ ひ、 巧闲 なが 神 如を 化 < 
化谋 のが ホを 巧を して ゐ る。 

シュ ペン グラ I と 巧に、 ナチ ス にかつ ては 凯 ゆる W ぶ韦 ぶは ぶが 巧な 化かで をつて、 お W 「マルク シズ ムの义 
媒 となり、 柄 人の 術议 をぶ をし、 n がの むかち 苑を破 巧ず る」 もので あ 〇、 「これにが ぶす る ものが、 化の むはに 
おして 一切の ぶ 巧 をれ ふべき 巧 海 巧の 〇 山な 进川 による 巧の ゲルマンの じぶ である。 化 おでは み俩 の！！ 抽は 
みお 化に よらず して、 一俩 人の がみ 的が 力に よつ て 化を される」 と。 

シュ ペン グラ ー も- •ムム 、「化々 の過ム 、化々 の 神 巧、 巧々 の 化 態に 脚ら して みても、 巧々 はが じ K ぶの W 化で 
あり、 がず るに 巧* が だが とを 力と を獻げ 5^ る 蚁府に 一 お々 そ S とがが が K によつて ー パ はれ やぅが、 ぶは ザ がに 
よつて 巧 はれ やぅと) がび 附 けられて ゐる ことは、 r 化 ィギリス 人が がの かみの 化が にがては す-制を がれる にも 


拘ら卡 、ノルマン か 巧の 獨藏 此のぶ、 ホれ ながらの がか ド-ぶ 巧で わるのと M がで あ？ 中」 のみなら ホシ- ペン グラ 
I は 一般の 巧 湖と しても W ホ ド •ぶの なな 制 化か 巧に む訪 つたこと を巧倘 してた る。 

「ぶみ ぉぶ の 時化は すでに 去つ たことは がんべ からざる 巧赏 である。 クや 化の お 川な が敝 のみ か 化々 の おがに 
なつて ゐ る。 十九が がは 人が 的 ま祀の 一一け 期の 训 に、 偶が 的れ 拱れ る义 政化乂 がに よつてが ぜられ た 中間 刺で あ 
る。 が强 一: にめ ては、 化 判 力に なむ 人* は化默 して ゐても 化の が驗 によつて 茲 きの 來 りつつ ある ことを なつて わ 
ろ 巧 代の 尖端に k つがは、 かも 一た so; 中にはが 制 K ぶ 斤で あ 〇、 一八 一一; 〇 がには W ド： ド •ぶ 巧たら ざるを 5^ な 
かつた と 同じく、 一 化 so がのへ， りでは な ザ WKK ぶ# たる ことを 巧ない S でれ る。 イタ リヤは 化の 巧蚁ぶ 向に 
巧に 巧り、 プ n シヤ人 W 上に V 。 シヤ 化し、 し^も 何ら 化いて むない。 フランスに めて はぶな かボ 傑の 支 巧に よ 
る 巧な に 化るべき ことは 巧の 問抽 である。 イギリスでは 巧 彻叛歧 がの が拌 刺は ぶか K ぶの がな を 巧 脚な からが こ 
そぎに がは しめ、 W 米は ザら ゼネ ラル •ストライキに よるぶな ホの 述 刺に おがせ しめ、 化 {ぶかを して 下院の 仙が 
にが ひ、 一巧が の お制邮 なまが にな；；；： せしめる であら 〇。 その 古 そ. 巧 例は フえン K ホが か-化に イギリスに 巧 & 甘 
ん とした 時に 一 股の 支 株を 巧た ビットの 蝴 化で あか。」 

「今やぶ# と始卜 ぶ’ 内の お 商 さ、 ぶ 蘇と ぶ 巧との がい 胡-ぃに 化く 何ら か 八が 化を がぶ する。//, 牛 师な义 明の 
邵 じぶ によつて 抑し やられた ものの が 化の^ が、 内，、 化に めて n なめる け 化が がが した。 K 巧 巧 化い あらゆるが， 
が、 あらゆる か欣 的な ものが 巧が に 向つ てが 嫂しつつ あ Kf。」 

これらの k おの 化が のが 化と して、 ナチ ス のな 巧 ド-ぶと 巧鸿 巧と 八 化ぶ か ホれ る。 

が 一一 一 や ナ乎ス S 化 巧 •お濟 « 的 一 叫ぶ 

お，^ もた-: ん 


が！ が れ衡 化か 的の ナチ K 一阳六 

じぶ の乂お 化ぶ の CU 化の ドに、 おも 惟 ホな 刚 卽 ちけ 5 なの 人 問に 化の 卜 •化を 脚 へんと お 刀す る 视 
は、 化の 明 W の內 部に がても ホ、 歲邱 .の 化が のが 化と して、 等しく 巧が じぶ のが 训 にが ひ、 お A の 人 わじ 巧 巧を 
ホね、 化の 幽 W にな 乂 のが 嘴： を 巧へ しめれば をら れい。 …… 化の 化に 化* の述 刺は 夕聰 かの 化が にが 卡 して、 人 
併の 化が にが 巧を 泣く。 舞 化したり、 が 絲 したり、 化 惟したり する のは • 裝に 非ず して、 俩 人、 卽ち 人格で を 
る 0 

人 ii 八 巧 同闻 巧は 化の 仙人の 剑迪 力を 出來る だけぶ 余に、" みに々 做に なぶた しんる 巧に、 け 叫ん 悔れ たが 捣を 
A へた ものと いんこと が 出水る。 物 巧が にあ つても、 稍帅 化に あつても、 おも 們化 ある 巧 化は 個人に よつ て ほさ 
れ る。 それ 化に 化の 個人を を拖 のはに 利 W する ことが、 闊 W を 旅の 巧】 の、 U が：！ の 件 巧で ある。 巧む、 組が 〇 旅 
が 化の が 則の 现 はれで なければ ならない。 かくして かゎて をれ は 化 づ巧帖 ド •化の 禍 ひから 解かされ、 挫 おせる も 
のになる ので ある。 をれ は それ n 狀 にがて、 乂 ホの トーに 巧 脱 ホを のき、 化の^、 おと 巧に 巧 脱 ホを もとが する ほの 
巧 力の 强现 でなければ ならない。 …… 人が にけ 北大の がが を 及ぼし、 がの 巧邮を 化す ことは々 脚^ 利な である。 陆 
かに 化 ハ 利な を 巧 化する のは、 化 お 力 も 巧が 刊も ぶしい、 中' 一な 乂來 のす がに ホず して、 がら： 乂赋 の 木 能を A へ 
た ボのお 等に よるので ある。 …… 化 巧が じ めても が 術# にがても、 ぶ ひは おがが にあつ でさへ、 化 S 巧腦 ホの 进 
巧は、 給 封に 完を でない にしても 巧 はれて ゐる 。阴朵 のれ 化、 闊 W の 脚 化が がに 现 はれた 闊力も ホ、 化の 化ぶ に 
よつて 义 W される。 が赔 では おに、 下に 向つ ては 個人の 化ぶ と術诚 とが、 上に 向つて はがの 卜： 化の 人に がする ぶ 
化か 巧械 される。 しかるに 獨り W 代 化 治 生 巧 にがては 、漸次 此のけ 仙 も 〇 がた が刖 かがが されつつ ある。 一切の 人 



閒 文化は 個人の 削 巧の 巧 刺の 所 ホなる にも みらず、 を闊 w 巧 同 w 怖に めて、 夕 彼み のが 刖 がけ はれ、 な* にを 生 
巧を おし わめた。 …… 巧し 闊 W の 化 W 舰 はん 巧の が 値を ぶめ るの みならず、 俩 人の なぶを もぶ め， り-つ をれ をを 
偶迎 のぶ 礎たら しめる。 かくし 一」 阳 W 的蝴 ぶは を 部の、 巧に 扣 なのか あを 夕 おみの ぶみ じぶ 的が 训 からが 化し、 
化の 化り に俩 人の 術 利を 巧が せしめねば ならない。 

この ことから ホの 認識に 速す る。 卽ち记 巧の 闲 ぶが 締 A び闊 ぶが 態は、 な も 円が 的に 蝴 W 巧 巧阳 怖の なん W ホ 
な 巧 脱 巧に お 海の 化 化を 巧へ、 化つ これを 巧 ホす るが 如き 蝴ぶ であ 7 心」 

ナチ スの 化の 思 巧が 如何に シュ パンの 化ぶ にお 巧され てむ るかは、 化の ホの 哥 巧を 化れ げ わかる。 

「阴 ぶなる 糾 がは 本び のな 热神 的を 巧の ぶ现 であつて、 隅が の お 志 や、 を 数 化の 他の 峭 が、 义 はがな によつて 
化を された ものの ぶ现 ではない。 …… ま祀 側が のが 则は をが K ぶ 的に をれ げ 、を 巧を 權巧 する 梢 神 的な ものの 所 
巧で あ 〇、 したがつ て 光 おには が 値の 跃刖 である。 巧 巧に よるべき ではなく、 义 ぶが はを 敕 にがず して、 H が A の 
ものに 化され わ ばなら ない。 の 化 ある 巧’ 巧なる もの か、 おがに 削觀 のが 態と 义 がな ぶの 桃が とに がする 巧 一の 
かを 的防刖 である。 …… しかるに W じ ド-ぶは 巧 巧なる ものを 化を せんとす るが、 それは 木 W 能なる のみならず ： r 
巧で わる。 とい ム のはを 殺は 常に 削な せる ものであつて、 义敕お 化 化する ことは、 巧.- ..ぃ すれば- > 級の ものが 卜 •被 
の ものを ぶが ナる ことで をる。 化に これを が 退せば、 W ド-ド-ぶは 巧* Q ホ 巧 化 热 (阁 ぶ) の 梢 桃 化で あ 〇、 化の 化 
がから、 巧が、 卽 ちみ おのぶ がに よつて、 仍 値の が刖 をげ ムサん とする もので わる。 

W ド •じぶ は 上述の 巧 一の が 木 のげ 化に 加ム るに、 巧 一一 のげ 降を なんでむ る。 卽 ちそれ はお 巧す ると こ， C の 巧の 
巧-一: や 十 + KS か 巧 •が W 巧站 1内 -V 


が！ が A 供 巧が か S ナチ ス ー阳八 

なぶ、 卽 ちぶむ 悄 人の なお’ 别 ゆる 凹 W 八を ぶか 巧 かする とハ脾 化で ある。 …… しんる に巧狀 はこれ に w する。 
人々 はむ がをはす が、 化の がみに つい 一」 は 何らの 化 解 も、 判斷 も、 なぶ も 化へ てゐ ない。 化 治の なぶと して 八闊 
W のな をは、 それが 意ぶ として 游 をされ る刖 に、 先 づ巧巧 ホに よつて 惦 巧され わ ばなら ない。 …… さてむ 治が 热 
か 化 のれな 卜：が 海 巧と 被 巧み 巧との おか 如ら 戍る もので あり、 がが わ 巧で ホ) のむ 治の 肢 ぶは、 化 づ巧巧 巧 門み 
によつて 棘 巧され るべき ものと すれげ、 化の 化が 八 お 化と して、 乂裝 はか わのに は她^ であると がを サレげ なら 
を 八。」 化に 化 岛の诚 ぶが 態は、 む も 巧々 な ホの 义祀 によつ てがらされ たもの だと お 論して わる。 

巧に 同 巧な 化が はシュ ペン グラ ー にも 化 出さ かる。 「一 W 巧は なきぶ がを なける 橄 利を 巧つ てむ る。 しんる に 
た 衆と しての K 巧は n ら なきが 治を 巧すな のが 驗と識 化と をげ くが 化に、 統治に 巧る のは 個人で あり、 したがつ 
て 化の 個人を C しい 巧 巧に よつて 巧 化 かわばたら 5。 この ことが わら ゆるた く 治まれる 幽 みのが 巧で をる。」 と。 

W 卜： によつて ナチ ス のれ 巧 じぶ と巧鸿 ホとの 化 您を化 た。 化に 化の 化が のがが として ナナスの 峭来 にめ てが 水 
される 化 あが 態は、 W じ K 苑 的ぶな 制 化の 化 〇 に、 な 巧 K ぶの 獨巧圳 を U て せんとす る ものなる ことは 叫ら 如で 
ある。 

さて 化 店に あらたに おる 閒强 は、 化の 獨我 制は 化が のにが h 制を 巧がず る ものである-^、 ぶ ひは がか 制た るに 
止まる^ とい ふこと である。 化處 にも ヒブ トラー のな おを 引 W しやぅ。 「化の 述 臥の 究 W の 化かは、 一 左の 脚ぶ 
お 態の 巧 化 や、 他の 闊 {みが 態との 閒 かにが する のでは なく、 おか 制で あれ、 巧 じ 制で あれ、 阴 ぶを-水ぶ のが 化た 
らしめ るな にげくべからざる が 本 的が が八创 なに ある。 化の 化かは が k 闲、 乂は 化か 閲の谢 ぶに 非ず して、 ゲル 


マンの 閑ぶ の创进 にある。 

化に 化の 闽 ぶの 外的が お、 卽 ちがの 中. 術の がかの 巧 班は、 が 本のた 刖 地で はれく して、 がに g 貯 のりのに なを 
する やる やの 問跑の 一條が たるに 過 ダない OJ 

ょつ て ナチ スの獨 我 制に あつて は、 ぶ 心は 强 如な W が 凹ぶ のが 設 にあつ て、 必ら ずし もぶ 制の が 巧を か 脚す る 
ものでは ない。 のみならず フ 王— ダ I が 「巧 K 制蝴ぶ おおは 巧ん どじんだ。 巧々 はがたの 化れ を 逆にし、 死 W し 
たお 节 制に 新たな 息 かを が へんと する ものでは ない」 と 五 ひ、 がに 「巧 制闊 ぶが 態は 化らず しも の 幸： 刷に 
がする 化茄を それ 〇棉の 中に なむ ものでは をい」 と-- ムふ 、これらの：；-: おを 化れば、 ザ， C が k 制を 巧を する ものの 
やぅで ある。 

ホに ドィツ 视 ぶが 態の 卜 ：に树 めて ぶが を！！ 迎 は、 化 米 もがが として 聯巧 制を がが せしめる か、 ぶ ひは." 兀 々に 中 
央集術 的に が 一す るかの 刖迎 である。 

ヒッ トラ 1にょれば、 巧ドィツは内がにがしては〇山を明へ 、 ホ部にかしてがん化がを巧つたか、 クや巧か凶 
ドィツは 反が にかが にがして かおで あ 〇、 蝴 のにめ て 人 W を W 狙して わる。 がし 巧に" 八な 蝴 W ド-ぶ W ぶは 屯、 八 
人 W の 姑 限の 机 四を とな 巧と にょつ て、. ホ規は W 米る だけ ルく し、 な 乂限 巧の 鬥 山を 巧へ る ことを 巧 巧と する。 
と 同 巧に ヒ "トラ I は 化の 帆 人並に ランド 八 〇 山は' 强 刀な 闲 ぶの 中 車、 お 術と 巧峭 する ものでは ない ととつ てむ 
ろ r がの 蝴 W の 利 おを か 明に 内つて： がも齡 巧に 化 巧す る强 乃な 阳 W 中 •ぶ闊 ぶは、 巧 部に 内つても 凶ぶ の 化が を 
が谣サ しめる ことなしに 〇 山を か' へる ことか 出 米る。 しかしな おら 化が にめ て、 み 悄人巧 おみ ランドの 〇 山に か 

がご •巧 ナナスの か 夕わ濟 一阳九 


巧！ がか 從 巧が 前の ナナス ー 五 〇 

する 强 知な 蝴 W ホぶ 的 化が の 火なる 十 ホ も、 み俩 人に よつて かかる 化 巧が お W 化の W 巧が 化ので はに ホなら ない 
ことを ホ甜 されるならば、 化の n 山の 蝴ぶ 化かを 巧-も 机 巧し ない」 と。 

のみならず ドイツ •ライヒの 統一を が來 明げ たものは ド-として、 例へ ば おがな ブ a シヤ じぶ S 「お エルべ 化が」 

の 如き 俾 が 的な 持であつた か、 ザ かは かかる 倘が のな も襯举 なが 站 たる K 制を 糊が 甘し め、 化の 隙 かを) おして 
'ドイツが 一の 巧述を 化した。 ザを 卜：も 聊化阳 ドイツに 課せられ たなた な W 化の れ檐 は’ お 米み ランドに が へられ 
た W 化 滞は 勿論、 おな、 錢进 のが 现 術を々 はしめ た。. 化に ドイツに 聯が制 化を がが サ しむ •へき 何々 の 州. 山 もを い 
と-- ムふ のが ヒット ラ Is ち 张 である。 

「稲 かに 化 ホみ 脚は 单 つて 一を のが 一が 捣に 動向しつつ ある。 ドイツ もまた 化の がに めて 例 かを なす ものでは 
ない。 巧を には 何物 もがつ： むない ランドの 『阐乂 K 術』 をモ張 甘ん とする ことは 無な ホで ある。 义 姐、 巧然の 
方が に めても ランドの な 巧は 術 ホ ホは れつつ ある。 近代の 义 姐、 な 術の 强述 はが 潍 をが 揣 した。 なの ランドは 今 
n の 州に 等しく、 化 U の 凹ぶ はか H の乂帖 にも 等しい。 ドイツの 如き 阴 をが； のにが 治す る ことのな 術の W 化は、 

一一 巧 ザ 削の ブランデン ブル グ州 S ぶが お W 雑では ない。 ミ ェン ヘンから ベルリン までのが 巧は 二け が 削の ミユン 
ヘンから シユ タルン ベルグまで よりも 近い。 今 H の ドイツを が 小 •はなけ^ 咬 姐な 術に 比 ずれば、 ナポ レナン 戰ホ 
時代の 中獨 蹄が よりも 小で ある。 化の 事な から 眼を がム 巧は 時代 おれで ある。 かくの 如き 人は 過ぶ にも あつたし， 
化來も おえない だら ぅ。 しかもが 等は がを のが 軸を 逆に 拠ず こと も出來 なければ、 それを ル わる こと さへ 出來な 


「我* にかつ てち 闊 ぶを c 麻が がぶ に 過 ダず、 蓋 的な 表は が s ち 卽ち闲 w 、 w 巧で あるが 化に、 
お 術の 即题 はな も 巧が である ことは とふ おもない。 巧に 化々 は 一 凹 W と、 化の 凹 W を 代ぶ ナる蝴 本との のな に强 
力な ド-術を" する 闽 ぶの がかを ぶめ る こょは 出水な 如。」 

「化 ザ _ 一^ ンド のな 巧は， 一 おかを のが 巧に めて はおりぃ がか L ない。 なは ただをれ を 巧が のぶ 怖 乃 おは 义化的 削が 
にめ ての みぶ めんと する で。」 

かくて ナ乎 K は 一切 S 治 的璧に 吐り、 强某 中央 蠢を ないし、 がに かな、 ホ か 等 S 堇 化の 巧ぶ S 
を ランドに を 巧 せんとして ゐ る。 

四 ホ 交改巧 

ナチ ス述 動の ホ おな 贴 目の 一は、 ドイツの 凶 巧 的 化 化の 巧 上に ある。 この ことは 前に 述べた ナナスの 自 ぶたぶ 
の K : おのな がの お 化で あるが、 がの 逃 かの 今 U までの お 過を 化ても、 如 徊に强 刀 か々 化 巧に ホ 心を けき、 しかも 
巧 時に 化の h おか ドイツ 拽 W の 支持を 巧た かか 明瞭で ある。 卽ち巧 述の如 < ナチ スは视 化 化 巧の 闊 ぶが じの 時に 
生れ、 一九二 二 审の佛 内 軍 ル ー ル A 削、 一九二 一〇 ザの ヤング おかぶの なのかく HI のな も 沸騰 甘る 巧に 巧に 巧 慰 
を 逃 勤を おし、 化の 巧ん はおん ど 防が 狸の 紛糾に ザ；；；： して 膨 脱して 米た。 

化の 化に とお お干-中ぶ キ ロメ I タ ー のが A と •約 六、 と.，" 巧の 人口と を ドイツ からが つた ヴ t ル サイ ユ 化み i * 
ながから ナチ’ スの 到极が 誌し 難いと ころで あるの みならず 、がつて がの 蝴 ぶの 小-おは 獨 巧の ホ 1 ± 巧な、 ポ 
巧 ゴー 時 + ナスの か 巧 •おけ 網が 一 五一 


巧' 一部 かがが がか^ ナチ ス ー扣二 
I ランド、 チ ■ムプ n •ス 日 ヴ ，キア、 エルザス •日 1 トリン ゲン、 化の 他 一が の ドイツ W 巧を】 明に が ーサん とす 
る乂 ドイツ ド-ぶを h 狀 して わる。 化 八 K おは ナ中ス の綱刖 八：：： 加に め： 怕 げられ て わると ころで あろ。 

ヒヴ トラー はと ム 「ナホ スが 来ジ徴 々たる 小 梢 做で あつた 巧から、 ルた 1! 姐は 夕 蚊ぶ 持 巧に お V なが 蠻を がへ 
た。 この ことは 巧々 の述 刺が、 か 部の 〇 山は 犬に ょつて 戚 まれた もので もな く、 地上の 做 乃から 縱 みせろ も S で 
もれく •一に 内な S 九の が 化で ある ことを が 借せ るか 化で ある。 巧が 闊 WS 巧ぶ 八が 州 S 除ぶ と’ それ SW 巧 巧 
の 煤 速との みが、 對か〇 山 脚 ホの 前 巧たり るので ある。 …… 

巧 前には ドイツ W 巧を 於 トーの 腳 心は、 满立强 脚と しての 巧が 八 巧 乃を 從る ことで あつたが、 站 かにれ つては そ 
れ は、 化か W 巧の 化 水に がする おおの 巧 ホに 化ける ホ 女 化が ぷけ八 前 描と しての、 り 川た が蝴化 巧で ある。 

が：：.. ぃ すれば、 今 U の ドイツが 义化银 の U 的は、 W 日の 門 川の が‘： 化の 削 描で たければ ならない。 

同時に ホの がみが 刖を をれ ては ならない。 卽ち 一 W 化が •史 ホす る 時には、 おがに 一 化に 限られた 加ぃ じ滿 化せ 
ホして、 をが 巧の お 神め 巧问 柏の、 並に が來 八.：： 山 戦 巧の 準说 としての 蝴ぶ A び W が‘ 八™ にも ルと もが 併を 巧 さ 
ねばならな いとと ふこと である。 

ぶに お ふべき IS 組は、 一 W 化々 び 一 凶ぶ のがた サ るが 北の 巧 化 S 叫迎 はぶ 一に 邮明 S 化 ホの 械 幻と 術ぶ と 八 M 
なの 11 がた ると 化に、 かかる 加 h •のが 巧は むちに 本阁 のむ 山 罔 & にもた 八關 化か あると とム ことで ある。 …… 问 
巧に が央サ るが 卜 •の间 化の 抑が は 巧り の削卜 •を 刺な し、 が 化して 化佈た 心を 巧が サ しん、 化の が おがらた な 乃 か 
化 H をが 巧の 解 巧と が 一とのは に 巧き かるん ら である。 それ 化に 化の 分 刺された が 出を か 脚に 间 がする ことは、 


巧 おが 闊の むぶ 綺 北の 削がたら しんる にだる 八を 巧る ことで ある。 益 L が w 沮闊 はが 乃な 創を パ •てせ ざる リ： kt 
の 闽內で 化な を おげ たのでは 何らの 巧 化を も かる ことは 出來 ない。 

此の 剣を 锻 へる ことは 一 装 S 内を S — であるが、 化 SS 葉ぶ に 化 就を 削： へ 、 W ホ 丈问 削を 巧る ミ 
はか 女む 巧卜： の刖迦 である M 。」 

W 上の かく ナチ スの 外み か 巧は、 巧 抑- h の阳； 化を 巧 一の とする が、 逝んで お 水の W 化 巧；^ k の-:.- 地の 獲：： •> 
を もか树 する ものであつて、 微が樹 化 それは 巧 ドイツ 八ボ朗 じぶ 的 膨恥か 策に 明して むる。 

化の 强 力籌蕃 S に、 JK は英が 一因に 同梦 ぶろ」、；；- 销豐 がばんと し 一」 むる。 ヒ ，卜 つ— にょ 

^ •げフ つンス は ドイツに かつて、. 水 义に不 化が 乂い 化が で わつて、 「マ クン ス のがを 術が 八 f にがる とも、 

を ホろ ソル ホン.， 朱て あらう と シヤコ ハン 敵で あらろ と、 ナボレ オン 敬で あらう と •成 ひま ブ L ジ ママ— じ -一 こ こ.： を • 
カトリ- ク 共が 巧、 赤色 ボル シてヴ ィズムで みら うと、 彼 茸の が 义化媒 2 如 也 估の U 的は、 化に う インが を卽 なと 
し、 化つ それを フランスの 化岭 たら しんん とする 鉛に がて 一が」 して & ろ。 

「イギリスは がかの 巧 楠と しての ドイツを 所む ので あるが、 フランスは ドイツなる ホ 八 视を片 おする の ご ある。 
如何に 茄 だしい かぶが らう！ しかも 现か 巧々 は 制が のはに 脚つて， Q るので た < て 、邮 凹の が ホー . W 化 2 が 
一魄 たを 巧 器が のはに 脚つ てゐ乏 であろ 化の 化 化ん らョ la" パに がて 问削閲 を ぶんる 丰；； ^ ば ' f 
ギリス 去 イタ リヤを 除いて かには ない。」 化い 理山 にがいて ヒット ラ— ハ みげ ると こ"^ をが も すれげ^ 附がハ かく 
で ホる。 - 

ホ 与が ナナ K 之 夕お濟 網 化 ；s 


巧】 が 故 稱巧巧 的 S 十チス ー 丑！： 

フランスは 無制限な が 楠の 備 おと、 他. 向では 經 巧^の おがと にょつて、 な 洲ん阳 にが 術を 祝 てんとし てむ るか’ 
化の 巧 巧は 英が 桐！： の 利 巧と 銳く がぶ する。 したがつ てク U にめ ては 巧 か加蝴 のけ 叫 も.：： がめ 利 巧は、 ドイツが か 
の 前提が けと おか： しないの みならず、 ある 朽 化まで 一を すると 云ム にある。 

化の 同 脚の お 化と して ナチ スの ホタ化 巧の R 的は 二つの ぶ 巧に のけられて わる。 一は それにょ つて V クン スに 
ホ 制を 加へ る ことで あり、 他は 化 巧に めて 化の 胸 k を備 たせんと する ことで ある。 

第一の 巧に 關 して ヒット ラ ー は^く 五ん。 「巧が への 巧 近は かして をれ.：： お戰 ザの 化險 をな ホす ろ も 八では な 
い。 ただ 化の 同 拙 にがてち へられる 一强闊 ’卽ち フランス のみは 化の 瑞な 例外で わる。 …… 何と なれば 扎 SMEi 
のな 宛は、 ドイツが 处如 化の お 入を ぶる ことなく 、がつて かぶの 村 脚を 惦巧 し’ 化か 阔八茄 だしい 禍 のが W たり 
し输 巧を n 巧に が 诚サ しめ、 化が W 巧の が フランスを 讯ホサ しめる ことに あが。」 

巧 二の がぶ 化ぶ はが^な W 巧闽乂 化な の 化 化から、 ょり 對 心に K おされる。 卽ち 「W 巧 脚ぶ 八 ホ义む ホは、 化 
の闊 ぶに が一され たる 巧 巧を して 化の 地が 卜： にめ て ホ 化の 化を 推の サ しん’ 一た では 化の W 巧の 牧と咐 加、 化ム 
では 卜 •地の 乂 きさと 巧と Si ! に 適を にして、 牛 •巧 W 能な. りお 的腳 巧を かる ことを： Z 的と ナ Kf ； j と 云 ひ、 おに 「-H 

邮 

地は 人 n と 測 巧せ しめれば ならない」 と-; ムム ことが、 協め _> ながなが ぶと なつて 化 はれて むる。 しんる にヒ ブト 
ラ ー にょれば 、一九 一 W がけ 削の Mh •の U 化 八み を W て I ては、 ドイツ W 巧 凹ぶ 八を 人り 八が 巧い k にも' 凹队 
卜： にも 不ぶ 令で ホつ て、 がに 化 八 過 刷 人：： 八 お 化 地を よわむ ばなら れい。 しかるに ナ ' i - ス にかつ ては 化て 阳ぶハ 
が r - なる ものは ず 可 おた も 八では ない。 「ドイツの 凹 巧 か 巧て 2 化 もの 脚. ザの おぉた る’ 阳 だの' しくは 巧 ぷ 


の 境界で あると 问 じく、 他の 諸 K 巧の 凹 境 もさぅ である。 化 S 地な k 八 地％ は 無 化嫩な 巧に かつては. の もの 
と 為 へられて ゐ るが、 n がの 巧た なんに よつて 化に お 化せる 巧との 化み たると M じく、 W 化 中 •巧に めても、 生 巧 
が 阿の 巧が はす おの ものでは ない。 

凹 巧は 人训 によつ てかられ、 人训 によつ てが がされる。 - 
一が 巧に よる 一 おの k 地 推 5;^ のが 貸は、 化の が ^ の. 水义 のみぶ 2 ぶ 巧を ぶす る ものでは な： . ，。し 
ん くて ヒット ラー はが 巧膨脫 のが おた る 過 刷 人：： が 化 化 八 雄が は 門が に與 へられた 術 利 だと じ 恥す る。 

「化* はョ I 0 ッ パの 巧ぶ A び阳 ぶに 對 する ゲルマン 巡 •ホを ル わ、 脱を がぶ にの け やぅ。 今や 化々 は戰 削の W 
K 化 巧 A び 巧 带化带 を かてて 化來の ほの k 化 化が におら わ ばなら ない。 邮 して m 1 n ッ パに わて、 が 的 k を 獲ん 
とする には、 第一に。 シヤ A び、 そわに な 化せる を 巧郎闽 のかには ない。」 しかも ロシヤ は々 乎み 秘ユ グヤ 人の 
ぶが： 卜に W して、 W 族阴 ぶと しての" シヤ はじんだ のみならず、 ホ か 前 S U シヤ かが k なる 地 化を 靴が L , けたの 
は、 枯め てを くの ゲルマン のがみ にれつて ゐ る。 をれ 化に ドィツは 化の 说んな k 化に 械 する 峭 利か あると ぶふ 
のが ナチ ス のが 方 化が のか''^ であが。 


P す 
の II 
の 一一 
^ II 
則 II 
の II 


0 


S. 16 f ， 


一ぅ， a* 

ler, 

ler, 

ler, 

ler, 

一ぶ 

か 一一‘ な ナチ K 八 巧 巧 •がが おが 


.、 S . を 三. 

S •わ u 芦 
S . た 5 ろ. 
.、ご 04—1 G 7. 

S ■ご 57- 


! ぶぶ 


•.i f l ^i^ T I 麵 - こ 一 


巧 一部め 麻 巧が 前の ナ ♦ス 

巧 苦 ann, Der wahre Staa ご S. 204. 

の 苦 §3, a. a ■つ >•, S. 205* 

の 苦 ann、 a* a. p, S. 207. 
o’ 苦 ann ， a. a. 0 ., S • た 8. 

H 苦 ann, ? a. p S •た 7. 

じ 苦 ann, ドド O ょ S •を 产 
^ 苦 ann, a. a. 〇., S •を 7. 

W 苦 a 己 夕 a •产〇 ■, S* K 爱. 

巧 Spjinn, ? a. 〇., S. -2 ま* 

W Killer, a. :一 •三., S •を ご. 

に Hitler, ?? P, S. G77. 

け Hhler, a. p P, S. 95. 

け Hitler, a. a •こ •- S 赛夕 
が Hitler- a. ? O., s. 507. 

川- lUler, a- il. O., S •を. 

XJ lliiler, i ご？， O. S • 妄 . 

xpengler, Ne こご an 二 es を 云 schen Keiches 

叫. ソ pen 巧 ler、 己 そ ミ ご’ 

ぶ wpen 巧 ler, 一ぞ 『安 a ミ， X. 178. 

W H ミ er, 夕？ P, S- 4 ミろ 

_ム ゴさ ミ！ ー ミ W 己 ue Staa ご S •一妄 夕 
が ぶ 巧 3 を er, Z さ bail 一一? を乏 schen Kniches- 
如 m-ler, ? ; ご 三 •， S こ-ち 0. 


73 


が J が） み)） ぶ)）： W) ;; 了）； W) ; 巧）： M) :! の：] み ；!1) ;! の 


ごを r, ? ド P S. 46 1. 
fi 二 er, a- a. 〇 • ，乂 • A な 1 产 
Utle ご 企 ssda* 

ち ler, ebea ユト 
ご tier, P . »• 〇,, is * 6 塞 _グ 
二 tier ■タタ 〇 •，卢 受 二. 

ご 二 er •至 srula * 

li 二 er , ? a . p _ S . 755’ 

ctlef , p . :一. O •，で* づ28. 

二 tier - a . p * p ， X . 7; だ" 

Iitler _ ? a . o ., S •之 0. 

ご tier * OJ x •叫ち. 
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か 二 節 ナチ スの經 が 綱が 


純が が 則 


ナチ ス はおが に めても が 人 h ぶ 的 円 川 じぶ お W 巧 A 、 か-み じぶ がが 巧 論と 巧る、 新ら たなる お 巧 巧ぶ を.- ん てん 
とする ので あるが、 来 だ そ 化を 一つの 现 なお 系と して 把が する ことは 出水ない 。にも拘らず 化 ♦は 此八お 化せる 
を r や ナナスの めで お 折稱が I 五 A 


巧 一が 巧が 巧が 附 s ナナス ーおル 
巧な の 中に、 他に 化ら れ ない が劲 I と 倫 巧の 嬰 索の 多々 に 雄ら れ たじ おとの 一な せる ことを 选 める。 

ハィンリッヒ •リンクは とふ。 ナチ スに加 へられる 巧 姐の ホ 雑は 化 八經巧 網妍か 「お 亂を构 めて ゐ る」 とぶ ム 
ことで ある。 化の が 嫌に ょつ て K お 巧は ナ子 スを触 知 化し、 「たはれ たな 户 ，一を 化 U なすこと が出來 るとの おがな 
いがを を 化いて ゐ る。 かくの かく ナチ スに對 する 非 靴の お瞄 が’ おが 化が の A 而に凹 かれて わる ことは、 化の 栏 
W の おぶ が 化 等には 巧じ现 解し 巧く、 資现 不可能と なじられ てむ るか 化で ある。 

お來凶 W かみ ド •ぶが 杂つ たんかる ホ 雑は、 がつて 巧に おつた 化 判別し かかせず 、凹 W かな じぶ のがが め おぶ 八 
ながを 巧が し 巧ず、 しかも 化かな 親 おから 「化 迷して たる」 とちへ るが にこ そ 加 へらる •へき ものである。 しかし 
他が にめ て 化の 無 巧が はなが である。 蓋し 闽 W かみ 书義 はが 巧现 みの 究 おのが W にまで 进 つて、 これを 究 わ、 が 
來のお 巧 親を け •てして はが 极邱 .解し 靴い、 をく 新ら しい 經 巧巧條 のがが をが 进ナる もの だからで ある。 

がら ば ナチ スは 化來の お巧视 のげ 路を何 おに 化 るん。 リンクは がけて ぶふ。 が 水^ 經 巧ぶ がの 破綻は 其の おが 
制 化の 化 招の 上に な も 明 門に 视 はれて ゐる 。がして 化の 破 描の なのが W はがの 輕 《ホ 化た る 巧 本 K ぶに あるので 
はなく、 化の が 巧 巧げ たる 個人 ド •巧に ある。 化の お 巧の 俩人 ド-巧が 、やがてが 綻 する にボ つたのは、 それが 许お 
〇 川 ド-淀に ぶつて ゐる ほで ある。 巧 お h 巧の 巧な はお 神の がめ、 巧 化の 給が の 倍 仰で ある。 现れ はを ホ 巧の 公々 
巧を はすと おへられた。 化に む 巧 的を 紀 をた 郡の が 一 化 甘ん とする 怖 内を" する 化の 训けハ 偶が 化に ょつて、 化 
巧 脚 巧と ホ 巧が なとの を おは 扣化 に獨 なが 觀 巧な 巧 一に 分が された。 俩 人が 一切の ホ巧蝴 巧の 化 本のが 化と をつ 
た。 がの 發展を 可能なら しめる はに、 俩 人に おがの 円 山の 巧 滞を がへ た。 かくて 〇 山 おを はを 版の ホ 巧 巧 巧の 巧 


が 的が 刖に がする 化な として おれた。 個人の 解め は 常が あらゆる ホ 巧が 巧、 巧 中 一切の ホ巧蝴 がの 利-し 的み 忠の 
卞 •狼に 现 はれた。 而 して 此の 〇川 ド-盛の 個人 下- 难が がの 本 來の陆 のをなん がしく 避が したのは おがに めて であつ 
た。 おか 人と しての 倘 人は . n ピ のけな が 如何なる W 巧の、 闽 W 的、 かかの が 巧を 町へ るかに 咖化 なく、 あらゆる 
ホ 巧を 利 川した。 結が 円 川の お 化に みを をね た 個人は 化が 的に 俩 人的 利 おのぅ ちに、 化の お；^ 的む かの かおが 闲 
を 化た。 かくて 格 端な 利己心が 個人 节ぶ的 〇 川 K ぶが が拙废 のが 巧が 刖 になつ たので ある。 一が の ものに 巧して 
巧 じの 巧は をぶな づけん とする 人閒の 口が のが 向ん ら 、化 人は 化 S が 巧の 利-」 的 態 巧を 进惦 のに 测山 づけん とし 
た。 個人が 巧な 心を かは ない 训 は、 個人 ド-ぶの 〇 も ド. お 經が制 化に むがされ たが ホは ホ 分に 视 はれない か、 が 巧 
人と しての 個人 か 凹 W 的が み的范 がをおが すれば、 それは おめ て 叫が に 巧 はれて 水る。 かかる おな には 個人的 利 
おの 前には 最片蝴 W のかみ 的な 利な、 感化、 それら 一切は 無に 等しく、 憶が にかが とな； 佈 のが 巧に 巧 巧と してが 
げられ るからで ある。 かかる 制ぶ にが ポプ n レ タリ ヤ— 卜の發 生、 巧俩巧 階級の 巧が 化の 化 W か ある。 しかしな 
がら、 かかる 怕向 こそは 個人 卜- ぶの 円 山 ド •ぶ 紹が制 巧の な も 明らかを 巧な であるか、 同 巧に それは が 巧に 腔れ た 
ユダヤの が 来の 出现 によつて わめて 现 はれる。 俩 人ぶ 巧の 白山 じぶ のま 本 じぶ はがい 惦 なにめ て もがの 伸のに め 
て もがが に經 がので あつて、 何ら 倫观 的、 化み 的、 闊 W の述 带を站 めない。 しかるに 純が にお 巧の な ものの が お 
にある 連带 のみ 誌は、 み俩 人の ぶ 件が によるので あつて、 が 巧 化が からは ホ じない。 化の 化に M 人 K 苑の門 川 卜- 
おお 巧 制 巧に あつては、 を W 族、 を蝴 W 別述 命は、 がの が r がの 巧祕 のかに 運 かかと 械を がする 倘 人の なな 巧 巧の 
巧 力に よつて ぃ义が される。 ユダヤ人 たる ラ テ ナウが 「が 巧は 凹 WS 逃 命で ある」 と 公つた：^ のがい：：；： あの 中に、 
を I : た； KS 夕 お； C 3 EM It ^ 


を 一が 化 w : 巧け 前^ ナナス I 六 0 

粹 ホを 第一ぶ 的な ものなら しめんと ずる 俩人ド •ぶ おがの 巧 おがな も 明のに 现 はれて むる。 M 乂 ド： ぶ 的 -n 山 K ぶ掉 
W 制 巧は 純 巧な おがの 瞄 なによ つ 一」 化を された ものであつて、 一が のが 巧进化 {W ミ sdi 島 setho 已を がいで わた。— 

な 上の 邮く ナチ K は 反 資本 じぶ とぶ ふ も、 を 本 ド •ぶの 制 巧 そのもの になが する 八では なくして、 巧 本 K ぶ 化が 
にめ ける 倫 观のお 来 のげ 化を 巧を し、 がらし いィ •テナ" ギ I をが の 中に： けぎ 茲 むこと じよつて 從ホ のがが 組 城の 
が 巧を 除去 せんとす るので ある。 化の 新ら しい ィ子 才 《 ギー とは 何-^。 第一に それは A 问が 神の： 巧 入で ある。 

リンクは ぶん。 阳 K の 一切の 生 巧 脚が 上無條 件に' お W におが 的 巧 化を 化 請す る 化の がが 化ぶ にがして、 阳 W か 
なぉぶ はがら しい 化 想を W て對 おする。 わが 的 化 おか これで ある。 卽ち W 巧と 闊 W との^ 巧のを おれの な 調で あ 
る。 化の" 巧 的 おがは 脚ぶ に脆现 された 一定の か 機 的化热 にめ ける 一が のま 巧蝴 がの が 巧の 脚惭 をが ぶす る。 わ 
けても この ことは おがに 安當 する のであつて、 转巧 はなおが の ホ 化の 化 化から 追 ひみされ ねばなら をい。 化の 巧 
らしい か 巧 的が W おを のを 高の お现は ナチ ス お？ t 觀のお 封 命，々 たる、 公 おはな おに！* 化す、 と をん。 巧に 
化化され る。 化 の 宫おが 明パ化みぶぶ の が ^のお求 の が本‘肋刖で あ り 、 こ れ に よ つ て の み闽：一^かみド’ぶ の が巧视 
は 巧 解され るので ある。 此のが 刖 の無條 件な 夕 おを ホ おする ほには 巧に 進んで がの お 巧の のがに： 巧 栽を 巧け ねげ 
ならない。 倫视 的が おなる ものは お 來の經 巧 化 巧からは をく 別の が 域に 化する もので あ‘ つて、 化の なにめ て阳 W 
かみ K ぶ 的 お 巧 巧と、 俩 人；；： ぶ 的 〇 山^ぶ お 巧 親と が駐も 鉛く がぶ する ので ある。 M 人 i：： ぶ 的 〇 山： 巧 お 巧 制 巧 
にあつ ては 私な の 巧ぶな き 追ぶ が お ホ 化 巧と お ホ 巧 巧との 指 薄 •耐狎 •であり、 化の な 化 的 W めか# のがな は 俺 か 
に、 おが 人の 巧な 的な 倫 巧 的 ガ巧ぷ によつ てが 巧され てわたに ほして、 凹 W かな K 獲 的が 巧 制 化は 公な を W て控 


ホけ 巧と お 巧 化 おとの す： おが 巧と し、 闊 w と闽朵 との 搞 化が 巧 一に おへられる。 お 巧は w 巧と 聞 w と 者檐の 利な 
の 巧に のみ？ 1 C の 巧 能を 巧が せねば ならない と 云 ム扎の 巧ら しい お W 觀に ょつて かめて が 巧は おしい お 巧を 巧 へら 
れ る。 

化の 抱が か々 たるな なにが する 公な^ 巧 先は、 巧が 巧で あれを 萊ぶ であれ、 あらゆる おが 巧 動を 巧す ものに 適 
巧され、 化 おを がぶ する。 凹 W がみ ホぶ 凶ぶ はを 巧に ょ つても ある お 巧まで 此のが 刖 のホ战 と# 现 とを 强 制する 
- とが 可 巧で あらぅ。 しかし かかる を規 俯き 所に めても 1 切の ホ 巧 脚 巧に 化の がぶ をな き 巧ないならば、 蝴 W か 
，ホ、： 化媒 甘り と 云は なければ ならを い。 化の 倫邱 •的 ド •張の 化に 阳 W がみ K 巧の が ホ 綱が が 「化 迷せ 
卜 t ' V 4 しかしながら 「おおに がする 公い 倫の 巧 先」 とい ふ 化の おが 规 のが 本が 削から がめ て、 

闲-:^がわぶボ^ J r ' J 子が 隸 制の 妓 止、 おが ホ 足が W 等 もがて 哪 がされる ので ある。 化の 出 

巧 おの 上に 巧 てられた 阳 ぶちが、 砂 k にが てられた 俩人 ド-萬の 〇 山 h ぶが 巧 制 巧の 化 配 
を 巧 巧に 比すれば、 现 ホのと こ > ご は夕" ■‘ く 巧 おに 化え るか も なれない。 しかしながら 的 W がみた 
ぶは たづ 卜 •某の 扼 がけから 满 - す V 

か < の 如く ナチ スは 「なおに がす？：. •リも 一. 与 I 川と し、 一切の が 巧 的 策 王化 始 かなを 
ナ る。 化の 化に 稱が 巧十條 にめ ては 「個ん の 巧 かは みがい' ご-，. J - をが 化 レ、 巧 十】 化 にげ 
ては 「ず 巧が 巧の 巧 巧」 をが ぶし 一 -& る。 卽ち ナチ ス にあつ ては 俩 人け J >' •-ぅ ひ、 お 巧 
の 利な の 巧に 脚き み 振の 利 おを 巧して は をらない。 化 惟に めて はが ホ 巧 勒のお 心は が ‘ 

夕 ご-や ナナスの か 巧 •が ww 的 -ゎ 1 


第一が 化が 巧 巧 お 内 十 ナス ー六 II 
て、 を おの 巧に する 「本 化」 に 阻 かれねば ならない。 ヒット ラー はと ふ 「.り 化を お问 のがな の ほに ながす る 位， st こ 
そは あを る 巧の 人が 义 化の 巧) の 削 化で ある。 化の 化が から 一切の 人 閒の乂 率 業が ホ いる。 …… 化 おわらがん 
て 牧夕の 人* がさし い ホ 巧に 化ん じつつ を拖 のがが の ほに 巧 如しつ-、 ある ことが 卵 解され るので ある，。」 したが 
つて ナチ ス にあつ ては が 巧の：：： のはな 大の 利な 化# すして、 蝴 W の. 蒂 がを". 5 も 阴滿に ホし、 凶：； 々怖の ホ耐 
をが 進せ しめる ことで ある。 俩人节 おの 巧 利かが の 代りに、 牛： 巧 巧と が 巧 A 、 か萊 みとな 做 巧との か 機 的 脚聯に 
ょる 巧 同 おがが がぶ される。 この ことは t '- かしながら 化して 俩 人の 例 怠を 肌 巧す る ものでは ない。 

ナチ スは 政治に めて W 节 じ逆搜 ぶを 排 してな 巧 K 苑 的が 則を 採つた か、 がかに めても 俩人 のがな を 巧ぶ する 
結 巧經が h のお絲 巧の 巧 動を 著し、 延 いて おわか 巧 制を が 則のに ホ訟 する。 化 おに" ィプ ケの昔 巧を 引 川し や 
ろ 0 

蝴 k 化が 中 •ぶ 的が 巧 制 巧の： 卜 にめ ては •巧 街 巧は 巧 ザ ブ 。レ タリ ヤ のた か-如を 階級 挣を かする ものでは なくて， 
化 等 も 亦 聞 W をが にお 化する ことの 〇 巧を 見出す と 巧に、 牛 •巧 巧 も ホ おがの 悔 化を 节 おし 巧る ものでは なく、 化 
等の 中に もす 等な 巧を 战 める。 …… 俩人 のが 化の 巧 束は ナチ スの巧 色と すると ころで あるが、 をれ はがが のがな 
に めても が 水され る。 巧みな お ホ 巧 動ぶ であるならば、 化が： 丄 おぶ であらぅ が、 化 川 人で あらぅ が 等し < 巧ぶ さ 
れ るので ある。 …… 巧々 ドィツ人は 今 二つの 刚； |i 端に ぶつ 化 想に おがして ゐる 。一方には H ぶ發逆 期に めける が 
かきを 萊 みお 巧の 化 巧から、 を 巧な 企 巧ぶ の 個人め 利な の 追ぶ を ホら 攤雄 せんとす る 1 おか あ 〇、 他ぶ では マル 
クシ スト ーが は 企ぶ ぶの 巧 能を をが 否を せんとして ゐ る。 巧 化 にがては かかる 化 解は 何れも 不 C なで ある。 これに 


だして 闽 おかみ 节 ぶの 义 持し、 が 求す るのは、 か 莱を利 JJ 的 動が からけ ふこと なく、 がらし いがが 制 巧に なをせ 
ろ おらし い 型のを 業ぶ であろ 指 海 巧と しての 企業 おはが 水に めても が 巧の 不可げ のが 染 であ 〇、 「生 巧 刀の 
巧を ホ」 である。 闽 がかを モ義は 化の 目のから がおかを 制と 個人の 御 息と を 誌め、 個人に おな 上に がける 梅い 巧 
動 範圍を 巧 へん。 

しかしを がら 化の 郎に めて ナチ スは n 山 ホ おお 巧と 統制が 巧との ザ レンマに 松つて ゐ ると いふの が、 ナチ スの 
お 巧 巧 論に 加 へられる 第二の ホ 雑で ある。 例へ ば 次の マラン クフ ルタ I •ッ ，ィッ ング 巧の が玻 かそれ である。 
r 闽 W 化な 书 ぶは 现 をのち 萊が 巧！！ 越に かいて、 K が 巧と 論 巧を をへ ると 同時に、 ミュンヘンに めて 巧 部のに々 
ぶかかの中心閒强に化いて硏％した。 シュ トラッ サ1、 フム ーダー、 ラヴ, ッ1 マ クがの化は問埋の辭化をが巧 
巧制モ段にぶめんとする。 化のモ巧に付いては巧論展*である。 例へぱフ王 ）ダ|は 『おホにがする凶ぶの"3大 
の 盛が』 を おおしつつ、 しかも 『個人の 能力』 を 認めん とする。 しかしながら 化の な 論は がち 卜 >::: 山 h 藻の 巧 器に 
なれん とする ものた る ことは 化 n 身の 昔ぶ か 接がして わる。： 史にフ 11 ダ I は 個人の 能 刀を 巧ぶ ずるの みならず • 
俩 人的を 除れ 撞 のかが ある 巧では 阳 ぶは 平が すべから ざる こと さへ もじ おする 5。」 

右の 巧 おのかく ナチ K はおして 〇 川 ド-ぶが 巧と がが 巧 ホとの W を 化の してむ るで あらぅ か。 化の M 裤は B f ゾ 
ヶの ホの な 策に 化 出される。 .. 

「聞 W かみ 书遙 的が 巧 制度は 巧 本 K 苑的 巧な もがな じぶ のけな も A へて ゐ るが、 化の 贿巧 何れに も 加 へらる ベ 
きでは ない。 幽 W がか ド •巧は 集 ホ じぶ 的が 巧 方 化 も、 個人 じぶ のが 巧ぶな もが じない。 化の 难 一の W がをはす も 

巧 一一! 巧 十 ナスの か夕わ が ニ ハ 三 


が 一が め 係 巧が 前 机 ナナス ー六 4 
のは 余 おとして ドイツ 蝴 W と S ドイツが がとの 於 巧で ある OIJ 

「一: W 化み ド-ぶ 內 なにめ ける ホ 盤 的を 年は ややもすれば 阳ぶ朴 わじぶ 乃が 脚ぶ 巧 本 じぶ 八 化が におり 股ち でれ 
る。 しかしながら 化の 言很 のな ホは 刹 一ので ない。 おし 蝴 ぶかな ド. ぶか 蝴ぶ 的卞か 顆で いはれ る ことを な 化 
するならば、 凹 W かか じぶ も ホ！！： ぶかみ 中-推と 同じで ある。 しかしながら それが 中 典 化械 的に、 だ 化 的に ち 巧 さ 
れ 、生 巧 巧のを かと 個人の 例な とのる 足に よるが 一の 計 巧が 巧を 胞巧 する ものと すれば、 そわは 本 巧に めての 
みならず、 化の 稍 度に がても ボル シ - ヴ ィズム 的な 巧 巧 じぶ と 进ぶ所 かなく たる。 

がらげ 凹 W かな じ おの ド. お ナるお W への 明ぶ 的- 卜 化の 規準は 何 地に あるか y をれ は 巧 一の が刖 による こと 
なく. フ U 1 ドリ ッヒ •リストの 謂ん 如く、 巧が のホ淹 如、 な 中 おが 巧 勤ぶ 八 側 人的 能 別を 無 化な くぶ 余に 化 W 
ナベく 細心の： 巧 底を 加へ、 现 代の 蝴 W がが めが 水に 鼓 もよ くな をす るが がぶ をを 媒川ナ る おに ある。 

これにが する かなの 於 態とぶ 地とは ドイツには W にみ 分に がかす る。 イタ リヤ では フ シズ ムが 夕大の おん 
をが しては したと ころの もの か、 がみ ドイツに めて は 化に が ホす る。 卽ち ドイツ人 & び ドイツの お 神は 》 1 マ 人 
よ U もを かにが 制に 化 化て わる。 ドイツが 巧に あつて はを おみ 側に めても、 巧 做 巧 削に めても、 職能 代ぶ 义び利 
一 倫 代ぶ の 制 巧 か 随所に な 施されて わるので ある。 ただ これらの 悄 巧、 卽ち ヵルナ ル、 巧倘 がな、 がの 他み 巧の 化 
をに たつた 一つ かけて ゐる ことは 巧 巧の ホ 張と 一ぶ の 利 おの 抑制と であ も。」 

これを おする に ナチ スは ホを 平む のなかを をを し、 あらげ る ホ ホを 集 巧のに；；；： はんとす る 則 ゆるが み^ぶ 的 忘 
巧 にがては が 制 お 巧では ない。 しかしながら ナチ ス じか 本 ド-ぶ 的が 抑制 化 そのものの 火な々 のが 尚を ホし、 殊に 


ながが ホ おと 個人の 创な とを 認めつつ、 j たの 範阅 のにが ける がを 所 かと 個人の が 巧 巧 動と に 制 破を 加へ、 蝴乂 

が 巧を R おおが 努店 なる がか さか f 巧蔓排 字る 湾が 了は 統制 お sss へる ミ か W 來る。 
この ミは がが の 爲を最 品 人 S が 的 利潤 追ぶ に 化ず して、 賣爷怖 SS ホ 足に あ 〇 とし、 「 I •におす 
る 公な の » 先」 を W てな なのが 巧原刖 とはす 點か らも. 接 おにが なされる。 

か 何なる 巧 幡を如 じて 統制が むはれ るか。 その 大部分は かが 隙 \ 伽 によ & それが 巧 想され てむ る ミは 削の み 分 
階な 闊东 の說剛 によつて 明らかで ある。 

二み 融 及が 政 

巧 本 ド： 巧が がの 日 的は 利潤の 8 にあろ を かにへ 震み はがの ホな によつ て出來 さけ f の 利 澗襄た 
李る 5 おる が、 塞卜： Q 利；5 tt も 企業を 利？ ない。 こ S とはと ふまで もな くを でぶ と裘ぶ 
とのみ S 結 化で をつ て、 S •某 S 2 はち - f しも 5 せざる 3 みな，.： ず、 がつ て W 對 Q ；；；； 的を おを とす 
ら あぶろ ヒル；- デ ィング も 五へ るかく’ 裘 ぶに 化つ て醫 になる S 利 舞 みで おつて、 怒 利澗か 
か 何なる 牛： を 過 おから 菱 望れ たを 怒 S て 無機で をぃ、 化に をつ 了は 衣を 質を かる ものでは な 

< 、商 おにめ て 利澗を かる」 ので ある。 

し 力る に； ごに よれば、： 襄 S のぶは 牛-をに あるか か' にかを 现 みは 货 がが のが. なをむ 掌ろ 化 
は 立 ふか 融某ん S が巧冀 化は 巧 本め にか 巧ぶ のをと おろかで' 本は な陪丈 振を でも、 n」s 

巧 一二 か 十 チ； 《夕 か l.'.L 



巧 一巧 かがが がか ^ + ナス ー六 六 
巧に がする がが いなぶを 诸 ずるぶな るが かに、 化らず しもむ ちに それを か 巧す るとは が じがく、 あらゆるが 乃を 
なて 化の かぶ： 史 生の 巧みを ぶめ る。 それ 化に 化は 巧 動と 進 ホとの 椒な であ 〇、 なにが 巧の：；： 力なが 動 別で あるに 
W して、 を融巧 本ぶ はお 巧に 化險を 巧れ、 脆が なた 龙 にがして はか 淡で 無 おおなる がかに 明 W おが k 協め て 化 お 
であると。 

にも みらず か 本 ド-ぶが 巧の 巧 速は な 触が 本の 勢 九を 絶 かに 乂 ならしめ、 あらゆる 巧ぶ をが のとが 下にの < にぶ 
らしめ た。 化の お 巧に かがを かけた ものは 巧が の 乂 資本 化 中 化の 倾向 であるが、 わけても 大戦 巧の ドイツ：—; ぶは 
巧乂 なな M ハが おの 必 がが あ 〇、 しかも 化が には 倘 端な インフレ ー シ 3 ン はがつて 巧な の お ホ 逃避を 化すと 巧に、 
ゼーム ス • H ンゼルも巧摘サるかく、 闊：：^乂染の巧巧にめて獨〇乂巧本ぶのみを利^^廿しめた。 かくてドイツホ 
龙界 はなが のな 川に がが せざる をの なくなつた おお、 おみに 巧 かを 融巧 本ぶ のが 化： 卜 にぶつ におつ たので ある。 
「あらゆる 職ぶ 階級を 姐 じて 蝴 W は 利での 巧に 巧し み、 あらゆる 闊 W はが 稅の巧 W に 梢みつつ ある。 しかも 何人 
が 化の 銀 W ぶび 株ぶ 巧 本のを 能に 巧 化する 巧 氣を拘 つて ゐ るか？ 化の 令 能は 他の】 がの 化卜： のが 故に W して、 
巧せ ずして 利 乎、 がな、 地 化に ょつ て 巧ながら にして 膨 股し、： 細* 强 力に なりつ、 あむ。— I 

ナチ スの 金轴 巧本排 巧は 化の 化が の 下に おつた。 ナチ スは獨 占の な 踊 巧 本の 卜 VW を 一が の ドイツ 蝴 W が 巧 邮巧 
のが 的と をる ので あるが、 郊に それは 化 巧の 版に、 マルク シズ ふとの 巧 M 戦械 にょる 凹陪 ユダヤの なな々 本のに 
謀と して 映 じた。 

ヒット ラ I は云ム 、「化 だしい が 巧の おがの が 州は 個人の 所 か 術が 前 ホみ はれ、 をが ホが が ♦にがぶ々 本の f 


にがした ことで ある。 か < て かめて まぶは な 心なき 巧 巧の お 巧の 口のと な 〇、 所 か 術の 分 巧は おおに が乂 した。 
巧 本ぶ は齡 利の 凱が を ホげ つつ、 巧み じ、 な， r なから、 しかもが 資 に、 ホ 巧を 化 巧の 瞄 W とが 训 との ドに の 
いた。 

ドイツ 粹 がの 蝴陪 化は：： ぃく も 巧 削に 株ぶ 八 VI, むによ つて 始まりつつ あつた。 巧祐 ドイツ； 丄巧八 一な はがを とし 
て 扯の述 命に 逆つた。 しかし お W それは 巧を ななが 資本の 共同の A 巧、 殊にが S 化 挣な仲 たる マルク シズ ム述 
おのが 怒よ つてが ち 化ら たがの 巧 巧と たつた。 

ドイツ 『巧 エぶ J にがす る 久しい 脚节 は’ マルク シズ ム のりのと する ドイツが か闊む 化の 现は I であつ たが、 ぶ 
に それは がかに がける マルク シズ ム八 勝利に よつ て叫樹 された。 化が これを パきつつ ある W じ ドイツ 明 如 巧ぶ に 

かして さへ も璧 ザが 挡をて •今や それは 酵的か お菜？ に 薄 ちんと」 つつ あ 7 中」 

ナすス にかつ ては 化の 「お 凹ぶ の ユグャ 的な な资 本」 の 巧 供から 阳 ぶ々 び帖 W をが 巧す る ことが、 ドイツが ホ 
グお ホを な ホす ると 岡 巧に、 ん かるな 融巧 本ぶ の 跳が に 化せろ ことは 化の 站 なのが 巧趴刖 たる 「化 おにが する. た 
おの巧^^」に^する。それ化に化の「が；；；：れ本&びホぶ巧本八を能」^||に化ハおぉたる「利户むな制」のががが. 
あらゆる ぶが 如ら 化て な 乂の伟 巧の】 つに なつた ので わる。 網の 巧 十】 化の 「不巧 所け ハ 巧 止」 戊び 「利.^ れな制 
のが お」 は 化 八 n のからが ぶされ てむ る。 

ナチ スは なな A 表獨拽 的が ザ：：£ お？」 て阁 朱に よる 强乃 なな がのが 制を じ张 し、 延 いて 夕の巧 止に さ 
ん として ゐ る。 化に ナチ ス のを 曲が 制 おはな 轴が 淵に がする 一 股の が 制と が 子に がする 統制と に々 つて 眺 わられ 

や S や ナナスの 歧巧 •が W 綱が ’ I 六.^ 
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だが を轴巧 細に 如何なる 抗 制を 加へ るん にかいて み 旅の 策を 化ぶ した 义 がは 化ら れ ない。 フ - 1 ダー がが 发巧 
S 化は お 細か 巧 的お刖 として 化の！： 巧を 巧げ、 大隨 のぶ 巧を 巧 ホして ゐる のみで ある， 

一、 蜗ぶ & び幽 W のを 础巧 本に がする 利 桃ぶ 巧の 免が。 

二、 ラィ ヒス バンク 及び 巧な 銀い の 脚を。 

云、】 切の 公 替大規 がま 萊 (水力の 利 川、 咬她 なの 削發 等) に對 する 巧を 剔 巧の ほ、 無利子の 凶が 諮が 巧；；；： 及 
び 借入金の 间 お。 

巧、 巧 證带備 制に よるが 制の 絡ぶ。 

瓦、 無利子 貸 化を 目的と する •た 巧 巧を 巧ぶ 銀け の创 な。 

右に めて 化 お金 娩巧蝴 に輔巧 あるは、 二、 网 、々び おで あるが、 冗は 一が には 化 セ 難 おかを 口のと し、 他が に 
は 一巧の 貨 がを 舞 W せんとす る ものである ら 、これに 關 ナるフ 王— ダ— の 化 解は 別の-のにが 化する。 

而 して 二ぶ び S に腳 しては、 フよ I グ ー は 巧ん ど 巧 巧な 說 W を 加へ てゐ ない。 が 巧 疑；；；： 滞が 阳ぶ によつ てが】 
さるべき ことは 云 ふまで もない。 ただ フエ I グ ー は ラィ ヒス バンクが 一部 お 細な 本ぶ の 川 A 化する 乙と を 巧れ 
て、 闽ぷと 中 か、 が；；；： との 一林 巧 おな 關蹄 によつ て、 巧が 巧 巧 滞に 嚴书 なが 制を 加へ る ことと， 现 ホの 化 巧 节说刖 
を蝴 ぶの 化 おのが 邱 によつ てよ 〇贿 巧に する ことと を 期 巧して ゐ るに 過ぎない。 

W 上の かく、 なお 機 脚の 側から する 統制に 關 しては を おはなかつた ものの やぅで ある。 化に も 述べた か < ナナ 


スの 金融 化 巧の 巧 心は r 利子が 隸 制の 巧 破」 にある。 化に ホには 出來る だけ 巧 粗を おけつつ、 今一が 化の ii 迎を化 
り 上 ザ やぅ。 

ナチ スが 興を 大に する 「利子が 隸 制」 とは 何 か。 フて ー ダー のな おを 引 川し やぅ。 「利卡 隸 制とは あらゆる ユ 
ダャ 人の おが 的 余 视义が 下に ある 诚蝴 W のが 態で ある。 

利で：^ 隸制 にあつて は、 た W はがの が 巧 巧 金を かるな に 恐ろしくな 利を 义拂ム おお、 がの 利子は 化のを 化な を 
巧ん ど晦ひ 溢し、 しかもみ 义 のれ ほと なつて 化の 巧に のしかか るので をる。 

利子れ 隸制 にあつ ては、 巧 做 巧は 偽み の 巧 鉛を W て、 てぶ にがてを ホ 事 化に お蒂 しつつ ある W が、 が 中-はぶせ 
ずして 利で、 が 巧 等を 利 する。 

利子が 隸制 にあつて は、 あらゆる 實 業に 從蒂 する 中 削 階級は、 が刖 として 巧ん どが；；；： 倍 川の 利拂の ほに のみ 做 
かねば ならない 化 態に ある。 

利で がな 制に あつては、 あらゆる# はおの 揣 神の 乃 ザの 照の 巧胁 によつて ，口を 糊す るに W して、 树く かか 階 
級は 巧 甘ず してが の 利 尸、 が：；：；： & びか 引 所の 所 か' お 械化引 等に よつてな 大な 利が を ほず。 …… 

利で が隸 制に あつては、- 个悅不 W の 巧俩 によつて 化の お 巧に 化 巧す る： 丄巧 ぶは、 徐ろに 化の 巧ぶ を 『かぶ 化し 
た』 はに、 かや 化 等は 門 川な 化 化 械を央 ひ、 化の 所がに よつて 『监 ホの やが k 』 の飽 くな きが 澗您 を滿 化せねば な 
ら をい。 . 

利子が な 制に あつて は、 あらゆる 刚 W はがの 巧 おぶ がを r 巧々 J によつて 滿 たさねば ならない。 

が；； ■が 十 ナス S か 巧 •が が 一六 九 


巧 一な 巧慷 巧巧朋 の 十 ナス 1-^0 
利户 む' 隸制 にあつ ては、 あらゆる 凹 W は F — ス ぶの 採 川に よつ て ほした 如く、 な 乃、 がいぶに， おな のの 化の 
楠 做、 卽ちが いな 細 制 お/な 融 とが 械) 、餅ぶ (を 姐ぶ が 楠)' 巧 化 A び關悅 にかす る監 W 侦を がげ るが ぉ、 ドィッ 
はなぶ せねば ならない。 

利'^ けな 制に あつて は、 あらゆる 阳 W 、 化 おはな 八の 刖に W 州せ わ ばなら ない。 

•利子 k な M にあつ ては、 巧幣を W 巧 化に ぶたし わるが ぉ、 个 やわら ゆるが 巧は 『がが 八 W な』 であり， け 巧が 
r 々做の じ 人 J であり、 おもな 化た 接 パで ある。 

が' な 制は 『巧 脚と 巧 本 j 、『な-'‘- 化』、 『が 化と がな 如て‘- 八 巧な を. 山し くぶが する もいで ある。 . 

が户 な 制 八が 贼は 一明？ も 八い 削が S 心 昨で あり、 がなる を础化 ホい 地を なえて、 '… わら ゆるがみ IS 迎 
ハ 解 化を な 巧す も。」 

「が户 な训 よは 闲陪 的な 触 如に かする！： ぶ A び 闊パ€ 利'^ 附れ化 八 ことで かる。」 . 
これを がず る じ ナすス S ™ 刖 ゆる 利 中 U 隸制 A - は蝴 W がが じがす るが たなな 袖 か 本 八 脚 卜：； のとが のぶ ひに ホなら 
ない。 がして、 凹 W がが を か < の 如く 闊盼な 踊 巧 本 八 味 則に 巧 甘ろ じがつ たが W は 一に 利户 のが かに あるが 化 
じ、 利户を 脚た L をけ むげな に， たいと •-ム ふ S が ナチ ス八 じがで ある， . 

3 て ナすス は 利-いじ がして 如 W たろ が ホを 巧つて むろ^。 ナ乎ス 八れ。 ゆる か 袖 化 巧に 淵す る节 娘は 例外な し 
に、 化 八 「利-ぃ W な W ハが 邮」 を 化が よ する も 八で あり、 削述 ハが；；；； 統制 巧 も、 巧 出け 惟 H 地 も 化の 化が を がれて 
ち へられな いが、 化 おに 利个巧 ルじ關 する が ホ はん' 八 かくで わる。 


网內的 

一’ 脚ぶ々 び闽 i ： の 大ホ础 か 本に がする 利 桃の が 化 
二、 大 ヘムな ザぶ のかな 淵述 八な にす る 無 利'^ 凹が 說巧 S 巧い 
S 、 化 策 巧ぶ がいの が^ 

巧 外的 

利が かが 詰ぶ をが 利子の 銀い 巧 蛙に 化へ る こと。 

一に 腳 しては r 利户 W な 制の が をな ひ 代へ たのみで あつて、 V L I ダ I もが 巧な ぶ W を 加へ てむ わい。 一一に 
腳 する 化 S ぶ W はぶ 八 如くで ある。 

「が。 たなの 机の 削な に 化かず して、 不 W なにが 化を 巧い する ことは お： 2 イン V レ ー シ 1 ン をむ がする。 しかし 
ながら M 巧に おらた にが 边 さるべき 价 化を 化が とする 阳处 巧な の 巧い は イン V レー シ-ン LJZ : さるべき ではない。 

がるに々：：： 乂 W 巧 八 巧 ゎは 奔ら化 人 か 八ぶ 化を パ' 一」 いはれ てむ るか、 化 八ん 怖じ こそ 凹ぶ り‘ 机 巧 巧い 術」 を 巧 
W サ しわ わ ばなら ない。 例へ ば ルん 巧ぶ 所の 化 巧は ホ のん なにょ つて 何ら かか 則述 k い W 谢な しにい ふこ 占 か 出 
水る。 ぶし ある 地ぶ W おにめ て 水 乃 巧ぶ 所を 巧な するとせば、 化 C 化ぶ 悄怖 にがして 乂が乂 に、 したがつ て阳ぶ 
銀； パは がい 巧を々 かする か、 化 八が 化に がする がが としてげ 策 巾の 巧ぶ 所 か 巧 てら 化る。 M 巧に 巧 巧 地た 谢 おは 
化の がが にがす るが 故を 抱が じ 餐れる ことか 出水ない。- 丄 ザぶ 了 4‘- M 巧に ぶ^は 化い 巧 化 L .- 引 巧へ に化价 され、 
したがつ て 牧が巧 にん 八が 化は ホく 凹 k がいの^ にが W する。 化い がが w らハ インフレー シ ，ンを 芯 おする こと 
が S が ナナ KS A 巧 •が濟 がが 一ん 一 



巧 一部* 巧 巧 巧 か s 十 ナス ー セニ 

なしに 新がず 巧が 起される。 

しかるに 現に 闽ぶ 的を ぶを 起す 巧に. 巧い されて わるぶな によれば 、光輪に めて 视 ぶは ル 奴を 诚巧 本ぶ のか 本を 
化：： 入れる ことにな り、 化の お 化. 水久に 利で にがられる ことになる。 がに 典 だしきは たがの 巧い による 『追加 麟 W 
力』 のがな である。 化の. たがの 巧 W は-公 ふまで もな く 借を にがす る擔 保を な ホし、 一股阴 W のれ 格の •个 に、 お说 
まぶを 一が 金釉な 本ぶ をして 巧斷サ しめる ことになる。 蝴 W はない ぶ 別 化 川む をぶ 拂 はれば ならない のみなら 
ず、 がの 利 拂は闽 W 所のから 巧收 される ので ある。」 …… 

か Sr ダ Ig 需は排 e 冗 巧で わるが、 嬰す るに 裘の 例に よれげ、 阁菱 は糞阳 做が 比 校の おく 利 川 
巧 値 わるな 偏を ほす には、 招と」 て 器 S n 管なら ざる. 萬に より、# バ利 逆は 遵は 5^ が资れ がに な 

り、 化つて 闽 氏の 巧 粘 如ら 齡 はれる ので あるが、 フ王 1 ダ— によれ ばんの 「無 利 个闊ホ 詔が」 に 强制姐 川 力を 巧 
へる ことによ つて 林 巧 雌 入 巧、々 脚 巧 銀义拂 等に 巧て、 けて 闽 W をれ 巧から 巧れ しめんと する ので ある。 し-^ し 
ながらが の お 化、 ー ホには 一狀 がが がの 狀態 によつ てが がする 賊 がと、 他方には 化の 巧の W がのに をり される が 
がとの 一 一巧の 巧 稚が流 姐す る ことにな り. が 《界 にお 亂 をぶ おしは しない かの 巧 W が A 卡る 、巧し これに 關 する 
ナチ スの 义獻 はない やぅで ある。 - 

一九 一二 5 二な りの 巧胖を U かに わて、 かの 发が ナチ ス侧 かを 招に 化ぶ されち それによ な ホの 姐り 

である。 

ラィヒ、 ランド 化义跑 巧よ 「が來 利で がれ 化」 をはさざる と 化に、 「これらの &巧 W 怖が おらた な 巧 化 (が へげ 


水力 發お 所、 巧 巧、 巧院 、化ぶ、 道が、 述州 等) をが 进 せんとす る 巧には、 無が で關が 巧# の赞 w によつて w は 
ん とする」 にあつ た。 

巧！ 二ち 巧を 巧が 銀い」 な 立に 關ナる 策 も ホ、 一を 一 阿が お 月の 迸 かにな 策され ちかに 化の ぶの のがを 化る こ 
とに よつて 口耻 も的摊 にがの おおを 知る ことが が 來やゥ 。なのが 旨は A の 姐 〇 であつた。 

- 、 み ランドは 化ち 難が かの 円のを W て かかめ なをを 巧莱 が；；；： なぶの 術 利を が へられる。 

二、 化の おけの 化が 並に 機能は ぶの 述〇 である。 

1、 本 銀：；；： は 法人で ある。 

2、 丰 鉛け はなを 雑が かと、 化の 闊 W おが トー 傾 値 ある ものの 巧を との だに、 資 衍卜： のが 化 あるが 巧が；；；： 巧が の 
發 W 、 义は现 信 川 巧が を ほす ことを W て 巧 巧と する。 

3、 本 銀む にめ て準惦 すべきを ながは 政 おの 同な を 巧す る。 . 

4、 化の 請が のな‘ 产バ、 义は借 川の 巧が は、 化の 巧 時の が納 がな 物が 巧に よるな をな 化 請 ある おかに 限 ろげ 巧 
がの 他の 化； 份 による 退 巧は 一化朔 拙、 卽 ちむ お 记十年 W 巧に 限る。 

5、 化の 巧を として 巧に 化ぶ 化 { M ミ ziiteu 直の 一部を が；；：：： に义 がする。 

6、 本が いの 疑いな 巧は が' 脚 一、 二、 一二、 た、 10、 110、 お 0、 100 マルクの 八 巧と し、 W ザ 姑 化 二分を 
囘 おする。 

7、 お W にな 化された 巧 化のを 部を W て、 統一的 持が とし、 W て 巧；；；： 韶 ぶには 倍 W 巧け のがが を化沉 する。 

夕 S 十 ナス のれ 巧 •お W 網が . 一ち 二 



ホ ーが 化 w 巧 前 八十 ナス ー セ 1: 

8、 化の 他の 細刖は 別に おめ る。 

9, 本が；；；；： 韶 巧の 化边は 他の 凹ぶ 的と 拂ホ巧 ハな ぶと Ml ハ別刖 におせられ る。 

もに よつて W らか なかく、 此のぶ 八本 米の りのは 巧 巧 巧ない 调泌 にある か、 ザろ 化の 巧 能を 化む ば、 一 •いおた 
の ヘムな 嘴ぶ にがす るが 利-ぃ 闊化 巧ぶ ほ W と问 一の 巧 化を 削がした のでれ る。 がん 个化セ 八み をらず 「脚 W がが 卜‘ 
の 俯 あるが 巧」 にがして ぶく 化 ハ 前 ゆるが 巧 節 巧を 巧；；；： する けは、 W 巧。 御い 茄 ホが おにが 巧に 流址 ずべき は W 
ら かであつて、 な规が おに & げすが 巧は 狀 くないで あらぅ。 I たかつ て 削 ハが 利户闽 ホ 巧々 ハが W と 化に、 化 S 
業が それ 〇 版 S 中に 何らげ 化を なまず、 か 巧に 巧い される ならぶ、 をれ は贿 かに 视化 ドイツの 巧な 靴を がかし、 
巧いて が户 化が の；：^ 述 をが 巧す るで あらぅ。 しかしな から 化の ぶに がしても 一 •に 加 へられた と M 化に、 他い 一 お 
姐け との 腳 巧を ど C する かの が即 がぶ せられて むる。 

A に 化の 一-巧 八 流 姐 巧 巧に 對 して 巧 姐に 加 へられる ホ 紐は、 それが 化 おのに イン V レ I シ 1 ン をぶ 化する とい 
ふこと で ホる。 これにが して フ L I ゲー はかく 巧へ てむ る。 

「化の ホ 化は •小 巧で わる。 インマ レ I シ 1 ン はぶ W 雌け 如が 巧な に 無が 掀の けがによ つて 边 川され るが たに ハ 
みなる 化み であつ て、 ル 納の扔 化 お 過の 如きは 勿論 インフレ ー シ ，ン のが 川を A げ さない。 …… まして 化の 巧た 
には おがから 巧衍 k の 巧 化を むし、 何ら 追 如 KIU 幻を 边川 する ものでは ない \| 

设巧 にか 外のに はが 户 が^の 巧な をが 利户 のが；；：： 巧が に 化 へんと する ぶは、 クク "ゲス 八 K 狀で わるが、 化 S 
ぶ 明は 巧だ师 巧で ホる。 化に よれば 化' のがが ドイツに かすろ ホ 凹 ハな 巧が 偏 i くなる が、 マ L 1 ダ ー ぶに よる 化址 


說 巧の 游； u によつ て ドィツは w らホ ぉかな ハげ ぶじ 悄 むこと なく、 がつ て闊 防を 姑 か 本ぶ をが ぶず る 巧が がけら 
れ ると いふじ ある。 

け卜 ：がナ f ス のが'^ がぶ であるが、 一が じがて 化 八が 个晚^ のじ 娘は、 VLI ダ— の 次の..'.: おによ つてが々 が 
巧され てむ る。 

「巧な 八 おがと A に 給が と W が 給 かと S 腳巧 はが 嫂し、 む 別な がが がぶ 八哪 川は お片 、ぶな のに もがかめ にも 
々はれる。 化を によつて 化 じかが パが 巧の 能^を 巧し くな め、 が パ おおを がた する ことが 化 ホた おが、 化 じは 巧 
でに がする お： がを 八 ホに、 化の 收おハ ー部を 刖： へても それは A 巾と か、 义 はが 曲の いほと 化 做す •へそで ある— 〇」 

化の な あは 利户 のが 化を 倫' 圳的ぷ おから 班かん とすろ おにが てれれ をが する が、 明らん に - U 川は よりぉく S 化 

を W 能なら しめる ものた る ことを ホ， 放し、. 儿 かけ 卜： S おが か S がが をぶ めて むる。 

:かに化い 「何人もがなや巧化、 乂は蝴化の一： 一;;マパクのが千をパて利户 w ^^^制と名へる&は化るホい」と-.ム 
ひ、 「化稱 は •山し い现 が ハ 下にめ ては 巧を なみれ ではない，」 と- •ムム これら 八.：.- ぃ 化は、 綱 刑ぶ 卜八條 ハな が 巧に がす 
る始训 のが 比と 化せて、 ナ ホスは 利 户の拆 北と-. ムム も、 それは 逊 ホれ 利户 のれが を 巧け、 つ獨ぃ ：； のみが とがの 
がを ：£ がする ことを じ 眠と する もので あつて、 ながな 利户八 令钓を K おする 八では ない もの 八 如くで わる。 

利： 卜に腳 しては ナすス は 一九 so が 十り 十 n; りの ぶかに 化の 化ぶ を ほした。 

利 半は 记がを 叫かと し、 化い 巾 U 叫 化-々 は. 儿 かがが に ホ 巧す る。 わら 化る 巧 令は"：？： ir 九十 小け 内に 化 邱ナる こ 
と 0 

ホ S や 十 チス 八が 巧 •わ ホ 供 曲 ：ム化 


巧 一部 致 « 巧が がの ナナス ー セ 六 

おの 利率を おえる 巧は お 利と して ニヶ 巧 W 卜站 心なに 焰 する。 

か 巧の 巧 下には 大鄉 大巧に W 出を かおと し、 これに 速 W する 巧は、 化の 補に W 巧す る别 なを 巧せられ る。 

ほが 乎 おは それに 化く か 引の 請 明 ある 媒 なにの み 贴 りが 引を ホす。 (がらざる お 合は 一巧 ラィ ヒス マルクの 別 
をを 巧す る。 > 

を 期 化 引 及びぶ 化 引を が 化し、 化 引は 棘て 现金 取引で なければ ならない， 株ぶ 巧！：；： の 林' ル 山。 地 おぶ 巧 巧は おぶ 
ぶと する (それが 小： 地所む に 脚す る ものなる 巧は 巧 おを がする)。 

U 上の 网 巧に 瓦る 巧ぶ の 中で、 ナチ スのぉ 點は勿 溢、 お W にがて 巧 か 利 户を最 な 叫かに 制限 サん とする 巧 一 .の 
にあつた。 しかし 此のぶ はみ 数の 弟に ょつて 沸り 去られた。 

人 ホ ひは 直 ふ、 ナチ スの 上の 「利で W な 制の が 破」 は 化ら に乂 .：； ぃ化强 する 化の 一流の デマ ゴギ ー の) つの 现は 
れに過 ざない と。 しかしながら 化々 は 化の ド-おが 脚— 4 大衆の な 巧に がて 火な 本の 獨卜 U 利な を « らした ところの 一 
九 二 ー ザ 乃 お 一二 一一が の ィンフレ ー シ 3 ン 時化に 班 はれ、 をれ にがく ホが 巧 本げ ターに ょるな を 利け バ にお々 おがな 
巧ぶ となつ ておいて 來 たが 實を 化れば、 をれ が 化ら にぶ 化な ながに ホず して、 みめて 切なな が 巧の ザ 化を W 峽サ 
るが ぶたる ことを 認めざる を 巧ない ので ある。 . 

シャハト も ホ 巧 化の なお 利に ついて 一 おの 制 腿を 加ん べき ことを 別ぶ してむ る。 化は 公ん 「巧 化の かく か 本が 
枯 化に かませる ホ 化けに あつては、 がでの な 化を お础ボ おの 需給 脚が に 化の しては ならない。 巧说给 利か 姑站 W 
が あるには あるが それは 別 問 巧で ある。 …… 


か 円 巧々 が 化# 金融 ボ瑞を 見るならば、 戰勝视 A び 中 か 一明に めて は 巧みは 巧 利に、 しかもが おに 巧ら れる にも 
みらず、 ドィツ 巧び がの 巧 同 照 脚は 巧を の 化 給に 針して はお 利を 支拂 はねば ならない ととん がしい 巧 巧に 化が す 
る。 …… おは お融腳 巧に がして、 な激 にが 滞 巧 乂は侦 巧 巧を 一ぶ 的に 利す るか 如きが 制を 化ん べきでは ない と 化 
ふ。 しかしながら 何ら かの- 卜 がを 加へ、 時に ょつて 俩 人的 利 おを も g 巧せ ざると 阳 時に、 を 破の. 邮^ にかすべき 
統制 方を は あると 借ず る。 …… 巧々 は 何人を も 巧 せざる のみ か，. がつて 巧 人を 巧な する がかき 一ぶ の- トホ をが 小 
に 加へ る ことにょ つて、 な もな 迫せ る！？ 猫’ 殊に々 ぶ 11 抽の 如きを も、 解 化する ことが 出來 る。 

ホに 巧 制に 腳 ずる ナチ スの搁 がを みやぅ。 ドィツの おかれ 巧は、 R がの 昭 併を 支拂に 加ム るに、 マルク 安 化 化 
巧が がつて 一九二 叫が A ザ ーー お 年に 巧乂 した。 

わけても 顯 ザな 現み はぶ 悅所か 部々 が 著しくが じた ことで ある。 卽ち をれ か 大賊邮 にはが 闽お 所がの 八が、 一 
九 一 r 五が にはと が、 一九二 八が 六が と 加速 化に が じた。 化の 现 をが 一九二 九が 八 ザ ーニ ー がには おに 典 だしくな つ 
たことは 巧 化する にがくない。 

化 おにめ てかフ tl ダ I 綱が 巧 S 條巧六 巧は 「がな 的 凹 W がが のが 刖に 化く が 制の が 本のな •化」 を おぶ してむ る。 

ナチ ス にょれげ 「机悅 なき 脚ぶ が闽 W がな ドーぶ 闽 ぶの 招な の现斯 どで あり、 乂 「がらし い W 化か 巧よ わ 巧 巧 
は、 闽 W から W 米る だけ 夕 くの 巧 化を なおす る ことに 非 ホして* W がに あらゆるれ 格を 化き、 强 W が 巧の 巧 巧を 
計る ことを 可能なら しめる が 如き 閉 ぶの 資站 にあ 7 如」 と。 

化の 巧 巧から ナナスは ホの 如き 巧が が训を 立てる。 

巧 11! 巧 十 ナスの 化 夕お濟 31 が ー セ セ 



が； な Aw 化が W 八 卜中ス ： L . へ 

■、内 闽 化の 利 桃 SU のには が悅サ ホ。 

二、 m 化の 掛 化は ホ ホ •ホの U 的. 卽 ち；；；： 化、 W 化 . W ザ、 听巧 、化が’ がけ 巧に 關す るが 巧が’ 巧ぶ’ が 化- 
ぶ。、 阳む 林’ 凹む W ホ、 ぶ 乃 化 給ぶ 八 凹ぶ たぶ いた' 加を パて 滿し S：! ャ 、る おな のみに ぶんら ろ。 

|二、 村 別の 化が、 乂は むにが なのが な’％ に 戦， ドの おがを 滿 すこし」 を U 的と すろ il 化が びむ 化かは 斯 す， 

四、 むが おはみ 巧 ハ W ホに 與逝 的に ぶす。 化し 所 S：： には 晚 化なる 巧悅 がを 凶く。 

五、 化おは化刖としてを悅され， ：：^^-^化^:^巧のと給をなく。 

ホ'!! 化が はを 巧 〇 巧 巧 US’ =5^ び 机 か、 がが 巧 ハ 如く 化が 卜 •む 巧に I て 純が な峭け ハみ にぶす。 

セ、 戰時 がな A び ホ 命 利 W はな 的す。 

八、 印賊か ホに.：： 山なる W ホ おか 做を 制邮 する が 如き か 化は •化の 化 引 じょり 一が の ぉ •抑が 即す さわで る邮〇 • 
これを 站 くるを 帖 W とす。 かが 化‘ 附即 '化 じ關 L て も ホ Me， 

ん にょつて W ら かな 邮 く’ ナ f ス はが 刖 として 即 化を ぶんず、 邱じ w 化が^ 贴 沸を 梯んて 快い 拖 W じ W つてむ 
ろ 0 

一二 か お - 

ナ乎ス にめ ける かぶぶ のれぶ、 化 ハ巧附 巧に かする 削がに ついては 巧に 述べ、々 咐川 姐に 關 しては 巧が にぶ 
る。 化に 化 おには 化の たおが 川 A び利澗 みがの がの みに がいて 化述を 逝ん る。 


化々 な 化した かく ナすス はな" M 巧 制と 個人 5 iz 山な 巧邮 とを 进ん るが、 化の k がに 化て々 怖 k ぶ のぶおから 
「化 おにが する 公 おのが 先」 をけ てけ 3 な 八が 巧が 刖 とするな お、 か 巧に めても 闽 W を お八 ぉ搞 にが 她 する か如ネ 
ものに かしては 一史の 制限を 化へ る。 

がの 巧 一は 納削巧 十一 r ' 化に めける 「がに 社な 化された； 切 八 かぶ (トラスト) S 明が 化」 である。 化 化に て 
俯 I 雜 かに 「かみ 化された 巧带」 と 一： ム つてむ るか’ 化 ハ凯は 巧ら くた 败が ホ：：：； を 化 川し’ むん 一が みを W がする か 
のかき 一大 化悄 化された 乂 かぶとが すべきで あ..： ろ。 卽ち ナナスい 中-化する ことは’ 化 中 化され、 獨卜 M 化さ 化と 
かぶは’ 化 S 中小 かぶを 迫し かなを がの 利 論じが バも 八と して、 がんこれ を 脚 巧に 巧さん とする にわる。 フ L 
I ダー もが 化の 綱が 巧卡； - W にがて 「が 金な 闽 W 載 《化 巧は た、 中、 小が 巧 Q 抑 化な がた」 によつ てが せられる 
ことを ホ おし、 巧に ホの 如きぶ 明を 加へ てむ る。 

「たか 化 (コンツ L ルン、 シンず ヶ ー ト； S ；- び トク スト) 八 阴が化 5 がぶ もが'々 本卜 •巧 M 化に かする 化 ♦ S - K 
の 脚でから 牛： ずる。 シンデ ヶ I 卜や トク ストは％ おにが ては ホ 巧が にかけ るが，- 倫の 梢 卜；： をた 岡す ろ もの でれ る。 
をれ は 役々 にして 舱仍 なる W 巧を 化 化する ことに； 2 乂 な％-::: を拂 はずして •.かつて 扣化 巧に 巧して 中が こか；： § 八 
巧が-‘ 价 化を か 化する S である。 巧 利經が にがては . N 山な なでに よつてが A の 逝 心 巧； ^ が 化せ..： れ るいで ホる か， 
トク ストは M 巧 € がか かぉを I ぃ 於し、 化の 的 ホを が おず る。 かくて 化抗關 巧が.. が： 淪 が 巧 J によつ てが れ ’ I 
たがつ ての 牌は ぶが る 『ぶが 化 給 J S が 本な 训 によつ てみ 化 V 一れ る ことれ く’ —— かじ ハが なに 化され け5^- 
釣市による机格の巧ドは巧まむなくな ^^_。J 

夕-.-^3- + ナス^ 故 巧 •が WWW - b 九 



巧 一部れ 保 巧 巧 かの ナナス ーへ 〇 
がるにナチスに化つては經巧の目のは、 な乂の利澗獲55に非ずして、 ^滿なる闽^余怖の舶がのホ化である。 
化の 化に 「报 ザを 怖の 利な に 役立たずし てがらな 轴巧 本の 利い倫 追求の 機糾 化」 した 獨 巧め 大か 弗を 明か 化する ので 
ある。 

か樂 集中は 資本ち 范巧お 過 おの- 必 がめ 所 巧で あ 〇、 如何なる 力を U てしても 刖 止し 雜 いもので あるか、 がの 獨 
卜；： のが 巧を 閲 ぶので によつ て 防止すべき 必 おは リ ー フ マン も巧搁 甘る とこんで ある。 

「かかる 大 かぶと か 楽な 同との 桃戍 によつ て；；：； 大巧 本の まがが みお 巧の ホに：！ する ことは お 巧で ある。 かくて 
此のみ 瑕 巧は 化 等の 支が を がらが の 個人の 利な に 利 川す るの みならず、 がの 巧 機 や W か 的 お 抱に よつて 阳 W おか 
に大 なる 動 痛を 巧へ る。 かかる 巧な にはが のか みのお 巧は が乂 である。 しかしながら これは お 巧 化 巧 的す 巧を け 
てして はお 易に 辭 化し 雑い 阳旌 である。 化 おでは 脚ぶ 巧に がける 闽ぷ 、卽ち 化の 资本 力に よつ て 巧ぶ に巧大 なお 
巧を 巧 ぼすべき 化が を 桃 巧し、 W て 一肢の 利益 じ W して 利 川し、 支が する にボ るので ある。 化の 巧な にめ けるな 
大の 巧助モ 段は 聞ぶ 的椒 力、 卽ち公 巧の 乎に よる 乂を 苯の監 W である。 .1 

さて 此の おなおる が！！ は トラストの 脚 かと とん も、 本來の トク ストの みで あるか、 乂は カルテルを もな むかと 
で ふこと である。 化の なに 脚す る ナナスの 明 旅な 化が は 知る をがない が、 ドイツ かお 化の 巧 化、： ii； に 大巧 校 かぶ 
闽か 化の H 的が 獨卜 ：： めが 巧の 除去に ある 點よ〇 すれば、 巧に トラストの みならず、 カルテル 、コンツ 1 ルン 准 あ 
ら ゆる 獨 占を 巧を 包を する ものと ぶへ るべき であらぅ。 卽ち ドイツに 於て は トラストは 巧 < 1 化 0 1 ザに 现は 
れ 、がのを も 比較の がいに -k して、 カルテルは ドイツ 时 かの 獨山 かお お 態として 护 くも 刖化紀 の 中が U 米 巧 ホ 巧 


建し ホつ たので ある。 巧に 加 巧、 パぶ、 おが、 化 お 等、 ドイツ ホが が： 丄巧 、巧に がかぶ みが おの 約 s みの 二は 力 
ルテル 化されて ゐ る。 

しかしを がら 他が にがて わに 毕 げた カルテルを なの 闽か 化を な 邸す る もので もなから ゥ 。何と なれば カルテル 
みび トラストを 全部を む ものと すれば、 ドイツ：—; 巧の 乂ザ W 上を 闽 巧に 巧す おおに をる が、 化の ことは が刖 とし 
て かぶを が 人の n 山な お 巧 巧 おにを ねんと する ナナスの が刖 にだす る。 化に おわて がが 化に 「がみ 化された かぶ 
の 明か 化」 と 云 はれて ゐる ことは、 がする に 巧に 圃 W を 庶の利 おに 反する がかき 乂が 枚獨占 かぶを 巧す ものと お 
へね ばなら ない。 

ホに 何人の お 巧に 巧され たか 樂 のが 制を 如何にす るか、 化の おも 亦 明が でない。 しかしながら 化の 巧な にあつ 
て も ナチ K は これら 一般を おに かしても、 お 制限な がが にか 化する ことなく、 を 怖 のぶお 尤 おのな おから 化て、 
他のを 巧を が 迫せ しめざる とがに、 弟 當〇化 おみきが みか 巧を もが 诞 する であらぅ。 化の が 制、 席が をはす 巧 脚 
として 巧 試 生 庵な 門の 職 化 階が なぶの 巧 動が 巧が される。 ブ n イチ ガム も ホ、 かかる 化 解を かつて ゐる 。化つ 化 
によれば、 化の 瑞 なの 聯ぶ陪 がかな による 制邮 は乂抗 にがて ホの 一一 點で ある。 

一、 一が の獨占 利益ぶ ボの 制限 

二、 不 巧な 焼かの 制限 

がの お 化み か 業が がの おな の 巧み、 ホ ホが、 化が おが 等を 協を する ことによ つ： 利 おを 巧 占す る ことを 鲜 ルす 
ると 同時に、 ダン ビングが の 化の が おなお 巧に よるが おの 不 巧な 化： 卜を もが 化する ので あん。 

巧 一一: 巧 ナナスの 巧が •が濟 絹が 一八 一 


が 一巧 化 術 化か 前^ 十 乎ス ー八 二 

乂 かぉい 利な 獨卜 M は， 巧： 一に 網が 巧 十一; の 「利 おを 加」 によつて 制限され る。 しかしながら 化の 化 怖の みなに 
よる 解 化は 即 'へられ r けむない。 なみじ VL 1 ダ ー のな 化を 引 川し や- r。 

「化 人の 巧倘に 化く 利： 曲み がへの を 加は、 ナすス の 齡に排 巧す る不巧 所け の 刖迎に 化弼ナ る。」 

しかし.：： ピの巧 脚の 所 ホに 對 する 利： 饰を加 八が 水は かな' も お の h から •山に 巧が であつて、 が 本のに W がすべき 
何らの 观山 もが 化しない。 

化の 削 姐八阳 巧は 巧 一に 化の ちリ 卽ち俩 人の 现巧 じは した 视巧 やか 採に 巧く お 化ち 化 八 蒂ぷの 削 かろ 利 
川 巧、 お 人、 たぉ 支が 人、 化の 他の 經巧化 化に 巧く が 化との の、 利 おみが に 脚す る 限 雌 如何に ある。 …… 

な 化を W て すれば、 を 脚が か ホに おする 利 一如を 化の がぶ を ホすべき、 比較的 •山 巧に してが 效な A 化は、 班 巧に 
化が された かぶ 利 おによ つて、 巧 銀を 现 化に ルめ つつ、 他方に めて 构仍を 引 ドげ ろ こと だとが 卡 る。 

しかしながら ナチ ス蜗 おにめ ては、 利 おを 加の の 描は 巧 本^ 雜や マルク シズ ムの W 做糾热 にめ てす るよ 〇 も、 
を かにが く 化の 巧 姐を 试が ずる ことが W 能で あらぅ。 

一肢 には 利 おを 如の がぶ は、 化の 巧が 的 本げ^ 巧 本 主 お 的な 利ピ 心から か、 ぶ ひは マルクス 节 ぶの なぶをから 
巧 疑して ゐ る。 

ナチ スの 名へ るが かき 神が 的な ホに めての み、 をれ は' 山 巧な おぶた 05:: るので ある。 蓝 し、 化の！？ 地の 解かに 
は、 大株 k にがおを 巧が せし むる こと をげ みら：：： のとす る 巧 本 K ぶ 的な かぶの 规ぶ も、 ぶが k 『み 人に 巧す るみ 
等』 を じ おしつつ、 俩 人の 衍 化を がめ ず、 を おの 利 一 倫を 巧す る ことによ つて、 ななには 何 构をも 巧へ をい マルク 



スト •義 的ぶ 望の 觀ぶも 化 ハに 驻 けねば ならない からで ある。 この 巧な を 次の. 货 例によつて w ら かにし やぅ。 

例へ ばが 靴： 丄 おじめて 『が おを 抓の 楠が をが へられた』 巧揪巧 か、 假 りに 你か ばかりの がぶ や 化み 八 利 おを み 
がされ、 ぶ ひは 殺 化の 靴を がので がつ てむ つたと こ， C で、 化 巧 お 化ぶ では 化の おが やな 巧 おを H ふ おた に、 これ 
ら柄 おお 进ぶも ホ、 化 嘴の 巧 W ザに ホした 『利な々 が』 の お ホを 化の が おののが によつて 姉 はんとす るを らば、 
帥 記の 巧 做 巧は 3： ら る 所は ないで あらぅ。 

はに 一切の 脚-八を して 全闽 W ホ ホの が おに 與ら しめる お 善の ぶ 化は 构仍引 ドげ であ, 1。」 

巧 じく ゾ "ィチ ボム もフム ..グ ー の 所 おを かむ してで ふ 「闽 W ぶが に蝴 W 生 ホを 展も適 巧に たを せしめる だに 
は、 化のを 生 ホを お 大の巧 一： S 追ぶ の义 化から り ふこと なく’ が おを な ルに する のみならず、 出 ホ巧ぺ くん ば’ 利 
なを 期 巧して はならない。 …… それ 化に 利： 姑を 化の がぶ から、 闽 W お wh " 巧な 巧 本 ド-お 的利澗 ぶぶ を义 巧した 
り、 人は 的に 獨卜 2 的 ホ ホ 刷 腿 や 俩が釣 〇 卜：げ によつて のられた 巧： 姑を、 偶が 化の 獨 ぃ：； のか ぉに 從事サ る巧倘 巧の 
みに々 がする ことは か#- 化ぶ に 反する。 …… かかる 獨 A かぉに あつて は、 夕 ホ 市制 腿を ルめ、 物 削を 引 ドげ、 
を闽 W をして 此の 利 おに 巧ら しめる ことによ つての み、 かめて-皮 3 な 利，。；！々 がを；；；； ム ことか 川 水 7 中」 

"ィブト も ホ 化の おに 巧 巧して 云ム 。刺が の 化は 現 化に あつては 巧が 巧から が はれる のではなくて 、げられ る 
ザは か巧乂 ぶで ある。 化に 化 尊 一 股を して 浆巧サ る 事ぶ のが おにみ が 甘し める には、 かかる か あにめ ける 构 円の 

み 

引 ドげ による ホは ない。 

W 卜：が ナチ ス のを ホが 制の-を！ n であるが、 がする に 一な 獨卜 ：； かぶの 凹 か 化、 ある お 化の な 巧の 制限、 物が 胳む 

が！ 一一 巧 ナナスの 巧 巧 •が wit が lAll 一 


♦一が 政« 巧巧府 ナス ー / P 

の 巧 止 S を、 大瞄に 《て お 人 S 白山な 巧 動 指」、 薰制繫 の 他 《統制は 度 f れ了 はねない。 

. 四な 震 

ヒブ トラ ー は云ム 。エホ 偏 巧の お 化は 大都 巿プ P レ タリア ー ト のかを 巧大卞 ると おに、 他义 では ザし <^ K 階 
みの 巧 力を がめ、 やがては をれ が ドイツが ホ 破綻の 巧大 をが 闲 をは た"*^。 ’ 

巧に ナチ スの累 によれば、 闽 W 祭のを 望な 狀躯は 完全に n 給捏の W をて むきと で わろ 化の 化 
地から ナ； はを S 萊讀に 於け ま夕 、•トイ ツ おでに めけ 基ず、 の靈 化を 商調」、 巧 i おのが をな 
巧途 をが 水して むろ C のことは ナナス 述 政の 中心 巧 力を 桃 巧す る ものが、 本蒂援 級と 巧に をら 巧'^ で わ 
つたこと から 化ても 巧が であらぅ。 

がを； K は 其 招に 如何なる 養 お 巧を 巧つ 了 で わらっ か。 一九 一二 〇斐冥 H 十； は 初めて 化の 
な 巧 おがを 巧 お た。 そた よれち 普條 、巧 二が 役び 巧 あ 化は 大抗 にがて ドイツな お 階が のす がけの'^ 娘で 
わり 、 S 丧 、譚條 が A 板 的 巧 安」 わる。 化に S には 削 堅 ーヶ條 に關」 了は が 笑 巧の みを がか」、 巧の 一一 
•ケ 化に かいての みがのを 义 を掛げ よぅ。 

巧 一が ドイ ツ巧：^^に巧する投は及び償策のなお。 

ドイツ 筆 揉 S 度 36 な S めて ずく S 郁を か 巧 iS が 人に 仰いで ミ。 W 削には 巧* は 化の ミを、 巧が 


的の 妾 お"：： E 、 度 笑、 塞 穿寞 K よつ 了拂 ミ爱 。が 5 た， や K 途は潑 S が榮 w 能に なつ 

た。 

々1 ては 巧々 は儉 人を 稱 おを ホと して 外資の 化 入れに よつて 支说 はねば ならない。 化の が 化 ドイツ 闽— たは 
阐巧的 金 曲 支冀 S な 的 S に 巧しつつ ホろ 器が 巧く をを、 ドイツ 闽 WS 巧は 雙み くされる であ 
らぅ。 一獲 S 川 S か 蒙さ れ 、富" gs 人が 墓され る & を、 贪 おな g 常 だよ つ 了、？ ト イツの 

ブ n レタリアートはりを糊することさへおおになり’ むなのを化化に化んじておかに化なきをはす化がに狙られ 
るで あらぅ 0 

化の 化を 宗 曾、 一 K ドイツ 货が自 」 节： 若よ つ 了 蟹を ちか 畫變^ をには S 。 

しかるに 闽内市 巧に めて さへ、 化を な资は T : " ぶに よつ てがたく 繫」 されつつ あろ 

^ 々はト イツ 明ん にを するな k 階級の 巧が 化を 班め るの み をらず、 化の 巧が にこ そ ドイツ W 巧巧卡 一の 巧の がな 
と、 闽巧 力の 中心と を乂 かすので ある。 

漆 •如に ミ、 且つ 人：： 增思 篇」 了 化に 於 了を 赛な资 階級の 幾は. 巧 巧の 卡變な 掌る を U て. 

化々 WW かみ ホぶ 逃 動の 巧が な：：： がの 一で なければ ならない。 

巧二條 現 ド T ツ网 みに がける 拱 ほ 階が の 輕规。 

な W 階級の S のが ザ现 ドイツ 凶ぶ にがては、 馨 S 化は おか 的に 楚 しく 《かされて たろ 

が 一一:々 ナチ ス S 政： £•,* 濟 w が 一、 扛 


巧 一 がれ 度 巧 巧お^ ナナス ー; 

が 巧 巧 かの 化ぶ、 利 澗八械 ルに ょる％ 別 心の W おぶ にょつて 搜 ぶは 術 次ぞ揣 しつ つれる。 

がに 搜 ぶが 巧 代の 如く 木が じな つた- 賦 W は、 As ぷ がに 化 化される であらぅ。 

1、 な：^ 化悅れ 巧の 過ぶ 

2、 化 雄 脚が S 不巧 

3、 ホ ホ 巧と が 巧 巧と ハ 仲 かお 斤 ハ 利： 佈稱占 

4， 人边 肥が、 ぶ 等 C ： A ダヤ的 n ンツ L ルンにょるみ利 
これら S が お、 巧 W は W な 化し、 父' 叫傅來 S ぶ ' W 灿 をた ひつつ ある。 

かくの如くナ^^^ス はな W の 阁 ^が巧上 山め る なき 化 化 S ホぶ と 、 も の なぶ S が州 と か ら 斗 S じがが刖 をザげ て 
むる。 U 不が の々' えで ある。 

竹 ル •一. 化 巧々 のた w すろ 化 ザの 闲 ぶは ドイツ 十 •地 化と 

ドイツ ± 地け 巧との ぶむ を蝴 すべ S 」 こと。 . 

1. ドイツ 脚 W の 所がし、 抓が すろ 七. 地は‘々 ドイツ 闊 W 5 W 化と 屯 巧 抓 巧との ほに が 化す。 化に ドイツの 
小-地は 化の 挫 じ：： に 化つ てみ 所^ 巧の が 州すべき とこ" いとす。 

〇, 、 ドイツ.^ 地所が 巧は がて ドイツ 阳 ：；^ たる ことを がす。 

3、 ドイツ 阁 W がな 化のに 化の したる 卜 •地は W 賴 W ホと 化かす。 化し 化の 所" 械 はを 阳 W のゎ械 のはに する 


4-: 地 利 w のぶ 巧を がふ。 化の ぶ 巧ぶ；；；： の粧 姑は、 紙ての 搜 w 雌 巧 w 旅と かがとの 代ぶ ホに よって 帖 ぶされ 
たる 職 ぉ 巧が 化 判 所の 桃 限に おす。 

4、 ドイツの -H 地は かがむ 巧 巧の がみ、 义び 所：；： 巧の .f 巧 所の の椒 なたら しむる ことを けず。 脯 々k 地 ハ 所 
がをはす 巧は、 がて， N ら许 かする をが す。 化に 一が 八 h- 地 巧け にがし、 凹ぶ はも W 術を" す。 凹ぶ 乂は W 
ぶに ホぶ された る搜ぉ 組な は’ む 裝に 化が なる かを を：；： 利な 化けを W てけ 助す。 k 地を U て な 曲 化 巧 
にがす る 巧 巧たら しむる ことを のず。. 

5 、 ドイツの r •地 利 川 S 代价 として • い； 地所^ 巧は 化 Q 化 W とれ 巧と に 版-じて 化. 一疋され たる 納化ぶ 巧を：；： す。 
化の k 化 收；； ^悅に 化き、 む 地 & びむ 巧 お 巧に 腳ナる 化の 一明の 仙 粘を 巧 止す。 

6、 なぶが 巧 站仪の 大小に 關 しては 一 化 SW 带を 泣かず。 

，く おの 中小.：：： か投 W 八が ホは、 人 り 化 巧 化 化 化よ 〇 おめ て 巾が なゎと ぶむ。 W し、 が 巧が 巧と がんむ 殊 
た 化 巧を むず るを m」 、 中小が 巧との 则 滿な關 巧を 靴が せざる ぺ からず。 

7、 k 地 かが 做は がれ 的 相が 化を W て、 所^地 ハ々 剧 、がな h ハ 化 巧れ 巧钱 ル八训 W をな く。 

« 、凹ぶ はんの 巧た に 一 お八 的が による k 化な 椒 利を：；： す。 

a、 ドイツ 阳 W の 所" に 化ざる 小. 化。 

^ 、 巧け 贼ぉ阳 が 化 判 所の 判 かに 化き’ 所：；： 巧 八 無 だ 化に して がれろ が 巧に より 凹 W の卜帖 にかせ ずと 化 
做された る h 地。 

巧！ 巧 ナ 乎 ス八巧 巧 •が rtw が 一八ん 



巧 一部 故 W おか 前 S ナナス ー八 A 

C 、 所が 巧 〇 らお 巧せ ざる 乂な 化に して、 n 山を るな W 巧 化の りのに 化せられ たる 十一 化の 一部， 
d 、 幽 W を 做の ぉ： 肺を：：： 的と する 闽 ぶの 带ぶ (例へ ば 义姐路 の閒錢 、蝴 W 施な 巧) のはに 化が をる 卜如 。イ 
化に (ドィツ M 法の ち ホに めける) 化 巧され たる 出 地は 無のを なて なおず。 

9、 闊ぶ はと W しなる におれ る 削 4^ に 針し、 ん り 化 巧の ぶ骗 をな てす る 許 お 的 巧 化を 化 巧と すべし。 か 如る 
k 地は n ぶ おな をな しける ことを 化けと して’ が 化ぶ に對 しかが W ホと して 分 巧す。 

かの +! 化を 分 助 さるべき 巧は、 闽籍 化に 赃ぶ 上の 巧 格を がが として 巧 巧す。 な K のかが 械 なを 户ホ (7 
を臘】 はけに お あさる。 

な もぶ がなる はがが 凹 巧 巧 化な り。 化し 化の な 化を ち现 する には、 巧に な 化 開を のみならず、 巧 化义に 
がけ る巧ぶ部ホ の 巧速ホ に -1: ぶ の おが に 传た ざ る ぺ か らず。 か く て か め て おな中小なぶ巧 の ホ巧化前た 
る狀 巧ぶ はが 化さる。 ドィツ人 口が 加に ょる 大巧 枚の 巧ぶ 化 並に 巧 化 地の がな はか 义化 巧の 巧が なり。 

巧 四 條搜に 階が の 經が的 义化的 向上を 巧す。 

脚ぶ は搜 W 階 おの 令阳 にがす る ホが 化を なめ、 がの おが 的义化 的の 上を 非り、 W て 班 地 化 おのな 乂お W をが 
ホすべし。 

1、 酣 々な W のな 迫を、 巧 か 制 化 化の 他 のぶをを W て 粒 かすべし。 巧な 巧 本に おする 利 ホを 戰 削の 巧 W まで 
ななのに 引下げ、 お 利の 化 巧なる 制限に ょって、 攒 ぶに がする 化來 のね 化を 刖止 ナぺ し。 


2、 阁 ぶは 巧ぶ をして か 利なる 巧ぶ たらしむ ぶが 如きが 巧を 端 中べ し。 

蝴內な ホ 物は 關 化、 檢 入の 凶ぶ 的が 制、 適切なる 凶 W か 巧に よつてが 雄すべし。 

搜ホ 拘の們 がか 定は巧 巧に よら しんず、 扎 つた 化 引 ぉ 巧に よるな W のげ 化を 然爬 すべし。 脚ぶ はなぶ 化 
をに よるな ホ 物 化資货 施を 促進す。 

なぶの 職 ぉ 巧が はな ホ 物の が仍 をが がし’ ホ ホを 咐加 する がごと きぶ 巧を 考究す •へし。 (なみ、 化れ、 
巧な、 巧ぶ あ 巧の が 利なる 條件 による 义 が、 地 巧の 改岛 、巧を の お 除、 無 巧な 策 W 談 、小： 化の 化が 的 拾 A 
等)。 此の 巧 巧を；；；： のは' 明ぶ は聯 能諸阁 脚に がかを 與ム 。巧に 闽 ぶは 人迪 肥れと 觉 力との 化が を 期す ベ 
し 0 

3、 職能 諸阳 おは、 社み 正 まに 巧け る巧倘 契約に よ 〇 な 巧 巧倘ザ W 瞄 と、 なぶ 团拖 との 巧 おなる 脚 飾を 期す 
べきぶ 巧を れム 。闊 ぶは 抵糾视 となな 化を 描と を かす。 

勤が なるな 带巧嫩 巧には を 化 W たる 械 利を 巧ん。 

な萊を おの 狀態か 苦に が ひ、 化ち の 化が なるな 巧、 なぶ 巧倘 巧の 巧 お引上げは、 な 巧 化つ が 寅に 寅が さ 
る。 朗巧废 お 巧 断 ホの 化 態な 巧、 设 びな 地 かおの 然止 によ 〇、 か 人な ぶ 巧 倘巧化 川の 化が はか 满すぺ く、 
したがつ てが 米が のが 川を 巧 ル 止す。 

4、 闊巧 におす るな が 階級の ホが けは、 聞ぶ 化に 鹏能 谢衍 によるが 門 か 巧、 巧び 巧村义 化の 化が によつて 巧 
進 さる。 C な 村を がまが ホ、 おな ホに して 才能 あるな がを 年に おするな 巧 商 等が 門 わなの 巧が。) 

か III 巧 ナナスの 致 巧 •お濟 網が 一八 九 


巧 一な 巧が 巧 巧 前の ♦チス ー九 0 
ホに巧瓦化にめては今一度披でのホが化と化^かがの化がとを如ぶしてゐる。 りく、 邮能谢怖のみを1^てして 

は、 お だな W を おが 的に お ホす るには 木 ホみ であつ て、 これが 巧现は 一に ナ中ス 八 化 ホめ 述 かに 巧た ねばならな 
^ 〇 

視代 のな W の お 狙は ドイツ 脚が' を 怖 八 带迫八 一が W でれ る。 ある 一が 八阶 お八み が ドイツみ 怖 ハが みから 脱 川 
する ことは 能で あり、 した かつてな け もがぶ も か 巧に 助けな はわ ばなら ない。 化に なぶ 牌が W 怖は 化の がか 
的 脾お怕 怖と 一礼と なつて 職能が 捣を橫 巧して、 ドイツ々 怖の がが の 巧 巧を 計る と 巧に、 む 治のに もが 水の いな 
化から が 化されねば ならない と。 - 

wh が ナチ ス のな 巧が 巧の おじ：： である。 化の おも 顯巧な 削は、 个 化の 所：；： とかが との 戊ぶ であるか、 この こと 
は稱 的に めても 一 股 W ホ 制 八な^ をぶ めて ゐる ことの 巧が のが おで わる。 巧 一一に、 化 部 凹が にがけ るが 化 化 ハ！？ 
巧、 化び成が化ハ巧5^はナ乎スの外夕むぶにも視はれてむるとこ，^であり' これにょつて0給.：：化八2训をげ化 
せんとして むる。 化 八 化かの 納 削に 化る か <闽 ぶか おめ て ぉく ハ： をは ナベき ことを K おして ゐ るか、 おな そ 
の ものに ついてはた 怖に 於て 俩 人の 〇 川な 巧が に 巧す かの やぅで ある。 

五 巧 似 

化來 のがぶ にょれば、 な^ぶと 巧 W 巧と S 利 巧は 拖 巧に 巧- •ん する もので あり、々 W がた はこむ が脚啼 S 牌腳で 
わつた。 しかるにナ乎スの化解を1^てすれば、 かかる巧お视はマルクシズムにょつてぷられた-お化でれゎ、 々か 


の 脚 巧は 凹が おがを 巧す る w かに 何物を も* らす ものでは ない。 

ナチスは乂に述べたかく、 かぶぶにかしても 「巧^の捣神」 に；：；？いてか^^ゎ巧§をはずぺきことを卜；化するか、 
巧 時に 巧 做 巧 も ホ 「なおに がする ヘム おの 巧 先」 のが 则に とが さるべき ことを が 水 する。 した かつて お 人 J を C 八 
わ邮の ほに のみ 倘< べき もので あり、 巧彻 巧は たぶ ぶと 巧に 凹 W おかの お 巧に よつてが めて 化，：： かの 卜喊を も 巧 
化する ことか W 來 るので ある。： 化に ナ ホスに あつでは、 巧' 倘巧ハ ホ 巧 化け 改 巧に がする 倘 人の 俄 利 2 みの ド- 
おはぶ めら れ ない。 ブル ジ 3 アぶ がは マルク シズ ム 八と ふかく. ゾ "レ タリ ヤ獨 なにが 削 さるべき ではなく 、ぶ 
W する 巧は なにの 侦あ 〇、 の 化を 削ぷ する 阳 W 八々 做で なければ ならない。 それ 化に マルク シズ ム のこ ムムか 如き 
巧提の 針ぶ は あ 〇 巧ない。 化の 卽 にがて シユ •ハン も ホ 同 巧な 化が を 巧ぶ してむ る。 U く 「がが の 巧 級なる もい は 
巧 一の な ものでは ない。 乂か ぶに がけるな 倘巧門 怖ハ训 にがても、 イな 株々 断 ホ’ 巧が 巧价 巧、 む 能な 巧が 巧ぶ 
を 夕の階 おに 分 たれる。 がに なぶ 巧 脚 ホ、 小 か 人、 モ ぶぶ 巧 等を かめ、 よりない 巧帅 の々 脚 巧た るよ ホぶ、 だ 

ホ、 义が人 等の 階級が あるが、 これらは 化して が 巧の 牌 級では ない。 化に 的が 八々 がか 化が めに 巧が 關节を 

け ふと 云 ふことは マルクス のか 本 的な ぶを で わる。 がか をん かる 巧と してぶ くことは、 むも乂 化が、 乂、 4 ’乂 
か、 姉 ホの 巧 式を りと ぶく のと 同化を 巧り でれ る。 ろくの 巧が を 一つの々 怖に おな すると こんの、 巧 姐た が一の 
な もの こを、 がを ながな の 本な をはす ものな ので わか」 と。 

ナナスの 阳ぶ にめ ては、 假リ にが かめ 化 巧 戦械 をが るべき 故 化 ありと すれば、 それは を 巧ぶ にがす る 巧が 巧の 
それでは なくして、 巧问の 利： 恤 におび かけられ たを ぉぶ と々 脚 ホと S 、 を础 々本ぶ A ぴ それ の 態 巧に 巧 
巧 S 巧 十 ナス SA 巧 •お 濟«ぶ ； 化 1 



が 一が 巧が 肪八 + チス ーを 一 
してで ホる。 かく：々 が 巧は け 叫 = ぃがなる 化か 巧附 巧に ホ ホして r が' がの 化^ 斤」 な ハ でれ る。 

しかしな から ナチ スは 化の む 於 ド’ ぶの が刖 から、 をぶ が 巧に かてんが 一の なを 術 ハが かを ぶ わ’ が 巧 k ハ WK 
ホぶ をが 巧す る。 壯ハ 巧た々 が 巧い 佩 利は 仙 何に して じ おされる - s 。 ナチ スは 巧が 卽なハ W 紐を 故 A 、 々 W 巧い 
城 ザ ' A び 利 おを 代ぶ ずる 巧！！ としてが がみぶ にが 加せ しめる。 卽ち化 3 巧 W 糾 たを 姐して 巧が 巧は. 山な な 術 利 ハ 
41 ： がをはす ことを 巧る ので あるが、 それは 化して 防が 脚での 牌 側では ない。 ヒットっ一 はでん 「视代 にがては々 
倘 がた はがに 必 がなる のみならず、 のが 巧 牛： 巧卜 W . 取 もぶ がな M 化の 一で ある。 しかしながら 叫の 麻啤 はがに 
化み 化 巧 的が がに のみ わるので はなく、 がん 一の 闲 W む 巧の 抑が にある。 何と なれば がしい々 が 糾な がかに よつ 
て 凹 W 乂裝は 中 巧が 望を 滿た される のみでを く、 れ なさへ も 巧 けられ、 化の 牛 一が 閒. ザハは ハぶ をな 巧 化^が が 化 
される からで ある。 

な 中々 倘 がた はが 米の が 巧が み 八 おみ々 巧执 みなの 化が として 化が でかる。 …… しかしれ がら 化の 小 A が ホぶ 
み义び 腳ぶ阶 がな ぶは、 脚 W がみず •ぶの 制 化で ホる が 化に、 それの ぉがな 細胞た る々 W 化か も亦蝴 W がな h 巧 化 
ぶと なぶと を 巧たなければ ならない。 化の 化 化 如ら 凶 W がな k ぶ述 がは W 巧な々 做 組な 巧 かの 化が をぶ A る。 化 
に 3:^ か 件 卞-苑 器は W に 2 を かへ、 i を 化？ る のみでな く、 W が s = * s 脚す によつ て、 的 W 々怖の 從 
问め W ぶが おとして 八た ぶぶ と 巧 W 巧と に ナ个ス のがれを 巧け わ ばなら ない。 巧に 化* の述 かは 巧 巧の 閒ザ によ 
つて 俩 ♦のが 巧の W 怖を 化が し、 それを 议い化 地から 統一す る ことが 出來 るので ホる。 化の 机 化がなければ， 巧 
の 阳攻化 M ぉを ぶ せんとす る も、 それは々 地な 幻 おた るに がる。 化 C 化に ナ f スは 巧が ハ々 脚な なの 巧ぶ 


を化の化にがぶすることなく、 これらがな：：：人裝に化來ハ脚-^^^みド-ぶ阳ぶハ化巧：：：たり巧る巧化をぶ巧ナるの 
である。 …… ■ 

视 W かかぶ ぶ 的 巧 断が なは 悄が 脚' がの 併關 に# ずして、 啊义 化ぶ の 稱腳 である。 蝴 W 社み h ぶ W ぶに ホつて は • 
r 階が」 なる ものは がか せず、 ホる ものは 化 治 的には ぶを にがぶな 術 利と ザぶな ぶ 巧と を：；： ナる明 W と’ 化 治卜： 
巧を に 巧 術が を か 明 人との みで ある。 . 

蝴 W かみ じぶ のな ホに がける 巧 做が たは、 お來の 如く 阳 怖 W がの！ ぶの 人 W の W がを 浙 巧が にがが サ 

しめ、 それを 化の 瞄 がに がする 脚 ホの 巧腳 たら L 3 S る ことを！^ て 化 巧と する もいで はない。 本來巧 W がかは 

化して 防が 關 'か 5 梢蝴 ではない が、 マルク シズ ム によつて ぶら 化た ので ホる。 マルク シズ ム が.：；： 川な 獨 ぶの W な 
阳 ぶの が 巧の 化が 八邮 は'.::: 山な 脚 W ハ：^ な 化に よつ て-! ゲャ的 凶 脚ぶ 的 化 化か 袖と がを 巧 化 ナる はの が 挑たら 
I わたので ホる。 

こわに なして 凹 W がな ぶぶ のな 脚 組た は、 凹 W が W が 加 巧に よる 一ぶ 化 阿の，；： 株 的 W 肪糾说 によつて 阳 W がか 
を摊 雄し、 化の ホがん をな： 5, 化が にめ て 凹 W 、 蝴 ぶを. 山 ひ、：^ 巧には が 巧を 八 も ハ をん W . が V るか 扣キ .一巧 ハ 
が ホ： をげ ムナる ものである。 …… 

がか h ぶ 的 かおぶ は 凹 W がが 八 巧 か み^ 构 け 的ド帖 をだ啤 する ことを 川ら む ばなら ない。 

WW かな K 祐のか 伽 斤は た 化ぶ 八卜 J と W 化と か' 化ぶ n . か 八が かの k かと 巧が と 八 削 かたる ことを からねば 
ならない。 

夕 一. 《十： 之で が - 凡-一: 



が一な 化 怖れが 前 5 + ナス ：化 W 
聞 北 かか K 巧の わ 巧ぶ とな 例 巧とは、 化に 令 脚 w 聞 怖い 化 W 人で あり、 か圳 人で わる。 

wk にょつ 一ー ナチ K は々 納 迎 S 解 化に 巧つても、 侧人 じあ 化が に 化へ るに々 怖的视 たを W を かけ、 わ 〇 の お 
が八みからでなしに倫训のぷ瑞から巧巧八協测をか。んとするものでわることか叫らかにたつた。 1たがつて ^ 
ぶ にがては 値くな きかが の 巧が がぶ に 化く 的が 脚 ザを がです ると M 巧に' 他ぶ では か 本 K ぶの げかを が-^ する い 
である。 
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第一 巧 十 ナチ スの閒 體闕家 


が 一節を 體闽 家への 巧 疑 

ナチ スはが £ss から、 SS 為な 階認— 父る K か 窃な曲 露ぶ S ぶ— 芭た ミは 

舒述の 姐り である。 化 の<晶 は ナチ K の搂 巧のと 同時にい ちす 賓 されち 
ナナスは 化 づ巧彻 組を 化嚴 をが め、 爾餘 S イマ！ ん化 おの 逝 巧た るみ 巧の 諸 鏡を 祭し. 之に 化へ るに ナ 
ナスなる 一黨 によ 0 ドイツ S 冀巧皮 蓋な が M を S ならしめ るは S お 難 書を 公」 おので ある。 

そして これら ヴ 諸ぶ 巧は 乂 な々 划 1 化 (こを 己】 》么 乙 Is コ ものぶ の 下に 設けられな 施さ 化た。 

華に それは ドイツ s 巧 制 巧 置と なつ 一」 现は 装。 卽ち 、ランド？ ライミ* ル •ソングが 代で あつた 
力、 同時に こご」 とは ラ こご 教赁 S にがけ， る 等 巧 遠に 半-ド-ぶの あらゆる 護の かおを がつ 

，を ラント 3獨. 心 はなに ナ乎 KW 削に あつても、 .7 a シ； みに 細して は ~ を 一ー ー卒と 巧 二十り パ—. ヘンに 
よつ て雾 されて ゐち おし 全 ドイツを 姐 じて ない さ廷 S 一九二； 二 垂一诗 二王 U の 「ランドが 一巧を り 
—les f ミ ziir GSI — -ler L ミを ョ it をョ を, 一-ごに よつ てで あろ このな 化に よつ てみ ラン 

ド 器 力ら ぶ錶を ザ盖复 1 塞を が： 貧」 •ラ- <品農 健豬 —资奏 ひ、 I 呈 US 单 によ 

ザ ーを 十 ナス SS 留朵 - し，， 


巧 一系 十 ナスが がが 资强お 一九 八 
るプ "シヤ .ランド タ ー ク W かの ランド 諸な はが 化され、 S 巧 五 H の ライヒ ぷ な巧举 にめ ける みむ 谋 のみ ランド 

巧に がける W 巧趨 をが 礎と してが 巧され た。 

これにより 速 巧 数は 著る しく 制邮 された。 而 して これらぶな 期間は 一九 二が 一一 •- リ记リ 如ら 阳 年と 定 もられた 
か、 「ライヒぶ 巧 心 解 化は み ランド 遂特制 故 S が W にもなる ，一( 巧 十一 一が) ことを 巧と した。 同な にして 地ぶ の k 法 
巧 脚は ぶく が 化され' 史 あされた ので ある。 

乂 J ‘で 「巧 二た が一 も (zweues oes 史 Z N ミ 01 eic ' sl > d - allllng こ er Uluier mit 立 em 巧 e 己一 ごは がに プロ シヤを 化 
きみ ランドに めて 火が がは ライヒ 總现大 だの 推が にがき ライヒ 械巧 (巧た 〇一寞 ジミーと ミ) を 化な し W る ことと した。 
がして 化の ライヒ 祐 化は ランド 政府 U の 巧 免、 ぶな のが 化、 义 びお进 毕に蝴 する か々、 ランド 化の 公 か、 A び 
「ランド 化かの 中 W にがき」 ランドの な 級. い 化 巧 A び W 法れ 化か 八橄限 をが へられた ので わる。 がに ライヒが が 
は ランド 政が 阳 なを 铅狎- する 椒 限を けた。 人 n 一一 巧が 人 W 下の 小 ランドに ついては 化の 一一、 一二 凹に ついて ザ' 姐の 
クイ ヒが がが 巧 命され た。 ライヒ 撼 がは 化の ランドの ボ W 糊を^ する ことを が 件と ナ るが、 がの 給 もは ライヒに 
よつ てを 給を、 ライ e が 某 反 榮 によ？ 乂 がが ハ霉 K 服 おせ わ ばなら 2。 巧に ご.； では ライヒ 悦 
哪大 だが ライヒが がの 幡 腿を つて 弟 ぉない ことにな つてむ る。 おに 一九 一二 一二が た H 二十 六 H 、 ち H 一 〇、 巧 H 
卜 八：：： A び 十 n 十 叫 U 八邮 化の 化かは ライヒが 圳大 がか プ P シヤ にあつ ては ブ n シヤ が圳乂 がに が' の 做 腿を を 化 
し i ：! る こと、 A びが がは 化の 術 限を ゥン ドれ おにを 巧し ける ことが 迟 めら れ た。. 而 して W リ 十一り ヒ "トラ ー は 
• VI リングを プロ シヤ が啡大 にに 伟 かし、 がせの 術 限を ホ 化した。 かくして 一九 が 六巧ヒ "トラ ー によつ て 


化かされ たがの 他の がが は ホの 如くであった。 


•ハ ィェルン 
ウ王ル テンべ ルヒ 

ザク ゼン 
バ— デン 

へ" セ = ナ* サウ 
チ I I リンゲン 
オルデン ブル グ硬ブ レ— メン 
ブラウン シ - ワイ グ A アンヘル 


シ L トリッツ 义リ t ，.こ ク 
ハン ブ川グ 

リッペ％ こ， ウム ベルグ H リ ッ V 


フランツ •リ ッタ 1 フ + ン •エップ 化が 

ウィルへ A ム •ム A 巧ぶ ぶ 
マルチン •ムッ チ-マン じ萊ぶ 
ロバー ト •ヮグ ナ— ボ人 
ヤコブ •シ t プレン ガ L お侣 だか 
V リ ，ッ •ザ々 ケル 机 お 

カー 化 •レ.ー フ V J 乂 
ィ " へ ル ム . レ I パ ー が 人 


メ凡 ケンブル グ U シ •-ウ t — リン、 メル ケンブル ゲ 


フリ- .ドリ》 ヒ .ヒ パザブ クント 投巧 
力 I " •力 - t フ マン 段 お、 が 人 

アルフレ ザ ド •マイヤ ー 人 


^ I - ヴ はす へ て ナ ホ ス て あ〇 ^つサ 々ケ a A び マイヤ ー を 化けば ぶく ライヒぶ みのぶ U で ホる。- 而 

して をら の難 はず ごぶ 写ンド S 獨蟲を 5 た、 ぶ 蘇 A びむ 篇を マ t 1 つ ふ ライヒ k 
だ 巧す N ? と S な 寒： な A 器を ラ -V 卜提 ii か」 一」 巧 ミを。」 た をら 餐 は？ ヒ範乂 がに かし 

ホ； た. * ナ； W 巧 W 朵 一已 L 


巧 二部 ナナス 找刺お 濟^强 お 二 00 
てぶ をな 巧 巧 をれ ひ、 した かつて それは ランド 政 かと 小み 化府 との 忡 かとして よ. リも 'がろ ランドに がする 小 か、 
化が の化邱 •としての 巧 能を よ〇夕 くんつ てゐ る。 かくして ランドの h 愧と 巧を とは 無くなり、 ドイツは ぶみ をが 
一 ある 凹ぶ になつ たので ある。 

か < の 如き ドイツの み ランドの ド •術 凹杂 から ライヒの 巧なる い 化 おおへの が： おと 共に、 旧々 のい 化 機能の お 中 
化と ライヒ いバ 化 楠 のぶをを 冉 編が とがが いされ た。 化し 中 か、 巧腳 にめ けるな ホは 少 く、 ただ ヒン デン ブル グ 元帥 
の 化 巧 一九 一二 阴年八 巧 ヒット ラー は 大が統 の 滞 腿と 概哪大 にの 楠 腿と をが なせし めて、 「巧 海 ホ 並 ライヒが が」 の 
巧ら しいが 诫を 巧つ におつた。 をして 巧 海 ホが 刖 におき > 化 がの み：：：： は 巧みぶ にがして 化 あの ぃ：？ 巧を わ ひ > 化つ 巧 
游巧 によつて 巧 かせられる。 お 米 ランドの 統制： 卜 にあつ たお- 卜の公 化 ハが 腳は ライヒみ が g のがが ドに 巧され た。 
あらゆる だ 公 かは ナチ ス蝴ぶ A び ヒット ラ ー 個人に がする 化 誠の ホ 巧 をれ はし めら 化た。 

ー ホでは かくの かき ドイツ 闊ぶ のか 治の が 一と 巧に、 化ぶ では 明ぶ と媒 n 巧との 統一が 巧む された。 二つ バ..！^ 
のむ 谋 のが かか W ず •ホぶ におつて 本な めな ものであつた が、 ナチ ス阳ぷ では 化】 の 化 巧、 卽ち闽 W かなよ ぶドイ 
ツ巧倘 巧 W 外には 如何なる 瞥 かを もがめ ない。 一九二 111 审 十二月 一 n の r 化巢 々び闊 ぶの が 一 恤化與 (ご eselz N ミ 
W 己一 ercng 乙 cr Einheit <on Partei end Staat ごに よつ て、 ナチ ス巧は 「ドイツ 詞 {ホの 哪巧 のが ひで であゎ、 到 お 
と密 がに がを」 さるべき ことか 巧な された。 それ 化に かかる ものと しての ナチ ス 欺の 巧が は械 めて ぶ 化で あり、 
これらを 列 ホす る ことは イ 可能で あるが、 「何よりも ナチ ス規 は蝴 ぶの 支 W であり、 蝴 W 巧同掀 のみが みに 力を 
前 ハへ ると ころの ダイナ モ である。」 そして 谋の ド： たる 巧 巧は ドイツ 闊が をが 巧して ナチ K 化が を W えつけ' 巧ら し 


レ 指導 おを グ ホれ る 瓶.- パを 茲け ナナス 阳か戊 ひ ナナス お 神が 何らの 阳巧 なしに あらゆる 义 がで な视さ L る こと 
を監规 する にある。 

谋と蝴 ぶとの な 一はみ 巧の ぶが に 化 はれて むる。 ナナス 巧の みなた る ハー ケン ク 。イツは 一九 S だが 义 H 卜 な 

n 接 ライヒ S 化 一 SS たら おを ち媒リ 裏 腳 、巧 W 巧、 踞 服は 巧な S 化 誰を 抑へ をち 说 S 巧 
は 同時に ライヒ 化かの 巧缚 巧で あ 〇 、 殺 夕の谋 诚巧腳 はむ 府 のみ 機腳 とおな されて むる。 

む谋 と關东 とのを 一の が训 は、 新ら たなむ 治の アリス トク ラシ I をが： ん てること になつ た。 として 巧 こ 加 
入し 巧る 巧は 苗 年 化 絳に加 人 甘る ものに 限る， 卽 ち、 十が 乃ち 十一. が 一一 「ヒットぅ 一 .ユ I ゲント」 の 巧 怖の 並 
じ も ぉか fr" 練を なけた 巧の みがを への 加入を 許される ので ある。 かくの 如く 巧 とがらざる ものと がが かする お 
化と して、 ドイツ 货は楠 利 A びかみ 的盡を 異にず る货 がに 分が される。 卽 ち、 卜乃ボ は 5 級の 凶 
八 (法 体 A がか 卜：の 巧 滞を かする ナチ ス媒 ；；：；；) 、通常 乂は巧 二級の 蝴 W (党 U に 地す ろ巧權 もがい が、 を 別を 遇 も 
なけない もの r A び 望 森の 闊 W でと して ホア リアン 人 A び ナチ ス闊 ぶに 姐な を 巧つ も Q 一とに々 たれろ この 
ことが 苑幽 みとを く 巧る ところで ある。 

W 卜：の やぅな ナチ ス脚 ぶに めける 二つの 化 本 的が 训 、卽ち 、巧 海 巧が 训 A び 踞と闊 ぶとの た 一の 於训 とに した 

かつて 璧 S が刖 、卽 ち闽ぶ S お：^ ぶか 牛： 至。 凹— た窝菜 Q 卜 •に 獨 A を 統制 滞を をる ナ； 巧は 化 

の 椒イを 巧ん の あらゆるが 曲の 卜； に 延ばす ことが W 水る。 媒； ^び闽 ぶは なのな ぶと して、 幽 W の 1 がの 巧 おを 

8 し. 望」. 譜せ 技なら 2。 個人 Q 提は的 S 鏡と」 てだ緊 触 能を ょ つ て 测畫れ ろ 

巧 一が 十 ナス 巧 M ぶ 二 3 1 


巧 二な ++ スが 制が 濟 の 资 W 二 0 二 
^ く 八 かき あらゆる 闊 W ホ 巧に 針 ナる闽 ぶの が 制の が刖 は、 巧な^ 似め てみ く の A 法で 巧站 されて ゐ る。 例/、 

ば、：：.. UIA び 化が の.：：： 山は ナナスが 化 梢を 獲け ずる やを やなち に娩 止された。 巧 W ， ラず 才、 がが、 キネ マ、 化 
化 あら ゆろ 义化 • A び 巧 化の 化^、 あらゆる がが のかぶ' 山 化ぶ、 俳 悼' が 術ぶ はが 制のに 义化 なな ( Kulturk : l - 
nimer } なる 谢 巧に 加 人 甘 しめられて’ 化か 八说 化な が 制 ドに W かれた。 那 ゆる 〇 川 喊ぷは 化の け 巧を 央ひ 、ぶけ 
の 職ぶ にが 化しつつ ある。 火 巧は がての 他 八な が 機 脚と M じく お 米 S 踢ぶ 5 片镑 さへ もな く、 大巧が 巧は 化いだ 
おと 巧 じくが なに 能 巧され、 轉巧サ しめられる。 

如 やうに して、 ナチ ス の々 悦ぶ 巧は 一が の 训迎に 巧へ ’ 一 がの 班を 解 化する 八で， ドイツ人 八 令 ホ 巧は；；：： 乂 
な 索お闊 次の 機 梅 中に おた せしめられ るので ある。 「ナ 乎ス 聞ぶ にあつ ては 化の 一つの もの さへ あれば ホみ であ 
る。 卽 ち、 巧 巧 巧 帖则 の.：；；； 仰に 化く がな とが 巧 巧に がする 化编 、一切の ドイツ 间 W をば蝴 ^=5^ びかな 的が がに 
がた せしめる ところの W ぶを 巧たん とする 鲜 巧が 么 である。」 

け ± に 述べた やうな ドイツ 八が らしい を 怖 K ぶが 態の ドに あつて、 が 巧は 凹ぶ にがして 如何なる 側 巧に 扭 かれ 
るで あらう か。 ナチ ス がを 棉 ぶぶ が 刖を株 川す る W 上がが もが、 凹ぶ のが 制 ホに ぶつ ことは 川來 ない。 化跑 で！！ 
姑は 如何なる おがに、 A び 如何なるが 法で、 化の々 做闲 朵が粹 的を 巧 巧し、 が 制する ホで ある。 化 A 化 做の 巧 
ル、 蹄が 制 巧の な ホ 3 かきむ 治 巧 憐八贿 ぶに ょつて ハみ、 闊ぶ とが" t との 训 八が なか 卜乂盼 なくげ 视 される ので あ 
るが、々 や 化の 條 化は々 怖 凶ぶ のがぶ にょつ て ホた されち ホ ホと がむ と 八 おがが とた 邱 化、 明 W おかの あら ゆ 
るが 分を ば 政治の 巧 海 5 下にめ ける 化 巾 化された 一つ 八 お 巧が 化に がた する ことの 巧 か 1?-^ れ た。 加ん るに 巧け 


の ドィッの 巧ぶ 化热 そのもの か、 お 力な 蝴 ぶが 制に 適する 狀 態に. ぶかれ てむ た。】 化 一与-がに めける- 个 がは ドィ 
ッ おがを ば、 根本的な 編ぶ 巧な くして はどぅに もなら ない 狀 態に 追：；^ んでゐ たので ある。 ん くして ナチ ス にかつ 
て ドィッ お 的の ボ 編 巧の 迎 かな もぶ がな 化 巧と なつて 讲 はれた。 而 して 化 5 な ナナス 知 化つた ぶかは、 個々 5 
かぶの 獨ぶ 化を みはしめ ずして、 これを W 做が 捣の 中に がな する ことで あつた， 

ナチ ス 化が にあつて 四ぶ の 梢做糾 殺が 如何なるな ホを 巧つ かにつ いては、 削に 述べた ところで あるか、 がする 
に それは 十义 化が S が 子 的 化な 並に それの 所を たる W ち击 ぶの かなに 代ム に、：；： がの な 巧 隅め かげを W て せんと 
する ものである。 かくの 如き 悄梳脚 {ホを 憐 がする 倘 々の W 拖が热 がか 何なる 機能を が へられる かは、 巧述 のかく 
义 々のなかに よつ て 巧 左され ると ころで あるが、 一が には それの 巧 巧卜： 巧が に悄 怖の . n 治で ある。 

同時に これらの が 化と しての W 做は 阿ぶ の 巧 巧が 制すに のかれ、 且 かかる おな には 公な の 巧 巧を 助 へられる。 
闲瞄 におす るが 次的監 桃に ついては ホが か あるか、 が 制が 巧と- •ムム 巧には、 經 巧への 凶ぶ 的 巧 海の々 ぶは 化が で 
あむ、 おが！！ 迪に めける 凹ぶ の册 城の お 條 化な 巧 化が 说 めら れ ねばならない。 もとよ 〇闊 ぶの お 海が 制と がん' 
おが 的 W 瞄の 個々 的 生 巧を だか 的に 刹 一のに 邸 制 甘ん とする のでは なく、 化の：！ 的は 恥 怖 I 巧 動の 方向と な ホと 
を かたし、 法制 A び 巧げ 卜： のす 的を 降 くにをり •したがつて 闊 ぶの 巧 巧の" 心 小の がぶ は、 蹄が 雌 怖-が おみ 巧が 凹 
ぶに よつて 化な され、 W 做の が 約 か凹朵 の 成ぶ をが する ことに ある。 

更に、 あ大 なることは、 おが 谢 がは 個人的 利な よりも 悄 巧み 怖の 利益を ぶんず ベまで あると M 巧に、 阳肪ネ 麻 
のが 水は 闽 が お 巧を 做の 利な に 適な せしめられる 時に のみ" 效 だと 云 ふこと である。 それ 化に おホ阳 怖^ 二术の 
を 一 や ナナス SW が W 糸 110111 


巧 二が ：スが 制 括 S 巧肤 IIS 
機能を 巧つて むる。 巧 一に それは 倘 々のがが 巧邮ぶ にがして 円ら 谢 旅に 所咕ナ るとの 〇 巧を 机 かけ •巧 一 •じ おお 
W おは をれ . n およ 〇も乂 なる 闽 W が 巧を 怖の 一な として、 そのが 巧 令 怖に 敝 じて 巧 刺す る ことで ある。 

かかる U のに よつてげ かれる W 抗 が 捣 にあつ ては、：：. 扣 ザむ 叛 の 常 •； お 的 利な やが お W おのが，」 の 3? 如の か 化する 
餘化 はない。 凹 灰 巧に がける あらゆるな 巧 別を W 怖が 热の 巾に 础 たし、 をれ によつ てあら ゆる 凶：^ のが 一を 可能 
ならしめ る 巧に なのむ 巧が ありが る。 ん く： 明 怖糾热 にあつ ては ドからの， 扣 巧みと 卜：ん らの滞 力と が W 巧つ て幽 
統一 か •诗讲 せしめられ、 化 おにめ て 化 治の な ホか即 'へられ、 したがつて 尚 脚は W がな むみの 槐 能を ホす も 知 
である。 それ故に がが 的 曲 怖は 巧 時に 化 治 的 聞 巧で ある。 

wk のかき なか じがて’ が巧阳 おの 棉神 のが ホが. 巧现 された 巧に わて かめて、 阳 怖の . U 治は が 巧のを おめ 化ぶ • 
卽ち 聯邦 聞 怖ぶ かじまで 巧披 する ことか W 水る。 化來 のがが かぶ 巧 おか ホぶな にあつ ては、 如何なるが 巧 两怖 巧 
おか {かも 門，」 の 一が 的 利な のみを 夕 へて 化の ホ巧必 がをおへ を 如つ たので あるか、 峭怖的 m な こを.^ かる 一 怖め 
なお 狹 をぶ 化する ものである 。統制 經 巧の 税神 にめ てぶ がされた み W 狀 が、-^ くて おな の々 怖 的 代を 巧 脚を 構が 
すべきであつて、 化の 巧關 かなの 闊 W 代表と なる ので ある。 

かくて ナチ スの W 上の 闊 ぶの 闲做 的稱边 へのが ぶは、 ホの 如き 喊能 部門 的に 編は され わみ 巧の 阳 おのが 城と な 
つて 视 はれて ゐ る。！^: 卜 これらに ついて 顺ホ 述べ やぅ。 . 

リ 《；1己已ミ1>己1§の なるな巧じ巧してはホど逆巧もな<、 义之に正し<なる化をも巧凶にはむ い。 ぶみ に 1^ミ已3 ーミをぅ 
aerlin S ; な， S . 510 .をみ わ ば々 のかく 訟明 さわて & る。 ゲ ラィヒ シャル ッング とは、 諸* 府 ，巧む か濟 M 、 化 At:H 
はんとよ n 訊 M 巧、！！ 批 をげ、 がかは を ホの (ホロ やが々 のかき) 卞 ホ々 び n 巧の が ii によつて、 之 ホを ホ ホし な 巧のに 


=； つ 巧 お 的に ナチ ス のに 搞 みさ 社た ラィヒ かがと 等しい ザ 向に 向ける ことで ある 0 

2 ミ な35 ごご Che- で ie ご esetzgehun 巧 ties ICa ご i ミ ーで Hitler, 三 eft ご S. 2;J. 

"り Hoche , a . a . (>•, I すで】 - S •接 • 

が Iloche, a. 产 〇., I す ft 夕 S •を ご 
5 ブ 『■古 a ユ h- OP. oit. P •こ。. 

〇 ジ 2 已一 sJtult ミ kumnierge もで， 一で を le, 产 P • 《ご 一 {e で 4- S. 5 ち . 

。が 二部が 一巧が 一一 巧： 5； 至が お 俯。 

巧 二 節 巧 工業の 刚體糾 織 

が H 巧が が絳 (こち anisruio -】 こ er こ ewe こ >lichcn \ごミ巳己ご)は一九六§;年二乃一‘十：^円のドィツお*-—巧，リが^準 
が 化 {fsctz Nur <orherietu 三 巧 こ es 〇 兵 anise す n :Vun ゴ lues 立 cr tieutsche 。 wil . tsch 芸 によつ て 組 巧 さ L た。 c : al > っ、 
をに 化いて が奠お シャハトは、 ナチ K 闊ぶ がが バが 援 がを 巧 バナ るに が 川 おい お转な r 辛'々 び 裏い 
がが を 化 巧す るは の 梅 化な 硝限 をが' へられた。 卽 ち、 その 祕邮は ホの 如くで ある。 

1、 がが 攘をば 巧が： 丄巧义 は S の峭 一の 代ぶ W 做と 若る こち 

2、 がが 悄 旅を 左し、 解な し 父は W 巧に がた する こと。 

气 經巧说 照の. 左な さ 悄抗巧 約を が 巧し、 柿 ホし、 巧に 巧 巧 巧が 训を巧 川す きち 
4、 がが W 报のお 巧 巧を 化 巧す る こと。 

が黃 ナナ KS が 巧 氷 - 5 £ 


が： 一な ナナスが がが？ 资お こ C プ 

5、 かがぶ A びかぶ をが 巧怕 怖に 加入せ しめる こと， 

こ L こょつ て ライヒを 4 ^- s 々一;^ ぶは 「巧エ W 怖 ( or ち nixuion こ cr 二 s'gbuchs \ご ミ chafi こなる 腳巧的 W 怖に 
お 巧され たので ある。 化し 巧に 述べる 如くな i がの みは 別個の 糾 總に抗 たされた。」 

化の 雌 獲に f 摄 S 施むな は學 十一 H 二て H に 蓋を ちを の U のは 雙 端に 地が 別に ドィッ 
のをが 萊 をが 奠 -is 統制- > にを るが 一 2 S 内に がさる にを ろ 技 s § s がを 窜ん S は 惟 能が 
には エ 2 び肇磬 ホに 援でゎ 〇、 S のには S 3 所 さぶ ぶ S 所で ある。 そして 化" 巧 r - w 怖々 
怖に ついて なをて ゐる廚 は、 E 强就 交び い S りが 则 であろ 
商工 樂な鬥 にめ 一'」 獨定る 一切 S 集 畫ぴ 業ぶ はが 销に黨 部門に 学る 碟ゎ的 & び 地が 的援 にれ 人せ 

ュぶ 支らない。 した かつて アウト サイダ I なる ものは 化の 拱な わりがない ヴて ある 

巧 怖- 个 S が捣 には 巧 海 ホが をり、 化の ぉ筹 はを'. 雌で あ。、 リつ をのを 械は錢 じに 巧 招 さ 仁— ゐる 
责卜 一條)。 ぉ累 父は 化 S 代邵 .はを S 援 S 化崇で をつ て、 ナチ ス のな 进 にめ て援を 葛し、 を 怖め がな 
に 巧みて 漂 A びを 〇巧 巧を 透」、 巧 脚」、 义援の 快げ 的霉 に^ 駕 A び トー 級 煤に つい 5 け をれ 
ム烫 十六 度。 

而 して S 箱 S 能 的 寡は 次 S くで ある。 兜 S がに ミ 六俩ハ ライヒ 樓 I 。 言 sp 呈が ある。 
W エ ぶ 
がす H ぶ 



脚 商ぶ 
W ぉけ 

がが 險 . 

脚 動力 

その ド 部阳® としてが が 聞 旅 (wirtschaftsgruppe てび 典け W 拖 sa 已ち cppe } 並に で おがけ 闲怖舌 clitergruppe } 
か ある。 その 惦 ぶは 別ぶ の 姐り であるが これにつ いて 怖 W に說 明し やぅ。 - 

エぶ はがの 六部け 中に あつて W もが 化な W 做であつて、 巧が 曲 做との 間に 中閒 のな とつ Q 中 か、 W 防 tsaup ;- 
ち = ppe ) をむ すろ そして 紐ての ラィヒ 悄 做は 巧 述の 全組餘 のな な W 怖た る ラィヒ お 巧みぶ 所 言 己 , SWIhaff 
kasnler 】 に 化を されて ゐる〇 

お 巧 W 破は ザけ 卽織 巾に あつては 比較の ホ： おな W 巧で あつて、 それ 〇 お A び 下級 聞 防の 乎敕 巧を な 的し、 巧 巧 
を かがし、 化つ その 巧 海 巧は 加盟 ホに 削して 巧げ 別を 巧す る械 限を 明 へられて わる。 

審門 W 怖 S 巧找 は烹夕 であろ ！ 卽 ち' 一 お 装 お袋が、 拘ぉ 寡、 が悅 製、 迎 、がり’ か； 

袖、 ほが が 制、 化險 、巧 ホ、 な 化、 巧々 に關 する 巧 W 巧が 之で ある。 而 してが 門が 捣は それ， り抗 としては 化して 
みお び ホを 統制 並に 巧が 训埋 には 化が には 淵が しない。 とい ふのは、 削 巧は 巧 かの カルテル A おは ナチ ス のな 
がに あ ふた 化い 巧の が 说の關 叫すべき 刖姐 であり、 巧 巧は 巧 述の巧 柄な 化 協ぶな のか 〇卜 •げ るべき W 巧 だんら で 
ある。 

巧 一巧 + ナス 巧 W 朵 二 0.^ 


巧 二が ナナス 锭 制树濟 の 巧 お 二 〇 八 

地域の 如 抑は クィ ヒ闽税 じがつて 十 w がが 化 お (ミ rtsch 尝 sbozir 豆に みれ： かじ： 卜械 W 怖と し 一-加-お ド 級 阳旅か 
的 化な 说 所の 所 化 化に したがつてが かする。 かかる 地ぶ の おみに 現 かまで 八と ころでは、 てぶ、 巧 化、 ホ X ぶの 
S つに ついて 巧 化 三れ てむ るに ル まる。 

^ じで に關 しては、： 丄 ぶな 門が 巧 巧は 一九 ニー お 年 一二 巧 十 WU の 命令に めて、 加が 聞 旅 をげ み： しぉ 地 巧に めて 
桃 化する ことを かなした。 これらの 地が W がは おみ 巧 原則に 化づ いてな がされた 巧ての 化ぶ 邮じ悄 怖に ホなら な 
い。 そして地が阳陥心巧巧ぶは=5^巧上あらゆる陪級でおぶな：丄ぶぶである。 化が阳狀と化ハに、 凯ゆるが鬥の化巧 
闲怖 •卽 ちな 狙した おが 的 化が の あるときは 一 H ぶ 地 巧に めける 一 お H ぶが けの がての たぶ がな 一す る やぅな. 丄 
ぉ W 做八專 門の 祕进の 下にが ける 何らん の 機 おに ょつて 倘巧 された 化巧阳 おが ある。 

地が 梢 麻は 闻 がの ザ 門の 巧 相の ある 部分を 祕 ぶす るな 化 巧の 同一 部門に ょつ て 構ぶ される。 地 试怕府 4 びその 
下級 尚 お八 化 扮は巧 地域に めける じ f たの 脚 巧 A が 化 ハ M に 關倘を 巧つ が W にがな し、 加 削 巧に 叫-..-- を 町へ、 化つ が 
巧^ 八が おを ほす こと、 などで ある。 

ri 商ぶな 一: の 地が 的 おみは、 义义較 の 加 削 巧の 化 化に おいて 此のが n が地试 的が 桃を も 巧つ がかを 別にして 
は、 怖がに 巧け されて むる。 

w 卜：の 地が 的 加 削 ホ W 做は おぶ のい 化の な 地 巧の 化 表と 密 おな 腳聯 にお 如れ てむ る。‘ 

ところで 班 か ドイッでは 十 叫 T ; ぶ 化が につき 次の 如く 十八の H ぉ W がかす る。 

が ゾ ロイ 七ン ケ ー ニ ヒス ベルグ 



シェレ ジェン 
ブラン ブン ブル グ 
ホンメル ン 

シ- レズ ウィッヒ H ホル シょ タイン 

:卜 部ザク ゼン 

ウェスト ファ リエン 

ライン ランド 
へッヤ 
中が ドィツ 
ザク ゼン 

バイエル ン 

巧阳 ドイツ 
ザ— ル 


ブレスラウ 
ベルリン 
シ ユテブ ティン 
ハム ブル グ 

ブレ I メン巧 ハン ノヴ, > 
ドルト ムン ド 戊 デュ セル ドル ヒ 
ケルン 

フランクフルト 
マグデ ブル グ及ヮ イマ I ル 
ドレスデン 
ミュンヘン 

力 I ルス ル— ェ A シュッツ ッ ゲル 
ザ I ルブリ 王ブ ケン 


:丄 ぶ 集な 所は 化ぶ 蜜み な 所 おのが 制： 卜 にあり。 化の 陪 州公璧 'みぶ 所 おは 二つの 巧が をが ナろ卽 ち， 一は 
化に で：—: ぉ德 S ホ 代ぶ たる ことで あ"、 化は がで に S かに 掌) 葬ぶ S も遷 な-しぶ S 代を たる こと 

である。 

巧 I を ナナス sw»w み 二 0 L 


が 二が ナ中 K 巧が 紀 WS 巧 3 S 
み にぶおな 所は 次の 巧 巧：：：： 加ら なる 脚 巧を^ する。 

化ぶ 阳 がが 我 

巧 化ぶ にある ラィヒ W お A び 中巧阳 おのが 巧 
巧 化乂の 巧ぶ かな 所 お 
巧 化ん のでて でかな 所 お 
なぶ 阳 怖の 化を A 1 あ 

巧地义 円治闲 巧の が荣 巧-ぶ 一 
それ 化に 妾 S 所は 巧 選に 《ける 工ぶ 漂の をら ゆる 機幡 のがさ あつて、 をれ のけ 巧は それの 加 削 ホ R 

のむ みな 錶を 保ち、. 巧 地 ミー 切 篇巧刖 巧を 巧 M して お巧忆 "•もる にある 
1?- 襄に めける 講卜： S 域 代ぶ ST 热 鶴は 拘ぶ S 巧ん びぶ 龙待 誘で わる。 こた S ぶ 州は 巧 地 
巧^す ベて S 商 H 案を ば、 遠叟 門説紋 の： 卜に 養」 一」 むる。 ちの F — 績の A 怖 系 t にめ ける 地 化 

を 水せば 次の S くで ある。 

巧 裝み簿 は冀走 漂で を。、 5 を 《ける 巧エ ぶ 巧の 化ぶ 裳で わ U 、 靜加 人で わ& をれ グけ巧 
は 加盟 巧に かつて 一 おに 脚 巧を 辜ぺて S 蓋に 巧ち、 化 f 與へる ことに あろ 一の 的な 繫の裳 的け 巧 
をが する II 站 なにも、 巧が & びル闽 はが、 檢 W 並 にがお 盤、 蝶ぶ がが、 徒 おのを ぶ 南巧卜 •グみ トミの 

の 顆を受 。加玄 に 商 Hi 5 賽援を 肋け 急？ 驚 sf に 学 栗 S も 殺す ろ 一九 一而 



年 八 巧 二十：：： のが 巧大 お々 にょつて 巧 粥み 謀 所 も ホ、 巧 巧 巧 お 神に ぶいて な ザせられ た。 化の 析 海ぶ たるみが は 
が 巧 大臣の 巧が： 卜 にの かれる ことにな つたので ある。 

一を 一一 あ 年 一巧 一口の お巧大 が々 にょつ て お來の ドイッ 商工 か 發所蹄 拙は おて かな 所な 巧 ミす 暑 eii コを皇 
を， I - U 1 US ミで i 二 li 一 clskiim 一に 巧 巧され た。 これは 巧述の ライヒが W みな 所に 也す る 城ての 拘化 みな 巧 
の 代を 巧 細であつて、 巧 おか 謀 巧が 姐の 叫 題 すべてに 豆つて 腳巧 する。 

ライヒが 巧み 謀 所は 巧 H 曲 做の： 卜に めけるな. け巧關 であつて •巧 能 的 (ホぶ 別 ミび 地域的の 脚 巧の 化 巧を みむ。 
それは 法人で あるか、 待 如 A び 化の 代哪 人は おが 乂 にの 化かす ると ころで ある。 な 卵は ライヒが 巧な ぷ 所の 巧 怖 
の 業 巧 處徘の ほに 一名 W 上 数ぶ の 支が 人を 巧が する。 みがを 邮 化する のに 閒 かぷが あり、 次の 構 ぶんら 巧つ て 
ゐ る。 

巧ぶ み 謀 所を 时お 巧# 

を 四巧类 W 怖 A 中 か、 W 備の巧 巧 ホ 
地 ホ 巧て か議 所の 巧 鸣# 

述輸樂 化ぶ 巧 叫ぶ 
な 業 閑 怖の 代表 斤 
巧ぶ む治阐 おのれぶ 夕 
が 巧 大巧に 巧 命され た 巧裝ぶ 

巧 一 や 十 ナス SW 巧 M 糸 ニー 1 


ち I 部 + ナスが 制 お s なお ニー ニ 

化 S を も ナチ K お种 の 簽に 如何に おさ おて ゐる かは、； 一一 一票 九な" の S をのが ぶに よつ 
てぉ谁 された お面閣 3 に 現は た」 ゐ る。 卽 ち， が g みを あつて は簡は たづ ライヒが がに がする かがを 
巧 ひ、 ナチ ス舞 化榮兀 巧を り 巧して、 十チス •ドイツの S にを 力を ぶし 比つ みお 的な 巧の 蝴捐 M 阮 浅の 
卜： にある 皆 S 力を お 中し 一」 ライ U 鑄 S ぶに 寧る ことを を 約 . J たので ある。 

クイ ヒ鱗か 薄 S 巧 楼六乂 S 全麗肪 、速 獲、 地 為 UIS 所、 ぶ ぉみ 請に f ミ 舞な あら 
ゆる 蒂ち雙 一」 む乏 みで なく、 經寞 にに よつ てを 巧」 れる S — に脚擎 るに ホろ 卽 ち， 差 トピめ 
て ライヒ S み 誘は が 突が を」 了 ドイツが 沒 S を、 S 的に" 效 なら」 A るは S な S 製ので あ 

る 0 

なほ ライヒ ぉがみ 謀が 脚が なは 巧 時に 巧を の义 々の 化な の 連が 巧腳 たる ライヒ々 の & がが 円 あ怕が ハを U 
をも廉 巧して ゐ る。 

W 卜の 巧-- 某热と 裂に め 5 •へる 襄穀 との g には、 S 棠 をつな ぐは S がか 婚 ければ なを。 よ 
グが 巧を おつ もの こそ 巧樹 A が 巧な お 瞄を bstverwaltungsgemeinsc 一一 aft ミ n Ar 窒 und Wir で ch 含を ので あろ 

化の 巧 か閒の 速が 巧關 は、 ナチ ス巧倘 巧 巧 巧 ライヒ 义び巧 倘大が ゼルト と ナチ ス ホぶ のが ザ ホ シャハトと によつ 
て 一を 二 華 一一讨 一 i ハ：：： S イ V 乎" ヒ璧 によつ て憐 がさた 文で ホつ て、 次 S 煤を をんで ゐ る。 

イ 、ライヒ 巧揪 A お 巧な 違 Rcichsarbeits - il Wrtiscliafis 呈 
日、 地ム 巧倘 A お 巧みぶ 言 zirksnrbeits - u 三 d WirLscha ぞ呈 


ハ、 巧 做を 如み (A をを aussch ごを e ) 

-1、 み 個 企 梁 お Q 侣化输 ぶけ ( vrbeits ミ rtniuens 呈 / 

W 卜 ：を說 明し やぅ。 

^イヒ 巧變 S 3 は 化 S 本部を ベル" ンに 描き、 ライヒ 雙 S 所-隙 巧 A び ライヒ 巧 做み 議の み：：； 
によつて 幡巧 せらる。 化し その 祕 化けは すべてが 做 戰械に 加入して ゐる ことを 化けと する。 かぶは 巧 断 戦線の ヒり 
巧 巧と ライヒ おがな ぶ 所な 卵と によつ て パ おせられる。 經巧乂 に、 义址乂 に K び 巧禍乂 には 化の な 述に化 化する 
楠 利を 巧つ てなる。 而 して 化 S ぶ 一問な ぶは、 たもが 脚 戦線 巧； 一一が なと 時を M じくして I 义云 化が 九 リ十阳 り、 

ニ ユル ンごグ で削摧 をち 化 Q ラ こな 做 AS 3 S 職能は 案、 . S 的 化に 歸的 であつ てが s 巧は 
巧ぶ ぶび 巧倘 のが 如 的 わぶ おから、 が 巧 並に かか！^ 迎 をが 誌し、 凹 策の がぶ A び 適 川に 巧つて ホず べき 阴 巧を お 
服す るに ある。 卽 ち、 脚ぶ が あるむ 策を 裕巧 する おな には、 ライヒ 巧 做 & がが な 誠 所は M ホに 之を を 巧す るし、 
化 つ一肢 S ぶ菱誘 をして これを 洲 がせし めねば なら ws 化の おお、 ん八化 巧は ホの 顏 にがみ さを。 

イ 、化が、 巧 例戰械 、 ％ び ライヒが 巧な 誌 所に よつてを 化された ホぶ の お 巧 

«、 ライヒが： がかぶ 所々 び ライヒ々 倘 なぶの. 邮糾捣 に 削す る おがの、 化 ホの、々 びが みの W が 2 檢 y 
ハ、 化 W 、 巧 術 戦線 & び ライヒが 巧な ぶ 所の 巧 かので 納 A びが 速 
上記の ライヒ 巧が み茲 とは、 巧に 削 山の 如き ライヒ 齡が なな 所と S が 度び 輪ジ n のとして 例 营た友 
であつ て、 巧例视 線が 海 巧の が 制 ドに 灰ち、 したがつ て 巧 W 戦 械指巧 巧の 化かに かかる 八十ぶ のを U (ライヒが 

巧！ や + ナス が W ぶ 二三- 


が 二が ナナ K 技 制が WS なお こ- 

T ; 聞 做 巧 海 巧 十八ろ 巧 倘戰線 地ぶ 巧现人 一手 一一 系、 巧 樹戦械 本な のがが 二十ぶ その 化 巧に 巧み さを 表 病 
へば、 巧 倘戰械 化が 部の が 部、 をな 閒 おの 化ぶ# の 如き) によつて 構が される。 

化で 蕩 Ass は 商 Hs 所 さ 巧 做 S 所 S 巧に よつ て 媛され、 巧 SS 葦に よつ て 地 ホ 
的な 巧 资楠繁 u 的を 晏创 璧れ を？ ぁる。 全 疑な ラこ爲 S 所に がし 了、 選に 訊 ふ 地ぶ めな々 

術な 議 所は、 一九 S 豆が 六 巧 十 云 H の 巧 做 戦が 巧 海 巧の かかに よつて 化づ 十八の な 巧 所がな けられた か 速 A 追 

加せられ て 現 かでは ホの かく 二十 六に 泌ナ る。 

化 ホ 所 ホ 地 

策 プロイセン ケーニ ヒス ペル グ 

シュレジェン 
ボン イルン 

ベルリン == ブランデンブルク 
ハンブルグ 

シュ レズ ウィッヒ H ホル シュタイン 
ブ レ— メン 

南 ハン ノヴァ —== ブ ルンス ウィ" ク 
デュ 叫 セル ドルフ 
ウ r - ス トフ T — レン。 リーペ 
キ 3 ルン K ア— ヘン 
ヘッセ 

マグデ プル グ == アン 八ルト 


ブレスラウ 
シュ テッ ティン 
ベルリン 
ハンブルグ 
キール 
ブ レ— メン 
八ン ノヴァー 
デュッセルドルフ 
ドル ド ムン ド 
キ 3 ルン 
フラン クフん 卜 
マグデ プル グ 



— リンゲン 


ヴ イマ— ル 


ドレスデン 


ン 《ン 部 ハ イェルン 
- デン 


ユン ヘン 


カー ルス ル— ェ 


ル テンペ ルヒ 


ワ— ベン 

レン ブル グり リュぺ "ク 


シュッツ ッ ボルト 
ザー ルブ y ュッ ケン 
アウ グス ブル グ 


シュウ 王— リン 


ン U フランケン 


ウ ルップ ルグ 


コブレンツ 


ルゼ ブル ゲ 


ソ ランケ 


ルン ベルグ 


が バイ H ルン 


:而 してんの 巧 倘み茲 は 巧倘戰 械指谭 巧の 化かに おき 次 S 扣き を：：； によつ て幡 巧せられ ろ 


.、巧ぶ 巧俩戰 線の 化ぶ がが •人 


日 、 化ぶ 巧 倘み绽 のが かする 地が 内に ライヒ ホぶ 聞 怖の がかす る おた じは ライヒ ホぶ 怕巧 のた* の 化 ムが巧 


ハ、 巧倘戳 線の 化 おが 巧 人 も ホ、 化かされる おなが ある 
= 、を 得 M 旅の 化ぶ 巧 


ホ、 夕倘戰 姑の 組が なの 分 巧に W 化する 化ぶ 巧 倒 微械み 巧の 中 •喊ホ 


ホーク ナナス 八 WWW 糸 


二： ぶ 




巧 二な ナチ スが制 お 巧贿 二 一六 
一二 巧 倘を U かは 約 一 •十： 比 啤を半 巧と する 悄 のに ある 同一な 門の なぶに 姑す る 一が の お 巧を 代ぶ する 巧 本ぶ 六 
夕と六ぶな：卜の巧做巧とから倘巧せられる。 か^^るを：：：なは無敕にが紋され、 一 九耳六が：：リ^がホにょれげ、 
巧に がの が 綿され た 殺は 一二 でに 述 し、 化が なほ 巧 加の が 向に あると いふ。 邮 して 化の 巧 做を：：： みのを US かくと 
も 半数は 巧 倘が巧 人を 徘 化する ほに が 心 パされ たが 鬥 ぶを U である こもを がする。 巧 做を U かの 永が の 化が として 
巧 做 戰糾巧 巧 巧に ょつてみ‘ かされ、 一九 一一 一六 年 一り 一一 十记 n . 巧 化された おを にょれば’ 巧 的を：：： かもが、 化ぶ 巧 
蝴 ではを くて、 をれ の 術 化は 棘ぶ A びな 倒戰線 並に 巧 化说 説な にがす るぶ 刖に 邮られ てむ る。 がして それ いぶが 
紹 脚は、 例へ ば、 巧が お、 巧に 巧 做 化け、 ドぷ 化が 八 わた、 がれ A 腳 ぶの お 巧、 おおのな W 尸 巧、： 邮非化 式、 ヘム 
: i ^、 巧々 に關 する か 治的补 なの 化 巧の ra 迎 である。 . 

卿、 な 化 協議な は 詳しくは 別-のに 述べる とこみ であるか、 がする に附 々のが 巧に がける 巧 巧 八 門 治を 化ぶ する 
巧腳と 化て 弟 支ないで あら ゥ。 

化 姐に 化：：： ナベき は 拘じ悄 故にを つては 加 \ は强训 的で あるが、 巧附聞 怖に あつては それは 化な に 化されて む 

ると いム轴 にめ ける ぶ 巧で わる。 

い Werner l 【 oche , = iea . a . p _ Ieft 7， s .24 f . 

み Ifoche , a . a . こ Itcft . 

リ TTriv ミミ vitsh - op . cit . p : 27. 

4 ザ .c ご S 3 mlc A - on<lit ミ IIS -n 《 ie コ llyny、 sp. ご t. 0。. 

_•? 案： 二ぶ 二な。 


巧 一一 一節ず H 萊 の刚硝 組織 

ナチ K が 手： 丄龙 について 關ぶ橫 ぶ h 如何なる ホが 巧を 詔め てむ るかは、 一九 si: ザ 十一 H 一一 十と：：： の 巧 一 を 
ドイツ モ：丄 巧巧乂 かにめ ける 化けの 經 が 火に シャハトの：；..；： おにな も 叫む に现 はれて むる。 U く、 ドイツ 平て 巧が 
许 ての 带 々しさを 次つ てゐ るには しても' な 近に めける その- 帷ホ なお おにが する ぶが のな お、 巧 巧せ るれ 術 職人 
へのが 望は、 ザび ドイツず H 龙に對 して 新ら たな 巧 巧を 課し‘ ナチ ス化府 出 现と化 ハに 邮 のぶ 迎 はを； パ せら L、 ヒッ 
トラ）のモ：しぶ义び「手化巧はぶな的並にがが的に仍倘あるものとして化雄せられわばならたとのな裝の如く. 
ナチ スは 塑邀 かぶた るが 巧 感の强 い 平 H ぶ ザを ば. 器 ドイツ 脱 《の 中心に 化替 しめんと ぶ 力して 居る の だ、 
と。 この ことは ナチ ス述 動が 化の か 期に めて、 な と 巧に 巾！^ 牌 級を をのぶ 化と した ことから も 巧が である。 な 
ほ ナチ ス にめ てモエ ぶ# が 巧ぶ される 现 山は ドイツが 巧が にがけ る をれ の 化 化から も 明らかで ある。 卽ち 、ナチ 
ス がか 牠 についた 化 時、 ドイツに はなお 十 W お-一での ドイツ ホ： しぶ 齡巧 にが； する 職：—;々 化 巧岐は 約" 记が 人で 
あ 〇、 A な 練 巧 做 巧 S 十 巧 人、 化 ホ お卜巧 人、 が 術 义び柄 人と しての 勒巧巧 か 十が 人、 ぶ 巧と して 训助 的に かぶ 
せる もの か；- 卜记巧 人、 したがつて 約 W がが 人が ホ H ぶ狀 巧に お 加して ，わ0 ’ ぶ 族を 加な すれば VI， てぶ にょつて 
ホ 望 系 S は 約 八" 巧 人、 卽ちド V5WS 八 ミ ー S」 了を。」 t をら でしぶ 家 若て をく の 
部分が ナ； 削 Q 不が 期ち 爱化 態に 凹を てゐ ちを をぶ ぶ Q が均贴 巧が に S てみ VJ も’ 姐 < 華 化の 

巧 一な ナナスの 执 巧 W 朵 一ニ セ 


や 二部 + ナス 巧财が WS なお こ-/ 

を ー バニ 十 化 ライ ヒス マルクに 封して 約 十に ラ こ ス マルクに がが してむ たので ある。 

かくてで 一.: ぉ 巧が 雄のは に、 一九 lllllU 牛 十一 巧 二十 化り の ドイツで H ぶ 巧ぶ の惦 巧を (こ*^ を £5 -1 S ミユ ミ. 
玄巧ミ Aufh ミ destf Handwe 堂に ょつ て. がで だ & び 巧 脚た がは ドイツ'^ じ おの 祝 巧に 脚して > 一 のの 
巧 巧と 巧 海 巧が 则 (と 万 ieine P 苦 cligen cnl ; 臣 IrerKi 堅な 么 との 化が に 巧 おの 巧が をはす 術 化を が へられた 

(巧一が巧一型。 ^で蒂な卞た案；鸿もを哲炎慧妥の葉なにょ？、 ドイツ聞巧に 

がける が H S ぶぶ 巧は 强 料に 下 H で 駕に化 人せ しわを る ことにな つち 化の 漂は 中裝の ドイツ 潘 
¥ じ お ギルド をれ がで わるものみ 、で.-; ぉ 夏び 化み にかして 蒙圾 ホを 盟 がを いん も 八で あろ 
ドイツで で お W 版の 木な は ベルリン にあり、 W 丄ぶ 斤ぶ 巧に ななされ わ 一切の が 巧が 化の りに を まれる-巧- 
化 巧 二. の)。 . 而 して 丄ぶ 巧あ满 にな 錄 せられる ものは が 梓な で H ぶお诗 、そのが 巧 巧 化に 赃人义 び 化 ザに d.f 
ず、 巧 一次 化い々 象 一を にょつ てす ぶに が 似の が 巧 さを sn 巧の 巧 巧を お丰る 表に も A ぶ。 化しが 
M 的な が训化 人の ホに 次の 巧は 〇 巧の 化 人を 許されて わる (巧 十一 化)。 

* ，イ 、で じ おな 鬥に めて 梢：" じ お 巧と して W に 巧 かした が 驗があ 〇、 化つ 化 ハ 脚 じ 巧に •由す る 巧 かを W は ざ 

る 巧 

"、ホ X 巧々 的 巧、 ぶ 巧-し-お 為、 ート？ 一 あ 巧 & び 之に お 事す る ホ じ 巧 ホ • 

ハ、 が酬 をのて なお 义は商 H ぶ 的が 巧に が ザす る' 化 斤 
-1 、 聰 ぶ# が A 典 n 巧が のれ 帥 


H ぶ 巧 怖は 他の 諸 w 摘と 巧り 純が たる 地が 的 化 巧で あり、 したがつ て お前の ドィツ f H 巧が 盟の 下にが なさ 
. れ てわた 巧 能の お 热 のぶは、 ドイツ 拘 じ 曲 巧の ホ- 丄 ぶが 門の 中に が 人され てむ る ことは 巧述の ドイツが X お M 掀 
のがが を 化れば 叫ら かで ある。 が 巧た がに よつ て 巧 命され る ライヒで ェぶお ( Reich を ミこ werksmeisk 立は で： 丄 ぶに 
脚ず る 破り、 あらゆる 化 巧 的 A び 機能的が がの 指導 巧で ある。 化の ライヒ ホて ぶ おの ドに ホの 巧 地方に み 一名の 
神 方 をて ぶ お { land な haiidwerksmei ち er 】 か 扭か忙 て わる。 


ブランデンブルク 中部 ドイツ 
が プロイセン 巧 巧 ドイツ 

ポンメルン バ イェルン 
シュ レズ ウィッヒ U ホル シ- ■タイン ザク ゼン 
下な ザク ゼン へッヤ 
ライン ランド シュレジェン 
ウ L ス トフ/ — レン ザ I ル 


かの ライヒ ぶ 度は 同時に ドイツ てぶ みが 所 聯盟の 邱 ぉおで ホる。 を 脚に U る 六十 一の fT : ぶみ 蘇 所に ょ 
つてが がされる 化の ドイツ 乎て ぶみ 謀 所敞盟 はを 人であつて 、その 加拟 ホの がな にぶ 力す ると 北 ハに、 迪 ななな 化 
の 適 川に 協力す る。. 聯 削に U 又邱が おを M 化する はに、 卜：記 請 化ぶ から 一ぶ. 地进 出された 親ぶ がな：：： から 巧る が 
問み がな けられて むる。 

夕 一を ナナスの w « w 灰 二】 化 


巧 二が ++ ス巧制 お WS 资お ニニ 0 
ラィヒ 平 uj 裝 なぶ 所の 統制 ドに ぶつ これらの 乎- 丄 ぉかぶ 所は 化 削ん らが 化する ものでは あるが、 ただ ナチ スに 
なつ 一-から 巧つ た郎 は' これら か 巧 巧 巧が 刖のド にげて 化された 二 化 一一 一 比が 一 H 十八 U 巧 二次 掏 W な 巧 一 化) な 
にあり、 化つ そのな 如 A び 代ぶ 巧は ドィッ H ぉな ぶ所聯 削に ぶの した 卜： がが、 にに よつて 化な される。 

VVI- おかぶ 所は なぷ 地む にめ けろ VV 丄ぷ がた 八 中 化 梢 脚」‘ - L て八掷 能を" する が、 化の 中に な 加 •化の 化ぶ 巧. 
巧 に み W の バ巧 に よ る 山 夕 け ド の 議^ A び な如 の 巧な に よ ろ腳 H に よ つ て 说诚 さ れ ろががみ 《巧 ニ ホ施 W な巧 
二暖 、及び S が！？ 八 化 明を U て かがに 化かされ たが W なと をむ する (巧 H 化)。 み 斤は ない 梢帖 であり 巧 ホは 
巧 H 巧關 である。 巧 じみ でみ ぶ 所には ホが 巧刊 所が 附 也して、 不 '山 お' ザ、 過 巧の 賦ぶ お、 常 八 かき W 抽をお 

巧す ろ 

で： 丄ぉ排 たは 机 おい 乎エ でかぶ 所に よつ： が 成せられ る (巧 ー ホみ 巧 W 化 一と こ 'C であ 〇 、 み ホ-—; ぶ 部門に つき 
巧 一地が のにめ ては 一排 たじ 邮り 例^され る (巧 k 巧 K 化) ので、 が训 として 一つの'"^ じ ぉがな はがが 叫お乂 はけ 
み 化 おと 一を せし もられた 地が にかて、 む 化な 門の M お 巧と してぶ 誠に 巧な されて たる 人々 の々 怖-^ ら桃 巧され 
る。 加して わの 地 巧は fn でみ ぶ 所を W つてみ たれる。 

ホ •丄 ぉがた の 巧 尊に 巧る 巧は、 がけ 尚棉 のな 化を 化かした 巧に ホー 丄ぶ おぶ 脚の 化かした がな おであるか' ぶが 
仙化權 脚と して ' M じく 化 八 化 おに^かる 職て 監が A び 職 一丄閒 W がが 化する。 - 
で： 丄ぶ糾 たは. たな k 八 W 防であつて、 化 €化 巧は ホの かくで あるを 1： 十 S 獲。 

1 巧 巧 お 神を み 巧し、 明 防の ホが を 化 誰す る こと 


2 ィホ H ぶみ 蘇 所の がた に應 じて 化み 制 巧を が刖 し、 化 みのお 術の、 巧ぶ の、 进 巧のを 巧を 故が する こと 
•日獨 ぶで しぶ 巧と 化の 化 ホとの §1 の お 巧を 化 化する こと 
ハ 職ての おかを W ふこと 

3 ィ 職ぶ 所 貼 斤 八な 術の、 巧： しぶ 的、 巡 化の 巧 ホを 化 逝し、 けに 中 門を 巧を 巧 助し、 A びげ しがに 化 ハ 
通 巧に 腳す るが 化を 八ム かする こと 

n ラィヒ A び ランドの 化が にが ひ 雌ぶ 巧 巧 八が 圳 にみ 則す る こと 

4 ィ ぶな 門に 巧 k つ經巧 的饰品 巧に 蝴じ糾 たを 助 化する こと 

口で H で 部門に 化り 巾が なる 化 給 & び むかのが 同 引を の 施^を 助 化し = つ み一 化 化 給 A び 給が のがみ にの 

しが 約 巧 側の ぶめ に 版 じて 助な する こと 

ハが がれを なめる ほに で丄 化な ぶ 所と 協为 して 巧 倒ぶ 化 & びが 巧ツ U み 八な のが 3 を： ft ずる こと 
5 ぶが が 閒を巧 助す る こと . 

6 ィ で： 丄 おなけの が 巧に 關 しれ 敝 じな 化々 びが ホを 化 出す る こと 

"で： 丄ぶ阳 怖の 化 巧ぶ 巧に 巧り 之を 巧 助す る こと 
ハで てぶ ルな にめ ける が 腿ぶ 阳 怖との 抬觸を 化つ こと 

wk の邮き fx ぶ糾 なか 削 W の やぅ じみな けに 應 じて M 1 がが に 一 制た け’^ ム "けらむ る 八 でれ るか、 がに 巧ぶ 化 
お 巧に がて これらの がかは 相ぶ つて 地 お' ^ H ぶ 聞 肪を化 巧し 么に 加入 する ことにな つてむ る。 邮 して 化 八 地 おで 
ホ ー巧 ナナス sw £ w 糸 11111 




H ぶ 商 描は 之に 加入せ る ホ X 龙化 をの 巧 巧が なの 保證 にな o 、 又加點 化を のがぶ にお じて がの ぶ 巧を 引を ける こ 
とも あるが、 巧に それの 巧 巧は ぶの 如くで ある (巧 お 十八 お)。 

1 巧 試 おがの モ H 龙に腳 化 ある 化ての 化ぶ 巧 おのむ 化 ホ 巧に つきな 力す る こと 
2 巧 巧'^ H ぶ 巧 曲 照の お 域を 巧が おがと する 他の 喊ぶ闲 巧の 代 おとお 巧を なつこと 
3 巧が A 卜： 級で T : 業田悅 にな 見 A びが 吿を巧 出す る こと 
4 モ T : おな なから ホ 巧 サられ た 巧 巧を 化す こと 

化の 巧の モ T : ぶ W 冊 おは 現 ホと： 円 五十に 速し、 凡つ 化の 巧悅 にを まれる で T •ぶ お 巧 巧は、 一九 111 六が S 巧に が 

て 百 お 十九 萬 八 干 六 百を 巧した と 云 ふ。 

UIIOChe,fiufx,TIIeft.^s.s 》 f. 

巧 Itoche , 产ド P , 一す ft 夕 S . S 二 f . 

の 巧 rmarth , 〇で CF , !>• 1 接， 

4_ w (030 nuc C 030 二 103 X m 《 ie ， ma 3 y > P •堇. 

巧 巧 節 運輸 業の W 髓 組織 

一九 一二 叫 年の が、 巧 H 胡 怖 か 削な された 巧 時、 述が裝 はがの 一部を 形ぶ してむ た。 しかるに ドィツのを 巧 倫 か 
ぶの 約 八 0% は. たお W ホに おする といん 普 巧から、 が •丄阳 巧と 同一 化が 内に 招き、 之に 巧して 巧 巧な が 脚ぶ 巧を 

#1 巧 ナナス SWWW ぶ ニニ！ 一; 


が 一一 带 * ナスが 制 お WS 巧 姑 ニニ W 

W て 臨む ことは 化らず しも 適 巧では なく、. ザ， C 义 姐た おのが 海 ドに ある 刖师の 述愉悄 做を がな する ことかぶ 巧で 
ゎると 為 へられる におつた。 かくて 述慌 かぶの いかの が 一 化への 巧 ー ホは 一九 n _, w ザ r リニ 十七り の 「けむの 师 
ぶに 關 する 化 化 二)。 ミ N N ミ Verleinfacl ミミ il V 5 b 二 一を U - ち tier 窒1> き er ミ Itu ミ ごの. たかで あつた。 化 八 化け 
は义 姐、 にじが して、 だな たると W 巧た ると を训 はず、 がての 述檢 化ぶ、 卽 ち、 夕址 たに、 巧 U た' i 、 ドイツが 
がか 化に ょつてが 狎 •される を かぶに^ たる 北な の 侦贴を 的へ る ものである。 それれ に、 これに A いで 一九 一二 九が 
九 円 二十が：；；； 义姐乂 にの. たかした 「义址 む 巧の 構 化々 iVo ミ rllncn お i ' lls「 lien -】 另 a 己 Sch2 1 .. \ cfb ; ul 二 es < erk を 左， 
にょつ てが がされる ことにな つた。 逃 倫 闽肪は 一が のれな なの 述愉か •ぶを なみ、 ん くして が W 述 おの 統一の いむ 
が 生れる ことにな つた。 

述檢谢 怖の ドに めける むな 巧 脚は 別 岡に 示す かく、 ライヒ 述檢み 进ース 广ム こ ミ 古 rsra 二で あつて、 その 桃 化は ホ 
の やぅに、 一ぶ では 述慌 かぶの ぶ 化 巧、 化ぶ では 述お機 脚 八 利 川 巧との 巧ぶ のがよ にょつて 化つて むる。 

1 イ 、と 述倫小 か、 悄冊 (Rck'l ミ. crkehr お ruppc} — 

日、 な 巧述慌 ぶ一 のみ 巧 謀 ホ 

ハ、 蝴巧述 おか 萊 (ライヒ スバ ー ン •が 化、 化々 等) S み 化ぶ 巧 - 
三、 巧 化の おお 格 ホな 

2 イ 、ライヒな WW おの 化ぶ 巧 二ぶ (ライヒな ぶ 巧 巧 巧の 化な にょる) 

B 、 ライヒ 拘 r ; w おのが ぶ ホ 六ぶ (ライヒが がかぶ 所 わの 巧が にょる) 


ハ、 文化 待ぶ がの 化ぶ 巧 一ぶ (义 化な 诚所 おの 巧が による) 

二、.：： を怕 板の 代ぶ 巧 一ぶ (巧 巧乂 ‘た の 化な による) 

ホ、 巧 術 戦線の 代ぶ 巧 一ぶ (巧 倘戰 線が 等ぶ の 巧 かによ る】 

化の ライヒ 逃赖 みぶ ば 何よりも 义姐乂 にを 補 化し、 之に 助けを 脚へ、 化つ 述慌龙 みが！： と 化の 利 川 巧との 腳巧 
を ば驳密 ならしめ る ほに 祕ぶ された ものである。 而 して をれ は 巧が に 义址乂 がの がが 下にの かれ、 した かつて 义 
趾大 おはん の述惦 が 説を パ 化し、 之を してを むせし むべき が W を 化 化し、 乂述愉 な 说 内な にがけ る 常 化を：：： を 化 
なし、 ぶ はれた 八 1! 凹姐狎 'を：：： のとして 脚圳 かぶを 化かす る。 述條 かぶの 木な は ベルリンに 描かれて わる。 

卜：述 一九 S お 年 九月 二十 兄 H のか々 はがに、 かの ライヒ 述 板み ぶと 问巧 のがぶ を U て 桃 化さるべき 地ぶ 述檢な 
なの 組織を もが 惦 して ゐ る。 化し 化の 瑞な ライヒ 述慌聞 巧 3 e ミミ erkehrsgsplj 公は その 地ぶ がが S 巧 巧 ホに よつ 
て 代ぶ される ので ある。 

ライヒ 述檢阳 做は 槐能 別によ つて ホの 古つ である。 

ライヒ 海述述 愉刚狀 、ライヒ 凶 内が；；；： 述 檢悄肪 、ライヒ 鲜 ぶ述檢 W 旅 (ぶ ホ A な 抑を なむ)、 ライヒ.：： 邮が述 
愉悄 旅、 ライヒ. がが A なが 姐 お W 做、 ライヒが ホ述怯 W 做 ライヒ 加 助 述慌サ I ビス 悄狀 (ツ ー リスト •ビよ 一 
日 1、 わぶ ホな 化 巧}。 

これらの ライヒ 述檢 M 破は、 火々 み 巧の 述祕 ぶの W 的の 中 化 糾捣を ば、 巧 海が 训 によつ てが： お化され たものに 
かならない。 卽 ち、 これら ぷ W 怖は を 姐乂お によつ て 巧 かされた 巧み 巧の 統制 ドに ぶつて むる。 がに ライヒ 述が 
巧 一巧 ナナス の W け 闲糸 ニニ お 


が 二が ナ ホスが 制が W 5 巧肤 ニニ 六 
が 麻は み運愉 ぶの 内部の お 分に おじて が 鬥聞瞄 (で acl ち ruppe 】 A びが 門 ド 級 W 棉 {Fachlergrup をに々 たれる。 
これらの 下級 巧 脚は ホ ♦巧 海 巧を がし、 化つ これらの 析鸿夕 は その 化 お 卜： が 闲狀 S お譜 ホに よつ て 巧 かされる。 

削 山の 一切の 述 檢か龙 はが 制のに ライヒ 述檢 曲がに 加入せ わ ばなら ない。，^ イヒ述 檢谢肪 の 巧 巧は、 そのな 巧 
ぶ 巧に 脚す る 範阴に 限られて 柏 〇、 如何なる 巧が のがを 1! 迎 にも 一が 脚 助ず) ことは ない。 卽 ち、 一が 的に 云へ 
ば’ これらは 本 來述愉 ぶに めける 〇 己の 巧な なけ 八が おを 化ぶ する 巧腳 であつて’ をの 加入：：： いがぶ が 巧に 巧し 
て 叫な を 巧へ るに 止まる。 

W 上のと 俩 2 ライヒ 述械 W 做の 化ぶ 化な は、 地 お 曲が {田を みお 2 召 e} A び 地-お ドが W 略 (Bozirks 旨 te 另 ruppe} と 
して 致现 される。 而 して これらの 地 ホ M 化は み 化 巧に めて 化の 化 おの 化 お述愉 みな (Bezirksverkeh 弓 ミ) に統 なさ 
れてゐ る。 しかしながら これらの 化 おは 巧述 のか < また 咬 姐 火が によつ て 明ーボ されて ゐ をい。 

:央 に、 例へ ばが 速ぶ と n かが 運 おぶ との 關 がの 如く •述檢 莱のク ' t なけ 閒に がける 協为腳 巧を fits 巧ョ einsduf 二 
が 化ぶ のにが 化される。 乂 個々 の述 がをおは をの 化 おの 商 H みぶ 所に 所 地すべき は 立ん をで もない。 

U 卜 •のかき 巧 能 的で 級 聞 お A び 地が 的で 級が 關の 何れに ついても 閒 H みがが かし、 邮の脚 問# は 席 舞 的な 化 巧 
をれ は しめられて わる。 それ かにみ 笛 旅には をの： 卜級 W おの 巧な がが 巧され、 れ擔 かが 化 おされ、 ぶは かぶが 致 
ぶされ るに 先立つ て、 啟 問# にぶ 問せ ねだなら ぬ ことにを つて わる。 

中央が 脚なる ライヒ 運お阳 怖の S 問み は、 地 お 述お聞 板 等の かき 下級 W おの お 巧 ホに よつてが ホせられ、 化 お 
述お聞 报の瞄 巧# は 化 おで 級述檢 曲がの お 巧 ホの 巧 巧す ると ころで ある。 


前記の 一九 三一 五 ザ 九 巧 二十 illn のか々 は、 加入# のみな について 巧を を 設け、 化つ 化の みぶ にめ てが 過が 吿ぶ 
にが か狀 態を 明らかにすべき ことが 巧 おされて ゐる 。化の 巧の み 謀は ザ ー同 閒 化す ぺ く、 化つ 化の 巧、 巧 巧 ホの 
信 巧 巧 叫 ルが 巧け される ことにな つて ゐ る。 

U II を夕 a. a. 〇 .、 I す f ニー , S . 接产 
巧 Hoch 夕 JU a- P, Heft グ S- 3 じ 9 f. 

第五 節を 糧图體 

ラィヒを 巧 苗 化 (Reichs 星く Stan 占は ナチ ス 化かに ょつ て创 なされた なかの 閣旅 であろ 卽 ち、 それは 一九 ご； I 二 
年と 巧 十 ありの 度 莱の谋 摘 的 化 巧 規制に 鮮 する ラィヒの が 腿 化る esetz iuje 『 die NUS 広 nd を k を lies 巧 eiches 3r 
吉〇 KeKelung cles wldrldische。 Acfbacew tier Latltlschaft) 、 村年九巧十一ーー：：：のクィヒをな满巧巧ピのがホ义なぉ旬 
の市染 並に 仍が 統制ぶ 策 化 {G 霉 tz c す 『 c 一 en vorKiu 冥 e。 Au 穿 c 云 s 巧 cichs 星 ミ tanclcwllmi iM 養 nuhmenzur 
IVI ミ Ict-und Preisre ぉ elu ミミ， land wi ミ ch; 吉 Hche 巧 rzcugnisse)& び 同年 十二：：：： 八：：： の ライヒへ 达媒谢 巧 巧 ピ哨が ホ 施 一 了 
令 { く。 3 こ-一 旨の £3 tlen VO 云 ur 友 3 Acn さ 一一。 es 巧 eichsn 己 ； stand 星 亦に 化 八 化 若^の 蝴ホ をを こ 化いて がな さ 
れ ちそれ の ホた るな 鬼は ラィヒな ぶ 乂 に ダレが その お：：： 巧に 裳 明して むる かく、 な 巧 物の 市 おが 制に ある もの 
の やぅに おはれる。 りく、 「ラィヒを 巧 W おに 腳ナる 化かは …… 如-しぉ にかして 没 物を 支 時な しに 化 給す るは の 

巧 一 や 十 ナス^ WWW 糸 ニニ.^ 


が 二な ナナスが がが なお ニニ 八 

削な たる ぺき W 怖の ボお 糾热を ば、 ライヒを 料悄 怖なる 机た 機化の 例^に よつて 化が 卜： 成け る 術， W を々 にが' へる 
ものである。 蒂 しこの ことにつ いて ホの 一つの ことが 明，；；： に されれば たらな いんら だ、 つまり 明ぶ がな W にがし 
て 適. ルに し： 確 化の たが 化を 化 巧す る 八は、 なじ おが 上がが とする 教构 数が について であると いんこと が 之 
である。 がに W 瑞机热 は 牛： ホ 巧、 化 引ぶ、 加 r ; ぶ 巧の がな によつて、 搜 ぶが 巧から 加工ぶ におる までの 闊 W お 巧 
卜 ：の击 がか 一 化に ホた される やぅな 化 巧を 卵' へれ ばなら 30J しんしながら’ 间 巧に これは、 ナチ スの 「血と ぃ； 
化」 とに 脚す る 化 巧に 化き 拟 W を ば ドイツ 蝴 ぶの 化が と 化、 したがつて ドイツ人を ば 化との がらた な 化 巧に よ 
つて がらた にせん とする を阅が 盛られ 一一-わり’ を 化かに ライヒな W 聞 怖は、 脚 W をげ ナチ スの別 棘に よつ てが 化 
サ しんる はの r - なて 化ざる 火が 巧な 怯 中 •巧 卜： のだ敝 である」 とも 柄.：'. ぃ されて ゐ る。 ライヒな 稱 W 怖の 巧つ かやぅた 
なぶはあるお化加おの施い令からも地み化られる。 卽ち、 ぶ二化にがて、 「ライヒを3£讲做はドイツ^パの糾が， 
排巧 A びが 化の ほの 化か 九 あるぶ 巧を ほすべき 闊 W 々び 脚ぶ にがす るぶ 化 トー 化の 所 也：： 3： をが たすべき 化 巧を" 
す」 とが 化 廿られ 、がに をれ の 化 巧と して 次の ぷが •巧が 化 げられ てむ るの が 之で ある。 

イ 、ドイツな ぷ巧 & ヴ搜 ぶ、 な 化 協问糾 な、 班ぶ 化 引 化に 搜ホ物 加： 丄ぉ 巧を 巧 脚す る こと 
B 、 化の 所 お：：：： 叫に がける おがの A びが みの 閒 をが 制する こと - 
ハ 、 ライヒを巧怕版にむなされたるぷ巧力のが^^の一一にた益に巧ぶつ調かを巧らナこと 
三、 ライヒな 約阳 怖に 關巧 ある 線ての 拙に なし 巧に な 化の 間陳 A びが 鬥だ S 化かに よつてれ おを 巧 助す る 
こと 


何れにせよ、 かやうな ナナスの か 聞の 诗现 にはみ めて 嚴 巧を 闊 ぶの 干 ホが 巧 怖に むはれ ねげ をらず、 したがつ 
てが おには な Y 俩人书 ぶ 的な 巧 本 ホぶ は 中 化が 的な か 化の 巧 ホに かりが へられれば ならぬ。 て おなけと 巧り、 化 
磁 では 巧鸿 巧と 化 旭 巧との 針ぶ は 巧 巧され たと をはれ ては ゐて も、 ナチ スの經 巧が 制に あつてな も说 化な 阳ぶ谢 
力が 加 へられて ゐる 事が を 巧を する ことは 化 ホぬ。 「现 かの なぶ 機 梅た る ラィヒを 巧 W 肪は ホと して 巧 おの ホな 
及びみ が、 が 巧 並に 俩 化の 削 曲を かが ム梢關 であつて、 てぶ 部門の ヵルテルと 典 だよ く 似た ところの、 械め てな 
巧 化され たんは 的に 创 なされた 化 約で ある。 だか、 をれ にも拘らず、 をれ はお 巧が なにめ てが 巧の 化 誠い が 巧に 
‘よ つて おたされた ところの 诚巧 能を ばぶ 巧し、 中央の 硝 ぶと 俩 々のな がとの 閒 のぶが な 速が を蜡 巧し’ 中 か、 の攪 
ぶの 削に なぶ 度び な龙 ぶの 利 おを 代ぶ し、 孔つ 化が の資 W 巧 脚と して 搜 ぶに ぶせられ たが 刖を 巧；；；；： しなで' 化に 腳 
巧 姑な 門に がける 利 蒂の街 巧を 調 かすべく が 力す か。 

かくして、 例へ ば俩 がが 制を 云ム 巧な にも、 化 おでは な 中 巧 本ち 義 的な 利澗の 追ぶ の赋 巧は 化 巧せられ、 姐 化 
の r がな」 が 件から おれて、 な德的 かみの 化が にぶつ r 適 北」 の 麻な にがいて け はれる ので、 化の 巧た がが 制 物の が 
化み 构 のと 如何に がれ やうと も 無 脚 巧で ある。 ともあれ ラィヒを 钻規 麻が ナナスに よつ て 採 川され た阳肪 まぶの 
中で もな も 巧が な 地 化を 卜 い め、 な も 巧な 的な ものである 巧資 には 巧 〇 はない。 W : 卜 にがて をれ のがが々 び 巧 能を 
說刚 しやう。 

ホづ本 M 报 にが 令され る ものは、 純が な投 ぶ# のみでなくて、 次の 如く 化 州な 胞 例に 役んで わる (化；；；；： み巧阳 
化 硬 巧 •九が)。 

第一を ナナスの w « w 朵 ニニ 九 


が 二が ナナ K« 制お濟 のな お 二 so 

イ 、かぶの なぶ 巧 (化 あがが、 が 龙、 悄な龙 、偏锅 接が、 街ぶ、 蜜 巧， W 巧 A 林媒 をを む。 

«、 な 巧 ホめ 乃 书な莱 的が 巧 ハ 所が ホ、 所 巧 ホ’ 所" 滞 巧' 利 川 巧 •巧 巧 人、 小が 人、 乂 はぶ 巧な 脚 巧、 化 
川 人、 父は なぶ 卜：八 だ おとして ドイツ 闽巧 ににて おがめに 巧卽 する がて 八 巧、 A び h •地を ぷ 夕も义 は个： 
讲ホ巧に關巧ある陪格がも4!らホずる站ぶ椒を"卞るた化ハ巧所如巧&ヴ巧が^巧 
ハ、 なお 協问 がな 
三、 農ぶ 化 引ぶ 巧 
ホ、 な 巧 构の如 r: 龙巧 

ライヒを 巧 聞 版の なな 巧 脚は を战投 W 巧 誤 巧 二方 己一 si さ 广马= 查ミ〇 であつ て、 これは 化け 的には 化ず しも 化の 
化 おはない が、 現資 には ライヒな おな 供乂 がに ょつて 娘 化されて ゐ ろ。 ， 

しんし かがら ライヒな ぶ 聞の 木な の 巧 巧は な 業を 供が 5 ぶ 巧と おおす る ことは か L てない。 といん 八は、 なぶ 
を 巧 巧は 化错 にょつ てを めら れた路 巧 A びを 巧 お 化 給に 削す る闽 ぶが 翊に關 する 巧 巧を 化む する に K し、 な W 曲 
巧 本部は がろ を 得 柏 巧の 加入 巧 & び掛ホ 物と 巧が な關 蹄の ある お： 丄 W 做 並に 個人が パぶ される とこ， C の 胡 おだか 
ら である。 そし： 化の 兩 巧のを 界 'のが 村 ナベから ざるは、 を 聞 おの WS が おして .U 治のに 進： 5 られる 姑に わる 
とい はれて ゐ る。 

さて、 を W 阳 怖は 地な の 巧 雌と 巧 能 的 梢 惦に分 たれる か、 化の： 曲 巧を 姐 じて 支が する •阳 州' は ナチ ス のな 巧 海 巧 
巧 神の それで ある。 卽 ち、 巧 おお 巧 巧は あらゆるな 門、 卽 ち、 だ公史 、巧饼 人 あび 蘭 お 加入 ホの ホ 脱で わつて、 


その 楠ぶ A び 巧 巧は みか 上の もので あり、 化つ む 高の もの でれ る。 を S 下には 化 S 巧 かに 如、 る 約 阿 お八 脚 w わ 
が あり、 史 にがに よつ て 迸 出された め 一千 人の 化义 的巧鸿 ホを 包 巧す る 搜樂ホ U かが ある。 此の度ぶ を U みはが 
來ゴ ス ラ ー にがて年 一 囘十 一 巧に閒化されてホたを閣搜^^なぷ (巧を星ジミコ畜) に關ず る 一 がの唯巧に つ い てぶ 
巧を" ナ る。 化のを 闽搜 W を U かは 收巧 巧に を幽の あらゆる 地方から 化つ たな W によつて、"' 取 も お 迫 せるな で W 
巧を 描出せ しめ、 がな せしめる ことを り 的と する ものである。 

さて、 むの々 助 度 W 巧 海 巧の ドには、 S 巧の 巧 關が附 おせし わられて むる。 をが な、 いむ 部 A びんのを 明な W 

會 なが 考 わる。 1 がは と 倍を ており、 がが、 化 巧 人が、 請、 な 相、 俾轨 とを のげ ぶ、 閑辭迎 、を 
ホ々 巧 巧して ゐ る。 

:;; :化 なは 化の 聞阶 のげ：；；^ が 脚で あり、 を 成が によつて 化を された 一切の 政が を 巧 施す る もので わつて、 ホ おな 
ir ; つの W に 分れ、 巧 1 W は 人带關 化、 第一な はな 瑞關 巧、 巧 一一な は ボお關 巧を が おし、 な 汹 ’ A びが 巧 巧の 阴迎 
の废现 はがの 他の W にを 巧され てゐ る。 んの 中で、 

巧 一 W は ゴス ラ ー に 所 かし、 人が 關巧 (例へ ば、 府恤 ちとが 伽 人、 巧 巧 人との 化ん 拙の かき) の お 神 的、 のをの 
叫猫、 な村巧化の化ザ 新移が化に腳する人化叫烟巧をか化ひ、 巧一なはおてなホみ諸所义び胜ぶみ^^によつて 
なむされ て ゐた搜 業み 部門の 巧 おに 腳 する 巧 化 卜：& び 硏％ に關 する がぶ、 例へ ば、 小； 地が A > 山林 A びな おがな， 
巧 術の 訓辣 、巧悅 、那 が、 巧 巡み、 巧々 の 巧 業を いひ、 巧 二 Iw は 本 かぶ おの 抗 制を U のとす る もので ホる が、 中； 
として 協同が なの 尊樂を 集中 化する こと、 殊にた 巧 物 化資ホ ホ、 加：—: が 巧、 むぶ 協 問が なの お 巧を ド： たるれ 巧と 
巧 一を ナナスの MWW 糸 二 I 一二 
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ウェス トフ T — レン ミユン スタ— 

ウユル テンペ ルヒ ステ ユッ ツツ ゲルト 
ザ — ル H フ r ルツ カ イサー スラウ テ ルン 

これらの 地方は お 削 八 强 ぶか 蘇 所の 地 巧に W 化する。 而 してみ 地 A むが •阳 怖は 阳阮 本な のをれ にか 化して；. パ 化 
なを 如す るが、 之に だしてを 讓 部を^ する のは ベルリン のみに ル まる。 これらの 视 A 投 W 阳 怖は、 がに その ドに 
おな 二十の 地 おな W 闻唆 一を 一 『置 さ Gen 】 置 星を おな する が 化に、 •一地ぶ ザ もの 地が 投 WW 旅 脚は 一-十六 である。 
しかし 地ぶ の晦 がに 應 じて-は 際の 瑕は 义々 巧り、 例へ ば ハン ノヴ , 1 では お 十 地が も あるに W して、 ブルン スウ 
ィ リクでは 化かに 六 地 おしかない。 地-ぉ 把 W 阳麻も ホ、 化ぶ 班 W 闽 のに 對 版して をれ n みのけ 化 部を^ ナ る。 化 
お找 W 闽阮 はがに 村が 巧 WW おる ミ feichas に 分 たれる。 化 ハけ ぷ拟 W 阳 怖の 巧 巧 巧は 姐 化の 巧な、 化ぶ 村 

なの 谋巧 導ぶ が 之に 巧る ことにな つて ゐ る。 

V lloche, ? a. 〇 .- Heft :5, S. 5: 一 0 芦 
リ 11< ち he, a. a. P, I す ft 4, S. いご 7 fT. 

の H ご Che 、 ド p 〇 .- He でグ S •器 一 ■ 

が 2aticmals3i»ustuche ^^旨吉含ご 1*7 若で 10H5. 

^ Ste を ミ 11. 夕 >1 巧 rts , づミ Ilcuse 二ーミ Ititler ヴ uilt. New Y ミ k 》 1-0 ミ Ion, ちを , 夕 19 じ . 

が Santor ぶ ドド 〇., S. 2 ドバ. 

。 『ia 呈で op. CF, 一 - • 07. 
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ザ ニが ナナスが 制 巧 WS 巧缺 二 一一! 闻 

巧 二 草巧慟 政策 

巧 一節 巧 働が 織の； か 編ぶ 
一 巧 働 戦線の 目的 及 巧 巧 

一义 一二 一二 年 お H 1 H がか もメ I デ ー を 期して、 ベルリンでは 駐も大 なる > な もな ぶ义 き围- 八の 統な かほされ た。 
化の 口す 前 十 時に ぶを の 削の 成 おに 十二 萬の 苗が が ハ > ヶンク "イツが を 精つて、 巧々 の 服裝で 化な し、 ゲッべ 
ルスの； ゴ萊を 巧つた。 ザッ •ヘルスは これに 巧へ て ホの やぅに とつた。 —— ドイツ 聞 W は 化の 口を W て' がめ てあら 
ゆる 階が 及び 職萊 の巧嫩 をが がする にち つたの だ。 巧て はな 神が 巧 ぜられ 、が 曲と 階が 脚 ホとの がが なら かに 
巧され たのに だして、 ヒット ラ ー 政府の 巧 一 间のお H ) 口にを 脚 W は、 视 ぶを、 蜗 W を、 ドイツ 阳 W を贿 がする 
はに、 おを された。 かや 階が 脚が はがり’ 円 山 44^ 義 の 巧 本 K 谋凹 ぶの がが の 太に、 巧の 脚 W 巧 M 旅の 円 川が ホれ 
たのが。 • 

同日の-化 午に ベル ンの あらゆる ホ 約から 十 巧 人 おのけ 巡が 十な に 分れて テンペ ル ホ ー フ乂 飛：；；： 巧に 向つて 巧 
進した。 そこには ご 一つの 大が がが なけられ、 六つの 乂城谁 器が 化り つけられた。 これを めぐり 巧 お 十が 人 W 卜； の 


人が ミトラ ふ一裹 募つ ちヒ "トラ-は 云 ふ、 — 人 ほ 的 S けを たと ころ S — を 除を、 ドイツ人を 
一拖 にす る こを 闽が辕 S 5 5 巧が であろ 此 S りの モット 1 は 「巧 做を 義 とし、 巧慟 ぶを 巧 敬せ よ」 と 
いふ こと だ 。 S 弦も瞄 はしい ホの 円が 卸 f 壌、-^ たがつ て替の シンボルたら しめを る ことなく 、削な 
のな 巧 做、 お 合、 卽ち 向上の シンボルたら しめられ ねばならめ。 

な 上の 二つの 光 共を 眼 にげべ ただけ で、 巧々 は ドイツの 巧慟 化を の お 止の 準が が 如何に 巧が にはされ たかをが 
る ことが 出 米る。 かぅ して 盈二 H 十 巧を 期して を 明の々 做 化合が お 巧は ユス .ア ー によつて A がされ、 全 ドイツ 
巧 做 化合は ライを ち 化と する ドイツ 巧 街 保踞を U なの 平で が 故せ しめられた。- 史に巧 一二 n 巧を U みは 新ら しい 
r 巧 做 戦線」 S 語を 重 管れ たので あろ ホいで 靑て ご. ンヤ議 待に めて ドイツ々 做 巧の 巧 一囘か 藻が M か 
た 「ドイツ 巧 做ぶ のが おす ぺ蕉 ぶ」 が ほされ、 ラ ふその 巧 導 的 巧 化に つくに ザつ た。 卽ろ器 時が めて 巧 
倘戰械 が 新ら たな 巧幡 と」 了 制を された 《でを ろ」 "^し をら これ 《誇媒 がを を へらた S ー ブー ーー 阳ザ十 
巧 二十 阳 口の 命令に よつてで ある。 卽 ち、 これにより 巧 脚 巧 線の な雜 及び 目のは 叫ら かにされ た。 「ドイツ 巧 做 

联線 はがと 腕と S 抑 請な ドイツ人 S がで をる。 SIQ 中には •倍？ S 巧 澄 合. 刺人霖 f 、 集 

み 化合の 所沾 ホが 同等の 滿 利# としてな なされる。 巧倘戦 紐の 口 的は あらゆる ドイツ人の 化 資の阴 梅 

乃-お 能み お問拖 の 御を であろ をはみ でが 闽 W の お巧薦 おて、 むピの 能を を 適 巧な お. がめ 八 おド紀 
的 制度の 中に 薑 の蝴 堂の さしめ、 かくし 5 巽间 怖に おして" 笑の が 化を 化訪 する ことに S せねば なら 
が。 々做が 線は 撲藉攀 ホ S おを にわつ ては 楚從ホ 策 巧な お宋 為が と、 從ホ 《巧に わつ 了は そのが 转 

巧 一一を 巧 《 致 策 ミー お 


を 一が ナナ K が 制約 濟 sw 二 置 ハ 
のが 遮と W 頸と に對 する 巧 解と が 省れ る ことによ つ 了 巧 掌 かを 複 すべまで ぉろ ：：： 巧 猿械は あら ゆ 
る腳巧 ホの W をな を， 佈の に ナチ ス のが 刖に旌 腿し、 つ 1 九 ニー W が一 巧； 一十り のな が (蝴 W 巧 術 巧げ も) じよつ 
て 化ぶ をを された 的ぶ 擬腳 にを 化すべき 巧た の 救を 制限す るが 如き 淵 かを 化 出す ことを 巧務 とする。 …… 巧倘戳 
線はナ チ ス の巧问お^ 化冉によ ^^力 J ^擔巧ホであり、 孔 つ喊巧が巧にがしてがなサわばならぬ。 

巧 化戰線 S 助な 齡 によつ て、 tv れらの 巧の 城て にがして は 恥な の雙 U に 巧り 、 nj の；；^ ホの 抓 拘がぉ 巧 さ L 
ねばならなし かくしてん能な阳^^问胞に等しく向上の機なをがへ 、 化等をして出來のる限〇、 0,しの 小-化で獨 
かの':? ホを 望し liD べき 墓 絮十る g である。」」 た 巧 W 畔が (性 巧に <;> いては 巧に ぷ 叫す るで わら ゥ。 

ともあれ、 かくして 化 殺された 巧倘贼 線は、 ながは 巧な 的には ただが 栅 ホと が 平の n 巧 的に を かした 储じ とを 
をみ、 ある 码 化まで 巧彻 がを がが の 巧 消# だつ たので あ も。 しかるに 一九 S 扣が S 巧 二十 六り の 「ライプす， ヒ 

璧」 と」 5 られ Hssss と」 て、 ドイツ 巧，： 襟 か 巧 叢寶 親； に％ を、 ¥- も ホ、 が训 

的に メンバ 1 たるに： ホつ た。 しを つて 巧 叢械は 今や それの メンバ， として お 削の 霖組巧 Q みで なく、 お 
化 おにが ける 抓ず- 拍お U を も おを して ゐ る。 化の がが ナチ ス •ドイツに めて は 化の：：： と 巧に 古いな ホの 巧 倘糾な 
はなくな り、 フこ シスト •イタ " I 巧に、 獨 ぶの 巧 做が おも、 協问 か、 約 も、 藉 巧が 協を も、 ストライキの 
術を も なくなつ た。 邮卜 •とが 诚 人とは M 1 が 城の 中に が一せられ た。 シ 1 1 マンの な 化を 化れば、 け ホと ラ イオ 
ン とが】 がに わかされ たので あむ。 

同時に 巧が 戰が S 巧 お 化树も ホ、 そ Q が 旅 Q 巧 おお 脚に し 巧る を さわる ミは でを でもない。 んこ 



■ 


た々 做 化を のが 巧と がち (巧 本ぶ) とが 伽 ザ 赛倘 ホ) との 同一 机捣 へのが をに ついて ナチ スの = 巧す ところは 何 
か。 それを 巧々 は ナナスが 謀 ザ 速 〇 みの；：.；— おに W かぅ。 をの ことは やがて 巧 俩戰械 のけ 巧を も W ら かにす るで あ 
らぅから。 . 

ヒヴ トラ ー はを ム 、「巧々 がな 的 化を を攪 ホした のは、 ドイツな 奶巧 をして か 等を 術 利 巧と して おらし い腳巧 
の權 はに 協力せ しめる 度で ある。 化 等の なおに W しては 何らの 陶东 もが 巧され ず、 を、 化 巧と 巧に のみ 脚ぶ はが 
ホせ ねばならない。 …… ドイツに めける 人 一一 は 神艰な 心と をき おとを W て， しか 脚 W のが 乂さ W ホの ものを 火 •'へ 
ては ならない。 お 等は W 化に 狎 •がしな はれば ならない。 かくして ドイツ 巧财述 勤の 協力は 乂な るぶ 化 的な ホを 巧 
つの だ。 巧々 はがす る、 巧々 がか や (伽 •义び 被 棘 巧ご舶 巧の 典乂 ながが のが 化た る闽 ぶの 新 構ぶ をな くには、 
心中では が 則 的に 闽 W ち お 的に 化 おし、 视 W のことの みを 円 己の も S として おへ、 化に 化の 阳 W の 利益のは に 他 
の 一切を 巧 巧に 供 甘ん とする 贿 巧が 巧 かがぶ する ことを …… 。 

雌 一の 勝 巧と しての 化々 ドイツ 閑 W として W ルに、 勝 巧 使び 化 巧が あつて はならない。 そして 化の 略 巧け 晩が 
を、 W 做を、 をして 化が 闊 W の俩 々の 明 怖の 利な をな おする …… 」。 

巧 脚 映が 巧络巧 ライは とん、 「巧が 關 ザは 巧俩 巧び 巧附 巧り みの 化 敵で ある。 化々 はみ 人が す 可げ であ 〇、 し 
たがつ てけ 敬 さるべき 巧俩 にお 巧す るが 如き 述 命が 同 照を 化が とする」。 M じく ライは 化 S お 所に めて でム T 巧 断 
職 線は 搜 W 及びれ をが き あらゆる 剌迎 的な 人 を おみす る。 …… あらゆるが 边 のな 人 ii にかり ドイツ々 如邮線 
は ナチ ス 的が お视 のな 等 おがで ある。 純が にかが のには ドイツな 倘戰 線は あらゆる かぶぶ、 あらゆる 帥 巧 巧， あ 
が！ 贾巧曲 巧ぶ 与完 


が 一一な ナナスが 制が WS 巧 お 二 一一 一八 
ら ゆる 巧 制 巧を 包を する。 この ことによ つての み、 あらゆる 例ぶ 的な 人即は 一：：： 一巧の おな のな 巧に めける 巧樹 ホと 
いふ ことか 出 米る。 …… 

ドイツ 巧卿戰 線の 巧 巧は 巧 M がへの 數巧 である。 化の 巧 巧は ホ 常に 魄乂 された が 巧に めて：？ よりも 化づが 化さ 
れ わげ ならぬ。 ドイツ人の 訓練は 化刖 として 巧の 監械 下に ある。 谋 、卽ち ナチ ス谋 のみが ナチ スの 化み なのが 逃 
巧で あ 〇、 したがつ て をれ のみが ドイツ人の お 巧を 铅 がし、 そのが 中に 描る 滞が をが する。」 

W 卜：に 引 川 せる ヒット ラ ー 及び ライの なおに よつ て 明らかで ある やぅに、 巧俩 戦線は 巧俩 がな の おみ 巧では あ 
るが、 それとは を < 別個の 化 城で あ 〇、 をく 異る口 的を がする ものである。 した かつて 巧な 阳 ぶの 巧蝴 ではを 
く、 义 が 巧 的 利 おのが 潍並 にが 進を H 的と する ものでは な < て、 ナチ スお ぶの H の 巧が のはに’ 巧 一にが み车ぶ 
の 巧 巧 唐に がする おを、 巧 一一には 闊 W 的 ホ 巧の 俩 々の 巧が にめ ける 魄 W が 同 怖から 鸿き 出される が 則の 巧 巧 的ぶ 
巧に がする が 巧を ば 巧に 勒 巧の 削な にかて 遂 巧サん とする ものである。 卽ち 、それは 怖がして おへげ がが された 
佩す •とが 佩 ホと をして ナチ ス的巧 神を 信來サ しむる はの 化 ホ M 做な のでを る。 同時に 义が « 卜： じめ ては 巧 脚職销 
は 巧 倘大朽 及び お 巧 大朽と 巧 巧な 協力 脚 巧の 下に おかれて ゐ る。 卽 ち、 巧倘戰 線は あらゆる お ホ 11 姐に ついて 巧 
俩 大巧 巧び がか 大控 におして 助な を 巧へ、 巧に おがな 經 がか々 について おおし、 ぶ 問に 巧へ、 かくして 巧 術 並に 
お^^削迎のが化に巧ナるのである。 

W 上を 糕 合すれば 巧倘视 線とは、 これを 社み めに みれば、 巧備ボ 、純；^. のか 何に 拘ら ず、 を ドイツに めける 如 
臓 並に 巧 巧勒巧 巧の 化撤 であり、 それの りのは 加盟：：：： の完 をな ぶ 巧に わり、 如何なる 悅 がの ぶ 別を もが 誌し ない 



ことは 削 述の轉 剛の述 りで あり、 それの 經 巧の 化 わ 的 化 巧は 別と して、 ドイツ 勒巧 巧の 能 ホ 水 唯の 引 トーげ 及びを 

の 製 なの 爵進 ホと におる。 S 爵を号 巧 做 S は 襲的訓 が、 適所 寶 の-で スト、 補 85 S に巧圳 
の 部門を 設け わ。 

吏に をを 化 治 的に みれば、 巧做戰 線は ナチ ス 巧に 成し、 化つ ザが S 雄す に掛 をて ゐろ 一丸 量 ザの そ 
れの發 生 な來> ナナス 谋化 ホ機關 たる ライヒ 指鸿 巧の 一人 ライの 巧练の 下に あり 酣餘の それ， W での 巧 脚 楷線指 巧 
巧 速よ がて ライに よつ て 巧 命され るが、 化の 巧 かを 巧け る ホの む も あがを 资 がは たる ことに ある。 巧 附巧線 
i 谋 U たると ホ 巧け たると を 問は ず、 あらゆるを ドイツ 刺 巧 ホの ぶ锁 とみても 弟义 なく、 孔つ それの またる 目の 
の 一つは、 前述の かく ナナス 梢 神 をげ をの 加盟 U を 部に 器し、 狄嚷と 望との お 保を ナチ ス の原刖 にがいて 
强 める ことで わる"。 一九 一一寬 菜に めて 巧 做 SS 韻 ホは 巧に 二 壬 音 巧 人で わつ か。 巧て (々穀 をと 巧り 
を ドイツの 勒巧 巧け 伽 おた ると 巧佛 巧た ると を W はず、 自 川腳萊 ぶは もとより 、ドイツ 饰巧 中の ホ 明 人 さへ もこ 

れが 加入を ホを ろ？ S ルと」 て？ てと. 笑 的に 化 器 W 米ない 表と だけは をを が隻れ てむ 
ろ而 して々 露械 K 加 学る 受 〔にも、 個人と」 了 加 學る爱 "と 盛と して 韶 十&雙 "ちが 別が ある。 
卽 ち、 削 ホ S たに わつ ては 柄 糸 漂に 加 李る S 、 攀パ爱 "にを つ 了は 呂の •晕る 穀を地 じて S 
に 加 李る S で わろ 爲§ に 加 李る S は骑 と」 一」 は S 的で わり、 诚 V - と」 て も 巧 獲 錠 •舞を 脯人 
たばならな3と€制限は^ をてはわな^。 おしながら. 慕トーは《潑.が加人巧に芝了語ななことグ 
支い。 例へ ば、 夕 くの 白 治 W 梅は々 倘戦械 に 加盟す る 端れ ぶ 巧に のみけ 义を 巧す る ことを 巧 >. ぃ した 巧 巧な どが 之 
巧 二々 《巧な 巧 一二 二 九 


第二が ナナスが 制が 濟^巧 お 


二 叫 C 


である。 

巧豁線 S か 削 ホは を ハ 化 入を 化が にして 一定 Q 巧 川を 丈拂 はねば ならぬ。 おみに 一九 I 完がニ パのを 比率は 
ホの 如くを： 一2 られて ゐん。 


"化 (ライヒ スマん ク】 

父袭ホ 


阳〇 ラィ e スマ ル々 だ a 下 

阳 0| 六 0 
六 0—八〇 
八 0| 1 〇〇 

1 OOI 一二 〇 
一二 〇 丄六〇 

一六 01 八 C 
一八 0— ニニ 〇 
ニニ 0111 六 〇 
二 六 0111 一 00 
一こ00丄1: 六 〇 
一| 一六 0 — 叫 二〇 
の 二 C — お 110 
五 1101 六 00 


リ巧ホ W な侦 (ラィ ヒス マルク】 

9 二 〇 



化 六 001 六 八 0 - 060 
W 六 八 0— セ wo 11-00 
W セ 阳〇は 上 一二 ，〇〇 

前 巧の' 表に めて 巧 阿 巧までの 加入# のみが 巧樹戳 おからな 巧を をけ る 巧 利を 與 へられ、 巧 一、 ち 巧 S 巧の 巧圳 
について はみ 巧は 巧に が 巧が とお へられ、 且つみ 萊 ホぶ び谋巧 脚に 中 込の 苑 巧を がする 巧 化 巧 マルク 卜の ナチ 
ス媒 ：：： の ほに 設けられて ゐ る。 巧 別 中 3 A とい ふのは 巧 お 一二 打 六十 マルクな 卜：の 巧 U に ホ 巧され たもので ぁる。 
一九 S 五が 一一 一巧 巧做视 線を 乱 部の 巧 おに よれげ、 をの 年の 二 巧 中 阿 巧の 化 入 u は 0 •二 〇 マルクを、 千 巧 W 十 巧 
人は 〇 •六 0 乃 お 一二 •网〇 マルクを、 が餘の ものは 右の お ザな 上のを がを 义 々がな して ゐ る。 そして 巧 時に がける 
をな が 教は約 一一 千 萬 人でぁつた。 

一九 S 五 年 九月 一二 十 H にめ ける 同；^ の 巧が 戰 線の 化 入は 一二 悠ーモ ライ ヒス マルクに 速し、 巧 じく 一二 お ザ お 明 
の報吿 によれば、 巧 做 戦が は 一一 檐お千 巧 ライ ヒス マルクの 巧 おを おし、 その 中 六 千 二 巧が ライ ヒス マルクは 现な 
又は S ヶ月 期限の ホが で 巧が して ゐ た。 且つ その 巧が は 巧汹阳 .門 巧 八ボお 巧 ライ ヒス マルクの 巧 化々 のぶ 如す 
出を 許 おする 汽を明 I : ルして ゐる 。巧 做 戦線み 計 部の 巧ぶ によれば、 ーヶ が 八 千 二け 化 ライ ヒス マルク (卽 ちが お 
の 二と％) がが 巧が として ま W されて ねる。 そして 一例を 毕げて みれば 一九 一二ぶ 年中に 巧倘戰 がは 一で へけ 巧 ラ 
イ ヒス マルクを 巧萊 物、 巧に 學 巧の 巧 試に 支出した。 

#二 巧 巧 《 政 巧 ， 二 


み 二部 ナナス 巧が が濟 のな お 二 叫 二 

二 巧働戰 おのが 械 

さて、 巧 倘戳械 のが 热 であるが、 これには 地域的 糾 織ぶ び 職 带み門 別にょ るが 粉が ある。 その 中で 巧に 巧が な 
のは 化 城 局で ある。 といん は それは 巧做戰 線の 社 か 的 文化の 巧 動を 巧が とする、 化の +阳 ななの 巧 脱 {け おた るの 
みで なく、 それは 十八の のを 業 聞 做 (ライヒ 經巧 巧时 旅) -1 これは 大部 かお 前の 巧 做が なの おみ 巧で あ b 、 した 
がって 巧 附戰械 を 制 化の 巧 本め 支 巧で ある — を 集中す る ものなる がかで ある。 ホに々 お 牌械の 十阳部 おの 化 巧 
を 略述 すれば、 ホの 如くで ある。 

1、 新閒 部、 巧 一に 一一 巧の 政を お 削を 出し、 一部 一 0 プ ムン ニヒ をけ’ てを 抓盟 巧に がかし、 巧 一一に み 巧の 峭龙 
巧 導のは に 月刊を W てがけの お 脚を 刊む し、 巧 俩戰 線のを：：：： に 無 巧で がかす る。 第ー ニには 巧 附戰械 A び 倍 巧 協な 
會の巧 導# 途の おがの ほの み 祕業圳 にょる パンフレットの 編が 刊 WA び お. 山人 W 上の 化が；：：； をが する をての： し-劣 
が隨時 おいす る倘 々の エ媒巧 脚の 監修を 化務 とする。. 

2、 政治が が 部は、 巧倘 戦線 巧 海 巧 义び信 巧 協議 か：：； を馴 がするな W である。 

3、 社み 部は、 かわ 化 除、々 樂 、：禍 化を 取が ひ、 をぷ にが 甘る かぶに 巧を 入れる こと、 等の か、 かみ 部の 化が 
は ライヒ 聰龙 がか 所义 々萊化 おおと 巧 おな 脚が を かし、 巧が 叫跑 、巧 倒 肴が 誰 尊を 化が とする。 例 へげ、 一九 ご 一 
五 ザ 九 巧 一二 十日の 一年 帅に 一讼 ライ ヒス マルク、 卽ち 巧侧職 姑を 收 入の 中の ll ; w % が A 巧、 巧 お、 すぶ の災 巧’ 
なが、 あ疾 、巧倘 ホ 及び そのぶ 巧の だに 支 W された ので ある。 



气寫 部 十 器卜 1キ In 動黨 一九 一二 華の ー ヶが製 華 叫 日 手 六 Ms: がを-^ た。 

5、 化が 部ち として 鹏樂 上の 疾お 採诚 にお 事して むる。 

ち’ 聪莱訓 巧 部 の 部 S 巧は がての おき ドィッ人 巧 做 巧を して 適が 適 巧に 就かし め、 を阳 として 脚た は 
にを もがな なる 人物 わらし めんと する にぁる。 峨業 訓練は 職業 W のとのを もが おな 協 M の 下に 化热 のにけ はれ、 
一九 一二 お 年の 一巧から 九 巧 一一 一十 H 迄に 二 門 吉十巧 人の 昭脯 巧が 訓練を をけ た。 如何なるぶ かにょ つて 訓 株す るか 
について、 一乂 一二 お 年 叫 巧ゥ i 1 ゼ ルミ ュン デに めける 漁 樂ホ巧 巧の がを の 例に ついて みるに ホが 典に か ホり 
速 i 網修巧 やが 海の 術 巧を がな し、 化つ ナナスが 神の 政治が なを ほどこされる。 がして 化の ななは 二十 おな W 下 
の 巧が ボが 一を の喊 業に 適ず る やる やの テストを むひ、 職 お 巧 巧 k のが かを 卵へ る。 旦つ仙 叫 的 別が を ばれ かの 
人に おして ほどこし、 巧 做 能 半 向 トーの ホ 巧と して お ザ贼樂 能率 競 ホを 催す。 

7、 を 化か 談部 

8、 靑 S は 巧 驚が S 受講 迎 、巧に 靑 ルが S ぶ S、 か HS キこプ 、化 ホ S がを、 & びて-巧に めけ 
る靑少 ザが 狎 •人の 巧 巧を か 化 ふ。 

9、 おを 巧は H おにめ ける 概 なの 雌 楠を をへ る ホ、 た W おや 贿刺 博の 詞描 じ^ 的す ろ而 して 化の 巧の クラブ 
は 阿が 人 W 上のを U を 诏ちモ 阿村の エ おに 設けられて ゐ る。 

ぶ、 巧人部は巧附戰線巧がにめける^^人叫迎の 一が、 と〇ゎけがみ邮邮に喊する叫地を化巧ひ、 义がホの规お 
ょりして か 子巧倘 巧の 一が の！？ がの お现を 巧が とする。 例へ ば、 巧 做 的に 不適な なな 俩 からか 子巧掛 巧を 除かす 
摩 二な 巧 衡政巧 こ 一 


巧 二が ナナスが 制お濟 S お 一一 叫 叫 
るが 如きは 化の 巧 巧の 一な となる ので ある。 

U 、 化ち 部 

お 巧な は 巧 做 職 線 所 姐の 拘 業、 卽ち 一二 つの 保険を がと お 個の 化を 化な、 设び 一つの おけを が 制する もので 

ある。 

J 3、 巧倘巧 巧が 究 所は、 巧々 のな 業に がける 巧 W の おかり、 な现 化、 A び 巧 銀 おのが 嘴 化 等に 關ナ る硏究 をは 

す。 

W 、 がみ 円 あ 部は 巧衔 と巧龙 との 蹄な 円 治杞の ドに あるが 热の 一た る 地ぶ 巧 做を：：： みの 捉川サ るぶ おの 賠种： に 
巧る。 

巧、 おがに ょる 力 (Kra 口を rch 巧 35五> 々做 賊械の 化の 部 W は】 を さ 非 十-一巧 二十と H の创 ぶに かかる もの 
であつ て、 巧 做戰 線の みがな 中な も大規 巧に；；；： はれて •も 〇、 恰も イタリアの ドポ ラボ n の 制 巧を 化彿 させる もの 
である。 しかも イタリア のをれ に 比しを るかに 乂错 巧で ある。 だが、 问 巧に 巧々 の 巧：：： に 値する ことは それの ぷ 
制ぶ 硬び ま 施ぶ 化に めて W 々ソゲ- - 1 卜蹄 巧の？？ 制度に 巧 化した とお へられる なの 化 出される ことで あむ。 例へ 
げ後に述ぺる视剌>化れ>等々 のかきがそれである。 しかしながら化焰に化おすぺきは、 ブラディ ）もとつて&る 
やぅに •その おぶ 乃ボ糾 がか ソ祝 S をれ と M 1 である ことと •をれ を 巧 化せん とするな 脚 がを く 巧つて むる といん 
ことで ある。 卽ち 、ナナスは その おぶ 乃书糾 がは ソ输に 巧 做した が、 そのな 脚す ると ころは をく 北 W 巧な ので わ 

み。 


如何なるを 地から をれ が 設けられた かにつ いては、 ホの ライの 吾浪に 間けば がい。 「巧附 過 おに はんと 神 おと 
が 化が だ。 寒がと 巧 版との 谋 化が 牛： じたけ、 それを 巧 ひ 视らム の. は， 人 W をぶ 巧 輪' ドに 休な させたり， 挪悄を おわ 
た 〇 する ことによつて はす 可能で をつて、 精神と 肉が とに 新ら しい 巧 分か 化が である。 巧倘巧 削は 刺 巧 巧に がし 
て 貼な S 能率を が？ るが かに， 望 臨に をつ 了は 巧攀 にが」 了、 策 魂、 援 、累捣 神の 巧 分と して お 
中の 最上 言 g を受 、导 彼に 對」 てを をな 休 f はさ」 &、 生 巧と 巧 做と S 餐を状 嗟」 & 接なら ぬ。」 

化の々 働に よる 巧 巧みび 精神の が 巧が 化に よる 「巧彻 能率」 のの 卜； をれ こそ クラフト •ドゥル ヒ •フ 《 イデ お 化の 
H 的で ある。 レン テ ルン も 次の やゥに 云ん 「人が 生 巧に 對 してが お 的に なり、 巧 同 巧 おにが をを 巧ず る やぅに な 
れ ば、 ぉの 能 ド ti 百ち する だら ぅ」 と。 をして ドイツは 物的 巧秘に 乏しく、 巧 做 別に 巧 かで あるから 化 店に こそ 
此の 閑の 指 等 巧 速に よつ て 利 川 さるべき ホを 力の 紀が がする ので あか。 この ことは W をに ライ n みなおの 中 
にもを がされる。 「まことに、 巧々 はなしい かも 知れない、 をが 無い かも 知れない、 巧々 には ル闽 はが その他の 
巧ての も S が 無い を 知れない 。だが、？ には 郎 か」 い资が ぉ。、 が」 てこれ こそ 巧 A のがので わり、 巧 本 
である OJ 

「歡备 による 力」 はおに 十一ので W に々 たれて わるが、 巧の 巧な 的な ものを 化 oh げ ると ホの かくで わる。 

イ 、シ础 巧 巧 孤- ( A ミミ Fr ' ierabelu 瓦 ミ 己ミ虽 、これは かぶ お 了 後の け 一一 をが かその 化に よる 也 女に よつ てが 
巧せ しわ、 すがを なお 牌から 勘 巧を おはん とする ものである。 ナチ スむ械 化の W 刖 にあつ ては ドイツの W 女中 剌 
吳こ 一巧 も 巧つ たことの ない ものが 救 巧が 人 も あつた。 ジ ー メンスの W がに よれば、 W 丫の八 お •六％、 夕 了の 
夕 一を 巧 》 政 巧 こ阳お 


/ 


ホ ニが ナナスが 制が 濟 の 绞お 二阳 六， 

八 一. 己％ が オペラを 見た ことが なかつ たし、 W 子の 六 一二 •八％、 女子のと 二 •二％ か 芝が にけ つたこ. とがな わつ 
たといん。 ところで 「化冉 による 力」 がな けられてから、 一九 S 六 年に 化の 制 巧の わ 麽で迭 巧に 巧つた かか 六百阳 
十 街 ニーで 人に 速す る。 

n 、 ドィツ 闽巧修 を 尊ぶ 部 ( A ミ，， ロミを les ミ Iks 置 dung ジ verk :】， これの：；： 的は ナチ スの化 保 规の惹 巧に めけ 
る關 がが 巧への 说ん にある。 化の 目的のは にお 巧の 修を 巧を 設け、 が 巧に 脚す るみ 巧の 满巧 等の かに、. ¢1： が 術、 
速記 及び か 巧が 巧が あり、 巧殊 な巧揪 巧同棉 が-巧が、 化が、 給甫 、な 於 等を がへ る。 又 巧 构邮’ がな、 ぶ 化、 义 
巧な どに よつて 巧彻 巧に お菜の 巧な を 巧へ る。 一九 一一 一六 年に これにを 加した 人 U は 六 巧 十が 九 千 人であつた。 

ハ、 化け、 ハィキング、 化収部 { A ミ fti 『ミぞ wander。 end IHau ぶ、 「觀夕 による 刊」 中で 化の なにな 大 のが 
乃が 化 がれ、 最も 乂が 巧に 巧 はれて むる。 イギリス おか 姐 巧 W お、 ドイツ 経 ホ 事 巧は これにつ いて おわて 巧 細な 
が吿 をして ゐ るから、 卜の敍 述は本 巧に よる。 わに よれば、 一义 一二 阿 カザ 记 年中に お 円 名の々 倘 巧が 如 人 巧を 
ば换 めて 化 ホな 巧吼 でが 期 化 巧を 巧 さしめ、 お 卜：旅 巧には 二十が 人を 祿加サ しめたと 報じて ゐ る。 そして 化の 巧 
巧の あがは 一九 一一一 六が 始めに 出された ベルリンの 化暇プ B グラムを みれば 明らかで ある。 


H わ 口 的 あ 旅 巧 
一〇 X . ハリア . T ル •フス 五 II ; ■お 0 ‘ 

10 シユレ ジア 山 巧 阳 1 60 
セ パル ナック 海 三 一一 60 
セ 化 お 叫 0 •五 〇 
セ ナユ— リンゲン ーー ーニ •ち 〇 


セ コンスタンス湖 阳〇 •お 0 
よ ライン ーー ー八. 00 
^ ハルツ川 巧 二八. 00 
1内 巧 グロ シ T お 六 *00 

かの 巧 州 中には 勿な 船が 貸、 が： W 巧が なまれて むる。 が： 則な 偏と してぶ が お 又は 個人 のぶおが 化 化され、 一 H 
ニ マルクの がな で义拂 はれ、 削 おぶ', U が 人の 化；：：：： 巧 中、 二 巧ぶ 人は 化の 休 U 利 州の 义拂 にがお 彼を 化 州した とが 
ホされ てゐ る。 

巧に 「歡 ホに ょるみ」 は 巧 倘戰械 加入 巧が 川の おが おを 所を ば リユー ゲンむ にがな する はの ぶ 計 甘 しむべく 夕め 
のが 邮を 巧が した。 

一九二 一六が 始めな 做 戦線は r 歡游 にょる のお^ 化 巧 W のみ々 一岳 赃の化 お 祈を ち •巧れ 义 した。 化の 船は 巧 
速 十九 你で义 々一千 お 巧 人の ホ 客を 二人 乃 ま 阿 人 部 おに おがし、 あらゆる 近 パな 巧を ほどこし、 ぶみ 化 M さへ も 
設けられた。 化の か 巧 ニー 巧 U の おが 船の 巧进も ホ、 お忠 されて ゐ ると いふ。 

駐近 S 年刖に 化の 制度に ょつて ス カンず ナヴィ アに化 巧した ホの 敕 のみで もぶ るし く夕 おにの ぽ り、 旅 わした 
がが 離は 二 巧 十六 おキ ロメ ー タ ー に 速す る。 

-1、 スポ ー ツ部 ( sportsas 二 、これの：：： 的は スポ ー ツ にょつて 「巧 怖、 が 神技び が 魂の 完 をに ナ f ス のな 淵 か」 を 
かし もる ことで ある。 かくして スポ ー ツ なにょ つてな 倘戳線 加入 ザは 姐 化 悼めて 化 娘な 巧圳 巧を にょり あらゆる 
巧 おの スポ ー ツの巧 導を 巧け る ことが 可能で ある。 一九 己 六 年 これにが する を 加 ホは •た パ 八十 八が 人、 これにな 
巧 二 章 《 働 お 巧 二 置 


巧 二 郁 ナナスが 拥お濟 のな お 二闽化 
してスポ》ッが帥は二^ 八け人であつた。 

ホ、 「巧 倘の 超’ 一部 { A 3 ニ ミ： 查を昏を dcr と. eit :)、 これは 巧) に惭 化卜： のがぶ、 巧 二に たの 化 化の 巧ぶ k の 
H のから 設けられた ものである。 したがつて 何よりも ：丄 端に めける 姐 風、 巧 化、 化が おのな— が， 渐 ホ、：—: おの 悄 
がの なが 等に よる 趣 巧 的 化 化から する 巧 倘化 件の 巧卜； ぶに ホ 心を 凶く。 かくして 巧 做に かする 巧が 心を 刺 巧す 
る ことが 夕乂 である。 化 S 部の な说 をみ て U 來これ まで (一九 一二 六が】 に 淵 かされた： 丄お較 は 一二 阿 八 小-化 であつ 
て、 化の 中 苗 八十 二： 丄お について、 趣啤 上の がち 事 化 防止、 唯 巧、 化が、 かぶ ガス、 髓づ邻 々の恕 お 巧から 
巧倘 巧を W 述 せんとす るみ 巧の おおかは され、 「巧 倘 八ぶ」 な W のが 適に よつて 伽 ド- 训 のと 拂 つたが 川は 一一 位-仇 千 
巧 ラィ ヒス マルクに 违 したと が吿 されて むる。 

又 I 九 一二 六 ザに 巧 部 ドィッに めて 一二 川 お 叫つ の 巧 昭エ瑞 のがな を 計 带サる 外、 W 巧 所の 化 器が や：—: お 3。が お 巧 
についても 脚 心を 巧ち、 が 鬥 ぶの 助 別を なけて； 一十 记 巧の 巧が 川、： 丄媒 川の 怡' ぃを，^: 一計し、 嫂进お 巧を して 「巧 
倘 のぶ」 が 小と してが 等の ヵタ" グ に々 がせし め、 化つ 祂じ にかして 之か鹏 人ぶ を 給が した。 姐に 乂 化の なは 川 
间化ホにめけるがり：：の^:^備についても輪めてが帖的である。 

へ、 エお ななで ミ吉 r die ,, Werk を 一 ar 呂 ：)、 ：丄 おおとは ぶ. 丄 がに めける ナナスの 化 嘴 视の训 がを なけた 部 お 
である。 これらの か丫は 4 •八な 乃 お 二十が の ナチ ス媒 A びを の 系が 巧腳 化に I 叫 も 障を な巧倘 A から 桃 巧され たも 
ので あつて、 班 ホ U は 九が 人で あるが、 と 十ぶ 人に 咐：： ：サし わられる ことにな つてむ る。 

これは がか 的に 巧侧 ホの 化ぶ とな 〇、 H お ホ •巧の 化が の 巧 H をが 雄し、-：-; 巧 内の がか ホに 出 旅する。 


/ 


卜 、阳 化が がを 部 (ジ ミョ pn 呈を 3e 一、 巧做戰 おが 巧ぶ ライと ライヒ 凹 w 乂 がと 八输 化に よつて 蝴 化が 八み u は 
化の 餘 暇を ば 「狀 ぶに よるん」 によるみ 巧の 施な を 利 州し のる ことにな つた。 これにより 蝴 化に おがす る 巧に もが 

{蓋 所がが へらた をぐ ボ除 と搜え 背め ける およき 述躲が 巧され ける ので あろ 
W 卜： のかに 义化 A が 術 部、 义化 部、 な W 戊 出版が などが ある。 

さて 巧潑 線の 化ぶ 的糾 城で あるが、 をは ナチ ス あの 化ぶ が 織と 一 おしてむ ろ巧倘 S ではが ると ミに 
お 導 巧阮则 が寶れ てむ るが、 か 令よりも 聲 みが'"^ 乃-おが 现 をな 化ず ちが 现と なる. •追が 品に 化 川され てむ 

る。 

辛 一 云巧猎 械¥ 卿が あり、 楚 中の 一つは ル 化で あろ 益が 巧贼 部は 露戰常 化な S み 部： i. にか 擎 
るが 絲を パす ろ. 加して 抑 当 十二 S 推が はナ J がの 醫 トーの 地ぶなら つて 八乌 トー 地を、 化を 
巧に 一 溝で S 十一: に 分れ 一」 むる。 養 的§2 帯 化は 8 藉 怖で わる。 g 其 M 怖に めける 巧 

脚 巧 お 代ぶ、 エ おぶ はが 巧 所が 视 人は ナチ ス巧 U たる ことを 化が とし、 化つ 址化 八瑞 なみ -J おのに めける 巧 りに 
よつ て糾热 されて ゐる ナナス 細 贴のお 班 巧で ある。 

巧 W 戰械 S か闽 巧は W 乂帖に 化 ホす る S 巧 六卜の 化ぶ 的悄 怖、 一一 一が 人の 如 入 巧、 一 •トーの 化り & びかれ 川八ク 
ラブを 巧つ てむ る。 約刊巧 人の ドイツ人が ぷル 脚に 化 巧して むる ので、 巧附聊 が外蝴 班は 放い 巧邮扼 W を^す 
る。 その：：： のとす ると こんは、 をての 化か ドイツ人に 對 して 化が 所を 化 化し、 巧 働 牌 線に よつ て 的 ホされ てむ る 
夕一か 0 供 か 巧 二 内 か 



巧 二部 + ナス tt 巧お濟 のな 》 二 五 〇 
ところの ナチ ス 精神を 化 入し、 ホ ホ. ドイツ か 紫ぶ をして 閲が巧 做 巧 巧な のが 則を がのを 業に 適用せ しめる にあ 
る。 をの 他 此のが 热 はか ホ ドイツ人から 集めた お 巧ぶ をを なけて 外 明に あつて 阳蹤 甘る ドイツ人の お 巧に 巧つて 
むる。 

巧揪戳 線の 職-ぶ 別 典 門が 殺は ホの 十八の ライヒ 經诗 が同枯 如ら 巧ぶ ち、 而 して これらの 十八 則 姑は 货 ホす るを 
巧のを 部を 網 級す る ものである。 

を おお、 が 物、 巧 服、 が 巧、 が 木、 妈值金 お、 化 巧 お、 印刷、 が、 义姐义 なな 巧ぶ、 觀 ル、 銀れ 放が お' 自山 

職が、 德莱 、巧 ザ、 がが 及 北げ， 巧ぶ、 で H お。 ’ 

地が のがな にめ ける と 同じく、 鹏萊 がけ 別によ る 化が のな 化が 化は 個* の 工業で ある。 ライヒ お 巧巧问 怖は 一 
をの 巧ぶ におす るみ 巧の 巧が にが じて ライヒ 共け 阳棉に 分 たれる。 ライヒ お 巧 巧同拖 のが 理人乂 はが 巧 巧は 一人 
のを U と单鬥 曲がが 理 人から 巧ぶ つ喊 問の 補 化を なける。 職ぶ 的 分が はみ W が， 地* が、 雌 k のみ 怕怖 かがに 地が， 
地ぶ、 地 おにめ て ホ々 ぶみ されて むる 十八 ホ 莱の諸 聞 版の 地域、 化ぶ あび 地 おの 結な 巧 巧 おを が 巧して わる こと 
によつて 化 巧の 化 鈴のに めて 維れ されて ゐ る。 

ライヒ お 巧 巧 巧 旅は が狎 •ぶと がぶ ホとの 閒の連 巧の 化ぶ をみ 班す る ものである。 が现 巧と 從 お：：： W にがけ る閒 
巧の がな なる ものは 巧 術職械 にあつ ては 給が に 許されな いので、 したがつて ライヒが 巧 巧 同 おは そのな 索な 一: に 
關 する お 巧 的が みの 1! 齒を おなし、 父關 W の 巧 巧を 巧て、 可能な 限り 円ら 巧 削がの 解かを 非ら わげ ならぬ。 それ 
かに 凹が 巧 W 巧げ 化に よる 巧倘倩 化な 巧# の 巧 判に よるが 审は 似め てみ 部分に 過 デない。 


ラィヒ おなが 村が はそ^ 巧 巧な 産 お 部！： と喊巧 ザる 化が •知のを 部門と 巧 おな 鮮蝴を 化ちつつ 巧 勤し •化つ その 
巧 示を をけ する。 化の 巧の 協調は と 〇 わけ 職ぶ 別 練. 歧 みお 巧、 あび 化 U、 解 庇からの 化 逃、 貨 おのが 巧、 媒々 
の 如き 社 お問强 等に めて 顯 巧に 現 はれる。 

巧 彻戦械 は 巧 做 戦械や 「おがに ょる 力」 八を 巧 人に ょつ て 化される ことの あるべき 化 典に かする 巧に、 规巧巧 判 
所を 巧つ ており、 孔つ 化の 巧 判 所は 巧 樹戰械 の 加入 巧の 除 あ、 叉は ザ 加ん 等の 閒 巧を 化て 化 巧 ふこと になつて わ 
る 0 

一一 一 巧働戰 おと 巧 働 おが 

かやぅな 巧 做が 披のザ お 巧は、 ながこれ に卽 化すべき おらし いながを がぶ する。 この お 水に 巧へ る ものが， 巧 

か 

一に 巧 做が 现人 化で あり、 巧 二に 闊巧 々做 巧が 法な ので あろ 化づ巧 一の々 做が 巧 人 化 (0 巧 旨— 二‘ 『0 已賽す 
der Arbe 五は 一九 111111 年 お 巧十义 円に 公 かされた もので あつて、 ラィヒ 化が の巧斜 とぶ 法と に 服が する 闲ぶ巧 
脚と しての 巧 倘が巧 人を なけた。 

巧 二の 闽ぶ巧 做 巧け 載 (ご 巧 ミ 旨 ordi ち der 3 ミ ionalen Arl 星は 一九 一二 阳年 一巧 二十 H に 公 かされた。 そ 
して 化の 化け こそは ナナス 巧 做ぶな のがが をはす もので あり、 ぶに 巧侧 ぶが ともが すべき ものである。 それの が 
おを はす ものは 凱 ゆるを 植 の 明ぶ 视 であり、 それは ホの かきれ 色と なつて 現 はれて むる。 

1 、 お 曾 巧 同 お (曼 rieb ぉ iei ミ を 蓋、 お 巧 倘制 おのが 巧を 巧す ものは が ホ お 巧で ある 力、 それは 巧 巧 かか ホ 
巧 一妄巧 働み 巧 こお】 


が 二が ナナスが 制 お 濟八强 お 二 お 一一 
ではなくて、 企 萊ぶも 巧 做 巧 A びが 川 人と 强 おを 化 ハに すると こ " C の、 一明の 巧 卿ぶ にがな さ 化た H お 巧； § の述か 
巧 M 照を hicksalsverlidenl -呈を 化ぶ する ものである 窮 一獲。 卽 ち、 化萊 ぶは 終 巧の 巧蝴巧 {ご ihrcr 一として 
巧 做 巧に がして お 恤ぶ巧 をれ ひ、 巧俩 巧は がの 巧 巧す-ご 宫 CIO として 化ぶ ぶに 巧して 化 被ぶ 巧 をれ ひ、 巧；： 一: 
して 經巧巧 おと、 阳ぶ 及び 闊 W ハ ザ 肺い なに 巧 邮サわ ばなら たい S であろ。 

气 杭 海 ザ化刖 (吉ご r 马 pri ミを、 が 巧の 部に あつても、 ナチ ス快本 化が にし わがつ て 巧 海 巧が 则が巧 川され る。 
が 巧お鸿 巧は 化の お 巧の おが、 並に をれ にがが する 巧 八す： 肺に ついて 巧 化 をれ はなければ ならない。 がして 巧 海 
巧と 巧 问巧 動を はす ものは が 巧で ある。 したがつ て 化ぶ ぶは が 巧の 巧 薄 巧で あるが、 M 巧に 巧倘巧 ハが 驗と助 巧 
とを も閒 みなければ ならない。 邮の贴 巧の おがな 人的が なは 巧に りら にして 小經 巧には がかす るが、 乂 おな にあ 
つては それを W おならし める はに、 信 化 協ぶ か ( V 马 trace ミ rair 卽ち佔 化 仲 か 巧が わければ ならない。 化の 侣化協 
誌な は從 米の W ぉ ド •おの 僻 巧み 述 とは M 1 の もので なく、 卽 ちそれ はか 龙ぶ にがす るが なむ 巧の W が 巧では なく 
て、 經 巧の お 海ぶ とお 巧との ii の 人的 關 巧を 生ぜし める ほの が帶 である。 をれ 化に が 化 輪ぶな は W じ ド-おの 巧朵 
による ことなく、 が 巧 巧 巧 巧に よつて 化かされ、 巧 附巧ハ ホぶ を 經て化 八 化に がく ものである。 これによ つて か 
樂 ぶと 巧 脚 巧との W におが ある 巧 M 巧倘 が；；：：： はれ、 かくして 巧み 巧 かお々 であり、 よき 帳を 巧れ る ならげ、 化 巧 
も ホ、 佑れ たものと たり、 巧帮 ホに 巧して 化 誠に 化い 巧ぶ にお ふじおる S である (ぶ 化 化)。 

3、 能 乃 ig 刖ミ— 1 で.— ろは 銀が 約は 觀 巧に 無 巧な！ 一巧 悄 おじよ つて 间一 のにが ばれる ことたく して、 
お 巧の 部に がて 能 如が 則を 第一の が W として 化 化される ことにな つた。 化 米 にがては’ 巧 一にが 俩化 件は々 W 巧 


と 巧 川 人との 能 如に 敝 じて、 個別の 巧倘が 約に よつて 化 化される ので ある。 ぶ 政の 巧 例 巧、 化 w 人に 化つて 與 w 
のなる 巧做條 化が 祕 巧され る 比較の 火なる が 巧のに あつては > 々邮化 件は が 巧が 刖に めて 化 化される のでを るが • 
化の が 巧が 训も ホ、 倚 化 協な みの 叫..'. ぃ にした が ひ、 おなお 巧 ホ ハみ によつて 化ぶ される。 が 巧が 刖も ホ、 巧が 
化を にがす るが 训を俩 々の 瑞 なじ 化定 し、 巧 巧な 能 九を ぱ むじ 巧 拐すべき 餘 化を 巧 さわげなら ない。 それれ にお 
巧が 則 も 亦、 かしてが 刀が 训ハ巧 巧に W げ とならない のみでな く、 がつて これを 化 逝し、 巧 W 化 化の か 制 化を 化 
くので ある。 一が 巧の か萊 ぶな 师巧化 川 人 训の化 诚腳巧 並に、 W 巧 の， =1」 は 火なる 闽 W 巧 M がの 1 U に 過ぎな 
いとた ムな識 と 如ら 化ず る お 本 的 巧 巧と、％ び 「なおに がする. たおの 格た」 なろ 巾た なろ ナ乎ス 八 巧巧视 なとは、 
が 巧の 巧み ザに 對 しても、 化の 化 地 巧に がしても、 U 3 火の 刺が をが へる ものである。 

4、 巧 銀 化が とがが 〇 ホ ナチ ス阳 ぶでは スト ラィ 中と：—: お W 節とは 货 止される ので あろが、 化の 化が のが 化 
として、 かおぶ々 びな 附 ホの 刖 じめ てむ も 的に がかし 栅い紛 ザの ある 巧には、 凹ぶ はなが これに f がせれば なら 
ない。 而 して 脚ぶ はかな ホ 巧の 腳與 巧に 乂 なる.：： 川を がへ ろが、 化の.：：： 山が 利，」 の：：： のに お W されざる やぅに 監 

貼せ ねばならな： 一。 こた S 器 接を 虹 棒い ts は？ ■苗 錦 人で ゎる。 そな 寡$绵 人 制 巧は、 が 
ホ ある 巧 12闽| た 向 去 n 抗」 て 出？ 接 父雙を 1 を ばなら* 5 い。 巧 做 錦 人 お S 化 かを おいしの 

る ほに、 闊 W 巧俩 巧げ 化は 巧 卿が 即 •人 じ おしてた たろ 械邮 をが へた。 卽ち これによ つて 巧 柄か狎 人は 化 水が 巧に 
ホ 巧され たるが がの 的が にめ て、 かみ お 巧 k S かかと 巧げ との 靴な じ お 刀す ると 巧 じ、 が 巧の 巧み ザ W にが 巧に 
典 へられた る.：：： 山 八 お 川を 化 止せむ ばなら ない。 乂化巧 じは U がが 制の 巧怡 がぶ せられる と 巧 じ、 化 巧の 所 •化す 
ホ ー; た 《《 か 巧 云 k 


巧 二部 ナナスが 巧が 八妓拱 二 五 阿 
る 地 お 巧に めけろ 巧 做 化けの 巧 準を ぶてる 橄 腿が 巧 へられる。 化の 規準は おな 內 部に めける 個々 の 巧 海 ホを 拘来 
する ものでは ない が、 巧 樹が现 人の 调ぶ のが 威に ょつてな てられる のであつて、 化の 化 お 巧の ぷて おじ 封して、 
巧 做が 邵 •人の 信化腳 巧に ぶいて、 化の 化 防の 巧倘 化けの 帷巧 にがが となると こん 2 ものである。 この ことから 巧 
妍巧巧 人は 化 水 巧® ホが 雄のは にが 巧に 化つて なのみ ホ 如を 如す ると こんの 貨 がが 刖を 出す ことが 出來 る。 

かくて ナすス 凹： みに めて は、 巧批 化け 化ち のはに、 闽 巧倘 快げ 化に ぶき 次の 如き 加# 化 巧 的 A がが 株 川され 
るので ある。 

お 巧の お海ボ とお々 の從# との 训 にがけ る俩圳 的巧倘 ちみ 

おなお 海# が 倍 巧協进 みの 助".：： にぶいて かぶす る お 巧が 刖 

巧 似が 神人が かぶし、 巧が 巧のに めける 巧 做が 化贿 ぶのは S 化 的 拘束 別な きもが の おかたる 巧 的 化 件の が ザ 

個別の 巧倘お 約に がするな 約 拘束力 あるな 化が 件と しての 巧が W 刖 

々術が 神' 人の 下には、 がに ょつて パ おさる ると ころの 典け ぶを ななが 從 おする。 化のを：：： みの' はがみ 派の 
海け ぶで あつて、 利祐聞 怖の 代 お ネ ではない 。彼等は 巧 巧 利な に 巧ナる ことなしに、 が 觀の刊 がを ド さわげなら 
ない。 父单 門ぶ はお 稱 にお 巧なる 巧が 谢 がの 苦 記ではなくて 、ドイッ々 倘巧械 の ホ 巧に 化いて ぷお 巧から 化 巧に 
パ 集され るので ある。 巧に 巧 倘巧现 人には 化 神人が なけられる。 代 巧 人は 巧 倘巧巧 人に 化つて 化の 件 巧を ぶいす 
る ものであるが、 问 時に 巧洲 人の 巧 一水に がふべき 藻 巧を がする。 

巧 倘が现 人のを 枯は ライヒ 巧 術 火が々 び ライヒが 巧大 がか 粗が ド じ 凹 かれ、 巧いて は ライヒれ がの 監が ドに ぶ 


ち、 したがつ て ラィヒ 政が は 化が に應 じて 一 肢的巧 銀 化 巧の 巧が 並に 巧倘化 件を げ贿 をす る ことが w 來 る。 

W 卜 ： 3 赁 がむ 巧の 规ぶ 的監 がの 外に、 を ホは 閒 ぶの 千ぶ によらざる 社み 阴齒 に蝴 する 聞 怖 的ち 治のは の 二つの 
途を训 いた。 卽 ち、 巧 一には 典！： ぶを U みは おを 巧则 並に 一 おの 巧倘化 件の 巧 巧に がする お 巧の 部に めけるな 化 
のが 途に關 する がな をを 巧され、 巧 二には々 術が 巧 人は々 倘化 件に 蝴す るが ザみ 化のは に、 巧 柄な 判に かける こ 
とが 出來 るに まつた ことで ある。 化の 自 ホが 何 おまで# 班され るかは、 今後の 巧 おによ つて 巧され るで あらぅ。 

5、 なみの あが 热判楠 抑々 巧巧随 はがの が 同 おに-出す るみ 人が か 化に 化が なる けなを 巧ん 巧に のみ かみなる 
行動を 度し 巧る ものである。 これに 逆 ふ ホは 巧 问祐の 平 か、 巧いて はが W お n ホを 化ポ する。 それれ にが 巧が M 
报 にがても’ かな 的 巧が、 かみの あがは、 彼等の 社み のを 巧を. =5 はんとす る 人々 の 削から 化徙 されねば ならな 
い。 したがつて 巧ぶ は闽な あか 栽啊 所の な 超に よつて 化み 的 ホが 化ぶ の 巧 巧を わん ことにな つた、 お 巧 巧 巧 巧， 
な 巧 楠な みな：：：、 化 巧は がて 化の ぶが 巧 利 所の 我 削が じ 服 從サわ ばなら ない。 おなお 海 巧には 放 化なる 巧 山が 化 
れて& る けれども、 ぶ 巧を 判 所は がを 指满 ホを して、 利ピ のにが 巧に 化の n 山を 巧 川せ しもざら しわる がは に 粗 
规 をはす と 巧に、 他ぶ にはが 巧が 巧が がの け 動に 巧して 巧同輯 神を 巧が する ザを き やぅに 席が する •か < て 今 
や、 あが 栽 判巧刖 はが 巧 巧问 巧に おする がての もの、 卽 ち、 を 巧ぶ、 巧が#’ 化 用人の にがおな 人的が なを W 
能なら しわる ので ある。 

脚立ぶ ザ お 判 巧は 巧倘 化に よるを ザ 化 判 巧であつて、 社み の あ 巧の 化ぶ、 したがつてが 巧が 問 版の 化 ぷを焰 別 
する ものである。 

ホ ニ々 巧 曲な 巧 二重 


が 二が ナナスが 制が 濟 のな お 二が 六 
W 卜： にめ て ドイツな 倒戰 線の 祕 巧々' r 、 化の 機能 度び 機關 について あ规 したが、 がする に 巧例贼 線は ドイツに 
めて 巧 巧 ホ 巧を 巧め る) がの ドイツ人を ば、 ナチ スの闊 ぶ A び ナ中ス め化您 にがび ずべき 火た る 化かを ぶせられ 
てゐ るので ある。 卽ち ドイツ 巧倘戳 線は がな、 巧 倒 制が 上の ぶ機關 、巧 俩化判 所、 ち* にめ ける が瞄 のん W たる 
にん さわし き 人物の 训 巧に 從巧 する もので あ 〇、 化 ハ かじな 邮戰媒 も ホ、 蝴 W 巧俩 巧げ 化 じよつて 巧 俩ホ巧 k 梯 
わて 巧が なる 化 化を が' へられて むる。 

が 巧に めける みなが 人 (V ミ 3 ミミ 3" ご 一-一一は ドイツ々 俩视 線に おし、 おし 何 心 かの 化り を W て ドイツ 巧 俩峨械 
から 除かされるならば、 巧 倘が视 人は 化の 地 化に す 適 化の 化を W て 能が され わげ ならない。 が 門ぶ 脚 刖み茲 にが 
て、々 倒が 巧 人に がして がの 大 なる 義巧化 詔のは に 助. -.-ぃ を 加へ るが 鬥ぷ もが、 ドイツ 巧お戰 がが 化が すると ころ 
の进 巧ぶ にな 錄 され、 问巧 にあが 載剌所 义设び ライヒぶ 巧を 剌 の 陪お U も ホ. が 柿 ホ あ 巧に 巧 化される ので わろ 
それ 化に 巧 倘戰械 は それに 所 也す る . U 械 人を 姐 じて お 巧 化 巧に 參加 する ハみ ならず、 巧 俩が徘 人 A びぶが 化 判 所 
の 凹ぶ の 化 巧に も 巧 加す る。 殊に 化り すべきは 、ドイツ 巧附戰 おによ つて 靴 放される 人的は 總 て、 む 化に がな か 
ら巧 出された もので あつて、 お 巧に 無が なる 巧俩 W 怖ぶ おのかき 人々 であつ ては ならない とと ふこと である 。 M 
巧に 巧 做茲剌 所の が お だ も ホ、 ドイツ 巧倘戰 線に よつて 化かされる。 ‘ 

本年 一巧 ドイツ々 俩戰械 巧综夕 のか々 によつて、# のみ ぷ W 肪 じよる が 米の おかは が 止され、 かくて々 や巧倘 
巧 おは お 巧 巧 M 怖を 化が として おらた に祕 巧され、 おかか 化が にたを ナベき 化 边か與 へられた ので わる。 

巧 速の かく、 ナナス お 巧が がの H がは ドイツ 本が 巧の 亂^の 化 巧で わる。 それれ に闽 W 巧 W 巧げ 化に よつてが 


み 刖 がに めける 的 桃な の 化が も贿 をされ た。 これに よれば、 曲肪视 なのに めける が 巧の かな 一^が 粧 がの 巧 巧 
は 巧 做が 邵人 にぶせられ る。 かく 一^化 かか 巧に がける 聞 旅の 門み へのな が 間 かれた ので ぁる。 
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第二 節 巧 働舉化 

1 巧 做 お 仕の な義 

巧 做 米 化は もとょ 〇 ナチ ス のな 明な ではなく、 一九 一九が にがく も ブルダ リァに めて 化の 制 化の 採 州され たが 


ちを みる。 これに ょれば 巧め 一般 巧 做 准 化 落 巧を おがし、 滿 110 なから wo 巧に ちる 巧 子に がし、 ホ づ八ヶ パの 
巧 做 期 刚を闽 朵の來 化に 巧て、 ホいで ーヶ月の 巧 倘朔閒 中、 六 リカ お 二十 一 nw は 公 巧 W 棉の朱 化に 從 はしむ る 
ことと した。 ところで この お 合 巧 巧な ことは、 ブルガリアの 化の 巧倘米 化は をが の 給 かが 之に 代る におつ たこと 
である。 卽 ち、 化 おでは 巧俩給 化を の もの か 何ら かの な ホから 化が とされた のでは を < て阳 W の 巧悅れ 巧のは に 
削な された ので ある。 

同な に ドイツに あつても ナナスけ 削 じ 旣に巧 倒 朱 化に 似た 制ぶ か奇 いされ た。 一九二 一一が ゾン ド. アル テムが 
が 統 され、 巧 銀の がで ザ々 お 巧 マルクを 闽 外に 巧ち ぶる か 脚 (1 として ポ ー ランド 人) 巧俩 巧に がは らしんる は 
に、 收巧 期に ドイツを 年を ながに なつた ので あつた。 义 、一九二 お 年に も 都ぶ々 ぶぶ を W が 巧して 投 ホ 巧 俩に巧 
なせし める はに ほぼ 同じ やぅな 化紛 として ランドウ ょルク かがな された。 而 して かの アル テム 述 かは ナナスに ょ 
つてお心に支诏され、 一九二八年ゲッ ベ ルス、 クレ" シユ マ ン义びアイツ'^ ンべッ クはながの巧倘朱化倫ぶなを 
ホ 催した。 をして ナチ ス はな 時旣に ホの やぅな が 米を 巧げ たので あつた。 

1、 が W のぶ' ザ 概を 所扣サ る巧倘 能力 ある あらゆる ドイツ ホが のはに ぶ 別な しに 一 股 ドイツ 巧的來 化ぶ 巧を# 
化する こと。 

2 、 聞 W とが 4^ とに がする ぶが の お 化と して 巧 脚 水 化を ば おな 苑 おと 問 等が する こと。 

3、 巧が お 化を ば ナナスの 乂 がな 所と だす こと。 

4、 巧 倒 禾化忙 からず ドイツの ホ 巧 ハ n 山の 化かを りのと ずると こんの、 公 お 上、 明が がが 卜： 中が な ホ 巧が 並 

が 二 か 巧 働 お 巧 二丢 


巧 二部 十 ナス 巧が お？ 巧 お 一三 ハ 0 

卜： のみ 巧が 类 のはに 巧 川す る こと。 

一九 S 1 年に ちつて ブリュ ー ニン グ 化が はか 八 ナチ スの 巧御术 化の なぶに 刖 り、 六 H の 紫な々 によつて 門 巧め 
巧 做 お 化 制 化を 採 川す るに おつた。 しかしな から ゾリ ュ ー ニン グ 化かの 下にめ ける 巧俩水 化は、 巧 卵の ホが 火ぶ 
巧を な 村に おひ、 ぶか 巧に 關 する M 化 上の ねがを がが せんとす る ものであつた。 卽 ち、 叫の り 巧の 巧牺 奉れの 
が巧は、 それの巧施につき一股が利おを巧ち、 他の乂化によつては々なの5^られないやぅな公おのお加巧倘たる 
ぺ きもので あつた。 しかるに をれ が闽 W の ホが 巧 上、 がが 的に" 巧な たにけ がした 耻は 化み であつた。 つ、 削 
述 のか <财 化 のれ 巧ハ帖 がを 一ぶ にの てり 巧した ほに、 巧 倒 奉 化に がする 巧 川は々 巧 化 お 父は 化 巧か恤 化から 义 
巧され、 したがつ て その 補助 おのを 巧 ホは 化の 巧の 巧 川の ながぶ 化 ホに 限ぶ された ので ある。 がして 奉 化 巧倘ぶ 
に 封す るモ 巧は 一迪 H 1 人 巧 ニ ラィ ヒス マルク、 巧俩蝴 il は 二十 迎 叫であつた。 ブリュ ー ニン グ 化かの 下の 化の 
試みは 巧 時の ホ 巧 斤 おの 化大 であつた はに、 常る しく 化の 化 校を 微乂 していつ たが、 それは をく が一の 巧鸿 'が 
態、 巧 神を 棘き、 がな 的、 倫观め 巧餐を 示す ことなくして、 央ぶ 巧の 巧が からの おみの 巧 S がなる モは にがつた 
ので あん。 

ホいで 一九二 一二 年に おつて おの 巧 俄 奉 化は その 範 脚が 捣张 された。 卽 ち、 间 がと 巧 十六り の 「〇 避 的な 働卷化 
令」 及び 八 巧 一一り のげ 施 々がが のな のがが をはす ものであつて、 化の がぶ は 一九 一一 一 お 年 ナナスに よつてが 制 巧 倒 
お 化の 採 W される まで 拘お 刀を が おした。 これは 化が として 〇妓 のがが にぶつ たが、 W ら かにが がの 巧 例 水 化に 
ー ホを 盤め たもので ある。 この ことは、 n 巧の 巧倘 本化爱 U の 巧 かによ 〇 化 米 触かつた 巧 倘ホ化 W 怖に 抗巧 斤が 


巧 へられた こと、 扶助 巧 非 所む ホ も 巧 做 奉 化に 泉 加し 巧る におつ たこと と、 年齢が 二十 おな z : r > となり 巧 巧 卜：ホ 
年の ほの 化な になつ たこと、 期閒 が、 二十 遇閒 から W 十 遇 11 に延 がされた こと、 等 ♦の ザな に照らして 明らかで 
ある。 

此の お 巧 ドイッに めける 〇 巧の 巧 做术化 おでは 著る しく 捣大 された が、 とりわけ 一九二 八 年中く も 巧 脚本 化を 
ば谋兑 として 化 〇 上げた ナチ ス による 巧 做 木 化 W 怖は な も M 滿 なるお 速を した。 そして ナチ スの巧 树お化 W が 煤 
巧した ホ 法は 獨 ぶの 巧を を 巧つ ことで あつた。 その 川 巧 化は ハンメル シ- 'タインに 描かれた ので あるが、 一 九 S 
二が 中に 早く も 本 狩を を 姐 過した 巧倘 おれ A 較 はめ 八 巧ち にの ぽ つた。 ナチ ス のかに もシ 1 タ ー ル ヘルム、 お 巧 
贿 かの 信仰 蹄胜 、巧 W 村 等々 も 同じく 巧倘木 化を 化 おした。 かくして 一九 S ニ ザと 巧け •が 巧 俩本化 巧 かは ホホ咐 
大したので あるが、 巧做來 化に よつてで ける 构 巧の 利： 倫なる 側が のみし かお へられず、 巧紳 化な S A がは おがさ 
れ た。 比. つ 化が にも 何らの 統一な く、 み 巧た は ホ* 训俩の 朱 化規刖 をが し、 をのが 巧 木 化れ 巧 巧 八ぶ おによ つて 
巧 職が 巧 はれ、 5 ■の 巧を で不滿 な# はこの 巧た へと 渡 b ホいた ので ある。 

かかる 巧 做 米 化に がして かめて 統一的 指 巧と 組織と が與 へられた のは、 一九 一一 三 一が 一巧 S 十り ナチ ス化 術が お 
の日である。 卽ち、 此のりヒールは巧做朱化巧おに巧かされ、 が來がかしたみ所の^<:巧の巧たを阴纳し、 が一 の 
一大 奉 化 用た る r ナチ ス 々倘奉 化」 にが 一した ので ある。 次いで 问 ザの 巧に おつて、 卡 りい ドイッな と 化 株 f と 
をみ 巧と する 巧が をの 服 おが •化 服と して 探 川され、 捕ての ホい 巧 倘奉化 WU は 化の 服が を ば 巧ら かに 巧 川した。 
そして 化の 服裝 こを は それの 統一け によつ て、 がての ものが 化の ぶが ある 巧 倘に關 しては ザ咎 である ことを が 調 
ホー ー章 巧！！* 巧 二 六】 



巧 二が ナナスな 制が 濟 のな お 二 六 二 
する もので をつ た。 

一九 一一 巧 年 七 巧 一 U ヒ ー ルは 「 n 發 的々 倘朱化 ライヒを U 」 じ 巧 かされ、 このけ から 巧備朱 化のを 巧 海は 化の 
擔ム とこん となつ た。 化の 巧 トラ ー は 巧 脚 朱 化の 化 來に關 して ヒ ー ルの 化かに をへ て、 次^ かく 巧 明して わ 
る —— 

「ホの 訓 巧に よつてを 阴 おは 逝む であらぅ。 ホの 巧 巧 怖を 化づ姐 過せ 中して は 脚 W の 化ハ问 怖に 入 〇 み _ むが 如き 
ドイツ人は 一人 も 無くなる 巧 期が ホる であらぅ。 .一 

しかしながら 巧倘禾 化が を闡 的な 强制 におされ るまでに なほが 夕の邮 がを 經 ねばならな かつた。 何よりも 强制 
巧倘お 化が 假 がを かぶつ わ 巧 巧 制 巧 だとい ふな ホ闕の 化が を排 化する 化 おが あつた。 如くして それの 强ぉ 化は な 
徐に巧 はれた。 一九 SW が お 巧には 夕 おの 地方に めて 个 なから 一一 十な なまでの がての W 户 にかす る 邸 制々 脚來 

化か 地 ホ 器々 によつ て 巧 管れ たが、 同年を め 了 装牧は 一辛夕 に 管た とい ふ。 ザク ゼンで 寡 S 巧 
述 がを 年 巧 做 巧に げび かけて、 彼等の 職 おを 去り 巧 倘來化 巧た におず る ことを 狱 がした。 巧が 九巧ヒ ，トラー は 
こュ ルン ベルグに めて シ ，ベルを 格つ たおな 二 干 人の がが のむ 述を檢 ^ しち かくて】 九 S 叫が がには 巧た に 米 
り 巧 じた r 円 巧め 巧 的 お 化 ホし は S 卡记巧 人に のぽ つた。 而し てこれ がが 制 巧 W お 化と しでがん てな 的が がを あへ 
ら 市との よ、 一九 S 扣が六 巧-- 一十 六 H のつ フイ ヒ巧倘 朱 化か (て ご 一已を ゴ .一を を 一を て 万 so ぶ」 によつ てで ある。 

比 「ぶを こよつ て 一切の ドイツ 闽 W は 一を 朔训 化らず 巧倘木 化を だすべき ことが とめられ 《巧 一條) がが お 
をと 巧に 闽 W の S 大苑 巧に なつた ので ある。 そして 化の ナチ ス のが 制々 脚 こそは お 來の巧 W お 化とは が 本 化ぶ に 


めて をく 異る ものなる ことを ナチ ス はじ おする。 例 ハぱヒ ー ルは 五ん。 I r 巧 脚 木れ はけ 化の 化が か ぐ， 化 じたた 
萊巧 服のは の 一時的な 補助と 巧り、 巧る かに 乂 なる 巧ぶ をれ つてむ る。 巧倘朱 化ぶ 巧の なをは 一 おのな お だぶ 巧 
と 一般的 巧 巧ぶ 巧と に 海く 化が の 一 U 的を W と 化 巧の 帥 ホと をな ホす る。 戰け にあつ てぶ 器を W てす ると 同じく 
ザが に めても ホ お 化を なつて ドイツ人は 〇ピ のが W に 作 化せねば ならぬ、 み ドイツん は 〇 己の 同胞の ほに 巧脚ボ 
たり 戰閒 ホたら わぶなら をい の だ。 

々倘來 化ぶ 巧は ドイツ ホが にかつ てぶ 巧で あり’ 村 化に かする お 巧で た けれげ ならぬ。 巧 奶本化 宛 巧は それ W 
ホの もので あつて はならず、 柄 人の かぶに かして 化 娘た 巧 例 知を 化 給す る もので あつても なら 於し' 巧が を 引' > 
げる なの 凹ぶ 的 お ホを 莱で わつても なら 3 、 巧倘本 化を 巧は なき おが 的义 化の 並に その他の 脚が のりのに 巧ぶ つ 
乂 なる 公 巧 巧での をむ のはに 巧 做 巧を 關 ぶめ 巧 鸿’> に 粗かねば なら^。 

しかし 化の 巧 脚 お 化に あつて、 ょり 打く 評の さるべき は' をれ のな 伽な ザょ 〇 もが < C 巧 例に がする ホ 小の がな 
トーの 效 化で ホる。 かかる お wk のか 川は がましい 附 路の现 みではなくて ザん 本な のな もので あり、 巧 例 朱 化の 本 
來 のない：：： 的で ある。 就中、 巧例术 化は 火なる 阳 W が 巧で なければ ならぬ。 ここに 巧 的 本 化の 校 •心が ある。 それ 
かに 巧 例 奉 化から 凶 W かがの 化が を かり ム るなら ば お Y それの 帖 神は 义 はれた ものと とはなければ なら 3。 巧 做 
奉 化の この 时扣 のな おから おい ドイツ人は 巧 脚の 倫狎 的の 化 をげ 巧に 哪 がし、 ドイツな 价巧 M 怖に 加入 廿 ねばな 
ら ない。 . 

ナチ スは 巧倘 におす る 一切の 利己め 巧 构め视 を、 巧倘 にわて だが 化 巧の ホむ 乂は的 人の 的 おを 化る が 如き 化ぶ 
巧 二た 巧 供 R 巧 二み 三； 



き 一巧 ナナスが 制紀 s 强 お 二六闽 

を 克服 甘ん と 巧す るが 化に、 あらゆる 躬き ドイツ人 はがの ホ 巧 巧 刺の 一忠 期 W を ば M 脑に がする あがわる お 化に 
がげ ねげ ならない。 ナチ ス はかの モ让事 や 柳 化が にがす る 不遜な が 化を がが せんと 巧す るが 化に， 乂 階級の 巧の 
と 階級の が惡を ばが こそぎ に 除去 せんと 巧す るが 化に、 學生 はおき H 瑞巧俩 ホ やおき 搜 W と 巧に 仲！ 一としての 巧 
脚 お 巧 怖を が 〇、 巧 通の 凹 W のな に 朱 化せねば ならない。 新ら しい ドイツは み々 の ドイツ人 のはに 巧 做 ホの ぶを 
げ化稱 たらし めんと する がかに、 み* の おい ドイツ人は だらく 闽ぶ にめ てす 化を 人と して あが ある お 化を なすべ 
きで ある。 かくしで こを 巧樹お 化は 新ら しい ドイツ 巧 做^ お、 巧範的 ドイツ かか 书 おへの、 他の 何物に も 代への 
ざる 闊 W ながの 巧 巧たり 巧る ので ある。」 

七の やうな 巧册お 化の が 神が な トーの だ 萬は それが 强制 巧附 おれに がされる W 削から 的に ナチ K にがて^ おさ 
れ てがたと こ ブ> である。 

「巧 脚本 化は 蝴 巧への 朱 化で みる。 み 人の 門，」 のぶ 巧に めける 化 巧な 巧 倒 水 化ぶ 巧 おむ によつて のみ、 刖闊ハ 
巧化はを巧されるのである'^! ヒ ンデ ンブ ルグ。 「巧々 はドイツ凹^^がホのやうなぶ識に迷せしわられるはにがな 
せられる ことを なする。 卽 ち、 ホ化术 は恥づ べき ものでは な < 、イあ 巧ではなくて、 他の あらゆる 巧 動と W じく 
それを 化 皆に 化す 巧に ぶが が站 せられる ので ある。 •怖して 化の かにみ ドイツ 個人を してが 化の ホれ であらう と、 
ぶ 巧の ホれ であらつ と、 ぶ ひは 巧 W であらう と、 巧 巧の 化户 であらう と、 H お 巧 脚 ホの 化个で わらう と、 その ホ 
化ち の 如何を 問は ず、 をの 化が 中に 一巧は ホ 化 事を はさし め、 これによ つて モ化 がを 經験サ しめ、 かくして n ら 
服が したが おによ つて か々 巧と してが おな な 巧に なち が、 か臘 々倘 巧と 巧 怖巧倘 ホとは 封ぶ して 伽くべき もので 


ない ことを 知らし める ことこ そ、 化々 の不： g のかな である。 知識 巧 倒 巧は 何人と が も！^ 純 じ 他を だし、.：： らを巧 
れ たものと 名へ る權 利は ない ので、 知識な 做 巧と 化 肉な 倘 ホとは が 一 のが M 怖 八 中に あつて 一が 協 八 甘し ゎられ 
わ ばなら ない ことを 巧く おへるべき である。」 ヒット ラ ー。 「む 川 K 苑 化が にあつ ては、 巧 例 はれ 惟 巧 5：! のす 巧と 
化做されるが、 巧々にかつては、 巧做は化巧のわみをむ化する。 化々は巧倘じめて關-^^€帥かをぶんる。 巧例义 
び 生 巧 脚み なきが 在は が昭 いお おの やぅに みぇる、 …… 巧々 は ドイツが 俩巧 にぶが を 助へ る、 邮 して 化の あが こ 
そは ドイツ人な るが 化に 巧 銀な どょ 〇 をる かに 彼に 化つて かがな ものである。 化* は 『巧俩 巧， I なる： 巧が を 一切の 
ドイツ人に 化り ぶが ある 稱姚 たらし もんとが する。」 ヒ ー ル。 かかる 诚 々の：^ おはか' 版のに は M 化ぶ 一條の かおと 
たつて 视 はれて むる。 卽ち 、ライヒ 巧侧米 化は 「ドイツ 闊 W のぶが ある 蝴 巧」 であり、 ドイツの ホが W 女を ば 
r ナ^ス お 神に 化き 阳 W 化 ハ M 怖、 巧 巧の 巧俩视 、が 中す： 丄孩倘 にかす る お 巧なる 巧が を：： がと してれ がすべき も 
の」 であると される。 

二 巧 働 お 仕の が 城 

巧 做 お 化は ライヒを 北に ついて so 巧 脚 地ぶ (A を 寡 auleitu 量に々 たれ、 之が々 紐 挑の おがは ベルリン" グリ 
ユ ー ネ ソル ドに 本部を かする 巧 倒 巧み ホに あるが、 M 巧に W 化のに はの 巧 火 K のが 牌： 卜に のかれて ゐ る。 

がして 巧 W 化 おけみ々 八つの 巧附 朱化悄 にかれ、 巧 じみな 脚ぶ-化 悄は八 八 お 一 0 のみ 牌 じ々 たれる。 みか 阳 2 
化 巧：：： はむ 二け 十 化ぶ でを る； 

ホ ニが 巧 《 か 巧 二 六 五 


ホー！ 部 + チス ながが 濟 の 强姑 二 六 六 
巧 倘米化 本部には ホの 八 W が扭 かれる。 

一、 奉 化 W 

一一、 むむ A が 巧；；？ 

一二、 計骗 W 
阳 、人ず W 
あ、 化が W 

六、 おな 化げ 巧 W 
と、 化 制 W 
八、 お W あな： 俾 W 

ラィヒを 北の 巧 倘本化 指 巧は W 上の so の 化ぶ 巧 海 W、 ホに トニ； の 地 お 巧 巧 巧、 か户 品が 巧附本 化巧鸿 W、 A 
巧み ホ、 が 帥、 親义 等な ぶのは のみ 巧の かが 巧關 にょつ てけ はれる。 化の 巾で 巧 倘告化 巧 巧 巧 速の 巧 出 戊び 巧 巧 
が 巧俩木 化に かつて 化定 的な おが 刖抽 である。 巧 倒木れ 指缚 ホは かが ザた るの みならず、 . n ら ょき か旋 たる 化が 
が あ 〇、 したがつ ては 術 的が が 的な 補を がする のみならず、 巧 脚 巧、 投 W 住び 巧ぃた る こ' とのぶ がよ を も 0|」2 
中に が一し A 说サ ねば をら 2。 巧に 义化 等は 門 じの が 化に がな L、 怖 巧' スポ I ッ にょり. U — しを がが らしく 化 
ち、 rt ら のけ おを して！？ 滿 じし てげ 化 なきものた らしめ’ その 倫观の 人化视 •そのが なが 啡 がを 深ん 化が グ 
巧 さ、 触 おけなる お伟を 巧る こと、 專 々はが 尊 ハ 給が め 化 化で わる。 化 ハ 化に 巧が お 化が 巧 巧は あらゆる お 巧 ホ 


かなに がて ホ 分なる かなを 巧け るので あるが、 が 中、 をの か w はじと して 次の 三 一分 巧に 分れる。 卽 ち、 巧 脚 おれ 
のがが、 お 巧ち 巧 及びり 川 時 训が么 である。 

巧 做卷化 Q がが にぉつ 一」 は、 ぉがな 巧 概捧が 準の 巧冀 、巧 例 方ち 巧 脚 穀に脚 于るお 巧が W はれを‘ 
巧 導 ホ お 補に. 蓋な S 接' 悲他黛 指 軍 $ な諸案 、ホに 冀 、婆 S 猫が か へられる。 がげ 巧 巧 

はおな のな 術、 お 巧材れ 並に ぶな に 脚す る 知識、 公霉 及び お 巧が に 脚す る 巧ち 巧倘術 利、 巧 俩化雄 池に がみ 

ぉおに あぶ。 口山 時 拙が 巧に 腳 ずるが けは 化の 义 化の ートに 上記の あらゆる 分が と. 扣 おな 關 巧を かち、 むに 化の ホ 

巧の 遗 ミト； W 能 ホと 化 W さを 期し、 之を 问が のがぶ に 適な せし むる やぅな ぶを にょる もいたら しめねば ならな 

• 〇 
I 

八の 一一一 つのが になつ ての お 巧の 奴 化を 贿資 ならしめ るは に、 化焰 にが 導# が 巧に めける 裸龙 いがが は、 巧倘术 
化を をの 口 巧に 巧を し、 ぶ おはな をの 悄 みとおが にがを せわ ばなら ぬ。 したがつてみ 指鸿 ホが な 所には々 做 奉 化 
分 班が SS 妹 巧 所と して 附堂 しめを てむ ろを して 巧媒 ホが 柿は ぶ萊期 巧を のか W 及び 抗辟 ホと 一 
つの 怖驗 をが 0- H げ 、化つ 化の 麻 おこ そか 後に 化 嘴の 巧 紙 米 化に 於け る 巧 巧# ホ 巧み 怖への 巧 かとなる ので あ 
る。 

とこみ で、 巧が 木 化.：： 杭が 闊决的 おがが なの 迷が にれ ける 一 鉛で あり、 ラィヒ 巧 例 朱 化 化に ょれぶ' 巧 脚 お 化 
は ナチ ス 精神に めで 阿 W が 问怖义 び 巧の 巧倘 视に幽 W を ば わが サわ ばなら ない ので、 本 化 期刖の ザが 巧に 巧 做 木 
化を がつた# をして 凹 W 设び化 W に 封して 一切の 巧倘が あが ある もの だとの 〇 をを 巧た しむべき である。 しかる 
を吴 巧® 政 巧 二 六 ホ 


巧 二部 ナナスが 制 おがの お K 二 六 八 

にお 巧 ホ 八 巧 巧は 期 一一 かがいだ けにが みで なく、 し^も 巧乂 である。 化の 化に 杭 尊 巧に がする がぶ は、 一、 「一 
股に 如腦を ば、 九 五％ まで かがで もな く 化つ それ 化に 啡び おれて しま ふやぅな 物を で ホす 化が はなく」、 二、 「が 
なを ぱ肺 略された’ 本： びを がむ やぅな がぶ で ほす」 ことのが 乃に 集中され るので ある。。 

巧 倒 お 化と 脚聯 して、 が 热 としては々 離されて ゐ るが、 巧附お 化の 俾が 化が# としてが せられ' 川つ ナチ ス 
の 化ぶ 抗海 ホと 化に おめ て お. 讯な 協調を なすこと を：：： 的と する ものに 巧 倘巧谢 W (Arbci を 一 an ごが ある。 化の お 
なの 俾 がが 巧とは、 巧 脚本 化に ょつて：：： 巧 まされ、 推 W された 們 化かみ はれる ことなくして、 ホみ に微大 され 巧 
のはに 利 川せられ るに おる ことを むかす る。 これにつ いて 比較の おがな 化 巧は 巧附お 化に 關ナる 化が のな 制に 脚 
巧す る こと 化び 巧倘來 化から 除かされ たが 現 ホでは か 能な 人々 を お 助し、 乂 一巧の-お 游义 び' お川训 巧を なけて、 
かつての 衍譜 ホに 巧 圳な贼 ぶが がを ほどこし、 あらゆる がか# を 巧 例戦械 、 H ス •ユス あ、 その他に 加入せ しも 
る ことな どで ある。 

卜：述 の 如く、 あらゆる ドィツ ホが のがげ 訓練の 巧 脚と しての 巧 做 奉 化は、 この ことにょり M けに ホの 一一; のが 巧 
的 機能を 巧つて ゐ る。 

巧 一に、 をれ は 「ハンの n 山」 (ミ otfreih 星を なめる ことで ある。 ホが 化か 巧述 のかく、 ，.が 巧を がし、 ななを が 
なし、 山林を 間が し、 A 地を ななす るの も、. 巧は ル 脚を 糾 おが お 如ら の獨 ぶを かる ほ でれ る。 

巧 一一に、 巧 働 本 化は みなが 萊 のがぶ じ應 じて それの 巧卧を 助けるべき 林が のか 化、 仙 助の 化が をはす。 卽 ち’ 
巧倘來 化が が おする ことは 二十が 人の 人 U に對 する 被服、 乎な、 な 供、 化ち’ 巧撤 •巧々 S が 川で か 凹 化 ラィヒ 


ス マルクの がに のぼる： 巧义を 獲し 巧る ことを なかする。 例へ ば、 一九 s 五が の 後 ザ 期には 村 木工す' に 約 一 干 二な 
巧 ライ ヒス マルク、 木 村 A 銷哎杂 み嫂边 巧は 八 巧が ライ ヒス マルクの 納 の： 巧义か 巧せられ たのに 對 して、' なに 
六 f 叫 巧 巧、 巧 化 巧に 瓦 巧 巧 か 巧 かされた ので ある。」 

第二 •一に、 巧附奉 化は ホ莱 おが 上效 化が をる。 化の 黏は 巧に ナチ ス け’ 削 ブリユ ー ニン グ かわの 下にが ける 「〇 巧 
的 巧 做 米 化」 か 中-たる H 巧と したと ころの ものである。 

S 巧 側 准 化の おを 

さて 巧侧お 化が 飽 けされて ゐ るち 巧に ついて みや ゥ 。巧 俩令 化の 巧 おのが なは W だよ かなものであつて、 一 神 
の 小を がけに 過ぎ ホ、 をの 攝 巧は みがの 條件 にょつて 異 つて ゐ る。 卽 ち、 完了すべき 巧 倒が 巧め 巧 小を おがす る 
と 山 心 はれる 時は、 ホ 夫な、 例へ ばが なお M をな ける 化が が あ 〇、 を M 、 H お、 かが、 巧が、 化び M 巧な が 物 かが 
常に 地々 利 川され る。 そして かやぅな 化物のを い瑞 をには 巧 刺の が おな 林木の バラックが 巧 川され る 巧た が おん 
て夕 い。 化の バラックは 歡俩 S ， 大巧は 阳 つの 十六 人の W 肪 におして 一俩 である。 

給が について 云へ ば T 巧 例 本 化に 化 ザす る 巧は 巧 おのは に 巧 彻卞 るので はなくて 、ドイツの 小 •化 A び ドイツ 脚 
W のの 卜： になすべき ぶが ある 朱 化を はす ものである」 がかに、 それは ぶ 嬰な 1! 逆では ない。 それ 化に 牛 かがを W 
ム はに、 巧 的に が 心て 去 給され る 補は 祐だ 化かで をつて、 姐 常の 巧 例 本れ ホは； かり 二 お ペン-ー ヒ 、監 がは：： J おべ 
ン _ ーヒ 、分 尚 お 海 巧は ー ライ ヒス マルクの ぶむ をを ける。 り々 の ホ 巧は 巧 脚 お 化の 巧が にょつて 巧る が' 大肪に 
が 二た 巧 M か 巧 二 六 九 


タニ 部 十 チス巧 制お濟 のが お 
リ 

めて 次の 如き H ながぎ 巧され る。 


一ち 


か 巧 六け (な视 は 立け) 

M 六 巧 五分— 二 〇 か 
N 六が 二 0 か— 叫 〇 か 
M ホげ wo な— •九ぶ か 

M セが —— 

乍 巧 二 巧 ！ 

问 二 3§ し r 巧 


はが 

巧 胡 別 株 
冷水 お、 お 除 
巧を 

巧 列、 斤 地、 なを 
六け 間 巧 M 

が 除 

巧な 


卜巧 一一: 巧— 叫け 
N 叫げ— 札け 
N おけ一 六巧 

H 六が— 屯が 
H 屯 巧 1 
N 八が一 凡が 
N いが— 


おみに て 化な 
スポ— ッ义は ホが 
政 巧 かけ 

化が S 巧な、 か 跳、 持 出 
其 化 S 巧 巧 A ホ 人、 點 ホ 

夕な 

が 巧 

なお 


賣 巧は 起が をが 怖に-お るまで 巧 おを 化して 管、 训 練は てへ 了 おおぶ にけ はた 夕别 の. が 巧には が带 々び 
一肢 的な ナチ ス 化み 规の诚 義か巧 はれる。 

巧做术 化の な も 巧が な 共 怖 的 巧 巧は、 ドィツ 度 巧 地を が 化しが 加す る ことで ある。 それ 化に がての 巧ぶ 巧俩本 
化は、 中-地 則 化に 化蒂 せしめられ、 巧に 大部々、 卽 ちと 0% はが 澤化 & び 砂 化の 間 巧に 當ら しめられる。 かくし 
て 巧 柄 米 化は おらし い度萊 にがしても-地を 川 おし、 义は 巧に 利 川され てゐ る'^ 化を 排水、 蒲 お、 治水、 其の 化に 
よつてが の 化な を 巧 加す る。 巧に 一 お％ W 卜： はな 林の 巧 做に よつ てながが をが 加し、 ぶ 林の のな 路を かなし、 巧 
餘はな：：一^&び巧ポお化のかきれみの怠巧をがする巧做、 並に义化の化巧をおする巧附におがサしめられてゎる。 
わくして それらの々 做から、 闊 におす るより 多い パンと 化の 义 化の 盤 ホと が 化される のみでな く、 かかる々 W 
にお 事す る 巧に がして 新ら たな 力を 巧へ るので ある。 


さて、 ホに がの 實が として お干の 例を みやぅ。 小： 地改 を 蒂 巧は 約 一萬キ n メ ー タ ー の統 水の 巧な によつ てが 化 
固の 水 おんら がれる 小： 地を なつた。 二〇 萬へ クタ I ルの 小； 化が あらゆる 巧が の 小： 地が かによ つて、 あがへ クタ ー 
ルが 閒舉’ 巧 均ら し、 等の かき -H 地な なによ つて か W にされ、 乂は 化な のが 加が 巧ら された。 巧に 八 干 おな キ n 
メ ー タ ー のぶ 化が 搜 化の 經巧 化を. おおなら しめた。 約 十一 一一 巧 お 下へ クタ ー ルの 山林 化は かめての 边 W 林に よつて 
化な を 巧、 义でキ "メ ー タ I の 材木 述 搬が乂 なが 地 巧を 化を きそれ の 利 W をな めた。 而 して 化の 巧の 巧倘 はな ほ 
お 十が も繼 がし 巧る 可能 巧が あり、 新規な 搜化權 か だけで も ドイッ 趙 化は 巧ん ど 一二 巧が へ クタ ー ルを が 火す る 巧 
である。 排水、 を 水、 等々 の T: 事に よつて、 より 大 なる 收愧か U 巧され て 居り、 これは 北し く バイ ユ ルン A びヴ 
ュル テンべ ル ヒと問 じ 大きさの 巧 北が かに 等しい。 

巧 W お 化は 一版には 道化が 設 には 利 川され ない。 ライヒ 門 おがぶ の 大計 茜は おとして 失ぶ か 巧に ゆぶ たし めら 
L、 巧 動术 化は 巧 做をから 化が をが つては ならない ぶ 削に なつて むる からで ある。 つまり、 巧倘木 化は お ホに が 
する 巧 巧を 惹ホ する のではなくて、 がら 竿 偏て-かに がんので、 班萊 にがして 新ら たな 巧 おの W 能 化を 的へ る こと 
を W てな も 大きい お 象と したので ある。 

け 上の ホ、 巧に ちけ され、 义は計 帯 中の ライヒ々 做 お 化の 化 巧の ぶ P について は、 巧 巧な ぶ 叫を がする 和 もな 
れ ない。 

エム スラン ド、：^ の 地ぶ は オランダ 蝴 婉に泌 する までの エ ムス WS 贴 がに 松り、 をが 巧阳〇 がへ クタ ー 化で あ 
つて、 舶澗 たる ことと 砂地 化带 なること とを け’ て 巧は が けられ、 巧ん ど 無人 八糾 がで あり、 をい W 分の S は W が 
や I 妄 《 《 な 巧 一 li 


が 二な 十 チ* が閒が WS なお 二ん 二 
を 巧ち ちんで ゐ た。' 怖して 一九 S 叫— 一二 お 年 搜ぶ乂 巧は 化 八 地が じがて 一一; 化 モルゲン ハ 小 •化を 脈 入し、 巧 例 朱れ 
じがして ザ お 巧 的を 化が した。 この 巧 倘は乂 きなが 水、 細い 網 化の 读の 化を、 石が を m 」 かられた'. 扣キ "八 お 
さの 进化 のが 式、 巧々 によるが 水が 巧を をむ ものである。 をが がは 延り数 一社 巧り がの々 « ホ-をぶ すが かじ、 化 
の •'^-む 八 ぃ化か らみ 々 十扣 へ ク タ I ル の 大きさ の 巧饒ながお化化叫〇〇が出现す る じ は約八がをがナ る と い ム。 

比較的が いげな 脚に、 巧倘朱 化は 化〇キ 。のぶ 化述な (巧 ニキ B は：^ で 鋪楚’ 一二 〇キ "のが 水 A び 法’ 叫 〇 
へ クタ I ルの 化 もらしが ぶが した。 なじは された が 設ザ樂 ^ 火き さは^ 5 がが じよつ て W ら^で あろ。 卽 ち' 二 
阳巧俩 お 化な 除に 化が ななお 二部な は 約 バお十 人) が^の ほじ 一 叫〇鲜 ぶけが A び 九〇ぃ かの が 化 ホに よる バラ ッ 
ク村 巧が 淵 速され 化 川され た。 祐雜 したが 禪排 巧に ザる 姐な は 大が分 おがに が 試せられ、 _ い 火な 材巧 による 化が 
H がが 加 へられる ことにな つた。 

シユプ "ッナが 巧、 大 中は グ 。ガウ A び シユプ 《 ット タウ (ニー ダー シユ レジ ムン】 じ わ 〇 、 北は が 如な なが 巧 
の 小が じ プリム ケ ナウ にん こまれた 化の シユプ 。ッテ 沼％ は 約 六 〇 がぶ キ U 八 邪 おを ほせる 乂が 巧で あつて、 た 
はお 澗 なが 巧が のな であつた。： 乂 おが 化の ぶを 化な し、 现 なの やぅな 化い 姑澗 地を 姐つ たので ある。 

化の シ-プ a " テが が 削がに 脚す る 北 かの ぶキ はぶく フリ ー ドリ ッヒ 乂： h に 遇る。 しかし 化のを ては 池い する 
ことなしに 化 巧され た。 一九 S111 年 十 巧に おつて 巧 術來化 尚は 化の 贿ぶ にがぶ されて、 化 處に乂 削 巧が 巧 巧され 
る ことに なつた。 化 おでは を 巧 做 H おは 約 ー バ巧延 U 殺に A び、 六ヶ が 川 お 七 ヶが巧 じがめ てぶ 了す る 巧で わつ 
て、 进 ながな、 治水、 閒が 巧の ぷぶ樂 をなん でゐ る。 が棵 のをり にヒ ー ルス ハ ー ゲン 村 (ラィヒ々 例 本れ おみぶ 


の あにち なむ) がか 现 し、 それは 若な りお 〇搂 ぶから 巧ぶ つ 巧を であつ て、 卽巧移 化が w 能と なつて ゐる 。巧に 
その他の なぶが み々 約 八 〇 モルゲンの 大きさで： S の 州拘に 出來る 巧ぶ である。 んの シュプ n マ テンが 巧 化の 間が 
は ドイツな 業の 千： 地 巧の のぶに ー ホを 進める ものである。 

シュ レズ ゥィッヒ： = ホル シュタイン 化 おが、 巧倘卷 化に を 巧され たな も 力が い 巧萊の 一つは 化な フリ I ランド 
巧 おがで あつて、 これは 化に おげ との 脚 ザを なかする 。化の おがは 數化 がけ. 陈 巧る しい 〇 がの が 化を なけ、 典 だ 
しいお巧を装つた化巧である。 现巧のおがおのが巧される1^がには化巧、 砂地、 端が地、 ？^巧によつて切斷サら 
れつつ、 巧 おなお 化が ジル ト 、ア -5 ラム、 ペル ゥよ ルム 、ト ー シよン 、巧々 のむ々 につら なり、 みく の k 小の' 州 
川が化のお化をお分してゐた。 化の巧数ホの阶なやが水、 唯ホによつて^^^む巧とおがとの刖に巧いおがなられ、 
十 义化紀 に ザつて かめて おを なおの 舒 ぶからの W おのな 巧と がが とが 现 はれる におつた。 かくて 一九 ザ W 陈 
巧附ホ 化に よる 4^ 地 推が H がが 計ぶ めに 促 巡され る ことにな つたので ある。 

なが 十が 训の巧 做 計 お. はシュ レズ ゥィ* ヒ •ホル シュタイン 州の か 葬に よつ てぶ ぶされ た。 お俩 2 化 化 巧が 枠 
粉き から 巧む 巧に なけられる ことと なり、 をのの 北部 海が への ダムは なにぶ ぶした。 义敕の 巧 防 修巧构 によつ て 
一 化へ クタ ー ル W 上の 帖 化が 推が される につれ. 八记お 人の が 化 巧 八 化が が 可能 じなる 巧 化で わり、 乂ァ イダ— 
化ぶ の 巧 化は ながなぃ •化 一二 巧ぶ でへ クタ） ルを 洪水から おム であらぅ とち へられて わる。 

ん のか 樂 にがず みが 巧 川は 延 H 殺で. 比 パ 立 十 化：：： で 約 一に 化 平が ライ ヒス マルクと 化 がられ、 これにより 約 六 
巧阳 千へ クタ ー ルの 啡ぷ 化が W がる 巧ぶ である。 现 かおに 巧に W 卜： のか# 中、 十一 一岳 キ〇 のを 巧と 二-九 キ n の 防 
が 一一が 巧 》 巧 巧 ニ ミ ー 


が 二が + チ スが制 お 2 强が 二 屯 阳 
化 巧と が. 巧 班され、 二で あ 十へ クタ I ル^な がな？ い 權地か 的 へら. れ た。. 卜がも 巧带樂 について は， U キロの が 水 A 
び h 防 巧が なけられた 。化の おがの が樂 中、 一一 火が ではなに 二が 削に ぶが された。 卽 ち、 ディ— グザン ド 巧 じ T 
ドルフ •ヒット ラ In - グ A び チュム ラウ 巧に ヘルマン •ゲ ー リング •コ I グ がを 化した。 刖 巧^む f 一一.- パー ーー 卡へ 
クタ ー ルの が 巧に ついて 巧 W おれは がり 敕 二が H をが し、 化の おがは 拼 化が 化 巧 一 O — S 0 へ クタ ー ルの 大きさ 
の 巧ち 地が お W のかに お- 卜の小 巧 化 化が なかされた。 一义 一一 一 •化 ザの おがの がか 4 お八が 牧袍 はが 一一. •五 〇〇〇 卜 
ザ ペル ツ^ン トナ ー の 菊 ホの 收趨が あ 〇、 この 数 おはが も 二 化 人の 彿ポ のーヶ が の パン 张 おがに 扣 化する。 ゲ 
; リング - nl グ にあつ ては 一、 一一-お 0.000 がぶ イ ー ター のが 地が 閒 がされ、 北海に 巧 水 化を なける ことじよ 
つて k 化の 化が に 巧 かした。 10 キロの ぶ 化 削が 化れ、 その お 化と > .化へ クタ ー ル乃ボ ニと へ クタ— ルの 化が な 
地 ニニ、 を 計 あお 〇 へ クタ ー ルの 移な 地の かに、 小な、 巧附 巧、 モ .し樂 ホの 職瑞 がが へられた。 かぅ して 二 午 抑 
にはが 水に 浸された-^ 化が 化が な， ドイツの お 別な 把 おのが 礎なる 化が 度 化に 一巧した ので ある。 

ホに かで 巧 樹木 化を みやぅ。 ヒ ー ルの 直ん とこ ス J によれば、 k 千の々 例 本 化のを 抵 A びが 則 も ホ ’ W 小 八 それ 
と異 ると こんは ない。 卽 ち， 「ナス チ 巧 神に よる お 巧に よゎ 闊 共同 做， 同胞 想、 & びな き 倫 邱‘の 巧 W がに 巧く こ 
とはた户におしても、 s ^^にがナると间巧に化おである。 化の'喊けの巧断お化は^上の‘りのにしたがつてが一の 
なを 报 めな ものである。」 

しかしを を. 巧には 接 方向 S 1 はが i れ 一」、 をれ がが 一め 難を 梓つ に ザ •つた S 1 九 一二 罪 一口 一 
n 、 巧 時の n 巧 巧 巧 財 朱 化 ライヒを U によつ て、 ライヒが 人 巧媒夕 たる シュルツ •クランク 义 人が 「 W 人々 が 本 


化」 のお稱 のす に 巧 人 巧が 巧を が へられた 時に がまる。 か < して ライヒを k . は 十ー ニラン ドに かたれ、 み 化に それ 
ぞれの 婦人 お络 巧が おかれた。 . 

ながの ニケ 年間 化の 制 巧の な 巧と 巧が とに 脚して 二 巧の 化が がが 化した。 卽 ち、 火き W 人を K が义び がへいが 
が 巧 做と しての 觀 をと、 ホに ちきが 人を 蜗 W のはに 巧 做を お 甘し める 化が とかと で わる。 がして が驗 にお ひ 巧 二 
の 方法を 採 川す る ことに お 刖的化 定かな された。 

现 今では、 巧 働には お 巧のは にがが が 化かされ、 しかも おがの がおから 现 をを 乂拂 つて 補助 巧を 化 川す る こと 
の 不可能な ドイツが 人 やかを 助ける ほに、 ザ 午 W 之に 代つて 倒く 制 化か ちれて ゐ る。 化の 瑞を じは 枯 わて 化 化な 
巧が のが 巧が あり、 殊に 新 巧 化 化に めて 化の がの 巧動範 脚は 茄 だが 乂 である。 

婦人 巧變 化は 一を 一一 あ ザ 乍 ばまでは ライヒ 喊萊 がか々 び 《が 化 お W を^む かに 獨义 してむ たが、 一を ご 六 
が 阿月 一 曰に ボ つて 巧 做 お 化に ついて が 热卜： S み 化が いはれ、 「が 人 巧 裳を として ライヒ 巧 榮化析 端 ホの む 
を 巧が ドに ぶつに おつた。 かくて その 化樹 として- H 11 碑 おが あ 〇、 地 お 巧 巧 巧は むがに ライヒ々 的 お 蜂 巧に 化成 
する。 巧 かでは が 人 巧 做 お 化は 一巧た で 人を 化がず るは じ 叫む 八十 扣 S 巧を が あり、- 九 ご-八 4 がわには* こめ だ 
千 人、 六.，：：： 巧を にが 加す る 計 巧が あると いん。 

リ Ma ミミ 〇 , a • 口 • 《一； s‘ にじ〇 . 

?r wa ミ 03 、 a. a. 0. 、 S. ちい 5 * 
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お 一二 節 失業 對策 


失業 お 巧の 轉橫 


A 巧 か 巧は な：^ のか 巧と 巧に： 化閒 ザ々 の ヒット ラ ー におつ てな も 紫を 巧と して 现 はれた。 巧資 ナチ ス化 術が 

巧 削の 數ザ閒 の ドィツに のしかかつた 未せ がの イ がは-ぶ のかく 夕 おの 巧嫩 巧に がして 巧 脚を がんだ ので ある。 

一 化 二 九が 二、 八ぶ 0、 000 
一九 一一! 〇 が 气 ニー セ、 000 
一九 一二 一が 叫、 八 化 六、 000 

巧に 一九 一二 一年 W 牌 化の か、 樂 ホ 瑕は、 巧に 巧 大して、 liliu 中二、 一一 一巧の がには がの 始' 阳に 速して 六ち が 人を お 


ぇ 黄に が 巧 惭# 殺の s 分の 一は ホぶ 巧と して おがに 巧げ 化された ので ある。 かくて々 業！？ 汹 のが かこを はお 代 S 
ドイツ 政府に 對 してぶ 甘ら れ たな 大巧 巧の 一つだつた ので ある。 

ところで 巧 か 凹 巧ぶ W 來’ド イソ 化な を 支が し來 つたが を 治下に めて は、 不 脚に 巧乂 する々 ず-ホれ 巧の ホ 
はとして 採 W された ものは がらが みが 險制 なの 瓶 川であつた。 化の お 巧、 かお 化險 巧は が々 化 化して、 おに ドイ 
ツ时化 上 耐へ潍 いな 巧に なつた。 一九 一一 一二が おにめ て、 さきに 巧げ た 約 六 百 街の 失業み 中で、 たぶ 化險 のな 給 巧 
は 一二 一 •巧 パ ー 七ント 、か 恤キ なを 給 ホは 二 六 •六 パ ー セント、 がの 他 公 巧の な 給# は 二八 •ぶ パ ー セントで あつ 
て、 がの 綻巧 川は 巧 補 約 S 惚八平 ライ ヒス マルク、 卽 ちが 細 1： 十ぶ 惚 ライ ヒス マルクに のぽ 〇、 戦 削 一九 一 一一 一が 
の 約 十が ライ ヒス マルクに 比すれば 約！： お ザに 相 巧した。 

かぅ した かみが 險に めける かかる 松 火な を 巧は ドイツの 抢 迫した 闊 W 粹 がへの 耐へ 難き が 狙に なつた ことは 勿 
&、 個人の 巧 伟感を 化： トサ しめたの である。 化の 鉛に ついて シャハトは 云ち 一九二 八が 一巧 一口 强制巧 拘化お 
制 化が 海：：！： にがしても 適 川され るに ちつて けが、 ハム ゾルゲ W アメリヵが 化は、 化の が 報に めて 化の が 巧 巧の 納 
化敕か 前が を： 牛 均の 六 巧 乍に が 加した と 仙へ た。 たお 保 お、 摸 おが 險の祗 用に おつて はがに が だしく、 化の お 化 
化.がでさへもお卞のお巧を加へるのルむたきに至つた。 巧脚お化の親ぶ、 打力巧ホの巧乃、 卽ち、 闊2^の巧巧を 
« すべき 瓶み が 社み 化 お 制度の 瓶 W にょつて 破. 巧され、 が 約 心は 削；？ し、 がが 的佈 向が なまつ た。 

かやぅ に 社み 化 お 制 化の お 川は、 ち 巧！？ 趣の がかに 巧す ると ころ 辟なかつた のみ か、 巧つて ドイツが む卜： のれ 
想を# 火し、 し^も 個人の 化 巧. むを 助な する お 化に なつた ので ある。 

巧 一一巧 夕 《 化 巧 ニ セ セ 


巧 二が ナナスが 制 お WS お 典 ニ セ 八 

化 店に めて か、々 菜が ぶに めける 轉 巧が 不 W 避 的 巧 おとなる にボ つた。 化の 伯 内は 的に パ ー ペン かがの 下にが 
ける 一九二 一二が 九 巧 阳= の r 十 ニケ 巧が 巧 おお 巧」 にがて 顯 著に 现 はれて むた。 卽 ち、 パ I ペンは がみが 除 支給 ザ 
を 化 下す ると 化 ハに、 化义 には 公定は 銀を 引： 卜げる ことによ つてが 巧れ 搪 をが がし、 それだけ 巧 断の 巧# を 多から 
しめんと したので ある。 

れの怖 向は ヒット ラ— ホ 下にめ て 一巧 强 くされる に まつわ。 卽ち 、化に 述べた 經 巧が 化 W ケ年計 巧に めても、 

た 巧 おがは な 火の H がと せられた ので あるが、 酣 巧の々 ホが がを 化る に、 それは が ホの 化 巧と 一が して、 み ザが 
險 をが みする かりに、 巧 做# にがして 可能な 限り 多くの 巧倘の 機を を 巧 へんと する ものの 如 < である。 

わくして ナチ ス むがは、 巧 あか 巧、 闽 巧巧樂 化が、 巧稅化 巧、 倚 W 化 巧、 何 格 政策、 等 あらゆるな 門の 蝴采巧 
動のを 知を ホげ て々 お 巧 かに 进 進した。 したがつ て ナ乎ス をで にめ ける 今り おの々 樂が 巧、 した かつて これら か 
化が たる 化 巧は 無 救で あるが、 これを 现 がしみ く お 巧 すれば、 W 下に 述べる かく 巧 做の 张 がと 化 給との 一 •みがに 

めける 紀 ホを て 化 立てられて むる。 

■ 

二 巧 働 力ぶ 要の 促進 ‘ 

一、 公 ホが 萊 によるな がの 巧ぶ 巧哨 加が 

ナホ ス公 巧が 萊は 一九 一ー ニニ 年 六 巧 1 H の ラィンハルト •プ 0 グラム (大が 巧 ホれ フリ "ツ •ラィンハルトの おに . 
よる) にわ まる。 化の 計 薄の 化 本と なる ものは 巧 H の 「み樂 おか 法」 (ご Se-N N ミ < er 弓 ilulercngcler.ubcilslcsigkcu 


-A を itsbescha き-ぶ 其 esc をで ホる。 化の 化かに ょゎ 乂が乂 には 蝴 w お 巧 トー：；；： なな 公 化が ぶを 助 巧 する 巧に 十 促； フ 
ィ ヒス マルクを 限 化と して 巧 脚 四が 巧 おを 巧け する 術赃 をが へられた。 をの 助 巧の 封み となる ものは ホの 如 <站 
をされ てむ る。 

1、 ランド、 地 A 阳 お、 化ぶ 悄怖聯 た 及び 化の 公を 谢附 八な 巧が 巧、 並に 化ぶ が 物、 條が 化の 化の が进 的の 
修辦 並に 補完：—: が 

2、 捜 お經巧 巧の 化ぶ A び萊扮 用が わの 攸が 、化ぶ の 分 刺 度び 化ぶ じかて 他の 川ぶ に 化せられるな 分 八 小 化 
ぶへの なぶ 

3、 が ル S がな 

4、 農が お 化 

5、 が 水 

6、 化 居に がする ガス、 水 及びぶ 乂の化 給 

7、 ランド、 化ぶ 谢巧 及び 化ぶ W 版 蹄た の 地下： 丄が (义 木： 丄 嘴) 

8、 がか 雄 巧に 針す るを 物給與 

んの 中、 1、 3、 4、 5 々び 6 に 巧 巧 甘る か 萊は巧 かなの々 かを 巧け、 2、 7 々び 8 に 巧る 部. 歌は 袖 助を のた 
がを をけ る 一巧 一 化)。 而 して M が 六 H 二十 八：：： 附の M 化 施れ 細刖 はんの 巧 か 及び 仙 助を の々 かじつき ぶの^ 化け 
を 加へ ち 

《ニク 巧 《 わが 二 屯 九 



巧 二な + チ K 巧 制 お fes 巧 » 二 S 
イ 、おな 做は 闊 W 經巧卜 •が 益なる こと 

n 、 か 夕樹は 巧が ぶは 補助の あお 巧卽 時間が 甘ら るべ く邮 して おく も 一九 一一; 叫が^ H 1 り 迄にが 了 せらる ベ 
を こと 

ハ、 わ 巧 做 贼助巧 巧# は 巧 本が 巧に よ 〇 ホず るが 來 のれ 化を 化ぶ す ぺく义 巧 做を； パに よ 〇 ホず る こと あるべ 
♦きが 來の化 巧を れムに 化る 能力 あ 〇 とぶ めら るる こと 

三、 む 巧 脚赋 おぶ 化 巧の 個人的が 力を W てして は W 巧が H 巧に めて ぶ 了の 可能れ が巧测 されざる 巧附に 版る 
こと 

ホ、 給 卵に 瞭 しわが 邮賦 助ぶ 巧 巧は 中小 か 業を ホ々 にお 嫩 すべく 必が なるおた には 救 仙 かぶぶ のな 析 をはす 
をが る こと 

へ、 む 赋おホ 利のは 中 W の 巧を 化つべく イ 巧なる の化騰 がを 挪 する こと 

卜 、ん巧 做は 本な 的に 人 如に よりを W さるる をが し 機 W 乃に よる 補助'^ はは 止む をけ ざるの けにい みのる こ 
と 

ヘム 巧が ぶ 中む も大規 巧に：；；： はれ 巧る ものは 4 ■•木が おで あ 〇 、 したがつ て たづぶ すされ たのは を阴內 にめ ける 門 
がが 进化 網の 化 であつた。 これは】 九 一-一一 S が 六 ロー ー十た U の ライヒ" が ザぶ 化かぶ 削が 化に 巧く もので あつ 
て、 これによ つて ライヒ 〇 おがみが が クイ ヒス バ ー ンの户 み 化と して 設ぶ された。 これにより 「ドイツの 述檢掛 
關 たる.；：： お ザと む ホとの おがの 化 地から、 た邱 のた が 川が W 化たら しめられる ほの 統一的な 火々 姐を 巧の が 許」 


がか 脚され たので ある。 パウル •へ I フ t ルの 玄ム ところに よれに. .、ドイツ •ライヒ スバー ン は化來 おた 巧 かいみ 
がを 無械 して、 鐵进巧 おを なおが のぶおから が 巧し. この ことは がポ捣 火の 怖 内を 化述 したと いふ。 卽 ち-々 L — 
ゼ ル、 ドルト ムン ド' ハン ノヴ 1、 マグデ ゾルグ 、ゲルリッツ I ゾ レスラウ 線の 阳 ぶは 今り なほ 北ぶ に 比し择 
るし < 巧 巧な 鲜ぶ渊 を 巧つ てむ るが、 化の 械の化 ぷの班 業の： e おの 化 化の ず おはがに こ 八 ことに 山 米す る もので 
あつて， 化 巧の 巧 來を窩 める。 かかる ドイツが k 内の人り 不も 等は 巧の 網 八 お.：： が ホ 網の ぶ 化に よつてな ぶされ 
る。 而 して ライヒ 円 動 ホを がが ライヒ スバ I ン のでみ がと して お 巧され る にがつた のは 一に お 巧が 化し 水つ た妈 
道と 〇 おかとの 雜 ザを 無くし、 た现 のな々 姐 網の ぶ 巧を か關 する か 化で ある。 かくして 々や ライヒ スバ ー ンと〇 
動が 述偷 との 閒 には 無益な 銳 ホが 排除され るに ザつ たのみ ならず、 刖- 化の 巧 刺 中 化 巧が 始 化に 化き ライヒ スバ— 
ンは〇 が ホぷ路 がな の ほのか 金 化 給に も 巧 助を 巧へ る ことにな つたので ある。 そのが 一巧 おとして 一九 I こ 一一が 八 
巧ライヒスバ ーンは^^ながたるライヒ円動ホをがにがして扣十化ライヒス マルクの巧けをが卵をか咸_^、 ：一:が九 
巧には がに フランクフルト 、ダルムシュタット、 ハイデル ベル ヒ線か 巧 ー ホと して、 ホいで ミュンヘンより 脚が 
にがる線が巧二^:^として巧ホされるにザつた。 がに化の^がは渐次揽おサられ、 が延おたモキ〇 の門動ホぶが加-^ 
がか 蝴 されて ゐ るが、 一九 一一 一六が 二り 现 如に あつて はなに 刊 4 -乂キ n がぶ 巧し、 なほ 一で 八 巧 叫 十ー キ n が 巧に 
化な 中で ある。 

ん のかぶ か 如何にん 規校 であるか について ドイツぶ 化が 總監釉 K トッドは-: ムム’ 「これまで 木 ：丄巧 にめ 
て 一にぶ でが の お 一松 t 下が ぷぶメ I タ ー の 出が 巧 お 甘 しめられ たので あるが、 これにが して スユ ズ述 W の ra 巧 
巧-. かな 田が 巧 二 こ 


巧 二部 ナナスが 制が WS 强 W こ パ こ 

には 心 品 S 妾メ 1 夕-至が 義 せしめられた S ダない。 ..：： を 一 萬 華備 S ぷ巧 S セメント ヵ 
をまでに！|^リを、 楠掛に衛される贊は豐十： メ1夕12さ養がに 一 佳なるだらつ<」 

ところで 本囊 によつ て 巧 何 €業 ホが お 巧され をに つい 了问 じく 卜 ，ドの 報 ホに よれば ホ S くで ある。 
n が 蓋 化な は 一:璧 禹乃馬 萬 延り歡 の 巧 倘を睾 るが 化に、 誌 中の 華 キニ 巧に とて n 挪叟は 一 
が 華 乃. を 療人延 ：：： 敕 S 巧變 がし、 これは なに 二 i た霖 巧に ー ニヶち おしく は 十 化 人 《巧 策に ベヶ 
年閒の 化单を 則へ る 表で あろし かも こたは 未だ 關がぷ _ 丄樂を 加ち てむな レ」 义な 米の 义ッ ホに 救ヶ勺 
の々 似を がへ る ことによ る 一 股が 资の冀 ながされて 巧ら でした がつ て 菜ぶ の々 裘 でのを はがん 

大 である。 

巧 二に あ水恭 ぶに ついて みやぅ。 本蒂 ぶに めて とりわけ それの な 鬼が おへられ るのは、 そのが が H のめ 八〇ん 
が 巧 銀に お 巧 てられる ことで ある。 とこみ で、 あ乂 をぶ も 亦、 化して ナ千ス の 獲ぶ ではな レ S ち -ゴ ーー-一 一一 4 
お 迄に 水路が なのは に带惦 された を 棚に ついて みる も、 たが 九 干 八む 九个街 ラィ ヒス マルクに 淹 する 

•内 K * ィヒ A マん* 

パ ー ペンな 巧 W 六.^ 

卽時 非ぶ 札 •八 
ラィンハルトな ぶ 巧い •叫 

^ . 九 八ん 

现に ホが. を卜 •こ ある ものは、 一二 述 W であつて、 その 何れもが 阳乂 的が 巧 叶" が A おめ て ホ おなお 巧を 巧つて た 


る。 卽 ち、 何よ o も ライン、 マ イン、 ド ナウ 閒の述 河は おが ョ ー n ッ パとの ドイツの お 巧 的 協刊に 巧す る ことみ 
めて 大 であり、 ホいで 中 巧 部述 w の 化な は それによ つてが いせる ドイツ 大河 川を がに 連 おず る ことを な、 とり わ 
けが 一の な 化 化 網の 化設が W 能と なる。 殊に 問迎 になる のは ハン ザ述 河で あつて、 これは ル ー ル 化ぶ、 北 お及び 
バル チック 施を 結ぶ' 任れ たが 化を おへる ことになる。 エルザス •《 I トリン ゲンが々 後、 ル） ル H ぶは おの 雜巧 
没 源を スユ I デンに 仰いで たるので あるが、 か 運：！： ぶ 化の 晓 には、 これら 乂が 化物の 速 化が 化 ホになる のみなら 
ず' 巧 運 州に がする ぷ化 なは パが 戊び， 城 パの お 放 地と なり，々 お閒 がさる ぺき巧 じぶ にが^す ると こみが だた で 
あらぅ。 水利 事ぶ のか 力なが みと 口され て わるものに、 ハン ザ 運河 閒 ちが ある。 これは 巧に 一九二 六 年ブレ ー メ 
ンに設 なされた ハン ザ ー 述 が閒« 雌 巧 財の 調 ホ •にか かる もので あつて、 これに よれば、 同进 州の 閒 g は 可能で わ 
り、 何らの お 術 的 田が もな く、 それの お 巧 的 巧 値は 义乂 である。 巧設 巧は 約 二が 八 f 萬 ライ ヒス マルクと 評の さ 
れ 、本を ぶに よりな おにが 川され る 巧揪巧 おは 二 萬：， 3 千 人、 問 化に 化が な 機 W が 牛 巧のは にがす る々 倘ホ 政は 一 
巧 阿で 人に 速 するとい ふ。 

巧に 一九 三 ニニが お ライヒ 火が 大 だは 六 巧 計 お 中の 巧をから 六 巧 巧 ライ ヒス マルクを ぱ ドルト ムン ド 》 ユ ムス 述 
.州が 張のを にぶ 出す る ことと した。 

巧 一二、 ライヒ スバ I ン & び ライ ヒス ポストの たぶ がか f 巧 も ホ、 ドイツを 姐 機！！ のぶ 萬を な ホず る。 乂 

のをぶ としての ドイツ •ライヒ スバ ー ンの ナチ ス化橄 削 彼ザ閒 にめ ける 巧 巧 化 おは 次の か < である。 

巧 二 巧 巧 儀* 巧 二八 吉 


巧 二部 ナナスが 制 松 WS 巧 M 二八 阿 

一九二 六が 一 化 一 一夫 牛 一 化 二八が 一九二 化が 】 九 so が 一 化 II ; 一中 
巧强 なが 一， 叫 ニニ ー、 i ル ー、 五 〇 セ ー、 化； 一、 凹 九 〇 九た 
内が 强 なが w こ ミ 九 六 w 化 六 叫 六 望： 化 S 九 2： 

(1 I _. W 已 • \ Vi ユ 艺'1ご1二>3 ミー こ (ザが が 巧 ライ ヒス マルク》 

一九二 おが 乃 お 一九 一二 一が 训に约 に 針す る 巧： けがは 叫拉己 干た パが ライ ヒス マルクを；^ ルし、 これ だけで もが 
::^^が究所のがおにょればめ十托巧人の巧倘ホの乂ぶをが时した。 

化おにめてかライヒスバ》ンかがなおは 一 九云ご一がとパ、 ぶ加巧做邮巧の巧におに六千ラ化イヒス マ ルクのむ 
:卜を 化 諸した。 これは 化 盤’ ホが、 巧 脚が、 錢怡 A びか 巧 お 機 桃の な 巧の なに 化 川せられ る ことにな 〇、 化の 中 
化 盤の 改 なのみ でも ライン •ゥ "ス トフ， 1 レン エ龙地 巧に かする 化 おが 巧の 化 义巧納 W 化 煙に 迷した。 

さきに 一九 三 一ニ ザ ライヒ スバ ー ンは S な 六 千 巧 ライ ヒス マルクを 追加が 倒 城 的のは に 支 化した か、 一义 一ー ニニが 
なには ホ だが のを 抑は が 巧され て& たかつた 。一九 云 一一 一年 一円 一 = からな 一义一 一一 w ザ 十二月ぶ 迄 S 巧 則に ライヒ 
スバ ー ンがあ 加巧倘 のはに 投 ドした 化 辄は十 惊六干 八 門が ライ ヒス マルクに の だるが、) 九 一二三 一が にがらた にみ 
なされた お 化 六 千 萬 ライ ヒス マルクの 巧 本は 約 二十 托が 人^ 朱ぶ 巧に ー ヶ年帥 職 巧を 與 へる ことが 出が わ。 

ライ ヒス ポスト もが、 一义 S 11 K 中 八 巧が わ 巧倒赋 がの 爲 にがが と 干 六 酉 六十 巧 ライ^ス マルクの ぶ 出を かぶ 
し、 がの 中ぶ で 叫巧义 h 巧 クイ ヒス マルクは ぶ お 離 姐が 制 化の が おのな 巧の ほに 化 川せられ る ことにな つた。 而 
して 化の お 合に も 追加 巧 做のを お 則述 はぶ 化り すがに ょつ て：；；： はれ、 一九 一二- 阳がパ ザ ーー ー八が に记分 の 一. 地が 巧 さ 
れる ことにを つたので ある。 • 


Ill 問 巧 的が おぶ 巧 加 巧 

ナチ ス のか 滞 礎 巧な 來 、だ 松に 公 おがぶ によるが 倘峽 助の かに、 一の の おの 例な のが 進、 が 策 & び おがに 脚す 
る 補助 余 支 W 、 補が、 おお 及び 新 巧 巧に 脚す る 巧が の 牌が、 の 三 一巧の ホが によつて 化が は 削 化に 就ぶ 巧 W 加の ホ 
巧を！ S じた。 

わの 巧 動の 中心は 一九 一二 一二 年 九月 二十 一円の 第二次々 W ゎがか^ スタを 芯 ご ci Ncr Verwin を i 巧を r Arl をを 
losigkei 一一に 媒く 化ち が 巧の おがで ある。 本 化に ぶき、 化萊 物の 修が il ： に 補ぶ H 巧の 化 盤、 化 セの々 剧 A び 化を 
への 改 巧の ほに が 额お惚 ライ ヒス マルクの 補助を が 支出され る ことにな つた (巧 一 化)。 而 して わ 補助を 支給の 條 
件は ホの かくで ある (第二 化)。 

1 、 巧 巧 物 所 か 巧が がを 物の 修が 並に 補完 工事 S 促 地、 化ぶ の分刘 A び 化ぶ への か边を H のとして が 川を 一 
を 一一 阳至互 手 一り をに 支出し、 肝つ 之が 凹が 經巧卜 •俩化 あ U と 誌 もられた ると き 

2 、 化ち 构所 か# がが の义 かされた る ライヒ 補助金を U て n 己 巧み 义は併 人が かを W て 丈が したる かがに か 
しては 年 叫々 の 利^を 帥 給す 

わの 補助を はが 出 巧に がして 最窩记 0% まで か 巧 かされる。 乂も 此の おを についても ホ、. た 巧が ぶの 巧 かと！： 
じく 化の 巧の 帥 助 おは ヒット ラ I かわ ホぶ 削から 义 出されて むた ところの ものである。 卽 ち、 一九 S1U 牛 九 巧 w 
日の パ ー ペン •プログラム によつ て记 十ぶ ライ ヒス マルクが、 问 じく 一九 一二 一一 一が 一巧 かめの シユ ライヘル 化が の 
巧 二な 巧 苗な 巧 ニル お 
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巧-一部 ナナス 巧が 巧濟 の 巧 お 二八 六 
卽時 プログラム によつ て 札 十が ライ ヒス マルクが ち 出された。 ただ 抑の 柿 训か义 出と 九 巧 二十 一円の 记 & ライヒ 
ス マルクの ぶ 出との 閒 には、 ぶ 川の 円 的 物に めて 著る しい W ぶが ある。 卽 ち、 削 じは 圳 助かは ホされ たか 補の 範 
阿内 じめ て、 巧に 化物の 修 州、 化 ぶの々 が、 化ぶ のの かなに がしての み义 がされた ので あるか、 化 巧 一 •十一 円の 
を 巧に あつて はがを についても 义 給され た。 乂 削には 搂お紹 巧 k の化树 につい てんを けされた ので あるか、 へ —U 
は それに 止まらず、 X おお 巧の が 物を がめ •巧に W 閒 巧を をり 的と ずるが 巧に ついても をが され セ。 

んの化 巧の が浑 について みるに、 一九 一ニ ニ 年から ご ごーー 年に おる が 化 セ 化を が 加は 一 叫 こ 一 •-% であ o ' 一一 一一 一ー ザ— 
lllw 年は 记 〇% となつて 店り、 化の ホる しい 化を 巧 動を が W したのは かの 凹ぶ の W 助 金 のみでな く， これへ 巧妓 
された W 刚か聲 おの 勃賊 にもよ る ものなる ことは ぶ 左 W 來 ない。 例へ ば、 一九 S 二 年 巧に 大 中が ホに めて 闽 ぶの 
祁助 金の 义給 によつ てが 巧され たものは が 新 巧ぶ お 中と 0% を A めた が、 巧 一ー ニ 1; がには 叫义％ にが じて わるので 
ぁむ。 

又、 かぶ 巧敕 について はかの 巧を 巧 動が 盛に なつた 始化 として 一九 一ー ニニ 年 一巧には 二十 叫が ホが 如して わたが 
1 九 一二 阳ザ ー巧には 二十 八が 化モ 人を が じ、 前が の 同期に 比して お 十二な 记千 人の がみを 示した ので ある。 

巧悅 のが 巧に よりお 人の がの が 巧の 巧が による 就ぶ 巧が 化が 巡に ついては ホの なぶ 巧が 巧 川され た。 

イ、 H ぶ乂は 度ぶ お 巧 上の 巧が、 器 = r 村け 等の W ホを H のとす る ぉ出に 封す るみか 

これは たぶ ぶの 巧 能を がの 明のに よ 〇 巧 做# 化 川 おを 夕 からし めんと する ものであつて、 免が 巧 典の 許 巧には 
ホの ぷ 化かが 如 へられた。 a 、 巧 姑が W 巧 W がは ドイッが おた る こと、 h 、 新が 化 川谜械 かによ る ホ ホは 一九 云 


I 一-が 六 巧 s 十り 如ら 一九二：- たが 一月 一:：: 迄に お丫 せられる こと、 c、 新 巧 化 w 機械 即 はこれ まで 經巧 卜-利 川され 
た 同 巧 S 機械 納の化 川た るべき こと、 d、 が规機 桃が の 化 川に なりな 做ぶ の 巧 W 敕 をが 來 ょりもが みする こと 
(第ー ホ ぶ おかな 巧 二 巧 第一 化)。 

日、 巧 人 のぶおの 化 川の 化 化な 巧の ほに ぶ婢 たぶ 化 除に がする 賦 ぶは 巧 止され、 社つ ぶ婢 にかす る 所 巧が は 巧 
除され る ことにな つた。 

* ハ、 なぶ か' 巧の がが。 なぶ、 が ぉ及び、 他 •相な •おを なむ 間が の 地 巧は、 一九 sill ザ 十 巧 一 nw 降が が 一に ラィ 
ヒス マルクを 限 化と してが 械 される ことにな つた (巧 ニ ホ央ぷ がか 法 巧 二 お 巧 一が】。 

-1、 なを 物資 上悅 のがが。 聞 内の なぶ おな 巧に めて ホを せられ 化物な にして がの 引 化が な诚物 おの ホ ホ ザに ょ 
つてな される ものに ついて お 串が 二％ から 一% に 引： 卜 げられ た (同 法 巧 ご 一が 巧 一 化)。 

ホ、 おを 小 化ち A び n ぶに がする がが。 これは ドィツ 的 内の 化ぶ 不 化を おはん とする ザが、 が 巧 巧 かを 化し、 
义ぶ 巧に おしてが ぶの 機を をち からしわん とする 一 お 二.：：：？ の 化 巧で ある。 卽 ち、 一九！ rw ザ A お S 祀が閒 にげ 巧 
せられた 小 化ぶ 义び 一九 S 阿 ザ パ おご 一八 ザ W に 化を 甘ら るべき 肉ぶ におす る おお、 M ホ 役び 化 巧稅巧 化に つい 
ておちし たもので あつて、 小 化ぶ & び鬥 ぶに がして は 一肢地 巧の 吐 0% を义 化し、 がの 化の 机悅 のがげ A び牺械 
は、 小 化 セに 封して は 一九 S 八が お、 円ぶ にがして は 一九 wlr が 迄 巧みを" する ものである。 これが 適 川を なけ 
る 小 化ぶ は 心 4 •ぶ 米が ホ’ むぶ はむ 江ト ホ. 牛 ホ W 内との 制 •限を 如 へられて むる。 火 戦お紀 U 來一乂 云 〇 が お 迄み 
百托十 巧の ぶ： i ： が 巧を みたが’ 化の 大部分は 地け 安定 巧の 投ザ W にむ はれ、 したがつて これら のげ 巧は 過 巧な ぶ 
ザ M 巧 巧 《 み 巧 二八 屯 


ホー ーが ナナスが 制が 濟 の 强 お 二八 八 

悅 によつ： 不利た 狀渡 をが けたので ある， がるに 一九 so が W 牌の 巧が 巧は お前に 比し 化 ホた 巧 川を け •て 化り、 
しかも 巧々 なか 悅卜： の 利 化を 巧 へられた が 化、. 曲 巧 におる しいれが の 不み惭 が 巧 はれた がかに、 木 化は 巧が 巧 
巧が ホに 針しての 化 おな 攸 がに がする 補助な のぶ 紛 をも瑞 化し、 W て 削 記の イ公 ザを 化く ことにし たので ある 

{同を 巧 阿が)。 — 

へ、 n がか 所が ホに がする 馆 が。 一九二 一二-' が w リ个 一:：: にを をち お悅化 t 六皇皇 夏 i 另— とは M 
がご； 月 一一: 十】 日 U 巧 巧が かによ る 巧 ホを 料たり がが 八 所が ホに がして 納 抱ぶ 巧を 巧 化した。 化の.：：： 利が が 化 公 か 
U 削に 巧 にんの 巧 巧 かに 化いて 巧 ホを をけ た〇邮 がな は、 一を こ 一 •が 二订 にはが に" が 小一 一一り に 比し、 ホ W ホに め 
て 叫 0%、 化物 〇 がが にがて 叫 六％ のが 加を 化た ので あるか、 木を によつて ドィツの .N 刺が： 丄樂 はお々 化 進され 
る ことにを つたので わる。 

四 巧 側 力 化が の 制限 

これおに述べた、 かぶおがに關する^乂が、 卽ち&が'15^ぷのが典、 な的ホぉの化逃、 祁ホ’ が巧、 あ規が聲に 
がする 巧悅 のが 巧、 巧を の A ホは ナチ スの巧 准に よるので はなく、 巧述 のかく W に パ I ペン •プラン、 卽巧プ ラ 
ン等 によ つても 货化 されて 來 たと こんの もので あつて、 ただ ナチ スに のて それ ハ 姑が が揽 火され たに 止まる。 が 
るに 化 巧に 述べる 巧 姆力化 給の 制 化 こそは、 がぶ 巧の が 加を；；^ ると 巧に、 他方に めて 徘 がに； パ はれる やぅな ホ ホ 
の範 脚に がして 巧 倒の 化 給を 制限し、 巧 例 別を 適 巧に がみ せんとす る もので あつて、 が •に ナチ ス にかつて 獨 がの 


な ものである。 w : 卜 これにつ いて 胡 円を々 け： 略述す る。 

1、 巧 做 如の エ おか 巧 W ルへの みが 

ィ 、ラィヒ 巧做來 化。 巧 做 奉 化は 帥に も递 ベた やぅに 化 おには 央ぶ救 巧を H のとす る ものでは ない。 しかしな 
がら、 がの 殺 凡そ 二十 巧 乃 お S 十ぶ の 苗が がな のかぶ と 焼が 腳 化に 立たぬ ことを ぶ 削と する ヘム 端 巧ぶ にがして 巧 
巧を 描 化する ことは、 が お 的には ホが 巧 做ん S 化 給制邮 となり、 一巧の ホぶ W 北が として か 川す るに おつた ので 
ある。 

«、 地ぶ 補助 巧俩 (ご？ 量を 化は： 丄ち郁 門の 靑 が 巧 例 巧を ば 把ぶ に 巧 人し、 化 等を して 披龙 巧附に 巧な せし 
め、 瓦つ 中小 度 (併 かがが 八十へ クタ ー 巧 上に がする 巧 脚の W 助たら しめた。 これは 一九 一 こご 小 のが 
概が介 义 ぶ 化險局 おの 甜可 にお まり、 その後な 速に 備 おせられて 一义 S 阳 が A び 一一 一ぶ ザには ザみ 卡 一巧. 社 千ん の 
地方 W 助 巧倘巧 { nh — ユが姊 ぶす るに がつた。 而 して 化の 化ぶ 邮助 巧附 巧は 十六が 乃 お 一一 十が なの 巧で わつ 
て、 旅她 巧め は 彼 雀の 給な をが 斑し、 化つ 一 化の 巧 銀を が 甘し め、 惦她 巧た るな ぶには 邮 にがして 凹ぶ の训助 
をを 义給 する。 か、 約 期！ 一は ザが をが 训 とし、 そ S 經過巧 ルく とも 一;^ のがな をはす ことが が 制されて むる。 邮の 
巧 倘 をが つた 巧は がが おがの 巧倘親 がれに ょつて 韶剛 パを 义 がされる ことにた つてた る。 

ハ' 度ぶ 化 巧 Pali 占 己ー ユ は： 儿來凹 - K がけ 卜 •八 口のに ょつて 成 けられた 制 化であつて 、大部々 の 小 巧 巧 ザで' 化 
は 一が 削搜 村に がて 巧 M ホ 巧を：；；： ひ、 み 心を おがせ しめら 化る。 したがつ てこれ は ii 巧のに 巧 例 化 給 ハ：^ みに々 
する ものである。 一九 S 札が 中に めけるな 平 化 巧の 巧 H 巧は 約 S 扣 人であつた。 

巧 二 やな tt 化 巧 ミ 九 


が 二な ナナスが 制 お WS おお 二 化 0 

2、 巧 倒 如 のぶお 巧拘ホ / 

これは お 妍巧樹 巧が み 並 じが かが 險 A び釉找 化が によるで 加が によつ て’ とり^け W 人の 巧 例 力の 化 給を 制限 
せんとす る ものである 。がして これ かな 的ぶ 巧た るが 1 4 たぶ がか 化 (巧 K が) によれば、 みの 化けの ド じ 一で マ 
ルク 迄の 巧 かおを はすこと によつ てが 贿を巧 脚す る ことにな つて ゐる 1。 卽 も、 化の 巧な にはが 水が が 甘ん とする 
插\ は 

f 、一九 11- 1 が 六 H 1 H-S ら一化 が お片 一一; 4- 1 U 迄の 削に ルく とも 六ヶ 闽 内に めて 喊姗脚 巧に あ 〇 た 
る こと。 

日、 お牠 せんとす るが 人が 械人巧 倒ぶ としての 巧 動を 止 わる こと 

ハ、 おが せんとす るが 人は、 將來の 夫た る ぺき巧 子が 所 巧 梢を のなかに めて 巧 化 一二 お ラィ ヒス マルクけ 卜：を 
:;: し、 化つ が诉巧 かを の 巧 巧せられ ざる 間は がび 巧俩 にがお 甘ざる こと。 • 

を 化が とする。 をして 化の 瑞な にあつ ては、 巧が かは 無 利 でを つて、 巧 か. 兀おの r 口。 化を H 趴化 巧し、 化つ 
巧が は 巧に 述べる 张が ホを 詔が をな てい はれる ことじな つてむ る。 •而 して 化の 防が 巧 あるは •んの 巧 かなに がす 
る 巧 おのな 出 ホな である。 卽 ち、 これは わが 巧に がして 课ナ るが 解 柿 助课な ( M 化な w 化) 化 入に よつて わる e 化 
の おが 削助ぷ 金は 立 お 巧 ラィンハルトの 化 ザに よれば、 巧みが 乂は獨 みす おれと 化かさるべき ではなく、 お诉に 
がする 獨み 巧の 巧 助で ある。 

さて 化の 力ぶ によつて 巧 何の 巧 化が 期 巧され るか。 へ ー フムルので ム とこ 7" によれば、 一九二 おが 化には、 十 


おな 山ら 六十 お 巧までの ホが： g 人は 八'，：： 叫 十が 人で あり、 化の 中 六が 叫 4 •が 人は 喊萊 w 人、 巧が 搞人 にして がか 
峭 ぶに お 事 ザる ものは 約 八十が 人であつた。 化の お ザを みれ だ、 祕 人が 倒ぶ をぶ お 巧に お这 むはに け 上の？ S 化 仰 
を附 した 巧 山が 巧が せられる ので ある。 

わの ぶぶ： はと 〇 わけ 夕救 のが 人 巧 脚 巧を 從來化 川して 米た 乂 T : 拱の ある ものを 著る しくが がし、 始 人を ぶ赔に 
がら しめてが のをが が 巧す、 巧に 可能な 腿 〇巧烘 巧す によつ て卜 い わられる ことにな つた。 その i ：； 干の 货 例を 单げ 
れ ば、 一九 S 1 た 牛と 巧 米には ハンブルグ 所 かの レ I ムツ マ妨巧 H おは おが ーケ が閒问 おがに が贼サ る ； t 人々 的 ホ 
並に か 巧が：： にして 同が ぶ 迄に おがす るぶ には 班 金 六な ライ ヒス マルクの W 助を がへ’ これによ つて 牛： じた々 祀 
はなるべく 速やかに 巧戚巧 子を なて 视 める ことを 化 謀した。 化の ル、 問が 八月には、 ドレスデン^ ぷ帕 巧みが ヤ 

ス マルチ、 デルタ， エ I ニ ッブム 、ブルガリア， カル パティ 1== ベルリン、 マルチン •ブ U ツク マン H ブ レ— イ 

ン 、等が がと 同 巧の 化 議を媒 巧牠； パした。 そして これらの ドレスデンの？ S かかは 问が トニ 巧 お：：： をに 化か 如 叫な 
:;!:^^记巧ライヒ ス マ ル クを义出し、 一 一百お小の職巧が化來たのである。 

かくの かく 化 八 かぶは ドイツ W 叫の 熱心な ぶ 巧を なけつつ、 ぶ* 化 S 效おを がげ てむ ると とはれ てむ るので わ 
るが、 一九 S 六が 乂 をに 之が 巧 かを はた 十二ぶ 件、 を 湖に めて 一一; が ライ ヒス マルクに 速した ととん。 

乂’ぶ 嘴が 川 人の が 職を が 助す るりのを W て これらに がする わぶ 化險 掛かが 化 化され、 かおが 略掛 みはが がさ 
れ たのみで なく、 被 等を が她 する が带 ホの 所の かがが 除され る ことにな つた (阳 化み 叫が)。 此のぶ 巧に よつてぶ 
が 化 川 人の みぶ ホ 救は 一九 sir 一が 一二 巧に がける 二十 S 巧 人から 一九 S ぶが おの 化 化ん じ： S 少 する にがつた。 しか 
巧 二 巧 巧 《 * 巧 二 九 一 



が一 一巧 + ナスが 制輯濟 S 巧 お 二 か 二 

もこの 衷人 たるで じと して ホ 人、 化 黛、 が 接で あ 〇、 が 巧が ザ楚器 によつ て. ぶが 的を 巧 化 

應に のかれて むる 巧であつた。 

3 、 巧彻 力の 地が 的 拘乂— 巧 倒が 分 (.ごを 咨 ii を 

が ポと搜 村と S 製 M 為-? ^ S 不均彻 、と。-^ け 近が 男 選 語に よる 巧賀 S 不 をら 巧 掌の な W •か 

ら都 ホへの 流入、 み 都 巧 ii の轉 化、 ホに み H 瑞一 一の 巧 刺、 を 制 W せんとす るな てが 现 はれる におつた。 かくて 化 
お e はお：： 卜巧倘 が 分は み樂 ハが 化の 一ぶ 化と してよ 〇 も •ザ， C 巧 例 九 淵 速の！！ 迎 として がんて 大 なるな ぶを 巧つ 
におつ たので ある。 をれ 化に 化々 は 化の W 地に ついては W を 改めて 述べ やう。 

五 を视 たお 救が 

なほ ナチ スの 义萊 おか 化が について 巧が なる は、 冬 ホ义莱 化が がぶ 二く 夏を】 ミを. 9 で n ミー ごごで ある^ これは 
一九 I ニニ ー年 九 巧 . Hrlu ゲッベルスが 「巧の 社 かゎ ぷ」 のぶに めて，' ドイツ 凹 W の 生ける 述 巧の 哉 W として 「飢峨 と 
あかと にがす る 脚 ホ」 のた 卜ぃ泼 の 下に 「乂材 かの 大か 校の み ホ おが」 にがす るげ びかけ をした 時に がまる。 これに 
は ドイツ 脚 W は单げ てを 加せ わげ ならぬ。 次いで 义 nil 十二 n ゲ- ベルスは ス ポート パえ ストに 於て 本が ぶに つ 
いて 公ぶ に 巧な して 五 ふ T 米るべき をには ドイツ人は 一人と して 飢 をた U ホえ たりせ しめては なら か。 化々 が乂 
ホの 削に 现 はれた のはが 速では ない。 巧な に 化々 は 火 ホを 巧の したの だ。 …… 阳 W は 門ら を 支が せんとが ずる も 
つ 0 やうに おへる ことよ-ナン ヤンスで ある。 视 W が おいぶ がを なける 巧には 何 巧で もさう おへる が、 よいす がで 


ある 時には 關 w は廿ん じて ま w を 巧け る ものである。 …… 巧* は 谋を强 化せれば ならぬ。 をし 谋 こそは 化* の闽 
ぶの 支 巧 だからで ある。 …… 化 ♦はなけ 巧が W るか どぅかを おに： けなが く監が 甘れば ならぬ 山ゥ してを ホれ ホ 
巧ぶ の 術に 巧つた のは ゲッベルス であり、 化は を闽 W 、 一切の 敬の 槐關 、個人 wsr だ お， 巧ぶ 怕 怖、 巧が W お 
にがして 協力を ぶめ た。 

さて 此 ザの 十 巧 一 n んら が* 開始され るに 弔つた 本 ホでの 书たス 巧 巧は、 巧 一にな 大を卞 •な 物を 調が する こと 
であり、 巧 二には 巧 大な燃 巧 おを 川な する ことで あつた。 しかもな 巧に めて はた 業 ホ 救が 祐だ乂 であり、 巧に 一 
で 巧 お 人が かがを がした はに、 化の 事 巧のを 巧は がめ て曲椎 であつた。 みそか ホに あつては 門 分の 力に よつて 
〇 己 A びその ぶ 巧の ホ 乱 (を 部乂は 一部) を 靴 持し 巧ない おな を も 含む からで ある。 を 串 か 巧に めける 今 j つの W 
巧は、 ナチ ス にかつ て 巧 時な ほモ 分の 巧 細を 支が しがる 化 態に なかつ たこと である。 

冬を 巧 巧の 組 掠は 凹 W 巧 同 麻の 巧ぶ のまぶ としての 制 化を 持つて 松り、 ナチ ス巧 のが 城 にがおして、 を 聞 内に 
地ぶ、 化 お、 巧に 分れて わる。- 而 してを ホ お 巧 巧 准の ライヒを 楠が H リッヒ •ヒル ゲンフ 1 ルドは 化 化に ライヒ 
巧 俾大に S 統制 ドに 凹 かれた。 巧、 闽化ボ 、巧が、 巧倘巧 線の み 巧の 機腳 、並に あらゆる かが 带 楽に 細す るぶ 刚 
报 はぶ <么 におん する ことにな つた。： 加して これに 化が な 巧 川は みなの ホを によつて 巧 化された。 巧な 「を 相^ 
ぶ S ての 力が を 凶に 5 て、 T : おや だ おは もとより、 群、 養 A びぶ おを をな や 物を おめ るは にを 乃を 

巧 

益した」 ので ある。. 例へ ば 十月 一り W 略、： が H ながの リ峭 りには、 あらゆる ドイツ人は 一邮デ J ( 虽ミ opfge を ミ} 
としてち をの 巧に 托ト ペン-ー ヒ W 上のを 事を がる ことを 货 化された。 而 して 化の ホな は 偶人の みおに 於ても、 化 
タニ 巧夕 》 巧 巧 二ろ I; 


ホ ニな 十 チ K 巧 脚お濟 S 巧 K ニ カド 

を 巧に めても 等しく 脚け され 心。 み 2 他の SH にあつ ては S や 化 セ拘で メタル や 没が が邮 f れち巧 や 

だ 公 ホに ついては 難から Q 靈芝 引专が 行は 化、 銀 巧 切 ホが や覆髮 ns 所接德 な ホが. 業 

せらた エ巧 たや 巧 おじは 集 おぶ が 助 へられち 巧 卵で 版 巧され るた 卜 •ヘン ニ ヒ 塞は ホ 常な はが 轰 た。 义 
凹ぶ や 化谋の 巧が なボ ストに ついて わる 人々 も ホ •を ホ か 巧の 巧 W 集な にが 事した。 し 力しながら 集な に 1 と：^ 
てを ザした ものょ 巧 3^ おや、 ヒット ラ ー ホ ザで あつて、 これらの 巧は々 が や 物 おのが 附 をが おした 巧 ハ リストを 

が戍 した。 かくて かかる 构 なや 透 K 納 は、 を 禹を 的で あるに 止。-、 巧陪に は店 読 的》 つた 苗 ある。 

巧に が 巧 や 映 巧 化に めて は ブル ジ， ア にがへ て、 巧附 なを 裝 めろ 巧の が 化かを 化 映ぶ が 化され^ 下には が 
1 q な服裝 S がか ホ W ぶが 附巧 から 咱ら V てむ わ。 を ホを が S ほに を 阳を姐 じ 了 巧 されん. がぶ だけても 

飢 ； 

十记ぶ 間を なえた といん 

ちの みが S 货 力は 極めてが ましい 結 おを がつ ち 一九 一而が 一一 --な二 十一" じ 第一 授 みを 装 事ぶ がが つた 
巧に、 ゲ： ヘルスの 冀 たと ころに ょれち 蒙 補は 5 ニモ 巧 ラ こス マルクの。 御に のげ り、 契 ごに 
阳千巧 ライ ヒス マルクが を 巧 おに、 辜が ライヒ K マルクが 巧 服に、 八で 记円扣 ライヒ 义こク が イ榮び 村 木 
にが f れ たとい ふ。 こたが しこを S-H をには 一二 竺中 萬ぶ ライ ヒス マルク/一九 一二 化— 一一 ••六が に 
は S 二千桌 巧 ラ こ K マルク、 一九 一ーー 六.- 一を ザには 3 八で 巧が ライ ヒス マルクと 受策 か. 佈も咐 加し 

て わるものの かくで ある。 

同時 こ 拿繁 事累 他が にめ 了、 案ぶ に 巧」 了 化の 恶いホ 巧 出 來る义 多くの 巧黨を 化 川 十る ことを 巧 


肋し、 そのが 化むな にたぶ がかに 巧ぶ つたが の 小さくな いが 巧を も t ;: 過す る ことは 出來 ない。 

六 失 裳が が 巧みの 調连 A 化 

とこんで、 かくの 如き 巧 雌な* のを 巧に かつてな もお乂 な則齒 は、 とに がする かおを 如何にし てむ 川す るかと 
いんこと である。 削 速の 如きな 乂 なの 職 事ぶ が；！； 細の 巧 金を がぶ すろ ことは 化 だ 化が であり、 しかも 他方に めて 
凹ぶ の 巧 おな W がの】 たる 和稅の 一部 かは、 央 准が かの 械 におん ベく ぶに 引下げられて わるので ある。 化し 化の 
がに ついては ナチ ス 政府な W 巧 はんの 釉 がが 巧は かしてが 化を むが しないと し、 次の かきが 规 的な 化 化を 探つて 
わる。 「ヒット ラ ー 化が 巧ぶ までのが 代の 削は、 巧が 引卜： にの み、 ドイツ M 化の が 構を ぶ： 5、 しかもが 悅 巧の が 
如，がホの引上、 おがの创なにもみらず>がが恥入はがつて；^ルした。 これに怯してお化府の：卜では逆にが化のれ 
檐 のがが が 巧 はれた が、 义嚷 おが 巧の おお、 をち 失業 巧は がみを 來 し、 みぶ お ホ 巧の 激媒を かめ、 がみの お 巧の 
政治的が 渡の 上に がを 巧を A げし、 巧 銀 供、 が卜： 化の 如きは 巧 針に が 加した。 化の が 化】 九 一 ご r が 化の 机 かお 入 
について みる も、 削がの 六十に ライ ヒス マルクに 比して 六+ 八が ライ ヒス マルクに が 加した。 むの のが 巧に よれ 
ば ドイツの 义莱 巧は おが 間に 一 おされる ことにな つて W り、 したがつてみ 巧？？ か 巧が みおを 班は すに がつて、 や 
かて 統 がが 叫 十に ライ ヒス マルク 1^卜： のが 化は みなに 削が 出かる」 と。 

化の ライン ハん：^ の お 化に よれば’ 政が のか 業 脚 ホに よつて 凶 W がが の お MV ' とが' に、 門 如ら 凹ぶ の 牧人 もが お 
にが 加 するとい ふので あるが、 一 おその ことを 訟 める としてもち 巧り， 化が を 巧 かは 別 巧され わ ばなら S 。 例へ 
が一妄 《倭 R 巧 二 蓋 



巧 二部 ナナス 巧が 括濟 の資« 二 力 六 

ば 旣述の 巧 倘闽が 謀が を みても 十に ライ ヒス マルク 迄は がの 强 巧が 許されて むる ので、 か 何に K 乂な巧 金の 化 出 
が 巧が されて ゐ るかは 叫ら かで ある。 かくして 化の 巧 金の 供給は ホの かきち 化に よつてむ はれた。 

お 期に 百る イ がの お 化、 政府は 化が な 巧を を ば、 な 入 やお 期 巧が によつて のる ことか 不可能で あつた ほに、 节 
として 之に 利 川され たのは、 失ぶ おが 乎が 長 『す ミーを C すき ngs ミ ch を】 と 呼ばれる 一巧の が 期 おぶ モが であつ た。 
化の ホ おはぶ として々 龙 おかぶに がいで々 准 おが 事樂の 施む を 歪 化せられた 巧ぶ 巧に ょつて 巧け せられ、 巧 あぶ 
巧のを 巧ぶ わ & 地方 商 巧、 视ぶ乂 は 化の 代 お 巧 か 么を化 請し、 がけに ょつて 引を けられ、 巧に ライ ヒス バンクで 
神 利 引され る ことにな つて ゐ る。 

そして 政府は 巧 述の巧 倘闊嗦 請 券 0 避 巧に よつ て 之を おが 閒に 化ぶ するとい ム化 化で ある。 

此の 手形 S 拂 護は 一一-- ヶ巧 でを るか、 器棄 お 餐 や SS なが 約に ょつ す 更なザ 菲義赃 蓋 

おする ことが W 來 る。 か かるが 期融巧 (姐 常 vor す a ミを 弓 的と 啤 ばれて むる) のぶ 化は 出 米る 义が 期に 化が な 
々おを 巧が する 白のを W て： 丄乂 された ものである。 これが 巧ぶ のが お'^ おと 巧に】 脂に 「が 密」 が 期 化と 巧 ばれる 
ところの ものである。 而 して わの ホ おの 引な & び お 分に ついて ホの お干の が； > パ 乃 ザ 金融 機 脚が、 斩 されぶ ひは 
化の 巧 巧の ほに をら たに お U された。 

イ 、ドイツ 公巧蒂 巧を か (De ミ sche 0 亞 ellschaft f ミ 6fTenlHche Arbeiten A. わ. — oofra ) は ナチ ス によつ てが めて 
なけられた ものではなくて、 巧に 一九 一ーー〇 がに 二が ライ ヒス マルクの々 本を W てな けられた ものである。 がの 巧 
W 化 おはみ のかく である。 


单巧年 お 一九 1110 —=:1 が 一九 一ー ニ— 一一 一二が 一九 sll :— s 叫が 一九 S 叫 — S おが 一九 一 ご お-一 1: ホ 年 
巧 巧 一完 6 一一: 八 •立 S 11 占 11: 八 •一一 w 二 V ! 一: 

巧が 巧 田 お 0 •一ニ セ ー ふ II 一六 •ご！ 二 内 6 阳八 •化 
巧 か义巧 二ん II ! 中阳 二 六 6 九 •一一; 一! 1 V 0 
《巧 arl Sch 芒 er, >d>eitsbescha き n 巧 end 玄 nan/o 互き nc in Deutschland. I す rlin 19 裝 _ S • こ 二 ) 

日、 ドイツが 巧 小 姐 銀 ； H 口— をち 田 au - unci Bodenb 旨 rv.-o. なみ 來 「化ぶ が お 政策 トーの 巧腳」 であるか、 巧 

時に 巧ぶ おがが 巧 金融 巧 脚の 化か も 新ら たに 加 へられた ものである。 

ハ、 ドイツ + 姐 開が 含が {Deutsdlo Boden - Kullur - A . と」 は 農 巧金诚 、巧に i 地な なな 紐を おわて みぶ かが 巧 

ぶ お 融巧蝴 である。 

-I 、 ドイツ 移 化 銀け (Dslsche 苗 edlun 巧 bank ) 

ホ、 ドイツを 姐 借 川 銀い {Deutsche V 马 k を 口 - 巧 recHt-Bank A.-GO 、 なほこれ にがす る 帥が を かもして、 ライヒ 錢 
ぷ化な 待 か (Reichsbahn- ゴ岳 chafTungs-G. m. ド 田} 後び ライヒ 門が ホ おがみが (Keichsa ミ obahs さ - 田 edarfs-G. 3. 

b . 古.) が ある。 

へ、 ドイツ 4-一 地 銀 W 借 川を 化 ( De ミ sche 巧 stenbanr お re 吉 ta ミ tal 二 

化のは 化の ホ おを 一 化 1111 1 U 牛 乃 お S 八 ザの 记年 閒に记 M に 分つ てが 沿す る ことを かてて WO ’ 地ぶ W 怖 A びそ 
の 化の 化ぶ 巧關 はこ 千が 川ボ ニ十 おが W のに 刺 赋化沼 ザれば ならぬ。 が户は 一分 八が 化 分で わり、 ある おな には 
おが 户 のこと さへ も わる。 蚊が 一一の が 拂巧你 は乂扣 のね が 巧ぶ に 許が されて むる。 

が 二 や 巧 働 政 巧 ミセ 


巧 二な 十 ナスが 岡掉 5 巧歧 完八 
W 卜 .の 巧 脚 闽乐进 々の 化 W か、 iyl おかがに がする 巧 お 化 給^ 唯一の ぶ 法では ない。 巧に バ ー ペン 化が にょる 
巧 沿 請 載 _ {stir 巧— chci - 二は ある 巧の 巧悅 A びか 們谎 がの 义拂に 化 川され たし、 げ巧义 び 修禪の 助ぶ の ほには 巧 
巧な 滿 ぶたる 利子が 巧 請 巧 (ぎ SV 弓ち igschein 一が 巧い されち 乂 化ぶ 閒 おのが 蒲す るた ぉ 巧に がする 巧圳 ぶ： 

びが が 巧が をのぶ 拂にホ 巧され るは にはが が ホ お韶が (巧 9 すを dgk 弓ち chein } が あり、！： W 巧倘叫 巧巧附 をの 巧 
策に なして 巧：；：：： せられる ぶ附 巧が ( spen < lensche 至は’ 巧附 巧の 巧悅 のがが の ほに 化 川ず る ことを 許された。 

W トーの が 期ぶ 巧の 一部を お视が 川に 借り# へる はにかが は、 巧ぶ が W 、 化險 なか、 が 巧が け、 公 化が みが お W 
から 化 入れを した (が 期 化の お 脚 化、 卽ち巧 ココ so ミを 弓 狂が かが 降 W のみで も、 をのを 巧 ホ 八 一一ん、 卽ち 約卜惊 
ブィ ヒス マルクは 化が 話な だとい はれて むる。 

とこんで 化 おに 巧が なのは、 化 ホぷ闻 おを してた ぶかが 事 おを ぶ 巧せ しむる ほの 化 ホ 用 麻れ 擔 のがが がで あ 
る。 これは 一九 一こ一一 が 化 パー.- 十一 日の 化ぶ 曲 麻 化 巧 化る i をを ミ 0 一】 己* 一§ 巧の i 互と なつて 巧 はれた。 此の 化 
けの り 的と すると こ" C は、 なおには 地ぶ 柏のを ば、 が 期が 巧の 巧が からか はんとす る 助に あつた。 これにょ つ 
てが を 地ぶ W 抗 はがの 化 滞 巧に がして、 が 削がが をげ 一を： 六が おは 一: か’ それけ 巧は 一一 一分を W ての 巧し 巧る お 
脚 巧 巧への 化 辟へ をが ぶす る ことが 出來 る。 化 滿巧か 化の がぶ に问な 中れば、 巧 術 巧と 化ぶ 聞 おとの 間に 化 
の 化が M かぶぶ する。 地ぶ W お 化が W は 巧 巧 化か 聞 お S ほに •お 側 化 巧の 利 桃 A びれ 巧に ついての 代りを ほす 
が、 问 時に 化の おを 阴 ぶの 化 巧 か ある。 をれ 化に 化が がぶ に敝 じたる & 術 ホは、 =3 片 地ぶ W 棉 にがして でな く、 
曲ぶ の 化 巧 ある 化 巧价巧 聞に がする 化 佩 巧で ある。 がして 化が がぶ にが ぜ ざる 化椒ホ はが M 的に •九が 問 化の 


利拂 A び尤本 价进站 ぶを 巧 止される 。地ぶ w 做 借が 曲は 化が へられた 化 巧 補 ハ 利が 化び ぶ 本 化 巧に ついて 化が な 
る おがを 地 ホ曲體 んら么 かされる ので ある。 

地 义曲瞄 の 侦 おは 一 义二阳 がんら 一九 一ー ニー-- ザ ザ ば おにみ なが ライ ヒス マルクを 巧 加した。 而 して 化の 巧惚 ライ 
ヒス マルク 中で 二十 憶 ライ ヒス マルクが が 期 巧 巧で あるか、 本 法の 適 W をを くべき ものは、 巧に 化涵 期に 速し、 
お < しは 一九 云云が 一二 巧 S 十一 = 迄に 滿 期と なれる ものである。 化の ぶ 法に ょる 化が は 化 巧には、 地ぶ W 做から 
約 二十 化 ライ ヒス マルクの が 期 化 巧の あ胀を 除く とおに、 おがの 利拂 顧め 记卜巧 乃 おおでぶ ライ ヒス マルクの 化 
約を なかする。 をし お來の 利が お々 が W 分 乃 ザ S 分になる からして 、化ぶ 悄 做の W 化 耕て 化しに かする ことを 乂 
であるが、 閒 おには 化ぶ 聞 巧を して、 H ぶ、 巧ぶ、 モエ萊 の巧义 巧と して 現 はれし め、 したがつて 化の 化 地から 
すれば、 が 力な々 ぶか 巧の 一ぶ 巧と おへられ るので ある。 
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がを 巧 巧 券は 一九 一一 一を 九：：： ：一； リバ— ペン かがの 下にが て 蓋され たなを に くもので あつて、 ドィッ か 菜 巧 巧を か 巧せ 

j 化、々 寞 — sf ホから し A る H 的み 反て、 一を 二一卒 ぶ 一 HS 一 1:11 卒を韦 = を s 阿； 占、？ 
> り 巧、 裳を 支 2 ゎろ を 為 帮 C I 九 I ご卒を 2 sssi 器」 た . 〇妥定 S3 .0 霎 である。 
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巧の 節夕働 配み一 勞働 力の 調逮 


失 おが 和 巧と しての 巧 働；^ 分 


巧 ー ホ阳ヶ ザ 計 帯の 二 大目 おの 一た る々 業# の 巧 嫂は 巧述 のかき 化乂 な々 業 おが 事 衆に ょつて ほげ 口 的が 巧 甘 

をち しかるにを ー ホ W ヶ年計 巧へ S 援 、そしてを にが 畫 をる 集力捣 ホは 吴な巧 做 力の 化 給に が 
する. 器と なつち 卽ち 、詔に して 巧 做 巧に おして 巧 職す をではなくて、 器に して 巧 做 ホを 创 化する かの 
閒 題が 焦 巧の な 巧と なつて 現 はれた ので ある。 

かわる々 倘力 のす おは 昭巧部 お 巧を して ホの やぅに 叫ばし めた、 「巧* の不 化して ゐる ものは 錢瓣 々が' 巧ち* 
がな 稍 神で もな く 义化撼 力でなくて、 巧々 のが 力に 協 カナる ところの ドィツ 闊； の巧倘 力で ある。 巧々 が 巧し 9 
る 巧 做時閒 のを 乂 おこを が、 生 巧の 限 巧と 能率と を 化を し' 且つ をれ 化に 阳ヶ がが 巧の 進 ホの 梓 化を も 化を する 
の だ IJ と。 

かかる 巧 做み のす おを 補 はんとす るお^ が 化 庵に 述べる 巧倘が 分化 巧と なつて 现 はれた ので ある。 が述の I 义 

号 一一 年を 十を Q 喬信 巽ち 一九 II 扣 5 巧 二て SW 巧 漠雄秩 達さ 一九 1 S 年 一音 二十 II; りの 
糞が 现を經 望 Q 義秩 げち 等 葛— 獲には 巧猶 分に 學る吏 ではない が、 をら は 新ら しい 社 巧 

組热 のぶが を惦 寧る ことによ つて 巧倘 が々 の；：. 叫 も 强さ义 巧を ほした ので ある M 」 た をら、； ス 皮ぶ 


巧 一一を 巧 お 政策 


一二 0 


が： を ；® Sfr 






0 I n- - 


tf • 




が 二な ナナス 巧が が濟 S 巧肤 三 一 〇二 
阳ヶザ ホぶ ぶいのを 上に ぶつつ 如つた な 火の 略が は 巧 一 じ' 帖 巧の. 小 化で あり、 巧 二に 巧 做 八の ィお であつて. 化 
の 二つの 巧埋か 解かされない 限り、 お：： ぃこれ wk の 巧 おは 不 W 能で わる ことが w ら かにせられ た。 化 おにめ て か 
削 巧に ついては 別. のに 述べる かきぶ 巧か棋 川され た 八で あるが' 巧 巧に ついても 巧が 乃の 淵が のはの 化 化め なが 
おの あがを 战 ホる 化が かが 唐せられ た 5 である。 をして 化 八日のに 應ホ ろは 八な が 八ぶ 策は =卜 くも、 ナ f ス か々 
お 巧；^ に强 おのが 別を 说 つてむ た 一 九！ 一--!: が. 九 H 十 比 H の 「巧が がか か训 を' (ご e を 打 i Ke を ung des Arbeitsef 
satzes ことなつ て 班 はれた。 卽ち 、巧が にあつて さへ がに ホ 巧が かに 關 する ぷ 化が のみを w て卞 るが は’ 巧 働 w 
分が を理 的に 巧 はれず、 脚 K おがを おのが がが M がに を；；；： されない こ 去が 叫ら かに なつた。 つまり ホ ホが 地域的 
に 均等に が少 する ことなしに、々 ぶ 巧は 火 都市に 比しな 村に よりみく 、乱つ 若い 巧 做 巧は おが 巧倘 ホよ U も 巧 
やかに 化の 瞄 おを 化 出し 巧る といつ たお 化が 现 はれた。 と U むけ 巧 巧に めて が くもなけ 巧 做 別 ハず 化 S 化が が 巧 
はれつつ あつたので ある。 かくして 化づ削 記の 巧 倒ん W 々巧 M をが 公 かされた ので あるが： 规巧巧 倘則测 あは 
「巧 倘 W み」 のちを W て呼稱 せられる に书 つた。 これの なをに つき々 脚 W おは ホの やぅに お刚 して わる —— 「々做 
がみとは、 阀み 的に 化 用し 巧る 巧 做を ば關 みがが の、 北が あると ころに お向ける ことを お 巧す る。 『々 W ボ 巧』 なる 
巧 巧の なお 現は む：： ぃ 化* には 適を しない。 巧を の规た •り紀 が 約に 机 W してむ るの だ。 といん のは 巧々 の おへ、 

巧 勤す ると ころは をく 巧る もの だからで ある。 『ホ 巧』 とは 本來が 化を 巧 ホす るので、 化の 巧 巧に よつては 她常 
『力の C 山な が 州』 が おへられ おい。 しかしながら 『が 分』 は现 がず る 流を な 補のに 义 向かけ る ことで ある。 巧々 
巧に むき ものに 新ら しいぶ 稱を かした のではなくて > 巧 々のむ かがを く 別個の ものな ので ある。」 かくし てんの 


巧が が 分を は 巧 做が かた 萊化險 な {Reichsa ミミ t fa 『 Arhei 客 rmiUlul ち 巨 ゴ ー‘ ご 一を を ose ミを chcrc ミ} こか^」〜 
方が にめ ける 巧俩が 分の 视 限を 巧へ、 これにぶ きが 奶 がか々 樂化險 姑は ぶ 巧り ベルリン、 ハム ブル グ 'ブレ ー メ 
ン (巧定 的に ザ I ル 化 方) に 巧倘 力が 流入す る ことを が-ル 止し、 化つ 同 巧な 〇 的を W てな W 巧 倘んか 一 化の l . j ホ 巧^ 
にがる には 巧 做： 5 のが がする ことと した。 なほ' わのを 化に あつては 巧倘 W が 一を の T : 巧な 一: じ 逃避した 兹 
巧 巧 做ん を ばな 村に 引 おナ视 腿も附 巧され てむ る。 

かくの 如く 巧 做ん 別 おかがの が 巧と して 化づ な 村 巧俩ん かがり トー げられ たこと について はが 巧が ある。 こむ こ 
とは ドイツ 度 おの 化 化を みれば 明らかで ある。 ドイツは； 丄巧蝴 では あるけれ ども、 ドイツ 觀巧 トー おめ るな ぶの 化 
.化は おめ て 巧が である。 例へ ば ドイツの ミルクが 生を がは 二十 五に ライ ヒス マルクで あつて 無が おの それを をる 
かに 巧ぎ、 乂 巧が 生を 抑は W 十ぶ 陪 ライ ヒス マルクで あつて 一九 S セが 中に めける を 被 おの ドイツ 檢出 がに 巧ん 
ど 等し： T 。 

しかも か < ホ がな ドイツな 巧が 今 n むがして むる お 火の 問 巧は 巧 脚 巧の イ 化な ので ある。 な ザ' 巧が は 引 げら 
れて 過ぶ 叫ケザ 削に S お 0 巧ぶ ライ ヒス マルクぶ. 卽ち现 なの 一* 山 叫 〇 ライ ヒス マルクに 引上げられた にも 句ら 
ず、 度 楽 巧 おは 现な にがみし てむ るので わる。 ダレ のげ 巧に よれば 投巧々 做 ホ 救の がみは、：,； 10 巧 乃 お八 0 
化 人の W だと 云 はれて & る。 化の が資は 一部は 郁が 巧 脚の なけが によるな 村ん らの 逃避に も W せられ、 しかも ダ 
レ 〇 みなが キ なにより 化の 怖のを 防止し のぞる ことを 巧 内して 扣 る。 し 加し もつ とおが なが 闲 はが 制 巧倘义 びな 
お 制度の 採用、 ぶに w ケ が 片 巧の 資施 によりが がかな がんら がが、： 丄萊化 巧に 流出した ことで あらぅ。 W ケ がが 
や 二々 巧め 换巧 II 石 I 二 


巧 二部； x が がお资 强が §リ 
巧は 何よりも 化づ 、巧吗 物資 さな 本を— すを かに、 度な 之ら の 至に がんで ゐ るので あろ かくて ド 
ィツ 蠢 は檢堯 哲抑 るを はが-がなぃ 。巽と」 了、 冀寶？ 人グタ "て 巧變が ドィツ 器に の 

t て 居り： 史に强 巧には K a ヴこク 人、 ク； 卜 人、 ハン ガ。 ア たよる 檢入巧 脚 だ 期け されて むる。 ある 括 
巧 化の 鹽を霸 する 他 SS は SS 覆を 促進す るこ丢 おる か、 をは お 萬に i 辛 如」 品す るナ 

チス のが 刖 にだす ると いはねば ならめ。 

ホ、 でに， 4 八：：：： 二十 八り の 「巧 倒 乃が々 令 ( ver § hl 巨ち 臣 さ. こ ie V ミ dlu ミミ II Arbd に k る ften 一 I i 「贼 お咬夕 
{ Arfpfusi 呈 J を 巧い しち 卽 ち、 子な な水滿 のが お 巧は をが 巧 脚 巧 や 刺 人に がして 出來る 限りが ぶ 
の 機み を與 へる ほに、 捜 ぶ內 葵は 巧篆 化に 向ち A られ、 是で资 去勒 人の 葵は、 聞东 から 诚 

かぶに がして 巧を のに 補助を 巧へ る ことによ つて、 が 易なら しん‘ っ L たので ある。 

今：：： なほ— 资 S をを ぶは、 二十-たな 1;>の勢 在 巧 做舞营 ある 器に 2 み變か ホ さむる ことで あ 
ろし かも 化 S をは： 史に 一九二-八を 一； H 一り 巧倘 ぶかな 史 "によつ 一」 化 寒び 赛 にも 腑 おせられち 巧を 
に 同を ータ •たの 「道ぶ 寒考 なをが 人な 脚 違が 强 化に 腳 すを ケが語 嫂 も？ if : ミ 
CU を曼 run こ泛 V 豆 allla ミ f . <1 さ v .— rf 氏 i -— von ミ皇 cl 至】 ミを な k - l = i - 1 をで 吾^ 

If え る d 色 客は 二十 兄な W ドの ホが が 人巧倘 ホが 巧ぶ しける のは、 巧つ て ー ケが閒 なぶ 义 はぶの ホに 《て々 

倘 した 震を 草 墨を 璧 た。 な 猜お嘗 房、 辞ぶ、 龜 ぶ、 装 塞め け 忘 人 抑 巧 

ホに 腿 化された。 


なほ 之に 光ぶ ち、 一九 s 六が 十一 巧 心り の 「あが 勒巧巧 就 巧に 脚す る叫ヶ がが ぶ資施 巧ぶ 次 か s ミす‘' ご 一〇こ？ 
§ 的 Ncr CCIX'h 互 す§« cles vierjahresplAn" 田す 『 die Bes を；- き g 巨 だ ミ terer Ajiges を ー ミ ごに よ っても をが 巧倘 ぶよ 
巧ぶ の 機み をを あなら しめられた。 卽 ろ、 十 人 uh の勒巧 巧を が 川す る 一切の 化ぶ 々び；；；； 化 だ 胆は一 左の 範间だ 
け 阿 十 巧け 上の ホの 瞄祂を 黄 巧が けたので ある。 

W 卜： のが 化ぶ 資施八 ほには、 巧倘 巧、 勒 人に 脚して がの 人物、 聰 ぶ、 A び おがを-ル-雑 兄つ 化 巧に 知り 巧る こと 
はたぶ がぶ 共の 化の 巧 做が々 につき かんな モ 引た 〇 巧る こよは.； ム ふまで もない。 化の 法 6 を て 公 かされた 八が 
一九 一二 お " JHIHI 一十 六 n の巧侧 乎が 化る esctz 芭さ die 泛 n 星 iru ミ ein な > rbcitsbccl 星」 で わる。 卽ちこ らの 
を 巧は 化 おには 巧 做が 分を 規制す る ものでは ない が、 これにより 巧 做 巧の みみを W ら にし、 けて を 八が みを が 
あなら しめんと する ものである ことは、 本 化に も 明 おしてむ る 姐 〇 である。 卽 ち' 巧 1 化に ぶん、 「ドィツ 巧* 
にがけ る巧俩 みのを 同の なる がかを 化 巧す る：：： 的を W て 巧 做 平 帳を 煤 川す」 と。 がし： 巧 做 ホが 採 川 巧 施に つい 
ては 同が-九 H 十六 円 その 絲む 々によつ て 巧ぶ せられた。 これに よれば、 巧倘モ がを 巧つ ことは 化して 姑 制ので は 
々いが (化；；；：々 巧 二條巧 一巧)、 之が 所 かぶは 肺舶 ののに おた 俄を 战 めら れる (巧 脚を 帳 採 川 化を 一一が 巧 二 W 】。 卽 
ち、 おおみ々 の 明むな 巧俩 巧が おものに 厢啸 せられる ことによ 〇、 それは 乍强 制の な 叫 化と なる。 がして々 倘护 
帳は 巧倘 巧みび 勒 人の 中 站 によって 巧； パせられ るが、 イ 、巧が 一千 ライ ヒス マルクを 姑 ゆる 贿 をが 細か、 約 ある 贿 
说 、口、 船舶 お糾 ：：： としての 瞄 g 、 ハ、 ホ 脚に 化 所を かするな 做 巧 A 化 W 人の _的她 、二、 阳 W かけ？ 薄 巧 ある 兒 
煎の 腑傭 (第 一條 第一 巧)、 の 場を には々 倘モ 膜を 持つ ことは 出 米ない。 
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巧 二部 ナナスが 制が WS 巧肤 


ご： 0 六 


二 を 菜 お 典と 巧 働が 分 

ところで、 ち S 巧倘 器に 蝴す るぶ 化々 を灿 型， を、 そた はな ほ 巧 5 叫ヶが 謀の りが たる々 ぶ おか 
巧た る 色 お力强 い、 ただ SS なには •婆 田？ 老 がを 糞の 巧みを をら」 めんと 十る 掛 、さ投 村から 
都ボ への 巧樹 力の 流入を 整 せんとす る 紙、 にず かがが かれ 一」 ゐ た。 

しを に、 今や ドイツに がける 巧篇迎 は、 巧努 S の— であ リ、 如何なる がを 器 霧ん を荣を 
の 叫 趣で ある。 と。 わけを ー ホ 阿 ケ年冀 g 回 おは ボ惦 Q 蓋に あ。 、 ぉがっ了罪莱邦£巧が器され 
る ことは SS 堂」 て、 霖部栏 がし 了 も議 S 力 g 護が、 ぞ s _ 一た榮 となつ 了现 はた。 こ 

のことは ホ まに よっても 明らかで ある。 


ドイツ 巧倘な 巧狀化 
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一を-: ち 中’ 10 八 •二 二子 田 夏 ふ 110 二 一三 •一 10 八 二 一 一八， 笠凸 
一を 一ー ルが ーリ I 皂 .0 一一ち 一 -宅 .0 10 八 ふ 一一 九. 二 110 •二 一八、 0 ま 
材 ニ パ I 完ふ 二八 •二 一宝 ■ホ ーニ •八 一一呈 二三 一八、 き 八 
M ll:H 二一呈 二八 •八 一至 ふ 二 口占 云 ふ 一三 •一一 一八， な 一 
M 内 H 二子 八 一二 0,0 10 八 •二 二八 •一 -吉ん 二子 七 スバ：} 一 
时 お w 一一 子 S 三 一 •田 10 八 •八 云 •八 二 田 •一ー ニ Z-0 て、 重 
问 六" 一章 六 三 一男 10 八 •四 一一 ぞ 一一 言 •古 102 一九、 ミ 
M セ：：： 一一 三 子 九 1Q 八 .3 二宁べ 三 ミ ー号 •八 き、 一ち 
M 八 =: -专〇 一章 二 突 ふ ニクと 一一; 子 一 一呈 •八 言、 童 
M 九：：： 二八 •一 二 式 -0 110 •ホ 三 TB 一玉 二一 12 言、 云 二 
(I ミ titu 【 2 ， 巧ごコを己 ご ミ forschcng, woohenlsricl 二 } 

卽 ち、 エぶ閒 巧が がぶ 巧數は 一九 SI 1 がの 一千 二百ぶ 十一が 八モ 人ん ら 一九二 一とが には 一で 八： 白 一一 一十 札 化 W で 
人， 一九 一一 一八 ザ义 H にはな に 二で 二十 阳街 二卞 人へ と^' 百と 十 巧 人の が 加で あり、 一九二 九が に 比して さへ 二な 
四十が 人の 巧 加を 巧して むる。 しかも これを ボ需 ホぶ の 中 おた る 巧 巧 W 生庙部 け について みれば’ 一九 S 1 一 がの 
巧 巧阳记 •一一に がして 一九 一一て がには 一 MTU 、 一九 S 八が 九り には、 二 一六 .0 であり’ 巧に 二 •八 化が を 示し 
て 居る。 就 お 巧 あの W 加 のみでな く， 同 巧に 巧倘時 W も ホ、 巧 おされて W り、 それは 巧 巧 W なけに あつては' 一 
を こ R 中の 指 抱 S 六 こ 一に 巧して 一义 一二 七が じは 二す 二‘ 一を 一； 八が 九り には 一一 じ. 任で あつて、 一を 二一乖 
に 化し 一二 ••たおで ある。 んく S 如き 巧 能 - H ぶ 部門の 巧 俩如击 が S 咐 火は 巧 述の个 ぅじが 侧 如の 中 化を W 來 した 3 
であるか、 と〇^ けな"： 株 巧 脚 夕の械 化な かさを お W した。 如くして フ ホル ワィ ラ ー 八 r ナチ ス の 1： ヶ がな 稱 にか 
夕 一巧 巧 《 政 巧 11-0 セ 






巧 二部 ナナスが が お 資 巧が 一ち 八 
つては む WV 、 巧 化を 若して は. 朗 S 錄展は 『巧ん どず 可能』 な 腿が にが . J た、 卽ろ S 腿 ホとは 巧 似ん の 巧 
雁で ある。」 ととつ た 言に、 巧賀 S 藻し には、 ドイツ 冉ボ惦 《 i は そ sf 々つたので ホる。 ところ 
- 山— 喊 み^へ きは かかる か 練 巧 做の 不电を 巧を した 招で あろ この ことにつ いては ホの 如* 請臣を 
が单 げられ て & る。 

大戰定 出 票が 化く、 そ S はに 今や 却絲：丄 としての 適齡 にが 述サる 巧の® な ことで あ 〇、 ホいで 巧が ご 
お 的な 出霎 S 化ぶ みな 峭— がける 新 S 入 数を 沾少 た ミで あろ 例へ ば 一を 二八が の イ—ス t こよ 
一九二 巧ぶ 器ぶ 雙 、生 巧には いる ことにな つた S をる が、 一兰 巧ぶ 提 数は X 巧に？ を ドイツ 

を 地 じて 二〇 •五 人で あり、 一丸 一 一一 非 ご ニ ハ ふ 人., り も 巧を みなく、 器堯 救が 削に わつ ては、 一を 一ニ ニ 
がの 一 五 人よ 〇 も ルなかつた ので ある。 

现 下の かが HS す蔓 W いたが 二の 段は 一九二 九が 乃臺晕 のぶ 期に がける 巧 絲巧筑 S が械 であ 
る お 巧に ドイツの： 慕の 冀 、とりを 藍な 襄 的ボ说 (例へ ば 海が、 ホで 戰が険 、ホ 値な，？ の 如き)’ 

さ巧袭 巧藉 SK 夕 ss な 巧 券 か々 常寶を 浮た た ミが、 お祭管 董な 藻々 a 

巧の 不おを 巧い S W として ホげ をる ので あろ ‘ 

ともあれを 一 商 ヶザ襄 によつ てが 藥雲 中心として 牛. 庵乃腑 ホの 巧 巧 をれ はさた ドイツ ホお よ、" 
よ—? 5 日が 巧みに 叢な 巧 做 乃 •なにな 株な 街 八の 達と それの た 諸な がかと か强 いを ねばならぬ。 ん 
くして 阳ヶ貧 ぷ巧蜡 •品に がても •こを 供め て 還な 造と して 化り h げ 、•透 鏡 ごとして々 おおか 


部を 試 描-一た。- 怖して SH 的に 2 巧に、 個； s 問に めて 乂 4 をの 巧 巧な 溝に 卽胞 しつつ 造を がか 
する はに ホの 如き 巧ぶ 策が 巧 川され たので ある。 

1、 を 化ぶ ぶ W ヶが 詔； ぶ V : の蒙冀 巧な 門た をの 站巧 にがては 化づ 一を二 六が 十一 召り に 公 かさ 

れ たと 個の 命令 中次の おか々 にょつ てが 左が 設けられた。 

ィぷ： ：_ 巧 化ソ巧 巧化韶 のな の 叫ヶザ 引ぶ 巧 施 巧 一命々 srste Anorchi 旨 g zur Dure 害 hig を Vi 直 ahrcs - 
plans Nur Sich 马 stcllung <1 泛 巧； ichar を ternachwuches ごは、 鐵削 A び々 旭て ぶこして、 十 人 Tfh のぶぶ > ii ■を る 
企ぶ は そ Q 從黨數 に 管て is 徒 爹棍」 、お」 望 S 律— を 磯 おない おな には、 化み S なを 

促進す る H 的を けて 一を 金が を 化のに 納 かすべき ことを おを した (巧 I 化)。 化の か々 について 巧に 化り すべき 

は それが獨り旣がの巧倘力<^」ばなり的にが々するのみでなく、 巧做力を化ホる腿りが加することに巧なをのい 
て ゐる事 •好で ある。 

而 して、 化の 規おに S ところのを 化工 業は、 が 数ぶ、 S 意： 丄ぶ 、魏 S 、 巧构 ぶ、 機械て ぶ、 S 追 
ぶ、 がを 巧： 丄 ぶ、 お氣 器み エ ぶ、 化 巧 器 化： 丄 巧、 约 A を-化 おお： 丄ぶ 、である (巧 二 化)。 

;口 、 「阳巧 A おが 化 策卜- ホぶな る錢纳 A な 旭 -丄 ぶの 化义に 針す る 巧倘巧 おが 化 巧のは の W ケが 非ぶ. 化； 巧 二 か 

クス WC ミを Kmli ち zur curch 查 ir 巨ち des <ie を h ミを an こ ミ Sid 養 tollui 巧 lies I を 一; 与で a = 》 Iet と 一己 

saat で uml W1 を chaflpolitisch b 呈 eutsamo >uf 式 ign こ马 wisen ' 有ゴー ジ le だ llwirts 已乙 fl )」 によつ て* j ニニ、 ド トニ J j 

s 降、 ヘム 私 S 纳化 にな 旭 T ; おは、 巧が 地が S 巧 做 WS 肆を攀 してが が sw ザ 期 中に てち S 契 お 


巧 二 巧 巧 働せ ホ 


in 


4 寸巧ぃ も 




が 二が ナチ K お關 化が^ お 映 =;10 

ホを 巧 如赔乂 をはす ミを 巧ず、 又 金 姑巧攀 の 側に あつても 前記 巧 媒の薛 たしには がぶ が 出がない ことに 
なつた。 

ハ、 5 姐 巧 例# A 化 巧が！： 巧 脚 巧の 峨 ザ' 化が に關 する 阿 ヶが非 あ 巧 施 望 おか 一口 t 、 穿 0 こ ig 表 名？ 
ち hresplanm ミ 巧 r 告 e 巧 Uckf 芭 irun 巧 V0。 Metal ご rbeil 马 n urul Baufach ミ beilern in ihrcii Besf ご よ、 余 お 巧 巧 巧 巧び 
巧を ザ n 巧 断 巧を ばを のが 門 W ホの 巧耐 にがが せしめて ゐ るかぶ にがして、 化の 汽 をな 脚 W にがが する ことを 巧 
ぶした。 これによ つて々 做 W は これら 八が 練 巧 例# をして 鬥 巧のに その； g ：： 門の 腳 おに 巧卽サ し托る ことと し、 け 
卜：の 報吿を 巧け た 巧は々 樹 W 円み ザけ 的な 巧倘を 周旋す る 巧を 化る ことにな つた。 

--、 「を 沾巧倘 ホ A げ巧 ザけ 巧倘 巧の が 集 化に がかに がする が黃- ぶに 腳 する 阳ヶが 乱が. をい を ハかん f ごを 
An§ling zu 「 C ミ ch 吉 hr ミ 巧 こ es <呈 己 ir を 言 ミ ニ13 tig < をと t ミ n 1 を II ミミ tanzeigen 吉 r die Anwerbun ; 51 马 
Vcr を Ulu ミミ n IVIe ご ミ rhci 乙 3 i 二 だ ufacha こを eni ごは 中吿 によつ て これられ" "練々 例 巧を 巧 お 中 かする ことを 休. 4 
止し、 をの 分 放を 巧 北した。 

ホ 「巧が 縣 巧グ进 法なる が除队 "'に 腳ナる 叫ヶザ 引が 遂； J ;： 巧た 命々 (siebstc Anord 己 un 巧 zur cure 言 hr 己ち を 
Vi 马 jah ミ planK cls 『 <lic Verhii 己 〇吕另 rechls 乏 子を， L を ミ お \.§ Arl を tssr 量 さ iss さ } J よ：^ら を 也 巧 W ザの，* こ 
版る のでは ないか 爲细 及を 遣ぶ、 が s' 謹 お 叢 ’ 化に 褒】 、契み が ホな 化に 悲 攫を 去つ た 巧な 
にはな：^ 段が 品邮巧 約が が雙 もる を かがぶ は 巧 掌が を 押； 胜 利 S をる！ n をち たた。 こ，；；： 一 によ 
つて こなの か 寒が 孚 る々 努は 化の 巧繁費 が 帥 限を る ことにな つたので わろ 


巧に け •卜： の 巧 叩々 とは 別 制に 巧 一九 s ん ，小 二り 十一::: には 一. を お 巧 断ぶ 巧 例が みお ( Ai ， 一--— ごーミ d ミ， ご.- 
beitsdn を Z VO -- Me 立 ごミを 存呈」 が A かされた。 化の かかは が來 のをが 巧 脚が かに 脚す る 前方ぶ のが 川に もみら 
ず、 化の 巧な 鬥 のな が 巧倘 巧の す：： ルが 愈々 がしくな 〇、 な巧狄 その 化の わ 牠八か 供に よりを 化 巧 做ぶ を 巧を せん 
とする 巧れ が あつたので 化 ホの か々 になが を 加 へんと する ものである。 卽ち 、これ じよれば か 旭々 倘 ホは 所 巧 巧 
附 W のか W をく しては 如何なる 公 おかぶに も. 础 ホす るを けない ことにを つた e ホ W 中ぶ は 棘；^ 侧で么 をい J たで 
ならない。 而してんの中：^一 がホ可されるおなは、 巧巧お怕巧倒巧が现にお糾拙2央ぷ中であるか乂はか化一..|ぶパ 
ホの 峭媒 にある 巧に 赃 〇、 か 地が 俩 巧の 他からの 引が が 化 治 卜：經 が卜； 巧が ながぶ を 化ぶ し， をぶ 能 ホを-み ひ、 地 
ぶ 巧 W に. 个 化が なれ 抱を 裸す るが 如き おな には 沖 W されない のでみ る。 

s ’ が 巧ぶ お 巧が 化と 巧に か' S 為 巧の 不 化が 繳送巧 はれた のは をお： しぉに ホいで はがを ぉにが てで あつ 

ち 化の 部門 S 巧 盛を ついては 難 一九 一二 六が 十一た：；： に 公 堂 もたを 變為黎 に 学る雜 々が 乂な 

み 適 M されて ゐ るが、 別侧に 叫の かぶの 巧 化に 卽應せ I んる ほの む殊 なぉが も 巧 川 ごわて むる。 そい 巧】 よ 一九 
一-ドが六月十六リの「公非ハが巧が龙資いの際の巧做ん.^^が中件々 lAnihluIlg iibc 『 die Anzeijjc tics Bedarfs an 
を beitscha ミコす 一 Diucl 一吉 ミミ g 骂 e 一吉 巳き. I だ slrbeit さ ごで あつて、 化の 命卜よ j S の 公ち が萊 汁げ. こつ* u w 
ホの ぶ 巧を 課した。 而 して 公 おがを が 一一ぶ お 千 ライ ヒス マルク パト； を 巧が としてぶ 拂ム おな には 化 黄 お巧乂 よが 
を站ゎ人をして、 ：丄^;^^ぉ削に小央巧俩：5にぉして、 が巧に化がた巧做巧聰をがホサ1んる。 

1 1- グが がは 一 Ji - i I 巧 七り のが.- 此第 とか かによ つてが^ 化 巧に も 拖お廿 〇 わ ’ A いで j を 一-- たがと パ 


巧 二が 巧 S 巧 ホ 


曲 

I 




巧 二部 + ナスな 胡括濟 S 巧妓 I ご 一 こ 
二十 S H の 凹ぶ & び おが 卜 •中： がなる がを 計が にがす る々 帆 化に が 巧材 巧に 關 するな かにょ つて 徘也 されと。 即ち 
が 巧ち は 巧巧述 巧に がする 巧絮 がれの 湘 A ぴが W を もがが せわ ばなら ない。 化つ が 巧；；^ ぶの 化 ホは： 丄 聲閒； gs ヶ 
巧 W 巧に 巧 出す る ことを がする。 化し 巧が 义拂搁 がな か 化 巧に あつて は 社 下 ラィ ヒス マルク 2:^ 下、 か 化 ハ 化 巧に あ 
つては 二 巧 瓦 干 ラィ ヒス マルク W : 卜の 巧な には かの 巧 巧は 免除され た。 

ところで 阳ヶザ 託ぶ のが あ 巧が に 封す るが ぶは 似め て乂 きく、 した かつて 巧 脚 躬がも おる しくが 如した ので、 
なほけ 囊ぶ 巧か董 になつ て爱 。がの おお i をが も 六ち ：丄 A が 全の 巧侧 がかち (>| こコ— f 『 
を n ArbeiiseinsjUz ミ-一 Ninlmern CIK 1 Mauen 一一 か.， ぶかされ、 これらの ぶ 巧に 袖す るが らしい ぶ •叫が じリ がさ L ご。 

卽 ち、 舞 突" は ホ W に 学 蓋 ぶ S おな K 述 •へ わ 巧と か 至 みんど 內み みみ じく-!.. る。」 を忆 W け かぉ 
强 ボ他囊 、ぶは 擅 村を S 巧變 S がが 給へ なかつ た ほに、 難-—; A びみ i みに 勢る麗 S 六り の 
か々 は 之を 常し て、 が雾變 1 股に 腳 する がぶ Q . がが がが f れ た®、 一九二 一八が お パ？ りの か々 を 
て、- 切の 化 巧 かぶは 如何なる 巧 例 ホを もがの 削 職ぶ の 如何を はず、 巧 WW のか W 韶 触し にお 伽す る ことを 货 
ルした。 化の 陪ホ 可され るのは、 现 にが 巧の々 ぶ 中に あるか 乂は巧 ホの 腳 おが 〇 じ 八 化 所から 法帖の 化に ありぶ 
巧と 巧ぶ の川來 ない 巧な に 腿る とした。 

け卜！ は 熟練 巧 紫 至 わが ミ そたら 來る 黛备ホ S に雙 さを 語 巧を ル」 •ジ」 闽 W が 巧 全 
おのん 苗を 化 支：： 誤に 慕 力を W 菩ん丰 K > へ 品の 華の-打 例で をろ だが、 巧 巧の 舞の 至た ム 

巧資 、これは 化が 的 乃ぶ 巧ぶ 別の 巧倘 のが々 のみを パ‘ てして はが 化されない！^ 迎 である。 现に ベルリンが 知妍光 


巧 も 指摘」 H ゐる ミに、 巧努に 導る 遮は 讲 に；；^ 李る 喬ジ盡 をが ぇ ミる。 班 か ドイツ s にお 

巧して ゐる 巧が 巧々 び 掛巧巧 救は 約 二 干 化 (才 I スト リアを 除く) に 速し、 化の 渺は 乂戰 巧の け 叫が 乂脚 たる 一义二 

八 7 お 一一 九が のな 向 ^ 1 千 八 巧 六十が 力 お 一で 八 口 八十 巧 人 を さへ 巧が してむ るので ある。 化乂巧 做ん の 

源み たる S は现器 •卜 V ツに はな；： f がが」 ない。 一九 一一 K $ パ 定めて 一宇 一二 化 八 千 人 苗ぶ 巧が S を 
ては ゐ るが 中にはみ 巧；：^ の 他の 巧 做 不能を が大 なを 占めて むろを して 现ホ ドイツが がの 結して 

ゐる 巧努至 は、 巧 難 介 萎が 險 W お S 巧ぃ によれば 約 お S 人に 擎 ると-. ム f 节 

化の點に腳し、 アンシユ ル）スのを裡はないであらゥか。 な化巧巧オーストリアはのけ的な巧化化をじ6つて 
ゐ た。 が 出增大 にも みらず •それの々 ぶに A げす 影が はおく、 「化ぇざる々 ぶ」 を も 加が するとき は才 I スト リア 
のまぶ ホは 一九 I 二と ザを 均で 這 十 I ぶ 人、 I 查を乂 には 资 どを 一ぶ 人と S をて たた"！。 それによ 
な 一九 111$ には T スト" 7 巧勞 S 約 叫 ミ ーは々 ぶして むた ことにな 〇、 こたむ もナ I がが 一菱 
ぶが かに VI , を 染めた 一九 一 I ニニが の ドイツの 狀 態に 化つ て&ろ かるに こ ミル— スの 難、 才 1 スト" て 
亦、 阳ヶ が計ポ による 經 巧が なの 範 阿に 加 へられ' したがつて 巧倘 ぶが のが 乂ナぺ きは 明らかで あ 〇、 化つ ナ乎 
スの おおに よれば 削：' 札々 ぶ 巧は わの オ ー スト リアの みのお かが 节 。非が の 逝；；；： によつて 吸 化さる •へきれ なの もので 

ある。 そ 技に ドイツ S 霧み-至は 才 i 卜 。マに がしても 器 S ちがない と 一- ムム がぶ に擎る ハで あろ 

.11 一巧 働 力 調達の 巧の がか 巧 

か 二 巧 巧 《 わ 巧 一二，-. 


单 二が + ナスが 制お濟 の 巧 お I ユ 14 
かくして 巧 的が 分の 训 班は' へ， やな も おな な ホぶ 部門に おして 巧 做 乃を ば 惟た 的に お向ける こと •化に 巧が な 
追 化な 例 力の おな をぶ める こと、 の 二つの ホ 向に 集中され る ことにな つた。 

ぶ 一の：：： 的を W て ヘム おされた のか、 一を 二八を ハ 巧 一十 二：：： の 品 巧卜； れ にあがな るが 化に がする 巧附八 北が 

路 化な ( verord ミミ zur S を-ミを 石另 d 法巧压 すす 一 弓で ミ Au 宮 ben von besoiidere こだ atspo ミ isller I ぞ一 eut 弓 巧 ご 

である。 この か々 は W ヶザ 計ぶ を椒 執；！；： だゲ— リングの ぶに がて A かされた ものであるが、 蝴巧卜 •ぶな にして a .；. 

にぶが な 葉を 對」 了篡な 巧 常を、 適 謁擎5 浸は、 化 S 益に がて 程 巧を 了む 寡 脚 乃を 
從來ぅ もより. S におり する をを として、 化ての ドィツ 閉だ おして、 その 性別’ が齡 、み 夕蝴 が，， 如 
W を S - V 1 轟 閒巧ミ もた S 炭て S に®」、 さ腳ぉ 的^を 巧け 5 透を 管た？ わる。 化 

のが ムン 巧ん を みれば それが ム おに 巧 倘 がかの か 化を U 巧して むる ことは 化が であるが、 M 巧に 巧 村^-^ の 一 
なをん祕1^」 一」 む き と は明 らを わ る。 かく 一」巧雌3^5^パ化さ公5^倘ぷ巧1^は從米 ^お械蝴巧ん ら贴股 の ミ 
て 解 巧され」 たがつ て 從來ハ 職 おにが ける 巧 巧 術 乃が 期け 巧を々 をとは 邮^ のみでな く' か峭 おにめ ける 
巧 巧の 編 もが、 ま 給され ろ 之が绩 に 巧る ものは 巧 做が か々 ホが S であつ て' 技 ご， プ によつ てを 
をた 施い 細则 中に 捷遷 が营れ てむ ろ 而」 了 ジル》 プ忆 よな 「養 占 も 叢な」 ものと」 了が 巧、 A 
び冀 化に か 堂 累毕 げた 了 ミが •こた 援义 席授構 至嚷 がピん 宵を る ミーは 勿ぶ であ 

ゎ’-^ たかつ て恕範 W は楚 ぶ 化なん だなる と 巧ぶ をて むろ 

卜：述 S ぶ 中 S 養謀吝 また」 背、 . J たが 5、 費夕 努资 -、のおん§ 這ぃ 葦れ ミ 


& る。 しんしながら 、ドィツの な .化の 叫 猫が 化には が 時 的な 巧掛 ホる ぶの ぶが かがぶ され わ ばなら め。 邮の 
り 的を W てみ 巧の 化 巧が な：；；： されて むる ので あるか、 W T それ ぞお视 しやぅ。 

1、 聊業 別が ドィツに がて 班 ホ W もイ 化して むる も 八は が 練な 樹の 木が である ことは 巧 述の如 < であり、 し 
かも 他に 之が お 巧な 仙が のな なしと ずれげ 何ょりも 义 づぶモ ずべき ものは これ かま 化' とりわけ 化み 制度に ょる 
まは である。 さきにを げた 一九 一ーー四 が 八 巧 二十 阳リ のかな、 一九 S 六が 十】 巧：^ りの か々、 巧に 班 はれて ゐ るが 
如き、 お ザ 脚 巧を への 媒 ぶに 脚す る •健た 術の ホ 巧の が おは' をの だが にめ ては、 ホが 巧 脚 巧に がして 单鬥 的な 職 
ぶが 巧の 巧みを 與 へる ことか：：： 巧され てゐ るので ある。 卽 ち、 本 なに 化いて 錢轴 A み 丄ぶ 並に 化 策 r- ぉにが け 
るへムな の 經诗おに し て 十人1^ 卜：を化川す るも の はが て巧が：丄救 の 一 忠がな の 化ホを訓がず ぺ きぶ巧を货は し わ ら 
れ ると 巧に、 他ぶ 一 腹の お邮 ぶは 巧 左期训 にめ て、 化の 巧 做 巧の が齡 別の 陌々 をはし、 二十 あが w; 卜 のがが にし 
て腳業 的み 門 かがを ほどこすべき 海 ザの 淵 か： を ほすべき ぶ 巧 をれ は しめられた。 化の 別 作の おがは 巧 巧の i パぶ に 
よって 巧が々 做 《 にがが せられ、 背が 巧俩 巧が 川の 刺 合が な 過 ダる を おみは、 ホが 巧 做 巧 をげ 他の 义ぶ ホと 化が 
へる ことを かぜら れ る。 だが、 化の 巧な、 い： 円が々 倒 巧は 卽巧 化に 適 聰を化 出し 料ない 限 〇 が おせられ るので はを 


.，巧 做 本 化 その他の ホな によって 職莱訓 株の 機み を 巧 へられる ので ある。 化し 削 おの 说 おはな々 のが 巧に よる 

卻 


二 の 化 4 巧が のわん する おを を ば 除かした か 一九 ご 一八が 云 H 】 H のな ぉか' (Anord ミ 3g zur ‘Km す run 巧 der 
、vnon て 弓 g 芭さ占 e Ve ュ eilung ミ n Ar ぞ itskf 隻 en} は 化の 除外例を 尚 ルし、 化つ 问り附 を w て 巧が ホ ぉ 巧 中 化か 
{Ancm す ung 芭 6r 吉 e Me ミ ung Sdiulentlass さ er} を ヘム かし、 これにょ 〇 「か 等が 巧、 中を 巧、 が 巧 巧 巧を ホ裝し 
タニ タタ 《 皮 巧 It 二で 




巧 二が ナナスが 御紀濟 S 巧 故 I ご 二、 

たる 苗 ザは、 キぶ 後一 一遇 训 wrt にがの ながを がが の巧惭 W にがが せしめる」 ことと した (巧 I 化)。 

これによ つて 巧倘 なは；： ル 巧の 巧が ネ 莱巧數 A び ホが 聯巧敏 を 州 〇、 け お來 の巧俩 幻を 测 をし 巧る 一つの が 準 

たらしめ た S でを ろ S 援襄 某錄制 S 巧は： 史に .藥 ぶと た？ S 一 股た たけ 削に め ミ か 如く. 
職 器な を！！ 咬、 案る 晋ぞ S をが ミと をな ダ、 なじ 達 蘇 ホと」 了 課 夏 為 かを はし も 
る やぅ 襄を越 夏贺 系？ なつち 卽 ち、 を 校 ま 革； 靠 を」 了 藻 採-しと」 5 川 十る ミを 4 
的に 制 管た？ をる。 化 S について 一九二 石； 完巧附 2 獲 疑义 SS •な乂 みに 皆る、 小襄 巧の 
思が ザ皮忆 めて 筋肉 巧 做に g する 初 ホ， 的な 訓？ ほどこし' けて冀 若 職褒 S 翻を W •縮； し、 との 策 
は祐 ジタく の 巧げ となる もので あつん。 

力く の 夕靑ザ S 熟 株 巧 掌と し 5 訓 株は 楚聚な であり、 たがつ て旣述 S く I 九 I 云 ハが 十 方：^ リの 
かを では か 茅^に をして、 一部 巧 妹 了を 巧 S お 巧を 當 た S あるが、 これが どの 巧 巧 g 巧 化を 巧つ かにつ いて 
は ホの 如き 報吿 がが' へを てゐ ろて ちを 群 十る S さが' SS 也 H 巧 部門に 掌を？ 巧 一で 二 
百 T : おによ つて 提 化された 報 苦 よれげ' 化 川 巧 倘巧敕 は 言と が一 I 、 留 繰が 做 巧は た 十二 搏千 入、 化 
みは 十六が 華 人で ミた。 乂 謹： 去に をつ ては 一を 一で ハ ； -UQ 集を 掌る 車 资千人 S 繁 中、 说が 
巧がホは一 一十と溝千人、 化第阳尝て^ るミ。 卽ち、 を よな、 削さをミは禁^^5ぶ二|二. 
阳％ 、を 巧に をつ 了は 一六 ふ％ s ホが 家らざる 薬に 《て 熟 寡 装と」 て 孫 . J のる ことになるの であ 


乂 霧が 介 ホ 藻 皆 K は宗巧 養 おを 鞍 寧るな に、 g 義競か 所た i じ 了、 化 筵 川來が 矣お がか 
所 S 地域 居を ミ H 发巧 S ザ S ドなる おを は、 n 爵をみ 輩まで 築を 巧 十る C とを 悠警 

しめた。 而 してみ かぶが とを 巧 巧した おな にあって は、 巧 做が か 所は 巧な 化が 八 巧 C み满 所と 協ぶ の 上、 かぶの 
が 川すべき 化 ホ牧を 化を する 術 限を 曲 ハ へられた。 

さて 聰で巧 鸿に腳 しては、 巧述 の 巧れ まぉ 巧な. 錄 制と 二十 j なけ 下の 職ぶ 測紳 をがざる 靠巧倘 巧との 强 M な 
な 制と が；；：： はれ、 これらの 巧に がする 峨 ぶの 補 巧々 び 訓練に ついて、 巧 脚が かたぶが 險 -—川 & びな 附戰械 所 •化の 贼 
龙柿缚 だが がの 巧に 巧る ことに なって むる。 


卜 •ぶの かき 巧みの 婚 かなな 練 H 巧 巧の 妨 丸と 机传 つて、 近が かぶ 円 怖の 化攒 めな 巧 練- 丄 巧は 沖 おか 可な り 牌が 

饥 0 

にな 〇 つつ ある ことに 巧 目 甘ねば ならぬ。 卽 ち、 乂中か 業に あつて は、 一を の 化 ホ をげ 1 人の 巧 海 職. 丄 にが 巧て 


.化が をな 謝と お ホと をを 巧に 巧が せしめる お 式を 採 川して わる。 かぶ 内に 巧 巧 所を 訝け、 化 ホを して 一ぶ のが W 

巧 目に？ 衰的禁 T : 装2ら梦一磬を組热的に巧尝」めを如さ達も宰2完では巧雙れてむ 
ろ义 、小 かぶを して 養錢 をな け」 るは に' 一九 一毛を 巧鐵 さか 姐 毀" は 蚕 ハ お耸夕 巧 所の な 

ホを 巧が し、 化の なぶ ホ带 として 巧に がが された ものは S 巧 お 十に 注した と俾 へられて むる。 なほ 巧が する 職 じ 
巧が 所の 八 〇 % はを 也 T: ぶに ぶす る ものである。 

代を 的を 資例 として、 マグデ ブル グ A び ライプ チッヒ のぶが 所を 舉げる ことが 川來 る。 マグデ ブル グの ものは 
一大 巧 W 了 おに 附 姐して 一 义 ザに なぶされ たもので あり、 化 おで 巧は してた るのは' 巧 わじ、 おわに、 钻巧 


巧 二 巧 巧 《 政策 


J, — in — HHl— _ 


タニが が おお 濟 三、 

H である。 か？ で 提署は 麗でお るし いむ 色を ほす も？ をつ て、 造から 结 の— 被械 にを る も 巧 
ホな SH がが 川し 一」 むる。 化ま奈 2 かご 蒂閒 には バニ 十 ライヒ； ルタを ぶ f れ を、 望が り义 
び 語が：： ：5 r : お資 巧を 巧； はに ぶ 蘇を ルー」 寮の 夕援を 加」、 な 言 イヒ； ルク堇 ける。 耐 
してな ま 化 S 製ん ど 脚 親を けて 寡す る ミを 掌る おに、 ある 輯 巧ぶ 底を の 扶助を 篡丰ろ 
おしながら S 藉 をが 丫 すれば、 大 な..：： 六卜 乃ち ー パ ライ ヒス マルク S 銀が 梦れ るので あろ 
ライフて ヒ 巧が がは I 九 I 一一 0 が マ こ ホルトが 巧の 示 巧に よ 〇 な 学 お 実 あによ？ 劈され をので 
わつ てこれ か 同を 巧の 巧 巧 所と なつて， Q るが に異を 草ろ 化の がの ぶ 巧 所は、 中小 追が 火 々1 の 巧 ホ 

所を な 1 羊 5 S : さ +站を 究サぞ S な S 同 透けを を？》 《を 誤を ほど C お 7 巧む を夕 

る？ はたつ 巧が： 5 の 試换 'を おた る 巧に 組な 加盟： i に 谣豐ら たなが 一币 削は ホが 所 にち 託されろ 化を 
ま戍 巧は 案を 二猜千 ライヒ；； ミつ たか、 ka を凉 I はに i 療さ廷 。策に かしみ じ 
巧は 喬の I を 巧 閒は巧 五十 ライヒ スマ ル ク愛至 給し、 S 期 健 巧 巧 所ん ら圳 に贺を 巧へ ないで、 逆に T ; 
巧 力ら 化ゴ 巧みの 巧のを 託を を ま 怖は ねげ ならぬ。 をに よつ て 覆 所は 化 ルの 化 塞 銀を 义拂 ひ、 をる しふ 
巧な 生 寡を てを ホ-」 了 藍な 物 巧 SS 人 化に 化を？ る 支が を ほ」、— f 资十る ことが 川來 

るので ある。 

かかる 滕 かな 巧ぶ lli 多 組哲黎 S がに つい 了 ダ’ 疑 介た 覆 構は i 一本ち 這に ミ 

やぅなが吿をしてゐ^^。 


此のが 吿 は一义 s 六 ザと H 1 日から 一：； おが 六月 ニー 十 H 迄の 期 ra、 けに 一九 1¢ がの 化 巧が の 巧の 苗が w 诚に腳 
する ものであるが、 これに よれば、 ホ ザの 雌ぶ 訓練い ほの 收が W 能 人 U はな 十一が 阳 で 人 (削がの ご I 十九が お 千 
人に 比して so 殆の巧 加) であり、 巧 巧 子 一一 一十と 巧 人、 ホで 十 阿萬の 干 人であつた。 かの 苗が が 子 化が W 能 お 中 
でな ホが S 十一 巧 一千 人、 初等 化 巧 二ぶ 五 千 人、 がの 化が 五 干 人で あ 〇、 た 子に あつては 巧 ホ 化 化 五で 人、 か 巧 
見 巧 二 お 冗 千 人、 化の 化が 約 S 千 人であつた。 

かの 收 が 人：：： 可能 救とは： 丄萊 、で H 楽、 巧 業、 なぶが 化の 部門に めける 苗が 巧附 ホの が 巧に 利 川 さる ぺ きが か 
のを 部を をむ ものである。 而 して 同期 閒 中に 贼龙お 巧 所への 中 込 巧が を みれば、 が 彼み 打 十八が W 千 人で あり、 
內巧子 六十と 巧と 千 人’ 夕子 五十 巧と 千 人で あつて、 がの 約 ザ 救は 一九二 一七が のな 巧な に 巧 巧を ザ 巧した もので 
あつた。 巧に 之を 職ぶ 別に 見れば、 阳ヶ年 計 其な 化 巧 ー ホみ のが 巧と して、 錢销 A びな 地て がへの ぶ 送 ホ かな も 
义く 、化が 人：：； 敏 十二 お 屯 千 人に がして 二十 五 巧 人に 述し たことは せ U すぺ きで ある。 

前述の やぅを 新 巧な 巧 倘別巧 のはの？ 5 ホ 巧の ホ、- 个が による お 巧の か、 策の お 化が ての なな-—: にして そ 八 お 術 
をが たした# や、 おが 的 巧 心の 巧 化に よりが のかす る お ホが 巧に 立た なくなつ た 巧の 股くない ことが 巧 化され 
る。 それ故にん かる 巧附 山を が 動：：：： する はに も 別倘の 職が 訓が がい はれねば ならめ。 か^るた ぶ 巧に かする 職 わ 
が 巧は 巧が、 巧批 がか 次 業が 險 巧の 事ぶ に 也す るが、 ナチ ス谋 のみ 巧の 巧關 、巧 附戰 線、 ナチ ス祕扯 W 、 ナチ ス 
婦人 巧 ヒット ラ ー 苗が 曲、 ライヒを な W 照、 む 脚の： 邮趾 的が 機關 、化の 他經ホ 巧び 峭ぶ卜 .のぶ W 怖が 之に 協 乃 
してむ る。 而 して 化の 巧の 峭 ぶか 巧は々 做 ホを して 现巧の お W の 必 がに 敝ぜ しめる 巧に み 柏の；；：：. 化が 巧 W される 


ホ ニ々 巧* 巧ぶ 






日 


巧 二が ナナスが 制 お w のがが 一三 0 

がかた L て も 化の：；： 的は か期閒 にが 雌？ 巧む せしめる にあり 、 おがつてに-おさ巧施されろ々でぶか 

をを ける を」 て 墓な 傑 ゎ 錠 誤る る 迄 S 叫 第に： ルる 义 S 热 S 皆れ ない さか」 了は、 爲 がか 
々ず 化險 おは 八迪 投內 品1§ を晋 巧が 化 巧ぶ を 妾 給す る。 か •也 T - ぶ さ 化 ホ--; ぶ C ホつ 了よ、 じ Q 
方法 か 採 川され てゐ る。 卽ろ黛 巧は 贿邮お 約を 結 さとな く、 赛ぶ のと 紛を なけ、 かぉ 1 六 迎巧勺 

を寶もを ば 薬 更 H S 哗謙資 よ ？ 厢階掌るか襄を進」、 化の おを ぉ つ 了 は黃、裝 

ホは 八 ヶ月 W 巧の 巧训 みぶ ホ 巧の ま 給を なける ことが 川來 る。 

エお內 で 3 をな ける こを 辜 能な 器には、 地 常 S お乂は S とかぶ 內焉 とか S を S: 的な む圳ぶ 
おによ る 職 おな S 巧 巧が 閒 かれて， Q る。 一九 =;| 蒂 乃 ザ I を 毛 お パ Q 韶ち でち の A 巧 巧 か、 
ラィヒ 巧 祭 か 透 傍に よつ て奇 化され S ぉれ 巧を 岸た。 化 名が に 《け 冥 為 S い 致は とり 
媒華 あつて、 课 おを なけ、 茜を ひ、 譚 、お 株 SS 搜を糾 撥し、 不が株 & びぶ 舞；： 倒 ホを して 遂 
なみ！： 的義を 尹 耸」 A 、 囊您卜 •ハ 若 5。 案 t たぶ ほ K は填ピ .擊 易な を 管、 與お水 S 

能 如を 利 川す る ことにが してむ るので ある。 

々■、 W 人 巧 做の お：：：： 

ナナスが 巧 ー ホ 叫 ヶザ裴 に 巧り だな 掌に 對 して かつた 声 度、 が榮 、脚 かの々 かさ その他い ホは によ 
つて、 ザ S 人を ぶ— ザ 心 せおる ことで をつ ち.^ かるに 結堯高 力 S ぶ 苗人焉 S ::: を も.— 
ナ るに-ホ： つた。 化始 にがて か 一を 一; とが 十 パ j U におつ て 盤 S 人 巧倘夕 SS 制邮を 推しち- 3 んしを 


ら 、 w 人 巧 群：： お s 糾热 た 利 川は、 一 当； 八が： 一り 卜： た：：： sw ヶが 語令械 執い 化 s 「なぶ & ぶ內 がが にめ 
ける 巧倘 如が 分が 化に 關 する W ヶザ 別ぶ 巧 化 令 { Anoixliiu 一ち Z ミ DurchfQhrurig des V 呈 ahres 言 ミ SXJr del 】 さ r - 
をく k を。 呈 nsatz ミ n weiW 己 石 n A 王を 昏 立 ften in der I ‘ rmd - cn 二 Hacswi ミ c ; haft 】 こよつ て 一 V ド义卜 •の 巧 おお 
化 巧 巧 かぶせられ たに 的 まる。 巧：！： 巧 做が か來 巧が 險 W おはん に 腳ナる 施い々 を ヘム かした。 これに よれば ’ W 人 
の强制 巧倘奉 化の がみた るな 祈は けに 义数八 W 人が 倘 巧を 化 W する 腳 ぶに 邮られ てむ る。 卽ち 、一九； 一一 八. 山 二" 
一り をに 鹏ぶ について むない 二十 五な お滿八 W 人は、 ーヶが パト： 班ぶ 义 はぶの 巧 W にお 巧す るか 义は ニヶが 
巧 W 、 が 巧の お驗 をむ する おた に邮 〇、 が 服 准、 巧 靴-.^ ぶ、 が 巧が なぶ、 のが 附巧 A びれ 公 かぶの 化 川 人と して 
肺邮 される ことが 出水ない (巧 一哮 。化 ホ 巧 約に よつ て现 かがに 巧 柄に がが せる おな にぁつ ては 化々 馴训 のお丫 
まで 强 制巧當 延期され る (同化 望； W )。 が」 5 人乂 はが ハ錯 S 进巧 によつ て、々 袭化 、ドィッ ル袭峭 
ちぃ： 繁 化、 な 村ぶ、 搜 村ぶ 审 錫’ ち 謀 •义は 巧 働が かたぶ 化務¥ :滿 による 胜 ぉさぶ が筑 妹. 

みは^^阿巧けド の ^^??网人け卜；をんす るぶお义 は规诚にがけ る巧俩で龄をがサざ るぶ带^;:,似、 嘴1顿阳巧ぉぉむ 
期 側と 化が される。 义 化が 所の 打 雄 W 助で、 がな. がぶ にがけ るが W 巧の 助で’ 幼が W の 助 ホを ニヶが 刖姑刖 
的に 勒め たと まも 巧 裳 化 箭と迸 めら を？ ぁるを 疲一 。慕が かたぶ 化 S にが 千る 夕敕の W 人が 倘を 
化り する？^ をぶ S が吿 によれば、 巧 靴- 1 ぶ、 被服 丈 ぉ、 を 巧が 丄ぷ 、.な U'、 ザ ゴム、 巧 則 おのかが 丈 W てが； 
附器芝 望み 辞 ホ ホ T: ぉ 部 iZ にめ 5 人 S _ 推 ホは 巧に なく、 叫〇% A が じ 0% で ゎろ ド •とし 了 化の 神い 
苗が 前 お S く W 人 强制巧 襲 化 sn として 溝れ ちた る 巧 -E は、 かかる ホ ホ 部 n が一 乾な が ホ 化 化に 

巧 二 巧 巧 《 か ホ I ご 二 


が 二が + ナス# おが 濟 の 巧肤 一ニ ニニ 
が 巧され る ことが 乏しく、 托つ 巧做イ がを 牛 I ずる 化 おかみい ことで ある。 ん ぅして おがの 侦向 とよ 逆 こ ドィツで 
は 姑 人 巧 脚の か U に 脚す る 計 おが •巧 施されつつ をる。 

3、 がけ 训巧俩 の 灼ル 

不 がのは 化 火な 央ぶ 辟の が ホした 巧 期に あつて は、 が おによ る义ぶ ホの が 人を お 如 W ムナる U 的を けて'; 5-* 
g 巧 附さ攫 銀 制が 比較 援範 脚に ぶつて け はれた。 そして 巧穀 かか、 裘险 結ん かる 怖祕忆 がする 帥 化と 
して 诚 かぶに がし 乎 巧を 支給 甘る ことを 常と した。 卽 ち、 がけ！^ 巧 倒 お 巧の I むめな 制 化は 一九 一一 一一が 八 リニ 十 
ちの か々 によつ た S を獎丰 るが、 ホい ご 九ミ卒 ち j りには ぶに ながが 加 へらた， かに ナチ ス 化. だ 
をつ てからで も、 一九 一二 阿 年 十二月 S 十 n 义び 一九 S お ザ 六 パ お H のか々 によつ てが 時 刖が的 かがに 腳 する がよ 
巧大 された ので ある。 加くて ナチ ス化 がの 下に あつても なほ、 一九 S 六が 乂巧 おりの か々 たる 「が 巧 W 巧 例ぶ お 
巧々 IV 马 ordnutlgiibel - KurNlrbe を r — ミ Iszu 量」 によつ てが 巧 巧俩 おが 制と がが のかが モ 巧と につきが 來の 
巧 左を 改 わがを か 巧 ぉ巧倘 おが 制 化に 十 人 W 卜； の 巧 似 巧を 化 川す るかぶ に拖 川せられ たが、 化の 範閒 i 巧 別の 

塞に よつ て 巧が H 萊 S な 門、 藥 S 、 葉 加 T : ぶ、 ご H 巧に 搁大 さお" 乂 、打に 巧が- 丄ぶ 部門に 掌 
るかけ 削 々倒 ホには 一九 一二 六が を 十一 一：：: S 々塞 之を 袖 おした 一九 一ち が 九" 十ぃ のか々 とに が畫れ たれ 
別が 則に よつて、 ーヶ年 U 上の な 率の 乎 巧が 支給され るに おつた。 

しかるに クや巧 化が 一挺した。 趁乂な ホ •ぶ お 巧は がつて々 做为 のす 化を がき、 がれの 不化 、々巧の 不規训 な 
ど S 招の 巧に 一な にはな ほが 视巧 倒を 化；：；： サる襄 がか 雲は ない としても、 1 がには 巧が を 這し、 化 


ホの かがの ほに 乘 u を 化 もす る 化が が 巧 川され るに ちつた。 かくて 政のは 一-丸 s とが 六リ j 一一 十り の 「が 巧 川巧惭 

巧 か 巧の 人的 お 尚に 測す る 命々 ( verol - dnu ミミ ミ den r * er さ scnkreis cler 巧 urza ユ leitete 曼 uzu = 巧 ごこょ つて お 
巧 倘乎巧 £籍 阴は望 」 く 制 f 化ち 卽 ち' 一二 十な 来寶絮 巧努 に 」 SS 寶巧 sss ない ホ 

は、 如何なる 巧が のが 巧 刖巧倘 i 雌 も かがを 巧け ない ことに なつた。 化の む 巧は 化な のかく 巧 W の 巧 わが ホ 分 こ 
がな する にも拘らず、 その 巧 倘んを 避が しないよ がの ホが 巧 做ぶ にがして は、 凹ぶ はお Y 化の ホ がをお 巧す る 化 
ががない との おぶ におく ものである。.. 尊货に めても、 かかる 巧倘 巧の 础巧 について は， 巧 做が か义 ぶが 險 W こょ 
つて-惟た 的が 旋 S 途か fT せられつつ あり、 共 J 化を め 5- 巧 蝶 品 制に ょりか 掌な のぶ 給堇 けつつ ある も 
のの が个 救は W 人巧樹 巧で ある 带货を も 巧みなければ ならぬ。 

しかるに これに 义 立ち 一九二 一とが 六 H ! ; 卜 SU のな々 は、 卡人 W 止の 巧倘 ホを 化 川 するな 靴： しぶ A び 巧 ホ-し 裝 

に 封して 卽時 にが •時 閒篇を 費 V • へさ AJ とを 命 iJ た。 S な 令は 襄錢 S S 堯述 かを 掌る もので 
ある。 とい 表は、 现 ホに をつ ては か- f は 一迪 W 十 厳 制 SM が、 約 V は 巧 叢刖 に’，？ をを た 中に ょ 
る 巧が と 柿を々 做 ホに 化ぶ L 、 W て 化が な 巧 倒 化 件の な 巧を がぶ されて 枯り 、化つ M 時に がが 巧航 W と 八 協 化に 
よつ て 餘あ巧 脚 斤の 解厢 につを 化が なモ 巧を 講ずる ことを がぶ されて たるん ら である 。 j 迎叫个 ホ W 加を 化 巧に 
して わぶ のか 倒が いはれ る やうに むれば' がけ ii 巧 俩救种 ホ 巧は 前-北が 化に よってが ルされ、 化の おお 说 じは 巧 
防の 巧が 時 お 十 巧 一! パト かにで ■*? i ： 卜時妙 おにが 孚 る巧缺 ち 福は； ならた/、 なる。」 ん し、 む 
に 化 ザが 化が しい 時には、 祂 じは 巧 巧に 關 する 協 M 巧め 乂 はが 做站训 によらないで W 前の がけ 叫 巧 的に か 贈ず る 


が 一一な 巧 働け 策 


^ たおみ； 


K91 


rwjfrr. し r-nriKd 


f=_ _ _ii 


ター 部 ♦:巧 鬻濟 s 巧が _ 一 .ち 
巧が の 义拂を ホを ち 巧 お视 巧に がけ 錢 S 至を 抑の ぶ拂を ほしを いけには、 トー 述の 愛" よな 附 かは 
をな、 巧ても が' の 巧训に 想： W する 巧が 袖 ハ 中々 を 义桃ム ことを が おし 一」 むろ 

4、 巡け 巧 倒の 生 巧 化 

W ヶ ，ヴ 立に よる をら ゆる W 化な 腿。 S 巧 策 S が：：： S . 業は' 覆 s なには 難 的な 巧 勢を も 利 川 せん 
とする こ、 とが か てられて むる。 そして S .— は姜、 5 毛が トニ パト 叫 f -;：: 廚 狀に擊 る！： ヶ がか 

巧-巧 姑み ( A ミコ ー n§g zu 「 Du をを hr ミ W ，les Vi 马 j 己； 泛 pla ミ iiber I を 巳 ミ nk 弓 gen in der Au を Jn 巧 des Wan を r - 
1 吉ま und ぎ dthi 暑 ews 星」 に现 はれて ゐろ化 s なによ つてい 巧の 鑑 化は 化 榮為 ws ホ w を 谷. ド 
がさた 化つ 重で にぶされ た 費は、 巧倘著 業に よつ 一」 资 さを ミが 望 さた。 A いで 一九 一二、 
I 巧 二十 九 H にん S かは繁 されて、；；；： 闲 など S 如きげ 栽な 職 巧に 從 ホして ド： るぶ にして、 籍卜； 乂よ蜡 
で S 山で、 よ。 が 利な 錢に冀 し 皆 巧に がし S 器バを S - J 皆 ことと なつち 邮して化 ハ兹主 
迹闷 f : 巧 ホを" する 巧 Q 化 所が 巧 巧 驚が ぶを； バム 2 であるが、 化の なをは 一 おの 礁撰 、そ S 巧、 が 
ホの 魄ぶ巧 刺の 仍侦 、本人の か爵 がが 的 化 化が お f れ るので あろ . 

一九 一一 一六が パ 至で がの 巡 M 腳巧麗 ！ これには’ 拠、 ホ、 な 料 お 巡 M 恥夕さ 益の 向 お ハ 巡 M 版 巧の |二 
巧が ある 一 S 度 よれげ、 S 磬は貧 ミく' 一手ぶ 人で を 4' がバ襄 をを んると 一 =ん ど.；： 化ん に 
がすろ しかもが S のがぶ に譯 会いぶ 巧を 加な すれば、 於牧 はがに 笑す る。 ぶ も 近が にポ りけ なの* 
& の おお をら 巡 填 基は J しふ じ 一を 二. パが には 約 I 裕 てに 警 なんつ たと い W ム。 したみ ならず 


】 九 一一; 古冲 十ニ バ十リ の 「巡 间巧葦 巧ぶ がに 蝴 する 化が Gesetz ミ 巧 r die Besteuerung des \V 旨を r ミ wcrh 追」 によ 
つて 一 w これら 化た 巧は、 巧に w ヶが计 "がへ^ 说 幻に 向 ふで あらぅ と 巧が され p むる。 

1 = 己 ミ C; こ = ミを 写 - 二 5 yr ご ~ ご，， ミ i§ ここ ' 已 I* 『巧 e も rve こ n Ger ミ any * こ ミ erlional I ら r ミ 『巧 ミ 矿 ^ 


3 Institut つに 『で ミ jun ご ミで rschu 另 W ミ henlsricht, 巧 一》 一す N 5: 交. 


fT -で chc, a. a. 〇; 
が ザ， rankiu ュ er-V 已 k> 
^ F'co ミ n】i ソ ご Dec- ; 
•む wloohe- »• a. 〇., 

。 I で che, ? IU 〇., 
8 ご ocho- a. 产 〇., 
S' I でろ he, a. ? p, 
が W 己 weiler, op. ci 
n <o ご ミを r, op. ci 
だ Hoche •ド a. o., 
^ H ミを n. ド o.、 
H Hoche, ド a. o; 
巧】 ヴろ he、 a. a. p, 
が lI<K'h で a. »• o., 
じ H ご che, p a. p, 
が I ご* che, a. a. p, 
2 H ミ he, a. a. O., 
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ミ ft 
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5^ In 己 itule を 『巧 onjunlctur で rschun で <ie ユ eljahreshef 夕 I ジ ごご 一再 淀、 S. い 51. 

リ 】ustitutn を ！ ■ Konjun ご ミで rschun で W ミ henl 巧 richt, 一一ち . 、 Mr. 7. 

す它 hi 二 e を I- Ko コ jun ご urfo ミ hen で Ha 云 ahreshe ご，】 - • こ 8 Heft ご S • 一 }. 

ぶ lloche 、 a. a. 〇 -- I すク 2 二 , S • わ ミ . 

別 Hodie, a • 。〇 Ileft 2 二、 S. 

巧 < ごご wdler, op. ci ごで . 驾 4. 

が < こご weiler • ごで CF, P. 5 ご 6’ 

で りが W がが？ t 的究# W •巧 邀が濟 W ヶ年 計が、 がノ ニ、 一ニ ニ— 一二 叫な。 

が vollweiler 、 こて ci ごで 廷 7* 

W Hoche- a. a- 〇 ., Heft に夕 S. - 一を ’ 

W Hoch 夕 a- a. 〇 ., Heft W 夕 S. た 9 f. 

別 ち odi ク a.a. P, lie で だ， S. 54 1. 

T ミ titet fu ， で 一 njun ご urforschun で Jg. ご、 2r. 1 だ 一 。 • 

む Iloche, a. a. P, 1 すご - 2 ひ， S •お 一 • 

HI <ollweiler, 〇 で ci ご 3 】. をる 
近 lloche, a. ? 〇 ; Heft • 贷， S. *2 な 2. 
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望靑 農業 政策 


ホ ーが な 策と アウ タルキ— 


ナチ ス のな 業 化 巧は S つのが み じょつ て 小 VK されて ゐ る。 卽 ち、 ー ドィツのを 巧 かび 原が の お ホん おからの 挪 
ぶ (ァ 々タルキ 丄 、じが 全な 搜 パの 创 色 姐 - i - をな ホ构仍 みの 巧必 、が これで ホる。 そして これらの がは 
ナ ホ ス の 】 が的な化3^:巧から捕き出されたもの でぁると云はれてた る。 

たづ 巧 一の アウ タルキ— いがぶ について みやう。 化 八の ナ乎ス によって アウ タルキ ー か 如何に 视 なされて たる 
かを 一臘 胤み なければ なら 2。 よかれあしかれ アウ タルキ— は ナすス に 化って； つのが； ぶに なつて むる じ もりら 
ホ、 化の 化 川 巧に よつ て 化 八な 化 八な ホは から 中し も 一を I て， Q ない ものの やうで ある。 脚 如し 的な アウ タル キス 


.たる フリー ド じよれば' 化の'.': あのが 巧には、 ぶを である こと、 他の 制が をで けざる こと、 門-」 滿 が’ 門-しぶ 


ザ n 助、 nj . 权 巧、 巧* S 啤が々 を 一」 ド： り、 たがつ て それは 糾 たが 巧に のみ 脚す る ものではなくて’ 
化が 规に腳 する ものである。 卽 ち’ クや 「門 山の お條 化な 向が はお 服され、 人刚 はがの 限が をな め、.：；： らぶ おに 
のがめ に 牛-巧し’ 化 おし、 化の 中 じ. M 山 ハ W 化を 化 出 さわげなら ない。 乂人 は 大地 じがち、 化 M 旅の 中に、 ぶ 
がの 中に、 がが、 ハ 中-じ、 巧 WS 巾 じ、 はいつ てむ る ことを ぜ础 甘む はなら 3。 かくし てん 川よ 〇 川ん ら ’ 〇 巧 こ 


か n . か おが 促 


si 


i 






巧 二部 + チス巧 巧が WS 巧 《 II: 二ん 
よつて 脚 へられた 闕聯に W られ ばなら わ。 削 辟な 門 山から 构化 へ、 卽 ち. ぶ-」 への 火なる 化 挑に よつて、 円-しに 
がする をく 巧ら しい' より 巧 别な巧 化が 化ず る。 n - しの 拘 おを かるぶ 八み かなに n - E であり， ける。 こ ハ ことは n 
川と ホぶ とので ぶに よつて： X ： はれた フぅ ンスホ かに も 似た 巧くべき 人™々 びけ 代の が ホ でれ 〇、 W がで あ ク ごと 
し- したかつて化によれば、 アウタルキ1はお米の0山じぶにがする^邮から化じたもので、 化川附いけ巧、 巧 
いて 阳 ぶの 獨ぶ をな 化する。 をれ 化に V リ— ドに あつて は、 アウ タルキ！ は 次して 過 嫂 のれが 化 巧では なく 
て’ が义 的な おがの かなの が 快げ を 包 巧す る阳 W のな ぶの な 端 化な 巧讲 であろ。 ゴ ー ゲルト も 亦、 ア 々タルキ ー 
とはが巧れ術のけ巧なが遊ではな<て、 ザろ化化视ジとし’ をれか巧化には蝴ぶのが圳に^一^ぶつて. 阳パのアウ 
タルキ ー への 內部 的が がが 化が な 〇 とする。 かくて それは むみのに もが 巧 的に も^ 外倘ハ おがから なれたぶ 令な 
一闽 としての 獨 ぶたな がする。 

これに w して イム バルトの 解 巧は 似 •めて 巧い， 「たしんに アウ タルキ ー は. 闽 W がが がぶ をに n ぶし' 八が は. 
お W 川 詰 ハ 別 ゆる" パ ー セント じ 獨ぶサ る、 卽 ち. あらゆる 凹際經 巧から もげ 脱して ドり る ことを な啤 する じは々 
ばない。 …… 货巧 トーの 關巧 にがて 他 S ぷ蝴 K とが 怖の な 化が 腳 巧に. •んつ ことなき、 卽 も .： TIJ S がが k どうしても 
か 凹 巧みを 巧む 化が がな く、.；：： 川な 巧みから 檢 W 人を；；；： ム やつた 凹：；；： がが が アウ タル 午 1 とげげ れる ハで あ 


巧のに も ナチ ス じょって M 力せられ てむ るのは、 か r , した、 巧 ホ 阿からの が ホの が 巧からの 讯. •ん、 L .- り^け W 
巧 硬び を W な の 〇 給 n おで ある。 


とこ K て 化々 が 巧 巧を 时 みると そ ゾムバ A 卜 S 化ぶ がけた や r , た 了り 夕ん トー いが： ん ご^ん ほ一 けろ 明.，、 
は 巧ん ど あり 巧な レ。 闽 —化乂 なら 中、. む 化な： 丄で闽 で わ 〇、 地を 巧た でる ドイツ じ 化つ ては むがい ことで 
ある。 では、 ドイツを 把つて ア 々タルキー 化ぶ にか 如す るに お..^ 1:^ たも 八は か。 

-- ム ふまで もな く、 それは 削 巧に W はれた とこ， C の、 化 3^ がが がを きこまれた 門 山 取引 巧 化の 加が であるが. が 
じ それの が W は、 VI が マンの-- ムム やぅに ぷ闽 W が 《の 怖が 一乂 chc 互 ハ おみに も わる パ..：- •，し、 シ ハトハ お倘 
する 如く、 ヴ L ル* イユ狀 M じ WW する 阴盼训 ハ. 中：；； r W お八 や- •，た 純が じが 巧け ホ ハが W じ もよ るで あら 
しんした から、 よりおが な ことは' 説闊 W おがの がが 的侦 内は； 化：'.. が Q 化が おか 巧 «と^ 机 巧して 骗： it に 巧 
け かて 來 たといん ことで あり’ 巧け にあつ ては ドイツい みならず、 他 八 巾が ぷ凹八 か ホ、 したがつ て冲 W なな も 
同じ-で ンポ と； にめ てぶ 揣 して， Q たと とふ ことで ホる。 した かつて 巧 巧の 巧洲 として 起 勺た 1 アウ タルキ ー い 
イー マォ：： ギ ー は W 界が 巧巧愧 のが ホ」 化 も あつた ハで ある。 

ともあれ、 ナ中スはアウタルキ！ 八ががの：卜に如何れる胜莱化碟を追つ たか。 化八：；；のに^^.>^ J 化巧的な V:.G 
はと ふまで もな く、 何よ ゎ も 阴内投 ホ 物の が 巧が 脚で あり、 ホには 倫 人 八 抑 M である。 そ I て刖巧 は； 化；； - W が 
W 降の 「ホ 巧 脚が」 ミ zsrigssch 一ち 呈 となって W はれ、 巧 巧は 「がな 巧 JA びを 或叫ケ が；^ がに よるの 化が 邱 
の ； 郁と して 巧 化されて むる。 とこんで-巧 巧に ついては 刖 巧 じ 於て 述 .へろ ことと し > 化 化では 牛-ホ 脚节 のみに つ 

いて 撰に 觸れ やつ。 輩 磁 ザは 抑述 いや- •，に、 一を 一而 哭をお 啤< もた も 八 でれ るが’ がに 一を 一 .おの 

巧 一 叫ケが 計ぶ は それ S をが の 巧 おを がぶ し、 獨 りを がな 八み でな く' ドイツい 化布關 巧の 巧 内 じの てを いし 


を 一: か C おか 巧 


ゴー ニ 九 


段 原* い 曲砍ホ ち— S , 


巧-; が ++ スが柯 お W 八 巧 お 


ご -! ro 


巧る 邮 り、 作 视が瑞 から^おた の" 山の 巧が が：：： がと され、 した かってな 糾な =5^ な 巧 化けが 化のは の—- 地が 加' 
なぶ 化 巧が 化 化の なち かがぶ された ので わる。 こ 八 ことは 一儿 ir お单 r リハ w ヶがか 巧な 化 だ ゲー リングの 巧 お 
した 次の 如き 搜 ぶが ホ销 がの 中に W 瞭に化 はれて むる。 ' 

ィ ’ 4 ■•地な A ハ强 化、 けに 排化 並な 化の 排水^ 1 化 ハ 助ぶ’ お 催 化の if 巧 
口、 が 巧が 抑 S ぶ 法に ょるげ 地稱现 八が 逝 
ハ、 肥料の 仍條引 •个 

-1 、 鹏料描 お A び 水肥が のがな にかす る！： ぶの W 的 
ホ •视 ホの 价か 引卜： 

へ、：—; 巧 川 おが おのが 化 引卜： 

卜 、蝴 ぶの 巧 W にょる 相が おの 俩化 引： 卜 

f 、 ホ 化の 悄化 A びが 化 ホに 化瑞 のがが がな にかす る 明ぶ の 柿 叫 

リ、 X おが 巧に かする 的ぶ の 中 削が 川な 化 . 

ヌ 、がか かなが 關 のをが 

ル、 な W 化ぶな なにが する 闊 ぶの かかれ 化 

ブ 、巧 力が 約の ための 巧 桃 並に お 化麟 入に がする 闊 ぶの 袖 助 ‘ 

ヮ 、化 巧 調 かにが ナる闊 {太の 補助 


力、 小が が 5 お 物ぶ がに がする 凶ぶ の 帥 助 

ョ 、械构 巧 虫の 化 術に がする 凹ぶ の 袖 助 . 

夕 ，巧 本 化萊构 のが 式に がする 脚ぶ の 補 叫 
レ、 な 楽 化 脚 かがに がする 幽 ぶの 補助 

かぅ した 隙み 八 好 力 か 如何なるぶ おを 巧した か、 をれ のさ おにつ いては 巧に 述ぺ やゥ。 

ご 巧 r ミ！ irth, op., cit. P. 9 1. 

と ザ‘ ミ Una ミ ー巧 rie<L Aluar-kie、 S. を ff. 

J ごで 'ra ミ 巧ち rt, Aiitar ご夕 Inns ご ruck 19 じ 4- s. 9 二 • 

と Werner So ミ ーさユ - I>eut も he， Sozi 己 Um ミ， Ber ご n s^4~ S. 2X7. 

シ】 ゾ ムバ ル トにょわば、 な巧戍びな袭が巧おに閒する帖リ现がの紀人り中こ一〇シをみ化るた：：一^おをば 】 八八二小巧巧の i： 
二 •おみにまで がかす わ ば こ S ことは！ S' 能 どと ぶふ。 (麥 占】 ご a ユ-ご ic Nukunft 直な 巧 よ >itaUs ミミ* S. 44」 

な) 巧 rnst VVagemann , St 3 ご ミ 115 一巧 vthmu こ le 『 Weltwii - tchaft , S . 52. 

づ Ilj ミ niar W 乙 lacht- Grllndv かで n fler I 朱 ctschc『 <f>lkswil •で chaftjslitik. 

X) Kn 己 I を lerer , ご ie ^ut 弓 kisieru 另 こ， づをージコ らミ gein 乙 es Vei-ei ミを 【 SONi 已 IKWlitik た L>l-e - ぶ icn 19 お - S • 一を . 

第二 節な 民の 維持 

ナナスの おが 網が にめ て ドィツ 搜 W が 似 わて ない 化 化に， ぶかれ てむ る ことは 巧述の 如くで ぁるが、 史に それを 
议 あすならば、 グレの 次の 如きな 很 にも 现 はれて むる。 「な wil 埋 こそが 一切の おが 的が 問迎を 巧へ た 血の 巧が 
ター： やな 巧は 巧 号 I ! 一 




ホ ニな ナナスが がが 巧 お I 一-一一; 二 

の 曲- —— それな くして はが 來 W 化闊 ぶの 化な はおへ かられない たる ことを ぶ诚サ ると ころ； 2 W が 凹ぶ のみ 

がた：：^をか巧ナることが化來る」 し、 をして巧が||掛のが化があらゆる化を&ヴが4^化ぶの削化ジと巧へてむる 
ことは 次の なおん ら诚み かられる ので ある。 「てが' に腳 する あらゆる ホ おの W 姐の 削 化は がを をむ ぶで あ な 
おのが がの が 化が あらゆる かを か 巧の 前 化で あプ心 J 

と い ムの は、 ナ ナ ス の化2^^觀にあ つ ては、 ドイツ 闊ぶは-^-地と血とじよ つ てが j された述か巧村怖でわり ' し 
たがつて 小-化に を 巧せ るが をな 度 W こそ ドイツ 阳ぶ 八、 k 化と が 血と を 中るべき 牌 中と しての お 巧と 巧が とが 脚 
へられて ゐる もの だからで ある。 

かぅ して ナチ K を ドに めて、 むがの 靴な ホに 巧 巧の ほに 义く のぶ 策が か てられて おり' 無敕ハ 化み が ヘム おされ 
たので ある。 W ド をれ をな 规 しやぅ。 

一 化染 "む 化の 剑設 

何よ h も、 がを なな W は 巧が 小-化と おび かけられ わ ばなら ホ、 したがつて 搜 W 靴 巧の 化が として、 化づ 一九 一一； 
S 年 十网 H の 「ドイツ 搜 W 巧 化る 宙 ミ ご her 吉 e Neu 查 dun 巧を utudi IJacer ミ UI 呈 によつ て、 「ライヒを 
が k 内に めけるな W お 化れ に投龙 化の が^」 につき ライヒ かを ぶ 化 をれ ふこと をが 化した が、 ホいで M が 九 リニ 
十九 円 「化 巧な 化を ( Reidi を r wlcr お ese 至に よつ て、 な W の'^ から h •地を ザは しめられざる ことと した。 かくて 此 
のか 巧には 一而には ナチ ス 小： 地 化 巧が 荣现 されて たると 巧に、 他が にがて ぶれ お M ホ 巧の が の 欺 ホを W おならし 


わるは のぶ 巧 S 排 巧の：：！ のが か 岡され て w り' おも ナ乎ス のた がに ぶ： s ろ ものの 一つで をる。 この ことは 次 S 扣 
き 本 化が •山 巧に めける が 巧の な义 がに 视 はれて むる。 

「ライヒ 化のは 古き 扣紛巧 巧 怖 化の ド じ、 搜 W を ドイツ 蝴 W の 血の 椒妓 として 柳な せんと かす。 度 ホ 州-はか お 
の 巧 迄 そのな 化と々 利と からが 雄され、 み义に 一門の かが M 巧と して 門 山なる な W の やに 桃が さるべし。」 

化の が 本 化が は ホの 如くで ある。 

「な W たる 能力を がする ものに 歸旭 するな 莱川 地は、 化 八ぶ かが 茲に 化が なる がれを お小邮 とし、 一一; おへ ク 
タ ー ルを" W 大限 として 之を 化巧搜 化と す。 

化が 段 化の 所が 巧は 之を な W と稱 す。 農 W た 〇 がる 巧は ドイツ 闽 W にして ドイツ 巧が' 乂は M 1 巧が' に 也 L 化つ 
人が ある# に 腿る。 化が な 化は 不 分が をけ’ て かが 人に がみせ しむ。 

他 の 錠穀人 遠利は贿餘 の指€ 卜： た を字 。 化酱深 穀人 S ザ璧雞 い 霄 に 版じ て 喊 

ずがな を 巧 けられ 孔獨 でかを 枯 \ へらる。 が 八-いに ¢5 すべ 力らざる お 川に より W がに 化る ときは W 鄕ハ械 がを W 
へらる。 

化 g む 化の かが 械 はぶ'.'- ぃ處 々によつて 於 ル 乂は制 腿を を < る ことなし。 

化が な 化は が训 としてぶ 渡け なく 乂扔化 能力な し。 

おの 邵山 苗から 本 化 ハが 本 化 巧が 次の S 點 にが 約 さかる ことは 叫ら かで あるが 

イ じ樂 化とは 一人の 所む する W か 山林 S . 向 化が' 巧 かによ つて 一ぶ を 巧 ぶし るが 化 八 もい をけ 叫 小と L ' パ 
S な 反 巧 巧 巧 号 ~;占 

がた UMK 壬 L 私. 訂が V 二-お. 一け 巧'..!} isms け 爵， I fc&fcp..i(bupr- - 


巧 一一が ナ 乎 K が 制が 濟 の 巧 お 一ご一•^ 

二十 おへ クタ） ル W : 卜の ものである (を療 A を 二 化)。 

日、 化 製な 化は 不分 刺の 化かが されれば ならぬ (巧 十义 化)。 

ハ、 化が S はが 训 として 質が をが されず、 おがに 精す る ことを 磬 いを ニー 十と 條)。 

ホづ がが 度 化の おを について みるに、 なが n さよつ てが 川せられ る h •化は おぶ 化と して、 みく よも 化 
おわの 細が をぶ おして ホ お A び I 脂 お 巧 化が からして 獨 ぶに j ぶ 巧を ぶ ひ、 お 巧の が 巧を はしの るが 如き 拉巧 
町 化 —— 18 八莫〇 モル ご —— であろ なな 腹は 削 記の やぅに パ！； 十记へ クタ— ルで ホり、 しを つ え 
なるおん 地は が S 々がに よつ て も 削 S 棒に な 巧し、 且つ 所 か ホの 援か器 仍侦の ニー 0 パ 1 七ント をな ぇ ざ 
る 時には 救 個の リ巧班 地と する ことが W 來 る。 化が 搜 化は 乂 、化 おな W お 海 巧々 び ランドな W ち 9 巧に 巧！！ し 

た巧に そしてこれらの化左は湘巧、 が夕 化巧 
准の 联巧 化に も 適 川され る ことにな つてむ る。 

巧た つ t 了は ホの なをが へた 了む ろ卽 ち、 な if たる も S は ドィッ 聞 おる こ 4 J がおか 的 化 化で あつ 
て、 化 SS 所 か 巧 S みに 腿ら れ 、现 なにが 器 か Q 努 をた、 累 霎は寶 なる 寡を 附 巧され をい 

(巧 十一 化 巧 十二 化 巧 十！ 一一 化、。 

化が 器の 穀は 化. じに よつ て S れ るので あるが、 S 晌 化は ホの 夕で あるを！ 下を。 

ィ 、巧 か 巧 人の^ 设 びな 
0、 巧 かが 人の 父 


ハ、 が w が 人の 乂ホ 
一-、 巧 W が 人の 女 W 
ホ、 被 相が 人の 帥 化 
へ、 被が お 人の 女系 丫孫 

巧し 二つ のかが 搜 地を Ml W がんに 卽始サ しめては ならぬ。 がして 巧 相が 人は がの 巧训 A び 利 W を ば 、 W 
がんか 二 小 比な に连ナ るを、 が バ乂义 は 巧に を 化する ことが 出來 る。 

化が な 化 化で" 叫 もぶ がな 點 は. 削述 C やぅに 化が 數化 はが 训 として 钓 がし、 乂 はが 化の：；； の构 たらしめ ては な 
らな いこと である。 しかしな からかが 我 判 所は お乂な ザ 川の ある 巧は、 巧 却 义は巧 化と する ことを が W する。 乂 
をが 化 補に 關 して 化媒搜 化に ついて 强制 執け を；；；； ム ことは 出來な いが、 邮巧雜 地の 化愧 たるな ホ 物に ついては、 
それが な W にかつて 化の ぶ 巧の ホ 期 化 巧 をの 化な 郎巧 にかが でない 邮 り、 が训巧 いが ホされ る。 乂地帖 傑 W 巧み 
巧の 干 化と クィ ヒを 妈阳 做に ょる 化 巧 引な もがが される ことにな つてむ る。 

本 化の：：： の泌 巧の ほに、 次の 如きみ 巧 拱 判 所 A び搜 W 的 おれ か 式 けられた (が 叫 h 1 化— 巧叫卜 式が)。 

ィ 、掛 がな 剌所 はお 化 剌所內 に 式 けられ、 一ぶ の 化 判 だと V おの 搜 W と 加ら 巧る。 

。、 W がな 化 親 判 所 はみ ランド い けに ランド 叫な 巧の 化 屯に 化き、 巧が 院に 所-也せ し わられ、 S 巧の 化 训 だ A 
び： ぶの な W にょつて «峨 される。 

かが 藉判所 S 投 W 陪お 化は ランド 巧が ホ 巧 巧 ハ 化ぶ に 化いて 化か 3 れ • 您地化 判 所の 皮 W 阶ホ だは ラィヒ 
夕 I : 巧 C 巧 《巧 I 二； 



#二 が ナナスが 财が 巧が 一 こ 一; 六 
な W 巧 海 ホの か-おに 化いて 巧 かされる。 

ハ、 ライヒが がな かな 啊所 は ライヒな おむ ぶ 巧に 所姐廿 しんら わ' 巧 お' 二ぶ の 热啊が 巧 能^ ある K お々 び 
二ぶ の ラ f ヒ化 がな 加' 洩判 だとから 巧り、 が おは ライヒを 料 搜ぷ乂 にが 破挪 ずる ことにな つてむ る。 

和が 巧 判 所 ss にがして は卽時 S をぶ てること：^ 追、： 3 S 化には 化 冀地紘 判 所 か 巧り、 化 
に 化が 搜地热 判 所 S 利 化に がして 典 蘇の 中ぶ ある 時は、 ライヒ 化が む 峭化判 所が 判 化を. > すので ある。 

uks 如く 化 興 把 地 化は 化 於 Q 扣が W ホと して 永义に 〇 山な 拽 W 八 平に 巧 さしむ る ことを W て 巾が な：：： のとす 
る ものであるが、 化の 脚 化に めて、 巧が’ 二つの な 細 トー 八が ぶが 牛ず る。 卽 ち、 ぶ一に 化が 班 化 のれ 掠と なれる 
が 法 上の 化 巧は がが の 化が ある こと、 & び お 二に むぶ が 巧 h かがな かかは’ 新ら たに 過 ホー のれ 巧と なる 化 除な し 
に 姑 化され わげ ならぬ。 

かくて 拙 一」 グり魄 搜地ピ W がは 化が の 巧 か巧關 たるむ 龙化 ぶがい 二、 ilwi ュ schafiliclie と >1 を un の 色さ る にが 
をる ことにな つち： 而 して 化 S がい S かとして •班 だ對 して 詰れ 梦 巧に 管て 望を る 化 代が？ 
られる ことにな つた。 乂も 化の 地が はが 水 S 化 術 巧に がする 利 桃が 乂 は； 儿 本の 邱 なをな ぇて はれらない。 がに 化 
が掛 化は がな かおを W る ほに、 巧 巧 su の 物たら しむる をのない が 化と して' ライヒな 糾 W 脚 A び 化い 巧 細に か 
し： 化の 巧の 監 がの 巧 巧が 課せられる におつた。 

化の 化 巧を 支 拂ひ糾 ざる 化视聲 化の 巧狎 -A び 利 川 術は ランドむ K 相鸿 ホの かぶに 化いて が はれ、 かが 人な き 化 
がむ 地の 所が 侦も ホ、 ライヒ 找 W 巧み 巧の 化 策に 化き、 適 巧な 巧に ぶ 化される。 んく八 如く 化が 搜化化 こ あつて 


は、 な w を ば 一般な 細 ホ おから 離帖 する ほの ぶ 化が ft ぜら れて& るので ある。 

二搜 業を 化 整 巧 

一方に めて 前述の やぅに 化が な 化の 化 雄 か； パ はれる と 巧に、 他ぶ では 小が 人が 雄の 口のを W て、 一九 年 W 
巧 二十 二り の 「小かん 化 雄な { Gesetz ミ 式 『月 ich ミ sdiu る」 が ヘム かされ、 巧に 六 巧 二十 S り义 び+な 一十たり の贿 
巧の 化 巧に よつて 小 かが-が 加 へられた。 化の が 巧は 械巧 おな の 併の W 上に 出ない ものでは あるが、 W て ナチ スの 
小 化 人 化 雄の 化ぶ を 巧 化する ことが 化 米 やぅ。 

これに よれば' 後 化の 强制 執む 化 雄な によるが をの 汹 川は 小 か 人に も摊张 され、 小か腳 巧の が 除に ツ いて 地 だ 
の吿 知を がする ものと した。 邮 して 化 ド： からが なの あつた おな には、 小 か 人は 小が 淵 巧 所に 中诚 して 小か础 巧の 
雑が を 化ぶ せしめる ことか 出 ホる。 化し 調が 所は 巧ぶ 小 か 人に ぶ 常な が 巧の 化な なし とがめた おな の 化は 巧知を 
無 效と巧 巧し、 化の な吿の あつた 巧には、 化 ド-は 一九 一一; 叫 ザ 六月 一一 一十；：： までは、 なか 巧に 生じた 小 かけの. 个拂化 
の 化の 巧 川な くして はか 知す る ことが W 來 ない。 

巧 時に 小 化 人の 化 雄は， 円。 の卜 •化を n らお 巧 せんとが ずる 化 ド-にがしても 備 おされた。 がに 小 か 人は 小 か 巧 
めの 延期に よつてが のぶ W の^が される ことを 巧れ る ことにな つた。 

ナチ ス のが 牌と 巧に ながに ラィヒを 说 路ぶ大 にに 巧 化した フ ー ゲン •ヘルクは、 巧 巧の ながの お 迫を ばな 巧 物の 
格の おな と 負 化の ぶ！^ にあ U として、 巧々 それらの 諸が がの 除去に お八した。 そして その 一部は 化の 巧 沿 巧 ダレ 
巧 3 反を か 巧 5 ホ 


ir 


巧', な 十 チ K が 制 お rts 巧 w 


一一 :-一: 八 


によつて がいされ だので ある。 む ホ 物的 おが 制 八 川 迎は刖 W にな りれ 化が 狎 .に 勺いて みれば、 ^1,1 づ 一九二 一；；. が一 一 
バ十 W リの 「む ぉ强制 執い 化 雄々 一 V 一吉— cicut 皂 sdlutzvercnhlu 宣 A びを こ’ 咐带サ る ； j V の' 由 . f なか. たかさ L 
ち これによ つてな 化な 化 S 雙： にあ 三」 は 化 械か卓 の ほに む 化さむ A につき 化い ミ ぶんる 例外を 化 ミ 
i 九；！ 一ー ニ； 革 一 互 二十 一这」 强制 執い ち 没 おした。 化しを は. 儿萬哭 お 權を刖 にして 暖 のに！^ ミを 

成 するとい ム敝 なのが 巧た るな 発を んナ るに ル まつた 八で、 巧に グレに よつ て M / 小卡ニ パこ卜 LU 八ぶ 二 A 化 C 
よつて 軌 限が 延 おさせられた。 

しかしな から、 も €强 制 神む S 化选ジ によつ ては S れ 化い S を资を かを のは 至々 に」 かがせら 
れな いので、 化 おに 公 かされた 八が.】 九 sir 一が 六 H i りの なでれ 化關 巧が 邵-化 W る 注 tN ~ ミス タ查 己ち 乙 er 1 岂 乙- 
を ミ Cha ぎ che-rsci …乙ミ rh"m-】i を e 一で ある。 化の 化けに みまれ た 化 巧は 必ら ホし も ナチ ス ハが 柏に かんる もいで i 
なく、 が冀裹 的に がて 巧 V」 れ來 つたと ミ 2 欠を ば、 十 ホスが がて てが バ 乎が を赞な らしんる と 化 
に 凹ぶ 十 深 諸を 巧」 を？ ホる か、 赛 ゎめ 獲 おみ. に 等 5 J ハ ぉる しいなれ が糾 かさ L 

る 八で ある。 

本 化は.：： 六 化$ぞ 、な 巧け とお ミ廣 州な； ^い な _ U から 寡つ 一」， Q るが、 恕普 U を；^ ル 十れば 或 . g く でれ 

ろ n 」 QS を rj 王 y 拂ひ S 」 る 巧を れム褒 S 巧》 は 整 篇 にが」 て 6 化 葬 やお 品 始を ぶす 

る ことが H 來る (夕一 化) 扣 のれ 化が 郡 手が にめ て， あらゆる 化排 巧は これに 夕加ナ る ことが 出來 る。 れ 化が 巧； 
手が の 巧り には、 巧 判 所 か ホが なる 巧が を 巧つ てむ るので あるが、 れ化 非が のかぶ、 ぉこた 術 巧、 がな 所^ 夕關 


の 巧ぶ はわ 化 你评な IKitf SI 置の 化 巧に w する。 しか I 化 S わ 化棘狎 . w 八々 巧 おはな 剌所ハ 邸が をな 
けなければ ならない。 向ぶ とすて ぶ、 义び なぶ 八喊萊 化ぶ から’ み 一 おが 陪麻 だとして 巧 かされる。 化 判 所 八 巧 
巧は モ紛 S 搜、 た S 狎 .：5 s 化か' 平が 搜 S 吿知 、警 あるが':^ も ホが なる は她觀 巧す がで あろれ 化 
お 巧 W のな もぶ がなる 巧 巧 はれが 推 巧ぶ のかぶ’ 及び 强制 則が のな なには 别巧ぶ 2 化 巧で ある。 

をけ によれば、 ね 化が 郡 •は ホの W つの ホ 化に よつてむ はれる (巧 义條) 。卽ち 

一、 〇 ピれ化 お 邵 . 

二、 〇 おのれ 化鞭狎 •ホが 

ご 一、 强制 調が による わの お 巧 乎が 
阳 、卜- 化 巧 巧に よるね 化解现 

巧 一はへ ム式モ がに よらざる れ辕现 であつ て、 化 巧 巧が が S 巧に がする わ辕哪 を 化 お _； 一た る おを、 化 ハ 
が ドげ 並に が S 化 巧を ば 化 进化找 におが する ことに 關 して、 化 術 巧との I がが られ ざるが なにが わて、 二け' ド 
の 公ぶ 乎が か 训 おされる ので ホる。 叫の. たぶ 乎が にあつて は、 れ化 将哪川 はが 巧の & 巧が 及び 化 お 化が にした が 
つて 婿 巧ぶ をけ がし、 化か 刚 のぶ W をぶ める。 楷哪 ぶに 於て は 化けのと むる ところに した かつて、 巧な が 却 度 
こん 巧' d ぶ；；：； みに よろ がぶ A もが 沼带 のが 巧 ホ 化、 並に 利ず、； 儿 本のが ートげ がか 化される。 れ 化が 哪 W は 化の 

わ化葬•でがにが^ s を策一李^^一昨には、 s 所お s 鞋をがて、精皆が」了强旣が s 邮を莱 

ろ 化 S 制調孽 が 中に あつて は、 接 巧 はれ 化 梅 卵.： 5 おおを 巧け なければ ならを い。 化の おな にがけ る お 
巧 一一: な历 おか 巧 ご； 

: .一, イ 8 -. 一 - ■こ-’ 章.-'' を yiitfv ,,. , [>■ 1 ? - : 'き ！！！. < iirr 


巧； 一が ナナスが 制 お 巧 W 11-40 
圳 'ぶに ついては 總化術 巧の 過 中 政の M がを 化が とする。 

をが によるね 化 操 Sfs 化乂」 なき 時は、 わ- Ms は 接 巧に 對 してが？ 地が 巧を が 李ろ S れ化豬 の 
招に 的 巧され たぃ-地は、 は 化 钱观 W によつて 引な けられ、 化の.： J 地は 巧 化な がの 巧 叫に よつて 巧 化 化ぶ のり 的 こ 
利 川され る。 

巧 にれ 化楷观 ：；？ はれ-い 稱邱 •ぶ乂 は 强训朋 がぶ の 化 川と 问 巧に、 化 術 巧に がして 巧 巧に 化つ 一- 现か乂 ±A 巧な 
よ；^ みに よつて ム拂ム へきぶ が をれ ひ、 したがつて 化 做 巧 か 化の W がを がぶ する 巧は •れ 化が W .. 川よ がの が C , 
(た贫 ど 2 ならす . y 丰 についても 卽巧 乂は将 選な 竺ケ S のに 义拂 をはて かく 歸 おお拂 をはず 
巧には’ がの 化が は 他の 附隨の 術 利と 巧 にれ-いお 邱 W におる。 

此のれ 化#: 础に めける おが 的 協ん にがして、 れ 化稱现 W は 凹ぶ から 一 化が ハ佈 化を をけ る。 邮 化が はがな ハた 
小に 應 じて ホの 如く 化 左され る <巧 化 十九 化)。 


二ぶ へ クタ— ル W ドの がな 
二 _た A ボぶ〇 へ クタ— ル 
も OA を 1 〇〇 (クター ル 


一へ クター ル にっき、 
ニ ライ ヒス マルク 
ー ブイ ヒス マルク 


ヒス マルク： Cj ちが ライ ヒス マルク 


一 00 《クター ル wr : 0 •ぶ ライ ヒス マルク 

がの 化を 壤 逆は 化が 部に がて、 凶ぶ にかして がの 化临れ おに 關 ずるが がかを 部佈 2 扣分い 刺ん りで 
义 給され る。 がして 化かは がな 及びれ 化が が 化 巧に ょる 义拂 がを なな 一：. に クイ ヒス マルクと 化が つてむ るから* 
このが 增 なの 抑は 二： 中ぶ ライ ヒス マルクで ある。 W 卜： のれが 化 狎 '巧に 化の 化かぶ 拂 かとして’ ラ. „ヒ 、がた 


じは 一づ wo ザ 乃ち 九 巧 乎の， けな か ザ. 化に がて 一啤 フイ ヒス マルクを 計上す るが、^ の M 化は ドイツ ル -たが 
w 信 川が 關 (ご eutsche タミ tenbsk 巧 rclitssta 云の 避. いに 巧る 火が が 詔ぶ にぶめ られ る。 おい 现お 义拂 こよる か、 

れん.. リ よ；；：： みに よる：；：； 巧が 狎 いなに、 が おの ドイツ 地 化 銀； _ バ佔川 巧腳は S 位 ライ ヒス マルク のれ 化が 邱化 ぶを 强 
: ；；： し、 をれ を ft の将邱 W に义 かする ことが 出 米る。 

み 部 巧；：^ が刊 ホが に 細して は、 おなか 巧 {〇 も 一二 置 ライヒを U を 於 止し’ 化の 滞贴は クイ ヒな 钻搜 化た ハぞ 

巧 ドに なをち と M 巧に' お 部 器 S に 巧に 薛 をた 宴、 卽ち 本部 救發巧 W は 一九 一一 一；；. が 十二 当 卜 

1 n 迄に 锭 ルされ る ことにな つた。 而 して 1 K のれ 的お邱 •ホ 化が 本が にが C も 適 川され， したがつ てが の 則け か 

は 巧 判 所に 说 する ことと なつた S である。 

1 二 erlllana 》 eiscl こ で I ぞ its 乙 S > 的 mrpol 芒 k - W . 】》. 

巧 Hi 二 er, a. a. P, S. 8. 

の Hitkria . a. p , s - ゴ！. 

が Hoche 、 a. a. p He ご； 一, s . 寶〇. 

^ 11 窒夕 a. n. p ， Heft 4- S. 。泛 - 

の ご ミ 望 iwarz u. 巧 irwin N< さ ck. Die を も ご gehung ties tlriUen seiches, 口 erlin 19 お - S. ； ■ 三 . 

。 I ヴ ち he, a. a. O., 11皂 が s . 运 6. 

が 1 1 ミ he, a. a. O., lief 二 , s. 276. 

H こ ch ク a . a. II 巳 t 3, s . 5: ご ff . 


夕 r 巧— 历巧 がぶ 


が 二が ナナスが 制 お WS 巧 お ご； 阿 二 

巧： 一一 節度 産物 偵が の 統制 

! 般 的な がが が 制に ついては 刖 .巧に かて 述べる であらぅ。 それ 化に 化 旭では 巧 ホ 物に ついて、 衍 化の^ ごな 
く、 生ぶ’ 如 ：丄、 W 給までを も 含む 一切の 統制に ついて お觀 しやぅ。 

化を では 二； つの ig 削が なんれ てむ る。 卽ち •統制 巧祕 にがけ る 巧 化が 刖 ( vertik とち . i ミちと 統制が 能に 側す る 
おみ お刖舌 二 irun ちち in 苦} 义び n 治が 刖を hstverwalt 弓ち 言 真心と であん。 たづ 化 城に ついて みる こ ムム まで も 
なく、 ラィヒを 約闽 做は ボお ホに 衔稱 のが 制を；； J て K たる 化 巧と して ホれ たもので あ 〇、 したがつ て ナチ ス のな 
ホ灼が 制は を扮聞 怖を 中.； 一として 展 叫され る ものである。 しかしながら それの が 制は を闊 のな もので あり、 化つ 
巧ぶ 關 巧のを なけに がり、 L たがつて 倘 々の ホ ホ、 加： 丄 、化 引 A びが 給に ついては 別俩 のが 統 がなければ なら 
知 を こてみ 巧の 同义 ぉな や本來 のが か巧關 たる 記 ゆる 市 おが か (2 ちご ミ rhuul } か 化の 化 巧を かつこと になつ 
わの て ある。 が おの 巧 肚肋刖 は 化の ホ 巧 組な の化絳 にがて に现 はれて むる。 これら ば 巧 述の如 < みなの ホが 
な W なにつ いてが 拼 されて， Q ろので あるか、 化 店では 個々 の粹 巧は 階は 水がめに それにな がした 化な におた され 
てむ るので はなく、 ホむ に ホ ホ 牌が に應 じて 化ぶ 的な がな かお 巧され、 次いで がつかの 地方の な ホむ がな たるが 
巧が なかみを 巧 お 部門 別に々 れ たが 巧 化な { Wi ミ chaftserban - ごとな 〇 •これが々 蝴 のにが かされて 中 か、# (I ご U で- 
ミを nigun 狂と なる。 かくして ホむ が刖は 巧に ながの が阐 をな えた あらゆるを 巧 お 巧を お 巧 せる おため^な 巧 


闲 做への おな となつて 巧 现 される ので ある。 

この ことに お 來扁が 谢板矣 つちなる 違が あろ 卽 ち、 化 水の がな 乂は装 煤は 问 ぶかな t ルテル 

グ 々く Lirr 巧の おな に J まつて たたので あるか、 ナ中ス 八 ホ おがな 巧 桃に あつては、 一つのを が紹 がに 腳ナる 腿 

ゎ’ を S 牛： ホ、 加 H 、 贴祭イ S ホら S な 1： かがて 同 一 S 内 じ おなが； せられ •巧 料 接を 晩み かせつ 
つ 蝴 八に ホす るを 巧 US ハ 化 給と いふ々 做の な k おからが お及びが 化の 抗 M か W はれる ので ある。 これを；； 怖の 
に f 裴 的な 叙 物ぶ S " じ寫 をつ てみ や- •，。ドイッ 巧 物ぶ のがた け 一九 一ー ー叫 がち 卜 門の 「巧 物 化 巧げ 
ぶ vel.— ミミ zur Oninu ミを r を ミ idewi さ 〔一己 客に よつ て 化の 化が をが へられた 。 M み 巧 一 ぁこよ 1 ば、 「巧 
抑 ぉが じを を 給 ホに 巧 物 (ライち 小夕乂 ホ、 恥 姿)、 巧 物 化 ホ 物： ハン、 父 化の パンが 、 A おがい 贴巧 
'々加 H 並に 仍璧价 翁 引 刹が ぶ 統制 SC さ 巧げ た S は 么を鬻 裝が を 加人サ t む」 と 送して 覆い 

り W 巧ぶ が おを せられて むる。 

イ 、蝴巧 巧 的を 牛 •ホす るが 巧 

«、 巧构を 加：—: し乂 は熟构 牛： ホ 物を 牛： 皆す る お 巧 

ハ、 パン 父は 他の パンが を ホ ホす る經巧 

こ、 おがを 牛： ホす るが 巧 . 

ホ、 巧 物、 巧 的 藻 物： ハン、 化の 他の パンが 乂は麵 がを が 擎るお 巧 
巧 じ 问令巧 1 - 化は 「斜 的で 排な W なに ドイッ 窝ぶ 4、 おを W 巧す」 る ことを と t . つ 巧 叫 化に よ？- 知 
を：： 存 C おか 巧 


巧 一一 徘 ナナスが 脚お濟 の 强阳 --NH 

な あび 中 化かは 法人 權を即 へられて むる。 

巧に 现か までにん と W 化た 組 級は ドィツの おがな な捣お 部門に ついて を 破が 化された ので あるが、 巧て これら 

はか 的が 礎を 扣ナ る。 个 これらを 列 おすれば ホの 如くで ある。 

ミルク 巧 かな (巧 WS な) —— ドィツ •ミルク 化た を， 一九 >1: 六が 叫 リ卡击 り 
ィ 、 i ル クを化 ホす る (た ホ ホ 聞が) 

口、 ミルクに 加工し 乂は ミルク 化 ホ 构を化 ホし 巧し < は 加 ：丄 する お 斤 (化エ ホ 尚が】 

ハ、 ミルクち ホ灼 をが むする がな (化 - H ホ がが】 

が &お裳 かた (が濟 化た} —— お货 おおかたな 、一九 -r 九 中 八リト Ah 
ィ 、扣 なみ 中： ホ ホ (化 ホ阳 巧】 

口、 あ-レみ る 神が 5 化 鈴辑加 H お (加：—: 脚が) 

ハ、 彼 扮戍披 巧 化工 お ホ 的を 化 ホす る お 巧が ホを 加て する がな (がか がが】 

ユ 、化 巧 川 ホを がき 前 お セホ构 をが 引す る おな 
巧巧戍 がが 加工 ぶかた (が W かた) —— 化は 攻 お 加 H お S なな、 一九-一： T 中 トーり 比 U 
ビ—ル 前を 巧 かた (が W かな} —— ドィツ •ビ— ル がをお かた々、 一九 T . 九， 非 一:リ ぃ A U 
ィ 、ビ I ん が 泣を U のとして がか さむる 火 ホ 戊 小 ホた ホ ホ 
り、 ホ- •フホ ホ ホ 
ハ、 ホが がを 巧 ホ 
- I 、 ビ—ル がをお ホ 
ホ、 ホ^ グ戍ホががかおホ 
へ、 ピ—ル 抑 « お ホ 

マル ゲリン 及 人な バタ I 巧な おお W かた —— マル ガリン々 んをバ ダ— がな あかた々 、一九 一 rw が 古り-一ぃ su 
マル ゲリン、 人を バ ダ—、 化け ブ - - 卜、 « 阿な 巧 袖 Aw 巧 均’ 抽 S も ホ々 化《お弁 


がな か濟 w が I — ドイツ かなで S なな、； 化 3： がぃ ーリト U 
が ホ 巧れ ホ、 か 化工な、 か 巧 和 給 お ホ 
ドイツ 巧裝 かた 中 かを：— .ドイツ 放 巧 かなな 、 j 也 ご；. 如が 川 リー U 

イ 、ぶ 化 あお 

口、 かお あお 

"、内 お谢裝 < 巧 漁で をた む】 

こ 、* r 卜か絮 

ホ、 かが 加 X 裝 

へ、 デン グ がを 戊が « お 

卜 、みが 度め 巧 化 ホ构化 巧を 
がが：—: 巧！— が 松 おかた 化、 一九 一一 : ir が 化り 卜 札；；： 

W 南 加 H が お かな —— W ポ化 引が 制を、 一九 S 叫が 六り 九 = 

を稱經 巧の 巧瑞が 制は 巧に 巧 巧が 刖 によつて 巧な かけられ るので ある。 ライヒな 糾^に によろ 闊乂の 巧 冷は 一 
おには、. ライヒな が 聞 做が 脚ぶ の 猫が ド じぶつと いふ 献に视 はれて W る。 卽 ち、 クイ ヒな 糾乂 .i はわが 八 U の々 
びが のな 施の 期 版を 化 左す るか、 现巧 のが 制の 巧い は、 阳 ぶ梢關 たる ライヒな が悄肪 にを 化され、 した かつてな 
が乂 にはな 份閒悦 のむ ふと こんが、 W お 机た の：：： 的に 一を ナ るん 巧 かを 粧 がする ので ホる。 だか、 阳 ぶの 指 巧は 
かの 如く ライヒを が闽做 S 監が のみでは なく 化 おにが おがた のが 制 巧 勤の 卜： にも％ ぶので わる。 した かつて ライ 
ヒな 糾乂 -i の 命々 によつ てホ瑞 がな を 巧 化したり、 化 八 巧 邮を制 化する ことか 可能で ある。 乂 ライヒな 糾乂 は 
巧构が 巧の 範 阿内に がて、 生 ホ 巧に よつて 引 化さるべき 巧わ敕 がを が々 剧巧 てた 〇 、 化が 巧の 化 巧 們化个 W がぶ 
巧の 職 入の 格を； 化々 化を する 術 W を かする。 

巧 ！|お C 巧な 巧 II: 置 


が 一奇 ♦ナスが 制 舅 sag ミリ； 

しかしな かな 卜 - SS 箭はそ ft 绽な も？ はなく 了、 他 さ S が 刖か贿 妾れ 了む る。 卽 ち、 追 
S は ライヒ 襄麗 2 裝 Isii 所 堂- 3 めた 了 f 中 器— か 及ぶ こと 葛 曾 おる が、 をは 飽 
まで も.：： 宿 股た をな をを ない。 例へ 策に 一例を 举 げた 巧构器 なにつ いてみ ろ 巧 物ぶ かな さ 中み み 

はぶ 化な 市讀舞 渡を が' へられ 50 、例へ 篇袭磬 は 謗 S おけ 焉 を 蓋」、 引 獲け をぶ 
め、 器 案 引們蔓 をるぷの 他 做を がする (ぶ、 みの 仍籍制 巧び 一 股の 仍籍制 巧 脚を ライヒの が統川 
の 節に 服； 寺は とふまで もない】。 そ 氏み ではな i 窝ぶな 藻に つい ミト 掌る こ 表 お. 
例へ げ致冀 ホから が 松に おる まで 某霎蔓 監だ、 が秘 おさ パン 寮 ホホ駕 をが 凹， る’ 巧 S 腿を 
むすろ 化し 棄 巧に がする 引 攫が の剧 笛は 中 か、 みの 揉に おし、— 被、 SS 苗 もを ホの 術 限 ごら 

ろ - 
ち 八 追が な SSS をな ほが 製 鈍と してぶ 記の なな 詔 門には ライヒ W f — 豆が わろ； 
ヒ W は. り 馬 おでは なく 5 ぶ S ぶ議 であ 〇、 をれ 3 S は？. 某. S . 扱# •仍 S 抵に髮 をき 

とすく*， 巧ろ を .， 拖 じ々 ふし 力..：！ なから をの じたる 化 巧は 協 人を S の調将 にあつ て、 で 檢人巧 ホに が 

してが 尊 寡 制 鏡と」 了 S 剧を 巧」、 例へ げ挡ボ おにが けを がな (諸 菱貯 巧が の 詔を 毒の 化 

巧を ィ するとり イ け； 伟 f すへ きは 愉人 A びか 引の 獨占術 かが 化されて むる ことで あろ 例 へげ、 巧构巧 巧げ 化 

巧 兄が J 1」 「ラ V t な S 类 は ライヒ 襄褒 た挖 費た る ライヒ； 5 S 。 巧 貨沿蜜 烏を 引し 
巧 •へき ことを が 掌る 潑を 王と し' 父 ミル タ 藻 装 引 蒙 一 化に めて 品 諸い 装 内に め ミホ せら L 


父は 脚 巧 施；；；： 陌巧 ホより お 人せられ たる ミルク ホ •ホ 的は ライヒを 巧搜 巧ん にの ぶ： 5 たる ライヒ w に 化り ぶを 视悅 

施； U 區巧 巧に めて お 引ずる ことを け」 とが 左せ るが かきは これで ある。 

ライヒ： 5 は 巿巧糾 なが . n 治 聞 おであつて、 を 沿 用 巧に 所 旭す るのに がし、 ライヒを 巧乂 にに 化 化する ところの 

法人で ある。 而 して 今日 巧が する ライヒ W はんの 地り である。 

巧 柯及知 巧 ライヒ W (巧 广二 chss ミ ド ミ， ご庄 reule - F ミミ U ミ 1 sf ミー tige l . v / eu 巧 nis も^ 一 化 一一-一一-が お リー V トリ 玉站も ライヒ W 

# 史化 《を se で芭る 『 ilie U 3 wan を ung を， 巧 nichsm 己す を 夏 

ミルクを ホ构 、か、 フよ "ト ライヒ W ( Reicl 尸 S 己 ello を， \ filcllerNeu 巧 3 て se 、 - ご 0 C ミ 1 Fe ご 一九 S ご 一中 一一 I W 二 小一 一一り W 内 

フ よット AM 内 例 巧 化 W 化 逝 令 A 1 九う 一一 年 w リ wu 油 脱がが々 {< ミミ ミ ーー 另苦 巧， を n v'erkehr mi 一へ-一 sund 
す ミ n) 

なか ライヒ w (巧 eiclisstelle さ， 玄 e ユ 一九-一 一一 一一が トニ リニ トり ながが 引 化 二 ie もで 泛ミ を 。 <erkehr 3 it 芒 e ミ) 

默巧戍 巧 巧を ホ 竹 ライヒ 村 ( Reich をを Ic ゴ5 一一呈 こ を も he 巧 r / eu ち use ) —— 一九 当 叫が M •リニ トー ーー U 肤场 A 氏が も ホ 的 
がか 法 《こ esetz ミる， <1 ミ Verk 色-， 3 it .riers 一 弓 1 tierische 。 F ‘ rveuuni : ise ) 

的 お A が 倒 出 ホれ ライヒ w (巧 eich もを ド ミ， CS ミす n ミ 占 Wei コご se ご eu ミ is - se ) 一 凡 ご ー パが 九"- 一ー トり W お A お 向 も ホ 巧 

わ 引 追 ごが 義で iibe 『を 口 <c『keh， 3 ご ニ ミ ten- \Vein ご aueirzeugnis も) 

かかる 諸 巧 脚の 協力に よつてな ぶが 制の 株 能が が おに 獲が される ので あるが， それ か 如何にして 述 川され るか 

について、 一例を 穀物に ついて 眺め やぅ。 

化づ これが ホ 庵に 脚して は、 巧 物を 巧を 過 卿なら しめざる はの 化 惟に がする がな と’ これを がれと する 嫂の ぉ 
ホに かする おかがの が 苗と が貨 いされ てむ る。 削 巧に ついて 准 明 的な 化踐剧 なは ライヒな 巧な ぶ 人に によつ てみ 
化 巧が 巧に ついて 化を される ので あるが (巧 的ぶ 巧げ々 巧 十二 化)、 これに ぷ いてみ ホ ホ A にかす るが 袍刺 巧は、 
夕 I 妾 苗を 政 巧 一一: 内 屯 
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ターが； K が 制 か ホ sw 一一. り、 

巧 物-ぶが なさ 寶 $<!: 中 A な S 李る ところで をる。」 か」 な ミ扣藻 潑 は强辩 ではなく、 之に 
を 加す るか 栗に つ S 了は み 第 交 ssn 山が- 複是 てむ る。 t も 仍籍制 st 」5 川 京つ た 
がに ホして は *: K 了たち S .. 品ぶ 巧を れム 吉ピ 、を K が」 了畫 のがに よろ と 勢を ける 術 利か 
ある。 が」 て S 提剧 巧を 獲なら L める ほに 赞ぷ 巧が 巧せ たろ 化 S 窃 巧は 熬 i たを 某 
巧に がして S をる 夫で ホ？、 義 葉は 利窃符 を 共を ホ 文み をが 松ぉ を たなら ミ 

し 戸 力つて- H , i 此の ゎく ホ ホ ホ 巧に をして 牛； ホぶ の 加 人の . M 川が が 化されて は むても が 巧卜- その 抓 人 か 加入 巧 かに 

は闲 雑で あるから、 A 轉教 -へ 為人は、庭には强辩な苗をる。か巧8ぶ篇は辞川效物と化* 

され、 をの お 化 ひを なける ことにな つて ゐ る。 

巧 构の仍 條につ ，いては ST 瞬 某.— 投 がげ 施されて むろ 掌が' 蓋 品 化は 一空 ニニが 九日て 六り 
の巧构の供ぞ左化 (cesetz £r sicheluts < ler ごこをを口を史一 によつて巧树がが化定の椒恥よをな，.、.，.こザぉさ 1 
た 力 一を 一巧 ザ じ夕叫 口の 巧构ぷ 巧す ホ ミ rinunp zur Or こ lig der Gotre 己 ewirtsch 皇 
ホは ホ； 質 ぉがに 應じ てを t た暖 、み 巧 だ 塞 3 た SKS 了引擎 •へき， 凄が ぷサ たた、 巧 十 

巧 化} この 規 左に 反して、 よゎ 化 般な仍 化で •が だ 契約 かは された 巧には、 朋巧 これを ぶんず、 な阁乂 にに よつ 
てみ 定 された の价じ 化く ちみと 化 做す (巧 二 化) ことにな つたので ある。 

んに 巧げ た 仍が援 じついて は、 學九だ 一十 九り 八與ソ I ( ve -'— i パ f 一宗を 

吉「 Gelrd - 互によ つて 

がが なが 止が をを ち 結 望に よれば ドィッを 凹が そ 品 姐 ぉな に胺 じて 豐さ 小笨 について ホ ♦巧み 


おが { Prei お eb を} が おめ られ 、み仍 化 おが； かにが 化が 化 化され、 例へ ば j 义呈非 の 引 化に ついて いか 


、をめ られた 一巧 


化？ 逆。 

( 巧な り ) 

一 叫 0 ライ ヒス 


巧 ホが 一 « 巧 W 巧 
M 巧 二 M 一 叫 二 M 
M ホ '!: M 一 叫 お：！： 
M 巧 叫 M 一一 ; ホ：！： 
M を 五 M 一 叫 九 M 
M が 六 M 一扎二 M 

M 巧 屯 M 一ち 一一 M 

M が 八 M 一ぉぶ W 
M が 九 M 一ぶ 八 M 


小が が 一が 巧 W 巧 

M を 一 M 

M が S M 
Ms N 
H 巧ぉ M 
M ホ 六 M 
M が 七 H 
M が 八 H 
M 巧 化 M 
M を S M 

M が I 1 M 


古が ラ 
セ 七 
八 〇 

A 二 

年 一 : 

左 

八 六 
八 屯 
<< 

化 0 
化 三： 


ス マルク 


JU 

rr 


のが 隔巧 について 一 
が 一們巧 W 域 (巧 ホ 


例を 取げ ると A の や - T に々 たれて むる。 

一 叫 0 ライ ヒス マルク) 

か •ソロ イ セン 
ポー ゼン H W プロイセン 
が 二 化が. 一巧 (佛 ホ！ w!; ライ ヒス マルク) 

ホ. ソロ イセ ン (が； W 城 W ホ S 化 巧) 

ブランデン ブル ゲ 
ポンメルン (ケス リン) 


ポ I ゼン U 阳 S 


七 


巧 一一 おた 業 かが 


ご’ 叫 九 


• I I • I ， h ■- ' V -1-■■■■ ■ •■- •: I . 


.: .巧 


巧 がけ- b 巧卜 •.巧」 He , 1 ,• s«n : 
^ ..が-* •常ん.':*.. ザ.. 哥 -...巧.，.： ：： •ぶ...' 进 - W 撇 . ：. イ ■ 


J-.3; rrl4..;L 一 . 


《ホ ニ W 巧！ {ホ) 

《シュ ナイ デミ 1. — ル) 
(リ r グ ニ？ ツ) 


が 二部 ナチ K がが お濟 S 巧が 

:卜部 シュレジェン 
k が シュレジェン 

巧 一一： 巧が W が (が ホー 叫 お ヲイ ヒス マん ク) 

ブラン ド ン プル グ 
ポンメルン 

ポ J ゼ ン = 阳 プ ロ イ セ ン 
下部 シュレジェン 
メ クレン ブルダけ シ り r :— け 
メ クレン プル グ U シユ トレリ 叫 
巧 一; 衍が W 城 (が ホ！ 叫 セ ライヒ K マルク) 

ペル リンが 
ブランデン ブル グ 
:卜部 シュレジェン 
ザク ゼン 

シュ レス ウィ" ヒリ ホル シュタイン 
ハン ノヴァ— 

ヘッセン H ナッ ソウ 
ザク ゼン 
チ 1 I リンゲン 

メ クレン ブル グ 》 シ H . ウょー リン (巧 SW 域 W ホ) 
オルデン ブル グ 
ブブ ウン シュ ワイ グ 

アン ハルト 
リュ ペック 

メ クレン ブル グ H シュ トレリけ ツ 《巧 が W か) 

がぶ 債が K 巧 《が ター 2： 九 ブイ ヒス マルク) 


(リ ーグ ニパッ の ！ 部) 


ン (が MW 巧は ホ】 

(が 叫 《巧《 ホ) 

(巧 叫 W 城 W ホ) 

(巧 MW 巧 W ホ) 

《巧 WW 城 W ホ】 

(を！ 一: A ホ ww 域は ホ】 


《？ セン リナ f V ウ 
パ イエん ン 
ヘッセン 

巧 セ W が W 巧 (が 爹一お 一一: ライ ヒス マルク) 

ハン ノヴァ— 《が 一: 戍巧记 W 巧 W ホ) 

ウよ スト ファー レン (ミン 1|\ ン) 

バイエル ン (才— バ—バ イェルン、 ユ— ダ— バイエル ン 、才 —バ— 

オルデン ブル グ 《が 一; W 域 W 外) 

ブラウン シ 1 .ワイ ゲ 
ブ レー メン 

リづペ 

シヤウ ム ブル グリ- ぺ 

が 八 W 巧 おが 

ハン ノヴァー (オスナ プ リック) 

ゥょ スト ファ— レン (を 一; 及 ホ 古 W 巧な ホ) 

へ" センー 十 パ ソウ 《ウイ— スバ— 尸ン) 

巧 ご： や R 巧 巧 巧 


I 韦 nlt ’ r .,. 13 二 Ilf 1 ，• > TP"r | ュ_， 三 1 . Iwlrhlrtll I ‘ ilrl 一 


< が 叫 巧が W が W ホ) 

《 ォ — バ ー 7 ラ ン ケ ン 、 ゥ ン ダ 1 


シュ レズウィッ ヒリホルシ^^ タイ 
ハン ノヴ r I 
ザク ゼン 
ハム ブル グ 
ブヲ ウン シュ ワイ グ 
リュベック 

イク レン プル グ == シユ トレリ パツ 

巧 人 旬が W 巧 《巧 ホ】 お ニ ライヒ K マルク) 
ウース I フグ— レン 


巧 二沛 ナナス 巧が 巧 WS 巧肢 S 五 二 

ラィン 地 か 

ホ I ヘンツ f ルレ ルン 

ハ イェルン (ウン ター フランケン) 

ウユル テンペ ルヒ 
パー デン 
ヘッセン 

才ん デン ブル グ 《が w 及が セ w 巧が か) 

W 上の 生產 巧の 化に ぶいて、 巧に おが 樂 ザの 脈 入が 化が 化 足される。 而 して これが 化を に 巧る ものは、 巧 物ぶ 

化な であるが、 巧が に 中 典 みの 指 巧を 仰がねば ならぬ。 巧し 嫂 松ぶ ぶが 原け U 人を ほす のは、 が 化された 小が か 

引 (巧 二十と 條) の ルは、 商人を 化 雄す る ほに 化 接 生 巧 巧から-む 人れ ては ならない ことにな つて わる。 

ホいで化のおがぶ巧のが巧1::;人帆かをぶ礎として、 パ ン奴巧ぶホの1:^\の化&び版巧の化が化をされ、 .^くし 

て 巧构の 化は がの ホが 巧の 販資仍 化から パン 驶边 ぶの 販巧阴 かに ザる まで 瞬 おれが 制 ドに 泣かれて むる。 

かかる が 化が 制は 巧 物 のみでな く、 牛な、 バタ ー、 巧が、 その他の な 巧构 をが にぶつて 巧；；；： せられ、 しかも 之 

が述 川は 巧述 のみ 巧の 度ぶ 統制 巧 腳を姐 じて 巧 はれて ゐ るので ある。 

V 巧 2nh ご 乙 S 二 S も r, ヴ ie fi さ tsche こ etre 乙 emar ご ordnu 另 こ， VV 巳 twi ユ schaftlich 注户 rchi<c s;lrN 1 送夕 S. ;; お . 

5^ 5 ち he 、 a . a . 〇., Heft 9, S . K 這. 

み ご ocl 夕 p a . O ., Iteft 4, S ■を， ff . 

が I loci 夕 a . a . p , ! ジクタ s . 299 巧 
が I loch ぶ a . a . o .. He で 4、 S . 422136. 


第四萃 原料 铃理 

ドイツは がの 化 乂なボ 张席龙 を 中心とする 带ぶ かぶ： のを 巧には 夕乂 のが 巧を 巧が すべき 必 がに 迫られた。 とこ 
ろで、 ホ巧测 FS とい ム ドイツに が へられた が 本 的 制約の 化に 無制限な 檢 人は ホされ ず、 したがつ て慌入 おが 邱の 
强 け、 代 川な がが n 給への 好 刀、 をして をれ にが ム巧 がの 結 化と しての おけの 不化乂 び ホ 巧 巧な にょるの おい お 
なをが 米し、 しかも 物 償な は ナチ ス巧 かからの りが たる ホ 莱找站 並に が 能を 林跑 の 巧の 支出を 膨恥サ しわ、 ホ 
萊計 おの 叫が なを 巧の 困 雄、 とい ふ才 巧を 生じた。 化 おにめ て か 一ぶ ではが 巧愤 人の 抑制、 义び闊 の 原む が がを 
計る と 巧に、 他方では 們化騰 巧を 梅 力抑贿 する ことが 化が になつた。 かく 糾 ずれば がむ が 圳と衍 化が 训 とは、 ア 
ウ タルキ ー 施を といん 巧 一の 問迎の 二つの がで あるに 過ぎない。 

巧 一節 原料 符理 としての 爲巧 政策 

ドイツの 如く E 細の か 巧を わ擔 し、 しかもて ぶお愉 化で 化 金に ょる 外には ぶ 拂ホ巧 化が のなか 巧され てたない 
闽 にあつて は、 幽み化 ホ 巧を 出が る 限り 化： 卜 し、 W て檢 化 逝を はからね ばなら 2。 邮 して 化 のぶをが ナチ ス 
パ‘ 前、 巧に ブリユ ー ニン グ かがの 下にめ で 採 川され たか 巧で も あつた。 巧 時 「化 哄檢 出」 としてが 雄を ぶつた とこ 
巧 阳巧昭 巧 巧 巧 =1 五一 一一 


巧！！ な 十 チス株 制お濟 S 强肤 气お阳 

- C の 友が 之で あろを のな がな 結 おと.」 て、 一九二 一一が には ドイツの 條 川な 逊辄は 約二薛 C . ライヒ ス マルク 

であつ て、 H 華： 霜 S 一一 妾。 が 借を、 援货ち Q 资お譜 -5 た？ 窒。 」 か ミが ' S 巧 八 ホ 

幽 なぶの 强肢は ドイツに わつ てず 利に なつた。 この ことは とふまで もな く’ み 凹の が 巧 乂に 化く ぷだ 知のに 
で 化に ぷ蝴 S が 語な じよる ドイツ 拘お 3 雌 姐に あつち 愉 川な 過 3 N のが 化せを をな 防 S 人 じと 
拂ム べき 巧が が 55 られ ない。 ぶ拂 ホは たるは 巧が がられない 限り 凹の ホぶ の 韻 ハに 必 がな 原が を W る ことは W 水 
をい。 しわ も蝴 巧が ぶは お 巧せ しめれば ならぬ。 もぅしたず レンマの 卜 •じ- •ん つて ドイツ i ぶ一 こ 巧.； S 文 策を 姐し 
て W らか八 W がが 蝴の途 を 化 EZ さぅ とした 八で ある。 

ドイツの ほが 巧现 はがに 一 化 一二 U 牛と 巧の ドイツみ 細が 巧の 化 巧、 卽 ち、 心 H 小ぶ；： ： 5 巧 一 M はが 巧邱 々じよ 
つて、 姐け 化 雄のは に ドイツに がける はが 拂 下げの お 水を 出 米る だけ 制 腿し、 これを ライ ヒス バンクの 麻 あな 監 
+ -卜 じ お L た が 、 リがき ^^リ十 八 リ の 巧本逃避化ルか び 村 リ の ホ凹化い巧 に がす る ホ粗巧引トーみ i は 、 巧か の 
化 打を 腺 姑し’ ル 幽に巧 川す ことを W 止せん とした。 

咖巧 一九二 一一 卒君 二十：：： をに 次の 如き VV ' 救の ほ 巧が 仰. へ i じが' の妈ソ りじよ つて. な々 は 裳 引に 触す る k 
がか 瞬 束に された。 

终ホ H 附 

なをを 巧を 一皇 一年 八月 一り 
改正な 一九 S 1 年卡 Iw 小 屯り 
が 一 M 化 巧な 一をーーー ; 牛 八を 一り 


第二； 3 化 斤を 
が！ 二 凹 化 巧を 
巧 凹阳化 巧な 
巧 五阳化 斤を 
第六闷 施行を 
が A 帖化 巧を 
が ル 凹 化 行を 
巧 化 M 化 斤を 
が + M 化 巧を 
巧 小 一 M 化 巧を 
第 十二 阳化 巧を 


一九 一一: 一が 八 Hll+U 
一九 ご： 一年 八 H 二十 化 H 
一九 一一! 一が 九リ阳 H 
一九 一二 一が 九 = :ニト 叫り 
一九 II 二が 十月 二り 
一九 =; 】 年 十一月 十り 
一九 一一!】 年 h 1 W 十 屯 H 
一九 II 一 U 牛 十二月 屯り 
一九！ 一： 二 年 二：：； 十八：：： 
一九 一ニ ニが 1:=; 十 叫：：： 
一九 3 二が 五 HI 一十：：： 


がして 装に 一九二 一二 冀巧 二十 I 二 US はが绵 かぶに 同：：： Q 施む をょ つて、 冀 S が定 にが 一か耻 .へら 

れ みの 技術的が お 化が 企てられ たので ある。 これらの 巧が お' じ ょれげ、 ほ 巧 拂ート げは卜 、旅に めて 一の の说 ドと 
個 扔が拂 下と に 分れて むる。 

一版 か 拂ぶ藥 をの 輪な 引を 巧め るぶ 巧に かする もので あつて' 一と S が じり I U 如ら I を ニー 小 六 
巧 一手 =迄の 觀內 にがけ るみ 倫 人 ぉ 巧 S 人 か S 巧 牛 均 補から、 化の 巧 S 人提 、貧 SW をが かして 
一 おの 械辄 をむ つた 細を 惡細 とし、 こを がが として； か H 1 化い 桃 石 か 望され る 2 であろ 
個別 的拂 下は 一般的 拂：卜 SS なき も S 、 义は 一九 1110 年ち 一 U 技 一九 一一 一 蚕 ハ H だを にを る 除 至 
拂絮 城を 一で ラィ 5 I クバ •上に がせざる ぶ、 义 は、 小ぶ、 贺川 ん麥： 茜 ホの 如き、 がの 悔 人ぶ 拂 じか 

が S が 巧が 巧 S ぶ 


が： 一が 十 ナスが 制 お 巧狀 II ; ぶ 六 
して 巧に か 府の巧 物が 哪 所の 巧 础じ 化する 巧 おの 愉 入に 針して ホ： E - される も 八で わる。 

ナ f ス化 がの ドに めても ほ# 巧 邱に關 する 化が はん 脑 にめ てが 换 せられ、 しん も 一せ 她 化される に ゼ つた。 邮 
して ナすス 冶 ド じあ つても ほが が 视脚巧 化が はが々 とがぶ され' 袖 化された が、 ホ おな もい は 一九 一 ご 一一が トニり 
T " /. ^ — グ はがが' 山' ん好 ホ (こ 注。； 芭 S 二ぞ すご 己 Tu ミた ミ 「 Rc ミを をて ミ 『で cv-isc 口す え rts を芭 lui ち 一で ある。 こ 
れ によつて ほけ が邱 - W がが^され、 ほかが If じ 削す る經 《人 .た 八 術 腿が 一が それにが される ことにな つた。 とこ 
- りで) 义 S た 叩.！ パ なれ 巧！；； 化 {二を ctz ミ さ. こ ie Dcvis ,; 己 さ virtsc 一己 fim を A び 一 化 一一 六が-一-;. リ '一り ハ ほ 

V 

巧が 邱な北 化 {こ esetz N ミ Aivlcr 巨ち-一 cs G 史 旨£ ミち r -lie Dev - isentxnvirtscl - aftun とよ’ ぶこを が 0 任 ぉ W をぶ 

乂 巧し、 な-化する ことによつて 现 がに めける ド f ツほ巧 が-卿に 腳 する 化 本のな も 八に なつて むる。 ■ 

ん によれば、 ほ 巧が 训 W はおが 乂 がが 化 打した ほれが 训に關 する 一切い 化 巧と 械狀 とを 即 へられる ことにな つ 
た 一 'M 化 巧 一依-。 化しが おか 引じ腳 ずる 限りの ながが 观 S 巧が は 後述 ハが おが 州-;； 械 做に 所 旭せ し わられ-ぶ 
S 化)、 乂 がな 協 化 S . げ 施は ラィ ヒス バンクの が 抑-ドに 阻 かれる (巧 叫 化-ので ある。 邮 して これらぶ 化错 A び こ 
れ に附带 する 施け々 は 「ほ 巧が ドィツ 經 がから 無統制に 逃避す る ことを 化 ルし' 化つ がかの ほが A び 巧來人 V ：. ず 
べきは がを な M のにが 理」 する ことを 化が とし (举训 ぶ 一を 巧 一 化が 六の)、 化い 化 巧に がふな に、 ほけ が现 川は 
み 化に 化かす る巧础 所 A びが お監视 所に がして ななを & がする ことか 出水る。 

巧が が 神. のが 構は か 本な とな おな との 二部に かれ. 削 &はル 化 儿が拂 '化；；；： 、かが 巧が 化 引、 か 細 マルク おか > 
化險 脚が 化の 化の 站巧化 引を 化 化 ひ’ 巧 巧は なぉ 卜：の 巧が なは が 刖閒化 じホ幽 なおから 牛： ずる 個* のはが W 逆を 


化 化 ふ。 

しかるに 後述す る やぅに ライヒ 經巧 巧が W ヶザ計 おのを；；；： により 卽應 ナベくな 組され たな W として、 ん 
《—リ を 巧の みを 獨 乃した は 巧が 邱 W のが お 下に S くことの 不 化が 誠 わられる に ザり、 1 乂 I 二八 ザ 化り r ■'ゎ . Jki 
によつ て 8 が S 巧は 楚經努 に 2 ミれ ち卽 ち、 餐 巧い 改が によつ 了 おも 舅の が ル 經搞迎 を 取 
披ム ものと してが が 巧 巧 お 巧 かな 化せられた 巧、 その 下には がが 翊 なお 部の 阳圳 調々. 課と 巧 おが 巧 巧 おか 巧 W の 
城 か 別 巧ぶ とを 合が した 巧 お 闽別别 かぶが な 抱せられ、 M 巧に ほ 巧 巧邱 •：！ 巧 お 部の 巧が、 卽ち巧 お 卜-の 化 本のは 

辞埋 調巧矣 本部と がな 璧を了 ほ 箱 S ； ■•ぶと な 4、 ： 史に么 に 巧 經巧祈 機； 5 S 糾サ るぶ か 加 へら 

れて おが 妍 巧の 巧 お W を 桃 化する ことにな つたので ある。 

ともあれ、 もの か 化を 化た け 恥 近を は、 はがが 邱 W の， ドに めて ドイッの 檢 んは嚴 おを が哪 をな けた。 卽 ち、 み檢 
入ぶ 巧は 一九 so ザ お H 1 H 乃 ザ ー九 一二 一が 六 巧 一一; 十：：： をが-準が 巧と して ほ 巧の 削 巧を 巧け 化の 範脚 内に めての 

み檢 入が 雪れ ると S を；^ が 巧" されち .J か ミ S 烈 為は雙 を％ から W 0%、 巧に 二 0% に ドり、 

をには 记 'もまで 引下げられる にがつた。 

おぶ がが 力く 化. ド 甘ざる をのな かつた のみならず、 刺 巧の ホ 化に ついても 机迎が あつた。 とい ム のよ 、例、 ば 
がが なの おな について みれば、 檢川巧 准、： か骗 巧での 何れに のける かじ おる をが 哪 W によつて かぶされ ねばなら 

めので t が、」 か As 塞 S 萎 か ミ 5 了嗦巧 巧 S 怒 築かを 2 をで をろ 卽ち 、ライヒ 

ス インク ffl ては f お— の ハラン ス别 おの 側に 巧 心を 的き、 愉出 巧ぶ のが 巧に 巧す る やぅな が 巧 愉んに ほ がをお 向 
が 叫 巧 巧 巧 巧 巧 ご -i ヒ 


パ 句^ 0 


I 


を 二部 十 ナスが 制特 巧の 巧 K I ご お八 
けんと するとき に、 阿 ヶザ計 巧な W では ボ瓶 ホな の 化 化から 闽 化の 淹 ぶの 化け 檢 入に W 化 的が CS をが ぶす るが 如 
きおな が少 くない。 だか、 はがが 邱 w の 巧 おは 巧お粧 桃の 巧 刺と 巧 巧な 關巧 にあり’ 切 〇 雄して 述べる ことは 曲 
粗なる がかに、 をに 併せて お 明し やう。 

阮 巧が 制 じ 腳ナる ほが 化 巧 はんの ほ 巧が 现 のみでは なく、 化の 二は ほが 淸巧 協ぶ W の 巧 施で ある。 

がな 倫を (ミミ cli 写 sahko 弓 ミ 己は ドイツの 化牠闊 との 一一に 締 おされた もので あつて、 化の 制 巧 八 ドでは 
ドイツの 愉入 巧" i へのよ 拂 はか 外 儉 化 業 巧に がして むん のではなくて、 ライ ヒス バンク 本 巧’ 父は 巧 巧の 拱かに 
は 化の 特 をの ドイツ 銀；；；： の 倫 W 闽中 A 銀け の 特別 期 化に 拂乂」 まれ、 輸 W ぷ巧 はおの 淸巧 似を の 巧な が ある おな に 
のみを の 的の 通 巧で 支拂 をを ける ことが 出 米る。 をれ 化に、 化の 闽 のが 獨條 出が が獨條 入ょりも 夕 いけには， 巧 
倫 川 業# は支拂 ひを 巧け る ことは 出來 ない。 ドイツが 巧 巧のに 化の 巧の 協ぶ を おんだ 四は 一九 |二 记 がぶ にめ ては 
一! 十と ケ 胡の 夕 あにの ぽ つた。 しかも ョ ー ロッ パ巧闊 がな もを 敏を卜 ：； めて ゐ た。 

化の 淸巧 協を の 巧 川は、 ホの やうな 巧 おを けつた。 卽 ち、 ドイツは 必要と する が 巧を ば これら 協を 闽 から 化 給 
せられる と 巧に、 その 巧 巧と して 〇 岡の 完巧 なを 巧 化する ことが 出來 た。 とりわけ 前述の 如く 倫屯蝴 のをく が、 
巧な のな ぶ 諸 凶であつた から、 ドイツは がの がけ びを 巧な を 麟人ナ る 化 〇 に、 ボ需 おが' 化 公 巧 巧ぶ 村れ を怡 W 
する ことが W 來 た。 W 卜 ：と问 巧の りかんら、 水 巧 化 引々 びバー ター化 引、 ア スキ マルクに ょる 化 化、 巧々 もが、 
ドイツに ょつ てがん で 利 川 せらる ところで ある。 だが、 これの 巧 化に ついては 巧に 述ぺ やう。 

り Hi 夕 尸 a . 〇., lleft 夕 S . 5 涅 fr . 


リ II •ミ he , a. a. p, l£eft 12, S. 41 二 巧 
み lloche , a. a. O •，- す ft. w ご S. 控1—援4 

4 アルゼン ナン、 ブラジル、 ブルガリア 、チリ、 デン マ— ク、 エストニア 、フィンランド、 フ ブンス 、ギリシャ、 イヴ ン、 
イタリア、 ユ ーゴー スラ ヴィア 、ラト ヴィア 、オランダ、 ノ ルウ U - —、 オー スト リア、 ポー ブンド、 だ I ト ガレ、 ル— 
マニア、 ソが 、スペイン、 スエー デン、 スイス、 ナ王ッ n 、 トル n 、 ハン ゲリー、 ウル ガイ 0 

お 二 節 商な 監視 局の •賦料 統制 

化 お 的な が 料が 制は 一丸 一二 W が 一一 一月 一一 十ニ ロの がれ 义びザ 嫂 おか 引 化 5 eses ミ さ <1§ v ' erk を 1 ョ it iml ミ tri - 
を s Kohstu さ n ミこ H 己 I / ahrik ! 一星 じがいて 經巧乂 にはが 巧义 びが がな のか 引、 殊に 化の 淵述 、がな’ 壯ザ 
販黃 並に： W 望が 制」、 つ SI : 的 sii 中 S 攫豐 なける 緩を がへ を、 これ C よつ 了惠巧 十一の 

監贴 W がぶ けられた 時に 始まる。 ホいで かが 九 巧に おつて シャハトの 調 ゆる 「新： 巧 

Neuer plan 」 によつ て かの 

お 悠は一 腹 化される に ザつた。 此の 計 帮の巧 叙は、 一、 個々 の 輸入品に つき 許可制 度の 採 川、 二、 檢 W の 化 逃、 
S 、 蝴巧代 ^原が のが W 鱗颇 、にある。 

ともあれが^ 击の沒 施は 何よりも 九 巧 WU の r 拘 ui か 引か (wrihu ごち ミ 巧 r den wilivcrkdK ご A び 
f 荫 が耽诚 姑. 咬 3 か iV きご In ミ ー こ. 二 だ r die Kl rid-i お V こ 一】 ご 一ち rwarlmi 一省 

て 物 巧 淵 おの 中 か、 辨脚 たる 巧 お 監肿 W ろ berwachu ミを 色玄 が^ けられ、 綿 5 £乂 が じよる 巧 乂、 t い 
巧 叫な お 巧 巧 巧 2 た 


巧一冻 ナナスが 閒お ws 巧が = •べ〇 
別が， おむ、 が 城、 恥が 並に がかに 關 する 統制が もの 邸 にを 化された ので わる。 向お监 は ホ (二十 八が 
な 別につ いて 义 々冷 おせられ てわ^。 

一、 巧 物糾巧 A 巧 他な ホ物监 が W 

二、 灰み A 巧 ホ拘監 
一二、 なが お A 加監糾 ：；^ 

叫、 巧 卵監械 W 

あ、 木 村 監帖川 

六、 悄 おお、 化む 化 他を 倘お 監糾 W 
: rj 、 ザ 屯が 他 糊で 版が W 

八、 お 化粧 桃 W 

九、 綿 お A 純 捣物瞄 桃 W 

1 0、 如、 人紹 A ステ I プル •フ グィ バ I 陆排 « . 

一一、 狄服 AM 巧が お粧 
ご： が 巧瞄帖 W 
一二 一、 がを W 紐 WW 
一一:、 妈 销 席 


一 あ、 H ぶ w 加 肿監视 ：？ 

こ ハ、 化 ザ 監贴 ：5 

1 ゴムが アスペス ト監 

I 八、 化が 陆视 W 

I 化、 銷 加監械 ：；！ • 

10、 「化 巧染 お」 照^;;! 

- •一、 がか 瞄糾 w 
一ー ニ、^ がが な铅桃 W 
: 一二’ で 巧 嫂 =1 監糾 W 
: W ' 紙監糾 W 
: が、 H 巧が 品 蛇が W 
:; 六、 報 お監贴 ；5 

一 一七、 むを 旭臨糾 W 

一一 八、 コ— ヒ監视 W 

. r 化：- ホ；".- ぃ-- = 2< "に ょつ ての 化) 

t — グが r = だ础 んはぷ 企？ r い 巧が を 化ぶ A び 巧ぶ M 巧を 化 ル：： サ しんて スを おかす ろか、 かぶ ド-の 人が 糾巧じ も 
巧 i ； が が 巧が 巧 ご-レ’、 一 


ホー ーが ♦ナス 巧閒お WS 巧肤 一一! A 二 
で ホす る械 限を むし、 化つ、 拘お愉 出 人 ハ 均 削を 化が する はに， 慌人 をが 制し、 した かつて ル 脚 ほけ t ハ剧 化’ 凹 
巧に めける 檢人巧 =1 ハ监ザ 巧み 拘：： i ハ 化 川川邮 、か. ル 止、 化 川な 化 川 八が 制、 巧* を 化 巧- .じた。 むい 瞄 中 
にあつ て 一八 お 叫义び 六は な W 人山’ 化 八み は ライヒ 山林 お だ、 邮餘 はがが 乂に の监 がを なける。 がして み粧 W 
W はみ 监が K おの 化かに 階るな な だの 巧が 下に 凶 かれて むる。 

さて、 これら かお 监视 W の 巧 刺を お视 しやぅ。 これにつ いては ウィルト シャフ ツ クル V 王， にな 細な お述か ある 
ので、 これを が 介し や 〇。 

一、 化れ U 化 一 股に おがが 哪 をげ 施す るには、 がけ S み WA びが 巧に 眺す るが 非 的 淵 かが W はれる。 卽 ち、 
巧 一に 一切の 巧が する 加： 丄ぶ 巧の がが A びが 來の机 巧 ぉ S 別 ホ、 次には 站 化の 貯 がな、- $ が 柳 刖 、引 化 A び 引 化 
巧 巧、 にがれ 化 引に めける.：：：-」 义は 他人の 非 巧 ハ お々 ぶ^ 淵 かで ある。 をして これら S 淵 巧を 巧 施 する ほに が 
な監 WW からげ II ぶが 义 かされ、 义 はけぶ ぶ. のにつ き M 巧が がぶ される。 ん八加 かによ つて 席 WW は 一ぶ 聊 一? に 
めける ボ おの 化 化を かり、 巧な を 巧すべき 林 巧を がる 八で ある。 

齡巧判巧の1^|も削がなが乂は、 ；^々のお態で適川されるけかかパである。 原<けのが化はその如何たるとを|^は 
ホ' がて ホ W をが し、 をれ によつて ある 朔刖に 化 川せられ るが 1 ぶが がき まるので あるが、 化の おかに めけ 
るが パには 林* のかぶ か ある。 卽ち 、夕 くの おかには IU か ホ パは 愉 人を もな むか、 他 S おかには それが 阳内 ホぶ 
な 乂は橋 人 がれに よる ホ 巧：： W に 限ぶ 甘ら れる おかか あり、 义 ある おた には 引渡が ぶを もな むこと か あるか、 他 3 
巧な には 胞闽を おすに- まる 典 か、 などが ある。 お ホから 檢 人され るが が おに あつては 、化：-; 化 巧 かぶを お 作で 


なかけ る おを は、 なが ホ w ははが 請 叫と Ml である。 しかしながら 愉 人ぶ ぶが かかす るか 义は闊 のがが 巧 もが 
站になる巧には、 1:^かが4はホ巧が制の巧能をも"することとなるのである。 例 へ ば 一 乂：ーー叫ザの 「がけ义^^お 
なか 引な」 の.， ぶかを みて け’ 巧、 义づ棉 化、 銅’ 化 ホ’ がヴ について、 化が の 础剧を 化 ルし、 巧 =1 粧 じがして 
能 給 調 かの 脚 を 助へ る ほに、 W がかが 止さむ た。 化し 化の EM か梵 ルは おかに がける おな にの み 限 化された。 ホ 
いでが 祂部 鬥 にあつ てはずを 、棉花、 曲 麻、 乂胁 、ぶ 色. 肿 、ラ ミ ー 巧に ついて お 外にめ ける U けの みならず 、明 
內 w がに ついても ホ W 制が 適 川せられ たが、 一九 S おがには も SI ：； がが W 制は、 棉化お W お、 リンネル 、々び 麻 
お， 糾絲 、人边 ii お 等にまで 微お 甘ら れ た。 义 もが む にかす るぶ がの 比 おの 乂 でない 小 かぶに ついては’ 一部は 
口が がから、 一部は 後に なつて 巧视 外にの かれ、 ただ 中ホ距 巧を ぶせられ たに 止を つた。 

阳 内に めける かが： F は、 檢入 5 瑞 なのな 巧滿 W と M 化に 一ぶ 视 W のぶが 辄を化 唯に 判な てられる。 例へ ば、 
ホち について みれば、 過ム の 一 な 削 一一に かける がを 化が として 化の 納 から 叫かの 一を： I じ、 追 如が が、 巧に 愉 
W : 化 文の ほの 北が だけを これに お 加す る。 かぅ してが 常 北が がか おされろ ので あるが、 これにが する U け ホ W は 
がけの. かがが にがつて、 しかも これと 一た の 刑た を 化つ ことを がず る。 化しん のが 巧 巧 川 おかは 一九 S •化が： 1 H 
にがが が 如 へられ、 ぶが ぶが 如から もづが 机の 輸出 向： 巧 文が だけを が じ、 がに これから 一一 判を 姊 ホる ことにな 
を S 化り に 新規 S 輪 W 化 父に がして お 加 I いかが W が 典 へられ、 がに 追加が WS 札 刹になる む プレミアム か 
典 へられる ことにを つた。 しかし 化 2 乂 かもが々 のイ がを がつた ほに 化び がが され’ 化 削の 檢川化 义が卜 がされ 
ると 同時に これにが して 巧 餘の刺 巧 も 午々 に训 され、 抑と W じくが 站の慌 化 巧が 巧と プレミアム とがが' へられ 
巧 叫が 昭巧巧 巧 II 一六 S 


あ 二 r ; 親 お ss . 画 

たので ある。 

二、 加ち び冀 競ち S 言に な肆 制は 一 股に が磯毙 をつ いてい はれる も？ あるか、 をは 

枯 かがには f 耗 なかに S 變る 表で ある。 ところで、 白 のをぶ のにが ける がが 蘇に おつて はが 补上 
の 不備 sli 黛が 驚せ 卡 、巧に 加宗髮 5; M を 筆る かぶに おつ 了茲 ，一 さ-格 Sr •がそ 分 CSL 

ない がみが あろ 化 S たお 刹 巧 制から 巧に ー ホを g て 加 r : s 制 か 採 川され るに ぶつた。 しんし をら だ 
个| ホ S 適 川 さを？ S 部門に •ホつ て f 卡 しも 加 苗 巧が •麓され る？ はない。 例へ 苦緊雙 にあ 
つては ぉ f のな はお 化で しかも 巧該 企ぶ n 棉 にょつ S はれを 化に、 ほが 茹 明 制が 汹川 さた 化つ 化而 
巧 制が S されろ おる 一^を とが 川され る； U 麻に つい 一」 はだ (型 殿は なけな^ か、 お肆を 
嬰す るか 如き か U 楚あ る。 かく 」 H i 瓦 ザに 誤が 養 あつ 了は 梢 f " ント とに がし 了の み 邱し刺 栽 
ぅ 巧， f - K と.， ふ S S 巧の 集ん 数を く、 斯 巧の 範 脚では 加 為 化 制の 巧 化は 卽 けにけ いされ たが’ 
化 S が H ぶ 部門に あつて は、 をれ 2 が 殺の. 圳 山を もが 器 錠 がをお 掌る 蓋が あリ 、一み 一一 叫が レグ 
九り の す erinu 量」 にょつ 三般の 巧做 請の 制 腿 かいはれ、 がの 他み がの— な お絲 かが- 
つ たを、 一九二； 葬 十二な ハ U に-ホ： ミを てが 難 基" 富 — f 是」 にがい S をを 部の が認巧 
すじ" つ 了 革 肆 制か資 施される 某つ た？ をる。 ホいで ち SH 製には 棉花、 純絲 ，獲 援 ホに 羊 
ち畫 S も々 まれ、： かに 巧に ミー」 難’ 掛祁巧 レ— ス 、 i 芝 加 ふ ザる 畫 之に 親され ち 
を i な 登つ ては あら eh いおに つき'— 型に畫 i だ S みは 豪— るとの が 


化 力が 芝た。 ただ、 慌人舊 たる 黒は か s 制 S 範肆 接を たか、 意 投篡 淵？ つ 了 獲 的 こ 

が 巧が； はれる からで ある。 

其の 化の •，水' についても、 一九 一 商が々 び 巧 二 r 華け 降 渐篇宗 S か資 施される ことにな つち 例へ ょ、 
ご、 アスベスト、 萊義で 基、 ワニス、 ペンキ、 印刷 川 ィンキ、 パテ、 リ ノリ ご、 觸ザ人 巧ち 夕 1 
ペット 等に 製な する： i 昕、 ii 肪 S 祐化加 H 、 ヮ ニ Ki 川 の脂 胁义 人逆援 如て、 てぶ 川 脂 肋藻记 かを が 
の 加て、 力 1 ボン ブラ" ク 、讓の 化 川、 石 i 々び クレゾ ，ルの 化 川、 夏 パルプ、 塞 ごプ 々び妳 お巧 パ 
ル プの化 川、 モ巧器 川 Q 管び 化 お 皮 S 加て、 等* かこれ である。 

巧が" 监班 はを 賢詳と 罵に だ 譯を巧 學る議 でを るが 隆 、利 川 さる Y をが 料敕 某に 分が さ 
るべき が 削 f を ば 某り 器に なぶを おにを ろ」 た俩 * の 異 に對 する がな S 姐は おけが ホ W の 
髮：： と 同變 ある。 一般に 加 若 刺 窺は 過去 S 接 加 H に S て 接 的 だ一氣 g につい 了 巧され た 化 
墓が の パ， セ' ご 了— デで を— されろ 而 して S 加 T : がは； が— で おる が、 一 南霸閱 になる 削 巧の 
お 速は をム姜 もな くぶ 巧 SS で おる。 義 お、 お蓉馨 舞を おつ 了は 錦堇 ける おの 部々 八み か 
が 制されを ほに、 黨 加：-: ぶぶ 黛 か S 村を 巧 せん 幸る 器が ミ。 托を おる 愛" には 肖 巧が 
巧の 化 川を 促？ る：：： を 若、 或は 榮慶 S 加 品 巧を 管、 ぶは 段廣 むにが」 一」 おご、、、 ア ム か 

巧 へられた。 

加 SW 制は 乂张が ホ 足 韶巧吞 (妻-置弓ぉ豎星のをかにょつていはれをなかあろ例へば、树化巧た 

巧 W 巧が 巧が 巧 ミ .、 t 


巧 二部 ナナス 巧 制朽濟 の 巧が 一 云 ハ 六 
巧 お監舰 W にあつて はぶ 喊お & びかに 對 し、 がを 化 巧 お粧帖 W にあつて はみ 數 のな 旭 & びな をに がして 巧に 一义 
一二 阳 が W 降ぶ が ホが 迸ぶ 制 か 探 W され がつた。 H かが W 制が が 巧の 化 給を 加 おし、 加： し 制邮制 かがけ 加： 丄を調 解 
ナ るのに おして、 ぶが がせ 巧が 制は これらに ー ホを 進めて 加- 丄巧 じかす るが けの々 がを が 制せん とする もので あ 
る。 おんまで もな く、 化 のぶお ホお谎 ぶは が おの 巧 渡に ついて 無制限の 術が を 助へ る ものでは ないか、 巧り i 八 引 
渡は 此の 詔ぶ の お 牌と おびが ま' 雜 ぶの 引渡に ょつてが めて 化 引が たな 化ナ るので ある。 一例を 苗 麻：—: ぶに 化つ 
てみ やぅ。 が 麻 かの" W 巧の ぶか 巧を 假 りに 驶 巧ぶ 巧 だと すれば' 叫の が扮ぶ 巧は 化づ ぶが ホが が 巧の ド附を 中ぶ 
し、 巧 おの 巧な 監械 -4 はんの ぶが がが-巧 なり や 巧 やを 離々- した 巧に 節 巧を 义が する。 化の 節 巧は 巧 巧 製が 巧 斤に 
ついての みか 巧で あると 巧に、 他ぶ 巧 麻 か 生な 巧 もんの ぶが ホ 足が 巧に がしての みか：： i の 引 化が ホ W される ので 
あつて、 これに 化ん じて 化の 雌な 力 ある 9 がに 版 ホる ことは 出來 ない。 •ホ ホ 巧は 節 巧に 化く H が： 巧 文を 巧 人れ た 
腑げ にがつて 巧 約を 诚 いする が、 龄な 化が の 記が が ある 瑞 なには 之を 巧 化 的に 化 化ん。 が 約邮い 巧に あつては 化 
の 諮 巧に 巧して 引渡の 記が とがに 引渡が 化を も 記 人し、 化つ 谎巧は 巧に おつて 巧な 監械 W になされ るから、 同け 
に 巧 化が 制の 强化も 化せむ はれる 巧 化が ある。 ‘ 

半 おな 及び 完巧 おのが 川が 制の 乎 巧は ょり 跑雜 である。 例へ ば、 ゴム 加工が 制に あつては、 鬥 かが 川 タィヤ ー 
が 一時的な イ せを 吿 げた 巧な には、 ホ 巧 巧は 一を がの ゴムを 監械： i の 支が ドに のく 巧 巧を 现 せられ、 他力.：： がが 
了 おも ホ、 巧 一次 的ボ张 川の ぶが の W 出苑 巧が ぶせられ た。 かかる 統制は がの おがに めて、 ホ瑞 にめ ける 巧 巧が 
なの 击給細 巧の 化 透し を おおなら しめんと するな 闷を かする もので あつて、 淹 おが 化 巧 巧 制 化と がを 一にす 巧 も 


ので ある。 义 シンデ ヶート の 支が 下に ある 釣 刹が 制に 腳 しては、 一九 ir 一 おが 二 H のか々 によつ てで： げの納 がが む 
はれた。 これに よれば ザが が、 败延绡 A び 筑錢の 生 巧 巧は 村が 乂 = をに： 巧 义の惦 行が 的 雑と える ときは、 叫 
巧 一日まで な： 化を が おする ことが 出來 る。 これと 蝴聯 して 巧に、 巧ぶ 用 おによ つて W はれる ある 巧の いんが 刺 巧， 
巧へ ば 巧を 期材 にがけ る それの 如く 巧術为 のか 入せ る おか も ある。 

ご 一、 愉 W のが 雄 さて やぅな が 巧の 嚴 ぶな 統制は 檢 W の 悼が を がらす 化 除が 化ぶ にがが する かかに、 询 
な晚械 W は、 梅 九 これが 2 避のは のず 巧を f | じて ゐ る。 卽 ち、 愉 出向 ホ 巧は 巧殊 例と して 化 化 はれ、 倫 出の 加に 
需 .おは 化の おおに 巧 化する ものと されて むる。 化つ これは みがの 化 川 制限の 上に も 適 川され た。 しんしを がら お 
れ 削がが 巧に めける 愉 出の： おがの 巧 ホには ある 摇 巧の 限が がが ぶせ ざるを 巧な かつた。 卽 ち、 關 内ぶ がに のけら 
れ るべき が 巧 並に が 巧 プレミアムを ば 倫 川の 加工の 巧に 化 川 せんとす るな には、 先づ檢 W のれ 义の がかを 班 叫せ 
わ ばなら ないから である。 乂 もが 巧 補の 巧 W にはみ くと も 過ぶ の慌 出の 巧が が お化され るが 化に、 巧 かの 慌 W を 
m おする ほに ある 限 化まで が 巧を 化 巧す る ことが か來 る。 しかしながら これ 义を W てして は现か W 卜： の 檢川を 化 
すには イホ 分で あり、 お 外： 化 义を姐 常む にを 人れ た瑞 なには、 之に 對 する ホ 巧は 不 W 能と いふが 化を ホず る。 ん 
に 針す る 巧 巧と して、 をく の媒 を、 巧が 期限の 比較的 驻い蝴 のぶが を巧逊 しとして 弟 巧り の 化 巧を ば慌 W にの 
け、 お 加 加：—: ホ 可を がた 巧に 削 ホを 補 ホ するとい ムホ 化が 採 川され た。 义も かかる が 潍な义 化は が 驗を巧 わるに 
した かつてな ちされ： 闲 お監糾 W かかが の萊 巧に 姐 略す るに つれて、 みく とも 少铺 の 輸出 化 引の 一 股に；；；： はれて 
ゐる 部門に あつて は、 巧 化の 巧 制が 絡の： 卜に除 出向かが ホ 巧が なめられる とい ム やぅな 倍 化 脚 化か 化 じ、 M 化な 
が S 昭巧巧 巧 S と 




巧 一一が ナナスが 制 粋 ws 巧 w ご； ぶ ル 
趣 じ：： にめ てが 化 もなん 化せられ るに ボ つたので ある。 

阿、 巧 おが W 巧 お 瓶 が W かが W 义は加 H ホ W 制 巧を 姐 じて がけが 巧を 巧 施しつつ あるな n にあつ ては、 
粧桃 ：5が巧時に巧巧ホ W の 卜- に もがんな义が：：^ を巧 つ こ と はなおで あ る。 がむ削巧は過ム に がけ る巧ぶ朔刖 の 調 
巧を 巧 準に した もので あり、 したがつて 新規 化淹 ホに がする 划巧敕 がに ついても 巧め おおが 拂 はれて はたる が、 
本 米 かお 範 おの 不货を ば 帥な として ゐ る。：； 儿來 新が な 巧 巧參 加に がして j 股には ホ W 制な か诗 施されて はたない 
が、 經巧 巧は 何よりも 巧が をでの ほの が 巧 化 給を 先にす るとの 原 刖を採 川した。 卽 ち、 一ぶ ではが 化かぶ が がれ 
分が に刖 る ほには、 巧め 巧；： i 監祂 W との 了が を 55 る ことを 巧 脚す ると 化に、 他ぶ にがては 巧殊 なな 巧 ぉ 山 父 
びかぶな ぶ 制限を；；；： つた。 而 して 巧 巧のは 巧货 止は おがず 足の ほに 加. 丄 制限を 餘化 なくされ るが 如き 部が にが 
て、 又 あぶ 制限は 化 おによ 〇 がが おが 加の が あるかぶ はけに 之を 化が とするな 怖に めて；；；： はれた ので ある。 一九 
蒂 には.' コム 雙 茜" i の ホ-巧に ついては ホ W 制 かが 川され、 巧を つてが に 化 ホな 偏の 捣お 化に ゴム 嫂り g のか 
引に ついても ホ 可を がする ことと なつた が、 が 巧 化 川の がみが その 中-なる 邱山 としてみ げられ てむ る。 父を 沾 r : 
化に あつては、 巧に 一九二-叫 がに めて、 「がが々 ザ 助 化 引 化」 施； 削に をを 加であつた がての ぶ 巧は、 狀 むの 化 
引を 供. ル 北され たので あるが、 これは おとして 化ぶ W 比に お W して むた。 かぅ してを 姑 ：丄 ぶに あつては ぷ神 のが お 
によつて をく の 帥 限が なけられ 、かぶの おで。、 休邮ぶ 偏の 述轉 '新規な 門の 削 お、 化 ホが ぶ-のがが 等には がて ホ 

S かな 雙 たた。 ご、 巧 透から が t へ 品向廣 K 巧 S が 望を た S みで ぉる が、 を だて 时 

が林巧；2化引はぃ叫も瞬中た化締^ドにむかれてむる， 义、 例 へ ば、 あ化：^^^び化曲おに脚してけ、 がこ 一 九六のが 
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に 同で 巧 麻の 巧 明 茜を むする 巧の ホが 巧を 胁乂 しのざる 巧が がぶ され、 お 地に 腳 しても 一九二 一た が u 降 ホ パを を 
けた 巧 巧け' 外は 麟 人し 巧ない ことにな つた。 許可制は がに、 陈モ 、おち、 巧 かの 化 引に つき 巧 川 さられ、 巧た の 
巧資 ゴム A び 脚 ゴムの 化-, J、 さては 門 動 ホ 川 タィヤ） の 巧を がの か 巧、 巧 生 ゴム A びが； 赖训の 化 引、 阳化的 
のか 引に ついては 制限が 加 へられた が、 就中 的 数の 取引 制 腿の 如きは け 柏 も お 集を おめ てむ る。 

お、 巧が 統制 ホ W 制に ょる か 引の が 制 のみでを < 、で ホの か 巧に ついても 詳細な がぶ にょるが 训が加 へられ 
て & ろ：^ のが 制は なぶ. 丄 ぶ、 紙 離て ぶ、 W がさ ごプ 加- 丄 •て ぉ 川 脂肪 如- 丄ぉ にがけ る夕茂 UI 婦 のが 
をに ょつ 5 施されて & ろと 〇 わけ々： 堂ぶ につい 了は、 巧 gQ 巧 巧 h がが 寒な でを &ほ K 、 結が 左は 巧 
に襄 である。 卽ち 巧の 製は •鉛' 麵 、ニ ッ ケル、 水が、 錫、 亞髮び こを S ミよ 林け、 がが け、 ザ 奴 
ぶぶ に W 化物に A び、 化つ 牛： 淹 A び 化 引の あらゆる ほ 階に U つて ゐ る。 例 へば、 〇决 川の ぶ材 けの か冰 にょ 加 ぉ 
はを L - R 、 的 化 材料 S ホが は 一 当 五が卜 韦朔 のが 巧な の 一一; 分 ごに 制限 さた n , J 装ち にめ て 化 ホされ、 し 
かも 鬥ピ 經踩 にめ てが 化て されない 来材巧 化び 旧 化が がに ついては ニケリ々 のげ ホ ホが に 巧 化する お だけを 恥が 
する ことが 認められて むる。 鬥秦ホ 巧の- 厮材れ はぶ 詰 おな にめ ける お 近の H 巧な だけの， 乂〇ぶ 化を W かの 所 お 

皆 かは 一九 一二 五が 卜： 半期 S 冀な sill 分 S 1 だけ S 、 叉 n 蓋產 S 品 藻 物は お 近 S 巧な だけ SS かが 

されて ゐ る。 

H ぶ 川 脂 化の 加^: にあつ ては、 一义 |二 阳ザ W 隨、 ホが なは ーケ 巧の がか 補 W のに 制邮 され、 乂 W 巧に ついては 
一を のな 髙邮 巧を お逊 する がが おは 阳遇 ilw 卜； が 熟する ことを がない。 巧の 取引に 觀 しては、 巧錢 、中 JJ；； が、 が 
が！： 巧棋 巧が 巧 ミ； 


巧 二部 ナナスが 制が 濟の巧 お 一一 ー セ 〇 
巧销 後び 鞋物 のかが 闻は 一九 S おがの 巧： か 均 袖に 制 腿され、 他力 お鐵 ぶに あつても がが 脾她を 一を が W のに 抓 巧 
すべき 義 巧が 巧せられ てゐ るので ある。 

W 上に めて 巧お監 が W の 巧 動を 中心とす るが 巧が 理を みたが、 それの 制 化 A び述 川は 化雜 化つ が 巧を 拇 もてむ 
る。 もとょりが 邵の實 施、 したがつて その おおに 化いて 一を のが 準 か 漸次な けらる るに おつた が、 で 化の ホむ 及 
び 程 化、 ホに お刖の W 話で さへ も 二十 八の 監糾 W にょつて 巧 かもな ほ ホが 一の 化に 巧され てゐる ものが わる。 し 
かも ナチ ス のがが 統制は 化して W 卜：の 巧 お監械 W の 巧 おにの み 止まつて むる のでは ない。 一が 的な 化け やか々 に 
ょつて 闡 みの 諸 巧 腳 がむ おに か 乂は間 格に が 料 管 巧に か 入して ゐる おなが 典 だみ い。 例へ ば、 巧排 H ぶな 鬥 につ 
ては 前 川の 一九 S 阳がセ 巧 十九 口附な 術よ々 にが かが 理に關 する 諸ぶ 巧が が 追され て 店り、 が 制 ヵルテル もに ぶ 
< 諸 ヵルテルぶ をに めける 巧 巧が 止、 又は お規 巧ぶ の郎 がぶ も ホ、 一が； g 巧 化 巧 上の 狎- 川に ee たもので ある。 

巧に 版 かの 愉出嫂 化に ょつてが がの 確 化が むはれ、 蝴ぶ 化の 化の. た 化的贿 巧の 巧义 おに 對 しては、 阿の 巧单书 
巧び 人 逆 ホでの お 川が 规 左せられ てむ るか 如 まも ホ、 化 巧が 狎 .に 脚す る训格 的ぶ 化で ある。 

わ やぅに して、 商な 監帖 W の 巧 おを 中心として ドィツの が 巧が 圳を 眺める ときは、 み俩 S 拘おに 細ず るが 狎 'ぶ 
策が 多み 明 門に 觀 化されない 巧れ もがれす るが 化に、 化 姐に 夕 みの 巧從 をが はず、 お. 十の 巧が おおに ついての が 
制 事 巧を むひ 上げる と ホの 如くで ある。 

り H ご 巳夕 a. a. 〇., Heft 7, S. を】 f. 

のの Iloch で a. a- 〇., Heft 】 夕 S. ち7 Af, 戶た 2. 
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巧 S 節 原料な の 侧別的 統制 

ィ 、巧が 约 が監械 W は 一九 S のが 八 Hw りに 削な された。 それの ちがな 化 巧は ホ 化 〇、 が' 巧が & びお妈 がれ 
のを ホ 巧を 铅 がし、 排巧 A びその 生 巧 物 お 入に がする か ホ 可を 即へ るに あつたか、 次いで か 凹に がする 檢入代 
金 支拂ホ 巧を もが 巧す るに おつた。 巧に 一九 S 吐 ザには 監械 姑は それら S 檢 W が 制の 化找を もぶ せられた。 

お 巧生淹 のが 制に ついては 一九二 一六が 九 H11 卜八 U の錢 A マンガン ながが 巧-化 巧 か {.ごゴ51 ミミ iiber ごち 了 
15h 旨 g :一一一 eisen-u …ー ョミち iihalligen 》 こ 一一 至 〇覃 二に ょつて 约绡 A 巧 巧は がの がれを お小附 だけょ 惟 巧すべき ぶ 
務 がが せられた。 他ぶ にめ て錢 にがす る 北が は 一 牌が 加した が、 化の 巧の かかる 化义 のな 速な 咐 加は】 なは 巧 巧 
的な 鱗け にもが いてむ たので ある。 かかる 化越脾 人を がム する 巧に、 一九 一二 六が 义 リニ 十六り の 「饼化 引に わけ 
るが が夕 げ义訂 W 巧 十 あ 次々 (Arlonjrlung 一5 二 1$， 『‘a ぉ rllaltun. み il >uflragscr を lu ミ hii 巧 isshatK 玄 ごは 一九 
一二ん 9 八 巧 ー ハ 日の 巧！！ か-, JA 化 巧ぶ にめ ける 巧が、 中 かお お A 化义巧 二十 九 ホ々 (；vnc 己 nung ぶ 臣>€『 I 禹 er- 
巧 叫 巧 巧 巧が 巧 一一 ー セー 


巧 二が ナナスが 制が 濟 の 巧歧 ニー 屯 

皇 旨で》 Iddep 吉已 -t un - rvurtra ち e を lun こ m 巧 豪 n-un (： 呈吉 idel 巨 乙 田 旨巧夕重 互によ つて がらた こ 加 重 

せられ、 將來 にあつ ては がが 巧からの 化 文 抑 だけし かエ 巧に 錢细 がが をが 巧て ない ことにな つた。 加 ふるに 小を 
か- -J 巧は 慧か巧 i を ば 一九 一二 六が ぶを に 一を 一一- 蒂お萬 だけ. 維持せ わ ばなら ない。 と ミで、 一を 一一 六 ザ 朱 
に： ホつ て 還 基に めける 化义 棚は 著る しく 巧 加して、 所が ' S なび 生 庵 S にを つ 了は、 引議 腿を 延期せ 
ざるを 巧 なくなつ ち 常せ 义さ數 ミへ 某 更に 擎る ことは 閒る 違に なつた？ をる。 遷 ミ、 て か 巧 
が 巧 tn を 祕んは 一 づーニとザニ日 一十ーニ リ の 化文規祖巧一 1 十二次々 (Aaordrlunn 22 己さ /^一ーミち鸟巧么一一壹 に よ 
つて、 エお のをが りに よつ て 一九 一毛 年阳 巧ぶ 迄に 始邱し 震い I 切の 化义 は、 は义 ホに 退すべき ミと しち 
化の ぶ 法に よつ て 巧ボ媒 には がらた な 巧 巧 か 巧ら された。 卽 ち、 が 今 錢巧义 は、 それが が阳 業からの 化义 であ 
るか、 特に' お 先 的に ホすべき 聞の おが (闊 化、 のヶ 年が 巧、 錢进 、が 化、 〇 動かぶ 化の 如き】 であるか、 义 はがの 
他の 的の 兼が による もので あるかに 化いて お 別され、 化の みなに 應 じて ホ ホ 能 知の 範尚 巧で 巧 巧が 巧が W はれる 
にボ つたので ある。 

お錢 所のを 速な がか-無 おの 巧 加に がず る 巧に、 政 かは 異が なが 力を 拂 つて ゐ るが、 とりわけ 化 目すべき よ、 一 
九 一二 七 年ぶ になぶ された ヘルマン •ゲ ー リング 製鐵 所で ある。 化の ぎぶ みがの お 巧は 一九 S 七が：, 3 巧 二十 S りの 
の ヶが計 ホを 託 巧の かみに よつ てが' へられた もので あり、 ドィッ 嫂錢 ぶに かつて 期 かされて むる。 だジ •これ こ 
ついては をに 詳しく述べる ことと する。 巧に 一九 S とが 九 巧 十ち：：： Q ドィッ 錢が おの 計が のがな おが々 1 (Ano こ- 

rlcnw N ミ wlch ミを ler cles f > lanm 3 ssigen Ausbaues <ier t 一 eiclls 這 沒 dm 一 U ミ ie ) によつ て、 な 化、 ホな り n 1 ク 


ス蚀 、巧 延エ 巧、 製鐵 IE 所、 等々 について 許； F 制を 採 川す る ことと した。 

n 、 ホ 数を 化、 ホ 錢 を-化に あつては 他のを 敕 のが 巧よ 〇 も M 卜く をれ の 不记が 痛感せられ、 したがつて 之が が ホ 
統制 も 切に 貸 施された。 例へ ばが 述 の： 丄巧 巧が A び： 丄業 製な か 引 化- (CC を 2 ミ， er を = v’erkehr ミ it iml 民 t こを en 

Rohsto ず n 旨 d ind 居 triells Krigm •法 呈】 や卑お 旭に 關 する 巧 ー ホ A びを ミみ (vesrd ミミ Cher u ミ die 》 Ie 星 互 

のかき は ホ錢金 旭が 巧が 则に關 する ものな ので ある。 

ハ、 巧が がむ 獲 抓が 巧 一 肢に關 する が 制は な 初は 旣述の 谋維萊 々によ 〇、 巧に 之が 加 足され、 巧が-された 一 
九 S あが 十二 巧 六：：： のがが 原が 化ス pi 己を (ミ sgese ミに よつてが のが 举を巧 へられて ゐ る。 卽 ち、 がが がれ 法よ 
旷が て 巧が 設 A び - J お跪か ホ 限に 關 する が規を $ みならず’ の 化 引 トー 娩 北を もがを してね るので ある。 巧に が 
靴 H 樂に めけるな 働 時 削、 加：—: がけ 殺が も ホ、 本な に 化く 統制を なけねば なら 似。 

か のが 維が 5 股に 姐ず るが 制が のか、 更にみ 巧 S 挪が S けなな にぶき、 それの 夫々 に胞 じたが 制ぶな が 
採 川され てゐ る。 

ホ 屯に ついては、 中く も 一九 一二 一一; 寞早 一一り の蝴 填ち 化 川 促 雄 I る—, ミ pf — を 『 —ij 
inf lischer WC 1 直によ つて、 蝴の ホモが W が 制' 巧 化 歧び販 巧 統制に よつ て 化 ザの 巧 勘が f よれち が N て a 
巧 ホモ 蕉巧类 な計乖 に f べきは 巧が であり、 .J たがつ て、 ななな なが 同た ぉ拖 をね ぱ ならない がかに 
一を 一一 阳年 一巧 二 羊^の ザで ホ 巧 A 贩 巧が 制 か ( verordi ち f r 》 當自 ちを こざ— 己另 il dos AbsIS vcn 
Schafwo 乏 はを 巧悄 做に がして ザで i 、 衍化塞 さ 異な 赛 巧に 勢る 術 限を 巧へ ちみい ごを 一一 六年 

ホ 叫を 原 巧が 巧 11- セ ー ー- 
香^ も r 巧 jlmliii - liMIrgrhr ;— - si 


が 二が 十 ナスが 制が 濟 の おお 一一; 屯 n 

吉リ 十ん りの 化み 促 巡 化 (Gesc に Nur F ぎ 一 erun 巧 tier Tieic 呈 々び 一を 二 叫が S 巧 二十 六り の卞で A 化 他の 献 
を々 (vcro コご 1U 《ミミ Welle 弓 d a 弓 lere Tie を aa 立は、 夫々 巧を のが、 励、 ホでの 檢人 、牛-巧、 W 給、 扣 了 巧に つ 
いて 統制す ると ころが あつたが、 これらの 術 限は ホで 閒な 監械 w の 巧 人と 巧に 巧が をれ にを 巧され るに ザつた。 
ところで ホた に關ナ るが 制が 如何に 巧が であり、 したがつ て をれ だけに お 巧な が邵 'ドに 描ん れて わる ことは、 一 
九 一一一 b が 来を に 羊で 粧糾 W によつて 八ム かされた なな か、 巧に 一-十 瓦に 述 する ザ 巧から も椎 測され るので ある。 

棉化 一九二； 阳 ザ ーー-一巧 二十 六 = の 棉花な (veiiig iiber Raun ミ .〇 一玄に よつ て棉化 監怒茲 けらた を 
は 港 巧り 備 化が がの 條 化を 伟務 とした。 ところで 閒も をく をれ の檢入 化び 加工に もが 制を 加へ る 化が を ホ じ、 巧 
ホまでに 十 社 個の か々 を 公 かし、 棉花 萊を ばが 細ぶ のな も あがなな "とぶ めて 巧ら しいが ぶに なをせ しめる にお 
つた。 他ぶ にめ て 一九 S 阿 ザ 八 巧 十 お リの棉 化が 絲义 びが がぶ々 (ミ 3 コーコ C ミ芭ミ Raun ミ. ollgaiTic - urul G ミを 庄 
は 棉花 瞄糾 W の ホに、 弈ら 加て 龙の巧 動を 監がサ しむる ほに、 がが 紫紹视 《 を もな けた。 がして 问 時に それは 强 
制が W によるん 巧が 術が 巧 削がの 巧 加 巧ヴ棉 化の 得られ 靴い 巧 巧 かがに めける 楠 化 ホが おの 化が につい V - が 如し 
てゐ る。 ‘ 

おが 排 がが 抓に ついては ドィッは 一九ニ ー阳 ザを 巧ん どが のがが はお 外に 仏が してむ た。 が 麻、 大麻、 扣 W 、 
シサル 麻、 マニラ麻、 挪 でが、 ラ ミ ー、 等々 の 加： しじが する 化 約が 制の ほじ、 一九 sw ザ 二十 六 U に 麻が が 
靴々 { V 马〇こ i ち芭 6 r 吉 e 口 aslfase コニに よつて おが 監视 W がな けられた。 怖して それの 巧が は、 巧 一 じ 倫 人が 
制、 巧 二に 闽内 ホな 巧 風、 麻が がが 巧の ㈱ 持に ある。 化の な 巧の 巧 巧は 巧に ボ つて、 ぶ 麻ぶ W のがな によつて 强 


化された。 

が 人 ぉ 义びス •フ ー九-一一 叫 4 と 巧 一 - U の お W ぶ 巧 化に 化いて 公 かされた M が 九 H 叫：；： のがみ によつ て* 引* 
人が、 が 服 A び ぉ似の が おに 腳 する 粧桃 W かな けられた か、 A いで j 化； 一- 扣が+ リニ h 九 U 、 それは 奶 •人が A 
びス • 7監舞 に改 がを ち S 向 弦 S と M じく、 それは 峭 人、 加-し 吸： ちび 化 他 S 藻を 巧？ る もの 

であるが、 が 中 それの 巧 巧は ステ— ブ心フ ，ィバ I のか-ホ 咐加 にの けられて むる。 

--、 巧 ホ 化が は 人 怖に がて 副 ホ 物なる がかに、 ながに 咐 巧せられ ホ、 化つ 化の" 叫む はな々 にし かなな せら L 
をい がかに、 化の 巧が 巧の 化 給 A びが 巧に 關す るが 训 はと 〇 わけ 驳 なをが する。 それ 化に 一九二； W が 叫 月 九 りの 
が W 火に な (く马〇 つ一 吕ミ田す， Fe 三 e i こ 立 U るに よつ て 巧 ボ監 が化バ けら 11、 化 や R 神の kt'、 がな、； 

义び がに つきが 制が 加 へられる ことにな つた。 邮 して 個々 のこれに 蝴 する 化が は 次の 阿つ に 分た L る。 

a 、 化 ザ昭巧 おがを 來る だけ 明奠 望宰 ほに、 一を--- おが i H 九 UQ かみは、 巧が の 一 

切の檢出をば化ぞ惦^^川の巧巧なホ可をがすることとした。 もかるホパは 一 乂耳六ががまでは份めてがい範悄に 
めて しわ 奶 へられず、 贿巧 にあつ ては 巧ん ど不が W になつて， Q る。 化の ホ 巧 k の檢 人が 北は 人な 化 ザの 化 川 巧 脚 
を H 巧す ものである。 

b 、 加 H 削な S 塞 一九二 扣輩 巧手 巧 S 化盛愁 空？ は、 化 SSK 人には 监 な sw をが す 

る ことにした。 而 して 化の 許 W は 一九 S 阳年叫 H i リ 乃が 九 巧 S 十 U の 削 叫に めける 「姐 化ハ张 が」 にがき 加：—; ぶ 
巧に よつて 鹏人 甘ら ぶ、 乂はぶ 明 ゎによ つて：- 化 父せられ るが 巧な をみ 忠す るので、 齡人ホ W は ホが かじ 姐 おなが 

の 刺を よつ てが へられる。 一を を 若 巧 一片 格 一九 一一 一を」/' 巧 一-十" おを & びお授 はれつて は 姐 お 

が w をが 巧 巧 巧 11- む i 


巧 こぶ 卡于ス 巧？：？ 巧 W て セべ 
ぶ： お八 心 K % 、 化の が W 0 ぃ^ け じたつて は h 0% が ホ W された^ であろ。 

C 、 がけ： げ义 むか 八 坑糾化 化： げ义ハ 削 W 化； 5^ び 胞が八 ほに み 巧 ハぶ ホ か； =-9 ぜられ 'したがつ て ドィッ な 
巧に がて 鹏 I いの 硝 利を むする ものは、 加て 带 巧の おな にがす る 施との 化义 、乂 はな W された ド ；；； I 苯巧 のが 約に 腳 
する 巧 W をむ する ものに 做る。 

d、 瞄 WWSH 送 S: 卜 では、 M 内 巧が S 々が § た’ 牛は S 剧策 、冀取 げら わろ が 巽の 化踞々 
び搜 がで 藻な 鞋 公ぶ sii は、 類；？ は 靴 培つ いて だ こ ハ ほ S パを 為ら」 XI 巧を 加 

.しすべき ことを がぶ して わる。 乂 ぶ：； 一十 々にょつ て、 ある 巧の U の、 例へ ば W 人の が W 、 化ぶ のはに 化 がを 
化 川し、 牛 化を M かにが 巧す る ことが 饼ん され、 乂 その他と 抑のに ホ拘 おにつ いては 价 みのが 制までは 化されて 
みるので ある。 ’ 
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巧 お 齊俩が 統制 

一九二 一六が 十 巧-一一 小 九： = ライヒ 化が は 叫ヶが 計ぶ 資い ハは の 柄め て ホが な 一つの 化 化を ヘム 化した。 それに よれ 
ば’ 「みがの 財 巧 A び 巧が にがず るの 化が 巧の 巧 洲をリ のとして ja ル ー條 お 一雙 ライヒ ホ：：：： が 化かされ’ 化の の 
格が 巧を U は 「凹 W おが 卜： 適’ り •なる 仍が A び 報酬を 維 巧す るに 化が なる ぶが」 (巧 二 化ぶ r の】 を 端ず る « 狀が 脚へ 
られ た。 化 おにが て か ナチ ス のの がか 碟は 秘めて ながな 巧 階に 述 したので あるか、 次いで M 巧 パ 小 1 H 二十 六：：： 
网ヶ年 計ぶな なだたる ゲ ー リングは 「四ヶ ザ^ぶ. け 化 化に 腳 する 過渡的 命な！ 一に よつて 「 W 倫 化ぶ A びの 化か 狎 S 
巧瑣 にがて A かされた かな、 かが 並に 一 おめい 化が 化は 一九- 1; 六が ト パニ 十九 U ハ 化げ によぃ がん ごれ ざろ 
その 巧 九を かす」 (巧 一が) とが 化した。 卽ち 、これによ つて 俩 化が 制に 腳 する お來 のむ 邻 はが 刖と してが 化さむ 
る ことが 叫ら かにされ たので ある。 をれ 化に 刪げ として 叫 也に おる をでの ナ ホスの のか 化 策を 跡付けれ ばなら 
め。 

ドイッに がける 价化测 お ハ ほに、 傾 格を U か 巧 かされた のは、 削 記の 一九 S 六が 一 H ハ をれ をが たと する ので 
はなくて、 W 近に めても 削 巧 に A ん でむる。 卽 ち、 ブリ - 1 ニン グ内 ドの 一九 S 1 が卜 一ー パ 乃が S 二が 
がまでの をれ、 A び 一九 一一 - W が 十一り 乃が n : 九 午 ザまでの をれ と 化 ハに、 W 削 一一に 抑 巧-- •巧の 化が 制の なの々 U が 
巧 命され たこと にたる ので ある。 ところで、 化 おに 化：：： すべを ukri いが 化 ホ い じよる が 化か 狎 じ 化。 ずし も：！ 
巧ぶ た 化が がが バ bb 


巧 二部 ナチ K 巧 制お濟 の 强 K 一一: セ 八 
一の 目が、 问一 のぶな をけ‘ て資 施されて 來 たのでは ない。 盎し 一九 S 1 がの 俩 化を 邱 が； U はれた な 巧の ぶ 化けは 
巧の それとは をく 巧つ てむ たからで ある。 巧け は デフレ I シ 3 ン政 策が が-にがの-巧 おに 速し、 及の が 物ぶ、 ま 
銀、 ぷ巧 に對 して 于 がを 加 へれば 加へ る码 、衍 化は ドな の 一を を 辿る のみで あつちの 化を U の 巧 巧 も 亦、 化の 
伸 向に がして 化して 逆； パす るので はなく、 俩 化の； 卜 なを ば 如何にして 诚綻 なから しむる かに あつた。 仍 化の 化 ド 
による 檢川 の强い (化峨 輪 川}、 そして をれ による ホ 化の ま拂を 巧が の 化 巧と した 巧 時に あつては、 がの が 内よ 化 
らず しもが ましから ざるぶ 巧ではなかつた。 ただ 問 斑は 如何にして 小 約 おや モて ぶの 如き 範拘 にがけ る 赃巧巧 化 
巧 巧の 胶で现 はれる 仍條が 巧への 略が を 除去し、 W て 貸 獻 、利'^ A びぶ 巧の 化 ドに よつて 述 巧され た 生 ホ 巧 ホ-に 
が 谗构倘 の 粋がを ば、 な 後 srw が# にまで 巧ち 來 すかの がに かかつ てむ たので あが。 

.これに* U して 一九 S 叫 ザの 仍 化を；：： の 巧 巧は、 一九 一一 一六が のをれ とほ ぽ なおを 等しく してむ る。 とい ふのは、 
化 おで W 遇になる のは、 ドィッの 闊の 巧な A び 化が 姑 おの A に 巧 はれて むる 的の 騰扣の 一 おのな 怖 向に がして、 
始 川な お 咬び な 巧の 触が、 したがつて 闊内 庵ぶ に A げすが 辨の 上から 如何に おすべき かとい ふが にあつた からで 
あろ だか、 化 S 合に がても りが は 問 一で あつても ぶを にがて さを 述 のをる ことを 巧 過す る ことは 川來 
ち卽 ち、 一九二 扣 がの それは 巧 巧の 一 股の な物饥 巧む の倾 向に がして、 凹ぶ はの 化の 巧 化に 針して- ト ホは 加へ 
る けれども、 をれ はを がの がが がが にがして おかに 必 おなおな に 限る のであつて、 乂 怖に めて をぶ 〇 山の が 削が 
巧す せられた ので ある。 かくて その 巧 Ju 八 ドに めて 巧 化に 關 ずるぶ くの 化かが 出た にも拘らず、 みか おのを WIk 
が 巧の 利 おを りが とせる.：：： じの ななな の 近 ホ か 巧ち せられ、 阳朵の 十 ホは； パき 過 ダを 化 おするな の 「が 化粧 桃」 の 


範 苗に 止 もられた。 化の なにめ て それは 一九 111 六が の闽 ぶの 何み が 巧への をが 的な 關與 とは 巧つて むる。 かくし 
て址お ナチ スの倘 化む 巧は、 のが 監 がの 時期と 們化構 巧の それと にかたれ てむ る。 それ 化に 巧々 の规 おもが、 け’ 
卜：の 二つの 時 削に 分つて 進め やぅ。 

リ 凹 ヶが計 巧 遂行の 巧 S 化が I 俩併構 巧 ホ 員の 巧 かご 心を、、 ミ LHirchHihn 一己 巧 des Vierjahrespla ミ •Hcstellun 巧た nc.-i 巧 oicha* 
ご >3 ミ issars 吉 『 Pre 己 己 dun 巧)， =oche, a. a. 0., -left w 夕 s . 。 房* 

リーで chc, a. p o.. Heft ご S • 孩〇 • 

^ I を * nhard M を uch, \Vie ar 一ち ilet die Pr を au で cl 二？，， nie \Vii-t；ichaf で k ミ ve **, 16 J^g. Heft wv. 

巧 一節 傾が 監視 

一 巧 格が 制機關 としての 力 八 テ 八 

巧 一期た る仍 化監贴 時化の ナチ ス の 格 化 巧は、 一九 S 1 ザの をれ むはな ホを 異にする とは- •ム へ、 なほ 施な にめ 
ては これの がが に 過ぎず、 ただ 次の 一一一 つのぶ 向に がて 捣お せられた に 止まつた。 

ィ 、一九 がと パ 十五 U の强制 カルテル 剣ぶ 法に よつて、 闊 W のかな の 义は經 がの 巧 山より して 〇 川が ザを 
脚 染滞为 によつ て 制限す る ことにな つた。 

日、 一九 三阳 ザ 九巧阳 n の 巧な 化 引々 によつて M 巧の 轴 きと 仍か のが 制に 關ナる 組織的が 训の化 巧が 助 へられ 
冷ぶ を ffl 格な 财 一ニ セ 九 

rkp I- a.r - 


が 二部 十 ナスが 制 お WS 强 が ち、 〇 

則 

た。 

ハ、 一九 ザ 十二 巧 阳：：： のの 化が 郡-を U 槪限揽 たを によつて、 扔化巧 巧の 秘哟を ば 「り 化 化か 必 ぉろ & び U 
なおが ホと をり 的と する 給 化」 からが ての 財け A び 給が (巧 銀を 例外と す) に備 おせられた。 

カルテルを 管て S 阴籍 制は 勿擊； にお まつを？ はない。 だが、 が 南を ぶを お前？ たの 削 

に 放め る ことか 出 米る。 ドィツの カルテルが 制は 风に I 九 一一 W ザ 十一 巧 二：；： の カルナ ル々、 がしく よ 「經 W 力 お 
リザ 締 \|」 にお まつて たる。 がし 化の カルテル かに あつて はがが 卜 ルテルを が刖 のに 进 めつつ も闊 ぶの 態ぶ 

はがろ 室 的で あつた。 こ 含とは 何よ b 為々 お八 化 乃 ザ 秀 條に现 はれて むろ 卽 ち、 巧 八 化は 为 ルテル 化 
入 巧に ホして r 巧 火な 巧り J に 化く が朔巧 約の が 除の 過々 椒を 則へ て WU、 么 によつて カルテルの 内な の 組 悅がお 

めら を矣 に、 他を は 巧 藻に 於け る 「全 8 奠は蓋 を蔡 をら」 む」 とか. 「化 葉 S 巧 詔の n 
山を 某に 穀言 か S 如き 攫で な 蓋：..： が ぉぃ、 ほに sss 制 ¥ 皆 おる」 く 制豐れ てを。 

し 力る に カルテル 化締 A び 平が ホ 巧 か 化が 卜； 漸くが 化される にボ つたのは 、一九 so が おり 二十 六 U の カルテ 
ル 欺な かによ つてで ある。 化の かみに よつて 凹ぶ は 初めて 放 化な 化が 的 干が 做を 卵 へられる とがに、 化の 範脚も 
亦、 捣乂 された S であろ 巧に ち" に 化いて 一九二； 0 ザ 八な 辛り には 援拘器 巧げ さ f- に蝴 する 施い が 
刖 がか' かされ、 ホいで 一九 S 1 がー リト六 U 附 「が；： 化が おの 仍化 拘义 か」 が. たかせられ るに A ん で、 W ぶ 八 干 もが 
はお々 强 化される にぶつ た。 化の かみは 拉 おに 一 刹 乂の倘 み 引； 卜 をかず る ものであるが、 M が 十二り 八り のけみ 
--JJ 々、なしく は r がか 化のを ぶ 並に 治安 靴が 巧 叫 次 統 がか」 は 協ぶ 們 みを おにけ ゎ、 ザ 均一 刺 A の 引 ドを か 


ずると 巧に、 同が ぶ 一 一條に 化き 「物价 お騰に 脚す るが 雄」 により 价化瓶 桃 だのな々 をが ぶした。 

ところで 、おが 巧悦 のが 化に よりお 制限な が 化 鉛 ホの ほに お 巧 ホ かか 次 ダ、 わけても 中小 珠 本ぶ はたな 本に が 
して 著る しく 不利な：" おに 的 かれる に ザつた。 かかる が 化の ドに あつて 何よ 〇 もが？ 帅 された ものは、 カルテルの 
法が がが もし 力 も 巧 腺'*^ 力 化 人が を'^ 姑に よつ て 巧 力され でる やぅな が 制 カルテルの 制 化 確ぶ によつ て 山、 の 巧 
採を 强 化する ことで あつた。 かかる が 前に 巧へ る もの こ卜 、化に 一九 J こ 一一が：, J パ 十 お U の 「强制 カルテルな 泣が 
る ns ミ Z cbe 『 KIrichtEn 巧 v.on Zwa 古ち kstelle ミ」 である。 本 法に 於て ナ中ス のをが ホ苑柄 神は 柄 わて W なに 巧よ L ’ て 
わる。 卽 ち、 化 がは 「お J 倫に がする 公 おの 巧 化」 のが 刖 から、 師 おの 如く、 「蝴 W 的 かみの 义 はがが のが 山よ 〇 し 
て、 〇 山が-がを 制啦し 化つ 蝴ぶ谢 力を；；；： 化して」 を 的 W がが の繁 巧を 計る ことを け’ てりのと したので ある。 

かくして 從來の カルテ A か、 なの 加 人 巧の 利益の がんを 帷 一の：！ のとす る ホ 巧 巧 乂は巧 人の 化な の间 怖で あつ 
たのに K して* 化 もでは か' 益の けけ か 先づ化 げられ てむ るので ある。 「ドィツに めて はがみ WKK お义 がつ ドに が 

ける 璧ぶ 品に を 0 了、 S にが Vn 品 器 之 •+ ホは 巧" をた。 卽ろ雙 の 獨卜： をい ひ、 かバ が哪を 

ぱ 明み 巧眺の ホに おし、 けて 一た のが‘ がか# を蝴 ぶに よつ て 巧まん もす るが^ かわつ た。 脚ぶ はちくの おがが 巧 
にがて、 强制 シンず ケ） 卜を なけ、 化の カルテルを ば游 おなる 蝴 ぶの 粧帖 ドに おいた。 それは 仍 化、 巧 がに 脚す 
るが 屯に よつて これらの が 巧 閑 做に お 辨を與 へ、 化の りの の ほに 仍 化を U みの 如き ものを さへ もな けた。 …… し 
んも十 叫ザ训 3 ん かる 關ホ はた 化した， 荒し 經‘ がに がすろ 凹ぶ の - h ホは 怖时 たる U がを：；： する 巧に のみ；^ 巧な の 

であつ て、 墳 S 茲莫 構た る おな く」 てい + J 皆 健、 S 努え楼 K 留麟は M ミ 策を 

がおか 衍 巧が 制 1; 一 


タニが ナナスが 脚枯濟 s お タ ゴーへ 一； 

巧ら しがない か，！' であ 也 。 J 

かくの 如きな かにが て强制 カルテル 化は 凹ぶ にがして がが 巧 做に 觀 する'. 一-巧 術を 即 へたので あるが、 がする に 
本を のりのと すると ころは、 な述 によ つても W らんた 址 り、 無制限な お ザに よる 价化八 お 瞄を刖 止 甘ん とする も 
ので ある。 それ 化に 本 化の 巧 刺には ザろ^ なる 彈 別れが 明 へられ’ おが 巧に めて •り 如のに 闽 雑から 巧れ がい おか 
にの み 適 川され るので あつて、 過渡の 化が たるに ル ま 〇、 が 巧 化 態 かか 弟され る 巧には ’ U が U ぃ 巧 止さるべき 述か 
にもる。 

この おが、 ドィツの カルテル はおる し <舒述 し、 一九 ザには た 十六、 一九 がには 約 Ir ' 十、 一 化 S 记 が 
にはめ 十 S 、 】 九 S 六い卜 には 約卜 一の カルテルが 組が された。 

二 お 巧が 格の 統制 

ところで、 カルテル による ボ媒 獨卜 いは 化-がの な 岡に もみらず、 巧々 Vf . なにの がを W 卜； げる 巧れ なしと しない。 
化 おにめ て か 他ぶ では かかる 拘 ホの がに 對 するな 巧の なが 制乂 巧が ぜられ るに ザつ たので わる。 これに 關ナる 
端が は、 

一を こ 一: が 六 H 十 su ご， 化な 乂は W 巧に よる ホ 巧 化ぶ おか 引に がける： W 化が 條、 ：3 化 巧 IW 差':- 5 化 刹が をの 制 
をヴ 止な (<e3 っ ご 一 ung ties Reirthskon ごゴを ars fii 『 Prcis 己 さ ' wachung 芭さ ds Vcfbot cier Festsetzun 。 von 2ind な て 
prelsen- ジご n こ泛二 一已 乙 elsspaniicn, si-ulestzuiic 一-立 gen im 古 an- 呈 sit Lebc ミ 3 一 iUeln tl ミ c : 一ー ジ r 昆 3 を Oder Ve を ミ ー ? 


弓 g さ ごで ある。 卽ち 、これに よれば 化な 乂は w 板が 柄が を：：： の 誰 w を 巧た 巧な にの み、 な 化 例が、 をの 化の か 
八 口によ つて 記贼 された 机 化 内が を ばな 克乂は 制 化しなる ので、 化の ものは 無效 とされた 。又 一九 一一 一一が おり S 十 

一：：： W 後寨 <ぶ 施む：：： 迄に ほ た 協 化さ 制を は、 1 九 養 冀 n ぶ：：： を忆泌 W を 巧な 5變= にも 無な とさ 
れる 。化し 巧が 十二 巧 十二：：： の 追加 か 令に よつて、 を 樹谢附 による 化 化が W はこの が 化から げかされ た。 

ホ、 で一义 一一-叫 お 巧 十六 U に 公 かされた 「机 化 引 k 化ム 々 ( verord ミミ ぉ ege 。 Prei を eigei 的き ご i 化のを 巧 
を腑乂 し、 巧が なか 巧必 お：： iA び ホ 巧卜； 化が な 給け について 机 化を U のが パな き 限 〇、 公 沾卜； にはな 化卜 •の 化た 

义はそ G 他 S 朗 おが、 闽内な K ついて： 器 巧 加 T ; 餐範 巧： •器辫 M 弟’ 转刺 引が 乂 はお V 剧咐な 
に 輔ナる おおを お止しち 问が八 思：：： の 巧 一又に よつ て爾巧 「慕：： だの 制 巽が をて あらゆる 拘 おんの 過 
川が 掀た された。 

がの めーヶ H 巧 九月 阳 りに 公 かされた のが， さきに 述べた おおか 引々 A び拥 お监糾 W ぶの々- なのであつて •これ 
によつて 巧 おの 刺き をが へ、 これを ば俩 化と 脱み なせつつ が圳 する が 織が ぶ惦 したので ある。 しかも 化ん にめ て 

同 ザ 十 一 H 五 Ur ラィヒ 們 化晚视 々 U 化かなる e を tz 芭ミ田 es ミ lung ei 養 ミ ichskonimissars fcr P を siiberwjicliu 曼」 
によつ て、 さきにと 巧 十五 U のな 化に よつ てを ぶされ たがが たに A びな W 乂 "の 術 . w はがら たに 化かされ たの 格 
監邮 なによ つて 铁； ：： される ことと なつた。 邮 して 化の 机 化が 制の 扣 な巧腳 たる 化 化に、 がて ゾリ，, 1 ニン グ巧代 
パ' 巧 机 お 席 桃の 糾 がを かしわ ラィプ チッヒ ホ，：；；^ ゲル デラ ー がが 化 化かされ たので ある。 かくて 前 巧に よる 巧お监 
视 W がな 述の やぅに、 がけり i の 倫 入、 加： 丄 、が 巧に ザる までの あらゆる 過 稍に めて、 之を 監；^ しが 制する ところ 
ザ 五を 《 が 技が =1 八 =1 


が一 一部 + ナスが 制が 濟 S なお -I-A 叫 
の树巧 淵が の 小 巧巧腳 であると すれば' 巧夕 によるが か監 桃を U は、 が 巧の' 作：： iT した かつて それ こ 剌巧さ L た 
巧 おの 俩化お 騰を仰 制する 巧 巧を 巧ち、 化の 贿 巧は W 巧に がむ 機 W を址 じて 化た な ドィッ ぶ：^ ぷ .のぶ；：；； を M 
ホなら しめる はの 巧關 なので ある。 

かの のか 監 桃を：：： の 滞 雌は がに 問が トー 订阳 りの f- ラィヒ 悄化監 がを U 術 腿 捣乂化 (ご 2 etz iiher 吉〇巧 rwehin 巧 
巳 er 巧< を wmsse des 巧 CJichsko 33 issar 化 f ミ 巧 reisUberwac 了 eng )」 によつ て、 k 巧必 お " び keek • ふが 支 るん りよ > 
範例を 超えて’ あらゆる W 巧と 給 かとに 摊た され、 パ' て 机 化に 腳 する 邮り 一切の 楠 腿 かの 化を U に帖 巧され たの 
である。 お ホの 机 化かぶ が：：： 化 ホ 巧 化ぶ お A び 給 かに 腿ら れて& たのに がして、 八， や 獅价騰 のは ホ. 巧 化ぶ" I のみ 
にわ. まらず 拘 おを 般に A ん でが 0 、したがつての 化が 制 術の A ぶ 聰關も ホ、 巧が を晚く 一切の M な K び 給；^ に 做 
乂 された おにめ てた なる か述が ある。 化の 際 ゲル デラ I の 探つた 仍化 巧哪 の：！： たる 化 地は 「不汹 •山 •な J ; u みが 巧 ハ 
抑が にあつ た。 卽ち 北む をのざる 牛： ホ巧騰 むによ るの 化 引 卜； はぶ 班され わに 反して、 獨卜 ：； のな 地 化、 一巧の な 巧 
なのげ ぶ、 心圳 •のをが 巧 ホの 脾 U 巧 判な どのが なを 利 川す る こみに よろ 們 化： 山卜； は r . 作 適-とで あ 〇、 M 巧に 可能 
な 們化引 ドの 附山も r 小袖-巾-」 と 化 化された。 巧に 化 巧 能 如の 捣 おは 一 おじ 耶化巧 化 ホ 巧を 化 ドサし める もので あ 
るが、 他の 一5|一 化に よゎ 化 巧 巧の なまる W 巧 (例へ ば、 がれ 代は 一九； こ-がから 1 九 1 こ 一. が 迄に 三- .1 一ー パ ー セントぶ 
瞧 むして むた) のが ホせ め 腿 U 、 化の ホ 巧 巧の 化み をば贴 巧の 化に 巧峽 せしめる ことが が 水され た。 

ものが 水は 化つ 一九 一一, 十 一 H ナ llu 「 仍化拘 ホ A 化ん：： 川仍か 引卜が ルな (ver ミ ihiu ミ ミ10， p - eis ミ… 一ー ミ ち一 
巨 互 g ぶ en Vcrteucrung der Beilarfdecku 量」 となつ て现 はれた。 そして 化の お 合 次の S 叫か W 化されて & る。 


ィ 、化な 乂は聞 描が 悄 化、 提如韦 寶、 ：3 化販掌 政む、： お 向 削 引を 塞し、；； < は 消 巧 巧に 不利 おを ミ 
ナ やぅな おがを ほす 端な にはの 化を 巧の ホ W をが する (巧 一條】。 

口、 ホが ホ乂 はが 巧 尚は 蝴內化 引に がて、 小 巧の 化、 小 巧で 披 か、 小げ". 山が 刺 引、 小が；； が：！ が 巧を かぶし、 乂 
は 小 巧 向 のれ 巧になる か 加き：^ がをはす ときは のみを U の ホ W をが する (巧 二 化 ィ)。 

ハ、 ホが ホ わらが 巧 巧に おる が の 流 姐に 防して' が W 卜：个 化が な 巾 1? 巧 牌 S か 人に ょつ て 化の 流址を W 
雑なら しめ、 之を 延期し、 乂 はぶ 巧：： i の 的 化を 騰かサ しめる ことは 川來ぬ (巧 S 化)。 

卽 ち、 巧 詩 すれち 卜： のか々 はみ ホが 格の 引 kA びが がの 們 かお 巧に がして ホ W 制を 巧 細 甘る もので あ 〇、 し 
たがつて それは カルテル 仍格 水が の 安 おのみで なく 巧 姑な が 化を ぱ 一お仍 化の 引 ドに 利 川す る ことを W 能なら し 
わるものであつた。 

しかるに、 わの か々 を W てしても、 现诗 には 化 巧の 制邮 をな えたの 化を W て 化 引の；；：；： はれる おなが 巧が せられ 
るグて 1-2^ リ 十五— I お—" ' K が 引 巧 巧 脚み 三 马〇己 1 S ミ £ ミ， 二 0 ザ。 こ osnK をす 空 Sndi 巧 『巧 ミ t 3 bcrec ; hnunlr さ der 
Wirtschafl ごがみ かされて、 巧问 計な にょる 仍化拘 化 林-ル 山の 闷 避が 抑制され' 次いで 小 九り の 「拘束 饥化中 か 
々{ verordtlu ミニ ーミ die Annshlep 二を it sn 巧！： eiiihindu ミ' ミ ごに ょつ て 、. n 化耐 おこ かしてれ 巧な ぶ 嗦をぷ 
したので ある。 

これらの お义 、 も 一九 S 叫が 巾に 现 はれ、 例へ ば アー ヘン 城 ル おがた の クィン •ゥ- スト V / 1 レンが が 
シンず ケ ー トへの 加入と 化 ハに、：'^ 艰們 化の がかが；：： はれ、 A いで アルミニゥム、 ぶよ 肥け、 セメント’ ガゥス， 
巧ぶ 巧 ffi 格が 抑 二- ん t 


夕 一部 ナナス 巧が お濟 sag -二笑 
が此 、時計、 タィプラィタ ー、 專 々のがみ が 引 ド げられ たとい ム ザげ が あ,^。 

一二 〇 わが かの 統制 

しかしながら W 卜：の やぅな み ホが 化の 制 腿に 反して、 n 山仍化 A び个 〇山械 のが 圳 にはより を < の闲谢 をけ は 
ざるを 巧なる つた。 とい ム S 、 路ホが c - E にい はれる 器には、 円山仍 化は 巧 川に がふ，， P ので あるから、 驚 

:丄 ぶ や S 輩ぶ にを つ 了は、 襄還案 デ、 萬 深 浸 おぶ 援 s ド A . をが、 资其を 巧す る 

化 H 驳お にあつ ては、 现复び 薬の が S で 一の 化 管に よる 巧 巧の 鱗 人の 化險が あり、 それた 輸人 援と蝴 
巧げ 條 との 脚 巧を な 巧が に緋 持す る 化が が あつたから である。 そして 化の りのに が敝 する はに ホの 如き ホが が 
採 川され た。 

ホ づ一づ 二- 阳 九日 一十 二— の 「ホ 闊 巧：： m 仍 化々 ミ rort 一己 §お Cher を を fiir ミ sl 3 ndische w ^ ar 呈一 r 巧び と：：：：； 

の 

一丰一 =の「 キ 々也 机が々 (verorllnullg C 家 r I ず ise ミ ille Mei ごを がわ、 化の 化の 巧 化な こよつ て 、 K + 
さ ザが お S 内价 化は、 巧 巧が がな のか 闲ホ お倘 化に 胞 じて 巧价甘 める との 例 か 的お刖 がが おされた ので あ 
る。 

しかしながら をが として 姐规 すれば、 化の 時期に めける け •卜； の やぅな 仍 格が 娜 にがす る ぶぶ は、 机が 水 巧を 
ば一胶 的な 巧 ホの， 平 巧に よつて 巧が あるべき なさに 凶き、 ただが 巧が- 个ホ 々にし かいはれ ない がな (拘 ホの 化の 
巧を ホに 巧 ホ々 にか 化された おな の 如き】 にの み- トホ 甘ん とする じ 止まつ た。 俩圳 のに なが 格の 化ぶ さ L とぶ 


を (例へ ば、 巧 巧ぶ 仍化騰 か 巧 止みぶ、 巧 おか 引々" 等々 のかき) でさへ も かの 例外を ほす ものではなかった。 かぅ 
して 巧 時の 仍 俗化 策は 旣述の 如く 腊 がの n 巧 化を が •化な 化が S 上に 强 巧せ しむる やゥ瞄 W せんとす る おに 巧 おか 
扭 かれた ので ある。 

りを ザ S に 低な 巧 巧 § 前 S 1 皇 一年 器 か 巧に？ る乂巧 胡々 を 化げ ると ホ S かくで あ ミ 
町 かお 濟 のを お 化に W の巧单 が 巧に 拥す るが 1： み 火が がを (一 化！ I ; 一が 十 I 1 M 八：：：】 

ホーを 巧 格 A 巧 子 引下 
を 二 怖 伯 巧が 卜 .が 止 

巧 一巧 二) H か 化 巧 化ぶ：： i ホ じりせ 中： 巧に 化が むる もけ のがが 引 h を 化 化する たれ 衍巧巧 巧 ライヒ 黄 U をぶ 的ナ〇 
巧 巧 巧 巧 ライヒ 要な は ヲイ ヒが 巧乂臣 にれ* し ベルリン にがの 所 ホを 扣く〇 
こご なかは ライヒ 价が巧 巧を： HS 巧执视 阿を 化む 0 
巧 一 佑が 巧 

1 、 「=常化巧化.5;§り1义=巧中：巧じ化がむる於け」八おホ。 この巧ぶは巧けがむ化巧化々衍巧ぉ^巧ル々 二 化二耳 
が 屯 リ十吉 H ごに 畑 巧 十る t のであって 、化祐 W に： 化る 人 KS り々 沉巧ナ る M 巧 父は A 化に 防.， J るるん のにして々 の 
ものは 之ょ 〇 除かせら る〇卽 ち、 通 ホの が 引 巧ぶ にがて# が 化と U 做さ 4、 之な <i 屯 巧 如 S も 巧を 巧 レに ホと むき 

もグ である 0 

二、 W が、 w おのな 巧とは 倘 々の 巧 わにな、 俩 々3 衍 がをおを とする もめでは な < 、例 へげ あるか" I 的种 巧に 巧し 
て その 衍 巧を 一が 濟が門 义 は 一巧 お ホに 巧して 一が めに 化 化し、 とじぶ k せる 巧な には、 巧训 、々おが 化 その 化 S な 
がを け ふの ぶで ある。 

が 二 お ライヒ 壬 U はが： かが 化 巧 化に その 巧よ、 かじみ お W 巧 巧 じがても ずる W 衍を 格へ で賠巧 ナベし 。ライヒ 
否な がが が 化に W 化を 過 巧む リと ぶめ たると きは、 ライヒを M はがんに そ S 引 ド あ K をぷ で， へき ものと ナ〇 
み 本 巧 II ; お 化な。 

み SS を 照。 

が おを 衍 な软时 I でん 


." 马 シ J も盖 草；-,^ ぶを 

|«|^ . ,. f *. A ジ •‘ !./ .tfvrf* 
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が 二な ナナスが 制 齡濟八 巧が 

が Hoche, a. 产 〇 ■，ミ ft - 一， S. たな f. 

W Trin ミミ vU 巳 一, P •に 二. 

が ザ vnst K 一己 olf I 【己 ミ， ご ie こ est 己 t des deu で Che3 &*zialis3us 、 三 ambu ミ 10:J4- S. 9. 
。一で ろータ a. a. o., II ち； ご S. 4 ま* 

が- loche, ド w. o., ミ ft S •た ミ. 

の It ミす, a. a. p, ミ ft 8. S. 10 三. 
w- 本 巧 二： お 化な。 

U Ire す ドド P, 1 left 11. S. ち 二. 


一一: 八 八 


で >che, W 
tfshe , a 
で >che、 a 
でろ he, p- 


a. O., - で ft 11 
a. o., Heft 11 
p o., 三 eft ご 


s . 巧 二. 
S. 2:u. 
Sb7. 


11 ミ h で a. a- a, 1 1 ちご， S •ド ご7. 
lloche, a. 产 O., I 安 t 1 ご S. 2; だ ■ 

ブ fiksch, \Vie ミ ー も tet tlie で reisau で ich 二 
?>che, a’ a. p Heft. 10, S. ち 4. 

一 loch で a. a. p, -left 夕 S. *220. 

中を 巧 援八晏 二が が 一巧 む离 格は M 巧；！： 姑 S 巧 IS か 帯 皆が ける 化が 义は 敗が がの 併桥が 一九 一品が-一; バ 

二ぃ 六り の E がを が 過 するとき がの が 過分 どけが M せし むる ことを WO 

Iloche, a. a. 〇., 】Ie で 11. S. ち 9. 

巧が を (ve ミ rclnun 巧芭} er ジ 、ミ ー巧 wei-b von De/; 19 じ 4) 
lloch で a. ド p, -Eefl 7, s- 22. 

お ホが ぉ-り — w 止を (<erordnun 巧 ミ， Ver ミミ lerung ミ。 IwreLSS を gerunge。 wuriel 己 二色を す der I をす rw ミ scha クミ n 

20, ミ ニ U ごとが 一巧が I 巧 化ホ戍 そのが がり W 化に な 巧：： i その 胞 川が：： i は、 败度 ホが】 化 ご： 叫 小-一ー リ十 屯：；： ょ 0 

叫パ个 w りに まる 期刖 内に 的し 乂は附 せしめら 4 たる がょり .いがを … ... が おに 巧して W する ことを がず 0 


巧 一一 節 傾 格 形は 

一 適お倘 化の 形ぶ 

ナチ ス机化 化 巧に がする 一た 轉 巧は、 お づ； 九 1 一一 六が I リー ー十 U の 「鐵ぶ 巧 物述巧 引トピ よるの か 引卜お ル/か 
{Vero こ ミミ K 巧 さ P をを。 を 51 ち aus A コ ーち S ，ler ザ rhc-511 旨. パ von 巧痒 己 さ 一二を •二 erlarifs ご；^ び 3 .トニ！ 六— 

フロ シヤ との 约 ぶ. 父 姐制邮 による 机 化 引 卜-然 ル か (く 马ご乙 ミミ お巧 さ P を！ sstei 巧 s ミ； IUS ご ilass Kinsch をて 
kle。 — 一‘： fhl 一吉 ve-k を rs I ゴ U0 善 rii ごに 巧 はれた。 卽 ち’ これは 巧 巧げ 施された 巧の 述巧丸 かハリ 
トーげ」お；2:.するだかが：；1のが4を：：：がとするもの である。 こ の|?|;巧はが^々做のがおを刖巧廿しめぞるぃのを^ 
てげ 你騰を 化 ルす る ほに' かぶぶ をして 述化悄 化に 轉 望るべき 巧 川の が 加を ば ヵバ， せしめん 丰る こと 
て あり W ら かに 辛' 献グ ーな をな 巧に する ことを 强 制する ものである 。もとよりが 述の 一九 一一 - W が W ホの 巧 化，/ 
巧— あつても r んぐ りには 力 力る 巧が が 化— がでは なかつ たか > をれ はあくまで も训 次の 巧 おた るに たまつ た。 かく 

て々 やか かる 點 は^が 十一 马 t パ：：： SS な 去ぶ々」 によ？ 一 S さむる こ 忘を つた？ ホる が、 こ 

のかを ついては 巧に 述べろ 化し 化 姐 ご：：：.： すべきは、 かを が 则の採 川と M 巧に、 從 來の仍 化かぶ が一 お 

巧 五を ffl 巧な お ミ 


巧 一一 部 十 ナスが 制 巧が S 强 が II : 化 0 
なが か騰 かの 刖 化を 巧 巧と したのに がして、 前 巧の 仍 化かぶ にはむ も 巧 巧ぶ f された 巧 一ー ホ叫ヶ がけ _ ぶのを； パに 
がし 一- 仍化 のがから 卽 がすべき 化 巧が 视 せられた ことで ある，。 

化の ザの 义 H - l よ ルン ベルグの 谋乂种 にめ て、 ヒットつ 一 のが ニ ホ叫ケ が：^ ぶじ 脚す るた..'': をけ て、 ドイツは 
凹 化が が强 化の 巧 階には いつた。 をして これが 化 礎と なつた ものは がが W 閱 いが 化で をつた。 H く. 「ドイツは f 
化せるな 祝 並に がけを： 丄で おの 輪 W により 帥 ふやぅ M 刀せ ねばなら 3 …… ドイツは 叫ケが 川に 何ら か ドイツ 八 能 
力により、 巧々の化巧咬び機械一丄ぶにより、 巧に化々の銷ぉ門做によつて牛-库し5^られる總ての村むに於て、 ぶ 
をに ホ 蝴よ〇 獨义サ わ ばなら ぬ。 …… ドイツに めて は 純が な 凹の が 巧の 化な、 卽ち快 W 化な き 闲內經 巧の げ^は 
进 がながら 無制限には； T 能で ない。 とい ふのは、 ドイツの 现狀 は.：：-」- い巧幣 が 巧に がける を钻 化に おけ おを ばを 
々に 調 速す る ことが' が だ 力ら である。」 かくて 十 H 4 ■八 M 「叫 ケが非 ホを w 々( vero コご一 巨ち Nlar D ミ cli ミ brut ち 
d 3< すを hi ' es を 弓 S ごに よつ てヒ "トラ— は 巧 ニ ホ 阳ケが 非 巧げ' 施のを 槛 をげ ゲ ー リングに ホ 巧した。 これ じよ 
つて ゲ I リングは 叫ヶ ザ 計 巧な ながの 巧 化を 巧る と巧时 に、 十 巧 一一 尘 一; リ 「なぶ 巧 施に 關 ナスぶ 一 か ホ (ごを 
Krli 一を ミ さ ilic 亡 crcl き hrunK cles < ierjahrespla ミ}」 をみ 一が して、 ホの やぅ CW ケ が；； ^ 巧 巧 巧 巧 期の 一な 主して 巧 
化が が 部を- けたので ある。 

) 、 が巧义：丄お村5^:な - 
一一、 がけ お 給が 

一一; 巧 做 W みな • 


阳 、搜龙 化 巧 郁 
祀 、柄が 形 巧な (prei を 乙 U 置 
六、 ホ闊ほ 巧な 

而してョゼフ .リグナーかゲ ルデラ）に化つ てがの おだとな〇 、 「衍化お化に關す るラ ィ ヒを；^」に化がさ可_ た。 

そして 问 リー ー十 义 U の rw ケが引 ボ巧施 化 仍 化が 诚を U の 化 命」 (ごさ etz N ミ】 ミ d を 1- rul ち <les Vier を Ires - 

を ans . B さを lu ミ さ 一 ew Koichskom ョ issnrs 立， Preishi 乙 up 己は 削 おの 化み がが を 嘴 おを がぶ 甘る も， > ご あるが’ 
それは 化 削に 比し おる しく 撕 おせられて むる。 卽 ち-化 S が 巧が W は 「あらゆる 林が のがが 义び 給け. 巧に あら ゆ 
る n 化 中： 巧 お 一切の なに-ぶ 化 ホが： にみ 巧の W 巧 あび 向 おのか 引、 化 他の 张圳 に闕 すろ 仍化 おぶ ハが 哪 J (巧 一 化 巧 
r 巧) にあり を 削と 中イ しく U がは 除 ホ 甘ら れて むる — 問 化 巧ニタ 、化つ 化の 梢邮 はぶ 一 じ 「凹 W が： が 卜-抽 .小-な 

る們 化さ 化 liS 化 韶に遙 なを？ ft ホを を痕巧 一が； と、 筵ぶ 二に 「の 化々 びが 酬 Q ホ パ、 靈、 

巧渊 にはが ぶじ 關し记 な化庶 に 也す る 化が 义 び械邮 のをな 乂 は】 なを；；；： ふ」 ( M 化が 一 . W 一 じある。 がに 木 化に 化 
いて 衍化 おがを U は f 叫ヶ が 計 ホな 施み-梢れ にがして 木 化. 巧 化の ほに 化が なる 化けな々 A 一が；^ パ 化が 化を 化ポ す」 
を il お) る 楠 限を 巧 へられち 

かくして 木 化は ナ乎ス の 机 化 おかに 脚す るが' 本 かたる ものであるが、 化の お 神に ついて が悄 化が 巧を UV グナ 
I は 巧 おを 述べて- ぶふ。 ぅ ィヒが 化が 巧を：：：； の 巧邮が じと して 陆 W 化 巧 邮じル まると だず る ことは が 木の じぶ り 
であるか、 义們化 おがを：：：： の 巧 おにが て乂な b 小なぃ 化 雄 ホ S 巧 刹を なめん とする 化が もぶ リ であろ。 おは.：；： じ 
かおた 折 抗が制 1;: . 


巧 二が ナチ スが 间お濟 の 巧 映 r 化！！ 

の 化 巧を ぶいす るに 巧り、 おが ホ-巧 ハト •に W 乃の 地い がぶ を强川 せんとが する もので もれければ •乂ホ 巧 八.：： 巧の 
化化に^し、 人训八巧巧、 術邮、 なぶを化冲がしや0とも6へない。 がが化ホに蝴するナ^^スの化がは’ 

ヴ凹乂 がで-ハ 化が たる ぺ きが 训八卜 .じ-" •つて wb ' 人 化、 巧 ハィ ニ シア 乎-- ヴ 'な ハ 向 人た る々 化’ がた な 3 c 
乃 これらが ゎ 何なる か 化 八 ドに れつても ホ进 せられる が、 ホ 化に ょぃ 机 粘を が I さ〇れ 巧には 沿 けられる とこ 
- C いがぶ である。 巧い 邮け はち 怖い 利 一 倫のは じ が 化が であ 〇 ’ を 怖と しての 阳 W がが 叩-巧が がが；；；： はに が 
する 制み をが ぶす ると こ： C じが かする。 かくして 們 化が 化を：！； と I てい お S 化 巧け、 如 3： たるが 化 ハ ドに あつて 
も、 解な^ 巧では たくて、 ザ" C ナ '^ス の 凹ぶ が 巧 ハな ぶを ぶ 化せ 1:5、 k お ハ 利：；^ ハ ほに、 倘* 人い’ 义は ある 
が 的の ぶ IT 利 巧、 ツ巧 がた が 凹ち ‘ s ぶに 巧 f 叫へ るが 輩楚： に. 卜單 ろじ ある 一 ち 

ん や- •，な々 怖の が：；^. ハ 化 化に："； つ价 おが 圳は 化が に 「. f 城. ん」 なる 价 かい. ト ホを な吨 する。 化 米ハ邮 く、 ぶが W 
抗い脚 巧に ょつ： 化化 せ れる rf 姑-とな 的 かへ だ i ' w じ.； =； まらず •ザ： C れ ：£ のに 「姑. とれ 仍 かが 化へ いか 如を 
な A すろ。 化 S かに V ゲナ ー ハ-- ムム 如く •「ぶが L .- 化 給が 的 化を かぶす ろと ハ 命 地は 个 U では 一 おにぶ 巧し な-い」、 
といム八は、 仍化むるも八は化なのにをれお"刀でもない阶ががじが1て、 そ八内おの&び扣神の如を刖：^’ パ 
て 凶 W S 个- 怖の な 化が が 节 を^ 巧に いひ 5^ る やっな 化 巧 ル ホを 抓け する ことみ-'^ 能な.. わ ばれら^からで ホ 
る。 机 化 じぶ サられ たかくの 如き お た 化 巧から’ それの 幡 が じがす る-ぃ ホは お U :. 「监： ^ しか‘ 「れ权 のれみ 加」 に 
化る ベネは 巧が： であり、 こ； 2 ことは- んし くも V ゲナ I が- •ム つてむ る 姐 ゎで ある、 「ホ ハ 化 巧は k 愤 にかて どこ"^ 
かぶ 令に が化祀 W の 化 巧で はれく、 巧に が..： 們 おが 巧^ 化 巧 ごれ プ^。」 


さて、 悲で il 猫は、 何が 「抑 出な 价 化かと いを」」 である。 をた が 謹に よつ で w 矣わ 加む' ぶが 化 

給 S 脚 巧に よつ 5 ぶに 措が される もいで S ことは W ら かで ホろ W けに r 地. と 病 化は 化 川に ジ かん？ 

むる ので もない。 こだ A は一菲 なふ ぶ U の 拐に よ？ をみ る。 卽 ち‘. ぷ卜- 八 巧で 趴 •がす 
る こちした か C て それが 利澗 S い 器 S みで なく、 化 川！； •ド £: だ 請 拟に持 か， ら さすで ない W 」 と 
L て价 媛が 复な I も 巧を— に； もいで ない ことが 績 さかてん をを かる。 そた に 「轉 がが 
卜適护 な殺といムとをには' 篇^化病な占よ〇て裤を冀を冷すか絮夫では^^^い 。 t 
户 ず*》 一*" y 樓 巧は 勿ぶ W 化に よつ ては なの义 がが g けを f ；；, お資」 へ あ，；； .がろ 化^に g する リグ 
十 — S 化が じ又夕 であろ 品 ががが に 化ける わなる がみは、 辟 若 やぶが の 抑ハ释 が ミ あシ， L ; 
も’ 々蝴パいかか維が义び安化2化がたるが濟々«げに。；んたわばなら批いで’的化もか‘ ん.リ1て|帕^を怖 
ン 外^- ' J 安ム J と 八 化ぶ たる ぺく输 が サられ わ ばなら ない。 

だか、 贷令阶 ^ 化かと 蓋と Q ほ 2、 U 絮巧 I 化虎撇 恥を 脯 S? 抵 重は、 ぞ ホ— 走を に 
は 一 擎る文 ではない。 ミを ドィッの 榮 "' W ヶが菲 のぶい 菲 堂：：： がに t て wslr それ ハ S 
塞い S 1 つ？ 巧と」 て S 援軍 よゎ、 一が S— を-寡 寶— ハを 《了窒 庭 業 さむて むる 

巧は々 化されないで あらぅ。 

二が 化が 巾’ 

かおな 化 巧が 叫 ,， L ,. 


巧 こが 十 乎 ス化 M が rts 巧 W 一 r 化！： 

とこ" C で、 ぶ 叫ヶ がな がぉか 巧け ハ ドィッ ハ 物 机は A の やうな 化 おに 的 かれて むた。 卽 ち’ 一九 r / r / が 叫 
巧 八な 化に 比して 神げ 物的は 約 一 叫％、 小 巧 构阳 はむ と％ なんつ た。 かや 〇 に构の S 倘 向は 一 的に k 向いて むた 
ので あるが •とりむ け M が だ にがつて がか" 一^げ ク r 巧に ぶ llA 叫ヶ が：：^ ぶへの 巧^は が規 のた 化 巧な 巧 A 化に 
乂 パ 中-のが 巧に かする がぶ から 构仍騰 なの 怖 向に 怕 がを かける ことにな つた。 これが が带 として 站 はれたい が M が 
十一 Hl . l 十 レ cu の們 化引卜 •货ル な ( vorr う 一 = u ミ 田す 『 lias Verbot \.on Prciserh 芭一弓 K — lwreisstnDV ミミ ミ cn 扛で ホる。 
そして 化 S がな こそは がらし い們お 化が のが 心を ほす も S でれ つた。 化の がな によつて 「れ ゆる 林 W い 物 巧 
び 給け、 けにす ぺてハ u 化 牛 •巧 化ぶ = r 令投 ホに 化 中 •吃. 化に あ‘ ぃ ゆる か' の 物な 吃び 巧 U 1 い W 引、 化 八 他 
册 に對ナ るの 化 2 引卜 ：を货 山」 (巧 一 化ぶ rw ) l 、 しん もむ もな 二次 叫ヶが 非が 巧师を W 化した 一九 r •六が トリ 
卜 八り に 遇つ て 化の 巧 如を 巧 化する も 似と した <' M 化 巧 一の 巧 巧)。 つ、 「ぶ 桃 =5^ び 化 給 化 化かけ じに.' f - が：. 加-と 
なる が 如き おがの 加 へられた る 時」 もが、 ぶを 削み 引 k と化倘 した - W 化 お 一; W )。 WL 、 「凶 W がが h •八が 山に よ 
〇义 はれに が 酷なる ことを 强 けるな 例外 S 巧の がが がと ぶんら れ たろ 巧」 は 除外例が ぶ A られた 《ぶ； r 化) 八で あ 
る。 本 かの 巧 S につき、 M が 卜ーリ 十二：：： ハ 「巧 •丄 化糾約 ながに 關 ずるう ィヒ がが 化に よつて’ ヵルテ" 
阳 怖は のがが 巧を：：： の 现巧 S 巧が にがす る义 けと しての 巧剧を れつこと になつた。 

ところで、 化の 价 化が ル々 は Z . 叫が から 化 だた く sii 烟 をなん でむた。 化 一に それは、 あらゆる n 川 机 供 をげ 一 
丸ー ニ 六 ホ 十月 十： りの 水 ザに がかけ にす る ことを にした 八で あるが’ 柄 化と ハ W に 如何なる 別が を： る 
かの II 迎を 生じた。 しかしな が.-: 本な によつて 、ドィッに はけ 如 = ぃぶ 令な な 峰の n 川仍 格は が W し、 如何なる がな 


にもが がの 引卜： は蝴乂 のが' F をが する ことと なつた 結 化’ り 川が 化と 拘 A 价 化との 巧ぶ はが 刖と I て；；^ はれた Q 
である。 化しの 化 引 ドに 腳 しては 化 八晌巧 ハが 圳は 化が としてが がし、 した かつて 衍 がが ル かは 化して 一が のな 
阿 化が 化を：：： がと する ものでは なく' それ 化に.；： 川 做 化に あつては ' E ' 能な 邮ゎ引 ドが が ザ SJ れる ^ いはれ てむ 
る。 

巧 二に' 削 おな S 化に が 化されて むる やぅに. 凹 W がが を邮巧 L 個人が ホを！^ 狙す るが 如き 巧れ ホろ 巧は、 が 
求に よつての か引卜 •を ホ パナぺ きおた か巧恕 されて むる か、 しかも 此のが ホ 例を 逸 川 さるべ をみ たかがろ 化 化に 
巧 ホした。 

望 一に、 ちの 如きを が 化な 仍 化の 引ぶ ぶは 化して ぶを な构們 をぶ をが ぉし ず、 が 中ホ蝴 の构們 が- 邮 S 
巧を 巧 ルし がを いとの ホ 巧が あつ わ。 かくして 巧 二の なに 關 しては、 M が 十一り； r 十り の 巧 一 施り か バドに が 
て その 例 かを 明贿 にし、 巧 S の ii 迎 について は 巧に ザつて 倘別 のじみ 個の 巧が について 規 ぶし、 巧 似のに W 化 引 
下ぶ 巧を ff じ、 W て拘お 一一の 調が を 化て たので ある。 け卜- による 除外例に つきた- 卜の巧 例を 单げれ ばた の 如く、 
そのが 化に， もく のな々 かお 外的 おに 腳ナる ものである。 

の 倫 ホ：：： なのが 綿が 巧 A 机搁 おの 价 化に 脚す る 一九 一一; が 六 K 跳 か. 小は' 阳内化 引に かて 化 化か 一 化 ご 一六 小 十 
1H11 一十り 八 水 がをおぇ る ハは、 がれ、 中 W お、 を 嫂 お、 補助 おか ぷ八巧 防， い 胳人价 化か fw おのを がかに よつ 
て 引卜： げられ たが W のに 邮る ことを 規 化した。 

巧 ホぶ にあつて は們お A びが W に關 する 巧 巧 的 なれ 巧が 化が 一九 S 心が 叫リ： •十九：：： のかな によつて で。 けられ 

巧. 寡 ffl れ おが 一一; 九 お 


巧 二が ナナスが 制 結 WS 巧が 一 1;^..、 

た。 これによ ホ 巧に がける 价 化が 化は ナベて、 がけから が におろ まで W 巧ぶな、 引が A びぶ 拂 化けに W す 
るが おか 斬が じ 適 川され る ことにな つた。 

】 化-】 •心 パ 十 丸 U 八跑外 おがに 對 する 机が お 化に 腳 する 如な は これらが 品 八 明け U 引 h り 趴 化ち ホ こがし 

て おらん をが を" U 、 ちが g ぶ 赏ぶ阴 終-品を 堂 若 品 W がで 清なる」 が W 姜 が'^ 冷 かか 

水め られ た。 

人な 肥 f 火が _^义 川 化か おにが する が 化と (巧 朵 A び 加 鹏巧引 ド か、】 九 S 山—；；！ 八 お 巧が 化の 巧 的の 
かがぉな 化がおぇお資") は巧巧^一:^がををてゐろ こ化らのぷ货を化を夕ぶ肥巧に学るおお化は 
一九， i が 一：::: 1 M き； 0 %夕 加 5；； 肥け は 一を ちがが-パーて 叫 U を 一- 记 がぶ 引 ド げられ ちた 夕价 化は； 
一一-山— 二-八 おか 叫 化に ついて 他 巧の 巧 构悄格 か - Nf - がで ある 巧に 牌 巧 二 〇つィ ヒス マルク か引卜 〔げら L 、 がた ぶよ 
一九 八が がが 化 につき 令 股の な阴 化が 制が；；；： はれた。 

ぶな 化ぶ. ぶに S 了 U 援葉 なが 一み ちが 九け： 十た S 雪？ によ？ 强化 を、 これによ ゎぶ 巧 
化ぃ： は ナベての 巧 卜：と 接に 肆 制に されち 怒 化俩* の おお价 おが 邱. じつき ホが な も S には， れ は ： S — 
セ I ナ的隻 あなる 神 糾のソ — ャ - チ のが 一 の： W 砖梦 ，ゴム、 封が のな々 お々 びげ 化の なにつ を 巧の 
か々 び'^ 牧巧 にがして が 制が 加 へられた。 

もの か ホ 例を みな、 おかが 料 おが 楚义 くの 部分を 占ん てむ る ホ 巧に いぶ がつ くで あらぅ。 しかも そた は ド 
ィッ S 質 抑 中で ちきい 部分を た、 が Q 約 w が おに 擎 ると いふ。 ミこ，^ のが お ドィッ？ だかのと 


祀 をな け焉雙 、こたら が 掌」 たん も楚 墨な 巧 IS 援と g 一一 0 な掌& ミと た 〇、 努か 一と 
の 水準に 豐を 2、 巧ぶ 费 按苗营 糞： 品 了、 W 命 品 さがた さくなる 閉 か堯」 た。 んか 

る倘 ドは だが に 化. 中グ お^する がが と U 氣 との 女ムの 化のと なることは W ら如 でれ る。 化の けに 一 化 S 亡 . hAIJ 
十-化り ゲ i ング はがが みを をし ' U て SS がを 松かん と . J た。 「外鬻 摘 裳 化か。 (f き 一 i ち f ， 
Preis 星 d § お fill . ミ si ぎ Hsclien Waren I Auslandswaiveronl 旨 置」 かこ L ご ある。 を 乂こク て i 瞭 v ". 門が ょ 
一 おがな の 巧 川 5 利澗を 加へ た 抑ち て S となし 廷？ わる か、 を おぉ： 脚； 巧愉ん "だついて 
は、 をれ の麟 阴 化の：；^ 刺とは 無 脚が に 加な しのべす 巧 川 A び利澗 をみ 化して’ 「明 W がが 卜； 贿. 小-な」 かがたら し 
ん るこ矣 が训 としてが 川され、 视 .びには ぶ I ホ 施い へ" じょつ て恕 がは I 当 おい Ms 引 S 巧々 び利澗 

の ザ もを なる ぞ&も S とを た S で ぉろ； 了み かの 簡 誤は 點 と」 てへ J 人 巧 一み： 授含 さた か' 

なは ホの 胤に がて 例 かか ぁる。 

ィ 、慌 人後 加： 丄 されて. 冉檢 川され る もの。 

日 、 條义バ みに ついてはの 化が 巧を U には そのを 化を なけた 巧 か 化の W 化を 化 化する。 • 

ハ、 が 俗形 巧 ホ：！： S 韩 を？ S 渡 重 US 單 輪 人 箱 S -2: ル岂 つい 了は、 援たピ の 
たる 略 人が 化ので じ化蝴 ホが ちて こた 巧： るん 引 所卜非 I で ホつ 一， 赴 的を 扣が S つ拘 

おに 限る}。’ 

にる 了 化々 は 化雜を 柄ん た ドィッの が 化化媒 をぶ 描した か、 化 N すべきは かるを に. けを 化の が 制 
がぶ た W ながが 


巧 二が ナナスが 制校濟 S 巧が 一一; 化 八 
が、 巧を に們 みお 巧を：：：： に 卽ーサ しめられて ゐる ことで ある。 が 削に あつては のがが 巧の 巧 別は が) のに；；；： はれ 
す 例へ ばて-ザ： なの 价 化は が巧乂 お、 を 約 おの 仍お はなが 乂に 、林木の 們 がは 山林 おち 述 巧は 夕地乂 に、 川 化 
构衍 がは 巧 俾乂 にと いふ 風に、 义 々所がの 滞 限に： r 化した。 ところで、 今や ラィヒが 化が がを U 八 ドに の 化に 脚 
する をが 帷か 泣かれ、 阴 化に がする 椒 鹏か卽 一せ しめられ、 組 鈴卜： 巧が V：. 約卜： のが 化は W なる り 化か 令を けて と 
をが がし 巧る ことにな つた。 しかしながら 现 巧には 邮 化が 巧を US がが ホが は. 巧て 火々 械贴 をな つてむ たみ 竹 
と 巧 捲な 腳 巧に 抱かれて むる。 例へ ば、 一九 一二 叫が 十一 一巧 十：：： のの 俗が 巧な の A か！：； 來が がの 巧 おがぶ々 びが 拘 
ホ仍 がの 引 卜‘は ラィヒが 巧乂 にの ホ： i： をが する ことにな つて 阳 り、 化の 楠 腿は 巧が 悄化 ホ；：： じ おされた ので ある 
が、 化の 巧な に 1! 描になる のはが 化かが のぶぶ のみでな く、 M げに阳 ぶの カルテル 监阳の 巧が な 仙が であり、 
この 部み はしたがつて W 训 として 仪が としてが お 巧の 椒腿 内に ある。 それ 化に がが 巧の カルテル 化 巧は 仍 化を：；；； 
の カルテル-十 ホ 術と 協 如して；；：；： はれる ので、 カルテル 鼓 判 所の 椒 W は价 化が 拙 じ巧觸 しては ならない。： ルに 一九 
一二 叫 年义巧 叫り の 商 おが 引々 に 化く おお 粧械 W も ホ 巧が に仍 格む 巧 k に 協ん する ことにな つてむ る。 

巧が を 巧と 倫 入が 现 との 一一の 關聯は 一九 一二 おが お 月 十五；：： のホ蝴 巧" W 机が々 A び 之に る 巧 ー ホ 施い々 にょつ 
て 明らかにされた。 卽ち机 化 お 巧を U は その 滞 貼を 巧お監 桃：；！ におす とがに それを 拘束す るが々 を 助へ る 糊帖が 
附 巧され た。 同化に してを 妈 巧の 禍邮ド じぶつを 倘怕狀 Q 1 おのが がかが とのが 化かが 卜 ：の 别棘も ホ；；；； はれた。 
かやぅ をの 化を：：： の械 限の 捣 おは それの が 糾卜： の 11 迎 にお 乂 なな A を 巧つて わる。 といん いは 仍化 がぶ 八が 邱か 
のみの？* i 化 化に もが 巧を 巧へ る W 能れ を刖れ してむ る ザ 巧は 巧ら くが が 化が ホ：；；； をして 一が がが むがに もを 加せ 


1 が 12) 11) 10) 9) が 7) か 5) 4) のみり 
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巧 五を M が 《 お 


i 化か 


しめる ことを か 岡して ゐ るからで ある。 


ホ ニが ナナスが 制 お «の强 お woo 

お 六 巧 ナチ ス總濟 政策の 巧が 
巧 一節 ナチ ス 統制 經濟の 巧な 

? 々か^ — にめ て 进へ朱 つん ナ乎ス の おが か 巧を ク ー版 械 みる たらげ それは W ら かに j ぶで t 帖ん ド-を^,—^ 

ド-逆 經巧雙 では S ド -8 がと 5 S 8 龜捣を 祝宴ん 丰を契 器を ろ托 おな よりも 
が 水を る も岸蓄 精 攀を〇 、冀 S お容 給が 的 お 化を 化 諮 十る、 從絮 を.^ •苑授 乃 ザが 行 T •おお 巧 

化がにがして，化づれ調さるべきものは：^^巧と關がとのが巧的み怖である。 化のか梢のおが化がのななのお视は. 
ナチ ス ぉがの 鍵 か々 たる 「器は 化 益に お 華」 といを 化に 思れ てむ ろ S 給 針み々 たる f なおに がする 
へ i の 逢」 は、 巧 做さを、 集 おぶ であれ、 をら ゆるが 萬 刺を ほて だがし 一」 適 川され、 服 おを がぶ し. 
苗の 經が め-策は 遷 かな擎 ると されろ かくして ナ乎 K にあつ ては、 では 貨を肪 にがす る繁 をね 

ひ 巧 巧の ネ 4 の 巧に がきを 巧 ホ おを W ホして はならない。 した かつてが W 巧 おの ホ •いよけ 叫が け 取 乂の利 g を 4 
にはな く 了 全 照の ほに する 本 化に 凶 _ ^れわ ばなら ちかくの 如きが ぶは ナチ ス のがな のかが の あらゆる がに W 
はれて ゐろ化 姐を ぶ. が树を 脚み やぅ。 例へ ば、 ナ； 凹ぶ ではけ 巧 們 みが 巧に をる が 巧い .U 化 化よ 爱 

をで？ 5# 若 「•か-ルな」 授 が、 なの 如：！： 篇 らす货 がが み 技巧を 封と」 S 拽 KS をれ る 


ことにな つた。 遷 では 巧 本ぶ のな おの 一部 s 化 も i にがぶ されろ をと 援な ことは、 巧窝 について 
もちへ るので、 なが 物倘 がは 今や 化界ポ おの 俩 化が 動とは 舶腳 巧に、 化つ それの 生 巧 かを 潍れ てた 化される こと 
も 削 述の述 りで ある。 

だが、 もつ と强 力に 凹 S 別の 樹 いてむ るな 例は、 をを 巧 霞？ 褒政带 にめ てみ る ことかが 來ろ巧 揪 
力祀 分に よつて 巧俩 巧は 化 巧のに も 巧 巧め にも.：：： 山な 腳 おの 进巧備 かが はれ、 化が な 地 制の 巧她 によ 〇 化 诞な化 
の 所 か 巧は. り ピの小 •化の 旭々 牠を わつた。 

力く の 如く、 ナナス 凹ぶ にあつ ては 一 股に 杏胎の 利； 佔に W ずる 媒 をは 經 がの.；：： 巧れ は々 左せられ、 お 巧の か 向 
は 闊んグ 意を によつ てんを される ので あるか、 化の 巧を にも 個人の 创な いを がは 給が されて ゐ る。 を ドィッ 龄が 
たると 個* の經 巧た ると を 問は 中ち ると ころで 「巧 巧 巧が 刖」 の稱 川され てむ る 所 W である。 問 時に かかる 倘 人の 
ィ 11 シア チ I ヴ の. •かぶは 「 W おのり 治の 統带」 のが 脚 ともなつ て现 はれて ゐ る。 この ことは なお 悄怖や 巧- 1 W 附 i 

ちは モ H で 聞 照に め 5 たかを 离 望に 现 はれ 了む るか、 化に それの 端的な 案を ば、 强制 力； ルな や 動 
ぶな ss 巧に 8 する こ - u か 川 來ろ卽 ち •强制 《ルて 创壁 S : 川 i :: では 「を f 巧 一とし 一」 快げ のに 
! がする 化 矿が强 なに 四ん に與 へらるべき」 であるか、 しかし 本 巧の. かかは 斷 じて 「脚々^ かおぶ の创 なと 卜 fF . が 
とに ホが を 泣く 巧 ホの が 巧 杖. jf ： をが 本よ ゎが ザ 甘ん とする も^でない.^ とで ひ、 お 乃 巧な にあつ ては、 本 化よ 巧 
一に 「動力を 龙 が巧祇 された 巧 巧た ば 向 力に よ 〇 がかすべき 乂 職を n られ をと を W て W 妓^と し’ 阳 ぶか 
する のは 請と して！' お ホが.：：： ら がせら 襄巧 巧を が 巧」 姿る 器の み'^ だと」 てむ る。 

巧 六 巧 + ナス お濟 巧ぶ の K が 43- 


が 二が ナナス 锭制わ W の 巧 お well 
そこで 即题 は’ を 照 的 利 おのは にす る 四ぶ の 千が とか 带能窄 疑が のむ の 惟 版 的 〇 ホと が 如何にして 淵が される 
か、 乃ちは巧巧ホ原则の巧川が化して個人のイ = シアチーヴを巧がサしめ55るかととムことである。 が训のには 
この 助は 明，：： であり、 ナチ スの經 巧 化 巧は、 闽 ぶが おかおと 豁巧 的か媒 にはぶ たぬ とい ふが に 屯 心が 凶 かれて む 
ろ 「闽 ぶは 闽 W 經 巧の 巧鸿 なにの み 干ぶ する。 おな すれば、 闕 W 及び 蝴ぶ のがぶ にお もよ くな 致す る やぅな ぶ 
化で 經巧 のが 巧 A びが 紙に •ト ホす る。 これらの 腿が 巧に あつ 一」、 個人の か 萊のイ ニ シア チ I ヴ はを お 巧の'' 邮 を 
おおに 入れる 限り、 あらゆる 方 化を W て幽 ぶに よつて 巧が せしめられ るので ある。」 

而 して ナチ ス によれば、 かかる 限み を 明らかにする もの こを ドイツが 巧の 谢 怖の 桃 巧な ので あ 〇、 これによ つ 
て烟 ぶと おがとの 調和が 得られ、 個人の 创 ながが がされる の だと。 卽 ち、 「ナチ ス はが •しくが 边 的な 人 w にかて • 
闽 ぶと おがとの 協力の 化の 條 かを みる。 …… ナチ スは闊 ぶと おがとの が一を 巧る。 …… 闊 ぶは おがを 巧みす •へき 
であるが、 經 巧を むム べきでは ない。」 それ 化に 化 旭で 化々 は 巧：—: 閒 做を おり 上げて みる。 なるほど 化 おでは 龄化 
な 巧 階 制 おと をれ に對應 する 巧 海# が训 のが 川に よつて、 個人の 例な のがが すべき 巧み か 川 だされて むる。 ただ 
にが 惦の みならず、 巧 海 巧と して 迸 ばれた 人々 も ドイツが 巧が の あらゆるな iZQ H キス パ ー トが網 級され てむ 
る。 例へ ば •ライヒ 釋 がみ 謀の なが 视に ならんだ が がれを みれば、 お 旭 ：丄 巧ぶ クルップ、. 进狀 、巧 枯エ ぶ > その他 
巧が 巧 « T : 萊ぶブ P 1 ム 、銷 山み ハルト コップ、 セメント 吃び 述巧 H 業ぶ フ 1 1 グラ ー、 巧热 T : を絮 ディ I リヴ 
ヒ 、化 巧エ おみ ピ —チユ 、をな な 了 巧ぶ シユ ー ラ ー、 等々 を 化る ことが 出來 る。 かくして 化の 部門 じあつ て 丈が 
する 化 本が 刖は 個人 化萊 ぶの 究 おのが 诚 とが 巧と である‘ かに 化 はれる。 巧る にかつ してが 化された 曲附 をの 巧 


防の 運 川を みるに、 を 巧 w 怖は 圳 にして、 巧做闊 ぶの みがの 計 巧は ナチ ス政 がのを がの s 年間に がけされ たもの 
は 巧ん どない ことは 化り すべ ま巧貨 である。 公な のみ 巧の 邮 K 惟 怖に 代るべき 商 T : ノげ端 所 A び 巧 下： W 怖 も、 亦 巧 
働 戰械も おんど ほす ことはなかつた。 政 お， り 身は 過 微な轉 おを 茲媳 し、 が樂 ぶは 化 ホ A びが 給に がず る お 制 腿な 
統制を 恐れた ので ある。 化の おお、 巧 做 中 •谣の 線に がふた 化 化な . M み權を かする 创迪 のな W 做が 热八化 〇 に、 だ 
巧の 機 侦を姐 じた 中 典、 樂備 的な 經 W 政策の 株 川を 餘巧 なくされた。 かくして ワイ マ ー ルぶな によるを 阳 おが 諸 か 
は 一九 S 叫 年 S 问 にぶ 貨 ともに 巧 嫂した。 一九 S ニーザ 心 巧十记 H のか々 によつて ヒット ラ ー はがが 閒曲 について 
化府の巧一^に巧へ るはのみ凹お巧か^^をなけたのであるか、 化のな說は 一 九乃立が巾にお间閲かれただけでわつ 
た。 巧 做戰糾 咬び ホ 萊が闻 枕の 代ぶ# によつ て 桃ぶ された ライヒが が A びな おな 統 にはぶ だ 一巧 も ながめけ 巧を 
がする ホ： 娶即 巧が かけられた 巧げ を 化ない。 がらた なが 巧ぶな の 機 梅を 設ける 化 〇 に、 化のは 版 化な がな A びけ 
政 卜：の 楠^を 俩人 、み.：；：： 捉 の巧腦 巧々 び ライ ヒス バン グの巧 化に 附與 した。 がして こ ルら の侦ん S 义く はがに 化 
の 代 却 •人、 例へ ば ライヒな W お 海 巧、 巧 化粧 械 を：： r 地ぶ 仍 化が 制 だ、 巧 做 協 おか、 みが 化 梢 冷に々 化され 
た。 そして これらの 機關 にお 化せる ぷ機腳 、例へ ば、 投莱み 説、 中な A びが 义巧 例み ぶ、 夺 々はぶ 的が 能を が 
する に 止まつた。 卽ち これらの ぷ槐關 は 何れも 化の なぶを ばを：：： なや， AK おな 贼 化に 强 制する 他 乃を 巧た なかつ 
たので ある。 

之に W し P みだ 蚁じ附 興された 椒 W はお わ 一-梅 化で ある。 例へ ばが 巧 火 ‘ i は 「化の がが ハ 齡附內 にわて ドイツ 
闽：：^が巧を化巡し、 お巧の巧憩を附北するに化要と化惟するあらゆるぶ巧を巧；；；：する」 術跟を昭へられた。 化の 
ザ 人が ナナスが W な 巧 S 巧が 叫 011 一 


が 二が ナナス 巧が お濟 の 巧が 阳 OW 

がぃ 化々 S ミ 中 ii 资节ぶ S ? では 菱？ ，雲が なか 2 探 麗な努 が 重た」 ゐろ 巧ぃ 脱の 

巧 脱 部、 と 〇 わけ おが 火 おにが 'へられた が 货上俯 制 雌な 獨巧 術を 脚み ると きは、 な 府巧腦 部の 術 刀は あるが 化れ 
化2械みが抑1^されてゐた2!^1中ぶドにがけるょ0も殖るかに乂である。 かやつたおがいれ悅化は、 統げの巧俯 
をして が だ被雜 ならしめ る。 化 S 郎に腳 する 次の ゲルマ-一力； ^ の 化 利は 化して 茲 眼され 過ぎて はゐ ないやぅ に 化 
はれる。 

ドィッの 巧 巧は 跑 そのものを 管て 巧は たか 寫が 巧を もを める ときは、 次の かく 敕夕の 基サる 凹ぶ 術 如 

にょつ てながに 支が されて むる。 

巧 一に、 巧倘戰 線に ついて みるに、 これは 巧て 述べた 如く、 巧倒條 件を 統制し . 1 か 業ん ら 化か 莱、： £；; お】 化 
ぶを 他 地ぶ への、 な 練が 似 S 動を が 制し. 夕簡迦 につき 規夢 度け、 をれ ss 附旭巧 脚を 址じ てを S 
中に がける あらゆる 巧 巧を ぶが する。 巧 二に、 明ぶ 巧 萊机撼 か あり、 これは 巧ての 她じ 聯拟に 化つて 代つ たもの 
であつて、 をれ と M じ 機能を 巧つて むる。 お ill に、 おがが 制が 關 は、 例へ ばか 划引缺 い’ 化ぶ か 喊巧關 > ラィ ヒス 
バンク 巧の 如く、 それの S 乃 お W の附 化巧腳 をむ する はか 巧 W である。 ぶ！： にがけ 迎そ Z 3 もがな な！！ 迪 とする 

あるな S 巧ぶ S S けたた n 殊巧賞 ぉろ をら S 能 巧が 變 がを 為 S 巧を 雙て へさかを か、 

巧び をの 們 み、 おがに がする 化 川 おが 川の 巧 化、 ホ W される 枪 出の 聰树 、巧々 V 化 化する にある。 ホには 巧ぶな 
哉 所 か あ 〇 、 統制 おがに かがな が 非 的 デ ー タ をを 裝 し、 け 取 巧に ホた ぶの ものでは あるが ホ 相に 强^な 中 如、 か 部の 
化ぶ的が巧化^^^かあリ、 そのなおはがが的化術に蝴する 一 がの11齒を化おする。 


しん もこれ だけで を 部では ない。 w 卜 六つの ド： がな 化絲の ルに、 巧ん ど 糊 お 的な 械 乃を：；： する 夕 おの 比較の 
小さい 巧ぶ か ある。 例へ ば、 巧禍巧 制 腿のは の エお檢 かが、 ラィヒな 稱 W 怖 W み 巧の 支：！、 ぉ* ょこれ であ 

ろ ‘ 

现論 上. これら 結ての だぶ A びが 紛の範 帆は 跪に 制 做されて むる か、 そのみ々 はぷ をな 術 如を 巧ち、 化つ IV , 
巧の U のはな がに 化の それに 尉ぶ する がかに、 これらの 巧 端 上の 腿 3^ は巧陪 には 去く 咖 みられない。 例へ ば、 ラ 
ィヒを 销怕旋 は S ホ物俩 化の ない ことを 巧す るが •巧 做 戦線は 化い ことを 笠む。 商で かぶ 所は その 灿义の ホが の 
はに 出來る だけ ぉく S 策 想 尝ん とかて るに だ、 な受 はが 緋 T : s は そ S 巧 部 izss ミ がら 巧 
へる。 その お*、 巧樂 ぶは 常に かかる 化ぶ 上の 术仍の 巾を おい 化かり でが がけねば ならない ので ある。 

かやぅな 的は しい おの 無 救の だぶ のが かに 加 ふるに、 をれ パト； にも 巧は しい 夕 数の 規训か ある。 が 巧が 制に 關 
してい化迎货施されろ巧巧ななか乃ちか吿はとな乃お 一 でを^^て政へ るといム。 をしてこれらのあるものは化かに 
一つ 力董 Isss に 適 川され、 をる 表は 巧盡巧 S らゆる H おに 適 川を、： XS も S ある 巧の ホ 巧 
を 部に 適 川され るが、 ある 瑞 なには だ 術に をの 適 川が 化されて 差 巧り そのが みを 化 出さない 拱な など も夕 い。 

此の お 化、 事 梁は K 化卜 •ぶと 八が ぶを 不 W おなら しめられ る。：？ わて 巧 址の现 を か 引で さへ も 何ら かの 化ぶ の 
干 ホな しじむ ふこと か 川 氷ず、 ル闊 ほけ や檢 人が 料 か！^ 迎 になる 媒 なには、 化说 すべき ぷが やぶ ホす •へき 姑刖が 
お 版に がかす る 一つ. のか 引に、 化 揃へ るべき ぷ がの ザみ 救は 一 W0 に 巧い。 

かやぅな ホ 能率 & び问 巧に み.：；：： ぶの 一一の ホ 協 淵れ の 一例な、- 帖 巧が 制の が 巧に がて 化ら れ る。 をが おの 姐ぶ 
■ が 六が ナナス 巧？ E か 巧 SW が 阳§ 


が 二が ナナスが がが WS 巧 お 叫 0 六 
はが 巧の 化 給を なける ことが お* 困難に なつて むる か、 中 嫂 おの 嫂进 ぶは がの が おの 大部分の 檢出 をが 制される 
のみ か 補助 さへ もが へられる。 どんな 製 进ぶも その 倫 W にがが なが W トーの がれを 慌人 する ことは 鉛が にかされ な 
いので ある。 

むじ 述べた のと 同じ やぅを 繫雄 さは、 化か 機 細. りら 之を ホ.；；： せざる をのない。 ラィ ヒス アン ッ ，ィボ’ の 巧 お 
にょれげ、 持 窺； i かこ 化までに 出した かへ" S は 巧に W を 数へ を、 內 化さ ヘムぶ さを い 轟 •のち 巧と い 
な 戴な しには 巧か貿 純され てむ る 防れ 巧狎- のげ 巧のを はかして 邵 がされな I 。 

け. 卜： にがて、 巧々 は ナナスの 統制が 巧が、 個人の 削な の 巧が、 鬧巧 みのが 制を 巧 化に してむ るに もみら 卡 
それの が W 八 •巧 巧に めて おる しく だが 化されて むる 事な を 見た。 化の が 化は おる しい 巧莱 のが 能が となつて 讲は 
れ ざるを 巧ない。 だか、 化の 問 迎 について は 巧に 檢が しやぅ。 

り？ ？ II ご ch ク a. ド P Ilefl S •ち 7, 
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7 r Sch 己 ご an, op. cU • ，で； S4. 

も 巧 rnsrth, o で cir p. 夕 — >• 

み 巧 rnlarth- op. CF, I ご 塞 . 

が ごな 萬で 置 ミ wi ユを laftli 巳 le NTas—sn 己 ミ】 en, Hoche ， ドロ • O • ，一で ft 夕 w. 1 ち . 

U ご， " ernlanicuss , こ er ミ an ご Lo ミて 3 】 ミ 7, P で 2 G - 

U * を ミ har た Miks 巳 ご Die \virtschaf7korlt ミ lie な 巧 Cbei-wachun 巧 tells. 


が 二 節 第一 次 四 ヶ年計 煎の ぶ果 
一 失莱の 減少と 巧 働 巧が 

ナ乎ス の おがむ 巧は 巧 阿 ヶ年計 おにょ つて 狀 削され た。 そして そか 八が 心を ほす も 2 は' ナ ホスが 削：：ぃ* 
の】 九云吉 が 一-パニ= に發 ぶされ た 阳ヶ年 計 雷の 轉 明に 现 はれて むる とこん のな W 八 かがと み带巧 のげ W とでを 
つた。 この ことは ホの 轉剛に 明らかに 现 はれて むる。 ！ 

「视 W か府は 巧が 蝴 W がかが.： 化の 乂蒂 樂遂； ：；： のは、 次の 二つ 八叫ヶ が 片ぶ をが 川 せんとす る。 卽ち 
脚 W のかぶ A びか 巧の 化が の 維 巧を：：： 的と する 搜 W のれが。 

ホ 樂に對 する 强 制の が 巧の 千が にょる ドイツ ホぶ ホの おが。 

十 一 H がか W 來十 w 年训に ドイツ 逛 W はなな の 測に 引き 人れ られた = 

十 w 年間に iK 業 群は が乂 せしめられた。 闊 W 化 おは 判の 如き 化 心と、 不； g 不 挽の 粘： t とを けて ホの 計 ぷを» む 
せんとす る。 卽 ち、 

阳 が 一一 じ ドイツ 投 W をお乏 如ら かひ、 阳 が 削に ホが を ばが が 的に お 服 甘ねば たらない。 M 巧に これ か 他の あら 
ゆるが 巧が 典の 則 化で ある。 蝴 W 化 似は 邮 のがが おがの がた な 化かを むする と 巧に’ 化 怖じは W ぶ A び祁ホ W 怖 
第-パ か ナナスが か 巧の 巧が no 屯 


々二が ナナスが 向活濟 S 逐歧 . WOL 
のむ 化 並に が 化が ホの 化 巧の おけを 物す る。」 

右の やぅに ナチ K S 寶 S 籌 连ら资 の 器 化に々 ぶ 交 器と に 化 中を たので あろ この ことは 巧け 

の 化 巧と しては がに 常が であつ た。 この ことは A の 二つの が 巧から 叫ら かで ある。 卽ち 巧述の 如く かな W じ ド-お 
巧化術の|^にあつては々萊巧はが乂するーホであり、ナチスが化權を化巧した|九己|ニザ|パにはたぶホ牧ょが 
にと 巧 化 人、 これにが して 就ぶ 巧 敕は償 かに 一 f 二は が 人で あつた。 化かに めて、 蝴 W をな 巧すべきな 说 なの. り 
給かィ W 能で わつ たことは 31， を S 凳へ S 態は： ぶが なまつ た Q である。 

^ くてんの 一 一大り はの 巾'々 ぶが 巧に ついて、 ナチ ス化府 にょつて 化い 巧 かから 幡 かな％ 知が 拂 はれた こと i 
な 述の姐 〇 である。 ところで それは 如何なる お 5^ を 巧ら した か。 

なるほど々 ぶ ホな はがが した。 巧て セ 巧が 人に 述 したたぶ 巧 蚊は I 义 I 二八が だり おには 怖 かに S 十一 二が 八で 人 
が* 巧 ザと」 てな： 錄 さたに 響ない。 そ」 了 巧」 S ぶ $ 1 で 丐夕 にが」 てへ， や ドィッ S 令が 寫也こ 
がて がちして ゐる巧 做が A びが 巧 ホ 敬は 約 一で 九 パ 九十 巧 人 (オ ー スト リアを 除く) に のげ る。 ナチ ス みぉが 巧 八 

寶 はがに ち S を、 業ゎ巧 S 蓋に、 をと おがを 學葫ゎ 巧 S 加敕 S 卜：に S みで なく、 贺ぉ巧 S 卜- 

にも 明が に 巧 はれて ゐる 。一九 一二と が 中に めける 一り 中 均な 倘巧 則は 八 •お •六け 圳 とを つて W り •これは 巧 化 削 
の 一九二 九が のをれ と 嘴し いが 

ホの 巧が 生 ホ 諸 部け じあ つても 一九二 义 がの 水が を 巧いで みる ことにが n すべきで ある。 


ドイツち おて 巧 ザ 均 巧 俩时閒 


化 二 九が 一九！ ニニが 一九 1 化！ 1:1： が 一九！ r 记 小一 凡 - r 六が 一九！ r セが 一九-; が 


み H 策 ザ 均 
な 《 S なお 
« 株 H 巧 
お « エ茫 

械ホ 《 株戍 
ホ 巧 H 巧 
巧 巧な 巧 H お 

化が H 萊 
織 巧エお 
な 巧な H 巧 


(I ミミ ミを ， Konjun ご ミで rschung, 己 irshei-i 巳 二 -】 W J 巧.， 三 ctt と 


とこんで、 化* はけ 卜： のか、 お抗 がを 化の 値に 巧 化つ てがいで あらぅ か。 刖 化八敏 ザから して 你 々牧が のが 视 叫 
に大が 巧の たぶ 克服が 實讲 され、；；：； 乂な 巧倘 がが ドイツが ホ 巧が の 中に なぜら れ たことは 叫ら かで わる。 しかし 
ながら ドイツ だ 胞が补 の； fi るかく、 巧陪 のた 巧 巧牧 か巧乂 、お；^、 をの 他の が 化に ょりが 俩 不能な 巧を をむ 乃 小 
巧人內 かに 止まる か 巧 かは が である。 M 期 1! 小に がける 他の 諸蝴 •例へ ば 巧 倘夕敕 にがす るみぶ 巧む を 例に 化つ 
て みれば 巧し くみぶ 巧 殺は がみして むる ことは が 巧で ある。 卽 も、 一九 S 二が と 一九 S とがとの 比 おでは’ 刖 K 
にがす る 巧 巧の が 合は イギリスでは ニニ •一% にがす る 一 〇 .九％、 た裝 W では 二 ご； •八％ にがす る 一 0 .お％ であ 
ると まに、 ドイツでは 一二 0. j % にがして W •お％ にし か 過ぎな 5。 

ホ 六 ホ + ナス お 濟み巧 S サ巧 阳〇丸 


巧 二部 ナナ K がが 巧濟 の 巧 » リー 0 
これらの ぷ闽に 比すれば 、ドイツの たぶ が少 をぶ す數 ザは 化 だが みので ある。 しかしな から 此の 巧た ポ ー 化. 
アン インチ プヒ も析腑 してむ る 如く、 かかる々 ぶが ルなる おがには ドイツに 巧 巧な 巧 化 件 か 加は つて ゐる带 巧を 
も見ぷ しては ならない。 

夕 一に 就？？ T ザ 蚁 が々 ツホ 彼の がんと 巧し くないと いム ことで ある。 化の 弟は 巧 ナチ ス み，^々 び ユグヤ 人の 脚 外 
速 避 巧や監 がに ょるが ホ巧敕 八が 少 をな 巧す る。 化 Q 點に腳 ずる 化が す •へきが 非は 無い が、 闊 かに 速 L 、 ぶ ひょ 
巧が された がぶ 巧が W 巧 故に のげ ると 化なければ ならぬ。 

巧 二の がよ は义 巧が パノ には 班 义巧倘 ザ 流人に がする 制鹏 か巧义 つてむ ると とふ ことで ある。 從來化 惟 期に あ 
つては. ホ， ラ 'V 卜巧變 が 燕 ドイツ S 人し 一」 篇に葉 する ので あるか、 1 九 ミー 帘 S にはを か ホを 
を かつた。 

巧 三に た 叶が 乃丞と 十な と稱 せられる ホ ザ か掛巧 制 巧 化 巧に ょつ て 巧 做が 瑞 から 引卜； げられ てが が こ姆， < さ 
れてゐ る」、 竺十比 A 人が 巧 化に おず 甘し：： S らた .- W 。、 巧に め 二十 化 巧 人が H K • T が 'S 深ナご 
化 巧の み憐 側に 巧 川され てゐ るので ある。 ‘ 

巧阳 にお 裝 、脚 そ S 他 述 S-g 家 授 ょつ 了 約 單お欠 資攀ぶ 巧警 おを 乂授ぷ ひ达ま L 

た ホを を 巧 過して はならない。 

巧 巧に 中 おな ことは々 义ホ 数の がパノ はからず しも ドイツが 巧の が 化 にがつて ゐな いこと である。 卽 ち、 义巧夕 

の¥ は. がら ごも 肖が 努襄 ミる も？ はなく 了が に解腳 2 ぶ、 使 川 人 巧の 請に を 為が もく、 


この ことは 同一の 貸 おがで， ょ〇夕 くの 巧 脚ぶ をが 川す る ことと なり、 したがつ て 巧が の 化 下を 巧く。 これを 巧 
お化人についてみやゥ。 次巧に剛らかな如く、 )乂ーニとがのドイッ刺巧所5^は’ 闊^巧所巧屯な九惦と干二‘円が 
ライ ヒス マルクに がして 吉パ 八十と がぶ fllrc 苗 ライ ヒス マルク、 卽ち紙 所な 中のと w ■六％ を 卜：： わて むる。 化 
の お ザは 戦後を 姐 じて 姑が がけた る 一九二 八— 一一 义 がの 叫 パ S 十惚 ライ ヒス マルクには A ばない にしても’ ナチ 
ス 化楠尴 巧む 削の ザ、 卽 ち一义 1111 U 牛に 比すれば 记 〇% がの が 加で ある。 

ドイツ 蝴 W 所 巧 (诏某 別 巧 化が 巧 ライ ヒス マルク】 

一九二 化が 一九二 一二が 一允 一三 一が 一九 •一 •叫が 一九ち 九が 一九 一一 一六が 一九！ ミ 年 一 凡 一で が 
巧样巧 气 六を 气女出 四、 室 五、 宝ぶ —01 ぶ お 、臺 
巧 H 巧 つ岂〇 《、当 0 5量 八、' 客 S 、 B 夏 一二、 岂〇 
巧 お A 巧价 呈 、岂 d 云、 里 一 呈バ S 三、 查 まごを 一 蓋、 養 一又、 とき 
巧 本 W ホ ーー、 ミ 八 一一、 岂ゴ ーー、 ち 九 15 呈 一一、 全 一 一一、 八 一み 

巧 巧 巧 塞 と 言 襄 へ 10 薑 ろ U 

利子が を 丸、 壺八 八、 養 おバ竺 一 r お呈 と、 田 九 定 、妄 
巧 所 巧 ち 一呂 置、 一ち 巧、 •言 至、 ち D 五八、 さ 二 奋 、を〕 ち、 史ご 岩、 0 召が 碧 

(sta を 二！ jclies 巧 oicsan 二， W ミ schaft C3d fJtatihUk, 】w J ? Mr . 20】 

しかも 生が 巧 おおに 化い てんの 脚 巧 所 を ば 一九二 八 年の 脈な 如に 巧な すれば、 阿 パ 六十ぶ ほ 巧 ライ ヒス 

マルクと を 〇、 がろ 一九二 八が の それを みいで むる ので ある。 

ホに 稱 めて 大ざつぱに 巧 銀 巧な を 化つて みれば、 あり 時間 巧が のがみ は 一九 一一! 0 ザの 二 0 屯 • 1 ( 一九 一 ご： が 》 

1 00) をな なと して 一を こ 一卒は 一六 一 み、 爾後 一一 巧が 一六 一 三、 1 C < 小 一六 一 .二、 一こ 〔が】 六 1 1 と问 

巧 六々 ナナス 巧濟度 巧の » 巧 内 一一 


巧 二が ナナスが 制が 濟 の 錢お g 一二 

一な にが 化されて ゐる 。巧し これを 遇 巧 銀に ついて を ば、 巧稽閒 S おされた おおとし S が、 一九二 一 0 が 
の； 二，. 一一に 針し 一こ一. ザは 二 一; 一 •叫、 S 阳ザ ー ーー 夸九 、二-- 六が 一一 一-公 ト ザして むろ かくして 巧 銀は ナチ 
スか械 ：卜に 於て 化して 下降して むない としても 管 卜-慧 芒て ゐ ない。 化し 遵は それ ハ憐乂 でかり、 を 
に縣 する 管 一 马八哭 ザみ よ 〇 を〜 たが 一」 巧提さ g に® を汽 でむる と-一^ん おしな か 
ら化グ お 合に も诗 gru 繁乂 S か 加は 刖 記の 如く 時刖 巧ぃ 巧が 策の 巧 加に よる 文ではなくて > 就 ぉ 人 y " 
ホに 巧 做時閒 舞に よる も？ ある こと、 さな 紫 ハ隣乂 楚： てよ ぶまつ たとは， •，一へ、 その 雙ナる 

のな 巧が 苯 るし く鸣卜 したと 一: ムム ことを 视學る ことは 川來 2 。 加 ふるに 墨な 誤は、. パ 提乂ハ 巧ぶ が" 
は 明を で— としても ドイツ 巧倘ぶ が悅 、かみが 險 、地 •柏が 險掛 を、 削な 巧/ $ 々ぶかが 献ち等 ♦につ 
いて 一九 一; 八が 乃 室 一 0 がに がける i も 强制巧 おを强 閒に资 をる がか f か吳 だとい ふこと でを 
ろ .R くし H 卜 。て ノヴ i がが 搁 してむ る やつい、 ドイツな 例 巧の 化 巧 ルが はが， 巧卜 した ミ 做す ことは 
誤りでは あ s まい。 C か、 こ？ とは 化」 さる. へき-ではない 。業ぶ 惡 溝」、 み 人が 「慕の 侦 W - 

を 獲 だ、 加を K 蓬 S く 巧 潑管息 がを 品 藻 孫 さよる み 8) 茲ぜ .た S ど’ が’ 雙ハ化 

化 がをおと しては 著る しくけ 巧 V 」 れた ホ. 巧を 巧 おする ことは 川來 め。 この ことは ホに 化る 令が 倘所 4 と 巧 本 商—" 
の 巧 巧との な卞 によつて もぶ i ; ルされ るが 

ナチ ス削 ごを 一九が から 一 当 ニ ザ 担に ドイツ 勒巧 巧の 概所 S 叫乌丰 に ライヒ スごク から 一. け 革と 
惊 ライヒ K マルクに 管、 が 所 巧る. が、 がみが 除け 蒙 巧 除 _ ，たもの) は 二 W ぐ 肝おラ イ ヒス マルク かろ 一巧 


二十 おが ライ ヒス マルクに、 卽 ち、 阳一 •六％ だけが みした。 これを 一人 巧に ついて みると、 が 所のは r で s 十 
ー ライ ヒス マルクから 一で と村阳 十九 ライ ヒス マルクに、 卽 ち、 一 :,：! •九％ だけ、 純 所 5：： にあつ ては. I で 九 パ 六 
ライ ヒス マルクから 一で 五 パ ーー ー十 S ライ ヒス マルクに、 卽 ち、 一九 •六％ だけが みした。 これに 對 して 一九 1 
ザから 一九 S おがに おる 削 には 紙 所のは 二： が 二十 二位 ライ ヒス マルクに 、帥ち、 二 お. 一一:%、 純 所のは 一ー パ 八 
十一 惊 ライ ヒス マルクに、 卽 ち、 二 w •九％ だけが 加した。 をして 一ん 巧に ついて みれば、 が 所 55 は 巧び 卜：は 村 
じ 化の 一千と 門 W 十ニ ライ ヒス マルクに 北 まり、 純 所 は 稍、、 が じて】 で-化 巧 叫 十ー ライ ヒス マルクに なつた。 
化 おに 一人 巧 所 5：! かを 所， けに 比例して が 加し 巧なかつた 现 川は、 k として 一九 一 こ-が パ 降の 巧 術：：^ への 追加が 化 
給 ホ 巧 巧よりも 巧 銀な 倘巧 によつて 卜 M めら れ てむ たが 货か らお 明され る。 かくして 俩 々の 巧倘 巧の 化 化からで は 
なくて、 を报 としての 蝴 W 所がの 化 化から すれば、 巧 術々 旅の 脈 H 乃の 巧 加は なめれば ならない。 卽 ち、 削； 5 に 
よつ て 叫ら かな かく、 一九 I ニニが から 一九 一一; 化が に ボる师 の 純な 倘 所がの が 加は 扣+ 六に ライ ヒス マルクで あ 
り、 而 して 同 脚 中に 闊ぶ のかみ のぶ 出が 十五 惚 ライ ヒス マルク だけが ルして たるが 化に、 巧倘 所がの 純が 加は ぶ 
引 W 十一 化 ライ ヒス マルクと なる。 この 泡 加され た蹤 K 八が 次ぶ の 如き 小 巧 等に めける 巧 トーの 咐 加と 化 本 向が の 
が 巧の 巧大 とに なげして ゐ るので ある。 

小 巧 な ( 一 化 二ん が" 一 〇〇 們が 巧を】 

が み たが な S 巧 S けち 
一九 _1:0 が 空 •八 を 占 な •八 を •一一 
一九 三が ち •田 な •八 ち •一 八 一 •五 
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« 卜： 化た ところに ょって、 ナチ ス のな】 ホ阿ヶ ザが 巧の 二 火 H がの I たるた ぶ 克服は 側々 の 巧 W の 牛； 巧 お 化が 


巧 干の 化 下を 來 たした としても、 巧ん ど义 ぶの 带資が 無くなつ たこと、 A びを 怖と しての 巧 做# の 化 化は がまつ 
たとい ム ザを によつて 一應途 化されら れた とが 論す る ことが 川來 る。 よしかぶ の械 みが ドイツ 蝴 おがの 裝 巧に 
化らず しもが はず、 又 アイン チ ッヒが 課 ひる 如く、 1 その 巧が なモ なた るか 巧巧苯 計ぶ がよ し ナチ スの獨 削に よる 
ものでは ない にしても、 ナ ホスに よるぶ 巧を ぶを する ことは 出 米ぬ。 

二 搜：^^のホ活水準 

さて、 巧々 は 巧-ホ W ケが钟 ぶに がける 他の 円が、 卽 ち、 兹 W おがの 問 齒を檢 討 甘 わげ ならない。 w 々述べた 
かくナチスにかつてはな；；^は「血^^の椒み」であり、 ぶに出と化とバ巧とのぶにがて なバは化说されれ ぱならな 
い。 かくして ナチ スの化 楠 巧む W 來 何よりも 废 W 化 薄に 腳 する がぶ 巧が 講ぜられ たことは 巧述 のか < であるが’ 
化の 巧な にめ て ナチ ス のを！！ は-速 せられた であらぅ か。 化 おで 巧々 は閒 魅を 二つに々 つて 视お甘 ねげ ならない。 
第一に ナチ ス 凹ぶ の义巧 としての 度 W が 化して 阳 ぶので がいが 錐ので に 化生し 料た かぶかと いふ ことで ホり、 巧 
r にを 巧 & び 原れ 〇 むの 目的が 泌 せられた かとい ム ことで ある。 

巧 一の おにつき おも 巧 巧のを 化 巧と 化 化される ものは 化 巧な 化の 制ぶ である。 これにより 化が な 化は 巧ぶ 卞る 
こと も、 格 化に 巧 化する こと も ホされ ず、： 化に ザる まで、 不 々刹の 値が の お W 乂 はむ 近親た る 巧 丫に成 継せ ねば 
ならぬ。 かくして 倒な せらるべき 化が 地は ドイツの 余が 化の 約 六 0% を 占める と-: ム はれて ゐる 。とこんで かくし 
て强制 的に 小 •化に 巧り つけられた r 搜 は 化ぶ にめ てが がれ 格の 苑 巧の ホに、 阳朵 にがして 化の お 帷をば ヘムた 衍 
安人 巧 ナナス お濟か 巧の け S 阳 一ぶ 


第二が ナナスが 制お濟 s 战 4 こ、 

将 にょつ て.， j 擎ご藻 をれ 擎 ろかく Q 如ぐ .u ピ 3 r •地 Q 處を學 る 瞬 落 制® を 2 化 程が すを 

Lf 巧とは搜^^ の ホがを’必らずしも安乂なも 3 たらしめるも^ではない。 こい こ とから米るお端なな例とし て • 
ぁ孟乂 にめ ける 援は化 f じ 地な S 川を をる ほに、 n . J 3— 中に ユダャ 的 血統を 装ん とする 巧 さへ を 
つたと とはれ てむ む。 

な：；： に 望を た燒 S - 个： Z - E は 獨ぃ裝 S 品 おに 六ての みでは な < 、褒 sf ホ、 巧ん どが 刺 
S 川を ザ はれ、 都 ボ巧装 S でに 諸を てた る？ るる。 I 当 二 乖擎の 叢 か、 ぶぶ がご シアに が 
てが の 職を 裘 やっと-} た陪 Q かさ も、 やが 一」 を而 がぶ グ -た Q 暮は薦 Q 都市 S で羅 3 れる ことを 
货 止した？ をる。， か 三」 ー ニヶが ち襄巧 搭^^ 营わ s を； 巧は お叢界 S 陪窠 する こと 
を ホを ない。 をれ Q みで なく、 问 が： を 丈 瓦 愛" は S b ! 群で 蘇」 た ミ Q わ る 祭 ホを ばけ 殊 の；—; 

でに 肺 祕ナる ことを が じた。 かくして 化が な 化な にょつ て卜 .地を ぶ 化される 術 利の ない な 村の-ぃ ホは" じぶ 巧附ぶ 
になを をは 朱が Q をが 巧 3 化て はむな い。 化 旭 がて 十 ナスは 他.； では n かむ 魏 巧 Q 巧 化巧胁 がを 诚じ 
て& るか. 化の おな に义 くの が 功を 化め てゐ るとは 斑め 地い。 卽 ち、 . 

新な 萊が W 較 

巧 巧な 城が 巧 一人？ み 冊が 

一兰 八— 一望 二が 雲、 一二 玉 一完 一一：、 S 二 一三 八 

一九！ 一 I ! 下 一九 一一: 屯 年 一八、 八阳 S 一 一九ろ ー ミ ー六 •孔 4 

ニ ミ thut Hi， Konju ミミ クミ Chun で ご ertcljal5hefle 5; 交 — じ 9 _Ie ご】、 S •一一 度 


となつて ，わ0、 ナチ ス化滞 ドの 祀ヶ ザ训に 新ら わに w はれた 巧 w 数は、 そ 八け > 削の-化 ヶが閒 にめ ける お化搜 w 披 
の 愧んに 約 ザ々 であ 〇、 化 つ それらの 移化搜 W の與 へられた r •化 机が は 約 十 巧へ クタ ー ル だけみ いので ある。 

ホに を お W 报 による 度 巧物俩 化の 統制は 投 W の 生 巧を 安を せしめの たで あらぅ か。 なお 悄附 のじた る 機能 
は 度巧构 のがのを ぶに あつた ことは 巧述 によつて 明らかで ある。 これによ つてな 巧构們 化は 巧る しく；： ルト： げられ 
た。 例 へげ 一九 si : がと パに がて シヵゴに めける 小が の 化 巧は 一旌 につき 八 ニ マルクだつた ときに ベルリンのを 
れは 一九 一ニ マルクで あり、 ラィ ぞは シヵゴで： 九ぶ マルクで あつたに 比し、 ベルリンでは 一六 0 マルクで あつた—。 
とこんで かかる 農 巧物价 格の ヘム 化は その 化に ドィツ 投 W の 利 おにな つた か々 かは が 11 である。 とい ふのは、 ドィ 
ツな W は 他の 仍化 政が によつて n 。 のがが のがみ にがしても、 よ 〇 をく をぶ 川せ わげ ならなかつた^ら である。 

ホ 巧に よつても W ら かな 加く、 な 巧 物が みの 騰 なに 比して、 搜 ぶで 化 川す る X おが おの 化の 騰 巧の が大 であ 
る 0 

な ホ 物々 ：丄 巧物倪 化の 比較 (巧 前 U 100】 

一空； 二が 一 化さ 一; 中 一空：！： が 一空： おが 一九 一： a 小 15 セ 年 
反 巧 販《 ホ ホ か 八 化 八 叫 凡 2； 一〇一 一〇〇 

巧 构 ニニ 九 六 化-一: 一 0 1 low 1 〇 ぶ 
糸 ホ 屯ぶ 六 山 ミ- 八 一一: 九 六 化 叫 
H 巧 令 お： 1 . 1 I 八 一二 I こ 六 二 化 一二 I 一二ぶ 
巧 化 一二 〇 一一 六 一ー ニニ ニ ー三 こ 一 屯 I 
化 巧 一二 六 二完 一一 一六 一二 六 一一 一六 I 

や 人が 十 ナスが W 政策 のげ が 阳ーセ 


が 二部 十 チ K がが お濟 の 强肤 
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(I ミ titut fUr K.anjcnkt ミ fichung , Wwhenl ホ ri っ 一二， す. 二， ミ.；；】 

おを 干 S 诗例 をた、 一驾|1 苹と I 驾 韦ミ援 にめ て、 鬻俩 供は 九 .5、 ぶ お袋 S ろ 
% の騰 巧を で 了ゐる 愛ち H ぶを： 器 S は 号 一%、 被服 仍 化は 一八 •； 、化® れは ニー- •巧。。 の騰 

かで ある。 な講 念を をな f 人憲 S 器 S ふ S が 製を よ U ぶ」 了 && も S も あるが、 

紀 じて 度ぶ 雖 WS 器騰 なは、 袭の化 入が 加の ホ 部分を 舞 巧に をサ ねばならな いので あろ こ 谷とは 

庭を 援ち 'かされる。 搜援 巧終宰 S ぶと 獲と SI " が S 頭と して、 度 器赃農 人は 一望 一， 
丄 こ 弄 Q 黯赞 降？ しく 巧 加した が、 同時に 漂 ゎ簿 支出 も ホ、 荒して むる。 


九！ ニニ.- 一吉 本； 吾 |;丄|; 阳が 

(卜 * うィヒ * マん クー 

ク叫 I す w 一 


化 資收乂 

朽 々义巧 冗 •お 二 

(一九 =1 二 I 一ー ニ I ! が" 1 0<3】 
化* 化 入 - 00.0 

巧 斤义扣 一 006 


子ち 一 


九 一 II 阳 III 一 おが 

八 •ご： 〇 

お •お 九 


化！ ごぶ— 11: 六 中 

八 ふ 〇 
お ふ 九 


化 II ; 六— 一一: 屯が 

八 •八 六 
六 •三； 二 


一； ふ 一二 化 •お 二 ¥ セ. I ご： 八. 二 
一*^ 90 1 曰 一 •一一; 1 〇 八 •五 一一 阳 •お 
ご ミニ ミ fu ， K ミを nk ミみ ミ Chung .ミ- chenber - ich ご H ち.， Mr . だ 

力す ぅな ドィッ 费 S が S — をはを 1 S 度 探 為 S 揉に 駕を來 たさ ざる を 祭い。 だが S なは 巧 

二 A W ヶ が 計ぶ. の. 巧が に 併 サて檢 5^ さるべき 叫 姐で ある。 

此 店に 累 つた やぅに 5 ホ 1： ヶが 語. はとは ばが 巧閒 にょ ミ 化が された 牌 巧 S ぶ 次 化の 冀 であり、 


同時に おらし い ドイツげ？ w への 出 巧で も あつた。 社を が书 ず-を 化府 のぶ 期に が はれた ドイツの お 巧 的 化が か、 シ 
ャハト やへ ー フェルの お 細して むる かく 何よりも ヴ 1 ル サイ ユ版 制に 巧く 化を 的が W に 山 ホす る ものである とす 
れ ば、 これが ぶ 船は が 米の やぅな 姐 おのぶ；； おの 如き 前 ゆる 經 巧の 〇 か 巧に 化る をけ ずして、 か 治の 巧 凹に よ 
る ホは なく、 化が 1 的に 阴ぶ 械ん によるが がの が 制を 化が とした ことは 叫ら かで ある。 もとよ 〇 がが 化憐ぶ 服の 巧 
めの 凹 杂的干 ホは ナナス 政府に おまつた ことでは ない。 遞が 的な；：^ 巧に 巧 かされた が 化 化 似は な* が 巧への 干 ぉ 
に 袖かざる をがなかつた ので ある。 化の け 心が S なみは 一九二-- 二が 八 H 二十 八 US パ I ペン プログラム であ 〇、 义 
いでは 同が 十一 1 H 十ぶ U ゲレ ー ヶの卽 時 プランが 化れ た。 しかしながら、 刖 巧は 補助を と 化が ハが 巧と によつ て 
個人 か龙 の イー- シャチ I ヴを唤 起せん とした もので あり、 がする に 純が なおが 巧の 巧を の トー じぶつた もので あ 
つて、 がの な澤 はかぶ そのもの にお 倚し、 殊に 乂を 救の 巧倘 巧を 吸 化する 巧ぶ の 如きは がん 巧础 せられて か 化し 
た。 ゲレ I ヶ卽 時が ぷも ホ、 削 ホに 比すれば が 分 巧る 點 かあつた けれども 、なほみく 八げ 化を なみ、 巧 巧の 义ぶ 
救 巧に 巧义 つと こ， C は 化少に ルつ たので ある。 例へ げゥ M スト フ S 1 レン 巧 例 W のが 化に よれば、 W .;- 化 人 ハ も 
巧夕 中が かに 乂モ 人が め ザが 刚本計 巧に よつて お 巧され たに ルつた 01 

W 上の 如きが 過を 脚 みるならば ナ ホスが 何よ 〇 も ドイツ お 巧が 化の 化が として 遞が のじ L て 化つ み 巧のと 化ら 
れ たみぶ さ. 巧 變廷な W 階級の おがのは に闊 ぶの 統畫单 げて迎 地した ミの 巧が である ことが 巧 解 せを 

るで あらぅ。 . 

1, ー ミこ ミ ー巧 『で ミ j § ご ミク ミこ ー ミち， < i ミ 占 己一？ h ちで】 9; ち/: だ- left ご S . ; M . 

が 人が ナ千 K 巧？ £ か 巧の 巧が W 1 化 


巧 二が ナナスが 脚が 巧 お 

3 el > ent ? 

00 ー ミニ ご-ニニ 『巧 こふ§ご ミごぅ (ご ミで \ V < M ； henl > erich ごご Jahrs Nr . 7. 

4 一を ち 5 ミ r'T; 一 こ ミ s, \V こ rhl Ksnmnic X ミミ ご】 去 • 

5 叫 ご 己て ー ミを 《‘る 三 llany -: i 1 ぞ で一一 ご, 1受4 ご ミニ ニコ、 P - 叫ド 

む -ぶミ ー 己-も ご es Kcichsa 己 二， Keichsstatistische .ょで h こ ミ cli 】9; J 7. 

一, りお、 前が 卡 I 巧 A Vac ご， I'rivan ミ ilch, up * cit. 

8 I'nvan ご vit 三 一 , fjp. CF, p. た >• 

の 巧 卜のお 明は、 rrivanovistch- op . cit.- で 43 こよる。 
w Ki ミを c で cir p- ■? じ . 

u r Schuman , op . ciL , で 415. 

u 巧 的が か 化、 本！ ^ け 一一 : 0 二： 円 ホ挪〇 

ホ皮おが巧义化おにがける皮お巧曲々がか制帖を、 本巧，一；0ーー；|叫な〇 
H Ksruiis ご l ^ l '. 。， ごこ 去. 

h 】 ご - 一 『ミ 弓乂巳 sc ごご ご ミ 巧 n<le 二 e 『 Keparatiien, 2】 >u ユ • S. 】董 巧 . 

が で ミニ 三シ V 已 - こ rlilfr ; 一で s tleutschei ■ ジ -irts^laftspnlitik- ゴ 5 ご 己】 じ ；；5 乂 
n H5 v 已 , a. a. 〇 ., S •ち 

を 一一 節が 二次 1： ヶ年計 巧の 池艇 

ー ドィッ おがの お 典 


削が にがてみ た 如く、 ナチ K の々 巧 A びな w 巧 巧は 一席のは 維を 巧げ た。 化 巧に めて かヒ トラ） は】 九 二； 六 
が 九：：： 九 口の-ー ユ ルン ベルグ 巧大 みに めて 「お 阳ケ がが 巧」 の 巧 施を 巧 W し、 ドイツの ザ ボ惦 、そして それの 化が 
としての がが 問迎 A び 抓 W 地 刖 迎の 解かを がぶ した。 此のぶ 一み W ヶが非 おから 第二次 阳ケが 計ぶ への 巧が、 こ 
れはぃ W ザ 刚 巧の お紛 をな ホす るので はなくて、 巧 的な 枠が であり、 が お 化 巧 九搬 ホと アウ タルキ ー 贿 ぶへの 巧 ias 
のな 闊 ぶのを 剖で ある。 如何なるな 巧に めても 巧 一： 次 阳ケが 非ぶ の H がが-ホ： ホ说 にある ことは ホの シャハト のな 
おから も 巧み かられる。 「閑 W は ホ づ 牛： 巧せ ねばならず、 がのは に 之を が 巧せ ねばならぬ。 しかも 聞 W はか -k に 
生 巧す る ことを がする。 化の 化に 闽 W は 化づ巧 化せねば ならぬ。 化 おには 何よ 〇 も 巧 おが 化が で ホり、 したがつ 
て その 巧 巧と 巧が との 仙 ホに 化が な 一を の おみを がぶ する。 …… この ことに 何よ U もな 化つ もの こそ 巧 一 •ホ W ケ 
ザ 計 巧な ので ある。 J 

かくてが 巧の ナチ スが 《化 巧は 蝴 防ん の ホな にの つて お 進した ので ある。 U 下にめ て 化の 巧 おを みや ク。 

一九 一二た が；- H:- 十：：： ヒット ラ— はなみに めて ナチ スホド 過去 叫 ケが刚 の おがぶ がに ついて 絲 つてで ふ。 「ホ 
が ドイツの か 術を 引 巧け た 巧 時 ドイツの た 巧 巧は 六な 巧 人 パト-に のげ 〇’ これに 化 化すろ ぶかを な 巧 すれば、 化 
の 瑕ち に千记 百お^ 巧 人で あつた。 化の！！ 迎 のが 化は 巧に 记バ 化の 人 閒にホ 巧卜： 化が なる 巧が— をぶ 巧ム ことの 
みでは なくして、 ザろ ず-として 化のは がを けて 購人 ずべき 构 巧を 牛： がする ことで あつた。 卽 ち、 ナチ ス のが 巧 化 
巧は 巧な 述巧化 巧ではなくて^ としてを 巧 化ぶ であろ。 ホ 巧の がが が大 となれば なる 码、 み俩 人に々 巧せられ る 
が 貧が の 故せ-もが 加す ぺ< 、姐 巧 n 怖は 化 ホ 物々 がの 帥 ホ V：. 巧た るに 過 デない。 もとより ドイツ 脚 W が 化# から 
巧み々 ナナスな 濟* 巧の 巧が 阳 一二 


ホ ニが ナナス 巧が 持濟 の 巧 お 肉 ニニ 
何ら 巧 薄を 巧く る ことなく がの 使命を さけ せんがは には、 軍備と して、 む 巧には あらざる も閒 巧に 阳 W にお 仕す 
るが かき 追加 的 ホ 巧 も 巧は ねばならな かつた。 しかし ドィツの かがを W て •部が 的 マニ ピユレ ー シ 3 ン 、卽ち 巧が 
巧び わ 仍の璋 動を 卜： にめ て、 凶 W を 欺く が 如き ものたら しめる ことを w •て 給が に排 巧し、 これに 代つ て 生 巧 かが 
大の巧 助に 化り、 巧 加せ る闽 W 所 川の 一部を が滿 甘し むる やうに する ことが 化が であつ た。 ナチ ス はがして 化の 
巧链 をが 化した かを か。 がし 解かした りと ザ ば 如何なる おおに めて かを 乂 にお ザを U て 詰 明し やう」 と。 W 下は 
がの あ ザで ある。 
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ス マルク： 
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セ 〇 (M 

九、 六 六 〇 ( 千 巧) 
1'11;、光ぶ0(：1:】 
一六、 0 1 〇 {M 】 

一八、 ご 阿 (M ) 

一九、 二 0 -V (时】 


叫 


Ig 巧を 巧む 


一九！ ご 一が 》 1 •一一: (けち 巧) 
一九 5 年 = 一一. 六 (M ) 
一九 が U 叫 こ 1: (M 】 
一九-一一 おが" 六 6 (M ) 
一九 一一 一六が" 卡お (M 】 


一九 一一: セが U 九 •六 (M 】 

かくて ヒット ラ！ はがけ てと ふ、 「なほ 化の ホ 詔 明の お ザを 举げ るに がを げかない。 これに 如 ふるに 近が 中が 
に 阳ケ年 かおの 效 化か 一せ 现 はれて 來て わる。 がるに かくの 如き 火事 莱 にが L て、 あ 光み がなる 內 か評妍 、巧が 
おしく は惡な ある デャ I ナ リスト 又は 謹みぶ 苑的 無能 巧 速の 拙聲は 何を 云 はんと 巧す るので あらぅ か。 n 蝴 のな 
悅をば 糊に をげ、 しかも 化 ♦を 化 利し、 おしく は 巧 明なる かがを 與へ わげ ならね などと 倍ず るなら ば、 盎 しこれ 
化が お 卜. の わ 巧が にがらぬ であらぅ か。 巧々 はおて 他 凹の 化かを なけず、 化ん や 巧 助を なけず して、 他闊 には 恐 
らく 化 服 出 米ざる か 如き 助 狼に ょくが 處 して 來 たので ある。 …… 」 

ナチ スか巧 二次 阳ケ がかが にがして 如何にを 刀を 化 中して わる かは 一九 S 八が 二り 叫 H のが 《巧な がに も现は 
れてゐ る。 化が のがが 巧は 八 W から 巧り、 化の ホに みだむ 出の 部が あつたが、 化の おを 的が 分は 去く 化 巧され て 
專 ら网ヶ ザが 巧ぶ むの 目のに 浓ム ベくな 化された ので ある。 ついでながら、 化の 巧 構を みれば 次 だ 化 肚の中 かな 
を 除いて ホの •九 W から 梅が されて ゐ る。 

巧 一: S (巧 業、 がむ) W お H がを みが レ ー ブ 
巧 一ぶ ( 一 敝問 溢、 か 巧) 

が 六 お ナナスが？ t 故 巧の 巧が 叫 二 お 


が 二な ナナスな が お濟 S 巧 姑 

巧 二ぶ (巧萊 別が！： が吿) 

第ー ニが 花を) 

巧 阿ぶ (銷 灿】 

を片 (探 加、 が巧勒 ろ；^ お" 峭ボル お フォン •ハン エッ こ 
巧 一ぶ (巧 辦> 

巧 二ぶ 资魏) 

を S S ろ 

巧 一一 iw (お 巧 統制、 巧ぶ、 ホ：—: 带) 《が= を 巧 だ シ 、メー ル 
•巧 一ぶ おがが 制) 

巧 二ぶ (ホぶ、 ザ-巧) 

巧阳 w ( 姐 貨及倍 州 制ぶ) W お U をが だ ランゲ 
巧 お だ (巧 おはか、 檢 W ) W お = お 巧 だ フょン •ヤグ ゥィッツ 
巧 一巧 《巧 お 聞 別 淵が.】 

巧 二ぶ (はがが 巧) 

雪康 (倫の 

化の ルぶ おがが 脚が お ホが にがおす る。 




1’ 巧 逸 おが 連なな (阳ヶ が 計ぶ の 則 か、 が 巧 A さ 化) 

第一課 (調 冷) 

第二ぶ (乳ぶ 後實 施) 

2 、 獨逸 A 地 調が W 

3、 巧 物 利用 監 巧を 

化し 經巧 巧と 密接な 脚 巧を がするな 巧 脚の 中で も、 例へ ばの 格が 巧 重：：：： のかき はがが としてぶ をな 稱が從 細と 
してが 巧せ しめられる。 とい ふのは、 の條お 巧を：：：： はが 述の やぅに、 巧 巧が、 な 巧が、 义 姐が、 山が W 、 巧* の 
あらゆる 巧關 に鱗聯 する 巧 格 化が 上の 贿 限を 綜合 把提 する 巧關 だからで ある。 

さて、 さきに 巧げ た ヒット ラ J のが お 中に 現 はれた ナチ ス おが 化 巧の 資 がに 關す るか ザは、 巧 一次 网ケザ 計 巧 
を も 含ませた がの 巧 時 迄の おすで ある。 をれ かに 巧々 はより お 確に をの 巧が を 知る はに、 その 範 尚を 巧 二次 阳ケ 
ザが ぶに 腿を して、 出 來る陋 〇 おらし い資 巧から その 彼 ザを むひつつ 檢 がを 加へ よぅ。 

何よりも ドイツの X ぶ ホ ホは 巧る しくな まつて ゐ る。 生 巧 巧な によつて これを 他の 诚 的の それと が 比すれば、 
テンポと おとに めて 遙 るかに それらを 巧いで ゐ るので ある。 

てぶ ホ 巧お敕 (一九二 化が U100) 

. ドイツ 合ホ阁 フ ，ンス イタリア イギリス y 巧 
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九 一一! 九 年 一月 I な ふ I ( 
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of caustic ) 


とりわけ 奠產 かが 加玄至 •ろが 少襄 してむ ると きに、 ドィツの 生 ホが 加は 胶 t 期 おで ある。 卽ぅ化 
を义生 巧は 一九 一を が 八月から 一九二； 八空订 をに 十一 堇下 f た にも 拘らス •トィぶ ぶ 藻は 慰で 

%の卜： みを 示して ゐ るので あむ。 


かやぅな エ巧 ホを 巧 動の 化 雑は、 巧いて . 姊莱 ホに 對卞 る . おおのが 大 となつて 现 はれ、 蝴 w 所 巧の 的 - 加を が w し 
たことは 巧 論で あつて、 前述の かく ヒット ク I の 度 巧した 昔を は训 違では ない。 だが、 化 おに 巧 目すべき は、 削 
記の ホを 指 數に現 はれた ドィツの おな 卜： がは、 たしを ベて ホを 一般に 腳 する ものではなくて、 か' 店には 著る しい 
ホ 鬼な 門 閒のイ みお かを まれて ゐる ことで ある。 度ぶ 部門に ついてはを にな 〇、 此磁 では H 巧 部け のみを か 〇卜： 
げ ると しても、 投資が ホ 巧な 鬥 とがが 财ホ巧 部門との 刚に现 はれた 次の かき 銳 いがい 的现 みを 巧 過す る ことは 川 
米ない。 

ドィツて 業 ホを 《化 ザ ー九二ん が U 100】 
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明 巧で あろ そ Q 1 例を 円 動 単ぶ について を ば 巧の かく、 S 錢 S 化とは 比較に も をらない。 

円 勤が ホ-ホ 抬あ (一九二 化が =|00) 
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十 巧 ニニ ニ •セ 六 二 こ 一 九 =; •ル 
十一月 一八 八 6 セ 三 畫 •五 
十二月 I セ子 一二 一 09 凹 

(SOC をみ を！ i zatil ) ミ, >nn 已 aire で atist 三 ミ 19;57/38- M = nthl 、 》 ulleti 3 もぶ atist 里 

かかる ドイツ 円 動が て莱の 日む ましい 巧诞を 語る 瑞 なに フォルクス V 1 ゲン ( Volkswagen ) の 巧つな かを 巧 過し 
ては ならない。 フォルクス ソ ー ゲンとは 「あらゆる ドイツ 脚 W に 門 勤 中を」 のが？ i の 下に、 鬥 かがの 火が ホ ホ 並 
に それにょ る 化 巧 仍な化 給を：：： 巧す ものである。 一九 S 八が 八 巧の イ > •ゲ ーみが みがと 十ぶ M が 記ぶ 肋 化に 巧 
して、 ライの述べたところにょれば、 フォルクスワ，ゲ ンがかに_おはリ下フ,1レ ス レーべ ンに化な巾でれるが， 
之が完戍の隐には、 化化な乂のエ瑞になるといふ。.而して 一 九阳あがに完巧される巧をの巧^巧のを能力はが巧 
巧 五十 箱 ホで あり、 フ* — ドの 門 萬な を遙 るかに 巧が する。 

化 おに 巧 巧 あるは、 かくして ホな された n 動が を 如何にして 凹：；^ にが 价に化 給す るかの ぶ 法で ホる。 フ ォルク 
スワ ー ゲンの お 來の們 格は 一版 九 巧 九十 ライヒ スマ A クと ためられて ゐ るか* 化に 么 にがして 巧倘 巧が の 化の ド 
せ 階 冀は据 •一遇 越に-た ライヒ ス マルクの 献拂 & 至 ねげ をら か。 之に だして 叢 朵は贴 拂を攪 化さた 
班な 义拂 をが 巧され てむ る。 

巧し かかる むかの 喬 、そして をれ の 可能れ におして. 巧練霖 巧の なは こお 驾け辛 ライ ヒス マルク 
であるのに、 二十 乃 ザ ニ 五 ライ ヒス マルクの n おが 鱗 人のは 八が 巧が： S ' 能 も •とい ふが 叫が はぜられて わる こと 
に 化：：： せねば ならぬ。 

ザ‘ パク ナナス お W 故 巧の ホが 3-=; 一 


を 一な； K が 制が 45 
巧に け旱 へきは が おのかく I 化 一一 一二 黄 蜜 巧が 加の な 巧に あつた 巧 か W 牛： 望みいで 他の 牛 VK •卽ち 
むザ冀 、紙、 化が I 、 紙穀れ 、實 S 加の テンポ かょり 大 になつ たこと であろ ミことは 端のに 巧 
二次 叫ケ がか 巧に 巧に おがな： しでが 部門の おがを なかする。 

こ 谷とは 舞 薪 sh: によぶ C に 器れ てゐ る。 卽ち 、冀某 竿； ぶに がするな 援 為は 貧て 巧い 

テンポで しか 巧 加」 てわない にも拘らず、 生 弦て ぶ巧、 と。 4 け瓣 ぶ、々： 也、 援さ sg? 輩 巧な 
鬥 にあつ ては ながなが 加を 示して ゐる こと 次 化の 如 < である。 
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上の やうに 一九 S 八 年の ドイツ おがの 巧を は 殺が について みれば、 一义 一一 八が に對 してめ 二分の】 化れ く、 
一九二 一二 年に 比すれば まに W . お 化ない ことになる。 W 卜： をのが で 一: ルせば 次 化の 如くになる。 
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せられ、 したがつ てこれ を 除いた ものが 純が なむ かと 泌 めら れ る。 これを おがに 入れる 時は、 ドィツが 巧に めけ 
る 純む 巧は 次の 如くに なプ古 
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それ 化に ド イツエぶ なかの 收お 化婚 はが 俾 して 巧り、 殊に 一九二 八が の 利 論 率 (お. 一%) を さへ ホいで ゐ るの 
である。 ホの 化な を販 巧な に 比較 すれば ホ 巧の 如くで あり、 一九 ーニー 1 がに 比し 一九 一二 おが W 降 » 巧 的な 比 絞を 示 
して ゐる ことが 明らかにされる。 
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同 巧を ことは i 九 ir ; 八が についても 云へ る。 株ぶ みかの 一部々 について みれば 一九 jr , 亡 ザから 一九 S 八が 迄に 
め 一二％ の おおが 加が 现 はれて 阳 〇、 販锋 なは 同時に 約 一八％ ぶが 大 し： ゐ るので ある。 
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;t ミ istischex R.eichs9n 二, \vil*7cllpft c. こ btik) 

一九二 阳 ザ— 一一 六が を 一 oo とする 株 巧 お数は、 一九二 八が には 一阳八 •阳’ 一九 s 一一が には お阳 •五で わ 0 、 
がを 上がを 示して はゐ るが、 輪め てな々 にで あり、 鑛龙 A び 巧エ萊 にあつて さへ、 一九二 八が のをれ の 地 化を W 
化して はぬな い。 殊に 一九 111^ ザから 一九二： 八が にかけ て、 をれ はがろ 化 ド さへ もして むる ことは、 抑が にがす 
るが 瑞が 合に も现 はれて & る。 卽 ち、 一九 SA :! ザ ー巧の それは 一 叫 〇 •と 一で あるのに 巧して 一九 一二 八が！ 1 H 中 
巧の をれ は 一 一二 九 •た 二であつた。 

と 〇 わけ 一九 一一 一八が 阳巧 W 降の か 傾の 接な は： 巧 り すべき 巧みで あつた。 これを と 巧 中に ついて みても、 その： 卜 
が 六 巧 ナナスな W 故 巧の 巧が 阳 


を 一が ナナスが 制が 资發 典 内 コーへ 
をは 阳 f イヒ K こ クに評 柄を、 更に 八 巧 中旬 迄にを とが C 同が？ がを みたと お 4。 又 ドイ， 

ルクス ウィルトに よれげ、 價條巧 救 も お 巧 お ニー 义. 六から 八月 十り には 一二 一一 一 •一二 一へ と 化 下して むる。 一ぶ に 
がける 昨 盛な 尊萊巧 動が あり、 しん も 他方に かんる がみの おを を 现出サ るが 巧を 何とみ るべき であらう か。 この 
ことにつ いては 义 くの 政治的 乃 まがが 的が 冈が 巧说 されて むる。 卽 ち、 をのな 火い ものと して ズ ー デ テン 閒お义 
び ユダて 導 株式 Q . が 却、 及び 現金を 必 f する S 審化 S 所 か 株ぶ •がが、 等* かを S みに？ るが 本 
が拉 因と して 单げ をて， Q ろ 」 か」 を がらな に 巧 管た？ ザ 遣な K 來； 襄か結 弦‘ 力に かがして 

むる 事 s も、 否を する ことは W 米ないで あらう。 

化な の おかに おする 悲觀 的な 見 透し は 巧に か 萊利澗 にがす る化府 のみ ホの トーから も 之を 规 化する ことか 出來 
ろ もとよ。 ナナ K は臺 利澗 S 巧报忆 つ. は：！： も 制限を なけ 了は， Q ない。 だか’ 察 S 制は 裳 I に 巧 
本の n 山な 巧 動に がする 制 財に ならざる を 得ない。 

卽ち资 本 巧を み 《巧 apitalilcihegese 互々 公が々 ホを { Anleiheslocksgese 及に よつてみ 非の 利 おが 巧を で-、 分 
な 下に 鼓」、 をを 超畫 がは 氣 ：；； が；" §當」 《てを を 巧を 星 了 含と とな (，わ 浸、 たかの n 

山な 使用 か 抑制され るな 化に なつた ので ある。 

化 ふるに トリて ノて》 チの 試つ てゐる やうに' 苯る しい 利澗巧 加の 5 は、 をを 化 位に 化つ だに、 なか 
"ひて ゐるを 巧 Q 閒接的 方法に よつ 了 裳なら」 《ら れ了ゐ る。 驚 《巧 文は 若て がい 利製馨 しか 巧 さむ 
やう1^护がで|装ちミれる。 寮(价格が冀に《了は、 利|^は副ホ的なちおが思過ぞ卡、 揖がおのミ 


に 生を する 巧 利か 龙 は、 巧 姐の 巧 稅れ瘡 にがへ て、 その 利： 棘の 一部を ば徐出 巧ぶ におして 餘 出ぶ 巧の 巧々 柿 巧の 
はに支巧ムことを巧ぶされる。 =;つ化府の巧倘化巧はみくのかホをば强制してィ經巧な拼部を靴巧サしめ、 それ 
ら かぶの がてから 〇 らの席 化 計 巧を なれ 能 車の 諸が ぶに ながせし むる ことを W げ るので ある。 

ニ ホが 巧の おか 間趙 


ところで、 W 卜：の やうに ドイツの： 丄ぶ 牛が、 とりわけ ぶの 挫 地は その おが 化 給との 一^にす 仍 なく L て資巧 
された か。 次 巧に みる 如く ドイツは- 儿 米が 巧 ホ かの 茄だ 乏しい 凹の 一つに 也す る。 
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かくの かくが 巧る 源に さしい ドィツに 化つて、 ボ がを：：： 巧と する 巧 二次 阳ヶザ 計ぶ が、 お 巧 n 給を 中心として 
展開され るに ちつた ことは がに 巧が である。 しかるに おしなべてが 巧 化 給は ナ产ス の 懸かの お 別にな して、 巧 巧 
のと ころ 口 的 速 巧までに はを か 速い。 といん のは： しぶ 化が 械ホ とが 巧が ホとは をく 巧る テンポで しん 貨む されな 
いからで ある。】 例を 被服な 奴な おに 化って， その- £ 巧 脚が をみ るに、 ホ祸の 如く 阳巧化 川 おの 化 川は ザ* な テ 
ン ポに咐 加して W り、 比つ々； £ れ 中に めける それの 削 巧が な もな まりつつ あるが、 化が 檢 人. 赋 巧の 削 巧 も 巧 巧に 
巧 加して わるが めに、 代 川が 巧の がが がな は 典 だな々 にし かな まらない ので ある。 


巧 服ぶ にめ ける み 巧 がれの がな (が 巧 ラィ ヒス マルク) 


一を 一! 一一 车 •一を 一一 一一が 一を 一: おが 一を 一一 六が 1 を！ ー ホ 小 
S ' な ffi 巧 おな 俩が おた 巧 巧 刺な 巧 巧 判な 
ス •フ 10 .ち 一 ••お 章 さ ミ ••.3 ち •言 五 ••'一一 ち. 六 0 ミ ー玄. 言 S •'も 
人 巧 一六 V 皇 呈こ羹 •是 一ー ミ 三 一一 •呈 二三 ニニ ー窒 亭丸 一一 さ 岩 一宇 一一 
亞 お 一一る 王 言 •至 一呈 亨皇 一玄 二子ち > 至 丟 •着 子 二 
ザ モ 黃 とさ ま V かち 旱 を 211 人乏 子ち 置 •一 云 一一る 一一ち 養 •岂 至 人 
巧 化 養皇 黃人養 •八 一 手 2 夏クな 言. 出 一 琴 八 二 な K 一吾一客 1 宇 m 
計 薑 •ち 一 客 ‘0 八丟る 一呂 ム 免 ミニ 客 •〇皇 •看 一岂 •ご、 一ち 41 1 君 ，0 

(weltwirtscha さ ich 巧み rchi ご 4*7 】 一 d .. Heft ち 

それにしても ナチ ス のがけ 化 带は巧 剣で あ 〇、 それの 檢人 について 厳 巧な 統制が いはれ つつ ある ことは 巧述の 
如くで あるが、 化ぶ にめ て n 給のは のみ 巧の 方带 がか てられて ゐ る。 け' ド これにつ いて お视 しやう。 

一、 度 ホが 巧 ドイツで ホが される 羊で、 ボ 麻、 巧が 排 、棉 化、 ホ ホ •ゴム 度び 樹 おは 必 おがの 一 〇% にも お 
ら ず、 は 革、 が 巧 A び乂喊 はが のぶおの お 0% も ホし 巧ない。 しかし 化處 では これらを 救の 巧り i について 说 A す 
る ことの 巧を 强け か强 が 巧 中け 叫も虽 おな ものと して、 棉 化、 ホで' は ザ、 樹 お及び ゴムに 恥 0>规 おを 逝 わ やう。 

棉花は ドイツでは 栽が 不可能で あるが、 をの 化 W おとしての ステ ー プル •マ， イバ ー の 化 巧 補は 化の の 巧 脚に 
ょつてな 近な 激 にが 加した。 カ ッ七ル 附近の べッ テン ハイム、 ダニ ュ ー ブ河啡 の ケル ハイム A び シュレジェンに 
は 大：丄 おがな ぶ さか、 化の ホ ホ 補は 一九 S と 年 巧には たがが にも 速 する だら うと 推な された。 化し、 が 化の 純檢 
入 あを はわの ステ ー プル •フ グイ バ ー ホ ホの 盤 ホ にも拘らず、 一九二 九 が^ら 一九 一一 一札 い^ 迄には かんどが おして 
ホ 六# + ナス お 濟* 巧の サ巧 内 wl 


巧 二が ナナス 巧が お濟 の巧肤 リ リニ 

巧ら ス お^5テ，ご-;イバ1代化によ義が|扭2に擎るには、冀ではなほほどぷい 

と断ぜ ざるを 巧ない。 

獨〇棉 化 のみでな < 、羊で も ホ、 ある 扣化 KT ブル •マ， イバ ，によつ て 代 堂ら れ るので あるか、 兄來 W 

转招 によ 磊择 Is 簿 はよ 苗？ を、 g お ドイツの 化 罕 2 装を 了 占 も 案な 葉臣 

の S は •.寒： には ほ」 を げられ て W ない。 しかも 化さが て ドイツに めけを S もは 我 巧 巧に 警 ず、 凹 
內畫 S た 九％ S ホむ を 器し 得る ル まる。 乂も 一九二 華 W 除 一九 一而が— 堅た た ホ 毛 咬が か 
一九！ 完 がには 竿 六遙を 一 叫 第 千 斑に、 ホい ごを ちが 2 十一 禹 一-す 诞へ とがみして ミる か’ こい 
ミは 化して 化 川" iS 豐 によ ミ S ではなく 了、 f ザ 看が S ル、：^ い 一」 をれ S 授 がぶ になして むる 
ものと 考 へられる。 ‘ 

巧 中に つい 一 」 if : 造 ドイツに めて 變 5 々な 人 護 Q 器に 遵 L たと W ミれ 了む るとは 公、 こを 
けて 檢 人を 李る ことは 巧. 豪 W 能で あつて、 例、 ば’ 一九 一二 本には W ぶ パぶ ライ ヒス マルクの お 人 かわ 

る 0 

械昕 の凹窠 巧は く遵 になら 十'」 たがつ ご 萎は 今後 二十 品に 松脂 S 萬 養を 阳莖 になめ 
るな 蒂 .がは されて， Q もと 巧に、 他 名は な 巧が 町.^ 2 靈 化る V き 文 か ホ"、 器 巧谢も 器して 犬が 旨 
の化麗 と」 S 望れ S に-ホつ た。 だか、 を ほを の 葬へ S がは はな 巧ジ 、近 S 人 摄は雙 して ゐ 

るとは ぶへ、 をが にめ 一」 はが？ が 加を-がし ミる ので ある。 


ゴム も 亦、 明 巧を 巧は 巧 おで あ 〇、 それの o 給は なが ゴムて 業の 巧 迷に 巧つ 外は ない。 イ ー. VI みかに よつ 
てな 巧の 巧 ホを r ゾナ」 ゴム か ホ 巧され 一」 むる とは： ム へ、 それの 化 巧 巧は ベが ゴムに 比し 虚 るかに なく、 之を けて 
檢 入を 化 止す る 巧には 速して むない。 

W 卜：の 巧が によつても 叫ら 加な 如く' ドイツに かつてな ホ お 巧 おの 門 給は、 をれ の 蝴の生 巧 巧 脚 化に 化 川 お 嫂 
W へのが 力に も おらず、 ぶを にす 可能で あると 斷ぜ ざるを けない。 

二、 銷 巧が 巧 ドイツは 銷巧お 巧に も 亦、 轴 把て ぶしく、 一 凹 W の ホが に 化が な瓣巧 おれは 一二 十阳 巧に 卜 •ると 
云 はれて ゐ るか、 ドイツに 墅 かに 戚 まれて ゐ るのは 條 かに パみ と 加 巧の みで ある ことは 削ぶ によ つても 叫ら かで 
ある。 鉛、 二》 ケル、 ク U 1 ム 、タングステン 、アンチ モンは 准く 化 ホな く' 巧が、 が、 挪 のん が々 は愉 人に か 
つかは をい。 かかる お X 業の 化 本のが 巧の げ陪 は四ケ が計乘 のを W を 巧だ闲 がなら しめて •わるので あるが、 とり 
わけ 姑乂の 降が は巧鑛 一む の缺 さで ある。 嫂鐵が 巧の 巧 巧に 如何なる 巧 心が 说 はれて むる か、 をのな 例を ば 化* は 
一九二 一とが じ 巧 二十 六 リこ削 立され たへ ルマン •ゲ ー リング 駿城所 {Reichswerke Alais ち sdlschaft s 『巧 rzbe 月 hail 
unil Ki)enhiut さ： 一を. ョ 9 己 ジロむ 字 おこ) にがて 見る ことが 川が る。 化い 審莱 はゲ ー リングの 帮 w いかく 「明 ••朱 ヴが 
講 ドに ドイツ 阳巧 のが 瓣 地が 物を げ闊 がが 上 化 おなお 化に 閒巧利 W する はの 一乂蝴 巧な が」 であつて 、ドイツ 
のを お数 おを 統一し、 阴内 巧を 銷 の乂規 がな 處狎 •に 满モ せんとす る ものであつて、 阳ケ年 計 巧 中に あつても 巧 W 
のな 事業で ある。 一九 一一-- 八 年 凹 H 八 n 、 がの 巧 本な はお パが ライ ヒス マルク 如ら 一雄 叫惊 ライ ヒス マルクに が 巧 
され、 クや贵 本 かにめ ては、 八に ライ ヒス マルクの イ I •ゲ ー 喉 巧' 叫 位 六で が ライ ヒス マルクの ドイツ 嫂が に 
夕六<>?^ ナナスな 濟度 巧の 货 « 巧阳一 一一 


タニが ナナス 巧が 括 ws 巧が 阿 44 
ホい ち ドィツ I 二番目の 乂 みかと をつ ちそして 本が 業は ホの 一一 一つの ホが からが な 巧莱に ホモ さた」 ゐ I 。 

巧 一 7 ランケ ； S テッ ト ー ハレン ドル 7 ワ 1 アン.： テ》 卜 S 地ぶ にがけ る 瞄け的 3 をが つ蝴" 

のが 鍊 所の 謹。 化. のげ 裴架 につ 寺な も： 巧すべき 交は 輸な計 巧で あつて、 ゲ 1 リング が约 所と 蝴む S ハ 
ンノ て， I ヘルリン 閒證 とを がび かけを 援な述 が 钱兴が な、 並に 小獨述 . sf で s 掌る 誤 所 
運 かの 化な である。 化の 運' 思 おさを ク B 、 帖はゥ Ml ゼル •ユルべ なの 某帖ジ が* 等しく、 ゾラ こ 

ミワ ィグが 部を U き 中 獨述河 化 巧 S ボルト： ルド.^ ら ブラン ケン シ 1- テッ ト "ハレン ドル； 化ぶ ま 正-び 

S り、 ル- Q - みお さて ツギ》 夕-望 sws が？ 化 巧と する も？ ある。 

第二、 ザル ツギ》 夕- にがけ るが 瓣 。從 米な 锁 として 咖 みら を かつた；：^ 絮錢 瓣を毙 してが 瓣 化する こ 
とを 目的と する もので あつて、 計蒂は 能力 第 舊 S 牛： 巧驻 くも 一な w ; 牛 お 迄に 完掌る ことにな つて ゐ 

る。 

望、 S をが け i 攀招セ 護。 む 策援 なお 舞 謹は 裘を f 接で ホつ た芳に 所' 累 

攀お 苗、 が S 巧を をせ 了 資罕 愛人 《人 n をが 孽& S 、 化 セが ながが 川 2 •探と」 て现 はれて 來ミ 

現 ホ 巧樹巧 おのみで もがに 一 おん 千 人に 速す ると 一公 ふ。 

力く してへ ル こ •ゲ— リング 嫂錢巧ので" 獲. 揉卽ち 一な 器 後には ドィツ 闊 の雜 •ん 藻な は现 かの. 、をに 
速す る 計 巧で あると いふ。 

ゼ ヵ、 を忆 しても 計 巧 Q 資現 までには ¥;萊《 が 本 お 科と」 了を ホ. 菱も g と」 了の 奴幫 巧の イ おょぶ 


ムぺ < もない 事脊 である。 卽 ち、 錢がホ 巧 额がホ 巧の かく 逐年が 加して わるに けつて、 これが が 巧た る闽内 巧が 

巧 ホ 巧は、 例へ ば 一九二 一六 年と 一九二 一と 年との 比較では W 十九が 勉 からけ 十と お瞄 にがが して わるとは 立へ、 な 

ほ檢 入 補 も 亦、 が 火の 一途を 辿つて ゐ るので ある。 

ドイツ 巧 ホ 巧が (巧 化 卞旌) . 

九 ご； 一本 一九 I ご 一を 一堂： 一: が 一九 2 が 一 屯 ミ 半 一九 S 八が (一"— 八リ】 

五、 一 さ r な 丸 10、 苗. 一一 一ニ バ男 I お 、言 二 一ぶ， 夕〇 
と、 二_ た 丸、 ージ ー 气莖^ ち呈 一八、 ちへ 一允、！ '空 
五、 呈 r さ 田 か、 ミ ーー、 空 お 一气兰 一一 1内 、丟 

(statistisches 巧 oichsan 二 , W ミ么 1 ;吉 U. S ミ is こ k, 18 ち ., zr. ち】 

ドイツ 釣 瓣が偷 入が . 

一を ニニが！ 九 一吉 布 一を Iw が一を 一一 おが 一を 一: 六が 一を 一: 屯 年 一ろ； が 
お M (干き 气豈一 『■車 一 八、 養 12 ご 一八、 男 5、 さ 0 吉 ，九 去 
巧 挤 (Mi を 更 一八 三 111 交 き 一ん 二享二 

(が 巧 ライ ヒス マルク) ス t 己 こ U . 互；， 2 二 

ホ 巧を 巧が のイ おにつ いても 卜： 巧の 迪リ であるが、 それょりも 鲜、 ：•；： ぶと 並んで ホが な 凹 W 巧 おとしての： ん加 
にも 亦、 ドイツは お まれて わない。 しかも をれ のが 巧は ホの 如く： 速が が 加の 愤向 にある。 

雜 .加が 巧が 

一九-三が 一化ゴ U 小一を 三韦 一ろ 1 W が一を； が 一九二： 六 小一を ちが 
讯巧 巧が 違】 11、 皇 一、 寞一 1、0;、 一吉き、 皇八 、岂 一二、. 畜 、室 二、 窒、 一弓一 一 一一、™ 左' 至 八-た、 吾、 000 

巧 六 か 十 ナス お濟 A 巧 sft が 叫 叫ぶ 


巧 が 
巧 巧 
應巧巧 


第二な 十 ナスが 制な 濟の巧 M 


人 併が 巧 

《キログラム) 


阳叫六 


亭望 一一 一 • 10 言 •量 亭 IQ 3 袁 ぉ 一る 
吾 -r 一ら ': her ? N 己 ion 己 r を — niie II ぶ ミて ik, 〇 ご. 養 ゴ ミを sfrich こ - •勇 


かの 巧に あつて、 動な お 料の 罔 冀义 び阳巧 生を の 刺な はかの 如き 援に ミて むる。 


一九 II 一一が 

一九 ご！ 一一が 

一九！ 一: ご： 中 
一九 II : 叫が 

一 化！ I ; 出が 
一九 IIM ハが 
一 かご ー セ 年 


消 巧な 巧 鸣 内を 巧 
- ; - L ^ - -000^ ^ 
ご 一九 九 •.へ 


一、 九 六 六 •ご： 
二、 0 六 八 •立 
二、 一一: S •八 
二、 八 八 セ .〇 

う 一 090 
51 三 V0 


五 二 IV 阳 
五 セ 叫 •六 
六 お 早 九 

ミ？ 八 

八 一 90 
' - 006 
、一: 八 0.0 

こ ahr 一ら cher far 


-§ ぉ Ms 化 ホ I 器 

二を 一 

一 ごふ 

一 こ 一 •お 

一： v'，o 

=: 九 6 
叫 叫 •一: 

2a 二 onalrjksnonlie §d ぶ a 二 己 夕 〇 ご.】 9; 定】 


そして 一九 一を が こそは ドイツ S 装 Is : にあつ て 巧 期を がで あると ではれ てゐ I 。 とい ム S 、 冀の 
不斷 S さも みら 中、 化 Q ザに ち ミ 怒 HS : な S お 人 かが 奪」 =5 をた からで おる。 かを 嫂 麻 燃 巧 
i . 為搜云 ふまで もな く、 湾が 神が， 寡 S 加に ょ乏 ではなくて、 謀 WS ある S までのが か 

をな 巧す る。 

みお お fsn 給は ドイツ 慶が这 計 芝ぶ がな りが Q 1 つで あ 〇、 これには み資义 巧が 考究され つつ ある 
が、 おもを： K 鑽 X れるも S とし 了、 イ！ て艰 S 、 及 ミイ》'; i 妾 ホ？’ こた 《2 に 
ょる だ 蓋 化 S は雙と 巧な せを つつ あるが、 それ 《藻が ょす 推 (。 


卜：に 述ぺ來 つた やうに、 ドイツ エ業と o わけ 巧 エ楽か 阿 ヶ年計 巧を 中心とし てな テンポの 雄 進を がけて 巧る 半 
而 、がると こんに がかの 不足が 現 はれて WO 、 幽內 巧の 咐ホ '計 巧， 並に 化 川な な 出の 巧ん が ほされて は& るが- 
〇 給の 巧に 建し のる 部門は 化み であ 〇、 一部が 門ぶ の 見地に よれば、 一九 阳〇 ザ 迄は 巧 お 化のを 部 的な 巧 化は 巧 
はれまい とと はれて ゐ る。 加 ふるに、 關 おか 巧、 俩化 化が、 乃 ザは 阴巧代 W なの 强制化 川 等に よる ホ 巧 巧な は、 
ドイツ の断巧0給化策に對してあるお度の限おを引くも2である。 例へ ば、 前記の へ ル マ ン • ゲ1リングが釣所 
による 巧 瓣始理 よりも、 スユー デンから な 上の 约鑛 をな がに ル） ルに 輸人 する ぶが 遙 る^に 低廉に つくと も 云は 
れてゐ る。 巧し 化の おにつ いては ドイツの 媒を生 巧 巧は 閒狸 かで あり、 少く ともみく の 物資が 蝴巧が 巧から 推 巧 
される ことが を阅 されて ねる ものの かくに 見える。 だが、 この ことから 來る脚 W ホ •巧への： 迫を ば 化々 はどう お 
へたら 巧いで あらう か。 化の 閒迎 について はな ほを お 問强と 巧に 巧に 化せて 考究し やう。 

S な 桃 自給の 可能 化 

さて、 巧 二次 阳ヶ年 計 巧のを むは 搜 業な 門と 如何なる 脚 巧に ぶつて わる か。 

ナチ スの 度ぶ 政策は、 旣述の 如く、 イ な错戍 びが 巧な ハ.：： 給’：！ が々 をな W のが ス 。、ハ 搜ホ构 柄が の 安ぶ、 の 
一一 一つの H がを 巧つて ゐ る。 n 後び ハ じついて は旣に 述べた。 それ 化に 化 巧で 训涅 になる のはぶ 一の な W な 化 給の 
おで あろ . 

化の 削 狸は 一九 一二 叫が 巧 がの 記 ゆる ホ ホ 脚 巧を 中心として お 間され て 米た ので あるが、 それは 视巧に 巧 何の 

巧 六 か 十 ナス お 2 巧の 巧が 阳阳屯 


を 器 ナナスが 制 持 ホの 疑肢 44 八 

獲を おお」 を おらつ か。 妻 S 疫 てを ば、 一 兰八丄 二 一1 を 均に 比し、 

みは夕 く SW かを 示して がらず、 巧に ド： 叢 簽 の 如きは 化々 ながらが ル さへ もして ゐ る。 
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义 度 莱大お ダレの が おに よれげ 農 巧 物 門 給の ほには 餅 地が がに してけ 二十 化へ クタ I ル s が 化 巧 巧を 化が とし 
たと をム 。しかるに 、一九二 一八が のホ计 かの が 化は ドイツ人 口を 快を する に ホ 分の な 巧な を 化 給し がた とが 巧 さ 
れた ん力 化の もを もれと しての 斑 物 消 巧グ乱 巧され てむな いこと を をれ ては ならぬ。 

ともあれ、 近 ザの W 卜 ：に举 げたやぅな 巧 おを 脚み るなら ば、 化帷 それ， n 怖は 化して ずな ではなく、 ザろ ホ 
閒 巧」 の】 がの 巧 巧が 剛ら かに 物 詰られて ゐる 。しかるに 化が として お ルへ 化が を みれ 巧ない ことは が 述 によつ 
て 明らかで ある。 をし、 一九 ill 八 ザ 巧に あつては ホ かかの が收 をみ たとは 云へ、 充來な ホ 构が收 のな 化を ながに 
巧ら す ことの 闲雜は 過去の が驗の 示す ところで あると 巧に、 他方には おがが 加を 巧くべき ドイツに 巧 巧な が W か 
が 巧す るからで ある。 がち、 ドイツ 阳部地 ホに めける 閱 化工 带從ぶ 巧 約 十ぶ 人の 人 n 巧 巧、 並 にんの 凹 巧に 
よつて ホ はれた 度 化の 化 ホ 物 補 ホの 化が、 おらた にを 併された オ ー スト リア 及び ズ I デ テン 地 ホに がするな 料 化 
給の 巧 巧が ライヒを 紛 巧： 5 にぶせられ たので ある 0| かくの 如く ドイツは 一方では r 化 中 脚が」 が あるが 化の がかを 
巧して ゐる にも 柳らず、 化が としてな 巧不 化に がむ とい ムネ府 を 巧れ 巧ない。 

W 上に がて、 巧々 は ドイツの 巧 ニ ホの ヶが計 巧の お大 の：：： 巧た るが 巧 及びな おお 〇 給が みだを をに 巧せられ て 
わない 事# を巧搁 したので あるが， 巧に 之を がか 化 給の 枯 めて 巧が な 側が としての がか 巧 おにつ いて 檢 討し やぅ。 


四 巧 計 莖の巧 罪 


ドイツは 「新が ぶ」 の防刖 じょつ てた てられた 姐 〇 、 檢 出ので 化を を W てと 桃 ひ 巧る uh の ものを 慌人ナ る こと 
は出來 ない。 ところで、 お ホの がむ 及びな 巧な を 脚) •かに 幽内 にがらす ほには、 これらの •咕 巧に ょつ て 嫂 化された 
エ ぶが なの 愉出 がを なめ’ を 抑の ホ蝴 巧# の 推 かをり おされば なら 5。 したがつてが 巧义 びな 姑 おの 檢 人が も 巧 
巧には 阳巧ボ おの •おがに 應 じて 化ぶ し 巧る のでは な < て、 ドイツ 巧 おじ 針ず る お 外 ボ瑞の K 人 能 別に 化が せわ ば 
なら 3 とい ムホ 巧を をんで むる。 しかも 巧 二次 四ヶ がな がの 巧 川、 をれ にけ ム ホ-し 龙 牛： ホ 部 鬥 に 齡られ たがけ の 
な ホ 巧 巧 動の W 战は H 术 がけ おにが する K 乂 なぶが のが 大 となつて 现 はれ、 化つ 化 のぶおに 應 ずる ほには がが の 
巧 おに おする 嚴 ホな 檢 人の 抑制を 化が ならし： 3 た。 卽 ち、 シャハトの 「あ 計ぶ」 W 米 H ぶが がと な の 徐 人は 狀 
ホな が 制 ドに のかれ. がむ 檢 人に 怯 化 術か與 へられた ので ぁる。 化の おがは ドイツの 幡 人な 巧 八卜- にどぅ W 映し 
てむ るか。 
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遽秘； 品 li 《一: ス巧霧 人 至に 護た 辫 S 辟 ' s 楚と 至は、 ミ 良 ご W 殺ち び。 一巧 

の卜 •に现 はれて ゐ ろ。 がの 他に ついて みても 巧が、 を 巧フ； 卜* ミルク、 チー ズ巧 のかすな ホ 加工 吊 0 な 人种大 


は、 闊巧農 巧 物が 巧の 效 化が 現 資の能 おが 大と テンポを 巧に する がか か ある。 しかも、 他が にめ て 海 ルを 料が 檢 
人に ついて 闽巧巧 代 川な の 巧 川巧腳 乃ち は强 制に ょつて お力附 止されて & るが 巧を 巧 過して はならぬ。 

wk の やぅに、 がが％ びを 得 おの おかへの 依が 巧が なほ 强く 、しかも 他方に めて 輪 川 代な を W てし かが •み 備义 
び闊 W 快を のをが 闲 雑な 〇 とすれば、 化 おに 一 お ドィツの 輸入に おする 愉 出の 關 巧を 脚み なければ ならない。 
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本ぶ にがて’ その 强乂 ザ シャハト が一 占つ たやぅ に、 「おむべき ではを るが 不可避で ある」 ところ ご‘ 巧 非が」 の* 
がんか ナナス お M 歧 ホの 巧が 1； おぶ 


内ぶ パ 


巧 二部 ナナスが 制 括 濟の巧 度 
らした おがが どつ 现 はれて むる か。 

がな 協 左 S 採 リ お谢 マルクの 利 川、 慌巧诺 ぉに おする S さ述 巧の 引ぶ， 餘 連ぶ に？ をが ハ 補み 
余 5 支給、— 苗では にょる 愉出 S 巧 脚に も 拘ら卡 、ドィツ 巧 公を 叢は 餘 U 夕く S 咐 加を 示」 ては むな 
い。 卽ち 新語 G 違 ミ‘ た 511 辑に於 T は舉に 比し 貧 念 襄」、 」か も 紫 補は 一な 半 阿巧雙 

イ ヒス ！>;" 夕ぞ にの ミた。- 而」 了 1 九 I こ ハ ザには 器-早ち 一九 一ち がには W 化 早 一一 巧雙イ ヒス マ 
ルク の 檢農 過と なり、 乎 じ 了 i 二ち 完赛に 堂た ので おる が、— 一八が には 楚志幸 一ー パが ライヒ 
ス マルク ハ 人 超に 管て むろ おえく S さ资 買？ がは？ 授？ にのを 夕 'これを 雜 する 
荫 がの 占 も现 はれ 一」 ゐ る。 宗 にみ 爲く 、ドイツ おを にたる 戈ぶ S なか 化 ド」 了む る蕃か 之を 
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\ Voche 己 巧 ri ユ こ，】 ご お., Nr •た】 


, ミ ，ご -巧 •> : r 

，ツ 苗 內： ，：fiswli ょを には、 度 料 さが 2 式 裳を 淵 華 桑 ホかない 。おる にお 如き 
をが に 度る：，： ぷ繁 S を S 下は ドィツ 2 在 ましい も？ は-心へ ないで おらつ。 かく 品き ドィツ 


巧みの すがの ま 化は、 がん 「巧 か沪 たれは しんら る •へきで ある。 といん.^、 「が 引ぶ いかく 向ん を f てと 神 
S る卜 には おを 臟人サ ずを 季る制 化の 下では、 か 户幽を も 2 にがして S 的な たん 慌 りな 過を 
望 むる こ 表、 田 雑 だからで ホろ 加ム るに 淸巧協 化 制の 探 川は 尚 S 义 がをお 小 限れら しんろ ミこと 
ミャ ハト ■ C 一ら 一九 一二 阳； 小； マ， ルに めて、 雲 協 化は 檢混 過を がくす ると M 巧に ななを 小 限なら しんる 
であらぅ と 巧'.: した 1 ころに よつ て おら かで あろ ドイツは が 覆 化に よつ て、 がな 装を 巧 i に 針す る。 

凹の？ 暧 の霎を 宰 こと S 蒙が、 巧 WS 出超 過に よつ を §只濃 を而兩 能れ を 装し 

ちその が 化、 器と 拂を榮 する 巧闊 にがす る ドイツの 麟 U 別は が だく 制限され、 舞 寒な 巧 W 八 化けを 
より W 靴なら しんち こ S とに C' いて S 穎墓寫 は、 對 ホ楚對 をのは 巧の ぶな か请 化で あつたは に、 棉 
化の な 地を を 遠から ブラジルに、 牛 吏な 地を 才 1 スト ラ。 7 tw;" 力、 7 ルゼ； N にがさ お 
ならな かつた がを などに 化る ことが 出が る。 

かやぅ に」 て、 構 巧 お S 不振は 安 s-ss を W 靴なら しん、-^ たか ミが S な 肖 ホ業靈 をが 
をち S いといを 府 S つつかる。 とり わで イツの てぶ 解 W 廣笑窒 ほ 十と ミ 2 護び 銀が 巧 
機械が (化 巧が おは 例 ホと す) A びえ に 次ぐ ホが 慌 川な たるが が 化 のかき はかれ も 之 力 赔巧 する.？ 夕 
化が がが さあり、--^ かも ig 巧 化の が容 おでない とすれ ち藻捣 がを ある 獲に 北ん を、 代 W 帖 巧を* 凹 中に 
ぶめ. るか、 ニ ホ 迸 貧 3^ 化-^ ん ない。 ドイツの 阴逆 巧の がぶ は 前# の 舅を が 怖に かさな、 丰な巧 & を 
巧ばざる を 巧を い。」 も SS 食は i 生赛 なを 裘し 、おかつ 一-それ による 梢の t も ホ’ ちぐ 

が 六 巧 ナナス お S 巧の サ 巧- 


巧！： が + 千スが 利お濟 S 巧 段 
を 削 巧す る ことが 出 米ない ので ある。 


叫 お A 


ぶ 巧 余 調達 上の 諸训迎 

さてな をの 我く ミと して、 - f でス阿 ヶ菲— む S もぶ' 寒 削. 向と しての 巧— 速の 削逊 をみ やつ。 
一九 S S が 乃 お 一二 九が は 削 じ も 化た やつに ナナス 化の の％ 九は々 谁巧站 に 向つて 化 中 さ L 、 区 乂な巧 ホ K 巧卜 
巧か巧現におされた巧ぉでぁる。 がして化2蝴閒小におしを川は.巧にぶ_^ j にラ ィ ヒ ； ル ク で，^^り、 そ2.5, 
を 一十一に クィ ヒス 7 ルクは 謹の 夕巧 證：單 がに 化ぶ され 了ゐ 7 品嘉 器に ょつ 了 W はれた ので ゎブ が 
と ミで’ 一九 一二 六； S 降は 例の： ルン ごグ にめ ける 巧 二 苗 ケが講 の 巧， いに がまつ た. 某 瓶の J に 
お 力れ て 巧り、 したがつ て 寡 S 選 も ホ、 4^: として S なに 巧は」 s れる ことにな つた。 だか、 ナチ スに 
よつ て 株" さた 塑 S ホを を Q も だは 化が として お。 はな かつた。， 夕 I ドイツ お 巧の が によ。 の 如き 巧 
お A 腳 おお 入が 加の 常 資を巧 過す る ことは 出來 ない。 


巧 化々 關が收 入 (ザ 化 巧 巧 ライ ヒス マルク' 


化 苦 I! 年 


化 忘が 
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う 一 。 S 

ris 化 

さ 0 

八、 二 量 


13 言 

二、 号 化 

ご 一芳 

竺ゴ 


二、！ 一一な 

二、 薑 
一 、 il 
ろぉ 
二、3 を 一 


ごち 

一气 み： 曲 


(sta 二 stLsches Keichsamt) 


だが、 他. 向に めて 失 $ 糞董 びそた 销 くが ボ惦の ほの s - の. 業は な 出を も 巧る しく 膨竖 しめち 
おも 赛 おに f れ た— が 態に され 了む る？、 滋 S 蠢な羣 は 一九 一呈审 音 一手 一 ぃにおるかホ- 
年 fs と」 て脯後 S さ廷い 抑-" t ながら 羅惦 S にょる 畜が粗 &御の 复で をる ことは がふべ 

くもなく、 化 S に SS 椎契受 た」 むる。 わを 疑 葉に ょ往 、一九 一完| ー ミが 援 璧ーヶ ない 

ドイツ 公 萎叢赛 神が S は、 S の援蔓 出には 夕大 S 化が 無い ものとの 假 ぶの すに、 机捶 入の 增か 
々おか 寶 S 約が、 霸 .1 ‘巧藝 興 i = が 約バ阳 十が ライヒ スマ ルツに 追？ るに 競 揉の" P 一 
年間の 巧 加が 約 二 円が 强 、な些 ー パ 阿： た 十に ライ ヒス マルクが 捶の 糞が 龙 S びじと して 葉 瞄巧ス とし 
てむ ろ だが、 S ® は ドイツ ss 巧が 化 A 過大に S をて ゐる 一例で おる。 ドイツ 冷ボ滿 をみ ると 
きに 常に S すべ-きことは、 ドイツ 闽 S 謹は ドイツむ がが て ル サイ ユ條 約に よを 脯揣 少の攘 のが 蘿 
巧の？ た楚羣 をて むた とい ム こと、 及 S 九 量 $ に 一九 一 商が にめ ては 怒 SSS 分が 一の 
巧入襄 から 支 f れを S だ ミを とでを る。 化 S に— ニケ ザ S 裳は 一のに 巧 f れ 了む をく 多 


ホ 六を ナナス お W み 巧の 巧 巧 


の お 九 


を 志 ナナ K が 制が 交 s U-C 
がで ある 化が はなかつた ので あ f ^_。 

ともあれ、-.^ 讚 巧が 和 巽の 他 S 常 笑に よつ て 肌 はれ 巧ない ことは 壽 であり、 おかつ てを の— よ 

义 部々 裳 I と」 5 蝴袋 S 登 ざ f 怒 かつた。 ただ それの ぶ资冀 の 「巧 掌が」 んら 兩擎お」 に t 

つた だけ？ とで ある。 そ S が 现ホ畫 に 器 S する かも 亦' 明贿 にはされ ない。 といちよ、 巧ぶ の夕 

巧 i 乃-.,^ 華 援 、なち 賓赁 if も i "、 fit 富ら か f こ 

も拘ら ず' 驚は 架师藻 ssf さない ほに、 白 袋と」 了 か 澄ず J たがつ 了援 占裝敏 ザを 

色を 廿 しめない 如ら である。 

卽ち をら 5 おち 驚の： 追を 受けた 葉ぶ が 館」 を、 か 裝讀績 岛述の ドイッ & 裴 2 ホ. 
ミ誤完 5^; 詔 他 ) t 了曼 W た、 i 奪 S 擇た K — 靈—: を 累 る こ と にな 

つてむ る。 而し TS モ おは ライ ヒス バンク S 削 引逊掌 形と をめ られ 一」 居。、」 たかつ 一」 錐 M の 他の々 础 
巧腳 ..よつ て 一討モ ザと して ぃ J かられぶ つ 期限が 巧 米しても、 ライ ヒス ご クの巧 巧に よつ て何车 ごも ホが へ 
をる そぇが に ミ 巧ので わは を か 在む の 袋では なく、 ん くして それは 「がが」 が 仰がが として 化 ぁよれ、 

器の 繞 一| 諸に 貧れ てむ,, ^ い。 をはぶ ひ诗 手— イヒ スマ； と S さ I .、ご ハ 十 變イ ヒス マル 
クと化 もを 或はり 二十 お 乃が： 占 十 惊の削 条价 され ミろ お 名の ほに ドイッ か 湖 鏡 ¥ おがな を 一で 

せ ば ホの 如くで ある。 > 
トイ ッ金補 裤關平 おがん •祠 (ザが 巧 巧 ブイ ヒス こク 、四月 案を 


ライ ヒス バンク 
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(F‘conomic タミ nal, N? 12, 著で 3 ミ.】 

か 如る 流 斬 かなが 仰がが Q がかは、 その 促のを ではと ムま でもな く ドイツ W 化の. 术 がを 化を ぶは す もので あ 
り、 おめ てを 險 ながが イン V レ ー シ 3 ンを はらむ ものである。 化 のれに 巧述の 如く、 一九 S おが W 陆 巧に をれ の 
お 期 化が か てられ、 ライ ヒス バンクを 中心とす るみ 巧の お融巧 脚の が U かか てられ、 化つ 巧い されて 來た S であ 
る。 そして、 これが 準臘 として ホの 如き？ 5 ぶ带 がが 川され た。 

ナ子 ス によるが 金 別 述巧關 としての ライ ヒス バンク 八 化 化は おわて おがで あり、 したがって 记 もがん なが 圳：卜 
に抵 かれて むる。 それは むり 卜お來 のかく、 それ 門み の獨〇 のかぶ を ぶって はたら 5。 化 八り ののは におく も 一九 
一ー ニ r. が 十 巧 二十：, にが；；；： 法の な-化が あつた。 ライ ヒス バンクの 總 みはが 止せられ 、紙な 巧び ホ。 は ライヒが お 
の巧かするとこ^^でぁって、 がの巧期に削巧は叫ケザ、 巧巧は十ーーケザとぃムことになった。 凶ぷ的ぉ巧と中か 


ホ 六な ナナスが 濟化巧 S 巧が 


巧 一一が ナナスが 制巧濟 のがが 阳六二 
蟹 〔との 一巧を より 巧梭 なら-^ めるな に、 ライヒ； ンク總 奴 シャハトが 經巧乂 巧に 化 命され ちそし ミイ ヒ 
ス バンクの 確を 利 附か倘 話ぶ 巧 W の滿 能を 城乂 し、 これによ つ 一-所ぶ オ ー プン .マ ー ケット •オペ レ ー シ 3 ンを可 
能なら しめ 化咕 のを 本 ホ 拱に がする が 制ん を强 化した ので ある。 ホいで 一九二 一 叫が 十二月 おりの ライヒ お W 川 
毕 I (I ミ ch だ CS 含 己 srdas Kreditwci} あび巧年一育义りの施むをによつてお喊機脚にがする闽ぶが制愧がよ 
り强 化される と 巧に、 を 侣川愧 關の大 が ホが 巧 はれ、 W 削 お 化は 巧ん どを く 許されず •をを 袖が 焼か 公 化の 巧む • 
がの 的 化の ほに 完を にが 制される に ザつた。 

しかも 他が にめ ては 化づ 相が いで 公 かされた 倍 州 機 脚 利个引 ドな 加； § (こ esetz 芭 ミこ ie D ミ chfsu ミ g oiner 
Nlnssr 己を た ung bei 巧 reditanstal 【呈 } 公 化 ホ 子，— Ji 卜を {こ 交さ ミ さ. Zinserm 产 s を 一一另 を Ik-Il 呈〇ミ lich ミ Anloi ご呈 
によつ て、 化 金利 化 策を がけし、 巧！ 一に 巧みむ 巧 化 (Icapi 乙 lanlei 一ろ お se 及ぶ びた 化 資金 取 {.ご 一己 liestock の esc 五に 
よつてが 社 利益 W 巧に 制 化を 加へ て、 一を 利 姑が 常 腿 化 ZlJ 上の 利 おは 之を 公 巧に むな せしめ、 U て 公 化刖化 九を 
なめる ことにした。 

かかる み 巧の 方が によつて 公 化の 消化は 比 お 的が おにい はれ、 一九 S あがか W 陈 巧に 十 お M 巧：；；： せられ、 一九 
一二 八年阳 月の 十に ライ ヒス マルクを 加な すれば' 化の 巧 迄 巧む された が 抑は み 九十 记 な，' フイ ヒス マルクに 泌 し、 
かくして お 期 化は 间ホじ 進 巧して むる とい はれて 米た。 巧に 此のな について 化 円すべき は、 がが 一一 一 HI 二十) りむ 
ライ ヒス バンクが かにが ける シャハトが 戟 のがぶ である。 化は が ホの 巧々 加速 策と して 找 川され‘ たが 期 巧 巧に よ 
るぶ 法は 「何時 迄 も おおに 巧 行し $ るを ではない ( kei ミ SKllcse で rasse ごだと して’ 化の 巧 これを がが るべき こと 


をが 明した ので ある。 口く、 「近年 ドイツ 化が の お 期 化が 加と 巧 並び、 が 朔化も ホ、 みなから ず 巧 加 せる ことは 
化して 秘密では ない。 又 今り 迄のと こん、 が朔 化^ 鞭理 がが T してむな いこと も 巧知の 尊 巧で ある。 しかし ドイ 
ツ聞 化の 檢 討に 巧して は、 がの 巧 加は 化が が 間 巧 巧の 游少 をが つてむ る ことを おれて はならない。 卽 ち、 閒迎は 
ドイツ 闊 内の 巧 巧 嫌 额の咐 加に あらず して， K 間 化 巧の 公が 巧への 泣 巧に 過 ダない。 …… 

凡そ 凹が 細の 邮 化は、 M むのに 化れば 巧 入に よ 〇儿利 桃を W ひける 胤に あ 〇、 姐 巧 的に 化れば 脚ぶ のが 脚 化 入 
がが おの 印刷に よら 卡 してな 规ポ瑞 によ 〇 肌 ひ 巧る がに あるが、 化の 腿 巧は 從來 她视 されて W ら ず、 乂ク 巧と 雌 
も疵帖 しては ならない。 ライ ヒス バンクは が來 のみ 融ぶ 化か 何時 おも 無限に がけし のられる もので ない ことを 常 
に 〇 なして むる。 此の 〇 巧が な， 例より 確た してむ たれげ こを’ 割限设 びを がの 制限され たる 信 川に がして は懸な 
なく これを 化 巧し 巧た ので ある， 

が 巧ぷ關 がの 掉狎 '進が によ 〇、 巧 人は 今や 闊ぶ 巧龙八 巧な 调述 にがき 巧殊で おに 化る 一巧 か 础のゎ 化を が 明 

U 、 吟坚 なる 資 々じして 巧 人に がり W ひなざる が々 は々 後が 进 しのる お 巧に 此 める。 かかる 化ぶ のげ； >バ じより、 

— W 
ドイツの 地 巧 & び W 化の がかは 化说 せられ' 比つ が 來の經 が 巧 化を 巧輯巧 おせし むる ことが W がるで あらぅ。」 

卽ち 、これによ りが. 视化找 のが；：；： は晰巧 M が 十一 巧 おの 朔 W 1 ヶ H K に クイ ヒス マ パクけ： 卜に M 贴 せられ. 十一 

降に れつて は化府 の 1 切の ぶ 出は 机悅义 はお 蝴化 巧に よろ べき ことと せられた S である 〇こ S ことから みれ 

ば、 がの 巧 明は 格め て ホ 火で あり、 ナ f ス借川 化 巧の 上に 一つ S エポックを かる もい として 一 股に 期け された。 

卽 ち' ホ 巧 力が つ ひに 巧 おず るに ザつた ドイツ おがの 巧巧瞄 にあつて は’ 化來い かきだ 川挪狀 による 础 巧ぶ 化は， 

が 六 や 十 ナス お？ E か 巧 2 tt が 阳六 一一： 


ホ ニ部 ナナスが おが 濟の巧 度 

イン こ， シ"； sS 化險 をはら むこと がまで あり、 たがつ 了酣璧 化に 化 掌べき ことを 篡ナ るに ザ-つた 
ので ある。 盖 しか 巧雙 にょる SS 速は、 藥 かな 速に 雙 さたを 一; 器篇か 丈 桃 基の 故 誤 如の 秘 
罔に 化た P ゐ 5 皆は、 援的塞 でを るか、 牛-巧 準 か 獲に 学廷 、をは i イ こ！ ン 3 ン 

を 巧 巧ナ るからで ある。 この ことは 今 おのと こ， C ドイツの 抽巧流 地 補が 比較のに 膨 化して みない ザ 巧に ょ つても 
明らかで ある。 

ライ ヒス バンク (ザ 化 ： C 巧 ラ 
一九二 化が 

な 及 ホ W 巧 巧 二、 八 一九 
巧け、 刺 か 度み M 巧を 二、 ニ セ 九 
が 引 ー バ去ハ 
化 衍巧券 化 一一一 
化 行が 一:、- 室 一二 
柏 な 巿 一! 六 
通 巧 巧が (撕助 巧が をな む】 六、 一九 お 

かくて、 爾 後援 S がをおは 部分的ち 努裹 S むに 搜 十る ことにを、 叢 SVM ;" をた つ 
て窠£-響おを冀艺める 《に费がをつ たか、 當では姐ミを节膨股サ」ゎ るおをもけつ てむ 

る。 

一九 一 壬-一二 八 ff ; 居常め て 、 農 累遂藉 S 巧は ヘム 藻 叢 swff もを 《てむ ミ パぶ 


ィ ヒス マルク) 

一九 5 が 一ろ：： 屯が 一を； が 

九 一 一ー セ 五 屯 六 
三、 一阳〇 お、 阿！； 六、 ご： が 

二、 叫 二： 九 阿、 屯ち ちご 一: 七 
阿 〇 1 ち 一 叫 一一: 九 六 
3 幸 ハ ー:、 八！ 六 お、 二 屯 八 
叫 0 ニ ム八ぶ へ 九 一 
お、 2； 一八 六、 ミニ - Til 一九 

(St ミ 己 ischcx 巧 eich,a …こ 


十 化 ライ ヒス マルクを なえて はわない と みられ. この 滿は蝴 w 所得の 八-五％ にし か 過ぎず* イギリス、 フランス. 
イタリアの 如き？？ 闊の蝴 化が 閱 W 所がの 八 0% を 超ぇて ゐ るのに 比すれば、 をれ ほど 過 巧では ない。 

ドイツが 巧の 諸 巧 W の 中に あつても、 と 〇 わけを の W 化 的 化 巧が 巧々 叫げ れ 、をの 狐 おのが ななが 來が がりに 
巧 想され てむ るので あるが、 な 卜： にみ た杂 なにぶ けば、 少く とも^の シャハトの 巧 叫した 巧 時に あつては •その 
时 化の 化 礎は 化して がをだと はとへ ない にし， い 、をし 姐つた 牠 の 巧 水を 化は せる ものはなかつた。 化し この 肋 
につき ライ ヒス バンクが 化 シャハトが がが 能が された ザ 巧は、 ドイツ お 巧みの 現に 虹が サ るぶ 阳 おを がぶ する も 
ので ある。 物 か、 M か、 巧 做の クみ 巧資 おの イお にも拘らず 、むを 的 巧 海 部の ホ巧備 ホを をむ せんとす るな 關 と- 
生產觀 おかお おがの 限 化に 判 速して ゐ るとの シャハトの 寂 化の もを ひ、 こを が シャハト 能 ホ 事 化の 巧 W が 巧 巧と 
して 受かられるならば 、ドイツの M 化 化 策の が來 にがして は餘〇 にも 巧视 的な 化 透し はがされない。 带貨 シャハ 
卜の化 化を 巧つた マン ク にょつて 、ドイツの か 化 化 巧は 巧 巧して、 沿が のにが 期 化 巧に 化が する ことにな つたの 
である。 

これょり さき、 一九 一二 八が 义 巧の す ッ n に對 する が韦 SU は、 旣に シャハトの M 化：^ ホを 巧す る乂 きいが 
W となつた。 といん 5 は、 この ボ ザ お U じがした 抑の 蝴 ぶぶ 化を 贿ム なに、 シャハトの 化め た 限 化け 卜 •八が 巧 
を 利 川す るの 化むな きに ザつた 如ら であ々。 卽ち •一九 S 八が ぉにめ て、 政 W 巧 W 、 殊にが ザ 巧 W はを 八の 巧を 
支拂ひ5^ず、 「なかモお」を强^して之を视みの代0に化^した。 その納は.，ぶおされないが、約十にライヒス マ ル 
クに违 したと いふ。 . 

ホた 巧 ナナス 转 W 故 巧の け W 阳六お 


が 二が ナチ スが制 わ W 2 资お 阿，、； 

力く し 一」 たを 育を 巧こク Q 「ラ こ 護が i 珠に g ずる 謹 (つ。 i-ber 一 ie Fi ミミ iej ミ ニ こ- 
ミ ーで 妄 ischer Au 宮 ご呈 を I ミ ches ごに よる 前 ゆるが W 化奸巧 Xeu 弓 互 i— 星は' そ Q 加 化が シャハト 八な 础 
をを くが す も S であつた。 化 S 斩 W 政补 巧の が 抑は A の 如くで ある。 

クィ ヒ ラント 円 ゴ聞照 A び 〇 も 博 お 職た は，： しぶかぶ ぶ ハ おお 引 嫂、 义は 給が にがして、 ぶ 怖 ふ •へき 抑 
S 阳〇 ちを 巧 粘 愛を けて する ことが ぶな けぶ、：：：^ つ 化 5 琴が. 地； が Q が淺 夕卽 ちが お爱 ぶ一 
號 A び 巧が 捕々 巧.. 彼を 化 ffl せわ ばなら 2。 

藉 8 巧 一能は 强い されで をと ヶ巧 巧に、 巧 かとして 抑が をけ て か 巧 巧な になた た‘ か甜靈 巧-詔 
は强； パ 巧 一手と ヶ 巧を s_j た 巧 じ 御が ご 一一 亥を U て 引 ちれろ 化しが I 姚髮が 管を く 捷に巧 
沛卞る ことを 巧ぐ ほに、 をれ を 一定 朔刖 化が すろ かぶ 东 にがして 納 桃.,^ のれ 化を 則へ る。 卽ち •ん かる かぶぶ は 
納错の 防に か 器 突が 何に つき 巧 別 S 器が が へられる。 巧 一 跳 8 にを つ 一」 は •十ヶ "こを お 群に 巧 
すれげ、 諮を 所む が 抑 21 一 〇% •ーヶ が！^ 化が すれげ 二 お％、 がに ー ヶが刖 化 如す わ ば so% の、 M ホ： 帥 机上い 
巧 除が ホされ る。 このぶな によつて 巧巧茹 をの 视 化への 巧 化を 出 米る W ゎが 冰に 引が ば さ 〇 とい ム ので あろが， 
かかる む 典は を 巧ぶ をして 阳 化を 巧 〇、 化 八手 かおを W てが 税請 ぶを 臟人サ しわる がれ だしと しない。 をれ 化に 
もの 化が にあつ ては 化の 巧な も 巧が サられ 、かかる で 巧に よつて W られた 巧悅巧 ホに がして は •巧 化は ホる しく 
媒ぜ られる ことじな つて ゐ る。 

巧か請が巧二おは*巧一 號巧券の化むが：丄ぶなけに制限されてむるに；2^して、 化乂をの據化に阳廿ら^、 かが 


巧 脚に よる 资 w も 許されて むる。 

同時に 化府 はかくが か 詔 ホを 化 川す る ことによつて ルすべき 租 かお 入を 補 ふ ほに， 所が 化を ば 杭 一のに 一一 一 〇 
% ぶ 引 卜：げ る ことにした。 

W ^ の フンクの 計 巧は 巧 かの 巧な によつ ては 扯中* ホす ことの-小 W 能な 叫ヶ が：^ お A びが ボ備 のぶ；：；： に 化が な 
資 余： の 淵连を ば、 邮利丫 の巧悅 請が に依賴 する にあつた。 かかる ぶな による ヘムが 巧；；；： のが ルは •一方では 牌ぶ は 
利 た 措の が 如を をれ、 他 ホでは がが 政 おによ つて 獨占 化された 巧 本が おを ば 個人 かぶに 巧して 閒 化する ことに 
なつた ので ある。 蒂實现 かまでの とこん’ 阳ヶが 計が •ぶい じ 巧 接な 腳巧 を^す ろが ぶを 除き、 化かぶ じかつて は 
お 化乂は 株式の 巧い は 巧ん ど •个 可能であつた。 巧 計 巧は かくして 俩人 かぶ 11 の 巧 本ぶ がが 尸、、 牛： 巧 巧が、 & びそ 
れ にがん 内 己を 潮の 巧 雄を もがかせん とずる、 いは ば ー パ ーーな 的が 化を： Z 巧して たるので ある。 

ところで、 此の 瑞を にあ つても、 和悅請 巧の 巧 巧は むがには さきの 巧 断 杉 八が. 耻が脯 ホ おと M じく •が おに 
は 姐巧膨 化とは なつて 现 はれない。 だが、 かかる 巧々 朋速 のぶ 化は インフレ J シ 3 ン へのが 近を な 邸ナる ことは 
巧 お W 米ぬ。 とい ふのは •巧が 巧 おは ある 朽 おまで 巧を と H 巧た 化 化 ひを なける からで あろ。 

祀來 、ナチ ス 治-:^ のが ボ腑 A び阳ヶ が 計 巧は、 巧 稅=6^ 腳化お 人 •が 视化巧 A びが 脚 化 巧の S つの 中-が M 源ん ら 
肺 はれ 一-がた 。ながの 一一つ は’ それの お 巧の 社み 的 お维は 別と して、 M 化の じは. S ；. がを ではたい のじ だして、 が 
巧への 巧が は インフレ ー ショ ンじ鸿 く 化な が， ろ い。 かかる ド， がから 一义 S 八が がい シャハト がむ 計ぶ がぶ： ら 
れ たので あり、 それの 巧 巧は インフレ J シ 3 ン への 削 並で ある。 义も ドイツ W 化の インフレの 怖のは むの 巧 M 


を！ がナ ； s が濟 s 强が W .、、 

む灌 によつ S まつた ものでは ない。 一空 一八が の 站巧膨 股 補は 一一で 化 ラィ ヒス マルクで あり’ 化の がよ 才 
スア 々び ズ—テ こ グ户リ によつ 一」 お W し 巧る がを 遙 るを おぇて むろ かを がのを 巧 じ 巧 進し を 

送、 前言 指 f た 言,, げ SS 質 凛で ぉ C 、 おがつ一占譜琴安が攘義ない管.そして 

户ィ说 計ぶ の 抽 いが‘ がく 管、 S 護 戈 闲潍は 除を ず •なほみ S 度 A ぴ S 夫 棒が な ミる で、 

らぅ 0 ‘ 

ともあれ、 化* が祥 一」 みた やっ な 化 火を 薬 寒 ぉ. さを じ 引 M く 幕 说かザ ミ fcsu ご ー ルり 
ふは のて 夕ん T 蔡、 遷 には 似め て— な、 愿* お 誤 則を も 無 f 器 詔の 强 いがな された。 そ 2」 
も拘ら ず、 茲戈芝 」^1= を 招を」 了 そ SSS 藥 •たと へ SS から ミタ "はた」 むる にせ 

よ、 今り まで 兎も角も 遂 ：；； ： され 來 つた 巧货は ホ々 おがに 化する。 

V wantoro- a. a. 〇., S. 109. 

巧す s ミミ fUr Ko 鲁 nkturfihl— Wochen 家 rich ご 一一 J 巧.， Nr.24. 

^ •ぶ atist, Aug •夕 1938 . 

お TViva ミミ itch, op. cit., F. 7 ド 
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の ，： ivanovitch, < ろ， CF, P. 12 1 . 

が 一_^ 塞 わ 濟妍克 所、 本が がが 巧々、 巧び 八拍〇 
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が 二部 ナチ K 巧 制が 濟の錢 が 阳セ〇 
別 >nn 已安 ，ち？】 ター §J. 

祐 V ミ r ゴコ 受 ，反， 19:W. がし シ ^ ハト のがが は 化 八が 巧む W が圳 姐^み ではなく、 ユ ダトん が 巧 八 W 巧に もがん 
で & る 0 

泌 Nation- Apr. -22, 二. 






















が T . 巧1 が 


經巧 大臣 


ェ xiS (■ホ 

tKeichsRruppe 、 


* ニ ホが t 1 W £ 中央 會 


T 


心 , 倘峽 e 式 五 午 巧 ま 

Hau がが uppe I じ! UUuptgr 叩 が りい i (Uau がが uppe IV ' Hau がの "uppc V 1 


英广 、ふ 巧曹 

(Hau がが uppcn 








































ドィ ッ巧做 巧 お 
^ が 載な 指 31 を 






























ホ 巧ぶ 巧问 Mm 化 K 


的か卜 叫，^^" 二十ぶ：：： 印 脚 

おかい 一; が 七 リニ 十九：：： 巧け 

ぶ 巧 

巧む ホ 

印刷 巧 


ナチ ス おがが 設 巧け 

化が W が 

ら VV *5 ゥ よ L 

おが 巧 

A ながなが W な 巧！ r ノ 5； 

鈴 木 利 A 

な 郁が 抑 化 巧！ 一: が 柏 

がぶ r-：；r - C. ，•— .- 

4 がか J 啤 


ぶな がな 份 W な 橘！ 一: ノ川 
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